WEB 版 日 訳 サ ヒー フ ・ ム ス 
リ ム 


日 本 ムスリム 協会 


ウェ ブ 公 開 に よせ て 


アッ サラ ー ム アラ イク ム 


世界 の ムスリム が 最も 信頼 する ハデ ィ ー ス の ひと つ 「 サ ヒー フ ムスリム 」 が 日 本 人 イス ラー 
ム 学 徒 の 手 に より 和訳 され 、1987 年 、 日 本 サウ ディ アラ ビア 協会 か ら 出 版 さ れ た 。 そ の 後 2001 年 
に 同 協 会 の ご 厚意 に より 、 当 ・ 日 本 ムスリム 協会 で 再版 する 機会 が 与え られ た 。 こ の ハデ ィ ー ス 
集 は 本 邦 初 の アラ ビア 語 原 典 か ら の 翻訳 で ある こと か ら 、 特 に 日 本 人 の ムスリム た ち 、 イ スラ ー 
ム 研 究 者 た ちの 間 で 活用 され て きた 。 こ の 度 、 広 く よ り 多く の 人 た ち に 利用 し て も ら う た め に 日 
2 の ホー ムペ ー ジ 上 で 一 般 公開 する こと と し た 。 

言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 言行 録 集 で ある ハデ ィ ー ス は アッ ラー の 言葉 を 記し 
PPE の と し て 、 ム スリ ム に と っ て は 生き 方 の 指針 と な り 、 生 活 の 
規範 と な っ て いる も の で ある 。 し た が っ て ムスリム に と っ て は イス ラー ム を 理解 し 実行 する た 
め に 、 ま た 非 ム スリ ム に と っ て は イス ラー ム を より 深く 知る た め の 文 献 と し て 必須 な も の で ある 

今日 、 世 界 に 約 14 億 の ムスリム が いる と 言わ れ 、 イ スラ ー ム は 世界 の 政治 、 経 済 に も 大 き な 影 
響 を 与え つつ ある 。 こ の 公開 ホー ムペ ー ジ を 活用 し て いた だ き 、 日 本 に お いて も イス ラー ム へ の 
理解 と 関心 を より 一 層 深 め て いた だ けれ ば と 願っ て いる 。 


2009 年 11 月 20 日 
イス ラー ム 暦 ズル ヒッ ジャ 月 
日 本 ムスリム 協会 会 長 徳 増 公明 


1" ハ ディ ー ス "に つい て 

本 書 は 、 イ マー ム ・ ム スリ ム ・ ビ ン ・ ア ル ・ バ ッ ジ ャ ー ジ の 著作 『 サ ヒー フ ムスリム 』( ム ス 
リム 正伝 集 ) の 日 本 語 訳 ( 全 三 巻 ) で ある 。 本 書 は 、 イ スラ ー ム の 預言 者 へ ハ ンマ ド に 関す る ハデ ィ ー 
ス (伝承 )、 すなわち 、 預 言 者 の 言葉 、 行 為 、 ま た 、 黙 認 事 項 な どの 豊富 な 採録 集 で あり 、 預 言 者 の 
日 常 を 詳細 に 記録 し た これ ら の ハデ ィ ー ス を 通じ 、 信 徒 ら は イス ラー ム の 基本 条項 の みな ら ず 、 
預言 者 と 共に 生き た 当時 の 教 友 ら ( サ ハー バ ) の 生活 の 仕様 に 至る まで 知り 得る 内 容 と な っ て いる 。 

イス ラー ム 以 前 か ら 、 ア ラブ 部 族 間 で は 先祖 伝来 の 生活 慣習 を "スン ナ " と 称し て 遵 奉 す る 傾向 
が あっ た が 、 イ スラ ー ム 以降 に は 、 預 言 者 へ ハン マ ド の 言動 が 全 信徒 の 日 常 生活 や 信仰 の 有り 様 
を 示す 規範 と みな され 、 い わ ば 、 新 し い " ス ン ナ "と し て の 位置 を 占め る こと に な っ た 。 そ し て 、 こ 
の 預言 者 の スン ナ に 関す る 知識 は 、 ク ルアー ン の 教義 同様 、 全 信徒 の 共有 すべ き 知 識 、 つ まり 、 
ハデ ィ ー ス と し て 相互 に 伝達 され 遵守 され る に 至っ た 。 

周知 の よう に 、 ク ルアー ン に お ける 啓示 は 信仰 の みな ら ず 、 信 徒 の 生活 全般 に わた る 広範 な 教 
説 を 含む も の で ある が 、 そ の 具体 的 指導 は 預言 者 の スン ナ に よっ て 補足 され る 必要 が あっ た 。 た 
と えば 、 礼 拝 や 巡礼 に 関す る 言葉 は クル アー ン の 中 に 何 度 も 繰り 返さ れ て いる が 、 そ れ ら に 伴う 
細か い 規 則 に つい て の 言及 は み ら れ な い の で 、 信 徒 は 預言 者 の スン ナ に 令 っ て 実際 の 形式 を 学ば 
ね ば な ら な か っ た の で ある 。 

この よう に 、 預言 者 在世 の 頃 か ら ハ ディ ー ス は 信徒 の 実生 活 上 不可 欠 な 知識 で あっ た わけ で 、 
その た め 預 言 者 自身 も "相互 に スン ナ を 伝達 し 合う よう に "と 教 友 ら に 指示 され た と いわ れる 。 た だ 
、 預 言 者 在 命中 に は 、 不 明 な 問題 が 生じ た 時 、 人 々 は 直接 預言 者 に 問い た だ すこ と が で きた の で 
、 ハ ディ ー ス は 記憶 や 私 的 な 記録 と し て 断片 的 に 保存 され た だ け で 、 組 織 的 に まとめ られ る こと 
は な か っ た 。 預言 者 没後 の 四 大 カリ フ 時 代 以 降 、 急 速 に イス ラー ム 世 界 が 拡大 発展 する に 伴っ た 
幾多 の 新しい 問題 や 状況 に 対処 し て いく 関係 上 、 初 め て 権威 ある 参考 指標 と し て の ハデ ィ ー ス に 
対す る 全般 的 知識 の 必要 性 が 痛感 され る よう に な っ た の で ある 。 そ の た め 、 遠 く 征 服地 や 新開 地 
な ど に 分 散 し た 教 友 ら を た ず ね て 預言 者 に 関す る ハデ ィ ー ス を 聴聞 収集 する 者 た ち が 現 われ だ 
し た 。 当時 、 マ ディ ー ナ は 元 よ り 、 マ ッ カ 、 ク ー フ ァ 、 バ スラ な ど に は 比較 的 多く の 教 友 や 
ハデ ィ ー ス に 詳し い 人 々 が 居住 し て いた こと も あっ て 、 こ れ ら の 町 に は ハデ ィ ー ス 学習 を 志す 多 
く の 学 徒 が 参集 し た と いわ れる 。 ハディース 聴聞 の た め 遠 隔 地 まで 苦労 を 重ね て 旅 し た 人 々 の 人 逸 
話 は 数 多く 知ら れ て いる 。 これら の 篤 実 な 学徒 の 研 鏡 や" 旅 "を 契機 と し て 幾多 の 貴重 な ハディース 
は 保存 され 、 ま た 、 各 地方 の 信徒 に も 広く 伝播 され る こと に な っ た の で ある 。 

と も あれ 、 イ スラ ー ム 世界 各地 に 流 伝 す る ハデ ィ ー ス の 組織 的 編 利 が 試み られ る の は 、8 世 紀 以 
降 の こと で あり 、 散 逸し た と は いえ ヒジ ャ ー ズ の アブ ドル ・ マ ー リ ク (767 没 )、 ク ー フ ア の ス フ ヤ 
ー ン ・ サ ウリ ー(777 没 ) な ど に より 、 先 駆 的 な 小 ハ ディ ー ス 集 が 編 和 貸さ れ た こと が 知ら れ て いる 。 

現存 する 初期 の 重要 な ハデ ィ ー ス 集 は 、 イ マー ム ・ マ ー リ ク (795 没 ) に よる 『 ム ワッ タ ア 集 』 で 
ある が 、 内 容 は ハデ ィ ー ス を 題目 毎 に 整理 し 、 法 律 事典 的 要素 を 備え た 体裁 と か っ て いる 。 な お 
、 こ の よう に 題目 毎 に 分 類 し て 編 筑 する 方 式 は ム サ ン ナ フ 型 と 呼ば れ 、 後 代 の ハデ ィ ー ス 編 筑 様 


式 の 主流 と な っ た も の で ある が 、 こ の ム サ ン ナン フ 形 式 に 対し 、 ハ ディ ー ス を 最初 の 伝承 者 の 名 の 
下 に 一 括 し て 記述 する 形式 を と る も の も あり 、 ム スナ ド 型 と 呼ば れ て いる 。 ム スナ ド 型 の 著名 な 
ハデ ィ ー ス 集 に は 、 イ マー ム ・ ア フ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ン バ ル (855 没 ) に よる 『 ム スナ ド 集 』 が ある 。 

後代 、 正 伝 の 名 を 冠 せ られ た 六 書 は 、 い ずれ も ム サ ン ナ フ 形 式 を 採る も の で 、 小 項目 や 簡単 な 
説明 が 編者 自身 に よっ て 付 さ れ た も の も あり 、 い ずれ も 参照 に 便利 な 体裁 に な っ て いる 。 な お 
六 書 、 す な わ ち 、 六 正伝 集 と は 、 ブ ハー リー(870 没 )、 ム スリ ム (875 没 ) の 両 " サ ヒー フ 集 "に 加え て 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (886 没 )、 ア ブー ・ ダ ウー ド (888,9 没 )、 テ ィ ル ミズ ィ ー(892 没 )、 ナ サー イ 
ー (915 没 ) ら の 四 『 ス ン ナ 集 』 の 総称 で ある 。 

ハデ ィ ー ス 編 筑 は 、 こ れ ら 六 書 に 終わ っ た わけ で は な く 、 そ の 後 も 数 世紀 に わた っ て 継続 的 に 
行わ れ 、 バ イハ キー(1063 没 )、 ス ニー ティ ー(1505 没 ) な ど に よる 著名 な 集録 も 編 ま れ て いる 。 ま た 
、 イ スナ ー ド (伝承 者 経路 ) を 最初 の 語り 手 以外 は 全部 省略 し 、 マ トン (本 文 ) の み を 記述 する 簡単 な 
形式 の ハデ ィ ー ス 集 も 編 豊 され て いる 。 

ブ ハ ー リ ー や ムスリム の 両 " サ ヒー フ 集 "は 、 内 容 の 多様 さ 、 ま た 、 採 録 に 当っ て の 真 偽 批 判 基準 
の 厳格 さ に よっ て 、 も っ と も 信頼 で きる ハデ ィ ー ス 集 と し て の 声 価 を 得 た も の で ある が 、 こ の 真 
偽 に つい て の 検討 は イス ナー ド と マト ン の 両面 か ら 為 され る の が 通常 で あっ た 。 イ スナ ー ド 、 す 
わ ち 、 伝 承 者 の 経路 に つい て の 検討 と は "A は B よ り 聞 き 、B は C よ り 伝 えら れ た "と いう 形式 で 、 正 
し く 最 初 の 語り 手 に 遡 源 で きる か どう か に つい て の 調査 を 意味 する が 、 こ の 場合 、 各 伝承 者 の 知 
的 能力 、 信 頼 度 、 年 齢 、 居 住地 域 、 更 に は 、 本 文 を 伝え る 伝承 者 経路 の 数 も 吟味 され た 。 マ トン 
すなわち 、 伝 承 本 文 の 検討 に お いて は 、 イ スラ ー ム の 教義 に 反し て いな いか 、 特 定 の 党派 へ の 偏 
向 は み ら れ な いか 、 歴史 事 実に 肥 し て いる か 、 な ど と 共に アラ ビア 語 表現 上 の 品 性 まで も 診 索 さ 
れ て いる 。 これら の 検討 を 受け た ハデ ィ ー ス は 全て 、 サ ヒー フ ( 確 実 な も の )、 ハ サン (妥当 性 を も つ 
も の )、 ダ イー フ ( 典 拠 薄 弱 な も の ) な ど 三 段階 に 分 類 さ れ た 。 ブ ハー リー や ムスリム は 、 彼 ら な り の 
判定 基準 で 、 確 実 な ハデ ィ ー ス の み を 採録 し た と の 見 解 か ら " サ ヒー フ 集 "の 名 を 冠 し た の で ある 。 

ハデ ィ ー ス が 法学 上 で は クル アー ン に 含ま れる 規定 を 補足 する 権威 ある 源泉 で あり 、 イ スラ ー 
ム 初 期 の 歴史 研究 上 重要 な 文献 と な か っ て いる こと は 再 言 する まで も な い が 、 信 徒 に と っ て は な に 
より も これ ら の 存在 は 、 信 仰 へ の 理解 と 預言 者 像 へ の 親近 感 を 促進 する 大 き な 要 素 と な っ て いる 


Oo 


2. 著 者 ムスリム に つい て 

『 サ ヒー フ ムスリム 』 の 著者 イマ ー ム ・ ム スリ ム は 正確 に は 、 ア ブー・ ア ル ・ フ サイ ン ・ ム 
スリ ム ・ ビ ン ・ ア ル ・ バ ッ ジ ャ ー ジ ・ ア ル ・ ク シャ イリ ー・ ア ン ・ ナ イサ ー ブ ー リ ー(817/21 
<875) と 呼ば れる 。 イ ラン の ナイ サー ブー ル ( ニ ー シ ャ ー プ ブ プール) で 生れ 、 死 後 も その 郊外 の ナス ラ 
ー バ ー ド に 埋葬 され た 。 四 大 カリ フ 時 代 、 枢 要 な 地位 を 占め た 先祖 を も つ 名 家 の 出 身 と も 伝え ら 
れる が 、 詳 し く は わか っ て いな い 。 15 才 頃 よ り ハ ディ ー ス 学習 を 志 し 、 広 く ア ラビ ア 、 エ ジ プ ト 
、 シ リア 、 イ ラク な ど を 旅行 し て イス ハー ク ・ ビ ン ・ ラ フワ ィ ヒ 、 ア フ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ン バ ル 、 
クタ イブ ・ ビ ン ・ サ イー ド な ど 当 時 の 秀 れ た 伝承 学者 に 学ん だ 。 イ マー ム ・ プ ハー リー と も 親交 
が あり 、 終 生 、 ブ ハー リー の ハデ ィ ー ス に 関す る 学識 を 尊敬 し て や まな か っ た と いわ れる 。 


な お 、 イ マー ム ・ ム スリ ム は 生涯 に 約 30 万 の ハデ ィ ー ス を 収集 し た と 伝え られ る 。 そ の うち 
サ ヒ ー フ 集 に 収め られ た ハデ ィ ー ス の 総数 は 、 話 題 別 に 分 類 し た 場合 、3.000 余 で ある が 、 伝 承 者 
経路 (イス ナー ド ) の 数 で 計算 し た 場合 に は 、 こ の 2 倍 以上 の 数 量 に 達する と いわ れる 。 こ の サ ヒ ー 
フ 集 以外 に も 、 彼 の 著作 や 論 稿 は 20 数 種 も あり 、 そ の 大 半 は ハデ ィ ー ス に 関連 し た も の で ある 。 
な お また 、 彼 に は 多く の 弟子 が お り 、 な か に は アブ ー ・ ハー テム ・ ラ ー ズ ィ ー、 ム ー サ ー・ ビ ン 
・ ハ ー ル ー ン 、 そ れ に 『 ス ン ナ 集 』 の 編者 ティ ルミ ズィー ら 著 名 人 の 名 が み ら れ る 。 

イマ ー ム ・ ム スリ ム の サ ヒ ー フ 集 の 特色 は イマ ー ム ・ ブ ハー リー の 収録 と 異な り 、 大 題目 以外 
に は 、 小 題目 、 解 説 の 類 が 一 切 付 され て な い 点 で ある 。 現在 ほとん どの テキ スト に 大 題目 区 分 と 
し て "キタ ー プ (.…… 書 )"、 内 容 を 説明 し た 小 題目 区 分 と し て の "バー ブ " が み ら れ る が 、 こ の 小 題 目 区 
分 は 後代 の 注釈 者 の 筆 に よる も の で 、 イ マー ム ・ ム スリ ム 自 身 が 付記 し た わけ で は な い 。 第 二 の 
特色 と し て は 、 イ スナ ー ド お よび マト ン の 記述 が 厳密 で 、 人 物 名 や 表現 用 語 上 の 差異 に 関し て こ 
ま ご ま と し た 指摘 が み ら れ る 点 が 挙げ られ る 。 

本 文 は 、 信 仰 、 礼 拝 、 婚 如 、 商 取引 、 遺 産 、 戦 争 、 神 学 、 終 末 、 注 釈 諭 な ど 、 今 回 我々 の テキ ス 

ト と し た 『 サ ヒー フ ムスリム 』 で は 、56 書 (キタ ー プ ブ ) に 分 けら れ 多 様 な 内 容 と な っ て いる 。 

な お 、 こ の サ ヒ ー フ 集 の 注釈 書 と し て は 、 イ マー ム ・ ア ン ・ ナ ワウ ィ ー(1277 没 ) に よる 『 シ ャ ル 
フ サ ヒ ー フ ムスリム 』 が 有名 で ある 。 


3. 翻 訳 に つい て 

本 書 の アラ ビア 語 テ キス ト と し て は 、 エ ジ プ ト の 右 学 ムハンマド ・ フ アー ド ・ ア ブ ド ル ・ バ 

ー キ ー 校 訂 の 『Sahih Muslim Lil-Imami Abil-Hussain Muslim』( カ イロ 1955 年 刊 初版 本 ) を 訳出 原本 
と し 、 か つ イ マー ム ・ ア ン ・ ナ ワウ ィ ー の 注釈 付 『Sahih Muslim bi-Sharhi An-Nawawi』( カ イ 

ロ 1929 年 刊 ) に ある ハデ ィ ー ス 本 文 を 併用 し た 。 テ キス ト 前 部 に は 、 ハ ディ ー ス 全般 に 関す る 解題 
や 説話 の 紹介 が 記さ れ て いる が 、 本 書 で は それ ら は 省略 され 、 訳 出 は 、" 信 仰 の 書 ( キ タ .ー ブ ル ・ 
イマ ー ン )" 以 降 よ り 始 め ら れ た 。 

訳出 に 関し て は 、 以 下 の 諸 点 に つい て も 予め 断っ て お きた い 。 
8) 第 一 巻 の 翻訳 は 3 名 が 分 担 し 、 人 物 名 や 地名 な ど 頻 出 度 の 多い 事項 の 表記 に 関し て は 統一 を 図 
っ た 。 文体 や いち いち の 用 語法 は 訳者 それ ぞ れ の スタ イル に 一 任 さ れ た 。 

b) イ スナ ー ド (伝承 者 経路 ) に 現れ る 人 物 名 を 逐一 列記 する の は 燃 雑 すぎ る た め 、 最 初 の 語り 手 以外 
は 省略 され た 。 この 方 式 は 、Muhammad Al-Husain Al-Baghawi(1122 没 ) の 『Masabih As-Sunna』 
お よび これ に 若干 の 変更 を 加え て 、1336 年 頃 改題 、 再 版 さ れ た 『Mishkat Al-Masabih』 や イマ 

ー ム ・ ア ン ・ ナ ワウ ィ ー( 前 出 ) に よる 『Riyad As-Salihin』 に 條 っ た も の で ある 。 

c) 預 言 者 、 ア ッ ラ ー の み 使 い 、 ムハンマド と いっ た 呼称 に は 必ず "アッ ラー の 加護 と 平安 を ! サ ッ ラ 
ッ ラ ー フ アラ イヒ ワサ ッ ラ マリ!)" と いう 祈願 の 言葉 を 付す の が 伝統 的 慣習 で ある が 、 頻 度 が あま り 
に 多 す ぎる た め 、 訳 出 は 省略 せ ざ る を 得 な か っ た 。 教 友 ら に 関す る 祈願 に つい て も 同様 で ある 。 
d) マ トン (本 文 ) 表 現用 語 の 差異 に つい て は 、 前 述 し た よう に 、 極 め て 厳密 な 指摘 が み ら れ る が 、 訳 
語 上 の 限界 も あり 、 訳 者 それ ぞ れ の 判断 に よっ て 簡略 化 さ れ た り 、 補 足 説明 が 加え られ た 場合 が 
ある 。 


e) 前 述 し た よう に 、 テ キス ト の 小 題 目 (バー ブ ) は 著者 イマ ー ム ・ ム スリ ム 自 身 の 筆 に よる も の で は 
な く 、 後 代 の 注釈 者 ら に よっ て 書き 加え られ た も の で ある 。 そ れ 故 、 こ れ も 訳 者 の 判断 で 内 容 中 
心 に 簡略 化 さ れ た と ころ が ある 。 
? 会 話 体 の 多い ハデ ィ ー ス で は 、 内 容 を 変更 し な い 限 り 、 必 ず し も 直訳 形式 を と ら ぬ 場合 が あっ た 
。 また 、 理 解 を 容易 に する た め 、 テ キス ト に な い 状 況 説明 を 付加 し た と ころ も ある 。 
9) 訳 出 に 当っ て は 、 前 述 し た イマ ー ム ・ ア ン ・ ナ ワウ ィ ー の 注釈 書 『Sharh As-Sahih Muslim』 お 
よび Abdul-Hamid Siddigl に よる 英訳 『Sahih Muslim』(Lahore 1973) を 参照 し た 。 な お 、 ク ルアー 
ン に つい て は 『 聖 クレ アー ン 』 (日 本 ムスリム 協会 昭和 58 年 版 ) を 参考 に し た 。 
h) テ キス ト 全 体 は 、 三 分 冊 で 出版 され る が 、 第 一 巻 に お いて は "信仰 の 書 "、" 斎 戒 の 書 " お よび "ハイ 
ド の 書 "を 磯崎 定 基 、" 礼 拝 の 書 " お よび "モス ク と 礼拝 場所 の 書 " の 大 半 を 飯森 喜助 、 残 り の "礼拝 の 
機会 を た 失 し た 時 の 償い "以降 "旅行 者 の 礼拝 の 書 " ま で を 小笠 原 良 治 が 担当 し た 。 

クル アー ン の 日 本 語 訳 が すでに 数 種 も 存在 する 現今 、 イ スラ ー ム 理解 を 一 層 深 め る た め に は 、 
権威 ある ハデ ィ ー ス 集 の 翻訳 紹介 が 急務 で ある と の 見 解 か ら 、 イ マー ム ・ ム スリ ム の " サ ヒ ー フ 集 " 
が その 対象 に 選ば れ た の で ある が 、 訳 業 が 実際 に 進め られ だ し た の は 1984 年 の 夏 頃 か ら で あ っ た 
。 爾 来 、 非 力 を 嘆 じ な が ら も 、 本 業 の 傍ら 、 担 当 者 は それ ぞ れ 翻訳 に 苦心 し て きた の で ある が 、 
語学 や 表現 上 の 未熟 さ 故 に 思わ ぬ 誤 り を 犯し て いる か と も 省 み て いる 。 さ さや か な 我々 の 努力 に 
よる 本 書 が 日 本 に お ける イス ラー ム 理 解 に いさ さか な り と も 貢献 で きる こと を 願う と 共に 、 将 来 
、 こ れ を 財 と し て より 一 層 完 全 な ハデ ィ ー ス 翻訳 書 が 数 多く 紹介 され る こと を 心 より 期待 し た い 


な お 、 こ の 翻訳 は 、 日 本 サウ ディ アラ ビア 協会 の 浜田 明夫 氏 、 富 塚 俊夫 氏 、 武 藤 英 臣 氏 ら の 推 ( 
車 篇 に 免 ) と 全面 的 な 協力 に よっ て 進め られ た 。 ま た 、 和 久井 生 一 氏 に は 翻訳 文体 の 全般 的 調整 を 
お 願い し た 。 こ こ に 記し て 感謝 申し 上 げた い 。 

1987 年 1 月 


イマ ー ン (信仰 ) に 関し て 


イマ ー ン (信仰 ) に 関し て 
1 巻 P.27-31 


ヤ ヒ ヤー・ ビ ン ・ ヤ アマ ル は こう 伝え て いる 。 

バス ラ で 初め て カ ダ ル (天命 ) に つい て 語っ た の は 、 マ ー バ ド ・ ジ ュ フ ァ ニ ー で あっ た 。 

私 と フ マ イ ド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン ・ ヒ ム ヤ リー は ハッ ジ (大 巡礼 ) 及び ウム ラ ( 小 
巡礼 ) に 出かけ た が 、 そ の 折 、 私 た ち は 、 も し も アッ ラー の み 使 い の 教 友 た ち (アス ハー ブ ) の 
誰か に マッ カ で 会 うこ と が で きた ら 、 カ ダル (天命 ) に つい て どの よう に 考え る の か 聞き た いも 
の だ と 話し 合っ て いた 。 

私 た ち は 、 た また ま モ スク に 入ろう と し て いた アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ 
に 出会っ た 。 

そこ で 私 た ち は 取 り 囲 むように 彼 の 左右 に 立っ て 一 同僚 が 私 に 質問 を まかせ て いる よう な の で 一 
私 が 代表 し て 彼 に 次 の よう に 問い か けた 。 

「 私 た ちの と ころ に 聖 ク ルアー ン を 読み ハデ ィ ー ス に つい て の 知識 も 深い 人 々 が や っ て き て 、 様 
々 に 体験 談 を 語っ て くれ た 。 彼ら は その 話 の 中 で 、 カ ダル つま り 予 め 定め られ た 天命 な ど 有 りえ 
な いと 語っ て いた 」 

アブ ドッ ラー は これ に 対し 次 の よう に 答え た 。 

「 そ の よう な 者 た ち に また 会 う 機 会 が あれ ば 告げ る が よい 。 私 は 彼ら の 見 解 に 同意 で き な い 。 私 
に と っ て 彼ら は 全く 無縁 の 募 に すぎ な いと 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 次 の よう に も 述べ た 。 

「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 申す が 、 そ の よう な 者 が た と え 、 ウ フ ド 山 に も 匹敵 する ほど の 黄金 を 持ち 、 
それ を 善行 の た め に 使っ た と し て も 、 カ ダル を 信じ な い 限 り ア ッ ラ ー は 喜び 給 わ ぬ だ ろう 」 
アブ ドッ ラー は 更に 以下 の 話 も 語っ て くれ た 。 

「 私 の 父 ウ マル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ は こう 話し て いた 。 

私 が アッ ラー の み 使 い の と ころ に いた 或 る 日 、 純 白 な 衣服 を 着 、 真 黒 の 髪 を し た 一 人 の 男 が 突然 
現われ た 。 

どこ か 遠く か ら 旅 し て きた 様子 で は な か っ た が 、 我 々 の 誰 一 人 と し て 彼 に つい て 知る 者 は いな か 
の 7 

彼 は 預言 者 の 側 に 膝 を 組み 、 手 の ひら を 太 朋 の 上 に お いて 座り 、 次 の よう に いっ た 。 

『 ム ハン マ ド よ 。 イ スラ ー ム に つい て 述べ て みよ 』。 

アッ ラー の み 使 い は 答え た 『 イ スラ ー ム と は アッ ラー の 他 に 神 は な く 、 ム ハン マ ド は アッ ラー の 
御 使い で ある と 証言 し 、 サ ラー ト (礼拝 ) を 行い 、 ザ カー ト ( 喜 捨 ) を 供し 、 ラ マダ ー ン 月 に は 
断食 し 、 旅 の 資金 に 支障 が な い 限 り 、 ア ッ ラ ー の 館 (カー バ 神 殿 ) に 巡礼 する こと で す 』。 
その 男 は これ に 対し 『 あ な た の 言葉 は 正しい 』 と いっ た 。 

この 事 に 関し て 、 父 ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ は 『 彼 が その よう な 質問 を し 、 ま た その 答え が 真 


実 で ある と 確信 し た こと に 和 驚い た 』 と 語っ て いた 。 

その 男 は 更に 、『 イ マー ン (信仰 ) に つい て 告げ よ 』 と も いっ た が 、 み 使い は は これ に 対し 、 
『 ア ッ ラ ー、 そ の 天使 た ち 、 経 典 類 、 使 徒 た ち 、 審 判 の 日 に つい て の 信仰 、 善 悪 に 対す る カ ダ ル 
を 信ずる こと で す 』 と 述べ た 。 

その 男 は 、 こ の 答え を 『 正 し い 』 と いい 、 更 に また 『 イ フサ ー ン (善行 ) に つい て 述べ よ 』 と 問 
うた 。 

み 使 い は これ に 対し て も 『 あ た か も 目前 に 座 す か の よう に アッ ラー を 崇め る こと で す 。 あな た 
に アッ ラー の お 姿 を 拝 す る こと が で き な く て も 、 ア ッ ラ ー は あな た を みて お いで に な る か ら で す 
』 と 答え た 。 

彼 は 更に 『 週 末 の 時 期 に つい て 述べ る よう に 』 と いっ た が 、 み 使い は 『 お た ず ね に な る 方 以上 に 
、 私 が これ に 関し て 存じ て いる わけ で は あり ませ ん 』 と いわ れ た 。 

その 男 は また 、『 審 判 の 日 の 近づく 兆候 に つい て 語れ 』 と も 述べ た が 、 こ れ に 対し 、 み 使い は 、 
『 そ の 時 期 に な る と 、 奴 隷 女 が 女 主人 を 生み 、 裸 足 で 衣服 も ま と わ ぬ 羊 飼 い の 者 ら が 競い 合っ て 
豪華 な 住い を 建て る こと で し ょ う 』 と いわ れ た 。 

その 後 こ の 人 物 は 立ち 去っ た 。 

私 は し ば らく の 間 、 そ こ に と ど ま っ て いた が 、 こ の 時 、 み 使い は 『 ウ マル よ 、 あ の 質問 者 が 誰 で 
ある か 知っ て いま すか 』 と いわ れ た 。 


私 が 『 ア ッ ラ ー と アッ ラー の み 使 い の み が 最も 良く ご 存 知 で あり まし ょ う 』 と 答え る と み 使 い 
は 『 あ の 方 は 天使 ど ジブリール で す 。 あ な た た ち に 信仰 に つい て 教え る た め 、 こ こ に こら れ た の 


で す 』 と いわ れ た 」 
ヤ ヒ ヤー・ ビ ン ・ ヤ アマ ル は 、 別 の 伝承 者 経路 で 次 の よう に 伝え て いる 

「 マ ー バ ド が カ ダ ル の 問題 に つい て 語っ た が 、 私 た ち は そ の 見 解 に 賛同 し な か っ た 」 
な お 、 こ の 伝承 者 経路 の 口述 者 の 一 人 カフ マス の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 、 前 記 内 容 と や や 異な っ 
た 表現 が み ら れ る 。 
ヤ ヒ ヤー・ ビ ン ・ ヤ アマ ル 及 び フ マイ ド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は 別 の 伝承 者 経路 で こう 
伝え て いる 

「 私 た ち は ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル に 会 い カ ダル や それ に 関連 する 事柄 に つい て 話し 合っ た 
。 アブ ドッ ラー は 預言 者 に つい て ウマ ル の 語っ た ハデ ィ ー ス を 私 た ち に 伝え て くれ た 」 
な お 、 こ の ハデ ィ ー ス の 後半 に は 、 前 記 と は や や 異な っ た 表現 が 使わ れ て いる 。 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 父 ウマ ル か ら 聞 いた イブ ン ・ ウ マル に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 
伝え られ て いる 
アプ デッラ イラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 人 々 と 一 緒 に お られ た 或 る 日 の こと 、 一 人 の 男 が そこ に 来 て こう いっ た 。 
1 お SB の 位 CPC PD 
これ に 対し み 使 い は 、「 ア ッ ラ ー と その 天使 た ち 、 経 典 類 、 最 後 の 審判 の 日 に アッ ラー に お 会 い 
する こと 、 そ の 使徒 ら め 、 そ し て 来世 に お ける 復活 を 信仰 する こと で す 」 と 答え た 。 
彼 は 更に 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 イ スラ ー ム と は な ん で すか 」 と 問う た 。 


み 使 い は これ に 対し 次 の よう に 答え た 。 

「 イ スラ ー ム と は 、 ア ッ ラ ー の み を 崇拝 し 、 ア ッ ラ ー 以 外 の いか な る も の を も 拝 さ ぬこ と 、 義 務 

と し て 課せ られ る 礼拝 を 行い 、 定 め の ザ カー ト を 提供 し 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 を 守る こと を 意味 

し ます 」 

質問 者 は 更に 続け て 、「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 善 行 (イフ サー ン ) と は 、 ど の よう な こと で すか 

」 と 問う た 。 

み 使 い は 以下 の よう に 答え た 。 

「 ア ッ ラ ー を あたかも あな た の 目前 に 座 す か の よう に 崇拝 する こと で す 。 

た と え あ な た が アッ ラー を みる こと が で き な く て も アッ ラー は あな た を みて お られ る の で す 」 

彼 は また 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 最 後 の 審判 の 時 は 、 い つ で あろ うか 」 と 問う た が 、 み 使い は 次 

の よう に 答え た 

「 た ず ね られ る 者 が 、 お た ず ね に な る 方 以上 に それ に 関し て 知っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 

し か し な が ら 、 私 は その 時 の 兆候 の 幾つ か を 申し 上 げ ま す 。 

その 時 期 が 近づく と 奴隷 女 が 、 成 長 し て か ら 自 分 の 主人 と な る 子供 を 生み 、 ま た 裸体 で 靴 も は か 

ぬ 者 ら が 人 々 を 支配 する よう に な る の で す 。 

こう いう 類 の 事柄 が 終末 期 の 兆候 で す 。 

更に その 時 、 黒 羊 を 飼う 牧 童 ら は 大 き な 建 物 を 競い 合っ て 建て ます が 、 そ れ も ア ッ ラ ー 以 外 は 誰 

も 知り 得 ぬ 五 つ の 兆候 の 中 の 一 つ で す 」 

この あと 、 み 使い は クル アー ン の 聖 句 を お 許 み に な っ た 。 

「 ア ッ ラ ー、 本 当 に か れ だ けが 、 審 判 の 時 を 知っ て お られ る 。 

か れ は 雨 を 降ら せら れる 。 

また 胎内 に ある も の を 知っ て お られ る 。 

だ が 人 間 は 誰 も 明日 自分 が 何 を 稼ぐ か を 知ら ず 、 誰 も 何処 で 死ぬ か を 知ら な い 。 

本 当 に アッ ラー は 全 知 に し て 凡 て に 通 暁 され る 御方 で あら れる 」 (クル アー ン 第 31 章 34 節 ) 

この 後 、 そ の 方 は 立ち 去っ た 。 

み 使 い が 「 あ の 方 を 私 の 所 に つれ 戻す よう に 」 と いわ れ た の で 、 教 友 た ち は 急 いで 探し まわ っ た 

が 見 つけ る こと は で き な か っ た 。 

み 使 い は 、 こ の 折 、 「 あ の 方 は 、 人 々 に 信仰 に つい て 教え る た め 来 ら れ た ジブ リー ル な の で す 」 

と いわ れ た 。 

前 記 の ハデ ィ ー ス は 、 ム ハン マ ド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー に より 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ る が 
「 奴 隷 女 が 将来 その 主人 (ラッ プ ) と な る 子供 を 生む 」 と いう 表現 に は "ラップ" に か わり “ バ 

アル " (主人 ・ 所 有 者 ) と いう 言葉 が 用 いら れ て いる 。 

アプ ブー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 信 仰 の 問題 を 私 に た ず ね る よう に 」 と 述べ られ た が 、 ( み 使 い を 景 散 する 

あま り ) 教 友 た ちの 誰 一 人 と し て 、 質 問 す る 者 は いな か っ た 。 

と か くす る 中 に 、 一 人 の 男 が そこ に 来 、 み 使い の 膝 近 くに 座っ て いっ た 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 

イス ラー ム と は な ん で すか 」。 


これ に 対し み 使 い は 答え た 「 い か な る も の を も アッ ラー と 同等 と せ ず 、 礼 拝 を 行い 、 ザ カー ト を 
供し 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 の 定め を 守る こと で す 」。 

その 男 は 「 あ な た の 言葉 は 正しい 」 と 述べ 、 更 に 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 信 仰 と は な ん で すか 」 
と た ず ね た 。 

み 使 い は いわ れ た 「 そ れ は アッ ラー と その 天使 た ち 、 そ の 経典 類 、 ア ッ ラ ー に お 会 いす る こと 、 
その 使徒 た ち 、 更 に 復活 と 天命 ( カ ダ ル ) を 心から 信仰 する こと で す 」 

その 男 は また 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 イ フサ ー ン (善行 ) と は し な ん で すか 」 と も 問う た 。 

これ に 対し 、 み 使い は 「 イ フサ ー ン と は アッ ラー を あたかも あな た の 目前 に みる か の よう に 恐れ 
尊 む こと で す 。 

あな た に アッ ラー を 見 る こと は で き な い が 、 ア ッ ラ ー は あな た を いつ も 見 て お られ る の で す 」 と 
答え られ た 。 

その 男 は 、「 あ な た の 言葉 は 正しい 」 と 述べ 、 更 に 「 審 判 の 時 は いつ で すか 」 と た ず ね た 。 
み 使 い は 「 こ れ に 関し て は 、 質 問 す る 方 が され る 者 より も よく 御存知 で あり まし ょ う 。 

し か し な が ら 、 そ の 兆候 の 幾つ か を 述べ る と すれ ば 、 奴 隷 女 が 将来 自分 の 主人 と な る 子供 を 出生 
する の を 見 る の も 兆候 の 一 つ で すし 、 裸 足 で 衣服 も 着け ぬ 盲 目 の 難 画 者 ら (無知 で 愚か な 人 々 ) 
が 地上 の 支配 者 に な る の を 見 る の も 兆候 の 一 つ で す 。 

更に 黒 羊 を 飼う 牧 童 ら が 豪華 な 建物 を 競い 合っ て 造る の も 兆候 の 一 つ で す 。 

審判 の 時 は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 知り 得 な い 、 我 ら に は 知る こと の で きぬ 五 つ の 事項 中 の 一 つ な の 
で す 」 と 述べ 、 次 いで 次 の 聖 句 を お 唱え に な っ た 。 

「 ア ッ ラ ー、 本 当 に か れ だ けが 審判 の 時 を 知っ て お られ る 。 

か れ は 、 雨 を 降ら せら れる 。 ま た 胎内 に ある も の を も 知っ て お られ る 。 

だ が 、 人間 は 誰 も 明日 自分 が 何 を 稼ぐ か を 知ら ず 、 誰 も 何処 で 死ぬ か を 知ら な い 。 

本 当 に アッ ラー は 全 知 に し て 凡 て に 通 暁 され る 御方 で あら れる 」 (クル アー ン 第 31 章 34 節 ) 
その 男 は 立ち 上 が り 去 っ て 行っ た 。 

み 使 い が 「 あ の 方 を 私 の 処 に つれ 戻す よう に 」 と いわ れ た の で 、 人 々 は すぐ 彼 を 捜し た が 発見 で 
ZN がら: た 。 

み 使 い は この 折 、 「 あ の 方 は 、 ジ ブリ ー ル 様 で す 。 あ な た た ち が 私 に 質問 し な か っ た の で 、 信 仰 
に つい て あな た た ち に 教え よう と し た の で す 」 と いわ れ た 。 


礼拝 に つい て 


礼拝 に つい て 
1 巻 P.31-32 


タル ハ ・ ビ ン ・ ウ バイ ドッ ラー は 伝え て いる 

ざん ば ら 髪 の 、 ネ ジ ド 出身 の 一 人 の 男 が アッ ラー の み 使 い の 処 に や っ て きた 。 

私 た ち は 、 初 め 彼 (の 声 ) が 一 体 何 を いっ て いる の か 理解 で き な か っ た が 、 彼 が み 使い に 近づく 
に 及 ん で 、。 よ ま ようやく 、 イ スラ ー ム に つい て た ず ね て いる こと と を 知る て こと が で きた の だ っ た 。 
この 折 、 み 使い は 彼 に むか っ て 、「 昼 と 夜 の 間 に 五 度 の 礼拝 を する こと で す 」 と 説明 され た 。 
これ に 対し 彼 は 「 そ れ 以 外 に も 礼拝 し な けれ ば な ら な い の で すか 」 と た ず ね た が 、 み 使い は 、「 
いや 、 必 要 な い 。 た だ し 、 任 意 に 礼拝 する の は 構わ な い 」 と いわ れ た 。 

み 使い は 断食 と ザ カ ー ト に つい て も 彼 に 説明 され た 。 

彼 は 「 規 定 以外 に は 行う 必要 は あり ませ ん か 」 と た ず ね た が 、 み 使い は 「 い や 、 そ の 必要 は な い 
。 た だ し 自発 的 な 敬 神 行為 で あれ ば 構わ な い 」 と 答え られ た 。 

この 男 は 立ち 去る 時 、「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 。 私 は 定め られ た 通り に や る つも り で す 」 と 述べ た 。 
み 使い は 、 こ れ に 対し 「 も し 彼 が 今 の 言葉 通り に 行え ば 大 変 結構 な こと で す 」 と いわ れ た 。 
タル ハ ・ ビ ン ・ ウ バイ ドッ ラー に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 マ ー リ ク ・ ビ ン ・ ア ナス 
に よっ て も 伝え られ る が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 言 葉 に 表現 上 多少 の 差異 が み ら れ る 。 

マー リク の 伝承 に は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 あ の 男 の 父 親 に 誓っ て いう が 、 彼 が その 言葉 通り に 
行う な ら 大 変 結構 な こと だ 」 

また は 、「 彼 の 父親 に 誓っ て いう が 、 哲 い 通 り に 行う な ら ば 彼 は 天国 に 入る こと が で きる だ ろう 
」 と いわ れ た と 記さ れ て いる 。 


アッ ラー へ の 信仰 に 関し て 


アッ ラー へ の 信仰 に 関し て 
1 巻 P.32-34 


アナ ストー ビ ピン: マー リク は 伝え で いる 

私 た ち は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に 特 に 必要 な い 限 り 人 質問 する こと を 禁じ られ て いた 。 

それ 故 砂漠 の 住民 の 誰か 賢明 な 男 が み 使 い の 処 に 来 て 、 質 疑 す る の を 私 た ち は 喜 び 、 そ れ を 拝聴 

し た の だ っ た 。 

或 る 時 、 砂 漠 か ら 一 人 の 男 が み 使い の 処 に 来 て 、「 ム ハン マ ド 様 、 あ な た の 使い が 私 た ちの 処 

に き 、 ア ッ ラ ー が あな た を 預言 者 と し て お 遣わ し に な っ た と いう あな た の お 言葉 を 私 た ち に 語っ 

て いま $ と 告げ た 。 

み 使 い は これ に 対し 「 彼 の 言う 通り で す 」 と いわ れ た 。 

する と その 男 は 「 だ れ が 天 を 創造 され た の で すか 」 と 質問 し た 。 

み 使い は これ に 対し 「 ア ッ ラ ー で す 」 と お 答え に な っ た 。 

その 男 は 更に 「 だ れ が 地上 を 創造 され た の で すか 」 と 問う た が 、 み 使い は 「 ア ッ ラ ー で す 」 と お 

答え に な っ た 。 

その 男 は また 「 だ れ が これ ら の 山々 を 高く し 、 そ こ に ある 様々 な も の を 造っ た の で すか 」 と も た 

ず ね た が 、 み 使い は それ に も 「 ア ッ ラ ー で す 」 と 答え られ た 。 

これ に 対し その 男 は いっ た 「 天 と 地 を 造り 、 そ こ に 高い 山々 を 置か れ た 御方 に 誓っ て 申し ます が 
(その 御方 ) アッ ラー が あな た を お 遣わ し に な っ た の で すか 」 み 使い は 「 そ う で す 」 と 答え ら 

れ た 。 

その 男 は 更に また いっ た 「 あ な た の 使い の 方 々 は 、 夜 と 昼 の 間 に 五 度 の 礼拝 を 行う よう に と 私 た 

ち に 教え まし た 」。 

み 使 い は これ に も 「 彼 の いう 通り で す 」 と 答え られ た 。 

その 男 は いっ た 「 あ な た を 人 遣わ され た 御方 に 誓っ て 申し ます が 、 そ の 礼拝 を 命じ た の は 、 ア ッ ラ 

ー で すか 」 み 使い は 「 そ う で す 」 と 答え られ た 。 

その 男 は 続け て いっ た 「 あ な た の 使い の 方 々 は 、 私 た ちの 財産 に 対し 、 ザ カー ト の 義務 が 課せ ら 

れる と 告げ まし た 」 み 使い は これ に も 「 彼 の 言葉 通り で す 」 と お 答え に な っ た 。 

その 男 は また いっ た 「 あ な た を 預言 者 と し て 遣わ され た 御方 に 誓っ て お た ず ね し ます が 、 そ の 

ザ カ ー ト に つい て あな た に 命じ た の は 、 ア ッ ラ ー で すか 」。 

み 使 い は 「 そ う で す 」 と お 答え に な っ た 。 

その 男 は 更に いっ た 「 あ な た の 使い は 、 毎 年 ラマ ダー ン 月 に 断食 する こと が 私 た ちの 義務 で ある 

と 告げ ば まし た 」。 

み 使 い は これ に も 「 彼 の 言葉 は 正しい 」 と 答え られ た 。 

その 男 は いっ た 「 あ な た を 預言 者 と し て 遣わ され た 御方 に 誓っ て お 聞き し ます が 、 それ を 命じ ら 

れ た の は アッ ラー で すか 」。 


み 使 い は 「 そ う で す 」 と 答え られ た 。 

その 男 は いっ た 「 あ な た の 使い は (カー バ の ) 館 へ の 巡礼 (ハッ ジ ) が 、 そ こま で 旅 す る こと が 
可能 な 者 に と っ て 義務 で ある と 私 た ち に 説き まし た 」。 

み 使い は 「 彼 の いう 通り で す 」 と お 答え に な っ た 。 

その 男 は 立ち 去る 時 こう 述べ た 「 真 理 を あな た に 授け られ た 御方 アッ ラー に 哲 っ て 申し ます が 、 
私 は これ ら の こと を 一 切 付加 する こと も 省略 する こと も な く 定 め の 通 り 遵 守 し ます 」。 

預言 者 は これ に 対し 「 も し も 彼 が その 言葉 通り 行っ た と し た ら 、 彼 は 天国 に 入れ る で あろ う 」 と 
いわ れ た 。 

サー ビ ト に よる と 、 ア ナス は 次 の よう に 伝え て いる 

「 私 た ち が ア ッ ラ ー の み 使 い に あ れこ れ 質 問 す る こと は 、 ク ルアー ン に よっ て 禁じ られ て いた 」 
この あと アナ ス は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 語っ た 。 


天国 に 入る た め の 信 仰 に 関し て 


天国 に 入る た め の イ マー ン (信仰 ) に 関し て 
1 巻 P.34-35 


アブ ー・ ア イ ユ ー ブ ・ ア ン サ ー リ ー に よる と 、 あ る 日 アッ ラー の み 使 い の 旅 中 に 一 人 の ベ ド ウィ 
ン が 現われ 、 彼 の らく だ の 人 鼻 綱 を と ら え て 次 の よう に いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 (また は 、 ム ハン マ ド 様 ) 私 を 天国 に 導き 地獄 の 火 か ら 遠 ざけ る も の に 関 
し て 教え て 下さ い 」 

預言 者 は し ば らく 立ち どまり 、 教 友 ら を 一 覧 し て か ら 、 こ うい われ た 「 こ の 人 は よい 機会 に 恵 ま 
れ た 」 (また は 、「 よ い 考 え に 気 付い た 」 ) 

預言 者 は その ベ ド ウィ ン に 質問 を 繰り 返さ せ た 後 、 次 の よう に 説 か れ た 「 あ な た を 天国 に 近づけ 
地獄 より 遠ざけ る 行為 は せ 、 あ な た が アッ ラー を 崇 い 、 ア ッ ラ ー 以 外 の な に も の を も 尊 ば な いこ と 
、 礼 拝 を 行い 、 ザ カー ト を 支払 い 、 親 族 に は 善行 を 為す こと で す 」 

この 言葉 を 述べ た 後 、 預 言 者 は その ベ ド ウィ ン に らく だ の 上 鼻 綱 を は な す よ う 、 お 命じ に な っ た 。 
この ハデ ィ ー ス は 、 ア ブー・ ア イ ユ ー ブ ・ ア ン サ ー リ ー に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て 
いる 。 

アブ ー・ ア イ ユ ー ブ に よる と 、 一 人 の 男 が 預言 者 の 処 に 来 て 次 の よう に いっ た 

「 私 を 天国 に 近づけ 、 地 獄 の 火 か ら 遠 ざけ る 行為 に つい て 教え て 下さ い 」 

これ に 対し 預言 者 は 「 ア ッ ラ ー を 崇め 、 な に も の を も アッ ラー と 同等 に 尊 ん で は な ら な い 。 礼 拝 
を 行い 、 ザ カー ト を 払い 、 親 族 に 善 を 行い な さい 」 と 告げ た 。 

その 男 が 帰り か けた 時 、 預 言 者 は 「 も し も これ ら を 守る こと が で きれ ば 、 あ な た は 天国 に 入る だ 
ろう 」 とい われ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 一 人 の ベ ド ウィ ン が アッ ラー の み 使 い の 処 に 来 て 、 次 の よう に 述べ 
た 

「 み 使い 様 、 私 が 天国 に 入り 得る 行為 に つい て 教え て 下さ い 」 

これ に 対し み 使 い は 「 ア ッ ラ ー を 崇拝 し 、 彼 以外 に な に も の を も 尊 ん で は な ら な い 。 定め られ た 
礼拝 を 行い 、 義 務 と し て の ザ カ ー ト を 支出 し 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 を 守り な さい 」 と 説 か れ た 。 
その ベ ド ウィ ン は 「 生 命 の 主たる アッ ラー に 夏 っ て 申し ます が 、 私 は これ ら を 忠実 に 守り 、 欠 け 
る こと の な いよ う 怠 ら ず 努め ます 」 と いっ た 。 

彼 が 立ち 去っ た 時 、 預 言 者 は 「 天 国 に 住む も の た ち は 、 喜 ん で 彼 の 姿 を そこ に 見 る こと で あろ う 
」 と いわ れ た 。 

ジャ ー ビ ル に よる と 、 ヌ アマ ー ン ・ ビ ン ・ カ ウフ ァ ル が 預言 者 の 処 に 来 て こう いっ た 。 

「 も し も 私 が 礼拝 義務 を 守り 、 シ ャ リー ア (イス ラー ム 法 ) で 禁ず る も の を 避け 、 許 す も の を 守 
っ て ゆけ ば 、 私 は 天国 に 入れ る で し ょ うか 」 

これ に 対し 預言 者 は 「 そ の 通り で す 」 と いわ れ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で ジャ ー ビ ル に よっ て も 伝え られ 、 そ れ に は 次 の 


表現 が 加え られ て いる 「 私 は 、 あ な た が いわ れ た 通り に 致し ます 」 

ジャ ー ビ ル は 伝え て いる 

或 る 男 が か つて アッ ラー の み 使 い に こ う 質 問 し た 「 私 が 礼拝 義務 を 怠ら ず 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 
を 行い 、 (シャ リー ア に よっ て ) 正当 と 認め られ て いる こと を 守り 、 禁 じ ら れ る こと を 避け て 勝 
手 な 判断 を 加え な い 場 合 、 天 国 に 入れ る で し ょ うか J」 

み 使 い が こ れ を 育 定 な さる と 、 そ の 男 は 「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 、 私 は 必 ら ず (シャ リー ア を ) 正 し 
く 守 り ま す 」 と いっ た 。 


イス ラー ム の 基本 、 五 柱 に 関し て 


「 イ スラ ー ム の 基本 は 五 つ の 柱 よ りな る 」 と の 預言 者 の 言葉 に 関し て 
1 巻 P.36-37 


ウマ ル の 息子 アブ ドッ ラー に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 イ スラ ー ム の 基本 は 五 つの 柱 で 構成 され る 。 即ち 、 唯 一 神 ア ッ ラ ー へ の 信仰 、 礼 拝 の 実践 、 
ザ カ ー ト の 供出 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 、 マ ッ カ へ の 巡礼 で ある 」 

或 る 男 が アブ ドッ ラー に 、「 巡 礼 と ラマ ダー ン 月 の 断食 と で は 、 ど ちら が 上 位 で すか 」 と た ず ね 
た 時 、 彼 は 「 預 言 者 は 『 ラ マダ ー ン 月 の 断食 が 巡礼 より 上 位 で ある 』 と いわ れ た 」 と 答え た 。 
ウマ ル の 息子 アブ ッ ド ッ ラ ー に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 イ スラ ー ム は 五 つ の 柱 よ り 成り 立っ て いる 。 そ れ ら は アッ ラー の み が 崇 拝 さ れ ア ッ ラ ー 以 外 に 
は いか な る 神々 も 拒否 され る こと 、 礼 拝 の 実践 、 ザ カー ト の 供出 、 神 の 館 (カー バ ) へ の 巡礼 、 
ラマ ダー ン 月 の 断食 で ある 」 

ウマ ル の 息子 アブ ドッ ラー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 イ スラ ー ム の 基本 は 、 五 つの 柱 よ り 成り 立っ て いる 。 それ ら は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く ム ハ 
ンマ ド は 神 の し も べ で あり み 使 いで ある こと を 証言 する こと 、 礼 拝 を 行う こと 、 ザ カー ト を 支出 
する こと 、 (カー バ ) の 神殿 へ の 巡礼 を 果す こと 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 を 守る こと で ある 」 
ター ウー ス に よる と 、 或 る 男 が ウマ ル の 息子 アブ ドッ ラー に こう た ず ね た 

「 ど うし て あな た は 遠征 に 参加 な さら な い の で すか 」 

これ に 対し 、 彼 は 次 の よう に 述べ た 。 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い が 、 イ スラ ー ム は 五 つ の 柱 よ り 成 り 、 そ れ ら は 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 神 は な いと 
の 信仰 告白 と 、 礼 拝 の 実践 、 ザ カー ト の 供出 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 、 神 殿 へ の 巡礼 で ある と い 
われ る の を 私 は 聞い た こと が ある ( 注 ) 」 

( 注 ) 「 老 令 の た め 遠 征 に 参加 し 得 な い 故 、 私 は ムスリム と し て 五 つ の 柱 の 義務 を 果たす だ け で 
ある 」 と いう 意味 で こう 述べ た の で ある 


アッ ラー と 預言 者 に 関し て 


アッ ラー 及び その 預言 者 へ の 信仰 に つい て 
1 巻 P.37-40 


イブ ン ・ ア ッ バ パース に よる と 、 ア ブ ド ル ・ カ イス の 使節 が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 処 に や っ て 来 て 
次 の よう に 述べ た 

「 み 使い 様 、 私 共 は ラビ ー ア 部 族 の 者 で す が 、 あ な た 様 と 私 共 の 間 に 不 信者 ムダ ル 部 族 の 居住 地 
が あり 、 私 共 は 神聖 月 間 以 外 に は 、 自 由 に あな た 様 の 処 に 来る こと が で きま せん 。 

それ 故 、 私 た ち だ け で で きる こと 、 ま た 、 私 た ちの 周辺 に 住む 者 ら を 導く た め 、 な に を 行う べき 
か に つい て 教え て くだ さい 」 

これ に 対し 、 み 使い は こう いわ れ た 

「 そ れ で は 、 あ な た た ち に 四 つ の 行う べき 事柄 と アッ ラー より 禁じ られ る 四 つ の 品目 に つい て 次 
の こと を 命じ ます 。 

先ず 為す べき 四 つ と は アッ ラー に 対す る 信仰 行為 で 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く ム ハン マ ド は 神 の 
み 使 いで ある と の 真理 を 証言 し 、 礼 拝 を 行い 、 ザ カー ト を 供し 、 ま た 、 あ な た た ちの 得 た 戦利 
品 の 五 分 の 一 ( フ ム ス ) を 提出 する こと で す 。 

更に 、 私 は あな た た ち に 酒 を 入れ る ひょう た ん つぼ (ドゥ ッ パ バー) 、 酒 が め (ハン タム ) 、 木 

鉢 ( ナ キ ー ル ) 、 皮 袋 (へ カイ ヤル ) ( 注 ) を 使う こと を 禁止 し ます 」 

ハラ フ は これ に 関連 し て 次 の 言葉 を 加え て いる 「『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な いと 証言 する こと 』 と 
説明 し な が ら 預 言 者 は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 な る こと を 指 で お 示し に な っ た 」 

( 注 ) いずれ も ナビ ー ズ 酒 の 製造 、 保 存 に 使わ れ た 

アブ ー・ ジ ャ ムラ は 伝え で いる 

私 は イブ ン ・ ア ッ パ バー ス の 話 を 人 々 に 説明 する 役だっ た が 、 そ の 折 た また ま 一 人 の 女性 が き て 、 
ナビ ー ズ 酒 の 容器 に つい て た ず ね た 。 

それ に 対し て 彼 (イブ ン ・ ア ッ バ パー ス ) は こう 語っ た 

「 ア ブ ド ル ・ カ イス の 使節 が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 処 に きた 時 、 み 使い は 彼ら の 部 族 名 を お た ず 
ね に な っ た 。 

彼ら が 『 ラ ビー ア 部 族 の 者 で す 』 と 答え た と ころ 、 み 使い は 大 変 歓迎 され た 。 両 者 間 に は これ ま 
で な ん ら 対 立 関係 は な か っ た か ら で あ る 。 

彼ら は 次 の よう に 述べ た 。 

『 み 使い 様 、 私 た ち は 遠隔 地 か ら や っ て 来 ま し た が 、 あ な た 様 と 私 た ちの 間 に は 不信 者 の ムダ ル 
族 が 居住 し て いる た め 、 聖 月 間 以 外 に あな た 様 の 処 に 来る こと が 困難 で す 。 

I OR 教え を いた だ また く 思 ます 
』 

これ に 対し み 使 い は 次 の よう に いわ れ た 

『 私 は あな た た ち に 四 つ の 行為 を すす め 、 別 に 四 つ の 行為 を 禁じ ます 』 


更に 付 言 し て 『 私 は あな た た ち に アッ ラー へ の 強い 信仰 を 持つ こと を 望み ます 』 と 述べ 、『 ア 

ッ ラ ー へ の 信仰 と は 何 を 意味 する か 、 理 解 し て いま すか 』 と お た ず ね に な っ た 。 

彼ら が 『 知 り ま せん 』 と 答え る と 、 み 使い は 『 そ れ は アッ ラー 以外 に 神 は 存在 せ ず 、 ム ハン マ ド 
は 神 の み 使 いで ある と 証言 する こと 、 礼 拝 の 実践 、 ザ カー ト の 支出 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 、 更 に 
、 戦 利 品 の 五 分 の 一 を 提出 する こと を 意味 し ます 。 

な お 私 は 、 あ な た た ち に ひょう た ん つぼ や 酒 が め 、 ま た は 他 の 飲酒 容器 類 を 使う こと を 禁じ ます 
』 と いわ れ た 」 

シュ ウ バ に よる ハデ ィ ー ス に は 、 容 器 に 関し 木製 鉢 ( ナ キ ー ル ) 、 ま た は 、 有 皮 袋 (ムカ イヤ ル ) 
と いう 表現 が み ら れ る 。 

み 使 い は また 「 こ れ ら の こと を 記憶 し 、 こ こ に 来れ な か っ た 者 た ち に 伝え る よう に 」 と も いわ れ 


た と 記さ れ て いる 。 
イブ ン ・ ア ッ バ パ バース に よる ハデ ィ ー ス は 前 記 の シュ ウ バ の それ と 同 内 容 で ある が 、 その 中 に 次 の 
表現 が み ら れ る 


預言 者 は こう いわ れ た 
『 私 は ひょう た ん つぼ や 、 木 鉢 、 ニ ス 塗 り の 瓶 、 ま た は 松脂 を 塗っ た 容器 な ど で ナ ビー ズ を 作る 
こと を 禁ず る 』 
また イブ ン ・ ム アー ズ は 彼 の 父 よ り 聞 いた 話 と し て 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が ア ブ ド ル ・ カ イス 族 の 
アシ ャ ッ ジ ュ に 対し 『 あ な た は 、 ア ッ ラ ー が 悦び 給 う 二 つ の 美 点 、 即 ち 理 解 力 と 思慮 深 さ を そ な 
えて いる 』 と いっ て 賞 讃 し た こと を 伝え て いる 。 
カタ ー ダ に よる と 、 ア ブ ド ル ・ カ イス 族 の 使節 団 の 一 人 が 以下 の 話 を 彼 に 語っ た が 、 ア ブー・ 
サイ ー ド ・ フ ドリ ー に よれ ば その 人 の 名 は アブ プー・ ナ ドラ で あっ た と いう 
アブ ドル ・ カ イス 族 の 人 々 は アッ ラー の み 使 い の 処 に き て 、 次 の よう に いっ た 
「 ア ッ ラ ー の 預言 者 様 、 私 た ち は ラ ビー ア 族 の 者 で す が 、 私 た ちと あな た 様 と の 中 間 に 不 信者 の 
ムダ ル 族 居住 地域 が ある た め 、 聖 月 間 以 外 に は 私 た ち は あ な た 様 の 処 に 来る こと は 不可 能 で す 。 
所 の 但 問 の 当 の に も 末 国 に 江 が る い B 計 行 た NG くさ 
アッ ラー の み 使 い は それ に 対し 、 こ うい われ た 
「 私 は あな た 方 に 四 つ の 善行 を すす め 、 別 に 四 つ の 悪行 を 禁じ ます 。 
善行 と は アッ ラー を 崇拝 し 、 ア ッ ラ ー に な に も の を も 比肩 し て は な ら ぬ こと 、 礼 拝 を 行い 、 ザ カ 
ー ト を 支出 し 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 を 守る こと で す 。 

それ に 戦利 品 の 五 分 の 一 を 提出 し な けれ ば な り ま せん 。 
私 が 禁ず る 四 つ と は 、 電 いた ひょう た ん つぼ 、 緑 色 の 瓶 、 ニ ス 塗 り の 容器 、 な つめ や し の 木 で 作 
っ た 鉢 ( ナ キ ー ル ) を 使用 する こと で す 」 
彼ら が " ナ キ ー ル "と は な に か と 質問 し た と ころ 、 預 言 者 は それ が 木 の 幹 を くり ぬい た 容器 で 、 中 に 
小粒 の な つめ や し の 実 (サイ ー ド に よる と 、 預 言 者 は “" タ ムル" とい われ た と いう ) を 入れ 、 
水 を 注ぎ 発酵 させ て 酒 を 造っ た り 、 ま た それ を 飲ん だ りす る た め に 使わ れる 道具 で ある と 答え 

「 あ な た 方 の 一 人 は 酔っ た あげ く 、 そ の 従兄 を 剣 で 傷つけ た で は な いか 」 と いい 加え られ た 。 
彼ら の 一 人 は これ に 対し て 「 実 際 私 た ちの 仲間 の 一 人 が 酔っ ぱら っ て 人 を 傷つけ る 事件 を 起こ し 


た の で す が 、 そ の こと を 恥じ 、 み 使い 様 に は 内 密 に し て いた の で す 。 

し か し な が ら 、 も し 私 た ち が こ れ ら の 道具 を 使え な いと すれ ば どん な 容器 が 水 を 飲む の に 適当 

で し ょ うか 」 と た ず ね た 。 

み 使 い が こ れ に 対し 口元 を 縄 で 結ぶ 皮 製 の 水 袋 が 適当 で ある と 述べ る と 彼ら は 「 み 使い 様 、 私 た 

ちの 国 に は 野 ね ずみ が 多く 、 皮 の 水 袋 は それ ら に か じ ら れ て し まい ます 」 と 答え た が 、 ア ッ ラ ー 

の 預言 者 は 三 度 も 繰り 返し て 「 た と え 野 ね ずみ に か じ ら れ よう と も 皮 袋 を 使う よう に 」 と 指示 さ 

れ た の で し た 。 

アッ ラー の 預言 者 は この 後 、 ア ブ ド ル ・ カ イス 族 の アシ ャ ッ ジ ュ に むか い 「 あ な た は アッ ラー の 

喜ぶ 二 つ の 特性 、 即 ち 理 解 力 と 思慮 深 さ に 富む 人 物 で す 」 と いっ て お ほめ に な っ た 。 

カタ ー ダ に よる アブ ドル ・ カ イス 族 が アッ ラー の み 使 い の 処 に や っ て きた 時 の 前 記 と 同 内 容 の 

ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ る が 、 そ れ に は 「 小 粒 の な つめ や し (クタ ィ 

ー ア ー) 、 ま た は 、 (普通 の ) な つめ や し (タム ル ) の 実 、 お よび 、 水 を それ に 注ぐ 」 な どの 言 

葉 は 記さ れ て いな い 。 

また 、 サ イー ド が 伝え る 預言 者 の 言葉 「 な つめ や し の 実 (タム ル ) 」 と いう 表現 も み ら れ な い 。 
ー・ サ イド ・ フ ドリ ー に よる と 、 ア ブ ド ル ・ カ イス 族 の 使節 は 、 ア ッ ラ ー の 預言 者 の 処 に 来 

て 次 の よう に いっ た 

「 ア ッ ラ ー の 預言 者 様 、 ア ッ ラ ー が 私 た ち を あな た 様 の た め に 役立た し め ま す よう に と 願っ て お 

り ま す 。 

(と ころ で ) どん な 飲物 が 私 た ち に 良い の か 、 教 えて くだ さい 」 

預言 者 は これ に 対し 飲物 に つい て は 触れ ず 「 酒 用 木 鉢 ( ナ キ ー ル ) か ら 飲ん で は な ら な い 」 と 

述べ 、 ナ キー ル と は 何かと の 質問 に 対し 「 内 部 を くり ぬい た 木 の 株 で ある 」 と 答え る と 共に 

「 ひ ょ うた ん 拭 や 酒 器 を 用 いて は な ら な い 。 

縄 で 口元 を し め る 度 袋 (ムウ カー) を 使う よう に 」 と 指示 され た 。 


イス ラー ム の 宣教 法 に 関し て 


イス ラー ム の 宣教 法 に 関し て 
1 巻 P.40-41 


イン シン ャ アッ バース に よる と 、 ム アー スズ は 次 の よう に 語っ た 

アッ ラー の み 使 い は 私 を イエ メン に 派遣 する に 当り 、 こ うい われ た 

「 あ な た は 、 啓 典 を 信ずる 人 々 に 会 うだ ろう が 、 先 ず 彼 ら に 対し 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 
私 (ムハンマド ) は アッ ラー の み 使 いで ある 』 と 説き な さい 。 

彼ら が それ を 信仰 し た ら 、 次 に 、 ア ッ ラ ー は 一 日 五 度 の 礼拝 を 命じ て いる こと を 説き 、 更 に それ 
を 受入 れ た な ら ば 、 ア ッ ラ ー は ザ カ ー ト を 義務 と し て 定め て お り 、 そ れ は 貧者 に 給 す る た め 富 裕 
者 より 集め られ る こと を 教え な さい 。 

た だ し 、 彼 ら が これ を 受入 れ た と し て も 彼ら の 最も 大 切な 財産 まで ザ カ ー ト と し て 徴収 し て は な 
ら な い 。 

迫害 され 苦し む 人 々 の 祈り の 声 は 心して 聴く よう に 。 ア ッ ラ ー と その 人 た ちと の 間 に は な ん ら 障 
壁 も な く 、 彼 ら の 声 は その まま アッ ラー の も と に 達する も の で す ( 注 ) 」 

( 注 ) 迫害 され る 者 の 祈り は た と え 不 信者 の それ で すら 、 直 接 ア ッ ラ ー に 達する と いわ れる 
イブ ン ・ ア ッ バ パ バース に よる と 、 預 言 者 は ム ア ー ズ を イエ メン に 派遣 な さっ た 折 、 次 の よう に いわ 
れ た 

「 あ な た は 、 啓 典 を 信ずる 人 々 に 会 うだ ろう 」 以 下 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同 内 容 で ある 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パ バース に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は ム ア ー ズ を イエ メン に (知事 と し て ) 派遣 し 
た 時 、 こ うい われ た 

「 あ な た は これ か ら 啓 典 の 民 ら の 地域 に 赴く の で ある が 、 先 ず 最 初 に 彼ら に 説く べき こと は ア 
ッ ラ ー へ の 信仰 で 、 

彼ら が これ を 十分 理解 し た な ら ば 、 一 日 五 度 の 礼拝 が 課せ られ て いる こと を 説き 、 

更に 、 こ れ が 守ら れる よう に な っ た な ら ば 、 ア ッ ラ ー が 彼ら に ザ カ ー ト を 義務 と し て 命じ て お り 
、 こ れ は 富裕 者 より 集め 貧者 に 分 配 さ れる こと を 話し な さい 。 

そし て これ に 彼ら が 納得 し た な ら ば 、 ザ カー ト を 集め な さい 。 

た だ し 、 彼 ら の 最も 大 切な 品々 まで ザ カ ー ト と し て 徴収 する よう な こと が あっ て な り ま せん 」 


不信 者 に 対す る 戦闘 命令 に つい て 


不信 者 に 対す る 戦闘 命令 に つい て 
1 巻 P.41-43 


アブ ー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 亡 く な られ 、 ア ブー・ バ クル が カリ フ (後継 者 ) に 選ば れ た 時 、 ア ラブ の 幾 
つか の 部 族 が イス ラー ム 信 仰 を 棄て た 。 

これ に 関し ウマ ル ・ ビ ピン ・ ハ ッ タ ー プ は アプ ブー・ バ クル に 次 の よう に いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 か つて 

『* ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い " と の 信仰 を 持た ぬ 者 と 戦う よう アッ ラー より 命ぜ られ た 。 信仰 を 告白 
し た も の は 、 私 の 責任 に お いて 底 護 され る が ( 罰 に 価 す る ) 違反 者 へ の 報い は アッ ラー (の 判断 
) に 委ね られ る 』 

と 述べ られ た が 、 あ な た は (背信 者 ら と ) 戦う つも り で すか 」 

これ に 対し アブ ー・ バ クル は 「 ザ カー ト と 礼拝 を 分 離さ せる 者 に 私 は 必ず や 戦い を い ど むだ ろう 
ザ カ ー ト は 礼拝 同様 信仰 の 基本 で あり 富める 者 の 義務 で ある 。 

今 、 ( ザ カ ー ト 運搬 用 の らく だ の 脚 を むす ん だ ) 紐 を ゆる め よ うと し な い 者 ら も 、 み 使い 在世 の 
頃 に は (義務 と し て ザ カ ー ト を ) 支払 っ て いた の で ある 。 

今 そ れ を や め る 者 に 対し て 、 私 は 断固 と し て 戦う で あろ う 」 と 答え た 。 

この 言葉 に ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー プ は 「 ア ッ ラ ー に 碑 っ て 申し ます 、 今 や アッ ラー は アブ ー・ 
バク ル の 心 を 開き 、 ザ カー ト 供 出 を 拒否 する 者 ら に 対す る 戦い が 正当 で ある こと を 気づか せ 給 
28 

アブ ー・ バ クル の 決意 は 正当 で ある と 私 は 思う 」 と 述べ た 。 

アプ ブー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は か つて こう いわ れ た 

「 私 は 、 人 々 が アッ ラー 以外 に 神 は な いと 証言 し な いか ぎり 、 こ れ と 戦う よう 命ぜ られ た 。 
それ を 証言 し た 者 の 生命 財産 の 安全 は 私 に よっ て 保証 され る 。 

た だ し 法 を 犯し た 違反 者 は 別 で 、 そ の 処置 は アッ ラー の 判断 に まかせ られ る 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 は 、 人 々 が アッ ラー 以外 に 神 は な いと いう 真理 を 証言 し 、 私 が アッ ラー の み 使 いで ある こと 
、 お よび 、 私 が 託さ れ た 教え を 信ずる まで 戦う よう 命ぜ られ て いる 。 

人 々 が それ を 行っ た な ら ば 、 彼 ら の 血 と 財産 の 安全 は 私 に よっ て 守ら れる 。 

た だ し 法 を 犯し た 違反 者 は 別 で 、 そ の 処置 は アッ ラー の 判断 に まかせ られ る 」 

ジャ ー ビ ル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 私 は 、 人 々 が アッ ラー 以外 に 神 は な いと 証言 する まで 戦う こと を アッ ラー か ら 命 ぜ ら れ た 。 
人 々 が 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な いと 証言 し た 時 、 彼 ら の 血 と 財産 は 私 に よっ て 守ら れる 。 

た だ し 法 を 犯し た 違反 者 は 除 か れ 、 そ の 処置 は アッ ラー に まかせ られ る 」 


この 後 、 み 使い は 次 の クル アー ン 聖 名 を お 衣 み に な っ た 。 

「 だ か ら 、 あ な た は 訓 戒 し な さい 。 本 当 に あな た は 一 人 の 訓 戒 者 に 外 な ら な い 。 か れ ら の た め の 
支配 者 で は な い 」 (クル アー ン 第 88 章 21-22 節 ) 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 は 人 々 が 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 ム ハン マ ド は 神 の み 使 いで ある 』 と 証言 し 、 礼 拝 を 
行い 、 ザ カー ト を 支出 する まで 戦う よう アッ ラー に 命ぜ られ た 。 

も し 彼ら が それ ら を 行う 時 、 彼 ら の 血 と 財産 は 私 に よっ て 保証 され る だ ろう 。 

た だ し 、 彼 ら が 法 に 反する 行為 を 犯し た 場合 は 別 で 、 そ の 処置 は アッ ラー に 委ね られ る 」 

アブ ー・ マ ー リ ク に よれ ば 、 彼 の 父 は アッ ラー の み 使 い が こ うい われ る の を 聞い た 

「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な いと 証言 し 、 アッラー 以外 に いか な る 神 を も 崇拝 し な い 者 は 、 財 産 、 生 
命 を 脅かさ れる こと は な い 。 その 者 ら の 処遇 は アッ ラー に 委ね られ る 」 

アブ ー・ マ ー リ ク に よれ ば 、 彼 の 父 は 預言 者 が こう いわ れる の を 聞い た 

「 ア ッ ラ ー の 唯一 性 を 信ずる 者 は .… ぼ ……」 

以下 は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス で ある 。 


信仰 に つい て 


信仰 に つい て 
1 巻 P.43-45 


サイ ー ド ・ ビ ン ・ ム サイ イブ が 彼 の 父 か ら 聞 いた ハデ ィ ー ス に よる と 、 ア ブー ・ タ ー リ ブ の 了 臨終 
に 近い 頃 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 彼 を 見 舞い に お いで に な っ た 。 

そこ に は 、 ア ブー・ ジ ャ フル ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム と アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ブー・ ウ マ 
イヤ ・ ビ ン ・ ム ギー ラ が いた 。 

み 使 い は こう いわ れ た 

「 伯 父上 よ 、『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 』 と 告白 し て 下さ い 。 

そう すれ ば あな た が 信者 で ある こと を アッ ラー の 前 で 私 が 証言 し ます 」 

これ に 対し アプ ブ プー: ジャ ラル と アプ ドッ ラー ピン ょ アプ ブー ウマ イヤ は いっ た 

「 ア ブー・ タ ー リ ブ よ 、 あ な た は 父 ア ブ ド ル ・ ム ッ タ リブ か ら 受 け 継 い だ 先 祖 伝来 の 信仰 を 棄て 
る の で すか 」 

み 使い は 、 伯 父 に 対し 信仰 告白 を する よう 繰り 返し 頼ん だ が 、 ア ブー・ ジ ャ フル ら も 彼 の (同じ 
) 言葉 を 繰り 返し て いっ た 。 

アブ ー・ タ ー リ ブ は 最後 に 決断 し て 、 ア ブ ド ル ・ ム ッ タ リプ ブ の 信仰 を 守る こと と し 、 「 ア ッ ラ ー 
以外 に 神 は な い 」 と 告白 する こと を 拒否 し た 。 

これ に 対し み 使 い は いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た が 止め る よう 命ずる まで 、 あ な た に 伯父 の た め の 許 し を ちい 続け る 
で し ょ う 」 

その 後 間 も な く 、 ア ッ ラ ー は 次 の 聖 名 を 啓示 され た 。 

「 預 言 者 で あれ 、 信 者 で あれ 、 不 信者 の た め に 許し を を う の は 、 た と え そ の 親族 で あっ た と し 
て も 、 許 され な い 。 

(彼ら が ) 地獄 の 居住 者 た る こと は 、 す で に 明白 で ある の だ か ら 」 (クル アー ン 第 9 章 113 節 ) 
次 の 聖 釧 も アッ ラー の み 使 い に 啓 示さ れ た 。 

「 あ な た が 愛す る 者 で あっ て も 、 正 し い 道 に あな た が その 者 を 導き 得る わけ で は な い 。 

アッ ラー こそ 人 を 思い の まま に 導き 給 う 方 で あり 、 だ れ を 導き 給 う か 最も 良く 知り 給 う 方 で あら 
れる 」 (クル アー ン 第 28 章 56 節 ) 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ズ フリ ー に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ る 。 

た だ し 、 ク ルアー ン の これ ら 二 聖 句 に 言及 し な い 伝承 者 も あっ て 、 後 半 部 分 に 表現 上 若干 の 差異 
が み ら れ る 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 死 の 床 に 恥 す 彼 の 伯父 に こう いわ れ た 

「『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 』 と 告白 し て 下さ い 。 

そう すれ ば 私 が 審判 の 日 に あな た が ムスリム で ある こと の 証言 者 に な り ま す 」 

し か し 伯父 (アブ ー・ タ ー リ ブ ) は これ を 拒否 し た 。 


この 折 、 アッ ラー は 次 の 聖 名 を 啓示 され た 。 

「 あ な た が 愛す る 者 で あっ て も 、 正 し い 道 に あな た が その 者 を 導き 得る わけ で は な い 。 

アッ ラー こそ 人 を 思い の まま に 導き 給 う 方 で あり 、 だ れ を 導き 給 う か 最も 良く 知り 給 う 方 で あら 
れる 」 (クル アー ン 第 28 章 56 節 ) 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 臨終 近い 彼 の 伯父 に こう いわ れ た 

「『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 』 と 唱え て 下さ い 。 そ うす れ ば 審判 の 日 に 私 は 、 あ な た が ムスリム 
で ある こと の 証言 者 に な り ま す 」 

これ に 対し アプ ブー・ ター リプ は いっ た 

「 死 を 恐れ る あま り 改 宗 し た の だ と 私 を クラ イシ ュ 族 の 者 ら が 非難 する 心配 さえ な けれ ば 、 私 は 
お 前 の 言葉 に 従っ た だ ろう に 」 

この 折 、 聖 句 が 啓示 され た 。 

「 あ な た が 愛す る 者 で あっ て も 、 正 し い 道 に あな た が その 者 を 導き 得る わけ で は な い 。 

アッ ラー こそ 人 を 思い の まま に 導き 給 う 方 で あり 、 だ れ を 導き 給 う か 最も 良く 知り 給 う 方 で あら 
れる 」 (クル アー ン 第 28 章 56 節 ) 


アッ ラー に 目 見 える こと に つい て 


信仰 に よっ て アッ ラー に お 会 いす る こと に つい て 
1 巻 P.45-51 


ウス マー ン に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使い は こう いわ れ た 

「『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 』 と の 真理 を 十分 知っ て 、 死 を 迎え る 者 は 天国 に 入る 」 

ラフ な ラー シン に よる と 、 ウ スマ ー ン は こう 語っ た 

「 私 は アッ ラー の み 使 い が 、 (前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を ) 語る の を 聞い た 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 語っ た 

私 た ち は 預 言 者 と 共に タブ ー ク へ の 遠征 に 参加 し た 。 

その 途中 食糧 が ほとん ど 尽 き 、 状 況 が 切迫 し た 。 

その た め 人 々 は 乗用 らく だ を 食糧 と し て 層 殺 する こと に し た 。 

ここ に 至っ て ウマ ル は いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 ど うか 兵 た ち そ れ ぞ れ の 持つ 僅か な 食糧 で も 全部 集め 、 あ な た が その 上 
に アッ ラー の 加護 を 祈っ て くだ さい 」 

預言 者 は それ に 同意 な さっ た 。 

そこ で 麦 を 持つ も の は その 麦 を 、 な つめ の 実 を 持つ 者 は 、 そ の な つめ の 実 を それ ぞ れ 手 に し な が 
ら 寄 り 集まっ た 。 

ムジ ャ ー ヒ ド に よる と 、 な つめ の 種 を 持参 し た 者 ら も お り 、 な つめ の 種 で どう する の か と 聞か れ 
た 時 、 彼 ら は 「 こ れ を し ゃ ぶり な が ら 水 を 飲む の だ 」 と 答え た と いう 。 

(と も あれ ) 預言 者 は これ ら の 食糧 の 上 に アッ ラー の 恵み を 祈っ た 。 

(する と その 分 量 は 奇跡 的 に 増大 し ) 人 々 は 、 食 糧 を 十分 に 補充 する こと が で きた の で あっ た 。 
この 時 、 預 言 者 は 次 の よう に いわ れ た 。 

「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 私 は アッ ラー の み 使 いで ある こと を 証言 し ます 。 

(アッ ラー の ) し も べ に し て これ ら 二 つ に 疑念 を 抱か ず 審 ゼ 判 の 日 に アッ ラー に お 会 いす る 者 は 必 
ら ず 天国 に 入れ る で あろ う 」 

アブ ー・ フ ライ ラ 、 ま た は 、 ア ブー・ サ イー ド よ り 聞 いて 、 ア アマ シュ は こう 伝え て いる 

タブ ー ク 遠征 の 折 、 食 糧 が 欠乏 し 兵 た ち は 錠 え に 苦 し ん だ 。 

彼ら は アッ ラー の み 使 い に 乗用 ラク ダ を 殺し て 食糧 と し その 脂肪 を 使い た いと 許可 を 求め た 。 
み 使い は 「 望 むように し な さい 」 と お 答え に な っ た が 、 ウ マル が そこ に き て 次 の よう に いっ た 
「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 よ 、 も し 彼ら に それ を 許し た ら 乗 り 物 が 足り な く な り ま す 。 提言 し ます が 
、 兵 た ち そ れ ぞ れ に 残っ て いる 食品 を 持っ て くる よう に 命じ 、 そ れ ら の 食品 に アッ ラー の 恵み 
を 祈っ て 下さ い 。 そ うす れ ば アッ ラー が 加護 を 下さ る に 違い あり ませ ん 」 

み 使 い は これ に 同意 な さっ た 。 

そし て 有 皮 製 の マッ ト を 持っ て こさ せ 、 そ れ を 敷い て か ら 兵 た ち に 食糧 の 残り を 持っ て 集まる よう 


命じ た 。 


それ で 或 る 者 は 一 握り の 穀物 や ひと つか み の な つめ の 実 な ど を 持っ て 集まっ た 。 

パン の 切れ 端 を 持っ て 来る 者 も あっ た 。 

僅か ずつ 集まっ た これ ら の 食品 は マッ ト の 上 に 置か れ た 。 

み 使 い は これ ら 食 品 の 上 に アッ ラー の 恵み を 祈っ て 後 、 こ うい われ た 

「 各 自 容器 に いっ ぱい 食品 を と りな さい 」 

それ で 兵 た ち は そ れ ぞ れ の 容器 に 食物 を あふ れる ば か り に 満た し た が 、 一 人 と し て 空 の 容器 を 持 
つ 者 は いな か っ た 。 

彼ら は 腹 一 杯 食事 を し た が 、 マ ッ ト の 上 に は まだ 余り が 残さ れ て いた 。 

み 使 い は この 折 、 次 の よう に いわ れ た 。 

「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 私 は アッ ラー の 使徒 で ある こと を 証言 し ます 。 ま こと に この 二 つ に 
疑念 を 抱く こと な く ア ッ ラ ー に お 会 いす る こと を 願う 者 は 、 天 国 か ら 決 し て 遠ざけ られ る こと は 
な いで あろ う 」 

ウ バ ー ダ - ビン ・ サ ー ミ ト に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 ア ッ ラ ー は 唯一 に し て 彼 に 比肩 すべ きも の は な い 。 

ムハンマド は アッ ラー の し も べ に し て 使徒 で ある 。 

イエ ス も また アッ ラー の し も べ 、 そ の し も 女 の 息子 で あり 、 ア ッ ラ ー が マリ ア を 介し て 伝達 さ 
れ た その み 言 葉 、 そ の 精霊 で ある 。 

天国 は 存在 し 地獄 も また 存在 する 』 と 証言 する 者 を 、 ア ッ ラ ー は それ ぞ れ の 望み の まま 八 つの 門 
の どれ か ら で も 天国 に お 入れ に な る 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ウ マイ ル ・ ビ ン ・ ハ ー ニ ー に よっ て も 伝え られ て いる 。 

た だ し これ に は 「 ア ッ ラ ー は (これ ら の 真理 を 確信 する 者 を ) 八 つ の 門 の どれ か ら で も 望み の ま 
ま 天国 に 入ら し め 給 う 」 と いう 表現 は み ら れ な い 。 

スナ ー ビ ヒ ー は こう 伝え て いる 

彼 は 死 の 床 に あっ た ウ バ ー ダ ・ ビ ン ・ サ ー ミ ト を 見 舞い 悲し み 泣い た 。 

これ に 対し ウ バ ー ダ は 次 の よう に 述べ た 。 

「 落 着き な さい 。 どう し て 悲し む の で すか 。 

アッ ラー に 哲 っ て 、 も し 私 が 証言 を 求め られ た ら あ な た が 信者 た る こと を 必ず 証言 し ます 。 
また 、 も し 執り 成 し を 求め られ た な ら ば 、 あ な た の た め に 必ず 執り 成 し を 致し ます 。 

そし て 、 も し 他 に も で きれ ば 、 あ な た の た め に 役に立ち た いと 思い ます 」 

それ か ら 彼 は 言葉 を 続け て いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 いか ら 私 が 聞い た 話 は あな た 方 に と っ て も 有益 で あり 私 は その 全て を 話し まし 
だ が 、 ま だ 一 つ だ け 残 っ て いま す 。 

私 は も うす ぐ 死 ぬ 身 で も あり 、 今 話し て お きま し ょ う 。 

み 使 い は 次 の よう に いわ れ ま し た 。 

『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 ム ハン マ ド は アッ ラー の み 使 いで ある こと を 証言 する 者 に 対し 、 ア 
ッ ラ ー は 地獄 の 日 を 禁じ 給 う だ ろう 』 と 」 

ム ア ー ズ ・ ビ ン ・ ジ ャ バル は こう 伝え て いる 


私 は 、 ろ ば の 背 で 預言 者 の すぐ 後に 座り 、 間 に は 鞍 の 一 部 が みえ る だ け だ っ た 。 
預言 者 は この 折 「 ム アー ズ ・ ビ ン ・ ジ ャ バル よ ! 」 と お 呼び に な っ た 。 

私 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 あ な た の お 側 に お り ま す 。 な ん な り と お 申し つけ 下さ い 」 と 答え た 
同じ こと が し ば らく 間 を お いて 二 度 ほ ど 繰 り 返 され た 後 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 あ な た は アッ ラー が 、 ど の よう な 権利 を し も べら に 要求 な され た か 知っ て いま すか 」 

私 は これ に 対し 「 ア ッ ラ ー と その み 使 い が 最 も よく ご 存 知 で す 」 と 答え た 。 

預言 者 は 「 ア ッ ラ ー が し も べら に 要求 し た 権利 は 、 し も べら が アッ ラー を 崇め 、 ア ッ ラ ー に な に 
も の を も 混 え て は な ら な いと いう こと で す 」 と いわ れ た 。 

その 後 、 し ば らく し て 預言 者 は 「 も し も アッ ラー を な に も の を も 混 え る こと な く 信 仰 し た 場合 、 
し も べら が アッ ラー に 要求 すべ き 権利 は 何 か 知 っ て いま すか 」 と 問い か けら れ 、「 知 り ま せん 」 
と 私 が 答え る と 「 そ れ は アッ ラー が 彼ら を (地獄 の 業火 で ) 苦し め な いよ うに と 願う こと で す 」 
と いわ れ た 。 

ム ア ー ズ ・ ビ ン ・ ジ ャ バル は こう 伝え て いる 

私 は ウフ ァイル と いう 名 の ろば の 背 で アッ ラー の み 使 い の 後に 座っ た 。 

この 折 、 み 使い は こう いわ れ た 

「 ム アー ズ よ 、 あ な た は し も べら に 対す る アッ ラー の 権利 と 、 ア ッ ラ ー に 対す る し も べら の 権利 
に つい て 知っ て いま すか 」 

私 が 知り ませ ん と 答え る と 、 み 使い は こう いわ れ た 

「 し も べら に 対す る アッ ラー の 権利 は 彼ら が アッ ラー の み を 崇拝 し 、 ア ッ ラ ー に 対し な に も の を 
も 同位 者 と し な いこ と で す 。 尊 き ア ッ ラ ー に 対す る し も べら の 権利 は 、 ア ッ ラ ー に な に も の を も 
混 え な い 者 を 罰 し な いこ と で す 」 

ム ア ー ズ が み 使 い に 対し 「 こ の 喜ば し い 教 え を 人 々 に 知ら せ て も よい で すか 」 と た ず ね る と 、 彼 
は 「 誰 に も 話し て は な ら な い 。 人 々 が (イス ラー ム の ) これ 以外 の 教え を 守ら な く な る 恐れ が あ 
る か ら で す 」 と いわ れ た 。 

ム ア ー ズ ・ ビ ン ・ ジ ャ バル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ム アー ズ よ 、 あ な た は し も べら に 対す る アッ ラー の 権利 を 知っ て いま すか 」 

ム ア ー ズ が 「 知 り ま せん 」 と 答え る と 、 み 使い は いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー の み を 崇拝 すべ き で 、 な に も の を も 彼 の 同位 者 と し て は な ら な いこ と で す 」 

更に み 使い は 「 も し も 、 し も べら が その 通り に 行っ た 場合 、 ア ッ ラ ー に 対す る し も べら の 権利 は 
な ん で すか 」 と お た ず ね に な り 、 私 が 「 知 り ま せん 」 と 答え る と 、「 ア ッ ラ ー が 彼ら を 罰 し な い 
こと で す 」 と いわ れ た 。 

アス ワ ド ・ ビ ン ・ ヒ ラー ル に よる と 、 ム アー ズ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 、 私 の 名 を お 呼び に な っ た 。 

私 が 答え る と 「 あ な た は 、 人 々 に 対す る アッ ラー の 権利 に つい て 知っ て いま すか 」 と いわ れ た 。 
これ 以下 の 記述 は 、 前 記 の ハデ ィ ー ス と 同 内 容 で ある 。 

アプ ー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる 


私 た ち は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の ま わ り に 座り 、 ア ブー・ バ クル や ウマ ル も 一 緒 だ っ た 。 

し ば らく し て み 使 い は 立ち 上 り 、 外 に 出 て 行っ た まま 、 長 い 間 帰っ て 来 な か っ た 。 

その た め 、 私 達 は 「 誰 も 彼 に つい て 行か な か っ た た め に 敵 に と ら わ れ た の で は な いか 」 と 心配 し 
だ し た 。 

不安 に な っ て 私 た ち は 立 ち 上 が っ た が 、 最 初 に 危 恨 し だ し た の は 私 だ っ た 。 

それ で 私 は 、 み 使い を 探し に 外 に 出 て 、 ア ン サ ー ル の 居住 区 に ある バ ヌ ー・ ナ ッ ジ ャ ー ル 所 有 の 
庭園 に 行き 、 そ の 門 の あたり まで みて まわ っ た が 誰 も いな か っ た 。 

し か し 外部 の 井戸 か ら 庭 園 に ひき 込ま れ た 小川 (ラビ ィ ウ ) が 見 えた の で 、 私 は それ に ひか れき 
つね の よう に そっ と 近づい て 行っ た 。 

する と 、 そ こ に み 使 い が お られ た の だ っ た 。 

み 使 い は 「 ア ブー・ フ ライ ラ か 」 と いわ れ た 。 

私 が 「 そ う で す 」 と 答え る と 、 ま た 、 「 ど うし た の だ 」 とい われ た 。 

私 は 「 あ な た が 私 共 の と ころ か ら 立 っ て 出 て 行か れ 、 長 い 間 帰っ て 来 な い の で 、 誰 も いな い 処 で 
敵 に と ら わ れ た の で は な いか と 不安 に な り ま し た 。 

私 が 最初 に その よう な 人 危 恨 に と ら わ れ た の で す 。 

それ で 私 は 庭園 に 来 て 、 丁 度 き つね が や る よう に 、 そ っ と 近づい た の で す 。 

仲間 ら も すぐ に ここ に や っ て 参り ます 」 と 答え た 。 

み 使 い は 「 ア ブー ・ フ ライ ラ よ 」 と 呼ば れ 、 履 物 を 私 に 下さ っ て か ら こ うい われ た 

「 私 の これ ら の 履物 を 持っ て 行き な さい 。 

そし て この 庭園 の 外 で 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な いと 真実 証言 する も の が いた ら 、 そ の 者 は 天国 に 
入れ る こと を 伝え 喜ば せ て あげ な さい 」 

さて 、 私 が 会 っ た 最初 の 人 物 は ウマ ル で し た 。 

彼 は それ ら の 履物 は 何かと 私 に た ず ね た の で 、 私 は 次 の よう に 答え た 。 

「 こ れ は み 使 い の 履 物 で す 。 

これ ら と 共に 彼 は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な いと 心 の 底 か ら 証言 する も の は 誰 で も 天国 に 入れ る と 
いう 良き 知ら せ を 告げ る こと を 私 に 託し た の で す 」 

この 時 ウマ ル が 、 突 然 私 の 胸 を 強く 押し た の で 、 私 は ひっ くり か えっ て し まっ た 。 

彼 は いっ た 「 ア ブー・ フ ライ ラ よ 。 戻 りな さい 」 

私 は み 使い の と ころ へ 戻っ た が ほとん ど 泣 き 出さ ん ば か り で し た 。 

ウマ ル は 私 の すぐ 後に つい て きた 。 

み 使い が 「 ど うし た の か 」 と いわ れ た の で 、 「 ウ マル に 出会い アッ ラー の み 使 い 様 が 私 に 託し た 
朗報 を 彼 に 話し た と ころ 、 彼 は 私 の 胸 を た た か い 後 に ひっ くり か えら せ 、 こ こ に 戻る よう に と 命 
じ た の で す 」 と 告げ た 。 

これ に 関し て み 使い は 「 ど うし て その よう な 事 を し た の か 。 ウ マル よ 」 と いわ れ た 。 

ウマ ル は これ に 答え て 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 父 母 に か け て 申し 上 げ ま す が 、 あ な た は 、 ア ブー 
・ フ ライ ラ に 履物 を も た せ て 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な いと 心 の 底 か ら 証言 する 者 に 会 っ た ら 誰 で 
も その 者 は 天国 に 入れ る と いう 良き 知ら せ を 託し た の で すか 」 と た ず ね た 。 


み 使 い が 「 そ の 通り で す 」 と お 答え に な る と 、 ウ マル は 次 の よう に いっ た 

「 ど うか 、 そ の よう な 事 は な さら な いで 下さ い 。 

な ぜ な ら ば 、 私 は 人 々 が た だ その 事 だ け を 信ずる の を 心配 する か ら で す 。 

彼ら に 善行 を 奨励 し て 下さ い 」 

み 使 い は ウマ ル の 言葉 に 同意 され 「 そ う 勧 め よ う 」 と いわ れ た 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は こう 伝え て いる 

アッ ラー の 預言 者 は ム ア ー ズ ・ ビ ン ・ ジ ャ バル に 対し 、 彼 が 預言 者 の 後 で 共に ろば の 背中 に 乗っ 
て いた 時 、「 ム アー ズ よ 」 と 呼び か けら れ た 。 

ム ア ー ズ は 「 あ な た の お 側 に お り ま す 。 何 な り と ご 用 命 下さ い 」 と 答え た 。 

この こと が 三 度 繰り 返さ れ た 後 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 次 の よう に いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 ム ハン マ ド は 神 の し も べ で あり 、 神 の 使徒 で ある と 心底 か ら 証 言 す 
る 者 で あれ ば 、 誰 で も アッ ラー に より 地獄 の 業火 か ら 守 られ る で あろ う 」 

これ に 対し ム ア ー ズ が 、 「 そ の 事実 を 人 々 に 知ら せ て 喜ば せ て は いけ ませ ん か 」 と いっ た と ころ 
、 み 使い は こう いわ れ た 

「 も し 、 彼 ら に 知ら せ た な ら ば 、 彼 ら は た だ それ だ け に 頼る こと に な る だ ろう 」 

ム ア ー ズ は 、 こ の 話 を 彼 の 死 の 床 に お いて 初め て 語っ た の で ある が 、 そ れ は 人 々 に 誤 ち を 犯さ せ 
な いた めで あっ た 。 

イト バー ン ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は マデ ィ ー ナ へ 来 て 、 こ う 語 っ た 

何 か の 原因 で 私 の 視力 が 悪化 し た 。 

そこ で 私 は アッ ラー の み 使 い に 次 の よう に 記し た 手紙 を 送っ た 

「 私 は あな た 様 が 私 の 家 に お いで 下さ る こと を 心 よ り 願 っ て お り ま す 。 あ な た の ご 出席 の も と に 
礼拝 を 行う その 場所 を 、 私 は 祈り の 場 に し た いと 思い ます 」 

預言 者 は そこ に お いで に な り 、 ま た 、 ア ッ ラ ー が お 望み に な っ た 教 友 の 何人 か も 共に や っ て きた 
預言 者 は 家 に お 入り に な り 礼 拝 を な され た 。 

彼 の 教 友 た ち は 仲間 同志 で 話 を 始め 、 話 題 は マー リク ・ ビ ン ・ ド ゥ フシ ャ ム に お よん だ 。 

彼ら は 、 預 言 者 が マー リク を 呪っ て 死に 到 ら し め る か 、 ま た は 、 災 難 に 会 わせ る よう 神 ア ッ ラ ー 
に 祈願 すれ ば よい の に と 話し て いた 。 

この 間 に ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 礼 拝 を 終え 、 次 の よう に いわ れ た 

「 マ ー リ ク ・ ビ ン ・ ド ゥ フシ ャ ム は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 私 が アッ ラー の み 使 いで ある こ 
と を 証言 し な い の で すか 」 

これ に 対し 「 彼 は 勿論 証言 は 致し ます が 、 し か し 、 決 し て 心底 か ら の も の で は あり ませ ん 」 と 彼 
ら が 答え る と 、 み 使い は 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 私 が アッ ラー の み 使 いで ある と 証言 する 
者 は 、 地 獄 に 入る こと は な く 、 業 火 も その 者 を 焼き 尽く すこ と は な いで あろ う 」 と いわ れ た 。 
アナ ス は これ に 関連 し 、 次 の よう に 述べ て いる 

「 こ の ハデ ィ ー ス を 聞い て 私 は 非常 に 感動 し まし た 。 それで 私 は 息子 に これ を 書き と ど め る よう 
に 命じ まし た 」 


アナ ス に よる と 、 盲 目 の イ トバ ー ン ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は こう 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い に 手紙 を 送り 、 私 の 家 に 来 て 、 礼 拝 場所 を 定め て 下さ る よう お 願い し た 。 
それ で 、 み 使い は 教 友 ら 共 々 、 私 の 家 に 来 ら れ た が 、 そ の 時 、 マ ー リ ク ・ ビ ン ・ ド ゥ フシ ャ ム と 
いう 人物 に つい て 教 友 の 間 で 論議 が か わ さ れ た 。 

以下 は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス で ある 。 


信仰 の 喜び に つい て 


信仰 の 喜び に つい て 
1 巻 P.51 


アッ パー ス ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ム ッ タ リブ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 
「 信 仰 の 喜び を 味わう と は 、 ア ッ ラ ー を 主 と 崇 め 、 イ スラ ー ム の 教え を 日 々 の 導き と し 、 ム ハン 
マ ド を アッ ラー の み 使 いと 信じ る こと で ある 」 


イマ ー ン の 種類 に つい て 


イマ ー ン の 種類 に つい て 
1 巻 P.52-53 


アブ プー・ フ ライ ラ に よる と 預言 者 は こう いわ れ た 

「 信 仰 (イマ ー ン ) に は 70 以 上 の 種類 が ある 。 謙譲 も 信仰 の 一 つ で ある 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 信 仰 に は 70 以 上 、 も し く は 、60 以 上 の 種類 が ある 。 

その 最善 な る も の は 、 ア ッ ラ ー の 外 に 神 は な いと 証言 する こと で あり 、 最 も 小 な る 信仰 と は 道路 
か ら 那 魔 に な る 者 を 片付け る 行為 で ある 。 

謙譲 も 信仰 の 一 つ で ある 」 

サー リム は その 父 か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

預言 者 は 、 或 る 男 が その 弟 に 謙譲 に つい て 教え て いる の を 聞き 、 こ うい われ た 。 

「 謙 譲 は 信仰 の 一 つ で ある 」 

ズ フ リー は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え 、 次 の 表現 を 加え て いる 

預言 者 は 、 た また ま ア ン サ ー ル の ある 男 が その 弟 に 謙虚 さ に つい て 諭し て いる 時 、 そ の 傍ら を お 
通り に な っ た 。 

イム ラー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン は 、 預言 者 の 次 の 言葉 を 伝え た 

「 謙 虚 で あれ ば 善い 結果 が 生ずる も の で す 」 

これ に 関連 し ブシ ャ イル ・ ビ ン ・ カ アブ は 「 知 恵 の 書 に も 節制 及び 平穏 は 謙譲 より 生ずる と 記 
され て いま す 」 と 語っ た が 、 イ ムラ ー ン は 「 私 は あな た に アッ ラー の み 使 い の 言 葉 を 伝え て いる 
の に 、 あ な た は あな た の 読ん だ 本 に つい て 話し て お られ る 」 と いっ て 彼 を 谷 め た 。 

カタ ー ダ は こう 伝え て いる 

私 達 は 、 イ ムラ ー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン と 一 緒 に 座っ て いた 。 

そこ に は プシ ャ イル ・ ピ ン ・ カ アプ も いた 。 

イム ラー ン は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 或 る 時 お 話し に な っ た 「 謙 虚 さ は 完全 な る 善行 で ある 」 も し 
く は 「 謙 虚 さ は 善行 を 完全 に する 」 と いう 言葉 に つい て 語っ た 。 

これ に 関し て ブシ ャ イル ・ ビ ン ・ カ アブ は いっ た 

「 或 る 種 の 書物 、 ま た は 、 知 恵 の 書 に は 、 謙 上 庶 さ が 心 の 平穏 や アッ ラー に 対す る 分 別 を 生 ぜ し め 
る と あり 、 ま た 謙虚 さ に は 弱点 も ある と 記さ れ て いる 」 

この 言葉 に イム ラー ン は 両 眼 が 赤く な る ほど 怒っ て 「 私 が アッ ラー の み 使 い の ハ ディ ー ス を あな 
た た ち に お 話し し て いる の に 、 あ な た は それ に 相反 する こと を 述べ よう と し て いる で は な いか J」 
と いっ た 。 

私 (カタ ー ダ ) が 思う に 、 イ ムラ ー ン は アッ ラー の み 使 い の ハ ディ ー ス を 語っ た の に 対し 、 ブ シ 
ャ イル は それ と 同じ 類 の 一 般 的 な 話 を し た た め イ ムラ ー ン が 怒っ た の で ある 。 

それ で 私 た ち は 、 イ ムラ ー ン に 対し 「 ア ブー・ ヌ ジャ イド よ (イム ラー ン の 呼び 名 ) ブシ ャ イル 


は 私 た ちの 仲間 で あり 、 な に も 間違っ た 事 を 述べ た わけ で は な い 」 と いっ て な だ め た 。 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 イ ムラ ー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン に よっ て も 伝え られ て いる 。 


イス ラー ム の 重要 な 教え に つい て 


イス ラー ム の 最 重 要 な 教え に つい て 
1 巻 P.53 


ス フ ヤ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ サ カフ ィ ー は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い に こ うい っ た 

「 あ な た が 亡き 後 (も し く は あな た 以外 に ) イス ラー ム に 関し て 誰 に も 質問 する 必要 の な い ほ ど 
に 重要 な 事項 を 教え て 下さ い 」 

これ に 対し み 使い は 「 ア ッ ラ ー を 信じ ます と 唱え 、 そ れ を 固く 守っ て いく こと で す 」 と いわ 
れ た 。 


イス ラー ム の 長所 に 関し て 


イス ラー ム の 長所 に 関し て 
1 巻 P.53-54 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル は こう 伝え て いる 

或 る 男 が アッ ラー の み 使 い に 「 イ スラ ー ム の 長所 は どん な 点 に あり ます か 」 と た ず ね た 。 
み 使 い は これ に 対し 「 食 物 を 分 ち 合 い 、 知 っ て いる 者 や 知ら ぬ 者 の 区 別 な く 挨 拶 を 交わ す 点 で す 
」 と お 答え に な っ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ア ー ス は こう 伝え て いる 

或 る 男 が アッ ラー の み 使 い に 「 ど ん な ムスリム が よい ムスリム で すか 」 と た ず ね た 。 

これ に 対し み 使い は 「 言 葉 に よっ て で も 、 手 に よっ て で も 他人 を 平安 に する 人 が よい ムスリム 
で す 」 と いわ れ た 。 

ジャ ー ビ ル に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 ム スリ ム と は 、 手 に よっ て で も 、 言 葉 に よっ て で も 他 の ムスリム た ち を 安 ん ずる 人 の こと で す 
」 

アブ ー・ ム ー サ ー・ ア シュ アリ ー は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い に 「 イ スラ ー ム の 何 が 最も 秀 れ て いる 点 で すか 」 と た ず ね た 。 

これ に 関し み 使 い は こう いわ れ た 「 お 互い の 言葉 と 行動 に よっ て ムスリム た ち が 守 られ 、 安 全 で 
ある 点 で す 」 

ブラ イド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 、 こ れ と 同 内容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる が 、 そ れ に 次 の 表現 
が み ら れ る 。 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 『 ど ん な 人 た ち が よ い ム スリ ム で すか 』 と 質問 され た 」 


信仰 の 真髄 に つい て 


信仰 の 真髄 に つい て 
1 巻 P.54-55 


アナ ス に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 信 仰 の 素晴らし さ を 見 出し た 者 は 誰 で も 三 つ の 特長 を も っ て いま す 。 

第 一 は 、 彼 に と っ て アッ ラー と その み 使 い は 他 の いか な る も の より 尊い こと 、 

第 二 は 、 ア ッ ラ ー の 教え に 従っ て 他人 を も 愛す る こと 、 

第 三 は (アッ ラー を 信ずる 故に ) 地獄 の 業火 に 投げ 入れ られ る こと な く 救 われ た の で ある か ら 、 
不信 者 に 戻る こと を 嫌う こと で す 」 

アナ ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 信 仰 の 真 を 知っ た 人 は だ れ で も 三 つ の 信条 を 身 に つけ て いる 。 

アッ ラー の た め の み に 人 を 愛す る こと 、 彼 に と っ て アッ ラー と その み 使 い は だ れ よ り も 尊い 存在 
で ある こと 、 ア ッ ラ ー を 信ずる 故に 救 わ れ た の で ある か ら 不 信 の 徒 に 戻る より は 業火 の 中 に 投げ 
こま れる 方 を よし と する こと で ある 」 

アナ ス に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

それ に は 「 不 信 の 徒 に 戻る より は 」 の 代り に 「 再 び ユ ダ ヤ 教 徒 、 ま た は 、 キ リス ト 教 徒 に な る よ 
り は 」 と いう 表現 が み ら れ る 。 


預言 者 を 愛す る こと に つい て 


預言 者 を 愛す る こと に つい て 
1 巻 P.55 


アナ ス に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 い か な る し も べ で あれ (アブ ドル ・ ワ ー リ ス に よれ ば 、“ い か な る 人 で あっ て も ") 私 を その 家族 
、 財 産 、 あ る い は 、 全 人 類 より も 愛す る よう に な ら な い 限 り イ スラ ー ム の 信仰 者 と は いえ な い 」 

アナ スネ ス ・ ビン : マー リク に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い ば こ うい われ た 

「 あ な た 方 誰 も が 、 私 を あな た 方 の 子供 、 父 親 、 あ る い は 全 人 類 より も 大 切な 存在 と 考え る よう 
に な ら な い 限 り 、 イ スラ ー ム の 信仰 者 と は いえ ませ ん 」 


同胞 愛 に つい て 


同胞 愛 に つい て 
1 巻 P.54-55 


アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 あ な た 方 が 自分 自身 を 愛す る よう に 、 兄弟 や 隣人 を 愛す る よう に な ら な い 限 り 、 ま こと の 信仰 
を 持つ と は いえ ませ ん 」 

アナ ス に よれ ば 、 預言 者 は こう いわ れ た 

「 私 の 命 を 司る 方 に 誓っ て 申し ます が 、 自 分 の た め に な る も の を 隣人 の た め 、 も し く は 、 兄 弟 の 
た め に も 役立て よう と し な い 者 は 、 ま こと の 信仰 を 持つ と は いえ ませ ん 」 


隣人 を 傷つけ ぬこ と に つい て 


隣人 を 傷つけ ぬこ と に つい て 
1 巻 P.56 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 
「 隣 人 を 不当 な 行為 で お び や か す 者 は 、 天 国 に 入る こと が で き な い 」 


隣人 や 弱者 へ の 寛容 に つい て 


隣人 や 弱者 に 寛大 で ある こと に つい て 
1 巻 P.56-57 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 良 き 言 葉 の み を 語る か 、 さ も な けれ ば 、 沈 黙 を 守り な さい 
また 、 ア ッ ラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 隣 人 に 対し 寛容 を も っ て 接し な さい 。 そし て また 、 
アッ ラー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 客 人 に 対し 十分 な 親切 を 尽く し な さい 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 隣 人 を 傷つけ て は な り ま せん 。 アッラー と 審判 の 日 を 信 ず 
る 者 は 、 客 人 に 対し 寛容 を 示す べき で す 。 そし て また 、 ア ッ ラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 良 き 
言葉 を 話す か 、 さ も な けれ ば 、 沈 黙 を 守る べき で す J」 

アブ プー・ ハ シー ン の 伝え る ハデ ィ ー ス も 以下 の 言葉 を 除き 、 前 記 の アブ プー・ フ ライ ラ に よる も の 
と 同 内 容 で ある 。 

アッ ラー の 使徒 は に うい われ た 

「 ア ッ ラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 隣 人 に 親切 を 尽く すべ き で す 」 

アブ ー・ シ ュ ラ イハ ・ フ ザー イー に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー と 審 ガ 判 の 日 を 信ずる 者 は 、 隣 人 に 親切 を 尽く すべ き で す 。 アッラー と 審 ワ 判 の 日 を 信 ず 
る 者 は 、 客 人 を 歓待 すべ き で す 。 そ し て また 、 ア ッ ラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 良 きこ と を 語 
る か 、 さ も な けれ ば 、 沈 黙 を 守る べき で す 」 


Oo 


嫌悪 すべ きも の の 排除 に つい て 


嫌悪 すべ きも の の 排除 に つい て 
1 巻 P.57-58 


ター リク ・ ビ ン ・ シ ハー ブ は こう 伝え て いる 

イー ド (大 祭 ) の 礼拝 前 に 、 フ トバ (説教 ) を 行う 習慣 を 始め た の は マル ワー ン で あっ た 。 
ある 男 が 立ち 上 が っ て 「 礼 拝 は フト バ の 前 に 行わ れる べき で ある 」 と 抗議 し た の に 対し 、 マ ル ワ 
ー ン は 「 そ の 慣習 は 廃止 され た 」 と 答え た 。 

これ に 関連 し て 、 ア ブー ・ サ イー ド は 次 の よう に 述べ た 

「 こ の 人 物 は 、 彼 に 課せ され た 義務 を 果たし た の で ある 。 私 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 次 の よう に 
いわ れる の を 聞い た こと が ある 。『 あ な た 方 が な に か 嫌悪 すべ きも の を 見 た 場合 、 手 で それ を 排 
除 す べき で す 。 そし て も し も 排除 する た め に 十分 な 力 が な い 場 合 は 、 舌 (言葉 ) で それ を 行う ベ 
き で す 。 そ し て も し も それ すら も で き な い 場合 に は 、 心 の 中 で それ を 拒否 すべ き で す 。 それ も 、 
最も ささ や か な 信仰 の 一 端 で す 』」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア ブー ・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よっ て も マル ワー ン に 関連 する 物 
語 と 共に 伝え られ て いる 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 以前 に 、 ア ッ ラ ー に よっ て それ ぞ れ の 国 に 遣わ され た 預言 者 は 全て 、 人 々 の 間 に 弟 子 た ちと 
教 友 ら を 持ち 、 彼 ら は 預言 者 の 教え と 命令 に 従っ た の で ある 。 

その 彼ら の あと に 、 彼 ら が 行わ な か っ た 事 を 話し 、 ま た 、 彼 ら が 命じ られ な か っ た こと を 行う 彼 
ら の 後継 者 た ち が 現 われ た の で あっ た 。 

それ ら の 者 に 対し 、 手 を 用 いて 反対 し た 者 は 信仰 者 で あっ た 。 

彼ら に 対し 、 舌 を も っ て 反対 し た 者 も 信仰 者 で あっ た 。 

そし て また 、 彼 ら に 対し 、 心 で も っ て 反対 し た 者 も 信仰 者 で あっ た 。 

それ ら 以 外 の 者 に は 、 唐 が らし の 種 ほ どの 信仰 すら も あっ た と は いえ な い 」 

これ に 関連 し アブ ー・ ラ ー フ ィ は 次 の よう に 述べ て いる 。 

「 私 は この ハデ ィ ー ス を 、 ア プ ブ プ ド ッ ラ ー・ ビ ン ・ ウ マル に 話し た が 、 彼 は これ を 否定 し た 。 
その 時 、 た また ま 、 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド が カナ ー ト に 滞在 し て いた の で 、 ア ブ ド 
ッ ラ ー・ ビ ン ・ ウ マル は 私 と 共に 彼 を 訪問 する こと を 望ん だ 。 

それ で 、 私 は 、 彼 に つい て 行き 、 イ ブン ・ マ スウ ー ド の 前 に 座っ て 、 こ の ハデ ィ ー ス に 関し て 質 
間 し た 。 

彼 は 、 私 が イブ ン ・ ウ マル に 告げ た の と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 物語 っ て くれ た 」 

な お アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よる これ と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝 
えら れ 、 そ れ に は 次 の 表現 が み ら れ る 。 

「 有 預言 者 の 中 で その 指導 に 従い 、 そ の 教え を 守る 弟子 た ち を 持た な い 者 は いな か っ た 」 

以下 は 前 文 と 同 内 容 で ある が 、 た だ し 、 イ ブン ・ マ スウ ー ド の 滞在 や 彼 と イブ ン ・ ウ マル と の 会 


見 に つい て は 言及 され て いな い 。 


イエ メン 人 の 信仰 に 関し て 


イエ メン 人 の 信仰 に 関し て 
1 巻 P.58-59 


イブ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 預 言 者 は 、 イ エメ ン の 方 角 を 手 で 指し 示し な が ら 、 こ うい われ た 
「 イ マー ン (信仰 ) は この 方 角 の 人 々 に ある 。 心 情 の 冷酷 さ 、 粗 雑 さ は 、 ら くだ を 尻尾 の 後 で 追 
い 立 て る 飼主 ら の 間 で 見 られ る 。 そ こ で は 悪魔 (シャ イタ ー ン ) が 両角 を むき だ し て いる 。 彼ら 
は ラビ ー ア と ムダ ル の 両 部 族 で ある 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 イ エメ ン 人 ら が や っ て きた が 、 彼 ら は 、 心 情 の や さ し い 人 た ち で ある 。 信仰 は イエ メン 人 ら に 
根ざし 信仰 の 理解 も イエ メン 人 ら に 深い 。 そ し て また 、 イ エメ ン 人 ら は 十分 な 賢明 さ を 備え て 

いる 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は 、 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 で 伝え て いる 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 あ な た た ちの 処 に イエ メン 人 ら が や っ て きた が 、 彼 ら は 心 や さ し く 、 感 情 が 豊か な 人 た ち で す 
。 イ エメ ン の 人 た ち は 信 仰 を よく 理解 し て お り 、 十 分 に 覧 さ を 備え て いる 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 最 も 不信 な る 者 た ち が 東 方 に ある 。 人 竹 慢 、 自 惚れ は 天幕 住い の 馬 や らく だ の 飼育 者 ら の 間 に 見 
られ る 。 一 方 静穏 さ は 、 や ぎ や 羊 を 飼育 する 人 た ち に 見 られ る 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 信 仰 は イエ メン 人 ら の 間 に あ り 、 不 信 は 東方 に ある 。 静穏 さ は 、 や ぎ や 羊 の 飼育 者 の 中 に あり 
、 高 慢 と 偽善 は 馬 や らく だ の 飼育 者 の 間 に 見 られ る 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 人 徴 慢 と 偽善 が らく だ の 飼育 者 ら に 見 られ 、 静 穏 さ は や ぎ や 羊 の 飼育 者 の 間 に 見 られ る 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス が ズ フ リー に よっ て も 伝え られ 、 そ れ に は 次 の 言葉 が 付加 され て いる 
「 信 仰 は イエ メン 人 ら に あり 、 聡 明 さ も イエ メン 人 ら に ある 」 

アプ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預言 者 は こう いわ れ た 

「 イ エメ ン 人 ら が や っ て きた が 、 彼 ら は 感情 が 細やか で 、 心 や さ ぐ し い 人 た ち で ある 。 信仰 は イエ 
メン 人 ら に あり 、 聡 明 さ も イエ メン 人 ら に ある 。 

静穏 は や ぎ や 羊 の 飼育 者 ら の 中 に 見 られ る 。 

一 方 、 高 慢 、 偽 善 は らく だ の 飼育 者 ら の 間 に 見 られ 、 彼 ら は 日 の 昇る 方 角 に テン ト 住 い を する 者 
た ち で ある 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 あ な た た ちの と ころ に イエ メン 人 ら が や っ て きた が 、 彼 ら は 心 や さ し く 柔和 な 人 た ち で ある 。 
信仰 は イエ メン 人 ら に あり 、 彼 ら は 聡明 さ を 備 えて いる 。 

一 方 、 不 信 の 最たる 者 ら は 東 の 方 角 に いる 」 


前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ る が 、「 不 信 の 
最たる 者 ら は 東 の 方 角 に いる 」 と いう 表現 は み ら れ な い 。 

シュ ウ バ の 伝え る ハデ ィ ー ス は 、 前 記 と 同 内 容 で ある が 次 の 言葉 が 付加 され て いる 

「 人 徴 慢 と 偽善 は らく だ の 飼主 ら の 間 に 見 られ る 。 平穏 と 誠実 は 羊 の 飼主 の 間 に 見 られ る 」 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 野 卑 な 心情 と 人 徴 慢 さ は 東方 の 人 々 の 間 に あ り 、 信 仰 は ヒジ ャ ー ズ 地方 の 人 々 の 間 に あ る 」 


「 不 信者 は 天国 に 入れ ぬ 」 に 関し て 


信者 以外 は 天国 に 入れ な いこ と に 関し て 
1 巻 P.60 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 信 仰 心 を 持た ぬ 限 り 、 誰 も 天国 に 入る こと は で き な い 。 ま た 、 お 互い が 愛し 合わ な い 限 り 、 信 
仰 心 を 持つ と は いえ な い 。 

そう する こと で 互い に 親愛 感 を 育て る 方 法 を 私 は あな た 方 に 教え な か っ た で すか 。 

それ は 、 お 互い が アッ サラ ー ム ・ ア ライ クム ! (あな た 方 の 上 に 平安 を ! ) と 言っ て 挨拶 を 交わ 
すこ と と で す 」 

ジャ リー ル は アア マシ ュ か らき いて アッ ラー の み 使 い の 言葉 を こう 伝え て いる 

「 私 の 生命 を 手 に し て お られ る 方 に 誓っ て 。 信仰 が な けれ ば 、 あ な た 方 は 天国 に 入る こと は で き 
な い 」 

な お 、 こ の ハデ ィ ー ス の 他 の 部 分 は 前 記 と 同 内容 で ある 。 


誠実 な 信仰 に 関し て 


誠実 な 信仰 に 関し て 
1 巻 P.61 


ミー ム ・ ア ッ ダ ー リ ー に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 ア ル ・ デ ィ ー ン (宗教 ) と は 真 撃 た る こと を 意味 する 」 

これ に 関し 、 私 た ち が 「 誰 に 対し て で すか 」 と お た ず ね し た と ころ 、 預言 者 は 「 ア ッ ラ ー、 そ の 
経典 、 そ の み 使 い 、 そ し て 、 ム スリ ム の 指導 者 た ち 、 及 び 一 般 の ムスリム に 対し て で す 」 と いわ 
れ た 。 

ミー ム ・ ア ッ ダ ー リ ー に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て 
いる 。 

ミー ム ・ ア ッ ダ ー リ ー に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 更 に 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ 
て いる 。 
ジャ リー ル は こう 伝え て いる 
私 は アッ ラー の み 使 い に 、 礼 拝 を 守り 、 ザ カー ト を 払い 、 そ し て 、 全 て の ムスリム に 対し 誠意 を 
尽く すこ と を 碧 きた 、 
ジ ヤ ー ド ・ ビ ン ・ イ ラー カ は ジャ リー ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー が こう 話す の を 聞い た 

「 私 は 預言 者 に 、 全 て の ムスリム に 対し 誠意 を 尽く すこ と を 誓っ た 」 
ジャ リー ル は こう 伝え て いる 

「 私 は 預言 者 に 対し 、 よ く 教 え を 聞き それ に 従う こと を 誓っ た 。 預言 者 は 私 に 対し 、 全 て の ム ス 
リム の た め に で きる 限り 、 誠 意 を 尽く す よ うに と 教示 な さっ た 」 


不信 者 の 行為 に つい て 


不信 者 の 行為 に 関し て 
1 巻 P.61-63 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 姦 通 者 が 姦通 を 続け る 限り 信者 で は な い 。 

鶴 盗 者 が 鶴 盗 を 続け る 限り 信者 で は な い 。 

大 酒飲み が 酒 を 飲み 続け る 限り 信者 で は な い 」 

伝承 者 の 一 人 は 父親 か ら 聞 いて この ハデ ィ ー ス を 語り 次 の よう に いっ た 

「 ア ブー・ フ ライ ラ は こう 付 言 し て いる 『 人 々 の 注目 を 集め る ほど 高価 な 品物 を 略奪 する 者 は 、 
その 行為 を 続け る 限り 信者 で は な い 』」 

アブ ー・ バ クル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は アブ ー ・ フ ライ ラ か ら 聞 いて こう 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は いわ れ た 「 姜 通 者 が 姦通 を 続け る 限り 」 

以下 は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス で ある 。 

た だ し "略奪 "と いう 言葉 は み ら れ る が "高価 な 品物 "と いう 表現 は な い 。 

な お 、 イ ブン ・ サ イー ド ・ ビ ン ・ ム サイ ブ プ ブ と アブ ー・ サ ラマ が アブ プ ブー・ フ ライ ラ か ら 聞 いて 伝え 
る ハデ ィ ー ス に は "略奪 "と いう 表現 は み ら れ な い 。 

アブ プ ブー・ フ ライ ラ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア ブー ・ バ クル 、 及 び ズ フリ ー に よっ て 
も 伝え られ て いる 。 

な お それ に は "略奪 "と いう 言葉 は ある が "高価 な 品物 "と いう 表現 は み ら れ な い 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 フ マイ ド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン や ハン マー ム ・ ビ ン ・ 
ム ナ ッ パ に よっ て も 別々 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ る が 、 中 に 
は 「 人 々 の 注目 を 集め る ほど 」 と の 表現 が み ら れ な いも の も ある 。 

ハン マー ム に よる ハデ ィ ー ス に は 「 信 者 た ち を 注視 させ る 」 ま た 「 略 奪 を 続け る 限り 信者 で は 
な い 」 更に また 「 搾 取 者 は その 行為 を 続け る 限り 、 信 者 で は な い 。 それ 故 、 こ れ ら の 悪 を 避け よ 
」 な どの 言葉 が 付加 され て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は は 預言 者 の 言葉 を こう 伝え て いる 

「 事 通 者 は 、 そ の 行為 を 続け る 限り 信者 で は な い 。 究 次 者 は 名 次 を 続け る 限り 信者 で は な い 。 酒 
飲み は それ を 飲み 続け る 限り 信者 で は な い 。 そ の 罪 を 層 悔 する 者 は 後に 許さ れる で あろ う 」 

ザク ワー ヌ は アブ ー・ フ ライ ラ よ り 聞 いて 、 前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 。 


偽善 者 の 特徴 に つい て 


偽善 者 の 特徴 に つい て 
1 巻 P.63 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 次 の 四 つ の 特徴 を 持つ 者 は 、 全 く の 偽善 者 で ある 。 

これ ら を 一 つ で も 持つ 者 は 、 そ れ を 棄て ぬ 限 り 偽善 者 で あり 続け る だ ろう 。 

それ ら は 、 話 せ ば 嘘 を 言い 、 同 盟 す れ ば それ を 裏切り 、 約 束 を すれ ば それ を 破り 、 和 争い 事 に な る 
と 不正 を 行う 者 た ち で ある 」 

アブ プー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 偽 善 者 に は 三 つ の 特徴 が ある 。 そ れ ら は 、 話 す 時 嘘 言 を 口 に し 、 約 束 事 に は そ む き 、 信 頼 さ れ 
る と それ を あざ むく こと で ある 」 

アブ プー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 偽 善 に は 三 つ の 特徴 が ある 。 そ れ ら は 、 話 す 時 嘘 を 言い 、 約 束 す る と それ に そ む き 、 信 頼 さ れ 
る と それ を 裏切る こと で ある 」 

アラ ー・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え 、 更 に こう 付 言 し て い 
る 

「 (前 述 の ) 三 つ が 不信 者 の 特徴 で る る 。 た と え 彼 が 断食 や 礼拝 を 行い 、 ムスリム で ある と 主張 
し た と し て も 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝わっ て いる 。 


同胞 を 不信 者 と 呼ぶ 者 に 関し て 


ムスリム 同胞 を 不信 者 と 呼ぶ 者 に 関し て 
1 巻 P.63-64 


イブ ン ・ ウ マル に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 或 る 人 が 信仰 上 の 兄弟 の 一 人 を 不信 者 で ある と いっ た と すれ ば 、 (少な く と も ) その 二 人 の ど 
ちら か は 不信 者 で ある に 違い な い 」 

イブ ン ・ ウ マル に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 或 る 人 が 兄弟 を 、 不 信仰 者 と 呼ぶ 場合 、 そ の どちら か は 不信 の 徒 で ある に 相違 な い 。 

不信 者 と 呼ば れ た と し て も それ が 真実 で な い 場 合 は 、 そ の 言葉 を 口 に し た 者 に その 非難 は 返る こ 
と に な ろう 」 


父親 を 否認 する 者 の 信仰 に つい て 


父親 を 否認 する 者 の 信仰 に つい て 
1 巻 P.64-65 


アブ ー・ ザ ッ ル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 自 分 の 父親 以外 の 人 物 を 、 承 知 の 上 で 父親 で ある と 主張 する 者 は 、 不 信 の 徒 以外 の 何者 で も 
な い 。 

また 、 実 際 は 自分 の も の で も な い の に その 権利 を 主張 する 者 は 、 我 ら の 仲間 で は な い 。 

その よう な 者 は 地獄 に 住む こと に な ろう 。 

また 、 誰 か を 事実 で も な い の に 、 不 信者 、 も し く は 、 ア ッ ラ ー の 敵 と 呼ぶ と すれ ば 、 そ の 言葉 は 
当 人 に 戻っ て くる こと だ ろう 」 

アブ プー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 自 ら の 父親 を 嫌っ て は な ら な い 。 自ら の 公 親 を うと お む 者 は 不信 仰 の 罪 を 負う こと に な ろう 」 
サー ド ・ ビ ピン ・ ア ブー・ ワ ッ カ ー ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 自 分 の 本 当 の 父親 で な いこ と を 知り な が ら 、 他 の 人 を 父親 で ある と 偽っ て 主張 する 者 は 大 罪 者 
に 相当 し 、 天 国 は 彼 に は 禁じ られ る 」 

アブ ー・ バ クラ ・ サ カフ ィ ユ も また 、 ア ッ ラ ー の み 使 いか ら こ れ と 同 内容 の ハデ ィ ー ス を 聞い た 
と 述べ て いる 。 

サー ド 及 び ア ブー・ バ クラ は それ ぞ れ こう 伝え て いる 

私 の 両 耳 が 聞き 私 の 心 が 記 憶 し て いる が 、 ム ハン マ ド 様 は こう いわ れ た 

「 事 実 を 知り な が ら 、 自 分 の 父親 以外 の 人 物 を 父親 で ある と 主張 する 者 に 天国 は 禁じ られ て いる 
」 


同胞 を 非難 する こと に つい て 


ムスリム 同胞 を 非難 する こと に つい て 
1 巻 P.65 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 同 胞 の ムスリム を 非難 する こと は 不法 で あり 、 ム スリ ム 同 志 が 相 争 う の は 不信 行為 で ある 」 
ズバ イダ に よれ ば 、 ア ブー ・ ワ ー イ ル も この ハデ ィ ー ス を アブ ドッ ラー か ら 伝 えら れ て いる 。 
アブ ドッ ラー に よる 前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 


同胞 間 の 争い に つい て 


ムスリム 同志 の 争い は 不信 行為 で や る こと に つい て 
1 巻 P.65 


ジャ リー ル ・ ビ ン ・ ア プ ド ッ ラ ー は 伝え て いる 

預言 者 は 最後 の 巡礼 の 折 、 彼 に 人 々 を 沈黙 させ る よう に お 命じ に な っ て 後 こ うい われ た 

「 私 の 亡き 後 、 互 い に 殺 し 合う よう な 不信 者 に 戻っ て は な ら な い 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 イ ブン ・ ウ マル に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル に よる と 、 預 言 者 は 最後 の 巡礼 の 折 こ うい われ た 

「 注 意 せ よ ! (も し く は 、 心 せよ !) 私 の 亡き 後 、 互 い に 相 争 う 不信 者 に 戻っ て は な ら な い 」 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 


中 傷 や 悲嘆 に 関し て 


中 傷 や 悲嘆 に 関し て 
1 巻 P.65-66 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 
「 二 つの 事柄 が 不信 者 に 近い 者 ら の 間 に 見 られ る 。 そ れ ら は 他人 の 血統 を 中 傷 し た り 、 死 者 を 過 
度 に 悲嘆 する こと で ある 」 


逃亡 奴隷 に つい て 


逃亡 奴隷 を 不信 者 と 呼ぶ こと に つい て 
1 巻 P.66 


ジャ リー ル に よれ ば 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 逃 げ 出 し た 奴隷 は 、 主 人 の と ころ に 戻ら ぬ 限 り 、 背 信行 為 を 犯す こと に な る 」 

マン スー ル は これ に 関連 し 、 次 の よう に 述べ て いる 

「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 、 こ の ハデ ィ ー ス は 、 預言 者 の 語ら れ た も の で ある 。 

し か し な が ら 、 バ スラ で 私 の 口 か ら 、 こ の ハデ ィ ー ス が 人 々 に 伝え られ る の を 私 は 喜び と し な 
い ( 注 ) 」 

( 注 ) 当時 バス ラ で は 、 ハ ワー リ ジ ュ 派 が 勢力 を 占め 、 こ の 派 の 信奉 者 以外 を 不信 者 と し て 非難 
し て いた 。 

マン スー ル は 使徒 の 言葉 が ハ ワ ー リ ジュ 派 の 見 解 と 同一 視 さ れる の を 恐れ た の で ある 

ジャ リー ル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 逃 げ 出 し た 奴隷 の 主人 は 、 そ の 奴隷 に 関す る 一 切 の 責任 を 免除 され る 」 

ジャ リー ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー に よれ ば 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 奴 隷 が 主人 の と ころ か ら 光 亡 し た 時 、 そ の 奴隷 の 祈り は 受入 れ ら れ な い 」 


星座 を 信仰 する 者 に つい て 


星座 を 信仰 する 者 に つい て 
1 巻 P.66-68 


ザイ ド ・ ビ ン ・ ハ ー リ ド ・ ジ ュ ハ ニー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は フ ダ イ ビ ー ヤ で 早朝 礼拝 を 為 さ っ た 。 

その 折 、 前 夜来 の 降雨 の 跡 が み ら れ た 。 

礼拝 後 、 み 使い は 人 々 に 向かい 「 あ な た 方 に は 、 私 た ちの 主 が 何 を いわ れ た か わか り ま すか 」 と 
問わ れ た 。 

彼ら が 「 ア ッ ラ ー と その み 使 い の み が 最も よく 御存じ で す 」 と 答え る と 、 み 使い は こう 話さ れ た 
「 ア ッ ラ ー は 『 私 の し も べら の 中 に は 、 私 を 信仰 する 者 と 不信 な る 者 と が ある 。 ア ッ ラ ー の 加護 
と 慈悲 に よっ て 降雨 が あっ た と 述べ る 者 は 、 私 を 真 に 信仰 する 者 で あり 、 星 座 を 崇拝 する 者 ら で 
は な い 。 そ し て 、 こ れこ れ の 星 の 動き の 故に 降雨 が あっ た と 語る 者 は 、 私 へ の 信仰 を 持た ず 、 星 
座 を 信ずる 者 ら で あ る 』 と いわ れ た 」 

アプ ブー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 あ な た 方 に は 主 が 何 を いわ れ た か 、 わ か り ま せん か 。 主 は こう いわ れ た の で す 

『 し も べら の 中 で いつ も 、 星 座 で ある と か 星座 に よる と か 語っ て いる 一 部 の 不信 者 ら に 対し 、 私 
は な ん ら の 因 鶴 も 与え な いで あろ う 』 と 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー は ( 彼 の 加護 を ) 信ずる こと な く 、 朝 を 迎え る 者 ら に 対し 、 決 し て 因 龍 を 天 か ら 下 し 
給 わ な い だ ろ う 。 彼ら は アッ ラー が 雨 を 降ら し た の に 、 し か じ か の 星座 が その 原因 で ある と 話す 
者 た ち で ある 」 

イブ ン ・ ア ッ バ パース に よる と 、 或 る 夜 の 降雨 に 関し 、 ま だ ご 存命 で あっ た 預言 者 は 、 こ うい われ 
た 

「 人 々 の 中 に は アッ ラー へ の 感謝 の 念 を 持っ て 朝 を 迎え る 者 と 、 不 信 な まま 朝 を 迎え る 者 と が 

ある 。 

感謝 を も っ て 朝 を 迎え た 者 は 、 こ れ は アッ ラー の 因 龍 で ある と 語り 、 恩 知ら ず の 者 ら は 、 し か じ 
か の 星座 の お か げ で ある と 語っ て いる 。 

次 の 聖 句 が 啓示 され た の は この 事 に 関し て で ある 。 

「 わ た し は 沈ん で ゆく 星 に か け て 碑 う 。 

それ は 、 本 当 に 偉大 な 誓い で ある 。 

も し あな た 方 に 分 か れ ば よい の だ が 。 

本 当 に これ は 、 非 常に 尊い クル アー ン で ある 。 

(それ は ) 秘蔵 の 啓典 の 中 に 書か れ て あり 、 清 め ら れ た 者 の 外 に 触れ る こと は で き な い 。 

万 有 の 主 か ら の 啓示 で ある 。 


これ は 、 あ な た 方 が 軽 ん じ る よう な 教え で あろ うか 。 
また 、 あ な た 方 は (それ を ) 虚偽 で ある と 申し 立て 、 あ な た 方 の 暮らし を 立て る の か 」 (クル ア 
ー ン 第 56 章 75-82 節 ) 


アン サー ル に つい て 


アン サー ル に つい て 
1 巻 P.68-69 


アナ ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 偽 信者 の 証し は 、 彼 ら が アン サー ル ( 注 ) を 嫌悪 する こと で あり 、 ま た 信仰 者 の 証し は アン サ 
ー ル を 愛す る こと で ある 」 

( 注 ) アン サー ル と は 、 イ スラ ー ム 初期 マッ カ か ら の 移住 者 ら ( ム ハ ー ジ ルー ン ) を 助け た 
マデ ィ ー ナ 在住 の ムスリム た ち を 意味 する 

アナ ス に よる と 、 預 言 者 は いわ れ た 

「 ア ン サ ー ル を 愛す る の は 信仰 の 証し で あり 、 ア ン サ ー ル を 憎む の は 偽 信 の 証し で ある 」 

バラ ー ウ に よる と 、 預 言 者 は アン サー ル に つい て こう いわ れ た 

「 信 仰 者 の 外 に 彼ら を 愛す る 者 は な く 、 偽 信者 の 外 に 彼ら を 嫌う 者 は いな い 。 

彼ら を 愛す る 者 を アッ ラー は 愛し 、 彼 ら を 憎む 者 を アッ ラー は 憎み 給 う 」 

シュ ウ バ に よる と 彼 は 、 伝 承 者 の 一 人 アデ ィ ユ に 対し 「 こ の ハデ ィ ー ス を バラ ー ウ か ら 直 接 聞 い 
た の で す が 」 と た ず ね た 。 

する と 彼 は 「 バ ラー ウ が 私 に 語っ て くれ た ハデ ィ ー ス で す 」 と 答え た と いう 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 ア ン サ ー ル に 憎しみ を 抱く こと は な い 」 

アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は アン サー ル を 決し て 憎む こと は な い 」 

ジッ ル に よる と 、 ア リー は こう 語っ た 

「 種 子 を 散ら し 、 様 々 な 生き 物 を 創り 給 うた 方 に 誓っ て 。 (文字 知ら ず の ) 預言 者 は 、 か つて 私 
に 関し こう 述べ られ た 。 信仰 者 は アリ ー を 愛し 、 偽 信者 は アリ ー を 憎む で あろ う 」 


信仰 に 欠け る 女性 に つい て 


信仰 に 欠け る 女性 に つい て 
1 巻 P.69 


アブ ドッ ラー ・ ビ ン ・ ウ マル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 女 た ちよ ! サダ カ を 供し 、 神 の 許し を 求め 多く 祈り な さい 。 私 は 数 多く の 女 た ち を 地獄 の 住 
民 の 中 に 見 まし た 」 

一 人 の 賢 そ うな 女性 が 「 み 使い 様 、 ど うし て 、 私 た ち 女 性 が 地獄 に 多い の で すか 」 と た ず ね た 。 
これ に 対し て み 使 い は 「 あ な た 方 に は 人 を 呪う 者 、 ま た 夫 た ち に 上 忠実 で は な い 者 が 多い 。 

私 は 女性 ほど 知性 に 欠け 、 信 仰 心 が 薄 く 、 男 た ちの や さ しい 心情 に つけ こむ も の を 見 た こと が 
な い 」 と いわ れ た 。 

する と その 女性 は 「 私 た ちの 知性 や 信仰 で ご 何 が よく な い の で すか 」 と 質問 し た 。 

み 使い は こう いわ れ た 「 あ な た 方 の 知性 の 不足 は 、 二 人 の 女性 の 証言 が 男性 一 人 の それ と 同等 で 
ある と いう 事実 か ら も わか り ま す 。 

また 、 あ な た 方 は 何 日 も 礼拝 する こと な く 過 し 、 ラ マダ ー ン 月 で も 日 中 の 断食 を 守っ て いな い 。 
これ ら が 信仰 心 に 欠け て いる 証拠 で す 」 

これ と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 イ ブン ・ ハ ー ド に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 
イブ ン ・ ウ マル に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア ブー・ フ ライ ラ に よっ て も 伝え られ て 
いる 。 


礼拝 を 行わ な い 者 に 関し て 


礼拝 を 行わ な い 者 に 関し て 
1 巻 P.69-70 


アブ ー フラ イラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い ば こ うい われ た 

アダ ム の 子 が スジ ュー ド (平伏 叩 頭 ) に 関す る 聖 句 を 唱え 平伏 叩 頭 し た 時 、 悪 魔 (シャ イタ ー ン 
) は 、 独 り ひ きこ も っ て 泣き な が ら こ うい っ た 。 

『 あ あ ! (アブ ー ・ ク ライ ブ に よる と 、 あ あ 、 悲 し いか な ! ) 

アダ ム の 子 は 命ぜ られ る まま 平伏 叩 頭 し た た め 、 天 国 を 約束 され た 。 

私 は 平伏 叩 頭 する よう 命ぜ られ て も 、 そ れ も 拒 ん だ た め に 地獄 に 落と され る の で ある 』 

前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は アア マシ ュ に よっ て も 伝え られ て いる が 、 そ れ に は 悪魔 の 言葉 と し 
て 「 私 は 命令 に 従わ な か っ た た め に 、 地 獄 に 落と され る の で ある 」 と 記さ れ て いる 。 

ジャ ー ビ ル に よる と 、 預言 者 は こう いわ れ た 

「 ま こと に 人 々 の 中 で 、 多 神 教徒 や 不信 者 は 礼拝 を 行わ ぬ 者 ら で あ る 」 

アブ ー・ ズ バイ ル に よる と 、 ジ ャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は こう 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い が 次 の よう に いわ れる の を 聞い た 。 

「 人 々 の 中 で 多神教 徒 、 不 信仰 者 の 墓 は 、 礼 拝 を 放棄 し た 者 た ち で ある 」 


最善 の 行為 に つい て 


アッ ラー へ の 信仰 は 最善 の 行為 で も や る こと に つい て 
1 巻 P.70-72 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 最 善 の 行為 に つい て た ず ね られ た 時 「 そ れ ら 
は アッ ラー へ の 信仰 (イマ ー ン ) 、 ア ッ ラ ー の た め の 努 力 (ジハード ) 、 更 に 規定 に 従っ た 巡 
礼 (ハッ ジ ) で ある 」 時 

な お 、 ム ハン マ ド ・ ビ ン ・ ジ ャ ウ ハ ル に よる ハデ ィ ー ス に は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 言葉 は 「 ア 
ッ ラ ー と その み 使 い に 対 する 信仰 」 で ある と 記さ れ て いる 。 

な お また 、 こ れ と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は ズ フ リー に よっ て も 伝え られ て いる 。 

ー・ ザ ッ ル は 伝え て いる 

No の み 使 い に 「 ど の よう な 行為 が 最善 で すか 」 と た ず ね た 時 、 み 使い は こう 答え られ 
た 

「 ア ッ ラ ー へ の 信仰 と 、 ア ッ ラ ー の た め の ジ ハー ド で ある 」 
私 は 更に 「 ど の よう な 奴隷 を 解放 する の が 最善 で し ょ うか 」 と た ず ね た 。 

み 使 い は これ に 対し 「 家 族 の 役に立ち 、 し か も 値段 の 高い 奴隷 が 最善 で ある 」 と いわ れ た 。 

「 も し 私 に それ が で き な い 場合 に は 、 ど うす れ ば よい の で すか 」 と た ず ね る と 、 み 使い は 「 労 務 
者 を 助け る か 、 も し く は 不慣れ な 仕事 を する 者 に 役立っ て あげ な さい 」 と いわ れ た 。 
私 は いっ た 

「 み 使い 様 、 私 は 御覧 の よう に 弱く これ ら 全 て を 行う こと は で きま せん 」 

これ に 対し み 使い は いわ れ た 

「 他 人 に 迷惑 を か け ぬ よう 慎 し みな さい 。 それ も あな た か ら の サダ カ (施し ) に な り ま す 」 

ー・ ザ ッ ル に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 次 の 話 が 伝え られ て いる 
私 は アッ ラー の み 使 い に 「 ど の よう な 行為 が 最善 で すか 」 と た ず ね た 。 

み 使 い は 「 定 め ら れ た 時 刻 の 礼拝 で す 」 と いわ れ た 。 

「 次 は 何で すか 」 と 繰り 返し た ず ね た と ころ 、 み 使い は こう いわ れ た 

「 両 親 へ の 親切 、 ア ッ ラ ー に 尽く す た め の 努力 (ジハード ) で す 」 
私 は も っ と た ず ね た か っ た が 、 み 使い の 迷惑 を 恐れ 、 質 問 を それ だ け に と ど め た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ピン ・ マ スウ ー ド は こう 伝え て いる 
私 が 「 ア ッ ラ ー の 預言 者 様 、 ど の よう な 行為 が 人 を 天国 へ より 近づけ る の で すか 」 と た ず ね た と 
ころ 、 預言 者 は 「 定 め の 時 刻 の 礼拝 で す 」 と いわ れ た 。 

「 そ の 次 は 何で すか 」 と 繰り 返し た ず ね た と ころ 、 預 言 者 は 「 両 親 へ の 孝 養 と アッ ラー の た め の 
努力 で す 」 と いわ れ た 。 

アブ プー・ ア ムル ・ シ ャ イイ バー ニー は か つて 、 ア ブ ド ッ ラー の 家 を 指さし な が ら こ う 語 っ た 

この 家 の 主 人 アブ ドッ ラー は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に 次 の よう に た ず ね た と 私 に 語っ た こと が ある 


「『 ど ん な 行為 が アッ ラー に 愛さ れる の で すか 』 こ れ に 対し 、 み 使い は 『 定 時 刻 の 礼拝 で ある 』 
と お 答え に な り 、『 次 は 何で すか 』 と 順次 繰り 返し た ず ね た と ころ 、『 両 親 に 対す る 善行 、 ア 
ッ ラ ー の た め の ジ ハー ド で ある 』 と いわ れ た 」 

アブ ドッ ラー は また 、 こ う も 語っ て いた 

「 こ れ が アッ ラー の み 使 いか ら 私 が 聞い た 話 の 全て で ある が 、 も し も 私 が 更に 質問 を 続け た な ら 
ば み 使 い 様 は 、 も っ と 語っ て 下さ っ た に 相違 あり ませ ん 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 シ ュ ウ バ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ 、 そ れ に は 「 
アブ ー・ ア ムル は アブ ドッ ラー の 家 を 指さし た が 、 彼 の 名 前 まで は いわ な か っ た 」 と の 言葉 が 付 
加 さ れ て いる 。 

アブ ドッ ラー に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 も ろ も ろ の 行為 の うち 最善 な る も の 、 も し く は 、 最 善 の 行為 は 定め の 時 刻 に お ける 礼拝 の 遵守 
と 両親 へ の 孝 養 で ある 」 


多 神 信 仰 に 関し て 


多 神 信 仰 は 最大 の 罪 行 で ある こと に つい て 
1 巻 P.72-73 


アブ ドッ ラー は こう 伝え て いる 

私 が アッ ラー の み 使 い に 「 ア ッ ラ ー の 目 か ら み て 、 最 大 の 罪 は 何で し ょ うか 」 と た ず ね た 時 、 彼 
は 「 あ な た 方 を 創っ た アッ ラー に 対し 同格 者 を 置く こと で す 」 と いわ れ た 。 

「 ま こと に それ は 大 罪 で す 」 と 述べ た 後 、 私 は それ に 次 ぐ 大 罪 に つい て た ず ね た 。 

彼 は これ に 対し 「 食 料 不足 へ の 恐れ か ら 、 あ な た 自身 の 子供 を 殺す こと で す 」 と いわ れ た 。 

私 は 更に 、 こ れ に 次 ぐ 大 罪 に つい て 問う た 。 

する と 彼 は 「 あ な た の 隣家 の 夫人 と 事 通 行為 を する こと で す 」 と いわ れ た 。 

アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 或 る 男 が こう いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 ア ッ ラ ー の 目 か ら み て 、 何 が 最大 の 罪 行 で すか 」 

これ に 対し 彼 は 「 あ な た 方 を 創り 給 う た アッ ラー に 対し 、 同 格 者 を 置く こと で す 」 と いわ れ た 。 
その 男 が 重ね て 「 次 の 大 罪 と は な ん で すか 」 と 質問 を 繰り 返し た と ころ 、 

彼 は 「 食 料 不足 へ の 恐れ か ら 、 あ な た 自身 の 子供 を 殺す こと で す 。 

更に は また 、 隣 家 の 夫 人 と 姦通 する こと で す 」 と お 答え に な っ た 。 

これ に 関連 する 証し と し て 、 ア ッ ラ ー は 次 の 聖 句 を 啓示 され た 。 

「 (信仰 者 と は ) アッ ラー と 並べ て 、 外 の どん な 神 に も 祈 ら な い 者 、 正 当 な 理由 が な い 限 り 、 ア 
ッ ラ ー が 禁じ られ た 殺生 を 犯す こと な く 、 ま た 姜 淫 し な い 者 で ある 。 

だ が 凡そ そん な こと を する 者 は 、 懲 罰 さ れる 」 (クル アー ン 第 25 章 68 節 ) 


最大 の 罪 行 に つい て 


最大 の 罪 行 に つい て 
1 巻 P.73-74 


アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブー・ バ クラ に よる と 、 彼 の 父 は こう 語っ た 

私 た ちと 一 緒 に お られ た 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 最 大 の 罪 行 に つい て 、 私 は これ まで 話さ な か 
っ た の で すか 」 と 三 度 繰り 返さ れ 、 そ の 後 こ うい われ た 

「 そ れ ら は アッ ラー に 対し 同位 者 を 置く こと 、 両 親 に 従わ ぬこ と 、 偽 り の 証言 、 も し く は 、 偽 り 
の 言葉 を 述べ る こと で す 」 

み 使 い は 、 初 め 背 を 後に も た れ さ せ て いた が 座り 直し 、 何 度 も この 言葉 を 繰り 返し て いわ れ た 。 
私 た ち は 、 も うお や め に な れ ば よい の に と 思っ た ほど で あっ た 。 

アナ ス に よる と 、 預 言 者 は 大 罪 に つい て こう いわ れ た 

「 そ れ ら は アッ ラー に 対し 同位 者 を 置く こと 、 両 親 に 従わ な いこ と 、 人 を 殺し た り 、 偽 り の 言葉 
を 口 に する こと で ある 」 

ウ バ イド ッ ラ ー・ ビ ン ・ ア ブー・ バ クル は こう 語っ て いる 

私 は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク か ら 聞 いた の で ある が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 大 罪 に つい て 人 々 か ら 
質問 され た 時 「 大 罪 と は アッ ラー に 同位 者 を 置く こと 、 人 を 殺す こと 、 両 親 に 従わ な いこ と で 
ある 」 と いわ れ た 。 

み 使い は 更に 続け て 「 私 は 次 の 罪 行 に つい て 話さ な か っ た か 」 と いわ れ 、「 偽 り の 言葉 、 も し 
く は 、 偽 り の 証言 も 大 罪 に 相当 する 」 と 付 言 され た 。 

これ に 関連 し 、 シ ュ ウ バ は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い が い われ た の は 恐らく "偽り の 証言 "と いう 表現 だ っ 
た に 相違 な い 」 と 述べ て いる 。 

アプ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 七 種 の 罪 行 を 避け よ 」。 

人 々 が 「 そ れ ら は な ん で すか 」 と た ず ね る と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう 述べ られ た 

「 ア ッ ラ ー に 何 も の で あれ 同位 者 を お く こ と 、 魔 術 を 信仰 する こと 、 正 当 な 理由 も な く ア ッ ラ ー 
の 禁ず る 殺人 を 行う こと 、 孤 児 の 財産 を 横領 する こと 、 高 利子 を 取る こと 、 軍 隊 の 進撃 に 参加 し 
な いこ と 、 貞 激 な 女性 信者 を 軽率 に 中 傷 す る こと で ある 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ア ー ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 己 れ の 両親 を 誹謗 する こと は 、 大 罪 の 一 つ で す 」 

これ に 対し 人 々 は 「 み 使い 様 、 己 れ の 両親 を 誹謗 する 人 が いる の で すか 」 と いっ た 。 

する と み 使 い は 「 そ の 通り で す 。 な お 、 も し 或 る 男 が 他人 の 父親 を 誹謗 すれ ば 、 そ の 人 も この 男 
の 父親 を 誹謗 し ます 。 また 他人 の 母親 を 誹謗 すれ ば 、 そ の 人 も この 男 の 母 親 を 誹謗 する よう に な 
り ま す 」 と いわ れ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は サー ド ・ ビ ン ・ イ ブラ ヒー ム に よっ て も 、 別 の 伝承 者 経路 で 伝え ら 
れ て いる 。 


高慢 さ に つい て 


高慢 さ を 禁 ずる こと に つい て 
1 巻 P.74-75 


アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 心 の 中 に か らし 種 の 実 の 重 さ ほど で も 高慢 さ を 持つ 者 は 、 天 国 に 入る こと は で き な い 」 

或 る 男 が これ に 対し 「 と も すれ ば 人 は よい 衣服 や 履物 を 好み それ を 誇り た が る も の で す 」 と 述べ 
た と ころ 、 

預言 者 は 更に 「 ア ッ ラ ー は 確か に 美しく 、 ま た 自ら 優美 さ を 好 まれ る 方 で す 。 

た だ 虚栄 心 が も た ら す 高慢 さ は 真実 を 軽 ん じ 人 々 を 軽 蔵 す る も と に な る も の で す 」 と いわ れ た 。 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 心 の 中 に か らし 種 の 実 ほ ど で も 信仰 を 持つ 者 は 、 地 獄 に 落ち る こと は な い 。 

また 、 心 に か らし 種 の 実 ほ ど で も 高慢 さ を 持つ 者 は 、 天 国 に 入る こと は で き な い 」 

アブ ドッ ラー に よれ ば 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 心 に か らし 種 の 実 ほ ど で も 高慢 さ を も つ 者 は 、 天 国 に 入る こと は な い だ ろ う 」 


天国 や 地獄 に 入る 者 に つい て 


天国 や 地獄 に 入る 者 に つい て 
1 巻 P.75-76 


イブ ン ・ ヌ マイ ル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー に 何 か を 比肩 させ る 者 は 地獄 に 落ち る で あろ う 」 

この 言葉 に 関連 し 、 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 「 ア ッ ラ ー に 何 も の を も 比肩 させ る こと 
な く 、 死 ん だ 者 は 天国 に 入る だ ろう 」 と 述べ て いる 。 

ジャ ー ビ ル に よる と 、 或 る 男 が 預言 者 の 処 に 来 て こう いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 義 務 と し て 心得 べき 二 つ の 重要 な 事柄 は 何で すか 」 

これ に 対し 彼 は 「 ア ッ ラ ー に 何で あれ 同位 者 を 置く こと な く 死 ぬ 者 は 天国 に 入り 、 ア ッ ラ ー に 何 
も の か を 比肩 させ る 者 は 死後 、 地 獄 に 落ち る と いう こと で す 」 と いわ れ た 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 何 も の も 同位 者 を 置く こと な く 、 ア ッ ラ ー に 会 える 者 は 天国 に 入り 、 ア ッ ラ ー に 何 か を 比肩 さ 
せる 者 は 地獄 に 落ち る だ ろう 」 

ジャ ー ビ ル に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ ザ ッ ル に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 天 使 ジ ブリ ー ル が 、 私 の 処 に 来 て よい 知ら せ を 伝え て 下さ っ た 。 

彼 は こう いっ た 『 あ な た の ウン マ (信仰 共同 体 ) の 人 た ち で 、 ア ッ ラ ー に 何で あれ 比肩 する こと 
な く 死 ぬ 者 は 、 天 国 に 入る だ ろう 』 と 」。 

私 (アブ ー・ ザ ッ ル ) が これ に 対し 「 姦 通 や 盗み を 行っ た 者 も で すか 」 と た ず ね た と ころ 、 み 使 
い は 「 そ の 通り で す 。 た と え ぇ 姦通 罪 や 盗 罪 を 犯し た 者 で あっ て も 」 と いわ れ た 。 

アブ ー・ ザ ッ ル は こう 伝え て いる 

私 が 預言 者 の 処 に きた 時 、 彼 は 白い 布 を 身体 に か け て 眠っ て お られ た 。 

私 は 再度 お た ず ね し た が 、 そ の 時 も 眠っ て お られ た 。 

し か し 三 度 目 に お た ず ね し た 時 に は 、 起 き て お られ た の で 私 は 彼 の お 傍 に 座っ た 。 

この 折 、 預 言 者 は いわ れ た 「 ア ッ ラ ーー 以外 に 神 な し と の 信仰 を 堅持 する し も べ で 、 そ の 信仰 の ま 
ま 死ぬ 者 は 、 必 ず 、 天 国 に 入る こと が で きる 」 

この 時 、 私 は 「 も し 塾 通 や 盗み の 罪 を 犯し た 者 で も で すか 」 と た ず ね た 。 

預言 者 は これ に 対し 「 そ の 通り で す 。 た と え 女 通 や 盗み の 罪 を 犯し た と し て も 」 と お 答え に な 

っ た 。 

私 は 再び 同じ 質問 を 繰り 返し た が 預言 者 は 同じ 答え を 三 度 口 に され 、 四 度目 に 「 た と え ア ブー 

・ ザ ッ ル は 納得 し な いと し て も 」 と いわ れ た 。 

な お 、 ア ブー ル ・ ア スワ ド は 、 ア ブー・ ザ ッ ル は その 場所 か ら 出 て 行き な が ら 「 た と え ア ブー 

・ ザ ッ ル が 納得 し な い に し て も 」 と いう アッ ラー の み 使 い の 言 葉 を 繰り 返し 唱 し て いた と 伝え て 
いる 。 


信仰 告白 を 唱え た 偽 信 者 に つい て 


カリ マ (信仰 告白 ) を 唱え た 不信 者 に つい て 
1 巻 P.76-79 


ミク ダー ド ・ ビ ン ・ ア スワ ド は アッ ラー の み 使 い に こ う 質 問 し た 

「 み 使い 様 、 も し 私 が 戦場 で 不信 者 の 一 人 と 出会い 、 そ の 後 が 私 と 闘い 、 剣 で 私 の 一 方 の 手 を 切 
り 落 と し 、 そ の 後に な っ て 、 私 の 攻撃 か ら 身 を 守る た め 木 の 陰 に か くれ な が ら 『 私 は アッ ラー を 
信じ ムスリム に な り ま す 』 と 述べ た と し ます 。 み 使い 様 、 こ の 場合 、 そ の 言葉 に 構わ ず 彼 を 殺し 
て も よい の で し ょ うか 」 

これ に 対し み 使 い は 「 彼 を 殺し て は な ら な い 」 と お 答え に な っ た 。 

私 は 続け て こう いっ た 

「 み 使い 様 、 彼 は 私 の 手 を 切り つけ 、 そ し て それ を 切断 し た 後に 、 こ の 言葉 を 述べ た の で す 。 こ 
の よう な 場合 、 彼 を 殺す べき で は な いで し ょ うか 」 

し か し 、 み 使い は こう いわ れ た 

「 殺 し て は いけ な い 。 も し あな た が 彼 を 殺し た な ら ば 、 彼 は あな た が 彼 を 殺す 前 と 同じ 立場 に 付 
く こ と に な り 、 あ な た は 彼 が 信仰 告白 (カリ マ ) を する 前 の 立場 に 置か れる こと に な り ま す 」 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 老 経路 で も 伝え られ る 。 

な お 、 ア ウザ ー イ と ジュ ライ ジュ に よる ハデ ィ ー ス に は 、 次 の 言葉 が 付加 され て いる 

「 私 は アッ ラー の た め 、 イ スラ ー ム を 受入 れ ま す 」 

また 、 マ アマ ル に よる ハデ ィ ー ス に は 次 の 言葉 が み ら れ る 

「 私 が 彼 を 殺す た め 抑 えつ けた 時 、 彼 は 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 』 と いっ た 」 

バ ヌ ー・ ズ フラ の 同盟 者 で アッ ラー の み 使 いと 共に 、 バ ドル の 戦闘 に 参加 し た 者 の 一 人 ミク ダー 
ド は こう いっ た 

「 み 使い 様 、 次 の 場合 どう お 考え で すか 。 も し 私 が 戦場 で 不信 者 の 一 人 と 出会っ た 時 」 

以下 は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス で ある 。 

ウサ ー マ ・ ビ ン ・ ザ イド は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 我 々 を 襲撃 隊 と し て 派遣 な さっ た 。 

我々 が 朝 ジ ュ ハ イナ の フラ カー ト を 急襲 し た 時 、 私 は 一 人 の 男 を 捕え 、 そ の 男 が 「 ア ッ ラ ー 以 外 
に 神 は な い 」 と 唱え た の も 構わ ず 檜 で 刺し 殺し た 。 

その こと を 思い 出し た の で 私 は 預言 者 に 正直 に 報告 し た 。 

する と み 使 い は 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な いと 彼 は 唱え た の か 、 そ れ に も 拘わら ず あ な た は 彼 を 殺 
し た の か 」 と いわ れ た 。 

私 は これ に 対し 「 み 使い 様 、 彼 は 殺さ れる の を 恐れ て その 信仰 告白 を 口 に し た の で す 」 と いっ た 
し か し み 使 い は 「 あ な た は 心 の 底 か ら そ の 告白 が な され た の か どう か 知る た め に 彼 の 胸 を 切り 肌 
いた の か 」 と いわ れ 、 何 度 も その 言葉 を 繰り 返さ れ た 。 


その た め 私 は 、 こ の 事件 以前 に イス ラー ム に 改宗 し な けれ ば よかっ た ろう に と 今更 に 省 み た ほど 
で あっ た ( 注 ) 。 

これ に 関連 し サー ド は 「 ア ッ ラ ー に 折っ て 。 た と え 、 こ の 太っ た 人 物 (ウサ ー マ ) が 殺し た と し 
て も 、 私 は いか な る ムスリム を も 殺す こと は な い だ ろ う 」 と 述べ た 。 

また 、 こ の 話 に 関連 し 、 或 る 人 が 「 ア ッ ラ ー は こう 教え て いま す 。 

(すなわち ) 「 人 迫害 が な く な っ て 、 こ の 教義 が アッ ラー の た め に な る まで 、 か れ ら に 対し て 戦え 
」 (クル アー ン 第 2 章 193 節 ) と いっ た 時 、 サ ー ド は 「 我 々 は 迫害 を な くす た め に 戦っ た 。 

し か し 、 あ な た や あな た の 仲間 た ち は 戦 うこ と で か えっ て 人 迫害 を ひき お こし て いる で は あり ませ 
ん か 」 と 述べ た 。 

( 注 ) イス ラー ム に 改宗 する こと で 、 過去 の 罪 か 一 切 許 され る た めこ うい っ た の で ある 

ウサ ー マ ・ ビ ン ・ ザ イド は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 ジ ュ ハ イナ 部 族 の 居住 地 フ ラ カ ー ト に 我々 を 派遣 し た 。 

我々 は 早朝 この 部 族 を 襲い 敗北 せしめ た が 、 こ の 折 、 私 と アン サー ル (マデ ィ ー ナ 出身 の ム ス 

リム ) の 一 人 は 敵 一 名 を 捕え た 。 

我々 が 捕え た 時 、 彼 は 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 」 と 唱え た の で 私 の 仲間 は 手 を 止め た が 、 私 は 
構わ ず 槍 で 披 を 刺し 殺し た 。 

この こと が 預言 者 に すぐ 伝わっ た た め 、 我 々 が 帰っ た 時 、 預 言 者 は 私 に む お か っ て こう いわ れ た 。 
「 ウ サー マ よ 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い と 彼 が 告白 し た の に あな た は 彼 を 殺し た の か 」 

これ に 対し 私 は いっ た 

「 み 使い 様 、 彼 は この 告白 を 難 を 逃れ る た め 唱 えた だ け で す 」 

預言 者 は し か し 「 あ な た は 彼 が 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い と 告白 し た 後 で 彼 を 殺し た の か 」 と 
私 に 何 度 も 繰り 返し て いわ れ た 。 

その た め 、 私 は この 日 以前 に た イス ラー ム に 改宗 し な けれ ば よかっ た ろう に と 省 み た ほど で し た 。 
サフ ワー ン ・ ビ ン ・ ム フリ ズ に よる と 、 イ ブン ・ ズ バイ ル ら の 騒乱 当時 、 ジ ュ ン ダブ ・ ビ ン ・ ア 
ブ ド ッ ラー・ バ ジャ リー は 、 ア ス ア ス ・ ビ ン ・ サ ラー マ に 使い を 送っ て こう 述べ た 

「 あ な た の 家族 の 人 た ち を 集め な さい 。 話 し た いこ と が あり ます 」 

それ で アス アス は 使い を 出し 親族 の 者 ら を よび 集め た 。 

彼ら が 集まっ た 時 、 ジ ュ ン ダブ は 黄色 の 頭 貼付 き マ ント を 着 、 そ こ に や っ て 来 て 「 そ の まま 話し 
合い を つづ け な さ い 」 と いっ た が 、 順 番 に 話し 手 が 変 り ジ ュ ン ダブ の 番 に な っ た 時 、 頭 由 を 脱い 
で 次 の よう に 語り 出し た 

「 私 が あな た 方 の 処 に 来 た の は 他 で も な く 、 あ な た 方 に 預言 者 に 関す る 次 の ハデ ィ ー ス を 伝え る 
た めで す 。 

(すなわち ) アッ ラー の み 使 い は 或 る 多神教 徒 の 部 族 に ムスリム の 小隊 を 派遣 な さっ た 。 

両 軍 は 相 戦 っ た が 、 多 神 教徒 軍 の 一 人 が まこ と に 勇 で 目 を つけ た ムスリム と 戦う 毎 に 必 ら ず 打 ち 
殺し た 。 

ムスリム 軍 中 に も その 男 を 倒 そ うと ね ら う 者 が いた 。 

我々 は その 者 が ウサ ー マ ・ ビ ン ・ ザ イド で あろ うと 話し 合っ て いた 。 


(と も あれ ) ウサ ー マ が この 多神教 徒 の 戦士 と 戦い 剣 を 振り 上 げた 時 、 彼 は 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 人 神 
は な い 』 と 唱え だ し た が ウサ ー マ は 、 構 わ ず 彼 を 殺し て し まっ た 。 

この 勝利 の 吉報 を 伝え る 使い が み 使 い の 処 に 来 た 時 、 み 使い は 戦い の 様子 を お た ず ね に な っ た 。 
それ で 使い の 者 は 、 ウ サー マ に つい て 彼 が 行っ た こと を 報告 し た 。 

その た め み 使い は ウサ ー マ を お 呼び に な り 『 ど うし て その 男 を 殺し た の か 』 と 質問 な さっ た 。 
ウサ ー マ は 『 み 使い 様 、 彼 は ムスリム を 襲い 、 だ れ か れ を 殺し た の で す 』 と いっ て 殺さ れ た 何人 
か の 名 を あげ た 。 

そし て 続け て こう 述べ た 

『 私 が 彼 に 立ち むか っ た 時 彼 は 私 の 剣 を 見 て "アッ ラー 以外 に 神 は な い " と 唱え た の で す 』 

み 使い は これ に 対し 『 あ な た は 彼 を 殺し た の か 』 と いわ れ 、『 そ の 通り で す 』 と 答え る と 『 も し 
その 男 が 、 審 判 の 日 に あな た の 前 に や っ て きた 時 、" ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い " と 唱え た こと に 関 
し て 、 ど う 弁 解す る の か 』 と いわ れ た 。 

ウサ ー マ は 『 み 使い 様 、 ア ッ ラ ー に 私 へ の 許し を 祈っ て 下さ い 』 と いっ た が 、 み 使い は これ に 答 
え ず た だ 『 審 判 の 日 に どう する つも りな の か 』 と 同じ 言葉 を 繰り 返さ れる ば か り だ っ た 」 


ムスリム に 敵対 する 者 に つい て 


ムスリム に 敵対 する 者 に つい て 
1 巻 P.79 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル に よる と 預言 者 は こう いわ れ た 

「 我 ら に むか っ て 武器 を 取る 者 は 、 我 ら の 仲間 で は な い 」 

イー ヤー ス ・ ビ ン ・ サ ラマ は その 父 よ りき いて 、 預言 者 の 言葉 を こう 伝え て いる 
「 我 ら に むか っ て 剣 を 抜く 者 は 、 我 ら の 仲間 で は な い 」 

アブ ー・ ム ー サ ー に よる と 、 預言 者 は こう いわ れ た 

「 我 ら に むか っ て 武器 を と る 者 は 、 我 ら の 仲間 で は な い 」 


同胞 に 対し 不誠実 な 者 に つい て 


ムスリム に 対し 不誠実 な み 者 に つい て 
1 巻 P.80 


アブ プー・ フ ライ ラ に よる と アッ ラー の み 使 い は こう いわ れ た 
「 我 ら に むか っ て 武器 を と る 者 は 、 我 ら の 仲間 で は な い 。 我ら に 対し て 不誠実 な る 者 は 、 我 ら の 
仲間 で は な い 」 
アブ ー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる 
或 る 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 穀物 を 積み 重ね た 場所 の 傍 を 通り か か っ た 。 
彼 が 手 を その 積み 重ね た 穀物 の 中 に さ し 入 れ た 時 、 指 が 水気 で ぬれ た 。 
それ で 彼 は その 穀物 の 持 主 に 対し て 「 ど うし た の か 」 と お た ず ね に な っ た 。 
持 主 は 「 雨 で びしょぬれ に な っ た の で す 」 と 答え た 。 
彼 は これ に 対し 「 ど うし て あな た は 、 こ の びしょぬれ に な っ た 殻 物 を 上 の 方 に 出し て お か な い 
の か 。 そ うす れ ば 人 々 は 、 た や すく 気がつく だ ろう に 。 こ の よう に し て 他人 を あ ぎ むこ うと する 
者 は 、 私 の 仲間 と は いえ な い 」 と 述べ 注意 な さっ た 。 


過度 に 嘆き 悲し ひこ と に つい て 


過度 に 嘆き 悲し か ひこ と に つい て 
1 巻 P.80-81 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 自 ら の ほほ を 打ち 、 シ ャ ッ の 前 面 を 裂き 、 ま た 、 ジ ャ ー ヒ リー ヤ 時 代 (イス ラー ム 以 前 ) の 人 
々 が よく 発し た よう な 叫び 声 を あげ る 者 は 、 我 ら の 仲間 で は な い 」 

な お 、 イ ブン ・ ヌ マイ ル 及 び ア ブー・ バ クル の 伝え る これ と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス に は 、「 有 裂き 、 
そし て 叫ぶ 者 は 」 と いう 表現 が み ら れ る 。 

前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 伝え られ 、 そ れ に も 「 有 裂き 、 そ し て 叫ぶ 
者 は 」 と いう 言葉 が 記さ れ て いる 。 

アブ ー・ ブ ル ダ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ム ー サ は こう 伝え て いる 

或 る 時 アブ ー・ ム ー サ ー は 激痛 に 苦し み 、 失 神 し て 頭 を 彼 の 妻 の 膝 の 上 に 横 た え て いた 。 

妻 の 一 人 が この 折 泣 き 叫 ん だ が 、 彼 は 彼女 に 何 も い うこ と が で きぬ ほど で あっ た 。 

し か し 痛み が 少し お さま っ て 後 、 彼 は こう いっ た 

「 私 は アッ ラー の み 使 い が 無 視 な むさ っ た 類 の 者 を 相手 に し よう と は 思わ な い 。 

み 使 い は 、 悲 し み の 余り 大 声 で 泣き 叫ん だ り 、 髪 を 切り 取っ た り 、 衣 服 を ひき 裂 い た りす る 者 を 
相手 に は な さら な か っ た 」 

アブ ー・ ブ ル ダ に よる と アブ ー・ ム ー サ が か 激痛 の た め 気 を 失っ た 時 、 彼 の 妻 ウ ン ム ・ ア ブ ド ッ ラ 
ー が そこ に き て 大 声 で 泣き 叫ん だ 

アブ ー・ ム ー サ は や や 病 が よく な っ た 時 「 お まえ は 知ら な か っ た の か 」 と いっ て か ら 「 か つて ア 
ッ ラ ー の み 使 い は 『 髪 を 切り と っ た り 、 大 声 で 泣き 叫ん だ り 、 ま た 衣服 を ひき 烈 い た り し て 悲し 
む よ う な 女 に 私 は 関心 を も た な い 』 と いわ れ た 」 と 彼女 に 語っ て 聞か せ た 。 

アブ ー・ ム ー サ ー に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 他 に も 三 つ の 異な っ た 伝承 者 経路 で 伝え 
られ て いる 。 

その 中 に は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 言葉 が 「 関 心 を も た な い 」 で は な く 、「 そ の よう な 者 は 、 我 ら 
の 仲間 で は な い 」 と な っ て いる も の も み ら れ る 。 


噂 話 を いい ふら すこ と に つい て 


噂 話 を いい ふら すこ と に つい て 
1 巻 P.81-82 


フ ザ イフ ァ は 、 出 まかせ 話 を 広め る 男 の 噂 を 聞い た 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 言 葉 を こう 伝え た 
「 悪 い 噂 を いい ふら す 者 (ナミ ー マ ) は 、 時 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス は こう 伝え て いる 

噂 話 を いつ も 知事 (アミ ー ル ) に 報告 する 男 が いた 。 

ある 日 私 た ち が モ スク に いた 時 、 噂 話 を 知事 に 報告 する と 人 々 が いっ て いる 当 の 男 が や っ て き て 
私 た ちの 近く に 座っ た 。 

フ ザ イフ ァ は この 折 「『 告 げ 口 を する も の は 、 決 し て 天国 に 入れ な いで あろ う 』 と アッ ラー の み 
使い が いわ れる の を 聞い た 」 と 語っ た 。 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス は こう 伝え て いる 

私 た ち が モ スク で フ ザ イフ ァ と 一 緒 に いた 時 、 一 人 の 男 が き て 近く に 座っ た 。 

誰か が フ ザ イフ ァ に 、 こ の 人 物 は 権力 者 (スル ター ン ) に 鳴 話 を 告げ 口 す る 男 で ある と 話し た 。 
フ ザ イフ ァ は 、 こ の 人 物 に 聞か せ た い と 願い な が ら 「 私 は アッ ラー の み 使 い が 『 他 人 の 噂 を いい 
ぶら す 者 は 、 天国 に 入る こ と は な い 』 と いわ れ た の を 聞い た こと が ある 」 と 語っ た 。 


三種 の 人 間 に つ いて 


三種 の 人 間 に つ いて 
1 巻 P.82-83 


アブ ー・ ザ ッ ル に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 三 種 の 人 間 に 対し て 、 ア ッ ラ ー は 審判 の 日 、 決 し て 話し か ける こと も 慈悲 の 目 差 し で 見 る こ 
と も 、 ま た 、 彼 ら を 清め る こと も な さら ず 、 彼 ら に は 厳し い 罰 が 課せ られ る で あろ う 」 

アッ ラー の み 使 い は この 言葉 を 三 度 繰り 返 され た 。 

アブ ー・ ザ ッ ル は 「 そ れ で は 彼ら は 救 わ れず 、 全 て を 失う こと に な り ま す 。 

ー 体 どん な 人 た ち で すか 」 と た ず ね た 。 

み 使 い は 「 彼 ら と は 、 衣 服 を ひき ずり な が ら 威 張っ て 歩く 者 、 因 着せ が まし い 者 、 偽 り の 言葉 を 
述べ た て 品物 を 売る 者 の こと で ある 」 と いわ れ た 。 

アブ プ ブー・ ザ ッ ル に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 次 の 三種 の 者 ら に は 、 審 判 の 日 アッ ラー は 何ら の 言葉 も 語り か け な い だ ろう 。 

それ ら の 者 は 、 言葉 だ け で 実際 は な に も 与え な い 偽 慈善 者 、 偽 わり の 誓い を いい 立て な が ら 品 物 
を 売る 者 、 衣 服 を ひき ずっ て 歩く 威 張 屋 で ある 」 

スラ イマ ー ン は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス に 以下 の 言葉 を 加え 伝え て いる 。 

「 次 の 三種 の 者 ら に 対し アッ ラー は 話し か けず 、 見 る こと も な く 、 彼 ら の 罪 を 清め よう と も な さ 
ら な い 。 

彼ら は 厳し い 罰 を 受け る こと だ ろう 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 次 の 三種 の 者 た ち に 対し 、 ア ッ ラ ー は 審判 の 日 、 話 し か ける こと も 罪 を 清め て や る こと も な さ 
ら な い だ ろ う 」 

な お 、 ア ブー・ ム アー ウイ ヤ は 次 の 言葉 を 加え て いる 。 

「 ア ッ ラ ー は 彼ら を 見 よう と も な さら ず 彼 ら に は 厳し い 罰 が あたえ られ る だ ろう 。 

その 者 ら は 分 別 あ る べき 年 令 の 姦通 者 、 嘘 の 多い 統治 者 、 そ し て 、 威 張っ た 態度 の 物 を いら で 
ある 」 

アブ プー・ フ ライ ラ に よる と アブ ー ・ バ クル の 話 と し て 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 次 の 三種 の 者 ら に 対し 、 ア ッ ラ ー は 決し て 語り か けず 、 彼 ら を 見 る こと も 、 ま た 、 彼 ら の 罪 を 
清め て や る こと も せ ず 、 彼 ら を 厳し く 罰 する こと だ ろう 。 

彼ら は 十分 に 水 を 持ち な が ら 、 砂 漠 で 他 の 旅人 に それ を 与え よう と し な い 者 、 ま た 、 天 使 ら が 相 
集う 聖なる 日 没 前 (アス ル ) 礼拝 後 の 時 間 に 、 人 々 に 品物 を 売り さば き 、 

し か も 『 神 に 哲 っ て 。 

その 品物 は これ これ の 値段 で 購入 し た も の だ 』 と 嘘 八 百 並べ た て て 買手 を 信用 させ る 者 、 

更に また 、 世 俗 の 利益 を 目的 に 指導 者 (イマ ー ム ) に 忠誠 を 誓い 、 そ の 指導 者 が 何 か 利 に な る 物 
を 与え た 時 に 忠誠 を 尽 し な が ら 、 も し 何 も 与 えな い 場 合 に は 誓い を 守ら な い 者 ら で あ る 」 


ア 
アア 


前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ る が 、 そ れ に は 「 他 人 に 品物 を 売る た 
め 駆 け 引 き を する 者 」 と いう 表現 が み ら れ る 。 

アプ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 。 こ うい われ た 

「 審 判 の 日 に 、 ア ッ ラ ー が 話し か ける こと も 、 見 る こと も な さら ず 、 厳し い 罰 の み を 課す る 者 に 
次 の 三種 が ある 。 

聖なる 日 没 前 (アス ル ) の 礼拝 の 後 、 ム スリ ム の 財産 に 関し 取引 き 契 約 の 装 い を 述べ て お き な 
が ら 、 そ れ を 破る 者 」 

以下 の 部 分 は 、 前 述 の ハデ ィ ー ス と 同 内 容 で ある 。 


自殺 に 関し て 


自殺 に 関し て 
1 巻 P83-86 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 刃 剣 で 割 腹 自殺 し た 者 は 、 地 獄 の 火 中 で その 刃 剣 を. 手 に も っ て 自ら の 腹 を 永久 に 刺し 続け る 者 
と な る だ ろう 。 

また 、 毒 を 飲ん で 自殺 し た 者 は 、 地 獄 の 火 中 で 永遠 に 毒 を すす り 続け る 者 と な る だ ろう 。 

更に また 、 山 頂 か ら 投身 自殺 し た 者 は 、 地 獄 の 火 中 を 永遠 に 落ち 続け る 者 と な る だ ろう 」 

前 記 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

サー ビ ト ・ ビ ン ・ ダ ッ ハ ー ク に よる と 、 彼 は 或 る 木の下 で アッ ラー の み 使 い に 忠 誠 を 誓っ た が 、 
その 折 、 み 使い は こう いわ れ た 

「 た と え 、 偽 り で あっ て も 、 イ スラ ー ム 以外 の 他 の 宗教 に 誓い を 立て た と し た ら 、 そ の 宗教 の 信 
徒 と な る だ ろう 。 

また 、 何 か の 道具 を 用 いて 自殺 し た 場合 、 審 判 の 日 に その 道具 に よっ て 和久 を 受け る こと に な る だ 
ろう 。 

また 、 人 は 己 の 所 有 物 以外 を 奉納 物 と し て は な ら な い 」 

サー ビ ト ・ ビ ン ・ ダ ッ ハ ー ク に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 自 己 の 所 有 物 以外 を 奉納 品 と し て は な ら な い 。 信者 を 呪う こと は その 者 を 殺す こと に 等 し い 。 
この 世 で 、 あ る 道具 を 用 いて 自殺 し た 者 は 、 審 判 の 日 に その 道具 で 罰せ られ る こと に な ろう 。 
富 を 増やす た め 、 偽 り の 主張 を する 者 に アッ ラー は 同情 せ ず 、 か えっ て その 富 を 減少 せしめ る だ 
ろう 。 

偽り の 誓い を する 者 は 報い を 受け る こと だ ろう 」 

サー ビ ト ・ ビ ン ・ ダ ッ ハ ー ク に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 イ スラ ー ム 以外 の 宗教 に 入る こと を 誓っ た 者 は 、 た と え そ れ が 意図 的 な 似非 碑 言 で あっ て も 、 
その 宗教 の 信者 と みな され よう 。 

また 、 何 か の 道具 を 用 いて 自殺 し た 者 に 対し 、 ア ッ ラ ー は 、 地 獄 の 火 中 で その 道具 を 用 いて この 
者 を 罰する で あろ う 」 

な お 、 シ ュ ウ バ に よる ハデ ィ ー ス に は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 言 葉 が こう 伝え られ て いる 。 

「 イ スラ ー ム 以外 の 宗教 に に たとえ 偽 り で あっ て も 緒言 し た 考 は 、 そ の 宗教 の 信者 と みな され 
まま 

また 、 な に か の 道具 を 用 いて 自殺 し た 者 は 、 審 判 の 日 、 そ の 道具 で 殺さ れる こと に な ろう 」 
アブ ー・ フ ライ ラ は こう 語っ て いる 

我々 は アッ ラー の み 使 いと 共に フナ イン の 戦い に 参加 し た が 、 こ の 折 、 み 使い は ムスリム で ある 
と 主張 する 一 人 の 男 を 指 差し て 、 彼 は 地獄 の 住民 の 一 人 で ある と いわ れ た 。 

戦闘 が 始ま る と 、 そ の 男 は 死に 物狂い に 戦い 負傷 し た 。 


この 時 或 る 人 が 「 み 使い 様 、 あ な た が 前 に 地獄 の 住民 で ある と 述べ た 男 は 勇敢 に 戦っ て 死に ま 

し た 」 と 伝え た 。 

み 使 い は これ に 対し 「 彼 は 地獄 の 火 中 に 入れ られ た 」 と いわ れ た 。 

けれ ども この あと 、 そ の 男 は 死ん だ の で は な く 致 命 傷 を 負っ た だ け で ある と 知ら され た た め 、 一 
部 の 人 た ちの 間 に は 、 み 使い の 言葉 に 疑念 を 持つ 者 が 現われ た 。 

し か し 、 夜 に な っ て か ら そ の 男 は 、 傷 の 痛み に 耐え か ね 、 自 殺し て し て し まっ た 。 

み 使 い は この こと を 知ら され た 時 「 ア ッ ラ ー は まこ と に 偉大 な お 方 で す 。 

私 は アッ ラー の し も べ で あり 、 み 使い で ある こと を 証言 致し ます 」 と いわ れ 、 

その 後 、 ビ ラー ル に まこ と の ムスリム の み が 天 国 に 入り 得る こと 、 更 に 、 ア ッ ラ ー は 罪人 を 例証 
と し て で も 、 こ の 宗教 の 正 し さ を 人 々 が 教え よう と な さる こと を 人 々 に 知ら せる よう お 命じ に な 
っ だ 。 

サフ ル ・ ビ ン ・ サ アド ・ サ ー イ デー は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 いと 多神教 徒 ら の 軍勢 が 遭遇 し 、 両 軍 は 戦っ た 。 

み 使い が 味方 の 軍隊 に 戻っ た 時 、 敵 方 も 自分 の 陣地 に ひき 返し た 。 

み 使い の 教 友 の 中 に クズ マー ン と いう 名 の 偽 信 仰 者 が お り 、 彼 は 敵 が 出 て くる と つけ ね ら っ て 必 
ら ず 、 自 ら の 剣 で 相手 を 倒し た 。 

教 友 ら は ロ 々 に 「 今 日 、 あ の 男 以 上 の 働き を し た 者 は いな い 」 と いっ て ほめ た が 、 こ れ に 対し み 
使い は 「 彼 は 地獄 に 落ち る こと だ ろう 」 と いわ れる の み で あっ た 。 

これ を 聞い た 一 人 が 「 そ れ で は 私 が 彼 を 尾行 し て み ま す 」 と いっ て 、 彼 と 共に 出 て 行き 、 彼 が 止 
まる と 止ま り 、 彼 が 走り だ す と た だ ち に 走っ て 彼 の 後 を 追っ た 。 

そう こう する 内 に 遂に その 男 は 、 重 傷 を 負い 痛み に 耐え か ね て 死 を 急い だ 。 

剣 の 刃 を 地面 に 立て 胸 に その 切っ 先 を 当て て 自ら の 身体 を 押し つけ て 自殺 し て し まっ た の で ある 
彼 を 尾行 し た 男 は み 使 い の 処 に き て 「 あ な た が まこ と の アッ ラー の み 使 いで ある こと を 私 は 証言 
致し ます 」 と いっ た 。 

これ を 聞い て み 使 い は 「 な に が 起 っ た の か 」 お た ず ね に な っ た 。 

その 男 は 「 あ な た が 彼 を 地獄 に 落ち る 者 だ と いわ れ た の で 私 た ち は 和 驚い た の で す が 、 私 は 彼 の 様 
子 を 人 々 に 知ら せ た い と 思い 、 ず っ と 彼 を 尾行 し 結局 彼 が 重傷 を 負い 、 傷 の 痛み か ら 死 を 急ぎ 、 
自ら の 剣 を 地面 に 立て その 切っ 先 に 胸 を あて 、 身 体 を 押し つけ 自殺 し た の を 見 た の で す 」 と 答 


えた 。 

これ に 対し み 使 い は いわ れ た 

「 人 々 の 目 に は 天国 の 住民 た る に ふさ わし いと 見 える 行為 を する 者 で あっ て も 、 実 際 は 地獄 に 落 
ちる 場合 が ある 。 


また 、 人々 の 目 に は 地獄 に 落ち る 者 の 所 業 と 見 られ る 行為 を する 者 で あっ て も 、 実 際 は 天国 の 住 
民 た る に ふさ わし い 人 物 で ある 場合 が ある 」 

ハサン は こう 伝え て いる 

「 か つて 或 る 人 が 腫 物 に 苦し み 、 激 痛 の 余り 、 矢 筒 か ら 一 本 の 矢 を ひき ぬい て その 腫れ 物 を ひっ 


か いた た め 、 流 血 が 止 ら な く な り 死 ん で し まっ た 。 

主 は この 時 『 私 は 天国 に この 男 が 入る の を 禁じ た 』 と いわ れ た 」 

この 話 を 語っ て 後 、 ハ サン は 片手 を モス ク の 方 に 伸ばし な が ら 「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 。 

ジュ ンダ ブ が 実に この モス ク で アッ ラー の み 使 いか ら こ の ハデ ィ ー ス を 聞き 、 私 に 語っ て くれ た 
の で す 」 と いっ た 。 

ハサン は こう 伝え て いる 

「 ジ ュ ン ダブ ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ バ ジャ リー が 前 記 の ハデ ィ ー ス を この モス ク で 語っ た が 、 
私 た ち に は 忘れ 難い 話 で あっ た 。 

私 た ち は ア ッ ラ ー の み 使 い に 関す る ジュ ンダ ブ の 話 に は 、 一 片 の 偽り も な いと 確信 し て いる 」 


戦利 品 の 私 物化 に 関し て 


戦利 品 の 私 物化 に 関し て 
1 巻 P.86-87 


ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー プ ブ は 伝え て いる 

ハイ バル の 戦い の 日 、 教 友 ら の 一 行 が そこ に き て 「 某 々 は 狗 教 者 で ある 」 な ど と 話し て いた 。 
彼ら は 傍 を 通っ た 或 る 男 に 対し て も 「 某 は 疾 教 腹 で ある 」 と いっ て ほめ た て た 。 

これ を きい た アッ ラー の み 使 い は 「 い や 、 そ う で は な い 。 私 は 彼 が 衣服 、 も し く は 、 マ ント を 戦 
利 品 か ら 盗 ん だ 罪 で 業火 に 焼 か れる の を みた 」 と いわ れ 、 次 いで 「 イ ブン ・ ハ ッ タ ー ブ よ 、 行 っ 
て 人 々 に 、 ま こと の 信仰 者 以外 は 天国 に 入る こと は で き な い と 伝え よ 」 と お 命じ に な っ た 。 
これ に 関し ウマル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ は 「 私 は すぐ 外 に 出 て 、 ま こと の 信仰 者 以外 は 天国 に 入 
る こと は で き な い と 人 々 に 知ら せ た 」 と 語っ て いる 。 

アプ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

我ら は 預言 者 と 共に ハイ バル の 戦闘 に 参加 し た 。 

アッ ラー は 我ら に 勝利 を 与え て 下さ っ た 。 

我ら は 金 ・ 銀 の 類 は 一 切 略 奪 せ ず 、 戦 利 品 と し て 手 に し た の は 、 小 さ な 品 物 や 食物 、 そ れ に 衣服 
な ど に すぎ な か っ た 。 

我ら は その 後 、 ア ッ ラ ー の み 使 いと 共に 谷間 に 下っ た 。 

この 折 、 み 使い に は ドゥ バイ ブ 族 の 一 員 ジ ュ ザ ー ム 家 の リ ファ ー ア ・ ビ ン ・ ザ イド な る 人 物 か ら 
詳 ら れ た 一 人 の 奴隷 が 付い て いた 。 

我ら が その 谷間 に 着く と 、 そ の 奴隷 は 立っ た まま らく だ の 団 を は ず し 始め た 。 

し か し この 時 、 突 然 一 本 の 流れ 矢 が 飛ん で き て 彼 に 刺さ り 、 そ れ が 彼 の 致命 傷 と な っ た 。 

我々 は ロ 々 に 「 み 使い 様 、 麺 教 者 と し て 倒れ た の で すか ら 、 彼 の た め に は 、 め で た いこ と で す 」 
と いっ た 。 

これ に 対し み 使 い は 、「 い や 、 そ れ は 違う 。 私 、 ム ハン マ ド の 命 が そ の 御手 に ゆだね られ て いる 
方 に 誓っ て 申す が 、 ハ イ バ ル の 戦闘 の 折 、 戦 利 品 の 中 か ら 不 当 に 小さ な マン ト を 盗ん だ た め 、 彼 
は 衣服 と 共に 地獄 の 火 で 焼 か れ て いる 」 と いわ れ た 。 

人 々 は この 言葉 を 聞い て ひど く 心 配 し だ し た 。 

或 る 男 は 一 本 、 も し く は 、 二 本 の レー ス (組み ひも ) を 持っ て や っ て 来 て 、「 み 使い 様 、 私 は こ 
れ を ハイ バル の 戦い の 日 に 手 に 入れ まし た 」 と 述べ た 。 

これ に 対し み 使い は 「 こ れ ら は 火炎 の 取り 付い た レー ス で ある 」 と いわ れ た 。 


或 る 自殺 者 に つい て 


或 る 自殺 者 に つい て 
1 巻 P.88 


ジャ ー ビ ル は こう 伝え て いる 

トゥ ファ イル ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ダ ウシ ー が 預言 者 の 処 に 来 て 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 あ な た は 強 
固 な 要塞 と 底 護 を 必要 と し ます か 」 と た ず ね た 。 

ダウ ス 族 は ジャ ー ヒ リー ヤ 時 代 か ら 堅固 な 要 寒 を も っ て いた 。 

預言 者 は この 申し 出 を 断っ た が 、 そ れ は アッ ラー が すでに 彼 の 保護 を アン サー ル に 託し て いた か 
ら で あ っ た 。 

預言 者 が マデ ィ ー ナ に 移っ た 時 、 ト ゥ ファ イル ・ ビ ン ・ ア ムル も 、 彼 の 部 族 員 の 一 人 を 連れ て そ 
こ に 移り 住ん だ 。 

し か し 、 マ ディ ー ナ の 気候 は その 人 (トゥ ファ イル の 部 族 の 者 ) に 合わ ず 病 気 に な っ た 。 

そし て 苦し み の あ まり 、 鉄 製 の 矢 の 穂先 で 指 の 関節 を 切り 像 いた た め 、 両 手 か ら の 出血 を 止め る 
こと が で きず 死去 し て し まっ た 。 

トゥ ファ イル ・ ビ ン ・ ア ムル は 或 る 夜 彼 の 夢 を 見 た 。 

彼 の 状況 は 良好 に みえ た が 、 両 手 を 布 で 包ん で いた 。 

トゥ ファ イル は この 時 、 彼 に 「 ア ッ ラ ー は お 前 に 何 を し て 下さ っ た の か 」 と た ず ね た 。 

彼 は これ に 対し 、「 ア ッ ラ ー は 私 が 預言 者 の 許 に 移っ た こと を 賞 し 私 を 許し て 下さ っ た の で す 」 
と 答え た 。 

トゥ ファ イル は 更に いっ た 。 

「 お 前 は 、 ど うし て 両手 を 布 で 包ん で いる の か 」 

彼 は 「『 な ん じ 自 ら が 傷つけ た も の を 私 は 癒す こと は し な い 』 と アッ ラー が いわ れ た か ら で す 」 
と 答え た 。 

トゥ ファ イル が この 夢 の 話 を み 使い に 告げ た 時 、 み 使い は 「 お お 、 ア ッ ラ ー よ 、 彼 の 両手 を も 許 
し 給え 」 と 祈願 な さっ た 。 


審判 の 日 に 吹く 風 に つい て 


審判 の 日 に 吹く 風 に つい て 
1 巻 P.88-89 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 そ の 日 アッ ラー は 、 イ エメ ン 方 向 か ら 絹 よ り も や わら か な 風 を 吹か せ 給 う 。 

それ に 当たる 者 は 、 心 に (アブ ー・ ア ルカ マ の 言葉 に よれ ば ) 穀物 の 粒 の 重 さ ほど の 信仰 さえ あ 
れ ば 、 

また 、 (アブ ドル ・ ア ズィー ズ の 言葉 に よれ ば ) 極 く 少量 の 塵 の 重 さ ほど の 信仰 さえ あれ ば 、 だ 
れ で も 死 ( 注 ) を 迎え る こと が で きる で あろ う 」 

( 注 ) この 場合 の " 死 * は 、 信 仰 者 を 天国 に 導く た め の " 死 "を 意味 する 


争乱 の 起 る 前 の 善行 に つい て 


騒乱 の 起 る 前 に 善行 を 積む こと に つい て 
1 巻 P.89 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 「 善 行 を 積む よう 急ぎ な さい 。 暗 
黒 の 夜 の 一 部 の よう な 大 騒動 の 時 代 が 始ま る 前 に 。 そ の 時 期 に は 、 朝 信仰 者 で あっ た 者 が 夜 に は 
不信 者 と な り 、 また 、 夜 信仰 者 だ っ た 者 が 朝 に は 不信 者 と な る の で す 。 そ し て 人 々 は 信仰 を 物 的 
利益 の た め 、 た や すく 売り 換え る の で す 」 


信者 の 恐れ に つい て 


信者 の 起 れ に つい て 
1 巻 P.89-90 


アナ スー ビ ピン: マー リク は こう 伝え て いる 

次 の 聖 句 「 信 仰 す る 者 よ 、 あ な た が た の 声 を 預言 者 の 声 よ り も 高く 上 げ て は な ら な い 。 

また 、 あ な た が た が 互い に 声高 に 話す 時 の よう に 、 か れ に 大 声 で 話し て は な ら な い 。 

あな た 方 の 気付 か な い 中 に 、 自 分 の 行い を 虚しく し な いた め に 」 (クル アー ン 第 49 章 2 節 ) が 啓示 
され た 時 、 

サー ビ ト ・ ビ ン . カイ ス は 「 自 分 は 地獄 に 落ち る 者 の 一 人 に 違い な い 」 と いっ て 家 に と じ こ も り 
、 預言 者 の 処 に も 行か な く な っ た 。 

預言 者 は サ ア ド ・ ビ ン ・ ム アー ズ に 「 ア ブー・ ア ムル ( サ ア ド の 呼び 名 ) よ 、 サ ー ビ ト は どう し 
た の か 。 

病気 に な っ た の か 」 と お た ず ね に な っ た 。 

サ ア ド は これ に 対し 「 私 は 彼 の 隣人 で す が 、 彼 の 病気 に つい て は 知り ませ ん 」 と 答え 、 彼 の 処 
に 行っ た 折 ア ッ ラ ー の み 使 い の 言葉 を 伝え た 。 

その 折 、 サ ー ビ ト は こう 語っ た 

「 あ の よう な 啓示 が 下さ れ た の で す 。 

あな た も 知っ て いる よう に 、 私 の 声 は み 使 い の 声 よ り も 大 きい の で す 。 

それ 故 私 は 地獄 に 落ち る 者 の 一 人 な の で す 」 

サ ア ド は サー ビ ト の この 言葉 を み 使 い に 伝え た 。 

する と み 使 い は 「 い や 、 そ う で は な い 。 

サー ビ ト は 天国 の 住民 の 一 人 に な る の で す 」 と いわ れ た 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる 前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ 、 そ 
れ に は 「 サ ー ビ ト ・ ビ ン ・ カ イス は アン サー ル の 中 で も 雄弁 家 で 知ら れ て いた 。 こ の 啓示 を 下さ 
れ た 時 云々 」 と 記さ れ て いる 。 

な お 、 後 半 の 記述 に は サ ア ド ・ ビ ン ・ ム アー ズ に つい て の 言及 は み ら れ な い 。 

な お また 、 更 に 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ る 同 内 容 の ハデ ィ ー ス に は 「 こ の 啓示 「 あ な た 方 の 声 
を 預言 者 の 声 よ り も 高く 上 げ て は な ら な い 」 が 下さ れ た 時 云々 」 と 記さ れる が 、 こ れ に も サ ア ド 
・ ビ ン ・ ム アー ズ に つい て の 言及 は み ら れ な い 。 

アナ ス に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 更 に 他 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる が 、 そ れ に 
も サ ア ド ・ ビ ン ・ ム アー ズ に つい て の 言及 は な く 、 次 の 言葉 、 す な わ ち 「 天 国 の 住民 と な る 一 人 
が 我々 の 間 を 歩き まわ っ て いる の を 見 た 」 が 付加 され て いる 。 


改宗 以前 の 行為 に つい て 


改宗 以前 の 行為 に つい て 
1 巻 P.90 


アプ ドッ ラー・ ビ ピン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 人 々 は アッ ラー の み 使 い に こ うた ず ね た 

「 み 使い 様 、 私 共 は イス ラー ム に 改宗 以前 の 行為 に つい て も 責任 を 持つ の で すか 」 

これ に 対し 、 彼 は 「 あ な た 方 の 中 で イス ラー ム の 教え に 従い 善行 を 積む 者 は 、 改 宗 以前 の 行為 に 
対し て 責任 は 問わ れ な い だ ろ う 。 

し か し 、 イ スラ ー ム に 改宗 し た 後 で も 悪 を 重ね る 者 は 、 改 宗 以 前 の 罪 に 対し て も 改宗 後 の 罪 と 同 
様 に 責任 を 問わ れる こと に な る だ ろう 」 と お 答え に な っ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は こう 伝え て いる 

我々 は か つて アッ ラー の み 使 い に 「 イ スラ ー ム に 改宗 以前 の 行為 に つい て も 責任 を 持た ね ば な ら 
な い の で すか 」 と た ず ね た 。 

み 使 い は 次 の よう に 答え られ た 。 

「 イ スラ ー ム の 教え に 従っ て 善行 を 為す 者 は 、 改 宗 以 前 の 行為 に つい て の 責任 は 問わ れ な い 。 
し か し な が ら 改 宗 し た 後 で も 悪行 を 続け る 者 は 、 改 宗 以前 と 以後 、 相 方 の 行為 に つい て 責任 を 問 
われ る だ ろう 」 

前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 


改宗 、 ヒ ジュ ラ 、 巡 礼 に つい て 


改宗 、 ヒ ジュ ラ 及び 巡礼 の 功徳 に つい て 
1 巻 P.90-91 


イブ ン ・ シ ャ マー サ ・ マ フリ ー は こう 伝え て いる 
私 た ち は 死 期間 近い アム ル ・ ビ ン ・ ア ー ス の 病床 を 見 舞っ た 。 

その 折 、 私 た ち を 見 て 、 彼 は 長い 間 泣 きつ づけ 壁 の 方 を むい て し まっ た 。 
彼 の 息子 アブ ドッ ラー は や さ し く な だ め な が ら 「 ア ッ ラ ー の み 使 い が 来 世に つい て 、 よ き 知 ら せ 
を あな た に 話し て 下さ っ た で は あり ませ ん か 」 と 繰り 返し いっ て 慰め た 。 

アム ル は それ で よう や く 顔 を 私 た ちの 方 に ひけ て 次 の よう に 語り だ し た 。 

「 我 々 に で きる 最善 の 行為 は アッ ラー 以外 に 神 は な く ム ハン マ ド 様 は 神 の み 使い で ある と 証言 す 
る こと で す 。 
私 の 人 生 に は 三 度 の 大 き な 局 面 が あり まし た 。 
最初 の それ は 、 私 以外 に は だ れ に も 見 られ な か っ た ほど 、 み 使い に 強い 憎しみ を 抱い て いた こと 
で す 。 
その 頃 、 私 は 彼 を 迫害 し 殺害 し よう と 強く 願っ て いた の で す 。 

も し も その よう な 状態 の 時 私 が 死ん だ と し た ら 、 私 は 間違い な く 地 獄 の 徒 と な っ た こと で し ょ う 
その 後 、 ア ッ ラ ー が 私 の 心 に イス ラー ム へ の 愛 を 徐々 に 教え こん で 下さ っ た 時 、 私 は み 使 い の 処 
に 行き こう 話し た の で す 

『 ど うか あな た の 右手 を 伸ばし て くだ さい 。 そ うす れ ば 、 私 は あな た に 忠誠 を 誓い ます 』 
み 使 い は すぐ 右手 を さ し だ され た 。 

し か し 私 は この 時 、 私 の 手 を ひっ こめ まし た 。 
み 使い が 『 ど うし た の か 』 と いわ れ た の で 、 私 は 『 或 る 条件 を 申し 上 げた い 』 と いい まし た 。 
『 ど ん な 条件 で ある か 』 と 問わ れ た の で 私 は 『 こ れ ま で の 私 の 行為 を 許し て いた だ きた い の で す 
』 と 申し 上 げた の で す 。 
み 使 い は これ に 対し 『 イ スラ ー ム に 改宗 する こと で 、 そ れ 以 前 の 罪 が 全て 許さ れる こと 、 ま た 、 
ヒジ ュ ラ し た 者 (マデ ィ ー ナ に 移り 住ん だ 者 ) も 、 巡 礼 を 行っ た 者 も それ 以前 の も ろ も ろ の 罪 を 
許さ れる こと を 知ら な か っ た の か 』 と いわ れ ま し た 。 
ああ 、 私 に と っ て み 使 い ほ ど 愛 すべ き 方 は お られ な いし 、 ま た み 使 い 以上 に 私 の 目 に 尊 く 映る 方 
は お られ な か っ た の で す 。 

あま り に 尊崇 の 思い が 強い た め に 、 み 使い の お 顔 を 十分 に 拝 す る こと が で き な い ほど で し た 。 
それ 故 、 み 使い の 御 容貌 に つい て 問わ れ て も 、 私 の 目 が 完全 に は み 使 い を 拝 し て な い の で 述べ る 
こと が で き な い ほど で す 。 
も し も こん な 状態 に ある 時 私 が 死ん だ と し た ら 、 私 は 十分 天国 に 入り 得る 希望 を 持ち 得 た か も 知 
れ ま せん 。 


この 後 私 に は ム ア ー ウ ィ ヤ の 下 で アリ ー の 軍勢 と 戦っ た り 、 エ ジ プ ト の 知事 に 任命 され た りす る 
な ど 、 責 任 を 伴 な う 様 々 な 変転 が あり まし た 。 

勿論 それ が 私 に と っ て どの よう な 結果 を も た ら す か わか る は ず も な か っ た の で す 。 

私 が 死ん で も 決し て 泣き 女 を 雇っ た り 、 松 明 を か ぎす な どの 大 げ さ な 葬式 は し な いで 下さ い 。 

墓 に 埋葬 する 時 に は 十分 土 を か ぶせ て 下さ い 。 

そし て らく だ を 必殺 する 間 、 で きれ ば 私 の 墓 の 周り に し ば らく 立っ て いて 下さ り 、 そ の 肉 の 幾 分 
か を 受取 っ て も ら え れ ば 、 私 は あな た 方 と 一 層 親 密 さ を 保つ こと に な り 、 そ の こと は また 、 ア 
ッ ラ ー の 天使 た ち が 私 を 判断 する 場合 の 良き 証し に な る で あり まし ょ う 」 

イタ アン アッパー ス は こう 伝え て いる 

多神教 徒 の 或 る 者 ら は 、 多 く の 人 々 を 殺し 、 ま た し ば し ば 、 姦 通 罪 を 犯し た 。 

その 彼ら が 、 ム ハン マ ド 様 の 処 に き て 「 あ な た の 主張 や 説教 は まこ と に 結構 な 内 容 で す 。 

も し も 私 た ち が 過 去 に 犯し た 行為 が 購 琲 され る と あな た が 約束 し て 下さ る な ら ば 私 た ち は イ スラ 
ー ム に 改宗 致し ます 」 と いっ た 。 

この 折 、 次 の 啓示 が 下さ れ た 。 

「 (信仰 者 と は ) アッ ラー と 並べ て 、 外 の どん な 神 に も 祈 ら な い 者 、 正 当 な 理由 の な い 限 り ア 
ッ ラ ー が 禁じ られ た 殺生 を 犯す こと な く 、 ま た 姜 淫 し な い 者 で ある 。 

だ が 凡そ この よう な 行為 を な す 者 は 懲罰 され る で あろ う 。 

復活 の 日 に は 懲罰 は 罪 に 応じ 倍加 され 、 そ の 地獄 で 屈辱 の 中 に 永遠 に 住む で あろ う 。 

悔 悟 し て 信仰 し 、 善 行 に 励む 者 は 別 で ある 。 

アッ ラー は これ ら の 者 の 、 い ろ い ろ な 非行 を 変え て 善行 に され る 」 (クル アー ン 第 25 章 68-70 節 ) 
「 言 っ て や る が いい 。 『 自 分 の 魂 に 背 いて 過ち を 犯し た わが し も べた ちょ よ 。 

それ で も アッ ラー の 慈悲 に 絶望 し て は な ら な い 。 

アッ ラー は 本 当 に すべ て の 罪 を 赦 さ れる 。 

か れ は 寛容 に し て 慈悲 深く あら れる 』」 (クル アー ン 第 39 章 53 節 ) 


改宗 以前 の 善行 に つい て 


イス ラー ム に 改宗 前 の 善行 に つい て 
1 巻 P.92-93 


ハ キ ー ム ビン ・ ヒ ザー ム は ウル ワ ビン ・ ズ バイ ル に 次 の よう に 語っ た 

私 が アッ ラー の み 使 い に 「 改 宗 以前 の 私 の 敬 神 行為 に 対す る アッ ラー の 報酬 は いか な る も の で 
すか 」 と た ず ね た 時 、 み 使い は こう いわ れ た 

「 あ な た は 改宗 以前 の 善行 に よっ て イス ラー ム を 受入 れる こと が で きた の で す 」 

ハ キ ー ム ・ ビ ン ・ ヒ ザー ム は ウル ワ ・ ビ ン ・ ズ バイ ル に こう 語っ た 

私 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 私 が 改宗 以前 に 行っ た 施し (サダ カ ) 、 奴 隷 の 解放 、 親 族 内 の 協調 
と いっ た 様々 な 敬 神 行為 に 対し 、 審 判 の 日 に アッ ラー は 私 に な ん ら か の 報償 を お 与え 下さ る と あ 
な た は 思い ます か 」 と た ず ね た 。 

これ に 対し み 使 い は 「 あ な た は 改宗 以前 の それ ら の 善行 お 陰 で イス ラー ム 教 徒 と な れ た の で す 」 
と いわ れ た 。 

ハ キ ー ム ・ ビ ン ・ ヒ ザー ム は こう 伝え て いる 

私 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に 「 改 宗 以 前 に 幾つ か の 善行 を 致し まし た 」 と 申し 上 げた 

(ヒシ ャ ー ム ・ ビ ン ・ ウ ル ワ は それ ら を アッ ラー に 対す る 考 神 行為 で ある と 説明 し て いる ) 
これ に 対し み 使 い は 、「 あ な た が イス ラー ム を 受入 れ た の は 、 あ な た の 過去 の 善行 の お 陰 な の 
で す 」 と いわ れ た 。 

私 は また 「 神 に 誓っ て 。 私 は 改宗 以前 と 同じ く 、 イ スラ ー ム の 教え を 余す こと な く 実 行 致 し ます 
」 と 申し あげ た 。 

ヒシ ャ ー ム ・ ビ ン ・ ウ ル ワ は 彼 の 父 か らき いて 次 の 話 を 伝え て いる 

ハ キ ー ム ・ ビ ン ・ ヒ ザー ム は イス ラー ム に 改宗 する 以前 に (アッ ラー の 御名 に お いて ) 100 名 の 奴 
隷 を 解放 し 、100 頭 の らく だ を 献納 し た 。 

それ か ら イ スラ ー ム に 改宗 し て 後 、 更 に 100 名 の 奴隷 を 解放 し 、100 頭 の らく だ を 献じ た 。 

この 後 、 彼 は 預言 者 の 処 に き て 、 前 記 と 同 内 容 の 話 を し た の で ある 。 


信仰 の 誠実 さ に つい て 


信仰 の 誠実 さ に つい て 
1 巻 P.93-94 


アブ ドッ ラー は こう 伝え て いる 

次 の 聖 句 「 信 仰 し て 自分 の 信心 に 不義 を 混 じ え な い 者 、 (これ ら の 者 は 安全 で あり 、 正 し く 導 か 
れる 者 で ある ) 」 (クル アー ン 第 6 章 82 節 ) が 啓示 され た 時 、 教 友 た ち は 非 常 な 不安 に か られ 品々 
に 「 我 々 の 仲間 で 一 体 、 誰 か 誤 ち を 犯さ な い 者 が いる だ ろう か 」 と いい 合っ た 。 

これ に 対し アッ ラー の み 使 い は 次 の よう に いわ れ た 

「 こ の 啓示 の 意味 は 、 あ な た た ち が 想 像 する よう な も の で は あり ませ ん 。 

賢者 ルク マー ン が 彼 の 息子 に むか っ て 「 息 子 よ 、 ア ッ ラ ー に 他 の 神 を 同等 に 配 し て は な ら な い 。 
それ を 配 す る の は 大 変 な 不義 で ある 」 (クル アー ン 第 31 章 13 節 ) と 述べ た 時 の 言葉 な の で す 」 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 


心 の 全て を 見 通す アッ ラー の 言葉 に 関し て 


1 巻 P.94-96 
アブ プ ブー ・ フ ライ ラ は 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い に 次 の 聖 句 「 天 に あり 、 地 に ある 、 凡 て の も の は アッ ラー の 有 (も の ) で ある 


Oo 


あな た 方 自身 の 中 に ある も の を 、 現 わし て も また 隠し て も 、 ア ッ ラ ー は それ と あな た が た を 清 人 算 
し て お られ る 。 

アッ ラー は 、 お ば ぼ し めし の 者 を 赦し 、 ま た お ぼ し めし の 者 を 罰 さ れる 。 

アッ ラー は 凡 て の こと に 全能 で あら れる 」 (クル アー ン 第 2 章 284 節 ) が 啓示 され た 時 、 教 友 た ち 
は 余り に 厳し すぎ る と 思っ た 。 

それ で み 使 い の 処 に 来 て ひ ぎ まず いて 座り 、 こ うい っ た 

「 み 使い 様 、 私 共 は 礼拝 、 断 食 、 ア ッ ラ ー の た め の 戦 い 、 貧 者 へ の 施し な ど 、 私 共 が 為 し 得る 幾 
つか の 義務 を 果たす よう 命じ i し か る に 今 、 こ の よう な 啓示 が あな た に 下さ れ ま 

し た 。 私 共に は この 啓示 に 従っ て 暮らす の は 不可 能 で す 」 

これ に 対し み 使い は いわ れ た 

「 あ な た 方 は ずっ と 以前 に 『 私 た ち は 拝 聴 す る が 従わ な い 』 と いっ た 二 つ の 聖典 信仰 者 、 す な わ 
ち ユ ダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 た ちと 同じ 言葉 を いおう と する の で すか 。 

あな た 方 は それ より も むし ろ 『 私 た ち は 御 教 え を 聞き 服従 致し ます 。 主 よ 、 あ な た の 御 赦 し を 願 
いま す 。 わ た し た ちの 帰り 所 は あな た の 御 許 で あり ます 』 と 唱え る べき で す 」 

それ で 教 友 ら は 「 私 た ち は 御 教 え を 聞き 、 服 従 致 し ます 。 

主 よ 、 あ な た の 御 赦 し を 願い ます 。 

わた し た ちの 帰り 所 は あな た の 御 許 で あり ます 」 (クル アー ン 第 2 章 285 節 ) と 唱え た 。 

人 々 が この 言葉 を 唱え 、 し か も それ が 流れ る よう に 美しく 彼ら の 舌 で 発せ られ た その すぐ 後に 、 
アッ ラー は 次 の 聖 句 を 啓示 され た 。 

「 使 徒 は 、 主 か ら 下 され た も の を 信じ る 。 

信者 た ち も ま た 同じ で ある 。 

皆 、 ア ッ ラ ー と 天使 た ち 、 諸 啓典 と 使徒 た ち を 信じ る 、 わ た し た ち は 、 使徒 た ちの 誰 に も 差別 を 

つけ な いと いう 、 ま た か れ ら は 祈っ て こう いう 

『 わ た し た ち は 教 え を 聞き 、 服 従 し ます 。 

主 よ 、 あ な た の 御 赦 し を 願い ます 。 わ た し た ちの 帰り 所 は あな た の 御 許 で あり ます 』」 (クル ア 

ー ン 第 2 章 285 節 ) 

人 々 が 教え に 従っ た 時 、 ア ッ ラ ー は 先 の 言葉 を 廃棄 され 、 新 た に 次 の 言葉 を 啓示 され た 。 

「 ア ッ ラ ー は 誰 に も その 能力 以上 の も の を 負わ せら れ な い 。 

その 稼い だ も の で 自分 を 益 し 、 そ の 稼い だ も の で 自分 を 損 う 。 


『 主 よ 、 わ た し た ち が も し 忘れ た り 、 過 ち を 犯す こと が あっ て も 、 符 め な いで 下さ い 』」 
預言 者 は アッ ラー に より これ ら の 言葉 を 唱え る よう 導 か れ な が ら こ うい われ た 

「 は い 、「 主 よ 、 わ た し た ち 以 前 の 者 に 負わ せら れ た 重荷 を 。 わた し た ち に 負わ せな いで 下 
さい 」」 
預言 者 は 更に こう 唱え た 

「 は い 、 「 主 よ 、 わ た し た ちの 力 で か な わな いも の を 担わ せな いで 下さ い 」」 
預言 者 は つづ け て 唱え た 。 

「 は い 、 「 わ た し た ちの 罪 障 を 消滅 な され 、 わ た し た ち を 赦し 、 わ た し た ち に 慈悲 を 御 く だ し 下 
さい 。 
あな た こそ わた くし た ちの 愛護 者 で あら れ ま す 。 
不信 心 の 徒 に 対し 、 わ た し た ち を 御 助 け 下 さい 」 (クル アー ン 第 2 章 286 章 ) 」 

(この 言葉 に 対し ) アッ ラー は 「 承 知 し た 」 と いわ れ た 。 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は こう 伝え て いる 
次 の 啓示 、 「 あ な た が た 自身 の 中 に ある も の を 、 現 わし て も また 隠し て も 、 ア ッ ラ ー は それ と あ 
な た が た を 清算 し て お られ る 。」 (クル アー ン 第 2 章 284 節 ) が 下さ れ た 時 、 人 々 は か つて 経験 し 
た こと も な い ほ ど 恐 れ の 思い を 抱い た 。 

預言 者 は この 様子 を 見 て 「『 わ た し た ち は 御 教え を 聞き 、 そ れ に 従い 、 服 従 致 し ます 』 と 唱え 
な さい 」 と いわ れ た 。 
アッ ラー は この よう に し て 人 々 の 心 に 信仰 を 徐々 に 教え こま れ 、 そ し て 後 、 次 の 啓示 を 顕 わ さ 
れ た 。 

「 ア ッ ラ ー は 誰 に も その 能力 以上 の も の を 負わ せら れ な い 。 
人 々 は 自分 の 稼い だ も の で 、 自 分 を 益 し 、 そ の 稼い だ も の で 自分 を 損 う 。 

『 主 よ 、 わ た し た ち が も し 忘れ た り 、 過 ち を 犯す こと が あっ て も 、 和 谷 め な いで 下さ い 』」 
アッ ラー は この 言葉 に 対し 、「 そ の よう に する で あろ う 」 と いわ れ た 。 
また 「 主 よ 、 わ た し た ち 以 前 の 者 に 負わ され た よう な 重荷 を 、 わ た し た ち に 負わ せな いで 下さ い 
」 と の 願い に 対し て も アッ ラー は 「 そ の よう に する で あろ う 」 と いわ れ た 。 
そし て 、 更 に 、「 わ た し た ち を 落し 、 わ た し た ち に 慈悲 を 御 く だ し 下さ い 。 
あな た こそ わた し た ちの 愛護 者 で あら れ ま す 」 (クル アー ン 第 2 章 286 節 ) と の 願い に 対し て も ま 
た アッ ラー は 「 そ うす る で あろ う 」 とい われ た 。 


心 の 邪悪 を 許さ れる こと に 関し て 


アッ ラー が 心中 の 邪悪 を 許さ れる こと に つい て 
1 巻 P.96 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー は 邪悪 な 思い に と ら わ れ た 私 の 民 人 で も 、 そ れ を 人 に 語っ た り 実 行 し た り せ ぬ 限 りお 
許し に な る だ ろう 」 

アー フラ イラ に よる と 、 ア ッ ラ マー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー は 我ら の 仲間 の 者 が 心中 に 邪悪 な 思い を 抱い た と し て も 、 そ れ を 誰 に も 話さ ず 、 ま た 
実行 し な い 限 りお 許し に な る で あろ う 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 カ ター ダ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 


善行 お よび 悪行 の 記録 に つい て 


普 行 お よび 悪行 の 記録 に つい て 
1 巻 P.96-98 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー は 天使 た ち に 『 わ た し の し も べべ に 悪心 を 抱く 者 が あっ て も 、 そ れ を 記録 し て は な ら 
な い 。 

も し 実際 に 彼 が 悪 を 犯し た 場合 は 罪 行 二 つと 記し な さい 。 

また 、 も し も 善 心 を 持ち な が ら 、 そ れ を 実行 し て な い 者 が お れ ば 彼 の た め 善 行 一 つと 記録 し な 
さい 。 

も し それ を 彼 が 実行 し た 場合 に は 、 彼 に 関す る 記録 澄 に 善行 10 箇 と 記し な さい 』 と お 命じ に な 
っ た 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー は こう 述べ られ た 『 私 の し も べ で 善行 を 為 そ うと 志 し な が ら 、 そ れ を 実行 し て な い 者 
に 対し 私 は 善行 一 つと 記録 する 。 

し か し 、 も し 彼 が それ を 実行 し た 場合 に は 、 彼 の た め に その 程度 に 応じ て 10 か ら 700 ま で の 善行 印 
を 記録 する 。 

また 一 度 悪行 を 犯 そ うと し な が ら 実 行 し な か っ た 者 に 対し て は 私 は 何 も 記 録 に と ど め る こと は し 
な い 。 

そし て も し 実行 し た と し て も 悪行 一 つと 記す の み で ある 』」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い 、 ムハンマド 様 は いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー は こう 話さ れ た 『 も し も 私 の し も べ で 、 善 行 を 志 し な が ら 実 行 し て な い 者 が あれ ば 、 
私 は その 者 の た め に 善行 一 つと 記す 。 

また 、 も し それ を 実行 し た 場合 に は 、 彼 の た め に 善行 10 往 と 記入 する 。 

も し 悪行 を 企図 し な が ら 、 そ れ を 実行 し な か っ た 者 が あれ ば 私 は それ を 許し て 記録 せ ず 、 実 際 に 
犯し た 場合 に の み 、 彼 の 名 の 下 に 悪行 一 つと 記す 』」 

み 使 い は こう も いわ れ た 

「 天 使 た ち は 、 次 の よう に 語っ て くれ た 。 

『 あ な た の し も べ が 、 な に か の 悪行 を 犯 そ うと し て いる 時 、 そ の こと に 極め て 敏感 で あら れる 
主 は 、“ よ く 監 視 し 、 も し 彼 が 罪 を 犯し た な ら ば それ を 記せ 。 

た だ し 何 も 犯 さ ぬ 場 合 に は 、 彼 の た め 善 行 一 つと 記入 せよ 。 

な ぜ な ら 彼 は 私 (アッ ラー) の た め に 罪 を 犯す こと を 思い と ど ま っ た の で ある "と いわ れ た 』」 
アッ ラー の み 使 い は こう も いわ れ た 

「 あ な た 方 の うち 、 正 し い 信仰 を 持つ 者 に 対し て 、 そ の 善行 の 全て は 程度 に 応じ て 10 倍 か ら 700 倍 
まで 増加 し て 数 えら れ 記 録 さ れ ま す 。 

罪 を 犯し た 場合 に は 全て が その まま 記録 され ます 。 


この 記録 を も っ て 審判 の 日 に アッ ラー に お 会 いす る の で す 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 善 行 を 志 し な が ら そ れ を 行わ な か っ た 者 に 対し て は 善行 一 つが 記録 され 、 志 し それ を 実 
行 し た 者 に は 、 そ の 程度 に 応じ て 、10 倍 か ら 700 倍 の 善行 印 が 記録 され る 。 

な お 、 悪 行 を 企図 し た 者 で も それ を 実行 し な か っ た 場合 に は な ん ら 記 録 さ れる こと は な い 。 

た だ 悪 を 実際 に 犯し た 場合 に は その まま 記録 され る 」 

イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 主 に つい て 語っ た 言葉 を こう 伝え て いる 

「 ま こと に アッ ラー は 善行 、 悪 行 に つい て よく 記録 な さる 方 で ある 。 

善行 を 志 し な が ら 、 果 さなか っ た 者 に アッ ラー は 善行 一 つと 記さ れ 、 ま た 善 を 志 し それ を 実行 し 
た 者 に 対し て は 、 ア ッ ラ ー は 10 倍 か ら 700 倍 の 増加 分 、 ま た それ 以上 の 善行 数 を 記録 な さる 。 
悪行 を 企図 し て も それ を 行わ な か っ た 場合 、 ア ッ ラ ー は 完全 な 善行 一 血 を 記し て 下さ る 。 

また も し 悪 を 企 て そ れ を 行っ た 場合 に は 、 ア ッ ラ ー は 彼 に 悪行 一 つと 記録 な さる の で ある 」 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる が 、 そ れ に は 次 の 言葉 が 付加 さ 
れ て いる 

「 ア ッ ラ ー は 人 の 犯し た 悪行 を 抹消 する こと さえ な さる 。 アッラー は また 、 極 悪者 ( 注 ) 以外 に 
は 誰 を も 破滅 させ る こと は な さら な い 」 

( 注 ) 原文 は は: ハー リク "すなわち "破滅 を 運命 づけ られ て いる 者 "と いう 意味 。 

悪行 を 専ら に し 一 片 の 善意 を も 持た ぬ 者 を いう 


悪 を ささ や か れる こと に つい て 


信仰 者 が 悪 を ささ や か れる こと に つい て 
1 巻 P.98-101 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 教 友 ら が 預言 者 の 処 に 来 て こう いっ た 

「 ま こと に 我ら の 心底 に は 誰 し も 口 に する の を は ば か られ る 事柄 、 す な わ ち 悪 へ の 誘惑 心 が あ る 
こと に 気付 いて お り ま す 」 

アッ ラー の み 使 い は これ に 対し 「 あ な た 方 は 本 当 に そこ に 気付 いた の か 」 と お た ず ね に な り 、「 
その 通り で す 」 と 彼ら が 答え る と 、「 そ れ と 戦う こと で 真実 の 信仰 心 が は っ きり し て くる の で す 
」 と いわ れ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ て 
いる 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は こう 伝え て いる 
預言 者 は 悪 へ の 誘惑 に つい て た ず ね られ た 時 「 そ れ は 純粋 な 信仰 を 持つ た め に 有益 な も の で 

す ( 注 ) 」 と 答え られ た 。 

( 注 ) 信仰 の 純度 が 高まる と 、 心 中 の 紫 細 な 悪 に 対し て も 敏感 に な る こと を 意味 する 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 人 々 は あれ これ と 互い に 疑問 を 述べ 合い 、 果 て に は 『 ア ッ ラ ー は は 万 物 を 創造 され た が 、 そ れ で 
は 一 体 だ れ が アッ ラー を 創っ た の だ ろう 』 な ど と いう 者 も 出 て くる だ ろう 。 

し か し 、 人 智 の 及ば ぬ ア ッ ラ ー に つい て の 疑念 が 論議 され る 場所 で は 、 信 者 は た だ 『 私 は アッ ラ 
ー を 信仰 し て お り ま す 』 と 述べ る だ け で よい の で ある 」 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ヒ シャ ー ム ・ ビ ン ・ ウ ル ワ に よっ て も 伝え られ る が 、 そ れ に は 次 
の 表現 も 加え られ て いる 

アッ ラー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 悪 魔 (シャ イタ ー ン ) が あな た 方 一 人 一 人 の 処 に 来 て 『 一 体 だ れ が 天 を 創り 、 地 を 創 ら れ た 
の か 』 と いう 時 、 人 々 は 『 ア ッ ラ ー で す 』 と 答え る こと だ ろう 」 

アブ プー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 悪 魔 が あな た 方 一 人 一 人 の 処 に 来 て 、 あ れ や これ は 誰 に よっ て 創 ら れ た か と いい 、 遂 に は 、 語 
が あな た の 主 を 創っ た の か と まで 質問 する だ ろう 。 

その 時 に は 、 ア ッ ラ ー に 加護 を 祈り 、 そ の よう な 無益 な 問い は 無視 すべ き で ある 」 

アブ ー・ フ ライ ラ が ウル ワ ・ ビ ン ・ ズ バイ ル に 語っ た 前 記 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 に よ 
っ て も 伝え られ 、 そ れ に は 「 悪 魔 が アッ ラー の し も べ の 処 に 来 て 『 誰 が あれ や これ を 創っ た の か 
』 と 問う こと だ ろう 」 と いう 表現 が み ら れ る 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 人 々 は 絶え ず あ な た 方 に (イス ラー ム に 関す る ) 知識 に つい て 問い つづ け 、 果 て に は 『 ア ッ ラ 
ー は 私 た ち を 創造 され た が 、 し か し 誰が 一 体 、 ア ッ ラ ー を お 創り に な っ た の で すか 』 と まで いい 


だ す に 相違 あり ませ ん 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は この ハデ ィ ー ス を 語っ た 時 、 或 る 男 の 手 を と ら え な が ら 「 ア ッ ラ ー と アッ ラ 
ー の み 使 い は 真実 を お 告げ に な っ た 。 

すでに 二 人 の 人 物 が これ と 同じ 質問 を 私 に し た 。 こ の 人 は 三 人 目 の 質問 者 で あっ た 」 

( 別 伝 に よる と 、「 す で に 一 人 が 私 に 質問 し 、 こ の 人 物 は その 二 人 目 に 当る 」) と いっ た 。 

な お 、 ア ブー・ フ ライ ラ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え ら 
れる が 、 そ れ に は 「 預 言 者 が こう いわ れ た 」 と いう 言葉 は な い 。 

また 、 こ の ハデ ィ ー ス の 最後 は 「 ア ッ ラ ー と その み 使 い は 真実 を お 告げ に な っ た 」 と いう 言葉 
で 終っ て いる 。 

アブ プー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ブー・ フ ライ ラ よ 、 人 々 は 、 あ な た に 絶え ず ア ッ ラ ー に つい て の 様々 な 事柄 を た ず ね る こと 
だ ろう 。 

そし て 果て に は 『 そ れ が アッ ラー だ と する と 一 体 誰が アッ ラー を 創造 され た の か 』 と いう に 相違 
な い 」 

この 話 に 関連 し 、 ア ブー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 語っ て いる 

「 私 た ち が モ スク に いた 時 、 何 人 か の ベト ウィ ン が そこ に 来 て 『 ア ブー・ フ ライ ラ よ 、 そ れ が ア 
ッ ラ ー だ と する と 、 一 体 誰 が アッ ラー を 創造 され た の か 』 と いっ た の で 、 私 は 手 に 小石 を つか み 
、 そ れ を 彼ら に 投げ つけ な が ら 『 立 ちな さい ! 立っ て 出 て 行き な さい ! 私 の 友 ム ハン マ ド 様 
の 言葉 は 本 当 だ っ た の だ ! 』 と 叫ん だ 」 

ヤズ ィ ー ド ・ ビ ン ・ ア サン ム は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い が 次 の よう に いわ れ た と 、 ア ブー ・ フ ライ ラ か ら 聞 いた 。 

「 人 々 は あな た 方 に 必ず 全 ゆ る 事柄 に 関し て 問い 、 果 て に は 『 ア ッ ラ ー は は 万 物 を 創造 され た 。 し 
か し 一 体 誰が アッ ラー を 創っ た の か 』 と まで いう こと だ ろう 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は アッ ラー の み 使 いよ り 聞 いた 次 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 

「 ア ッ ラ ー は こう いわ れ た 『 ま こと に あな た の (ウン マ の ) 人 々 は 、 あ れこ れ に つい て 絶え ず 質 
問 を し 、 果 て に は 必ず 『 万 物 を 創造 され た アッ ラー が 実在 する と し て も 、 一 体 誰が アッ ラー を 創 
っ た の か 』 と いい だ す に 違い な い 』」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ る が 、 そ れ に は 「 ア ッ ラ ー は こう い 
われ た 『 ま こと に あな た の (ウン マ の ) 人 々 は 』」 と いう 表現 は み ら れ な い 。 


偽 区 に よる 権利 の 横領 に つい て 


偽 約 に より ムスリム の 権利 を 横領 する 者 に つい て 
1 巻 P.101-104 


ー・ ウ マー マ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 
「 偽 わり の 誓い を 述べ て 他 の ムスリム の 権利 を 横領 する 者 に 対し 、 ア ッ ラ ー は 地獄 の 火 を 彼 に ふ 
さわ し いも の と な さり 、 天 国 に 入る こと を 禁じ られ る だ ろう 」 
これ を 聞い た 或 る 男 が 「 み 使い 様 、 た と え 、 取 る に 足ら な い 小 事 で あっ て も で すか 」 と 問う た と 
ころ 、 
み 使 い は 「 そ の 通り で す 。 た と え 、 そ れ が アラ ー ク 樹 の 小枝 一 本 で あっ て も で す 」 と いわ れ た 。 
ブー・ ウ マー マ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ て 
いる 。 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 
「 ム スリ ム の 財産 を 横領 し よう と し て 偽 誓 を し 、 し か も 実際 に 虚偽 行為 を し た 者 に 対し 、 ア ッ ラ 
ー は 怒り を も っ て 接する で あろ う 」 
た また まこ の 時 、 ア シュ アス ・ ビ ン ・ カ イス が そこ に や っ て 来 て 、 人 々 に 「 ア ブー・ ア ブ ド ル ・ 
ラフ マー ン (アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル の 呼び 名 ) は どん な こと を あな た 方 に 話し た の か 」 と 
た ず ね た 。 
人 々 が し か じ か の 内 容 だ っ た と 彼 に 告げ た と ころ 、 彼 は 「 ア ブー・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン の 話 は 
正しい 。 
実は この 言葉 は 私 に 関連 する 問題 に つい て いわ れ た も の で す 。 
私 は 、 イ エメ ン に 所 有する 土地 の 権利 に 関し 或 る 男 と 争っ て いま し た 。 
私 は その 男 と 一 緒 に 争い を 預言 者 の 処 に 持ち 込み 解決 を 願っ た の で す 。 
その 折 ア ッ ラ ー の み 使 い が 『 あ な た の 主張 を 支持 する た め の 証 拠 は ある か 』 と いわ れ た の で 『 な 
に も あり ませ ん 』 と 答え た と ころ 、 み 使い は 『 そ れ で は この 間 題 の 解決 は 彼 の 誓 言 に よる 以外 
ある まい 』 い われ た の で す 。 
私 は これ に 対し 『 彼 は ふた つ 返 事 で 誓う こと で し ょ う よ 』 と 述べ た の で す が 、 こ の 時 み 使 い は こ 
うい われ まし た 
『 ム スリ ム の 財産 を 横領 し よう と し て 偽り の 誓い を する 庶 言 者 に 対し 、 ア ッ ラ ー は 怒り を も っ て 
接する で あろ う 』 こ の 折 、 次 の 聖 句 が 下さ れ た の で す 。 
「 ア ッ ラ ー の 約束 と 、 自 分 の 誓い と を 売っ て 僅か な 利益 を 購 う 者 は 、 来 世に お いて 得 分 は な いで 
あろ う 。 
復活 の 日 に は 、 ア ッ ラ ー は か れ ら に 御 言葉 を 与え ず 、 ま た 顧み られ ず 、 清 め ら れる こと も な い 。 
か れ ら は 痛ま し い 懲 罰 を 受け る で あろ う 」 (クル アー ン 第 3 章 77 節 ) 
アブ ドッ ラー は 、 預言 者 が こう 語る の を 聞い た と 伝え て いる 
「 或 る 財産 が 自分 の 所 有 で ある と 痺 言 し 、 し か も それ が 偽り で ある 場合 、 アッラー は その 者 に 


対し 、 怒 り を も っ て 対す る で あろ う 」 

な お 、 ア ブ ド ッ ラー に より 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ る この ハデ ィ ー ス の 後半 は 、 次 の 表現 を 除 
け ば 前 記 と 同 内 容 で ある 。 

「 私 と 或 る 男 と の 間 で 井戸 に 関す る 争い が 起 っ た 。 

我々 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 処 に この 問題 を 持ち こん だ が 、 彼 は その 時 私 に ひか っ て 『 あ な た の 

主張 を 支持 する 二 人 の 証人 を 出さ な けれ ば 、 彼 の 誓 言 が 有効 で ある と 認め られ る こと に な ろう 』 
と いわ れ た 」 

イブ ン ・ マ スウ ー ド は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い が こ うい われ る の を 聞い た 

「 ム スリ ム の 財産 に 関し 、 正 当 な 根拠 も な く 所 有 権 が ある と 誓 言 する 者 に 対し 、 ア ッ ラ ー は 怒り 
を も っ て 対す る で あろ う 」 

その あと み 使 い は 、 こ の 言葉 の 証 と し て 、 前 記 ク ルアー ン 啓 示 (第 3 章 77 節 ) を 最後 まで お 唱え 
に な っ た 。 

ワー イル は こう 伝え て いる 

ハ ド ラ マウ ト か ら 来 た 男 と キン ダ か ら 来 た 男 が 共に 預言 者 の 処 に や っ て 来 た 。 

ハ ド ラ マウ ト の 男 は いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 ま こと に この 男 は 、 私 の 父 の も の だ っ た 土地 を 私 か ら 取 りあ げた の で す 
」 

これ に 対し キン ダ の 男 は 「 こ れ は 私 の 土地 で す 。 私 が 耕作 し た の で す 。 あ の 土地 に 関し 彼 に は な 
ん の 権利 も あり ませ ん 」 と いっ て 反 江 し た 。 

そこ で み 使 い は 、 ハ ドラ マウ ト の 男 に 対し 「 あ な た は な に か 証拠 品 を 持っ て いま すか 」 と た ず 

ね た 。 

彼 が 「 あ り ま せん 」 と 答え た の で み 使 い は 「 そ れ で は この 件 は 、 彼 の 碑 言 に よっ て 決定 され る こ 
と に な り ま す 」 と いわ れ た 。 

ハ ド ラ マウ ト の 男 は これ に 対し 「 み 使い 様 、 彼 は 嘘つき で 何で も 平気 で 誓い 、 し か も 、 それ を 守 
ろう と し な い 男 で す 」 と 述べ た が 、 み 使い は 「 そ れ 以 外 に は いか な る 手段 も な い の で す 」 と いわ 
れ た 。 

キン ダ か ら 来 た 男 は 誓 言 を 述べ 始め た 。 

この 男 が 帰っ て 行っ た 後 、 み 使い は いわ れ た 

「 も し あの 男 が ハ ド ラ マウ ト の 男 の 財 産 を 横領 し よう と し て 牙 言 を 述べ た と し た ら 、 ア ッ ラ ー は 
必ず や あの 男 を 拒否 な さる だ ろう 」 

ワー イル は 、 彼 の 父 フ ジュ ル が 次 の よう に 語っ た と 伝え て いる 

私 が アッ ラー の み 使 い の 処 に いた 時 、 あ る 土地 に 関し て 争っ て いる 二 人 の 男 が や っ て 来 た 。 

そし て その 一 人 が いっ た 「 み 使い 様 、 こ の 男 が イス ラー ム 以 前 に 、 私 の 土地 を の っ と っ て し まっ 
た の で す 」 

こう 申し 立て た の は イム ル ・ カ イス ・ ビ ン ・ ア ービス ・ キ ン デ ィ ー で 、 そ の 相手 は ラビ ピー 

ビン ・ イ ブダ ー ン と いう 者 で あっ た 。 


み 使 い は そう 申し 立て た イム ル に 対し 、 主 張 を 立証 する た め の 資 料 が 有る か と 問い 「 有 り ま せん 
」 と の 答え に 対し 「 そ れ で は 、 彼 、 す な わ ち ラビ ー ア の 碑 言 に よっ て 判断 する 以外 に な い 」 と い 
われ た 。 

イム ル は 「 そ うす れ ば 土地 は 彼 の も の に な っ て し まい ます 」 と いっ て 抗議 し た が 、 み 使い は 「 こ 
れ 以 外 に あな た に は どう し よう も な い の で す 」 と 述べ 、 一 方 の ラビ ー ア が 碑 言 する た め に 立ち 上 
っ た 時 に は 次 の よう に いわ れ た 

「 不 正 な 手段 で 土地 を 横領 する 者 に 対し 、 ア ッ ラ ー は 怒り を も っ て 対す る で あろ う 」 

な お 、 イ スハ ー ク は 、 訴 え 人 の 名 を ラビ ー ア ・ ビ ン ・ イ ブダ ー ン で は な く 、 ラ ビー ア ・ ビ ン ・ ア 
イダ ー ン で ある と 記し て いる 。 


財産 を 不正 に 強奪 する 者 に つい て 


他人 の 財産 を 不正 に 強奪 する 者 に つい て 
1 巻 P.104 


アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

或 る 男 が アッ ラー の み 使 い の 処 に 来 て 「 み 使い 様 、 も し も 私 の 財産 を 奪 お うと する 者 が 来 た ら 、 
どう すべ き で し ょ うか 」 と いっ た 。 

み 使 い は 「 財 を 取ら れ て は な ら な い 」 と 答え られ た 。 

その 男 が また 「 も し 私 に 戦い を い ど ん で きた ら ど うす べき で すか 」 と た ず ね た の に 対し 、 み 使い 
は 「 そ の 時 は 戦い な さい 」 と 教え 、 更 に 「 も し 私 が 殺さ れ た な ら ば 、 どう な る の で すか 」 と の 質 
問 に 対し て は 「 痢 教 者 と な る だ ろう 」 と お 答え に な っ た 。 

更に また 「 私 に よっ て 殺さ れ た 相手 は どう な り ま すか 」 と の 問い に 対し て は 「 彼 は 地獄 に 落ち る 
だ ろう 」 とい われ た 。 

サー ビ ト は こう 伝え て いる 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル と アン バ サ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ス フ ヤ ー ン が 互い に 戦闘 準備 を し て い 
た 時 、 ハ ー リ ド ・ ビ ン ・ ア ー ス が 、 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル の 処 に 馬 で 駆け つけ 、 戦 い を 中 
止 す る よう 説得 し た 。 

これ に 対し アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル は 「 あ な た は 『 財 産 を 守る た め に 戦っ て 死ぬ 者 は 狗 教 者 
で ある 』 と み 使 い が い われ た の を 知ら な い の で すか 」 と いっ た 。 

な お 、 こ の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 


不正 な 支配 者 に 関し て 


不正 な 支配 者 に 関し て 
1 巻 P.104-106 


ハサン は こう 伝え て いる 
ウ バ イド ッ ラ ー・ ビ ン ・ ジ ャ ー ド が マ ア キル ・ ビ ン ・ ヤ サー ル ・ ム ザン ニー の 病床 を 見 舞っ た 。 
マ ア キル は 後に この 病 い で 死去 し た が 、 こ の 折 、 次 の よう に 語っ た 
「 私 が アッ ラー の み 使 いか ら お 聞き し た 中 で 、 も し も 私 が も っ と 長生 き で きる と わか っ て いる 
な ら 、 決 し て 人 に は いい た く な い 或 る 話 を あな た に 伝え て お きま す 。 ま こと に 私 は み 使い が こう 
いわ れる の を 聞い た の で す 『 ア ッ ラ ー に 託さ れ て 支配 者 と な っ た し も べ が 、 不 正 に 人 々 を 圧迫 す 
る 者 で あれ ば 、 そ の 死 を 迎え る に 当っ て 天国 は 彼 の た め 禁 じ ら れ る こと に な ろう 』 」 
ハサン は こう 伝え て いる 
ウ バ イド ッ ラ ー・ ビ ン ・ ジ ャ ー ド は マ ア キル ・ ビ ン ・ ヤ サー ル を 見 舞っ た が 、 そ の 時 マ ア キル は 
病 に 苦し ん で いた 。 
ウ バ イド ッ ラ ー は 彼 の 病気 の 具合 に つい て た ず ね た 。 
この 折 、 マ アキ ル は いっ た 
「 今 、 私 は 過去 に 話す の を 避け て きた 或 る ハデ ィ ー ス を あな た に 伝え て お きた い 。 ま こと に ア 
ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た の で す 『 ア ッ ラ ー に 臣下 の 状態 を みる よう 委託 され た し も べら が 
過酷 な 支配 者 で あっ た 場合 、 そ の 者 が 死 の 時 を 迎え た と し て も 天国 に は 入る こと は 許さ れ な い だ 
ろう 』」 
イブ ン ・ ジ ヤー ド は この 言葉 を 聞き 「 ど うし て も っ と 以前 に この 言葉 を 私 に 語っ て くれ な か っ た 
の で すか 」 と いっ た が 、 マ アキ ル は これ に 対し 「 私 が 話さ な か っ た の は 、 適 当 な 時 期 で な いと 考 
えた か ら で し た 」] と 答え た ( 注 ) 。 
( 注 ) ウ バ イド ッ ラ ー は ウマ イヤ 朝 始 祖 ム アー ウィ ヤ の 義弟 ジ ヤ ー ド の 子 で 、 自 ら も アリ ー の 子 
フサ イン の カル バラ ー 痢 教 の 折 、 イ ラク の ウマ イヤ 朝 知 事 と し て 兵 を 率い フサ イン 一 行 の 進路 を 
は ば ん だ 人 物 で ある 。 

アキ ル は イス ラー ム 暦 60 年 に 死 を 迎え た 故 、 そ の 一 年 後 す な わ ち 、 同 61 年 の ム ハ ッ ラム 月 10 
a i i CO 
と も あれ 、 こ の ハデ ィ ー ス は 預言 者 家系 を 圧迫 する ム ア ー ウ ィ ヤ ー 族 に 対す る 、 マ アキ ル の 最後 
の 警告 と な っ た も の で ある 
ハサン は 伝え て いる 
私 た ち が マ アキ ル ・ ビ ン ・ ヤ サー ル の 病気 見 舞い に いっ た 時 、 ウ バイ ドッ ラー・ ビ ン ・ ジ ヤー ド 
も そこ に や っ て 来 た 。 
その 後に マ ア キル は こう 語っ た 
「 ま こと に 、 私 は アッ ラー の み 使 い の 語っ た 或 る ハデ ィ ー ス を あな た に 話し た いと 思う 」 
そう いっ て 彼 は 、 前 記 二 つと 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 語っ た 。 


アブ ー・ マ リー フ は 、 こ う 伝 えて いる 

ウ バ イド ッ ラ ー・ ビ ン ・ ジ ヤー ド が マ ア キル ・ ビ ン ・ ヤ サー ル の 病気 を 見 舞っ た 時 、 マ アキ ル は 
彼 に 次 の よう に 語っ た 。 

「 も し も 私 が この よう な 病床 に 恥 し て な けれ ば 、 決 し て 話す こと も な か っ た に 相違 な い 或 る 
ハデ ィ ー ス を あな た に 語っ て あげ ます 。 私 は アッ ラー の み 使 い が こ うい われ る の を 聞い た こと が 
あり ます 。 (すなわち ) 『 ア ッ ラ ー に よっ て 、 ム スリ ム の 面倒 を みる よう 責任 を 託さ れ た 支配 者 
で あり な が ら 、 彼 ら の 生活 を みる た め に な ん ら の 努力 も せ ず 、 ま た 、 誠 意 を 尽く そう と し な い 
者 は 、 彼 ら と 共に 天国 に 入る こと は な い だ ろ う 』」 


信頼 や 信仰 の 喪失 に 関し て 


信頼 や 信仰 が 失わ れる こと に 関し て 
1 巻 P.106-107 


フ ザ イフ ァ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 私 た ち に 二 つ の ハデ ィ ー ス を 話し て 下さ っ た が 、 私 は その 中 の 一 つが 実現 さ 
れる の を 見 る こと が で きた 。 

私 は 他 の 一 つも 実現 され る も の を 期待 し て いる 。 

(と も あれ ) み 使 い は こう いわ れ た 

「 誠 実 性 が 人 間 の 心 に 植え こま れ た 後 ク ルアー ン が 啓示 され た 。 

人 々 は クル アー ン や 私 の 行い (スン ナ ) か ら そ れ に つい て 具体 的 に 学ん だ の で す 」 

それ か ら み 使い は 、 誠 実 性 が 失わ れ た 場合 に つい て 私 た ち に 次 の よう に 話さ れ た 

「 人 が 眠り に 就く と 、 そ の 誠実 さも 心 の 中 に か すか な 印象 を 残す だ け で 消え 去っ て し まう 。 
それ は 丁度 木 の 燃 えさ し が あな た 方 の 足 の 皮膚 に 残す 水ぶくれ の よう な も の で 、 張れ 上 っ た と し 
て も 中 に は な に も な い の と 同じ で す 」 

み 使い は 小石 を ひろ い 、 ご 自分 の 足 の 方 に ころ が し な が ら 続 け て こう も いわ れ た 

「 人 々 は 互い に 商売 を ずっ と 続け て ゆく こと だ ろう が 、 頼 り に な る 誠実 な 人 々 の 数 は だ ん だ ん 少 
な く な る こと だ ろう 。 

そう な る と 『 某 々 の 部 族 に 信頼 で きる 人 物 が いる と か 、 個 人 に 関し て いえ ば 、 心 に か らし 粒 の 重 
さほど の 信仰 心 も 持た な い 人 物 が 『 な ん と 慎重 な 人 で あろ う ! 』『 な ん と 上 品 な 人 物 で あろ う ! 
』 

また 『 な ん と 賢明 な 人 物 だ ろう !』 な ど と いわ れ 珍 し が られ る こと に な る だ ろう ( 注 ) 」 

これ に 関連 し 、 フ ザイ ファ は 次 の よう に 付 言 し て いる 

「 か つて 、 私 は 誰 と 商売 を し よう と 不安 は 抱か な か っ た 。 

な ぜ な ら ば 、 相 手 が ム スリ ム の 場合 、 そ の 信仰 が 十分 信頼 の 保証 と な っ た し 、 キ リス ト 教 徒 や ユ 
ダ ヤ 教 徒 の 場合 、 彼 ら の 支配 者 が 私 に 対す る 商売 上 の 義務 を 果たさ せ た か ら で す 。 

し か し な が ら 、 今日 、 私 は あな た 方 の 中 、 某 々 な ど 二 、 三 の 者 以外 、 誰 を も 信頼 で きず 商取引 を 
する 気 に な れ な い 有 様 で す 」 

( 注 ) ずる 賢く 商売 する 者 ら が これ ら の 言葉 で ほめ られ 、 正 直 者 が 低く 評価 され る よう に な る と 
いう 意味 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に より 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 


イス ラー ム 教 義 の 特異 性 に 関し て 


イス ラー ム 教 義 の 特異 性 に 関し て 
1 巻 P.107-109 


フ ザ イフ ァ は 伝え て いる 

私 た ち が ウ マル と 一 緒 に いた 時 、 彼 は 「 あ な た 方 の うち 誰か 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 災 害 (フィ 
トナ ) に つい て 話さ れる の を 聞い た 人 が いま すか 」 と た ず ね た 。 

或 る み 人 た ち が 「 我 々 は その 話 を 聞き まし た 」 と 答え る と ウマ ル は それ に 対し 「 恐 らく 、 災 害 の 時 
に は 、 人 は 家族 や 隣人 を 心配 する こと だ ろう 」 と 述べ た 。 

人 々 が 「 そ の 通り で す 」 と いう と 、 ウ マル は 「 し か し 、 そ の よう な 不安 は 、 礼 拝 、 断 食 、 喜 捨 ( 
サダ カ ) な どの 行為 で 解消 で きる も の で す 。 

と ころ で あな た 方 の 中 、 誰 か 、 み 使い が 、 災害 は 大 洋 の 波 の よう に 続け て 襲っ て 来る と いわ れ た 
の を 聞い た 人 は いま すか 」 と た ず ね た 。 

人 々 は この 言葉 に 静 ま り か えっ た 。 

この 時 に は 私 ( フ ザ イフ ァ ) だ けが 「 聞 きま し た 」 と 答え た が 、 そ れ に 対し ウマ ル は 「 あ な た の 
父上 は 敬 虚 な 人 で し た 」 と 述懐 し て いた 。 

と も あれ 私 は 続け て こう 話し た 

「 み 使い は いわ れ ま し た 『 も ろ も ろ の 誘惑 へ の 思い が 、 丁 度 凶 が 攻 草 の 一 本 一 本 に よっ て 編 ま れ 
る よう に 人 々 の 心 に 次 々 と 浮か ん で くる こと だ ろう 。 

そし て 、 そ の 誘惑 を 受け 入れ た 者 の 心 に は 黒い 印 が 付 さ れ 、 そ れ を 拒否 し た 者 の 心 に は 白い 印 が 


付 さ れる だ ろう 。 
その 結果 二 種 の 心 が 生 じ 、 白 石 の よう な 白い 心 は 、 天 地 が 続く 限り 、 い か な る 災害 や 誘惑 に も 損 
われ る こと は な い だ ろ う 。 


も う 一 方 の ひっ くり か えっ た 容器 の よう に 黒く 汚れ た 心 は 、 善 を 判断 し た り 、 悪 を 避け た りす る 
こと が で きず 、 そ の 時 々 の 気分 に 支配 され る ば か り と な る だ ろう 』 と 」 

私 ( フ ザ イフ ァ ) は また 、 ウ マル に 次 の よう に いっ た 

「 あ な た と その 災害 と の 間 の 通路 は 、 あ な た が 防 挫 な さる た め に 、 閉 じ ら れ て いる か の よう で す 
。 し か し それ も 今や 破 ら れ そ う で す 」 

これ に 対し ウマ ル は 「 破 れる だ ろう か 。 

あな た は 父親 を 亡くし た が 、 も し も 彼 が 生き て いれ ば 、 た と え ぇ 通路 の 戸 が 開い て いて も 、 彼 の 協 
力 に よっ て も ろ も ろ の 悪 を 防ぐ た め の そ の 戸 を 再び 閉じ る こと が で きた の で あろ うに 」 と いっ た 
私 は 、 こ れ に 対し 「 い や 、 そ れ は 無理 か も 知れ ませ ん 」 と 述べ 、「 通 路 の 戸口 が 破れ る と いう 意 
味 は 人 が 殺さ れる か 、 も し く は 、 死 ぬこ と を 指し て いる の で す ( 注 ) 」 と いっ た 。 

( 注 ) ウマ ル が 後に 刺殺 され る こと を 予見 し た 言葉 と も 受け 取ら れる 

リ ビ ー イ ・ ビ ン ・ ヒ ラー シュ は 伝え て いる 


フ ザ イフ ァ が ウマ ル の 許 か ら 帰 り 、 座 っ て か ら 、 次 の 話 を 我々 に 語っ た 

「 昨 日 、 私 が 信者 の 長 ウマ ル の 処 に いた 時 、 彼 は 教 友 ら に こう いっ た 『 あ な た 方 の 中 、 誰 か 災害 

の 時 に つい て アッ ラー の み 使 い が い われ た こと を 記憶 し て いる 人 は いま せん か 』 」 

以下 は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス で ある 。 

リ ビ ー イ ・ ビ ン ・ ヒ ラー シュ は 、 フ ザイ ファ か ら 聞 いた 次 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 

ウマ ル は こう いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い が 災 害 に つい て いわ れ た こと を 、 誰 か (も し く は 、 あ な た 方 の 中 、 誰 か ) 我 
々 に 語っ て くれ ます か 」 

する と 彼ら の 中 に いた フ ザ イフ ァ が 立ち 上 り 「 私 が 述べ ます 」 と いっ た 。 

以下 は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス で ある 。 

な お 、 こ れ に 関連 し フ ザ イフ ァ は 「 私 が 述べ た ハデ ィ ー ス に 誤 ま り は あり ませ ん 」 と いい 「 み 使 

いか ら 直 接 聞い た 話 で す 」 と 語っ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 アッラー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 初 め イ スラ ー ム は 人 々 に と っ て 、 何 か 耳 新 し い 教え と し て 始ま っ た 。 

イス ラー ム は これ か ら も 新しい 教え で あり つづ ける だ ろう 。 

初め て の 者 に と っ て イス ラー ム は まこ と に よき 教え で ある 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 イ スラ ー ム は な に か 特異 で 新鮮 な 教え と し て 始ま っ た 。 

そし て 再び 、 始 まっ た 時 と 同様 な 状況 に 戻り つつ ある 。 

マッ カ と マデ ィ ー ナ の 二 つ の モス ク の 間 に 、 丁 度 蛇 が その 穴 に 和 遺 え ずり 帰っ て いく よう に 、 戻 っ 

て 力 を 貯え よう と し て いる 」 

アブ プー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 ま こと に 信仰 は 、 丁 度 蛇 が 穴 に 造 い 入る よう に 、 マ ディ ー ナ の 町 に 浸透 し て ゆく こと だ ろう 」 


「 最 後 の 時 」 に つい て 


* 最 後 の 時 (アッ サー ア ) "に つい て 
1 巻 P.109 


アナ ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「“ 最 後 の 時 ? は 、 地 上 で 人 々 の アッ ラー へ の 祈り が 続く 限り 、 来 る こと は な い 」 
アナ ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー に 祈願 を 捧げ 続け る 限り "最後 の 時 "は 誰 の 上 に も 起こ る こと は な い 」 


恐怖 心から の 信仰 隠し に つい て 


黄 怖 心から の 信仰 隠し に つい て 
1 巻 P.109-110 


フ ザ イフ ァ は こう 伝え て いる 

私 た ち が ア ッ ラ ー の み 使 い に 従 っ て いた 時 、 彼 は こう いわ れ た 

「 イ スラ ー ム へ の 入信 を 告白 し た 者 を 、 数 えて 知ら せな さい 」 

私 た ち は こ れ に 対し 「 み 使い 様 、 あ な た は 私 た ち に つい て 何 か 心 配 し て お られ る の で すか 。 私 た 
ちの 人 数 は 600 か ら 700 名 ほど で す 」 と 申し あげ た 。 

する と 彼 は 「 あ な た 方 に は 予想 も つか な い だ ろ う が 、 今後 あな た 方 は 何 度 か の 試練 に さら され る 
こと だ ろう 」 と いわ れ た 。 

実際 、 わた し た ち は 困 難 な 事 件 ( 注 ) に 遭遇 し 、 そ の 時 に は 、 或 る 人 た ち は 礼 拝 す ら 隠れ て 行わ 
ね ば な ら な い ほ ど で あ っ た 。 

( 注 ) カリ フ ・ ウ スマ ー ン 殺害 事件 前 後 の 騒動 を 意味 する 。 こ の 内 乱 で は 多く の ムスリム が 殺さ 
れ た 


ムスリム と 信仰 者 に 関し て 


ムスリム と 信仰 者 (ムウ ミン ) に 関し て 


1 巻 P.110-111 
アー ミル ・ ビ ン ・ サ アド に よる と 、 彼 の 父 、 ア ブー・ ワ ッ カ ス は 次 の よう に 語っ た 
アッ ラー の み 使 い は 教 友 ら に 戦利 品 を 分 配 な さっ た 。 


この 折 私 は 「 み 使い 様 、 某 々 に も 分 け 与え て 下さ い 。 彼 は まこ と の 信仰 者 (ムウ ミン ( 注 ) ) 
で す 」 と 申し 上 げた 。 

これ に 対し 、 預 言 者 は 「 単 な る ムスリム で は な い の か 」 と いわ れ た 。 

私 は 「 彼 は 、 信 仰 者 で す 」 を 繰り 返し た が 、 預 言 者 は その 度 に 三 回 も 同じ よう に 「 単 な る ム ス リ 
ム で は な い の か 」 と いわ れ た 。 

そし て 、 後 に 「 私 は この 分 け 前 を 或 る 男 に 与え 、 ア ッ ラ ー が その 男 を 業火 の 中 で 額 ず か せな いよ 
う 祈 り た いと 思う 。 い うま で も な く 私 に と っ て その 男 よ り 他 の 人 の 方 が も っ と 大 事 な の は 十分 承 
知 し て お る けれ ども 」 と いわ れ た 。 

( 注 ) ムスリム と は イス ラー ム 信 仰 を 告白 し た 者 、 信 仰 者 ( ヘ へ ウ ミン) と は イス ラー ム を 心底 よ 
り 信 ずる 者 の 意味 で ある 。 

信仰 者 は 全て ムスリム で ある か 、 単 に 口先 で イス ラー ム 信 仰 を 告白 し た だ け で は 信仰 者 (ムウ 
ミン ) と は いえ な い 。 

な お 、 ム スリ ム と な っ て も 心 の 底 て は その 教え に 帰依 し て な い 者 は ム ナ ー フ ィ ク ( 偽 信 者 ) と 呼 
ば れる 

サ ア ド は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 或 る グル ー プ の 人 た ち に 戦利 品 を 分 配 し て お られ た 。 

私 も その 中 に 座っ て いた が 、 み 使い は その グル ー プ の 数 名 の 者 に は 何 も 与 えな か っ た 。 

その 無視 され た 一 人 は 、 見 た と ころ 、 他 の 人 た ちよ り も ずっ と 分 配 を 受け る に ふさ わし いと 思え 
る 人 物 だ っ た の で 、 私 は 「 み 使い 様 、 ど うし て 某 に は 与え な い の で すか 。 私 が 知る 限り 彼 は まこ 
と の 信仰 者 で す 」 と いっ た 。 

これ に 対し み 使 い は 「 た だ の ムスリム で は な い の か 」 と いわ れ た 。 

私 は 一 寸 沈黙 し た が 、 再 び 彼 に つい て 知っ て いる こと を 述べ た く な り 「 み 使い 様 、 ど うし て 基 に 
は 与え ない の で すか 。 私 の 知る 限り 彼 は まこ と の 信仰 者 で す 」 と いっ た 。 

これ に 対し 、 み 使い は また 「 た だ の ムスリム で は な い の か 」 と いわ れ た 。 

私 は 一 寸 沈黙 し た が 、 ま た 彼 に つい て 述べ た く な り 、 結 局 三 度 も 「 み 使い 様 、 ど うし て 共に は 与 
えな い の で すか 。 

私 の 知る 限り 、 彼 は まこ と の 信仰 者 で す 」 と 繰り 返し て いっ た 。 

み 使 い は これ に 対し 「 い や 、 彼 は た だ の ムスリム に すぎ な い 。 

と も あれ 、 時 と し て 私 は 与え な いと 悪行 に 走り 、 そ の 結果 地獄 の 火 中 で 打ち 倒さ れ て 焼 か れる と 
懸念 され る 者 に 分 け 前 を 与え る こと が ある 。 


分 配 で き な か っ た 他 の 人 々 の 方 が その 者 に 比 し て 、 私 に と っ て は も っ と 大 事 で ある こと は 承知 し 
て いる の だ けれ ども 」 とい われ た 。 

サ ア ド は 別 の 伝承 者 経路 で も 、 こ う 伝 えて いる 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 私 も その 中 に 座 し て いた 或 る ダル ー プ の 人 々 に 戦利 品 を 分 配 な さっ た 」 
以下 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同 内容 で ある が 、 こ れ に は 次 の 表現 も 加え られ て いる 。 

「 私 は 立 上 っ て 、 み 使い の 処 に 行き 『 ど うし て あな た は 基 に 分 配 品 を 与え な い の で すか 』 と 小声 
で た ず ね た 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は ムハンマド ・ ビ ン ・ サ アド に よっ て も 伝え られ る が 、 そ れ に は 「 ア 
ッ ラ ー の み 使 い は 私 の 首 と 肩 の 間 を た た いて こう いわ れ た 『 サ アド よ 、 あ な た は 、 私 が 或 る 人 物 
に 分 配 品 を 与え た こと を 不満 に 思っ て いる の か 』」 と いう 言葉 が み ら れ る 。 


証明 に よる 気持 の 安定 に つい て 


証明 に よっ て 気持 が 安定 する こと に つい て 
1 巻 P.112 


アブ ー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 預 言 者 アブ ラ ハ ム に つい て の 次 の 啓示 「『 主 よ 。 あ な た は 死者 を どう 難 ら 
せら れる の か 、 わ た し に 見 せ て 下さ い 』 と (アブラ ハム が ) いっ た 時 、 主 は いわ れ た 。 

『 あ な た は 信じ な い の か 』。 

か れ は 申し 上 げた 

『 い や 、 た だ わた し の 心 を 安らげ た い の で あり ます 』」 (クル アー ン 第 2 章 260 節 ) に 関連 し 「 私 
に は アブ ラ ハ ム 以上 に アッ ラー に お た ず ね し た いこ と が あり ます 」 と いわ れ た 。 

み 使 い は また こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー よ 、 ロ ト (ロー ト ) に 慈悲 を 給 わ らん こと を ! 彼 は 力強い 支持 を 願っ て いた の で 
す ( 注 1) 」 

そし て 更に こう も いわ れ た 

「 私 が も し 預言 者 ユー ス フ と 同じ ほど 長く 定 獄 に 捕らわれ て いた と し て も 、 私 は 私 を 招い た 人 
に ユー ス フ と 同じ 言葉 を 述べ た で あろ う ( 注 2) 」 

( 注 1) クル アー ン 第 2 章 80 節 男色 者 の 手 か ら 使徒 ら を 守 ろ うと し た ロト の 物語 を 受け る 内 容 
( 注 2) 無実 が 証明 され る まで 年 獄 に と ど ま っ た で あろ う と いう 意味 で ある 。 

クル アー ン (第 12 章 50 節 ) に 記さ れる 、 ユ ー ス フ が 或 る 貴婦人 の 誘惑 を 拒絶 し た た め 議 言 に 会 い 
投獄 され る が 結局 は 潔白 を 証明 され る 話 を 受け て いる 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる 前 記 の 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 マ ー リ ク に よっ て も 伝え られ る が 、 そ れ 
に は 次 の 言葉 が 加え られ て いる 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 た だ 私 の 心 を 安らげ た い の で あり ます 」 と いう 啓示 (クル アー ン 第 2 
章 260 節 ) を 終り まで お 唱え に な っ た 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は ズ フ リー に よっ て も 伝え られ 、 そ れ に も 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は この 
啓示 (第 2 章 260 節 ) を 全部 終り まで 唱え られ た 」 と 記さ れ て いる 。 


預言 者 へ ムハンマド へ の 信仰 に つい て 


預言 者 ムハンマド へ の 啓示 に 対す る 信仰 に つい て 
1 巻 P.112-114 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 預 言 者 た ち は い ずれ も 過去 の 預言 者 ら と 同類 の 啓示 を 与え られ て お り 、 人 々 は 誰 で も それ ら を 
信仰 し て いま す 。 私 は アッ ラー が 啓示 され た クル アー ン を 託さ れ て いま す 。 私 は 、 審 判 の 日 に 、 
私 の 説く 教え に 従う 者 が 、 最 も 多い こと を 願っ て いま す 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ム ハン マ ド の 生命 が その 御手 に 委ね られ た 御方 に 誓っ て 。 ユ ダ ヤ 教 や キリ スト 教 の 社会 の 者 は 
誰 も 私 の 言葉 を 聞こ うと し な い 。 私 に 啓示 され た 教え を 信ずる こと も な く 死 を 迎え る 者 は 地獄 の 
住民 と な る の み で ある 」 

シャ ー ビ ー に よる と 、 フ ラー サー ン の 住民 の 一 人 が 彼 に こう た ず ね た 

「 ア ブー・ ア ムル よ ! 我々 の 仲間 の フラ ー サ ー ン の 或 る 人 た ち は 、 自 分 が 解放 し た 女 奴隷 と 結 
婚 し た 男 は 、 犠 牲 に 捧げ た 動物 に 乗る 者 に 等 し いと 語っ て いる が 本 当 で すか 」 

これ に 対し 、 シ ャ ー ビ ー は いっ た 

「 ア ブー・ ブ ル ダ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ム ー サ ー が 彼 の 父 か ら 聞 いて 私 に 語っ て くれ た 話 に よる と 、 
アッ ラー の み 使 い は こう いわ れ た 『 人 々 の 中 で 二 重 の 報償 を アッ ラー か ら 与 えら れる の は 次 の 三 
つ に 属す る 人 た ち で ある 。 

啓典 の 民 で その 預言 者 の 教え を 信じ 、 し か も 預言 者 ムハンマド の 時 代 ま で 生き て 彼 の 教え に 帰 
依 し 、 彼 に 従い 、 彼 の 言葉 全て を 正しい と 確信 し た 者 、 そ の 者 に は 二 重 の 報償 が 与え られ る 。 
また 、 ア ッ ラ ー に 対す る 全て の 義務 を 行い 、 か つ 、 そ の 主人 に 対す る 義務 も 忠実 に 果たす 奴隷 に 
対し て も 、 二 重 の 報償 が 約束 され る 。 

更に 、 女 奴隷 を 所 有する 者 が 、 彼 女 に 十分 な 食事 を 与え 、 よ く 面 倒 を み 、 教 養 を 身 に つけ させ 、 
立派 な 作法 を 教え 、 自 由 の 身 に し て や り 、 そ の 女 と 結婚 し た な ら ば 、 そ の 者 に 対し て も 二 重 の 報 
償 が 下さ れる 』」 

この ハデ ィ ー ス を 語っ た 後 、 シ ャ ー ピ ー は ほ は フラー サー ン 人 に お か っ て 「 あ な た に 述べ た ハデ ィ ー 
ス を その まま 信じ な さい 。 

人 は か つて 、 そ れ よ り も っ と 簡単 な 内 容 の ハデ ィ ー ス を すら 求め て 、 マ ディ ー ナ まで も 旅 し た の 
で す ( 注 ) 」 と いっ た 。 

( 注 ) それ に 比べ れ ば あな た に 語っ た ハデ ィ ー ス は 十分 真実 味 の あ る 内 容 で 、 棄 て 去る に は 惜 し 
いも の で す の 意 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 二 つ の 伝承 者 経路 で シャ ー ビ ー よ り 聞 いた サー リフ ・ ピ ビン 
・ サ ー リ フ に よっ て 伝え られ て いる 。 


イエ ス の 降臨 に つい て 


イエ ス の 降臨 に つい て 
1 巻 P.114-116 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 の 生命 を その 御手 に 握っ て お られ る 方 に 誓っ て 。 

マリ ヤ の 息子 (イエ ス ) は あな た 方 の 処 に 正しい 裁き 人 と し て 間もなく 天下 っ て 来る で あろ う 。 
そし て 、 彼 は 十字 架 を 打ち 壊し 、 豚 を 殺し 、 ジ ズ ヤ (人 頭 税 ) を 廃止 する だ ろう ( 注 ) 。 

また 、 富 は あふ れん ば か り 豊 か と な り 、 誰 も それ を 受け 取る 者 は いな く な る だ ろう 」 

( 注 ) 全 人 類 が イス ラー ム を 受け 入れ る た め 披 保護 民 (ジン ミー) は いな く な り 、 従 っ て 彼ら か 
ら 徴収 する た め の ジ ズ ヤ 制度 も 廃止 され る こと に な る 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ズ フリ ー に よっ て も 伝え られ て いる 。 

な お 、 こ の 伝承 口述 者 の 一 人 イブ ン ・ ウ ヤ イ ナ は 「 正 義 の 指導 者 、 公 正 な 裁き 人 と し て 」 と 記し 
て いる が 、 同 ユー ヌス は 「 公 正 な 裁き 人 と し て 」 と 記す だ け で 「 正 義 の 指導 者 と し て 」 と いう 言 
葉 は 述べ て いな い 。 

な お また 、 同 サー リフ や ライ ス は 「 正 義 の 裁き 人 と し て 」 と いう 表現 を 用 いて いる 。 

ジ ヤ ー ド の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 「 た だ 一 度 の 礼拝 が 全 世 界 よ り も 尊い も の に な る だ ろう 」 と 
あり 、 そ れ に 続け て 「 ア ブー ・ フ ライ ラ は 『 望 む な ら ば 、 次 の 聖 句 「 啓 典 の 民 の 中 、 イ エス を そ 
の 死 の 前 に し っ か り と 信じ る 者 は 、 一 人 も いな か っ た 」 (クル アー ン 第 4 章 159 節 ) を 唱え よ 』 と 
いう の が 口ぐせ で あっ た 」 と も 記さ れ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー に 碑 っ て 。 

マリ ヤ の 人 息子 (イエ ス ) は 必 ら ず や 公正 な 裁き 人 と し て 天 よ り 下 り 来 た り 、 十 字 架 を 打ち 壊し 、 
豚 を 殺し 、 ジ ズ ヤ (人 頭 税 ) を 撤廃 し 、 若 い め すら くだ を 解き 放っ て し まう だ ろう 。 

そし て また どこ に も それ ら を 使っ て ザ カ ー ト を 集め よう と 努力 する 者 は いな く な る だ ろう 。 
恨み や 憎しみ 、 ま た 退 み 合 い は 消え 去り 、 彼 が 人 々 に 富 を 分 け 与 えよ うと 呼び か け て も 、 だ れ 一 
人 と し て それ を 受取 る 者 は いな い 有 様 と な る だ ろう 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 マ リヤ の 息子 (イエ ス ) が あな た 方 の 間 に 来 了 臨 し 、 あ な た 方 の 指導 者 (イマ ー ム ) と な っ た 時 
、 あ な た 方 の 状態 は どう な る で あろ うか ( 注 ) 」 

( 注 ) イエ ス は ムスリム の 一 人 と し て 再臨 する の で 、 イ スラ ー ム 法 に 従っ て 世 を 治め る 指導 者 と 
な る 

な お 、 こ の ハデ ィ ー ス は 「 イ マー ム ・ マ フ デ ィ ー (救世 主 ) が すでに 存在 する と ころ に 預言 者 イ 
エス が 再臨 し た 場合 、 ど うな る の か 」 と いう 意味 に 解釈 され る 場合 も ある 

別 の 伝承 者 経路 に よる と 、 ア ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の み 使 い の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 
「 マ リヤ の 人 息子 (イエ ス ) が あな た 方 の 間 に 再 臨 し 、 あ な た 方 を 指導 し た ら 、 あ な た 方 は どう な 


る で あろ うか 」 

更に 別 の 伝承 者 経路 に よる と 、 ア ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の み 使 い の 言 葉 を 次 の よう に 伝え て 
いる 

「 あ な た 方 の 間 に マ リヤ の 息子 (イエ ス ) が 再臨 し 、 あ な た 方 の 仲間 の 一 人 と し て あな た 方 を 指 
導 し た ら 、 あ な た 方 は どう な る で あろ うか 」 

イブ ン ・ ア ブー・ ズ ィ ー ブ に よる と 、 ア ブー・ フ ライ ラ は 「 あ な た 方 の 仲間 か ら 出 た 指導 者 」 と 
も 述べ た と いう 。 

な お 、 イ ブン ・ ア ブー・ ズ ィ ー ブ が 「 あ な た 方 の 仲間 の 一 人 と し て あな た 方 を 指導 する 」 と は ど 
ん な こと か 説明 し て 欲し いと 述べ た と ころ 、 ア ブー・ フ ライ ラ は 「 彼 は 主 の 下 し た 啓示 と 預言 者 
の スン ナ (伝承 ) に 従っ て 、 あ な た 方 を 指導 な さる で あろ う 」 と 答え た と 伝え られ て いる 。 
ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 伝え て いる 

私 は 預言 者 が こう いわ れる の を 聞い た 

(すなわち ) 「 私 の ウン マ (信仰 共同 体 ) の 者 ら は 、 真 理 を 広め る た め 努 力 し 戦う こと を や め ず 
、 そ れ は 審判 の 日 まで 続け られ る だ ろう 。 

マリ ヤ の 息子 イエ ス が 再臨 する だ ろう が 、 ム スリ ム た ちの 指導 者 が 彼 を 招い て 礼拝 を 指導 する よ 
う 頼ん で も 、 イ エス は 『 い や (で き な い ) 』 と 言っ て 断 わ る こと だ ろう 

(と も あれ ) あな た 方 は 他 の 人 々 を 指導 する 役目 を 担う だ ろう が 、 そ れ は この ウン マ の 人 々 に 対 
する アッ ラー の 恩 坦 の 現われ に 他 な ら な い 」 


「 信 仰 が 拒否 され る 」 時 に つい て 


アッ ラー に 対す る 信仰 が 受け 入れ られ な い 時 に つい て 
1 巻 P.116-118 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

“最後 の 時 "は 、 太 陽 が その 没 す る 場所 か ら 昇 る まで 起 る こと は な いで あろ う 。 

その 没 す る 場所 か ら 太 陽 が 昇る 日 に な っ て 、 人 々 全て が 一 斉 に 信仰 する と 誓っ て も 、 そ れ 以 前 か 
ら 信 仰 に 入り その 信仰 に 従っ て 孝行 を 積ま な か っ た 者 に と っ て は 、 な ん ら の 役 に も 立た な い だ 
ろう 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 他 に 四 つ の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え ら 
れ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 次 の 三 つ が 現われ た 時 、 そ れ 以 前 か ら 信仰 に 入っ て 善行 を 為 さ な か っ た 者 の 信仰 は な ん ら 役 立 
つこ と は な い だ ろ う 。 

それ ら は 太陽 が その 没 す る 所 か ら 現 われ る こと 、 ダ ッ ジ ャ ー ル ( 注 1) 及び 大 地 か ら の 一 獣 (ダッ 
バト ル ・ ア ルド ( 注 2) ) が 現われ る こと で ある 」 

( 注 1) ダッ ジャ ー ル は アン チク リス ト ( 偽 キ リス ト ) 、 詐 欺 師 な ど と 同意 で 、 悪 を も っ て 真実 を 
和 覆う 者 と され 、 世 の 終り の 時 期 策略 ・ 書 計 を も っ て 人 々 を 惑わ す と いわ れる 

( 注 2) クル アー ン 第 27 章 82 節 に は 、 こ の 一 獣 に つい て の 啓示 が み ら れ る 。 終末 の 日 に 現われ 人 
々 を 破滅 に 導く 動物 と いわ れる 

アブ ー・ ザ ッ ル は こう 伝え て いる 

預言 者 は 或 る 日 、「 あ な た 方 は 、 こ の 太陽 が どこ に 行く の か 、 知 っ て いま すか 」 とい われ た 。 
人 々 が 「 ア ッ ラ ー と その み 使 い が 最 も よく ご存知 の は ず で す 」 と 答え る と 、 預 言 者 は こう 説明 さ 
れ た 。 

「 ま こと に 太陽 は 、 ア ッ ラ ー の 玉座 の 下 の 和 悪 い の 場所 に 着く まで 進み 続け る の で す 。 

そし て 、 額 ずい て 礼拝 し 、『 起 き て お 前 が 出 て 来 た 処 ま で 戻り な さい 』 と 命ぜ られ る まで その 状 
態 で ここ に と ど ま る の で す 。 

それ か ら 太 陽 は 戻っ て 行き 、 そ の 昇る 場所 か ら 現 われ て 、 玉 座 の 下 の 休 み 場 所 に 達する まで また 
動き 続け る の で す 。 

そし て 額 ず いて 礼拝 を 行い 、 ま た 『 起 き て お 前 が で て きた 処 ま で 戻り な さい 』 と いわ れる まで そ 
の 状態 で と どまり 続け る の で す 。 

この よう に し て また 、 太 陽 は 元 の 場所 に 戻っ て 行き 、 そ の 昇る 処 よ り 昇 り 、 そ こ か ら 定 まっ た 軌 
道 を 進む わけ で す 。 

し か し な が ら 人 々 は この よう に 、 太 陽 が 玉座 の 下 の 休み 場所 まで 辿り 着く こと に つい て 、 何 も 知 
ら な い の で す 

(と も あれ 、 この よう な 状態 が 正常 で ある の に ) 或 る 時 、 突 然 太陽 は 『 起 き て お 前 が 没 し た 場所 


か ら 昇 れ 』 と 命ぜ られ 、 そ の 没 し た 場所 か ら 昇る こと に な る の で す 」 
アッ ラー の み 使 い は 続け て こう も いわ れ た 
「 あ な た た ち は 、 そ れ が いつ 起 る か 知っ て いま すか 。 
それ は 儀 か 信者 の 信仰 が 役に立た な い 時 、 ま た は 、 そ の 信仰 に よっ て 、 人 々 が まだ な ん ら の 善行 
も し て な い 時 に 起 る の で す ( 注 ) 」 
( 注 ) その 時 期 に な っ て 信仰 を 持っ て も 善行 を 為す 時 間 は な いと いう 意味 で ある 
ー・ ザ ッ ル に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 
ー・ ザ ッ ル は 伝え て いる 
の EE アッ ラー の み 使 い は そこ に 座っ て お られ た 。 
そし て 、 太 陽 が 西 空 に 没 BE 
「 ア ブー・ ザ ッ ル よ 、 あ な た は 太陽 が どこ へ 進む の か を 知っ て いま すか 」 
私 が 「 ア ッ ラ ー と その み 使 い が 最も 良く ご 存 知 で あり まし ょ う 」 と 答え る と 、 み 使い は 「 ま こと 
に 太陽 は アッ ラー に 路 拝 する こと へ の 許可 を 名 うた め 進 みそ れ を 許さ れる の で す 。 
そし て ある 時 、 太 陽 は 『 お 前 の 来 た 場所 に 戻り な さい 』 と 命ぜ られ る の で す 。 
それ で 太陽 は 没 し た 場所 か ら 、 昇 る こと に な る の で す 」 と いわ れ 、 
次 いで アブ ドッ ラー に クル アー ン の 聖 句 「 ま た 太陽 は 規則 正しく 運行 する 。 これ も 全能 全 智 な 御 
方 の 摂理 で ある 」 (第 36 章 38 節 ) を 詩 ま せ た 後 、 ご 自分 で も お 唱え に な っ た 。 
ー・ ザ ッ ル は 伝え て いる 
私 は アッ ラー の み 使 い に 、 ア ッ ラ ー の 言葉 「 太 陽 が その 定め の 休み 場所 に 行く 」 と いう 意味 に つ 
いて た だ たずね た 。 
み 使 い は これ に 対し 、「 定 め の 場 所 は アッ ラー の 玉座 の 下 に ある 」 と いわ れ た 。 


み 使 い へ の 啓示 の 始ま り に つい て 


アッ ラー の み 使 い に 対 する 啓示 の 始ま り に つい て 
1 巻 P.118-122 


預言 者 の 妻 の 一 人 アー イシ ャ は こう 伝え て いる 
「 ア ッ ラ ー の み 使 い に 下 され た 最初 の 啓示 は 、 睡 眠 中 に 正しく 現われ た も の で あっ た 。 
彼 は その 時 、 夜 明け の 薄 光 の よう に 現われ た その 啓示 を 見 た の で す 。 
その 時 以来 、 彼 は 独居 を 好ま れ 、 ヒ ラー 山 の 洞 窟 に こも っ て タ ハ ン ヌ ス (一 神 教 信心 ) の 行 に 没 
頭 さ れ ま し た 。 
この 行 は 何 日 も 続く た め 、 家 族 の 下 に 戻る まで の 必要 な 食糧 を 準備 せ ね ば な り ま せん 。 
それ が 尽き る と 妻 ハ バディー ジャ の 処 に 帰り 、 同 じ よ うに 、 ま た 数 日 分 の 食糧 を 準備 な さっ た の で 
し た 。 
こう し た 状況 で 彼 が ヒラ ー 山 の 洞窟 
その 時 、 彼 の 処 に 天使 が 現われ 、 こ 
「 読 みな さい ! 」 
これ に 対し 彼 は 「 私 は 文字 が 読め ませ ん 」 と 答え た の で す 。 
( み 使い は これ に 続け て 以下 の よう に お 話し に な っ た ) 
「 す る と 天使 は 私 を と ら え 、 や っ と 耐え 得る ほど きつ く 押 えつ け こ うい われ た 
『 読 みな さい !』 
『 私 は 文字 が 読め ませ ん 』 と 答え る と 天使 は 、 ま た 再び 私 を と ら え 、 更 に 耐え 難い ほど きつ く 私 
を 押え つけ に な り 、 そ うし て 後 『 読 みな さい ! 』 と 繰り 返し いわ れ た の で す 。 
これ に 対し 、 私 は 『 文 字 が 読め ませ ん 』 と 同じ 答え を 述べ た の で す 。 
する と 天使 は 私 を つか み 、 三 度目 も きつ く 押 えつ け に な っ た 後 、 私 を 放し 次 の 聖 句 を お 唱え に な 
っ た の で す 。 
「 読 め 。 
創造 な され る 御方 、 あ な た の 主 の 御名 に お いて 。 
ー 凝 血 か ら 、 人 間 を 創 ら れ た 。 
読め 。 
あな た の 主 は 、 最 高 の 尊 中 で あら れ 、 筆 に よっ て 書く こと を 教え られ た 御方 、 人 間 に 未 知 な る こ 
と を 教え られ た 御方 で ある 」 (クル アー ン 第 96 章 1-4 節 ) 
アッ ラー の み 使 い は 、 そ の まま お 帰り に な っ た が 、 心 臓 は 恐怖 の あま り 岩 えつ づけ た 。 
と も あれ 、 彼 は ハデ ィ ー ジ ャ の 処 に 戻り こう いっ た 
「 私 を な に か で 覆い 隠し て お くれ !」 
「 包 み 隠 し て お くれ !」 
それ で 人 々 は 彼 を その 恐怖 が 去り 気 が 静 まる まで 布 で 包み 隠し た の で し た 。 
その 後 彼 は ハデ ィ ー ジ ャ に こう いっ た 


も っ て いた 或 る 日 、 彼 に 啓示 が 下さ れ た の で す 。 
じ た の で す 。 


こと 
う 命 


「 ハ ディ ー ジ ャ よ 。 一 体 何 が 私 に 起 っ た の だ ろう か 」 

そう いっ て 、 彼 は 経験 し た こと を 彼女 に 語り 「 私 は 自分 が 怖く な っ た 」 と 話し た 。 

これ に 対し 彼女 は いっ た 。 

「 恐 れる 必要 は あり ませ ん 。 

むし ろ お 喜び な さい 。 

アッ ラー は 決し て あな た を 悲し ませ る こと は な さい ませ ん 。 

アッ ラー に 誓っ て 申し ます が 、 あ な た は 親族 を 大 事 に な さる し 、 正 直 に お 話し に な る 。 

それ に 人 の 面倒 事 を ひき 受け 、 貧 乏 人 を 助け 、 ま た 客人 に 親切 を 尽 し 、 現 世 の 浮 沈 に 苦し む 人 々 
を 助け て こら れ た で は あり ませ ん か 」 

ハデ ィ ー ジ ャ は こう いっ た 後 、 彼 を ワラ カ ・ ビ ン ・ ナ ウフ ァ ル ・ ビ ン ・ ア サド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル 
・ ウ ッ ザ ー の 処 に 連れ て 行っ た 。 

彼 は ハデ ィ ー ジ ャ の 伯父 の 息子 で あり 、 その他 父 は 彼女 の 父 の 兄弟 で あっ た 。 

彼 (ワラ カ ) は イス ラー ム 宣 教 以前 (ジャ ー ヒ リー ヤ 時 代 ) に キリ スト 教 に 改宗 し た 人 物 で アラ 
ビア 語 に よる 何 冊 か の 著作 が あり 、 そ の 中 に は 神 の 命ずる まま に 書い た イン ジー ル (福音 書 ) に 
つい て の 著書 も あっ た 。 

彼 は 盲目 の 老人 で あっ た 。 

(ども あれ ) ハデ ィ ー ジ ャ は ワラ カ に と こう いっ た 。 

「 伯 父上 ( 長 上 へ の 尊称 ) 、 あ な た の 兄弟 の 息子 の 言葉 を 聞い て 下さ い 」 

これ に 対し ワラ カ ・ ビ ン ・ ナ ウフ ァ ル は 「 我 が 兄弟 の 息子 よ 、 何 を 見 た の で すか 」 と た ず ね た 。 
アッ ラー の み 使 い は 、 そ れ で 経験 し た こと 全て を 話し た 。 

する と ワラ カ は 、 彼 に 『 ぞ れこ ご こそ ナー ムー ス (天使 ). で す 。 

神 が 預 言 者 モー ゼ に 下さ れ た 天使 で す 。 

ああ 、 も し も 私 が あな た の 活動 時 期 に 若者 で あり 、 ま た も し も 人 々 が あな た を 追放 する 時 私 が 生 
き て お れ ば 、 お 役に立つ で あろ うに 1! 」 と 語っ た の で し た 。 

み 使 い が 「 人 々 が 私 を 追放 する の で すか 」 と た ず ね る と 、 ワ ラ カ は 「 そ う で す 」 と 答え 「 あ な た 
と 同様 に に 、 こ れ を も た ら さ れ た 人 で 敵意 に 苦し め ら れ な か っ た 方 は いま せん で し た 。 

も し 私 が あな た の 活動 する 時 代 に 生き て お れ ば 、 必 ず や 全力 を 尽く し て あな た を 助け る で あり 

まし ょ うに 」 と いい 添え た 。 

アー イシ ャ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ る 。 

た だ し 「 ア ッ ラ ー の み 使い に 下さ れ た 最初 の 啓示 は 」 に 始ま る 前 文 と 同 内 容 で ある が 、 こ れ に は 
ハデ ィ ー ジ ャ の 言葉 「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 申し ます が 、 ア ッ ラ ー は 決し て あな た を 悲し ませ る こと 
は な さい ませ ん 」 及び 「 伯 父上 、 あ な た の 兄弟 の 息子 の 言葉 を 聞い て 下さ い 」 と いう 表現 は み ら 
れ な い 。 

アー イシ ャ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 更 に 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ る 。 

な お 、 こ れ に は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は ハデ ィ ー ジ ャ の 処 に 戻っ た が 、 心 は 震え お の の いて いた 」 
と 記さ れ て いる が 、 ハ ディ ー ス の 最初 の 部 分 、 す な わ ち 「 ア ッ ラ ー の み 使 い に 下 され た 最初 の 啓 
示 は 睡眠 中 に 正しく 現われ た も の で あっ た 」 と いう 表現 は み ら れ な い 。 


た だ 前 記 ハ ディ ー ス と 同様 に 「 ア ッ ラ ー に 哲 っ て 申し ます が 、 ア ッ ラ ー は 決し て あな た を 悲し ま 
せる こと は な さい ませ ん 」 

「 伯 父上 よ 、 あ な た の 兄弟 の 息子 の 言葉 を 聞い て 下さ い 」 な ど と いう ハデ ィ ー ジ ャ の 言葉 は 記さ 
れ て いる 。 

アッ ラー の み 使 い の 教 友 の 一 人 ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ ア ン サ ー リ ー は 常々 こう 語っ 
て いた 

アッ ラー の み 使 い は 最初 の 啓示 以後 、 し ば らく それ が 中 断 さ れ た こと に つい て 語っ た 後 、 次 の よ 
うに いわ れ た 

「 私 が 歩い て いた 時 、 天 より 或 る 声 が 聞こ えた 。 

私 が 頭 を あげ る と 、 天 地 間 に 浮 ん だ 台座 に 座 し な が ら ヒ ラー 山 に いる 私 の 処 に 下っ て 来る 天使 が 
見 えた 。 

私 は その た め 恐 怖 に お び え 、 家 族 の 下 に 帰っ て こう いっ た 

『 私 を 包み 隠し て くれ ! 私 を 包み 隠し て くれ !』 

それ で 彼ら は 私 を 布 で 隠し て くれ た 。 

する と 因 龍 深く 至 尊 な る アッ ラー は 、 次 の 啓示 を 下さ れ た 

「 大 衣 に 包 る 者 よ 。 

立ち 上 っ て 警告 し な さい 。 

あな た の 主 を 讃え な さい 。 

また あな た の 衣 を 清潔 に 保ち な さい 。 

不浄 を 避け な さい 」 (クル アー ン 第 74 章 1-5 節 ) 。 

ここ で いう 不浄 と は も ろ も ろ の 偶像 の こと で ある 。 

それ か ら 後 、 啓 示 は 続け て 下さ れる よう に な っ た の で ある 」 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー に よる と 、 彼 は アッ ラー の み 使 い が こ うい われ る の を 聞い た 

「 私 に 対す る 啓示 ( ワ ヒ ー) は 、 し ば らく の 間 中 断 さ れ た 。 そ し て 私 が 歩い て いた 時 」 

以下 は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス で ある 。 

な お ユー ヌス の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 「 私 は 恐怖 の あま り 地 上 に 倒れ た 」 と いう 表現 が み ら れ 、 
また 、 ア ブー・ サ ラマ の それ に は 「 不 浄 と は 、 も ろ も ろ の 偶像 を 意味 する 。 

この あと 、 次 々 と 多く の 啓示 が 下さ れ た の で ある 」 と 記さ れ て いる 。 

ユー ヌス に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ズ フリ ー か ら 聞 いた マ ア マル に よっ て も 伝え られ 
、 そ れ に は 「 恩 宜 深 く 至 尊 な る アッ ラー は 次 の 名 を 啓示 され た 」 

「 大 衣 に 包 る 者 よ 、 立 ち 上 っ て 警告 し な さい 。 

あな た の 主 を 讃え な さい 。 

また あな た の 衣 を 清潔 に 保ち な さい 。 

不浄 を 避け な さい 」 (クル アー ン 第 74 章 1-5 節 ) 

「 礼 拝 が 義務 づけ られ る 前 で あっ た 」。 ま た 「 私 は 恐怖 に お の の いた 」 と いう 記述 が み ら れ る 。 
ヤ ヒ ヤー は 伝え て いる 

私 が アブ ー・ サ ラマ に 「 ク ルアー ン で 最初 に 啓示 され た の は 何で すか 」 と た ず ね た と ころ 、 彼 


は 「 大 衣 に 包 る 者 よ (クル アー ン 第 74 章 全 15 節 ) で ある 」 と 答え た 。 

私 は これ に 対し 「 読 め 、 創 造 さ れる 御方 、 あ な た の 主 の 御名 に お いて ( 凝 血 の 章 ) で は あり ませ 
ん か が 」 と いっ た 。 

私 は 、 ま た 、 ジ ャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー に も クル アー ン で 最初 に 啓示 され た の は 何かと た 
ず ね た が 、 彼 も 「 包 る 者 章 で ある 」 と 答え た 。 

私 が 「 凝 血 の 章 で は あり ませ ん か 」 と いっ た と ころ 、 ジ ャ ー ビ ル は こう 語っ た 

「 私 は アッ ラー の み 使 い が 私 た ち に いわ れ た こと を 、 あ な た 方 に 話し て いる の で す 。 

み 使 い 様 は こう いわ れ ま し た 

『 私 は ヒラ ー 山 に 一 ヶ月 こも っ た 。 

私 の ここ で の 滞在 が 終っ た 時 、 私 は 山 か ら 下り 、 谷 底 の 方 に 行っ た 。 

その 時 、 私 は 誰か に 呼ば れ た 。 

私 は 前 後 左右 を 見 た が 誰 も いな か っ た 。 

私 は 再び 名 を 呼ば れ た の で 探し まわ っ た が 誰 も いな か っ た 。 

私 は 更に また 名 を 呼ば れ た の で 頭 を 上 げた 。 

する と 空中 に 浮か ぶ 玉 座 の 上 に 彼 、 す な わ ち ジブ リー ル が 座 し て お られ た の だ っ た 。 

私 が 、 恐 怖 の あま り 岩 え 出し ハデ ィ ー ジ ャ の 処 に 帰っ て 『 私 を 包み 隠し て くれ 』 と いっ た の で 、 
家族 の 者 ら は 私 を 包み 隠し 、 私 に 水 を か け て くれ た 。 

アッ ラー は この 時 「 大 衣 に 包む 者 よ 、 立 ち 上 っ て 警告 し な さい 。 

あな た の 主 を 讃え な さい 。 

また あな た の 衣 を 清潔 に 保ち な さい 」 (クル アー ン 第 74 章 1-5 節 ) と 啓示 な され た ( 注 ) 」 

( 注 ) クル アー ン 最 初 の 啓示 は 「 凝 血 の 章 (第 96 章 ) 」 と いわ れる 。 

ここ で 「 包 る 者 章 (第 74 章 ) 」 を 最初 の 啓示 で ある と 述べ て いる の は 、 中 断 後 の 最初 の 啓示 と 理 
解す べき で あろ う 

ヤ ヒ ヤー・ ビ ン ・ ア ブー・ カ シー ル は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる が 、 そ れ に は 「 ジ 
ブリ ー ル は 天地 間 に 浮 ん だ 玉座 の 上 に 座っ て お られ た 」 と 記さ れ て いる 。 


夜 の 旅 と 昇天 に つい て 


夜 の 旅 (イス ラー) と 昇天 (ミイ ラー ジュ ) に つい て 
1 巻 P.122-134 


アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 の ブラ ー ク ( 注 1) が 連れ て こら れ た 。 

それ は 白色 で 胴体 が 長く 、 ろ ば より は 大 きい が ら ば より は 小さ く 、 そ れ で いて その ひ づ め を 視界 
の 広 さ まで 伸ばす こと の で きる 動物 で あっ た 。 

私 は それ に 踏 が り 、 エ ル サ レ ム の 聖 寺院 (バイ トル ・ マ ク デ ス ) まで きた 。 

そし て 私 は 、 預 言 者 ら が 使う 輪 に ブラ ー ク を つない で か ら 、 モ スク に 入り ニラ カー ト の 礼拝 を 行 
っ た 。 

その あと 、 外 に 出 た と ころ 、 天 使 ど ブリ ー ル が ぶどう 酒 入 り の 容器 と ミル ク 入 り の 容器 を も っ て 
きた の で 、 私 は ミル ク を 選ん だ 。 

ジブ リー ル は これ に 関し 『 あ な た は 良い も の ( 注 2) を 選ん だ 』 と いっ た 。 

その 後 、 彼 は 私 を 連れ て 天 に 昇り 、 天 の 門 を 開け る よう 頼ん だ が 、 そ の 折 、『 誰 か 』 と た ず ね ら 
れる と 『 ジ ブリ ー ル で す 』 と 答え 、 更 に 、『 誰 が あな た と 一 緒 で すか 』 と 問わ れる と 、『 ム ハン 
マ ド で す 』 と 答え た 。 

更に また 『 彼 は アッ ラー の 使徒 で ある か 』 と 問わ れ た 時 ジブ リー ル は 『 そ の 通り で す 』 と 答え た 
その 後 、 天 の 門 は 私 た ちの た め 開 か れ た が 、 な ん と そこ に は 預言 者 アダ ム が お り 、 私 を 歓迎 し 私 
の た め 善 か れ と 祈っ て くれ た 。 

その 後 私 た ち は 、 第 二 層 の 天界 に 昇っ た 。 

ジブ リー ル は その 門 を 開け る よう 頼ん だ が 、 そ の 折 、『 誰 か 』 と た ず ね られ る と 『 ジ ブリ ー ル 
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彼 は また 『 誰 と 一 緒 か 』 と 問わ れ 、『 ム ハン マ ド と 一 緒 で す 』 と 答え た 。 

それ に 対し 更に 『 彼 は 使徒 の 一 人 か 』 と も 問わ れ た が 、『 ま こと に その 通り で す 』 と 答え た 。 
その 後天 の 門 は 私 た ちの た め に 開か れ た 。 

そこ に は 、 母 方 の 従兄 弟 に 当る イー サー・ ビ ン ・ マ リヤ ム (マリ ヤ の 子 イ エス ) と ヤ ヒ ヤー・ 
ビン ・ ザ カリ ヤ が お り 、 私 を 歓迎 し 私 の た め 善 か れ と 祈っ て くれ た 。 

それ か ら ジ ブリ ー ル は 私 を 第 三 の 天 界 に 連れ て 昇っ た 。 

彼 は 、 そ こ で 門 を 開く よう 頼ん だ 。 

そし て 『 誰 か 』 と いわ れ た 時 、『 ジ ブリ ー ル で す 』 と 答え 、『 誰 と 一 緒 か 』 と 問わ れ た 時 、『 ム 
ハン マ ド で す 』 と 述べ た 。 

更に 『 彼 は 使徒 の 一 人 か 』 と た ず ね られ 、『 そ の 通り で す 』 と 答え た 。 

する と 門 は 私 た ちの た め に 開か れ 、 な ん と そこ に は 、 世 界 の 実 の 半分 を 与え られ た と いわ れる 美 
し い 顔 立ち の 預言 者 ユー ス フ が お り 、 私 を 歓迎 し 、 私 の 幸福 の た め 祈 っ て くれ た 。 


その 後 、 私 た ち は 第 四 の 天界 に 昇っ た 。 

そこ で ジブ リー ル は 門 を 開け る よう に 頼ん だ 。 

その 折 『 誰 か 』 と 問わ れ て 『 ジ ブリ ー ル で す 』 と 答え 、 ま た 『 誰 と 一 緒 か 』 と た ず ね られ 、『 ム 
ハン マ ド と 一 緒 で す 』 と 答え た 。 

更に 『 使 徒 の 一 人 か 』 と 問わ れ た 時 に は 、『 そ の 通り で す 』 と 述べ た 。 

私 た ちの た め 門 が 開か れ た が 、 そ こ に は な ん と 預言 者 イド リー ス が お り 、 私 を 歓迎 し 、 私 の 幸い 
を 祈っ て くれ た 。 至高 に し て 尊 中 な る アッ ラー は 、 こ の イド リー ス に つい て 「 わ れ は 、 イ ドリ ー 
ス を 高い 地位 に 挙げ た 」 (クル アー ン 第 19 章 57 節 ) と 啓示 し て お られ る 。 

その あと 私 た ち は 、 第 五 の 天界 に 昇っ た 。 

ジブ リー ル は 、 こ こ で も 門 を 開け る よう 頼み 、『 誰 か 』 と 問わ れ た 時 『 ジ ブリ ー ル で す 』 と 答え 
、 更 に 『 誰 と 一 緒 か 』 と の 問い に は 『 ム ハン マ ド で す 』 と 述べ 、 ま た 『 ム ハン マ ド は 使徒 の 一 
人 か 』 と の 質問 に は 『 使 徒 の 一 人 で す 』 と 答え た 。 

門 が 私 た ちの た め に 開か れ た 時 、 そ こ に は 預言 者 ハー ルー ン (アー ロン ) が お り 、 私 を 歓迎 し 、 
私 の 幸い を 祈っ て くれ た 。 

その 後 、 私 た ち は 、 第 六 の 天界 に 昇っ た 。 

ジブ リー ル が 門 を 開け る よう 頼む と 『 誰 か 』 と 問わ れ た が 、 そ れ に は 『 ジ ブリ ー ル で す 』 と 答 
75。 

更に 『 誰 と 一 緒 か 』 と いわ れ た 時 、『 ム ハン マ ド で す 』 と 述べ 、『 使 徒 の 一 人 か 』 と た ず ね られ 
る と 『 そ の 通り で す 』 と 答え た 。 

する と 門 は 私 た ちの た め に 開か れ 、 そ こ に は 預言 者 ムー サー (モー ゼ ) が お り 、 私 を 歓迎 し 、 私 
の 幸い を 祈っ て くれ た 。 

その 後 、 ジ ブリ ー ル は 私 を 連れ て 第 七 の 天界 に 昇っ た 。 

ジブ リー ル は 門 を 開け る よう 頼ん だ が 、 そ の 折 『 誰 か 』 と いわ れ 『 ジ ブリ ー ル で す 』 と 答え た 。 
『 誰 と 一 緒 か 』 と 聞か れ た 時 、 彼 は 『 ム ハン マ ド と 一 緒 で す 』 と 答え 、 ま た 『 ム ハン マ ド は 使徒 
の 一 人 か 』 と た ず ね られ た 時 『 そ の 通り で す 』 と いっ た 。 

する と 門 が 私 た ちの た め 開 か れ 、 な ん と そこ に は 預言 者 イブ ラ ヒ ー ム (アブ ラ ハ ム ) が バイ トル 
・ マ アム ー ル (不断 に 語 で られ る 聖 殿 ( 注 3) ) に 背 を 寄り か か ら せ な が ら 座 っ て いた 。 

そし て ここ で は また 、 毎 日 七 万 人 の 天使 が 、 そ れ ぞ れ た だ 一 度 ず つの 機会 を 与え られ た 巡拝 の た 
め 門 内 に 入っ て ゆく 姿 も 見 られ た 。 

その 後 、 私 は 『 速 く 涯 に ある シド ラ 木 (シド ラトル ・ ム ンタ ハー ( 注 4) ) 』 の 処 に 案内 され た が 
、 そ の 葉 は 象 の 耳 に 類似 し その 実は 土 つ ば の よう に 大 きか っ た 。 

この 木 が アッ ラー の 命令 に よっ て 花 で 覆 わ れ た 時 の 美 し さ は アッ ラー の 創造 物 の 誰 一 人 と し て 讃 
え 尽 すこ と が で き な い ほど 素晴らし いも の で ある 。 

アッ ラー は この 折 啓 示 を 給 わ り 、 毎 昼夜 、50 回 の 礼拝 を 義務 と する よう 私 に 命じ られ た 。 
その 後 、 私 が ムー サー (モー ゼ ) の 処 に 下り て 行っ た 時 、 彼 は こう た ず ね た 

『 主 は あな た の ウン マ (信仰 共同 体 ) に 何 を 命ぜ られ た の で すか 』 

私 が 『50 回 の 礼拝 で す 』 と 答え る と 、 


彼 は 『 主 の 処 に 戻っ て 礼拝 の 回 数 を 減ら し て 下さ る よう お 願い し な さい 。 

な ぜ な ら あ な た の ウン マ の 者 は その 負担 に 耐え られ な いか ら で す 。 

私 自身 イス ラ エ ル の 民 に 試み 彼ら に それ を 課 し た の で す が 、 彼 ら は その よう な 重い 負担 に 耐え き 
れ な か っ た の で す 』 

(アッ ラー の み 使 い は いわ れ た ) 

それ で 私 は 主 の 許 に 戻り 『 我 が 主 よ 、 私 の ウン マ の た め 、 負 担 を も っ と 軽く し て 下さ い 』 と 頼 
ん だ 。 

その 結果 主 は 私 の た め 五 回 分 だ け 礼 拝 を 減ら し て 下さ っ た 。 

私 が ムー サー の 処 に 下り て 『 主 は 私 の た め 礼 拝 を 五 回 分 だ け 減 らし て 下さ っ た 』 と 話し た と ころ 
、 ム ーー サー は こう いっ た 。 

『 あ な た の ウン マ は 、 そ の 負担 に 耐え る こと は で き な い だ ろう 。 

それ 故 、 主 の 許 に 戻り 、 も っ と 負担 を 軽く する よう お 願い し な さい 』 

それ か ら 私 は 幾度 も 、 恩 攻 深 く 至 高 な る 主 と ム ー サ ー の 間 を 行き 戻り 続け た 。 

主 は 最後 に 、 こ うい われ た 

『 ム ハン マ ド よ 、 毎 日 昼夜 五 回 の 礼拝 が 妥当 で あろ う 。 

その 毎回 の 礼拝 を 10 倍 に 数 えれ ば 、 日 に 50 回 の 礼拝 を 行う こと に な ろう 。 

ー つ の 善行 を 志 し な が ら そ れ を 実行 し な か っ た 者 に 対し て は 、 一 つの 善行 印 が 記録 され る 。 

そし て も し 彼 が それ を 実行 し た 場合 に は 彼 の た め 10 倍 し て 記録 され る の で ある 。 

また 一 方 、 一 つの 悪行 を 企図 し な が ら そ れ を 実行 し な か っ た 者 に 対し て は 、 な に も 記録 され る こ 
と は な いし 、 そ れ を 実行 し た と し て も 、 た だ ーー 回 の 悪行 と の み 記録 され る だ ろう 』 

その 後 、 私 は 下っ て ムー サー の 処 に 行き 、 こ の こと を 彼 に 話し た 。 

する と ムー サー は また 『 主 の 許 に 戻り 、 負 担 を も っ て 軽く する よう お 願い し な さい 』 と いっ た 。 
(これ に 関し 、 アッ ラー の み 使 い は 次 の よう に いわ れ た ) 

『 私 は すでに 私 自身 が 主 に 対し 恥ず か し く な る ほど 、 た び た び 主 の 許 に 戻り 負担 を 軽く する よう 
お 願い し た の で す 』」 

( 注 1) ブラ ー ク 天馬 の 一 種 。 稲妻 (バル ク ) と 同類 語 て ある 点 か ら 動 作 の 迅速 な る こと か 想像 
され る 

( 注 2) 良い も の (フィ トラ ) 自然 性 に か な っ た も の と いう 意味 

( 注 3) バイ トル ・ マ アム ー ル (不断 に 語 で られ る 聖典 ) クル アー ン (第 52 章 4 節 ) に も 記さ れる 
創造 主 ア ッ ラ ー を 讃え る た め 天 国 に お いて 無数 の 巡拝 者 が 語 で る 聖堂 。 

マッ カ の カー バ 神 殿 の 原型 と も いわ れ 、 そ れ ぞ れ が 天 と 地 に あっ て アッ ラー の 唯一 性 の シン ボル 
、 巡礼 の 中 心地 と され て いる 

( 注 4) シド ラ 木 (シド ラトル ・ ム ンタ ハー) クル アー ン (53 章 14 節 、16 節 。56 章 28 節 ) に も 天 
国 の 至福 の 象徴 と し て 記述 され て いる 。 

原 意 は "だ れ も 越 える こと の て き な い 涯 に ある シド ラ の 木 " で その 濃い 緑 松 は し ば し ば アッ ラー の 加 
護 の 深 さ に た と えら れる 。 


“ 象 の 耳 の 如き 葉 " や “ 土 つ ぼ の 如き 実 " は 、 神 の 知恵 の 広大 無辺 さ の 表象 と いわ れる 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 天 使 た ち が 、 私 の 処 に 来 て 、 私 を カー バ 神 殿 近 く の ザ ム ザ ム 井 戸 に 連れ て いっ た 。 

そこ で 、 私 の 心臓 は 切り 開か れ 、 ザ ム ザ ム の 聖水 で 洗浄 され た 。 

その 後 、 私 は 元 の 場所 に 置き 去り に され た 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は こう 伝え て いる 

天使 ジブ リー ル が 仲間 の 少年 た ちと 遊ん で いた アッ ラー の み 使 い の 処 に や っ て きた 。 

天使 は 彼 を と ら え 、 地 面 に 寝かせ 胸部 を 切り 裂 い て 心臓 を 取り 出し 、 そ こ か ら 血 の 塊 を 摘出 し て 
後 「 こ れ は あな た の 中 に 巣 く っ て いた 悪魔 (シャ イタ ー ン ) の 一 部 で す 」 と いっ た 。 

その 後天 使 は 、 ザ ム ザ ム の 聖水 の 入っ た 黄金 製 の 水盤 の 中 で それ を 洗い 清め 、 綴 じ 合 わせ て それ 
を 元 の 場所 に 戻し た 。 

一 緒 に 遊ん で いた 仲間 の 子供 た ち は 、 彼 の 育て の 母 、 つ まり 、 乳 母 の 処 に 過 け て 行き 、「 ム ハン 
マ ド が 殺さ れ た 」 と 叫ん だ 。 

それ で 人 々 は 急い で 彼 の 処 ま で 行っ て みた 。 

し か し 彼 は 無事 で た だ 顔色 の み が い つも と 変っ て いる だ け だ っ た 。 

これ に 関連 し アナ ス は 「 私 自身 、 ム ハン マ ド 様 の 胸部 に 、 そ の 時 の 縫い 痕 を 見 まし た 」 と 語っ て 
いる 。 

マー リク ・ ビ ン ・ ア ナス は 、 カ ー バ 神殿 の ある 聖 モ スク か ら の アッ ラー の み 使 い の 夜 の 旅 ( イ 

スラ ー) に つい て こう 伝え て いる 
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する 命令 が 啓示 され る 前 まで 、 彼 は その 聖なる モス ク で 眠っ て お られ た 。 

以下 の ハデ ィ ー ス は 前 記 と 同 内 容 で ある が 、 話 の 順序 その 他 に 多少 の 異同 が み ら れ る 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 、 ア ブー・ ザ ッ ル が アッ ラー の み 使 い の 次 の 言葉 を いつ も 語っ て いた 
と 伝え て いる 

「 私 が マッ カ に いた 時 、 私 の 家 の 屋 根 が 裂け て 、 ジ ブリ ー ル が そこ か ら 下 り て 来 た 。 

そし て 私 の 心臓 を 切り 開い て ザム ザム の 水 で 洗い 清め た 。 

その 後 知恵 と 信仰 を 満た し た 金色 の 水盤 を 持っ て き て 、 そ れ を 私 の 胸 の 中 に 注ぎ 込ん で 後 、 胸 を 
閉じ 合せ た 。 

それ か ら 、 私 の 手 を と っ て 連れ 出し 天 に 昇っ た 。 

私 た ち が 最 も 下層 の 天 (サマ ー ウ ル ・ ド ニア ) に 着い た 時 、 ジ ブリ ー ル は そこ の 番 人 に 『 開 け よ 
』 と いっ た 。 

そし て 番 人 が 『 ど な た で すか 』 と 問う た 時 『 ジ ブリ ー ル で す 』 と 答え た 。 

番 人 が 更に 『 誰 か が あな た と 一 緒 で すか 』 と 問う と 『 は い 。 ム ハン マ ド が 私 と 一 緒 で す 』 と 答 

ス え た だ た 。 

番 人 は 『 ム ハン マ ド は 使徒 の 一 人 で すか 』 と も た ず ね た 。 

ジブ リー ル は これ に 対し 『 そ の 通り で す 』 と 返事 し た 。 

その 後 、 番 人 は 門 を 開い て くれ た 。 


私 た ち が 最 下層 の 天界 に 入っ た 時 、 私 は 一 人 の 人 物 が そこ に 座っ て いる の を 見 た 。 

その 右側 、 左 側 に は 、 そ れ ぞ れ 一 団 の 人 々 が ひか えて いた が 、 こ の 人 物 は 右側 の 人 々 を 見 て は 笑 
いか け 、 左 側 の 人 々 を 見 て は 涙 を 流し て いた 。 

その 人 物 は 私 に むか っ て 『 敬 上 庶 な る 預言 者 よ 、 正 義 の 士 よ 、 よ く ぞ こら れ た 』 と いっ た 。 

私 が ジブ リー ル に 『 あ の 方 は 誰 で すか 』 と た ず ね た と ころ 、『 彼 は 預言 者 アダ ム で す 。 

彼 の 右側 、 左 側 の 人 々 は いずれ も 彼 の 子孫 の 霊魂 で 、 右 側 の 人 々 は 天国 の 住人 、 左 側 の 人 々 は 地 
獄 の 住人 な の で す 。 

それ 故 、 ア ダム は 右側 を 見 る 時 は ほほ えみ か け 、 左 側 を 見 る 時 に は 泣く の で す 』 と 語っ て くれ た 
それ か ら ジ ブリ ー ル は 第 二 層 の 天界 に 私 を 連れ て 昇り 、 そ この 番 人 に 門 を 開け る よう 頼ん だ 。 
番 人 は 第 一 天界 の 番 人 と 同様 の 質問 を 繰り 返し た 後 、 門 を 開け て くれ た 」 

これ に 関連 し 、 ア ナス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 、 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 天界 で 、 ア ダム 、 イ ドリ ー ス 
、 イ エス 、 モ ー ゼ そし て アブ ラ ハ ム に 会 っ だ とい われ た だ た が 、 第 一 天界 の アダ ム と 第 天界 の アプ 
ラ ハ ム 以外 に これ ら 預 言 者 た ちの 住い の 様子 に つい て 何 も 語 っ て お られ な い 」 と 述べ て いる 。 
(と も あれ ) ジブ リー ル と アッ ラー の み 使 い が イ ドリ ー ス の 処 を 通っ た 時 、 彼 は 「 敬 上 度 な る 預言 
者 よ 、 有 徳 の 兄弟 よ 、 よ く ぞ こら れ た 」 と いっ た 。 

アッ ラー の み 使 い が そ こ を 通り すぎ て か ら 「 彼 は どなた で すか 」 と た ず ね る と 、 ジ ブリ ー ル は 「 
イド リー ス で す 」 と 教え で くれ た 。 

アッ ラー の み 使 い は 更に こう いわ れ た 

「 そ の 後 私 は モー ゼ の 処 を 通り すぎ た 。 

彼 は 私 に むか っ て 『 正 義 の 預言 者 、 有 徳 の 兄弟 よ 、 よ く ぞ こら れ た 』 と いっ た 。 

私 は ジブ リー ル に 「『 彼 は どなた で すか 』 と た ず ね 、『 モ ー ゼ で す 』 と 教え られ た 。 

その 後 私 は イエ ス の 処 を 通っ た 。 

その 後 は 『 よ うこ そ 「! 正義 の 預言 者 、 有 徳 の 兄弟 よ 』 と いっ た 。 

私 は ジブ リー ル に 『 あ の 方 は 誰 で すか 』 と た ず ね 、『 マ リヤ の 息子 イエ ス で す 』 と 教え られ た 」 
アッ ラー の み 使 い は 続け て こう いわ れ た 。 

「 そ の 後 私 は アブ ラ ハ ム の 処 に 行っ た 。 

後 は 私 に ひむか い 『 よ うこ そ ! 正義 の 預言 者 、 有 徳 の 兄弟 よ 』 と いっ た 。 

私 が 『 彼 は どなた で すか 』 と た ず ね る と 『 ア ブラ ハム で す 』 と ジブ リー ル は 教え て くれ た 」 
これ に 関連 し イブ ン ・ シ ハー ブ は 、 イ ブン ・ ハ ズム が 、 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス 及 び ア ブー・ ハ ッ バ パ 
・ ア ン サ ー リ ー ら か ら 、 た び た び 聞い て 彼 に 語っ た ハデ ィ ー ス を 、 次 の よう に 伝え て いる 。 
アッ ラー の み 使 い は いわ れ た 

「 こ の あと ジブ リー ル は 私 を 連れ て ペン の き し る 音 の 聞こ える ( 注 1) ほど 、 高 い 処 まで 昇っ た 」 
イブ ン ・ ハ ズム 及び アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 その後 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ 
だ 

「 ア ッ ラ ー は 、 そ の 折 、 私 の ウン マ に 対し 日 に 五 〇 回 の 礼拝 を 義務 と し て お 命じ に な っ た 。 

私 が その 命令 を 奉じ 帰り に モー ゼ の 処 を 通り か か っ た 時 、 彼 は 私 に 『 主 は あな た の 民 人 に 何 を 命 


じ た の で すか 』 と た ず ね た 。 

それ で 私 は 『 五 〇 回 の 礼拝 が 彼ら に 義務 と し て 課せ られ まし た 』 と 答え た 。 

する と モー ゼ は 『 主 の 許 に 戻り な きい 。 な ぜ な ら あ な た の 民 人 は その よう な 負担 に 耐え る こと が 
で き な い か ら で す 』 と いっ た 。 

それ で 私 は 、 主 の 許 に 戻っ た 。 

主 は 先 の 命令 の 幾 分 か を 免じ て 下さ っ た 。 

それ か ら 、 再 び 私 は モー ゼ の 処 に 行き 、 そ の こと を 彼 に 話し た 。 

し か し 彼 は また 『 主 の 許 に 戻り な さい 。 あ な た の ウン マ の 人 々 は 、 そ れ に は 耐え 得 な いで し ょ う 
』 と いっ た 。 

それ で 私 は 再び 主 の 許 に 帰っ た の で ある が 、 そ の 時 主 は こう いわ れ た 

『 日 に 五 回 の 礼拝 を 命じ る 。 これ は 、 五 〇 回 の 礼拝 に 相当 する 数 で ある ( 注 2) 。 私 が 一 度 口 に し 
た 言葉 は 、 変 更 さ れる こと は な い 』 

私 は その 後 ま た モー ゼ の 処 に 行っ た 。 

モー ゼ は また 『 主 の 許 に 戻り も っ と 負担 を 軽く する よう 主 に お 願い し な さい 』 と いっ た が 、 こ れ 
に 対し 『 私 は 、 主 に 対し 恥ず か し い の で す 』 と 述べ た 。 

この あと ジブ リー ル は 、 私 を 誰 も 越せ な い ほ ど 遠 くに ある シド ラ 木 の 処 に 連れ て 行っ た 。 

その 木 は 私 の 知ら な い 様 々 な 色 で 首 わ れ て いた 。 

私 は また 、 天 国 に 入る こと を 許さ れ た が 、 そ こ に は 真珠 の ドー ム が あり 、 地 面 に は じゃ こう が 敷 
さき つめ られ て いた 」 

( 注 1) アッ ラー の 命令 を 書き 取る 天使 ら の ペン の き し る 音 が 聞こ える 処 ま で 近づい た 、 と いう 意 
味 で ある 

( 注 2) 一 回 の 善行 (ここ で は 礼拝 ) は ー 〇 倍 に 数 えら れ 報 償 さ れる こと を 示す 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 、 恐 らく 彼 と 同 部 族 の マー リク ・ ビ ン ・ サ アサ ア か ら 聞 いて 次 の よう 
に 伝え て いる 

アッ ラー の 預言 者 は こう いわ れ た 。 

「 私 は 、 カ ー バ の 神殿 近く で 夢うつつ の 状態 で いた 時 、 傍 ら で 眠 っ て いた 二 人 、 す な わ ち ハム ザ 
及び ジャ ウフ ァ ル 以外 の 誰か 三 人 目 の 人 が 、 な に か を 話し て いる の を 聞き まし た 。 

その 後 こ の 人 物 は 私 の 処 に き て 、 私 を 連れ 出し まし た 。 

そし て ザム ザム 聖水 入り の 黄金 製 水 盤 を 私 の 処 に 運び 、 私 の 胸 を し か じ か の 部 分 まで 切り 開い た 
の で す 」 

これ に 関連 し カタ ー ダ は 、 こ の 話 を 語っ た 人 に 「 し か じ か の 部 分 まで と は どん な 意味 で すか 」 
た ず ね た と ころ 、 彼 は 「 そ れ は アッ ラー の み 使 い の 胸 部 の 下 ま で 切り 開い た と いう 意味 で す 」 
答え た 、 と 伝え て いる 。 

(この 後 、 預 言 者 の 言葉 が 続く ) 「 私 の 心臓 は 取り 出さ れ 、 ザ ム ザ ム の 聖水 で 洗浄 され た 後 、 
の と ころ に 戻さ れ ま し た 。 

これ 以来 、 私 の 胸 は 信仰 と 知恵 で 満た され た の で す 。 

その 後 私 の 処 に 、 ブ ラー ク と よ ば れる 白色 の 、 ろ ば より は 大 きく ら ば より は 小型 の 動物 が 連れ て 
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来 ら れ ま し た 。 

その 走り 幅 は 果て し な い ほ どの 距離 で す 。 

と も あれ 、 私 は それ に 乗せ られ て 出発 し 、 最 も 地上 に 近い 天界 に 到着 し た の で す 。 

ジブ リー ル は そこ で 門 を 開け る よう 頼み まし た 。 

そし て 「『 誰 か 』 と た ず ね られ た 時 『 ジ ブリ ー ル で す 』 と 答え 、 更 に 『 誰 と 一 緒 か 』 と 聞か れ た 時 
に は 『 ム ハン マ ド と 一 緒 で す 』 と 答え 、 更 に また 『 彼 は 使徒 の 一 人 か 』 と も 問わ れる と 、『 そ う 
で す 』 と 答え まし た 。 

それ で 門 が 私 た ちの た め に 開か れ 、『 よ うこ そ ! 到着 され た 方 々 に 神 の ご 加護 が あり ます よ 
うに ! 』 と いわ れ た の で す 。 

それ か ら 私 た ち は 、 ア ダム の 処 に 行き まし た 」 

この ハデ ィ ー ス の 後半 を アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 語っ た 。 

アッ ラー の み 使 い は こう いわ れ ま し た 

「 第 二 の 天界 で 、 イ エス と ヤ ヒ ヤー に 、 ま た 第 三 の 天界 で ユー ス フ に 、 第 四 の 天界 で イド リー 
ス に 、 第 五 の 天界 で ハー ルー ン に 会 っ た の で す 。 

それ か ら 私 た ち は 天 界 の 旅 を 続け 、 第 六 の 天界 に 至っ て モー ゼ の 処 に 着き 、 彼 に 挨拶 を し まし た 
彼 は 『 よ うこ そ 有 徳 の 兄弟 、 正 義 の 預言 者 よ た 』 と いっ て 歓迎 し て くれ まし た 。 

私 が モー ゼ の 傍 し を 通り すぎ た 時 、 彼 は 泣き だ し 、 そ れ に 対し 『 ど うし て 泣く の か 』 と いう 声 が 聞 
こえ まし た 。 

この 時 モー ゼ は 『 主 よ 、 あ な た 様 が 、 私 の あと に 預言 者 と し て 遣わ し た この 若い 人 物 の 信奉 者 
ら は 、 私 の 信奉 者 た ちよ り も 多く 天国 に 入る で あり まし ょ う 』 と 嘆い て 訴え た の で し た 。 

この あと 、 私 た ち は 第 七 の 天界 まで 昇り 、 ア ブラ ハム の 処 に 至っ た の で す 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 、 こ の ハデ ィ ー ス の 中 で アッ ラー の 預言 者 は 「 四 つの 河 が シド ラ 木 の 
根元 か ら 流れ て いる が 、 そ の 中 二 つ の 河 は 、 は っ きり と 見 える 河 で あり 、 他 の 二 つ の 河 は 見 えな 
い 河 で ある 」 と いわ れ た 、 と 伝え て いる 。 

(と も あれ 、 ア ッ ラ ー の 預言 者 は 更に 次 の よう に いわ れ た ) 

「 私 が ジブ リー ル に 『 こ れ ら の 河 は 何で すか 』 と た ず ね る と 、 彼 は 『 二 つの 見 えな い 河 は 天国 に 
ある 河 で 、 ま た 、 は っ きり 見 える 二 つ の 河 は 、 ナ イル 河 と ユー フラ テス 河 な の で す ( 注 ) 』 と 答 
えて くれ まし た 。 

この あと 、 バ イト ル ・ マ アム ー ル (巡拝 者 の 絶え な い 聖 殿 ) が 私 の 目前 に 現われ た の で す 。 

私 が 『 ジ ブ プリー ル よ 、 こ れ は 何で すか 』 と た ず ね る と 、 彼 は こう いい まし た 

『 こ れ は バイ トル ・ マ アム ー ル で す 。 日 に 巧 万 の 天使 が 巡拝 の た めこ こ に 入り ます 。 

そし て 彼ら に は 出 て 行っ た 後 、 再 び 入 る こと が で き な い 処 で す 』 

この 後 、 二 つの 容器 が 私 の 処 に 運ば れ て 来 ま し た 。 

ー つ に は ぶどう 酒 が 、 他 に は ミル ク が 入っ て お り 、 二 つ 共 私 の 前 に 置か れ ま し た 。 

私 は ミル ク 入 り を 選ん だ が 、 それ に 対し 『 あ な た は よい 方 を 選ん だ ! アッ ラー は あな た を 通じ 
、 あ な た の ウン マ を 無理 な く (自然 の 理 に か な っ た 方 法 で ) 導き 給 う こと で し ょ う ! 』 と いわ れ 


まし た 。 
この 後 、 日 に 五 〇 回 の 礼拝 が 私 に 義務 と し て 課せ られ た の で し た 」 
アッ ラー の 預言 者 は 続け て この ハデ ィ ー ス の 残り の 部 分 を 最後 まで お 話 に な り ま し た 。 

( 注 ) この 両 河 に は さま れ た 地域 が イス ラー ム の 中 心 領域 で ある 、 と いう 意味 に も 解釈 され て い 
る 
マー リク ・ ビ ン ・ サ アサ ア に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 前 述 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 語っ て 後 
、 以 下 の 言 葉 を 付け 加え られ た 

「 私 の 処 に 、 知 恵 と 信仰 を 満た し た 黄金 の 水盤 が 運ば れ た 。 
それ か ら 、 胸 の 上 部 か ら 腹部 下 ま で 真直 に 切り 開か れ 、 ザ ム ザ ム の 聖水 で 洗い 清め られ て 後 、 知 
恵 と 信仰 が 注ぎ こま れ た 」 
カタ ー ダ に よる と 、 ア ブー・ ア ー リ ヤ は 、 預言 者 の 従兄 イブ ン ・ ア ッ パ バー ス か ら 聞 いて 、 彼 に こ 
う 語 っ た 
アッ ラー の み 使 い は 、 夜 の 旅 (イス ラー) に つい て 話さ れ た 時 「 預 言 者 モー ゼ は シャ ヌー ア 部 族 
の 人 々 の よう に 、 背 の 高い 方 で あり 、 ま た 預言 者 イエ ス は 中 育 で ちぢれ 毛 の 方 で あっ た 」 と いわ 
れ た 。 

この 折 彼 は 地獄 の 番 人 マー リク や 、 ダ ッ ジ ャ ー ル に つい て も お 話し に な っ た 。 
アブ ー・ ア ー リ ヤ は 伝え て いる 
あな た 方 の 預言 者 の 伯父 の 息子 イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 、 私 た ち に アッ ラー の み 使 い が こ うい われ 
た と 語っ た 

「 私 は その 夜 ム ー サ ー・ ビ ン ・ イ ムラ ー ン (イム ラー ン の 息子 モー ゼ ) の 処 を 通っ た 。 
彼 は や や 褐色 で 背 が 高く 、 シ ャ ヌー ア 部 族 の 人 々 の よう に 体格 の よい 人 物 だ っ た 。 
私 は マリ ヤ の 息子 イエ ス に も 会 っ た が 、 彼 は 中 背 で 白白 の 顔 に 赤 味 が か っ た 色 つ や を し 、 頭 は ち 
ぢ れ 毛 で あっ た 。 
私 は アッ ラー が 私 に 示さ れ た も ろ も ろ の み し る し の な か で 、 地 獄 の 番 人 マー リク や 、 終 末期 に 現 
われ る 偽 救世 主 の ダッ ジャ ー ル を も 見 せ て も ら っ た 」 

この 話 に 関連 し 、 ア ブー・ ア ー リ ヤ は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い が モ ー ゼ に 会 われ た こと に 疑う 余地 は 
あり ませ ん 」 と 述べ 、 ま た カタ ー ダ も 「 ア ッ ラ ー の 預言 者 は 確か に モー ゼ に お 会 い に な っ た 」 
と 語っ て いる 。 

アブ ー・ ア ー リ ヤ は 、 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は アズ ラク 谷 を 通っ た 時 「 こ こ は 、 ど の 谷 か 」 と お た ず ね に な っ た 。 
人 々 が 「 ア ズラ ク 谷 ( 注 1) で す 」 と 答え る と 、 こ うい われ た 

「 私 に は モー ゼ が 大 声 で アッ ラー へ の タル ビー ヤ ( 注 2) の 祈り を 唱え な が ら 、 山 道 を 降り て 来る 
姿 が あたかも 目 に 見 える 思い が する 」 
それ か ら み 使い は ハル シャ ー ( 注 3) 山道 に 着い た 。 
み 使 い は 「 こ の 山道 は 何と いう の か 」 と お た ず ね に な り 、 彼 ら が 「 ハ ル シ ャ ー の 山道 で す 」 と 答 
える と 、 こ うい われ た 「 私 に は マッ ター の 息子 ユー ヌス (ヨナ ) が 骨格 の よい 赤色 の めす らく だ 
に 乗り 、 ウ ー ル の 外 三 を 着 、 フ ル バ (な つめ の 木 の 繊 維 ) で 作っ た 手綱 を 持ち 、 タ ルビ ー ヤ を 唱 


える 姿 が 目 に 見 える よう な 気 が す る 」 
イブ ン ・ ハ ン バ ル の ハデ ィ ー ス に よれ ば 、 フ シャ イム は フル バ を 、 な つめ の 木 の 繊 維 で ある と 説 


明 し て いる 。 
( 注 1) アズ ラク 谷 (ワー ディ ・ ア ズラ ク ) マッ カ か ら マ ディ ー ナ に お むか っ て 約 一 マイ ル ほ どの 処 
に ある 谷 。 


アズ ラク と いう 人 物 に 因 ん で 付け られ た と いう 

( 注 2) タル ビー ヤ (巡礼 朗 調 ) 「 私 は ここ に お り ま す 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た は 比肩 する も の も な 
い 唯 一 の 御方 で す 。 御 前 に 参り まし た 。 私 は あな た に 従い ます 」 と 唱え る 

( 注 3) ハル シャ ー 山 シリ ヤ と マデ ィ ー ナ の 間 、 ジ ュ フ ァ の 近く に ある 山 の 名 

アブ ー・ ア ー リ ヤ に よる と 、 イ ブン ・ ア ッ パ バー ス は こう 語っ た 

私 た ち は ア ッ ラ ー の み 使 い に 従い マッ カ と マデ ィ ー ナ の 間 を 旅 し 、 或 る 谷 を 通り か か っ た 。 

その 折 「 こ れ は 何と いう 谷 か 」 と み 使 い が い われ た の で 、 人 々 は 「 ア ズラ ク 谷 で す 」 と 答え た 。 
み 使 い は 「 私 に は モー ゼ が 目 に 見 える 思い で す 」 と いわ れ て 、 モ ー ゼ の 顔色 や 髪 な ど に つい て ( 
伝承 者 の 一 人 ダウ ー ド が よく 記憶 で き な か っ た 事柄 を ) お 話し に な り 、 更 に 「 モ ー ゼ は 、 指 を 両 
耳 に 当て て 大 声 で アッ ラー に 対し て タル ビー ヤ の 祈り を 唱え を が ら 、 こ の 谷 を 通っ て 行っ た 」 と 
いわ れ た 。 

私 た ち は 更 に 旅 し て 或 る 山道 に さしかかっ た 。 

み 使 い が 「 こ れ は どの 山 の 道 か 」 と いわ れ た の で 、 人 々 は 「 ハ ル シ ャ ー 山 、 も し く は 、 リ フト 山 
で す 」 と 答え た 。 

する と み 使 い は 「 私 に は 、 ヨ ナ が 羊毛 の 衣 を 着 、 赤 いら くだ に 乗っ て 通る 姿 が 目前 に 見 える よう 
な 気 が す る 。 ら くだ の 背 で 彼 は 、 な つめ の 木 の 皮 か ら 作 っ た 手綱 を 手 に し 、 タ ルビ ー ヤ を 唱え な 
が ら こ の 谷 を 通り すぎ て 行っ た 」 と 話さ れ た 。 

ムジ ャ ー ヒ ド は こう 伝え て いる 

私 た ち は 、 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス の 処 で 、 ダ ッ ジ ャ ー ル に つい て 話し 合っ た 。 

この 折 、 あ る 人 が 「 ダ ッ ジ ャ ー ル の 両 眼 の 間 に は 、 カ ー フ ィ ル (不信 者 ) と いう 言葉 が 書か れ て 
いる 」 と いっ た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は これ に 対し 「 私 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 いか ら そ れ に つい て お 聞き し た こと は 
な か っ た 。 

し か し 彼 が こう いわ れ た の を 覚え て いる 。 

すなわち 『 ア ブラ ハム に 関し て は 、 あ な た 方 の 教 友 、 つ まり ムハンマド その 人 を 見 れ ば よ 

い ( 注 ) 。 

モー ゼ に 関し て 言え ば 、 彼 は な つめ の 木 の 繊維 で 作っ た 手綱 を 手 に し て 、 赤 いら くだ に 乗っ た や 
や 褐色 の 顔付き の 体格 の よい 人 物 で ある 。 

私 に は その 後 が 、 谷 を 降り な が ら タ ルビ ー ヤ を 唱え る 姿 が 目 に 見 える よう な 思い が する 』 と 」 
( 注 ) ムハンマド は アブ ラ ハ ム の 生き 写し で ある と いう 

ジャ ー ビ ル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 或 る 時 、 も ろ も ろ の 預言 者 が 私 の 前 に 現われ た 。 


モー ゼ も その 中 に お り 、 彼 は あたかも シャ ヌー ア 部 族 の 人 々 の よう に 背 が 高かっ た 。 

私 は マリ ヤ の 息子 イエ ス を 見 た が 、 彼 に 最も よく 似 て いる の は 、 ウ ル ワ ・ ビ ン ・ マ スウ ー ド で あ 
ろう と 思う 。 

私 は 、 ま た 、 ア ブラ ハム を 見 た が 、 彼 は あな た 方 の 教 友 、 す な わ ち ムハンマド 自身 に 最も よく 似 
て いる と 思う 。 

私 は ジブ リー ル を も 見 た が 、 彼 に 最も よく 似 た 人 物 は 、 デ ィ フ ヤ (イブ ン ・ ル ム フ に よる と 、 デ 
ィ フ ヤ ・ ビ ン ・ ハ リー ファ ) で ある と 思う 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 夜 の 旅 に 連れ 出さ れ た 時 、 私 は 、 モ ー ゼ に 会 っ た 」 

この 後 、 預 言 者 は 次 の よう に お 話し に な っ た 

「 モ ー ゼ は あたかも シャ ヌー プア 部 族 の 人 々 の よう に 背 が 高く 頭髪 を 長く し た 人 物 だ っ た 。 私 は 
また 、 イ エス に も 会 っ た 」 

こう 語っ て 預言 者 は イエ ス に 関し て 「 中 背 で あたかも 風呂 か ら 出 て きた ば か り の よう に 赤 味 が か 
っ た 顔 つ や の 人 物 だ っ た 」 と 述べ た 。 

預言 者 は こう も いわ れ た 

「 私 は アブ ラ ハ ム を 見 た が 、 彼 の 子孫 の 中 で 私 が 彼 に 最も よく 似 て いる 」 

預言 者 は また 、 こ う も 語ら れ た 

「 私 の 処 に 二 つ の 容器 が 運ば れ て 来 た が 、 そ の 一 つ に は ミル ク が 、 他 の 一 つ に は ぶどう 酒 が 入っ 
て お り 、 私 は その うち どれ で も 選ぶ よう に と いわ れ た 。 

それ 故 私 は ミル ク 入 り の 容器 を 取り 、 そ れ を 飲ん だ 。 

する と 天使 は 『 あ な た は イス ラー ム の 教え に 上 忠 順 で ある (も し く は 、 教 え の 真 髄 を 会 得 し て いる 
) も し あな た が ぶどう 酒 を 選ん だ な ら ば 、 あ な た の ウン マ は 正道 を ふみ は ず す こと に な っ た で あ 
ろう 』 と いっ た 」 


イエ ス と 偽 キ リス ト に つい て 


イエ ス と 偽 キ リス ト (マス イィ イー フル ・ ダ ッ ジ ャ ー ル ) に つい て 
1 巻 P.134-137 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 或 る 夜 、 私 は カー バ の 近く に いた 。 

その 時 、 私 は か つて あな た が 見 た こと も な い ほ ど 、 白 く 美 し い 顔 立ち の 男 を 見 か けた 。 

彼 は 巻 毛 で 、 そ れ も あ な た が か つて 見 た こと も な い ほ ど 美 し い 巻 毛 で あっ た 。 

彼 が それ を 模 で すい た た め 水 が し た た り 落 ち て いた 。 

後 は 二 人 の 男 (も し く は 、 二 人 の 男 の 肩 ) に 寄り か か りな が ら 、 カ ー バ 神殿 の 周り を タワ ー フ ( 
巡回 ) し て いた 。 

『 彼 は どなた で すか 』 と 私 が た ず ね る と 、『 マ リヤ の 子 イ エス で す 』 と 告げ られ た 。 

この 折 、 私 は また 別 の 人 物 を 見 た 。 

その 人 は 頑丈 な 体格 を し 、 ち ぢ れ 毛 で あっ た が 右目 が つぶ れ 、 ふ くれ た ぶどう の よう に な っ て 
いた 。 

『 彼 は 誰 で すか 』 と 私 が た ず ね る と 『 彼 は マス ィ ー フ ル ・ ダ ッ ジ ャ ー ル ( 偽 キ リス ト ) で す 』 と 
告げ られ た 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル に よる と 或 る 日 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 人 々 に マス ィ ー フ ル ・ ダ 
ッ ジ ャ ー ル に つい て こう お 話し に な っ た 

「 ま こと に アッ ラー の 両 眼 は 健全 で あら れる 。 

し か る に マス ィ ー フ ル ・ ダ ッ ジ ャ ー ル の 右目 は 見 え ず 、 そ れ も ぶ どう の よう に 服 れ 上 っ て いる の 
で す 」 

つづ いて アッ ラー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 は 或 る 夜 、 夢 で カー バ の 近く に 、 美 し い 顔 立ち の 男 が いる の を 示さ れ た 。 

その 人 は 、 あ な た が か つて 見 た いか な る 人 より も すっ きり し た 顔立ち を し て いた 。 

ほど よく ちぢれ た 巻き 毛 は 彼 の 両 肩 に か か り 、 そ し て 頭 か ら は 水 の し ずく が た れ 落 ち て いた 。 
彼 は 両手 を 二 人 の 男 の 肩 に か け 、 そ の 二 人 に は さま れ な が ら カ ー バ の 周り を タワ ー フ し て いた 。 
『 彼 は 誰 で すか 』 と 私 が た ず ね る と 、 人 々 は 『 マ リヤ の 子 メ シヤ (キリ スト ) で す 』 と 答え た 。 
私 は また 彼 の 後に 、 髪 を ち ぢ お らし た 頑丈 そう な 、 右 目 が つぶ れ た 男 を 見 た 。 

私 が これ まで 会 っ た 人 々 の 中 で は 、 イ ブン ・ カ タン に よく 似 た 顔付き の 男 だ っ た 。 

彼 は 、 カ ー バ の 周り を タワ ー フ し な が ら 、 両 手 を 二 人 の 男 の 肩 に か け て いた 。 

『 彼 は 誰 で すか 』 と 私 が た ず ね る と 、 人 々 は 『 マ スィ ー フ ル ・ ダ ッ ジ ャ ー ル で す 』 と 教え て く 
れ た 」 

イブ ン ・ ウ マル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 は 、 カ ー バ の 近く で 、 頭 髪 の 長い すっ きり し た 白い 顔立ち の 人 物 を 見 か けた 。 

彼 は 両手 を 二 人 の 男 の 上 に お いて いた 。 


水 が 彼 の 頭 か ら 流れ て いた (も し く は 、 し た た り 落 ち て いた ) 。 

私 が 『 彼 は 誰 で すか 』 と た ず ね る と 人 々 は 『 彼 は マリ ヤ の 子 イ エス 、 も し く は 、 マ リヤ の 子 メシ 
ヤ (キリ スト ) で す 』 と 告げ て くれ た 」 

(イブ ン ・ ウ マル は 、 ど ちら の 言葉 で あっ た か 記憶 し て な いと 語っ て いる ) 

アッ ラー の み 使 い は 続け て こう いわ れ た 

「 私 は 彼 の 後に 、 ち ぢ れ 毛 で 赤ら顔 の 体格 の よい 、 右 目 が 盲 の 男 を 見 た 。 

彼 は イブ ン ・ カ タン に よく 似 た 顔付き を し て いた 。 

私 が 『 彼 は 誰 で すか 』 と た ず ね た 時 、 人 々 は 『 マ スィ ー フ ル ・ ダ ッ ジ ャ ー ル で す 』 と 教え て く 
れ た 」 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア プ ド ッ ラ ー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ク ライ シュ 部 族 の 人 々 が 私 の 言葉 を 信じ な か っ た 時 、 私 は 、 ヒ ジュ ル (カー バ 神 殿 の 西側 に あ 
る 半 円 径 の 囲い 《 ハ テー ム 》 壁 ) の 処 に いた 。 

この 折 、 アッラー は 私 の た め に 、 バ イト ル ・ マ ク デ ス (エル サレ ム の 神殿 ) を 天空 に あげ て 下さ 
た 2 

私 は それ を 見 な が ら 、 ク ライ シュ 部 族 の 人 々 に 、 そ この 様々 な 特長 (アー ヤ ) に つい て 語っ て 聞 
か せ た 」 

ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 或 る 時 こう いわ れ た 

「 私 は 夢 の 中 で カー バ を タワ ー フ し て いる 自分 自身 を 見 た 。 

私 は また そこ で 、 柔 ら か な 長い 髪 を し た 色白 の 美しい 人 物 が 二 人 の 男 に は さま れ な が ら 、 カ ー バ 
の タワ ー フ を する 姿 を 見 た 。 

彼 の 頭 か ら は 水 が し た た り 落 ち て いた (も し く は 、 頭 か ら 水 が 流れ て いた ) 

『 彼 は 誰 で すか 』 と 私 が た ず ね る と 、 人 々 は 『 マ リヤ の 息子 で す 』 と 教え て くれ た 。 

それ か ら 私 は 前 方 に 進み 周囲 を な が め ま わ し た 。 

その 時 赤ら顔 で 頑丈 そう な 、 頭 髪 が ちぢれ 、 し か も 片目 が 妥 れ あがっ て ぶどう の よう に な っ て い 
る 男 を 見 か けた 。 

私 が 『 彼 は 誰 で すか 』 と た ず ね る と 人 々 は 『 彼 は ダッ ジャ ー ル で す 』 と 教え て くれ た 。 

ダッ ジャ ー ル は 、 イ ブン ・ カ タン に よく 似 た 人 物 だ っ た 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 は 夢 の 中 で ヒジ ュ ル の 処 に お り 、 ク ライ シュ 部 族 の 者 ら に 、“ 夜 の 旅 " に つい て 質問 され て いた 
私 は バイ トル ・ マ ク デ ス の 様子 を た ず ね られ た が 、 そ れ に 関し て よく は 記憶 し て な か っ た 。 

その た め 私 は か つて 経験 し た こと の な い ほ ど 大 変 困 惑 し て し まっ た 。 

する と その 時 アッ ラー は 、 バ イト ル ・ マ ク デ ス を 私 の 目 の 前 に 浮 び 上 が ら せ て 下さ っ た 。 

その お 陰 で 私 は よう や く 彼 ら の 質問 に 何で も 答え る こと が で きた の で あっ た 。 

私 は また 、 私 自身 が 他 の 預言 者 ら と 一 緒 に いる 夢 を 見 た 。 

そこ で は モー ゼ が 立っ て 礼拝 を し て いた 。 

彼 は あたかも シャ ヌー ア 部 族 出身 者 の よう に 、 立 派 な 体格 を し た 人 物 だ っ た 。 


私 は また マリ ヤ の 子 イ エス が 立っ て 礼拝 し て いる 姿 を も 見 か けた が 、 身 近 な 人 々 の 中 で 最も よく 
イエ ス に 似 て いる の は 、 ウ ル ワ ・ ビ ン ・ マ スウ ー ド ・ サ カフ ィ ー で ある 。 

私 は また 、 ア ブラ ハム が 立っ て 礼拝 し て いる の を 見 た が 、 彼 に 最も よく 似 た 人 は あな た 方 の 教 友 
、 す な わ ち ムハンマド 自身 で あろ う 。 

礼拝 の 折 に は 、 私 が 彼ら の イマ ー ム (導師 ) と な っ た 。 私 が 礼拝 を 終え た 時 、 或 る 人 が こう いっ 
だ 

『 ム ハン マ ド よ 、 こ こ に 地獄 の 主 、 マ ー リ ク が いる 。 彼 に 挨拶 な さい 』 

それ で 私 は 彼 の 方 を むい た が 、 彼 の 方 か ら 先 に 挨拶 し て くれ た 」 


シド ラトル ・ ム ンタ ハー に つい て 


シド ラトル ・ ム ンタ ハー に つい て 


1 巻 P.137-138 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は こう 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は " 夜 の 旅 " に 連れ 出さ れ た 時 、“ シ ドラ トル ・ ム ンタ ハー (遠い 涯 に ある シド 


ラ 木 ) "まで 案内 され た ( 注 1) 。 

その 木 は 第 六 天 界 に あっ た 。 

この 天界 は 地上 か ら 昇 っ て 来 た も の の 終着 点 と され 、 そ れ ら は 全て ここ に と ど め られ た 。 

ここ は また 、 上 か ら 下 り て きた も の の 到着 点 で も あっ て 、 そ れ ら も 全て ここ に と ど め られ て いた 
これ に 関連 し て 「 覆 う も の が シド ラ 木 を こん も り と 覆う 時 」 (クル アー ン 第 53 章 16 節 ) と アッ ラ 
ー は 啓示 され た が 、 覆 う も の と は 、 黄 金 の 峨 の 群 の こと で ある 。 

アッ ラー の み 使 い は ここ で 、 三 つの こと を 許可 され た 。 

それ ら は 日 に 五 回 の 礼拝 を 行う こと 、 ク ルアー ン 雌 和牛 の 章 (第 2 章 ) の 最後 の 部 分 に 関連 する こ 
と ( 注 2) 、 更 に み 使 い の 信奉 者 で 、 ア ッ ラ ー に 対し 一 切 同位 者 を 置か な い 者 の 罪 が 許さ れる こと 
な ど で あ る 。 

( 注 1) シド ラトル ・ ム ンタ ハー は 、 前 出 の ハデ ィ ー ス に よれ ば 第 巧 天界 に ある と され る が 、 こ こ 
で は 第 六 天 界 に 位置 する と 記さ れ て いる 。 

それ 故 こ の 木 に つい て は 、 第 六 天 界 に 根 を 張り な が ら そ の 枝葉 が 第 七天 界 ま で 伸び 、 繁 茂 し て い 
る も の と 考え る べき で あろ う 

( 注 2) 雌牛 の 章 の 最後 286 館 に は 、 ア ッ ラ ー が 各 人 に 能力 以上 の 負担 を 負わ せな いこ と 、 過 ち を 

許す こと な ど に つい て の 啓示 が 記さ れ て いる 

シャ イ バ ー ニ ー は こう 語っ て いる 

私 が ジッ ル ・ ビ ン ・ フ バイ シュ に アッ ラー の み 言 葉 「 凡 そ 弓 二 つ 、 い や それ より も 近い 距離 に あ 
っ た 」 (クル アー ン 第 53 章 9 節 ) に つい て 質問 し た 時 、 彼 は 「 イ ブン ・ マ スウ ー ド は 、 そ の 折 預 言 

者 が 六 百 の 翼 を 持っ た 天使 ど ジブ リー ル を ご らん に な っ た と 話し て お られ た 」 と 語っ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 言 葉 「 心 は 自分 が 見 た こと を 偽 ら な い 」 (クル アー ン 第 53 章 11 節 ) と は 、 ア ッ ラ ー 
の み 使 い が 六 百 の 翼 を 持っ た ジブ リー ル を 確か に 見 られ た こと を 意味 する も の で ある 。 

アブ ドッ ラー は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 言 葉 「 彼 は 確か に 、 主 の 最大 の し る し を 見 た の で ある 」 (クル アー ン 第 53 章 18 節 
) は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 600 の 翼 を 持っ た ど ジブ リー ル の 姿 を 見 た こと を 示し て いる 。 


み 言葉 「 彼 を 見 た 」 に 関連 し て 


アッ ラー の み 言 葉 「 彼 を 見 た 」 に 関連 し て 
1 巻 P.138-141 


アブ ー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる アッ ラー の み 言 葉 「 本 当 に 彼 ( ム ハ マ ン ド ) は 、 再 度 の 降下 
に お いて も 、 彼 を 見 た の で ある 」 (クル アー ン 第 53 章 13 節 ) は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が ジ ブリ ー ル 
を 見 た こと を 示し て いる ( 注 ) 。 

( 注 ) 預言 者 が 天使 ど ブ リー ル の 真 の 姿 を 拝 し た の は 二 回 の み で 、 最 初 の 場合 は ヒラ ー 山 で 初め 
て の 啓示 を 受け た 時 で あり 、 二 度目 は 夜 の 旅 、 昇 天 の 折 で あっ た と いわ れる イブ ン ・ ア ッ パ ー ス 
は こう 伝え て いる 預言 者 は アッ ラー を 心 の 中 で 見 られ た の で ある 。 イ ブン ・ ア ッ バ ー ス は こう 伝 
えて いる アッ ラー の み 言 葉 「 心 は 自分 が 見 た こと を 偽 ら な い 」 (クル アー ン 第 53 章 11 節 ) 及び 「 
本 当 に 彼 (ムハンマド ) は 、 再 度 の 降下 に お いて も 、 彼 を 見 た の で ある 」 (クル アー ン 第 53 

章 22 節 ) は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 二 度 も 、 心 の 中 で 彼 を 見 た こと を 示し て いる 。 ア ブー・ ジ ャ フ 
マ は 、 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 で 伝え て いる 。 

マス ルー ク は 次 の よう に 伝え て いる 私 が アー イシ ャ の 家 で 休息 し て いた 時 、 彼 女 は こう いっ た 「 
アブ ー・ ア ー イ シャ よ (マス ルー ク の 呼び 名 ) 、 三 つの 大 切な 事柄 が あり ます 。 そ の 中 の 一 つ で 
も 口 に すれ ば 、 ア ッ ラ ー に 対し 、 大 き な 虚 偽 を 語っ た こと に な り ま す 」 私 が 「 そ れ ら は 何で すか 
」 と た ず ね る と 、 彼 女 は いっ た 「 ム ハン マ ド 様 が 、 ア ッ ラ ー を 直接 目 で 見 た と 主張 する 者 は 、 ア 
ッ ラ ー に 関し 最大 の 嘘 を 述べ た こと に な り ま す 」 私 は それ まで 横 に な っ て いた が 、 こ の 言葉 を 聞 
く と 起き て 座り 直し こう いっ た 「 信 者 の 母 よ (預言 者 の 妻 の 呼び 名 ) 、 一 寸 待っ て 下さ い 。 そう 
話 を 先 に 急 が な いで 下さ い 。 ア ッ ラ ー は この こと に 関連 し 「 彼 は 明る い 地 平 線 上 に は っ きり と 彼 
を 見 た 」 (クル アー ン 第 81 章 23 節 ) 、 及 び 「 本 当 に 彼 は 、 再 度 の 降下 に お いて 彼 を 見 た の で ある 
」 (クル アー ン 第 53 章 22 節 ) と いわ れ な か っ た で すか 」 彼女 は いっ た 「 私 は 信者 の 中 で 最初 に 、 
この 件 に 関し アッ ラー の み 使 い に お た ず ね し た 者 で す 。 み 使い は こう いわ れ た の で す 『 彼 と は ま 
こと 、 ジ ブリ ー ル の こと で す 。 私 が アッ ラー に よっ て 造ら れ た 彼 の お 姿 を 見 た の は 、 ク ルアー ン 
に 示さ れる 前 記 の 二 度 の 場合 以外 に あり ませ ん 。 す な わ ち 私 は 、 彼 が 天 か ら 降 下 し て 来 、 天 と 地 
の 間 を その 御 姿 の 雄大 さ で 、 満 た され た の を 見 た の で す 』 と 」 彼 女 は 続け て いっ た 「 ア ッ ラ ー が 
こう 啓示 され た み 言 葉 を 聞い た こと は あり ませ ん か 「 (こち ら の ) 視覚 で は 、 彼 を 見 る こと は で 
き な い 。 だ が 彼 は こち ら の まな ざし まで すっ か りお 見 透 し に な られ る 。 ま こと に 彼 は 、 全 て に 親 
切 で あり 、 熟 知 し て お られ る 」 (クル アー ン 第 6 章 103 節 ) それ に 、 ア ッ ラ ー の この み 言 葉 も 聞い 
た こと は あり ませ ん か 「 ア ッ ラ ー が 人 間 に (直接 ) 語り か けら れる こと は な い 。 啓示 に よる か 、 
帳 の 薩 か ら 、 ま た は 使徒 (天使 ) を 遣わ し 、 ア ッ ラ ー が 命令 を 下 し て 、 そ の 御 望 み を 明か す 。 本 
当 に アッ ラー は 、 至 高 に し て 英明 で あら れる 」 (クル アー ン 第 42 章 51 節 ) 」 ア ー イ シャ は 続け て 
こう 語っ た 「 み 使い が アッ ラー の 啓典 の 教え を な ぜ か 隠し て いる と 主張 する 者 は 、 ア ッ ラ ー に 対 
し 大 き な 虚 偽 を 語る こと に な り ま す 。 アッラー は こう 啓示 され まし た 「 使 徒 よ 、 主 か ら あ な た に 
啓示 され た こと を 人 々 に 伝達 し な さい 。 さ も な いと 彼 の 啓示 を 伝達 すべ き 使 命 は 果 せ な いこ と に 


な る だ ろう 」 (クル アー ン 第 5 章 67 節 ) と 」 ア ー イ シャ は 更に こう 話し た 「 明 日 起こ る こと を 予知 
で きる と 主張 する 者 は 、 ア ッ ラ ー に 対し 大 な る 虚偽 を 語る こと に な り ま す 。 ア ッ ラ ー は 「 い っ て 
や る が よい 。 了 幽玄 界 を 知る も の は 天地 の 間 で アッ ラー の 外 に は な い の で ある 」 (クル アー ン 第 27 
章 65 節 ) と 啓示 な され た の で す 」 ダ ウー ド も 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 で 伝え 
て いる が 、 そ の 中 に 次 の 表現 が 加え られ て いる アー イシ ャ は こう 語っ た 「 も し ムハンマド 様 が な 
ん ら か の 啓示 を 隠さ れる と し た ら 、 次 の 啓示 を 必 ら ず お 隠し な され た で あろ う 。 (すなわち 

) 「 ア ッ ラ ー の 恩恵 を 授かり 、 ま た あな た が 親切 を 尽 し た 者 (ザイ ド ) に こう いっ た 時 を 思え 。“ 
妻 を あな た の 許 に 留め 、 ア ッ ラ ー を 明 れ な さい "。 だ が あな た は 、 ア ッ ラ ー が 暴露 し よう と され た 
、 自 分 の 胸 の 中 に 隠し て いた こと (養子 の 妻 と の 結婚 が 人 の 口 の 端 に 上 が る こと ) を 恐れ て いた 
。 む し ろ あ な た は アッ ラー を 恐れ る の か 本 当 で あっ た ( 注 ) 」 (クル アー ン 第 33 章 37 節 ) 」 

( 注 ) 預言 者 は 養子 ザイ ド が その 妻 ザ イナ ブ を 離婚 し た 時 彼女 を 己 れ の 妻 の 一 人 に 加え た が 、 己 
れ の 養子 の 元 の 妻 と の この 結婚 が 醍 半 と し て 人 々 に 噂 され る の を 恐れ た の で ある マス ルー ク は 伝 
えて いる 私 が アー イシ ャ に ムハンマド 様 が 主 を 本 当 に 見 られ た か どう か に つい て た ず ね た 時 、 彼 
女 は こう いっ た 「 ア ッ ラ ー を 讃 美 致 し ます ! あな た が その よう な こと を いう と 、 私 の 髪 は 恐ろし 
さ に 逆 立 つ 思 いで す 」 こ の あと マス ルー ク は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 語っ た 。 な お ダウ ー ド 
の 伝え る ハデ ィ ー ス は これ より 長く 完全 な 内 容 で ある 。 マス ルー ク は 伝え て いる 私 は アー イシ ャ 
に 「 ア ッ ラ ー の み 言 葉 「 そ れ か ら 降 り て 来 て 、 近 付い た 。 凡 そ 弓 二 つ 、 い や それ より も 近い 距離 
で あっ た か 。 そ し て し も べ (ムハンマド ) に 彼 の 啓示 を 告げ た 」 (クル アー ン 第 53 章 8-10 節 ) に 
つい て どう 考え ます か 」 と 質問 し た 。 彼 女 は こう いっ た 「 そ れ は ジブ リー ル の こと で す 。 彼 は 人 
間 の 姿 を し て いつ も アッ ラー の み 使 い の 処 に 来 ら れ た の で す 。 し か し この 時 に は 、 彼 本 来 の 姿 で 
現われ 空 の 涯 まで 満た され た の で す 」 


「 神 は 光 で ある 」 に 関し て 


* 神 は 光 で ある "と いう 言葉 に 関し て 
1 巻 P.141 


アブ ー・ ザ ッ ル は こう 伝え て いる 

私 が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に 「 あ な た は 主 を 見 た の で すか 」 と お た ず ね し た 時 、 彼 は 「 私 が 見 た 主 
は 光 で あっ た 」 と いわ れ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク は こう 伝え て いる 

私 が アブ ー・ ザ ッ ル に むか っ て 「 も し 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に お 会 いで きた ら 、 質 問 し た いこ と が 
あり ます 」 と 話し た と ころ 、 彼 は 「 ど ん な こと に つい て で すか 」 と いっ た 。 

私 は 「 み 使い が 主 を 見 られ た か どう か 、 お た ず ね し た い の で す 」 と 述べ た 。 

これ に 対し 、 ア ブー・ ザ ッ ル は 「 実 は 私 は その こと を お た ず ね し た の で す 。 

その 折 、 み 使い は 『 私 は 光り を 見 た 』 と お 答え な され た の で す ( 注 ) 」 と 語っ た 。 

( 注 ) 「 主 は 光り で あっ た 」 「 私 は 光り を 見 た 」 と いう 前 記 両 ハデ ィ ー ス の 表現 に つい て は 「 私 
と 主 の 問 に 、 光 り の 幕 (ベー ル ) が あっ た 。 それ 故 見 る こと が で き な か っ た 」 「 私 は 光り の 

幕 (ベー ル ) を 見 た の み で ある 」 と する 解釈 も ある 


「 ア ッ ラ ー の 導 い 」 に 関し て 


“アッ ラー は お 眠り に な ら な い " 覆 い は 光り で ある "に つい て 
1 巻 P.141-142 


アフ ブー ムー サー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 私 た ちの 問 に 立っ て アッ ラー に 関し 、 五 つの 事 を こう お 話し に な っ た 。 
すなわち 「 ア ッ ラ ー は お 眠り に な ら な い 。 

また 、 有 眠り を 必要 と され な い 方 で ある 。 

アッ ラー は し も べら の 所 行 を 判定 する た め の 竹 り を 低め た り 、 高 め た りな さる 方 で ある 。 

夜 の 行為 は 昼 の 行為 の 前 に 、 ま た 、 昼 の 行為 は 夜 の 行為 の 前 に 、 ア ッ ラ ー の 許 に 報告 され る 。 
アッ ラー の 覆い (ベー ル ) は 光り で ある 《 ア ブー ・ バ クル の 伝え る ハデ ィ ー ス に よる と 、" 光 り " で 
は な く “ 火 "と な っ て いる 》 

も し アッ ラー が その 覆い (ベー ル ) を は ず す よう な こと が あれ ば 、 お 顔 の 輝き の た め 、 そ の 御 目 
が 届く 範囲 に ある アッ ラー の 創造 物 は 、 全 て 焼き 尽 さ れる だ ろう 」 

アア マシ ュ は 伝え て いる 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 私 た ちの 間 に 立 っ た まま 、 四 つの こと を 話さ れ た 」 

以下 の 内 容 は 前 述 の ハデ ィ ー ス と 同じ で ある が 、“ ア ッ ラ ー の 創造 物 " と いう 言葉 は な い 。 

た だ し “アッ ラー の 衝 い は 光り で ある "と いう 表現 は み ら れ る 。 

アブ ー・ ム ー サ ー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 私 た ちの 間 に 立 っ て 、 四 つの こと を いわ れ た 

「 ま こと に アッ ラー は 眠る こと が な く 、 ま た 眠り を 必要 と され る 方 で は な い 。 

彼 は 、 人 の 善悪 を 定め る 特 り を 上 げた り 、 下 げた りな さる 。 

人 の 昼間 の 行為 は 夜 に 、 夜 の 行為 は 昼 に 彼 の 許 に 報告 され る 」 


審判 の 日 の 主 へ の 目 見 え に 関し て 


審判 の 日 に 主 に 目 見 える こと に 関し て 
1 巻 P.142-143 


アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ カ イス が 、 父 アブ ー・ ム ー サ ー・ ア シュ アリ ー か ら 聞 いて 伝え た と ころ に 
よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 天 国 に は 、 中 に 銀 が 詰まっ た 銀製 容器 の ある 二 つ の 庭園 と 金 の 詰まっ た 金 製 容器 の ある 二 つ の 
庭園 と が ある 。 

エデン の 園 で 主 を 拝 そ うと する 人 々 の 前 に は 、 主 の 玉 顔 を 覆う 壮麗 な 外 衣 が 見 られ る こと だ ろう 
」 

スハ イブ は 、 預言 者 の 言葉 を こう 伝え て いる 

「 天 国 の 住民 た る に ふさ わし い 者 ら が (天国 に ) 入っ て 来 た 時 、 ア ッ ラ ー は 『 何 か も っ と 望む も 
の は な いか 』 と お た ず ね に な る だ ろう 。 

これ に 対し 彼ら は 『 私 た ちの 顔 を 喜び で 輝 や か し て 下さ っ た で は あり ませ ん か 。 
天国 に 私 た ち を 入ら し め 、 地 獄 か ら 私 た ち を 救っ て 下さ っ た で は あり ませ ん か 』 と いっ て 感謝 す 
る こと だ ろう 。 

アッ ラー は ベー ル を お 上 げに な っ て 人 々 に その お 姿 を お 見 せ に な る が 、 ア ッ ラ ー か ら 与 えら れる 
も の の 中 で 、 そ の お 姿 を 拝 す る こと 以上 に 彼ら に と っ て 有難 いこ と は な いで あろ う ( 注 ) 」 
( 注 ) 信者 は 天国 に お いて アッ ラー に 目 見 える 機会 が 得 ら れ 、 彼 ら の 視覚 に は その 時 アッ ラー の 
壮観 な 御 姿 を 見 る に も 耐え 得る 特別 な 力 が 与え られ る と いう 

ハン マー ド ・ ビ ン ・ サ ラマ も 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる が 、 そ れ に は 次 の 言葉 が 加 
えら れ て いる 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は その 後 、 次 の 聖 句 を お 唱え に な っ た 。 

「 善 行 を し た 者 に は 、 天 国 に 入る と いう 素 晴 し い 報奨 も あり 、 ま た 追加 ( 注 ) も ある 」 (クル ア 
ー ン 第 10 章 26 節 ) 」 

( 注 ) アッ ラー の お 顔 を 拝 し 得る こと を 意味 する 


主 に 目 見 える 方 法 に つい て 


主 に 目 見 える 方 法 に つい て 
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アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

人 々 が アッ ラー の み 使 い に 「 私 た ち は 、 復 活 の 日 に 主 に 会 える で し ょ うか 」 と た ず ね た 時 、 彼 は 
こう いわ れ た 

「 満 月 の 夜 、 月 を 見 る の は 困難 で すか 」 

人 々 が 「 い いえ 、 み 使い 様 」 と 答え る と 、 彼 は 更に 「 雲 が か か っ て な い 時 、 太 陽 を 見 る の は 難し 
いで すか 」 と いわ れ た 。 

彼ら が 「 い いえ 、 み 使い 様 」 と 答え る と 次 の よう に お 話し に な っ た 。 

「 丁 度 そ れ と 同じ よう に 、 あ な た た ち は 主 を 拝 す る こと が で きる の で す 。 

主 は 復活 の 日 に 人 々 を 集め こう いわ れる で し ょ う 

『 全 て の 者 を 、 そ れ ぞ れ が 崇拝 し た も の に 従わ し め よ 』 

それ 故 太 陽 を 崇め た 者 ら は 太陽 に 従い 、 月 を 崇め た 者 ら は 月 に 従い 、 ま た も ろ も ろ の 偶像 を 崇め 
た 者 ら は これ ら の 偶像 に 従う こと に な り ま す 。 

この イス ラー ム の 信者 の み は 後に 残さ れる が 、 そ の 中 に は 偽 信 者 ら も 含ま れる こと で し ょ う 。 
アッ ラー は 、 そ れ か ら 、 彼 本 来 の 姿 と は 別 の 、 彼 ら に も 容易 に 見 る こと の で きる お 姿 を し て 彼ら 
の 処 に お いで に な り 『 私 は あな た た ちの 主 で ある 』 と いわ れる で し ょ う 」 

し か し 、 人 々 は か れ が 主 で ある こと に 気付 か ず 

『 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち を この 人 か ら 守 り 給 え ! 

私 た ち は あ な た が 私 た ちの 処 に お いで に な る まで ここ に お り ま す 。 

あな た が 本 当 に お いで に な れ ば 、 私 た ち に は すぐ あな た を 判別 する こと が で きる の で す 』 

と いう で あり まし ょ う 。 

その 後 ア ッ ラ ー は 彼ら に も 十分 判別 で きる 本 来 の お 姿 で 現われ 『 私 は あな た た ちの 主 で ある 』 と 
仰せ に な る の で 、 よ う や く 彼 ら は 『 あ な た こそ 私 た ちの 主 で す 』 と いっ て 彼 に 従う こと で し ょ う 
その 後 地獄 の 業火 の 上 に か けら れ た 一 本 の 橋 の 上 を 、 私 と 私 の 信徒 た ち は 最 初 に 渡る こと に な り 
ます が 、 その 日 に は 使徒 た ち 以外 に は 誰 も 声 を 発する 者 は な く 、 そ の 日 の 使徒 た ちの 祈り も 『 ア 
ッ ラ ー よ 、 安 全 を お 守り 下さ い 。 無事 を お 願い 致し ます 』 と いう 言葉 の み で あり まし ょ う 」 
地獄 に は 、 サ アダ ー ン 樹 の と げ の よう に 長い 鉄製 の 多 が お か れ て いる 。 

アッ ラー の み 使 い は 「 サ アダ ー ン 樹 を 知っ て いま すか 」 と お た ず ね に な り 、 彼 ら が 「 は い 」 と 答 
える と こう いわ れ た 

「 ま こと に これ ら の 鉄 負 は 、 サ アダ ー ン 樹 の と げに も 似 て いま す が 、 ア ッ ラ ー 以 外 に その 大 き さ 
に つい て 知る 方 は お られ な い 。 

これ ら の 釣 が 悪行 を 犯し た 者 を 捕らえ る の で す 。 


信者 の うち 、 善 行者 は 捕らえ られ る こと は な く 、 そ の 善行 の 故に 救済 され 報奨 され る 者 さえ も い 

る の で す 。 

アッ ラー は その し も べら を 裁き 終え る 時 、 そ の 大 いな る 慈悲 心から 思い の まま に 地獄 に 苦し む 者 
の 一 部 を 救い 出 そ う と な さり 、 そ の た め ア ッ ラ ー に 何 も の を も 同位 者 と し て 配 さ な か っ た 者 

ら を 、 地 獄 か ら 連 れ 出 す よ う 天 使 た ち に お 命じ に な る の で す 。 

これ ら の 者 は 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は いな い 』 と 唱え た 者 ら の うち 、 ア ッ ラ ー が 特に 慈悲 を お 与え 

に な っ た 人 た ち で す 。 

天使 ら は 彼ら を 業火 の 中 で 、 脆 拝 の し る し 、 す な わ ち 額 の 黒い 門 の 有無 に よっ て 見 分 ける の で す 

な ぜ な ら 、 業 火 は 人 間 の 身体 全て を 焼き 尽 す が その 脆 拝 の し る し の み は 残 る か ら で あ り 、 ア ッ ラ 

ー が 業火 に 対し 、 そ の し る し を 消 減 さ せる こと を 禁じ られ た か ら で す 。 

その 後 業火 の 中 か ら 焼 か れ た まま 連れ 出さ れ た 彼ら は 、 生 命 の 水 を 注 が れ 、 丁 度 洪水 に よっ て 運 

ば れ た 種子 が 新芽 を 出す よう に 蘇生 させ られ る の で す 。 

アッ ラー が し も べら の 裁き を 終え を よう と する 時 、 地 獄 に 面 し た 処 に 取り 残さ れ た 天国 に 最後 に 入 

る は ず の 男 が 、『 主 よ 、 私 の 顔 を 業火 か ら 遠 ざけ て 下さ い 。 

地獄 の 出 か 私 を 毒 し 、 そ の 災 が 私 を 焼き 綱 し ます ! 』 と 叫び 出し 、 (アッ ラー が そう する こと を 

許す か ぎり ) 繰り 返し 訴え つづ ける こと で し ょ う 。 

これ に 対し アッ ラー は 『 も し 私 が お 前 の 願い 通り に し た な ら ば 、 お 前 は 恐らく それ 以上 の こと を 

また 頼ん で くる に 相違 ある まい 』 と いわ れる が 、 

その 男 は 『 い いえ 、 私 は これ 以外 の こと は 、 お 願い 致し ませ ん 』 と いっ て 、 ア ッ ラ ー に 対し 約 

東 し 、 確 言 する こと で し ょ う 。 

それ で 、 ア ッ ラ ー は その 男 の 顔 を 業火 か ら 別 の 方 角 に お 変え に な る の で ある が 、 彼 が むき を 変え 

天国 の 方 を 見 た 時 、 彼 は し ば らく 沈黙 し た 後 で こう 述べ る で し ょ う 

『 主 よ 、 ど うか 私 を 天国 の 門 の 処 に 進ま せ て 下さ い 』 

これ に 対し 、 ア ッ ラ ー は 『 お 前 は 私 が 与え た も の 以外 何 も 頼 まな いと 約束 し 確 言 し た の で は な か 

っ た か ! 

何と いう こと か ! アダ ム の 子孫 よ ! 

何と 当て に な ら な いこ と か ! 』 と いわ れる が 、 彼 は 『 主 よ 』 と いっ て 訴え つづ ける の で 、 遂 に 

は アッ ラー は 、 彼 に こう 仰せ に な る の で す 

『 も し も 私 が それ を 許す な ら ば 、 お 前 は 恐らく も っ と 他 の こと も 頼ん で くる こと だ ろう 』 

し か し な が ら 、 主 に 対し 彼 は 『 あ な た の 偉大 さ に 誓っ て 申し 上 げ ま す が 、 決 し て その よう な こ 

は 致し ませ ん 』 と いっ て 、 ま た 約束 し 確 言 す る こと で し ょ う 。 

アッ ラー は 、 そ れ で 彼 を 天国 の 門 ま で 連れ て 行か れる が 、 その 門 に 立っ て 目前 一 杯 に 広がる 天国 

の 恵み と 喜び を 見 る と 彼 は し ば らく 沈黙 し て 後 、 こ うい い 出 す の で す 

『 主 よ 、 私 を 天国 に 入れ て 下さ い 』 

これ に 対し アッ ラー は 『 私 が お 前 に 与え た も の 以外 に お 前 は 何 も 望ま な いと 約束 し 、 確 言 し た で 

は な いか ! 


何たる こと か ! お お 、 ア ダム の 子孫 よ ! 

何と 不誠実 な 男 だ ろう ! 』 と いわ れる が 、 

彼 は 『 主 よ 、 私 は あな た の 創造 物 の 中 で も っ と も あわ れ な 存在 に は な り た く な い の で す 』 と い 
っ て 、 ア ッ ラ ー が お 笑い に な る まで 訴え 続け る こと で あり まし ょ う 。 

そし て 彼 に むか っ て お 笑い に な っ た アッ ラー は 、 そ の 時 『 天 国 に 入り な さい 』 と お 許し な さる の 
で す 。 

彼 が 天国 に 入る 時 、 ア ッ ラ ー は 『 お 前 の 願い を 述べ な さい 』 と いわ れ 、 彼 は (アッ ラー が 気付 か 
せ 給 うま ま に ) 様々 の 願い ご と を 申し あげ る が 、 そ れ が 終る と アッ ラー は 直ちに 『 こ れ は お 前 の 
も の 、 お 前 の 願い と 同じ も の で ある 』 と 仰せ に な っ て それ ら を お 与え 下さ る の で す 」 

これ に 関連 し 、 ア ター・ ビ ン ・ ヤ ジー ド は 次 の よう に 述べ て いる 

「 ア ブー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は アブ ー・ フ ライ ラ と 共に お りな が ら 、 ア ブー・ フ ライ ラ の 請 
この ハデ ィ ー ス に な ん ら 異 議 を は さま な か っ た が 、 

た だ アッ ラー が 、 そ の 男 に 『 お 前 の 願い と 同じ も の で ある 』 と いわ れ た と いう 表現 に 対し て の 
み 『 お 前 の 願い の 10 倍 に お よぶ も の で ある 』 と 変え 訂正 を 加え た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 、 こ れ に 対し 『 こ れ は お 前 の も の 、 お 前 の 願い と 同じ も の で ある 』 と いう 表 
現 以 外 覚え て いな いと 語っ た が 、 と も あれ アブ ー ・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 『 私 は アッ ラー の み 使 
い が “ こ れ は お 前 の も の 、 お 前 の 願い の 10 倍 に お よぶ も の で ある "と いわ れ た こと を 証言 し ます 』 と 
まで 述べ て いた 。 

な お 、 ア ブー・ フ ライ ラ は 『 そ の 男 は 天国 の 住民 と し て 最後 に (天国 に ) 入る 人 物 で ある 』 と 語 
っ て いた 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

人 々 は 預言 者 に 対し 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 私 た ち は 復 活 の 日 に 主 に 会 うこ と が で きる で し ょ 
うか 」 と た ず ね た 。 

以下 の 部 分 は 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス で ある が 、 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ム ナッ ビ フ は 、 ア ブー・ フ ライ ラ が アッ ラー の み 使 いか ら 聞 いて 語っ た 数 多 
く の ハ ディ ー ス の 中 の 一 つ を 次 の よう に 伝え て いる 

み 使 い は こう いわ れ た 

「 天 国 で 最も 末端 の 席 に いる あな た 方 の 仲間 の 一 人 は アッ ラー に 『 な ん で も 欲す る こと を 願い な 
さい 』 と いわ れ 、 願 い ご と や 望み を 訴え る こと だ ろう 。 

その 後 『 願 い を 述べ た か 』 と 問わ れ 、 彼 が 『 は い 』 と 答え る と アッ ラー は 『 お 前 の 願い ご と や そ 
れ と 同類 の 事柄 は 許さ れる 』 と 仰せ に な る だ ろう 」 

アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 在 世 の 頃 、 或 る 人 々 が こう いっ た 

「 み 使い 様 、 私 た ち は 復 活 の 日 に 主 に 会 うこ と が で きる で し ょ うか 」 

これ に 対し 、 み 使い は 「 そ の 通り で す 」 と 答え 、 次 の 言葉 を 加え られ た 

「 一 片 の 雲 も な い 日 中 に 太陽 を 見 る こと や 、 ま た 雲 の な い 満 月 の 夜 に 月 を 眺め る こと は 困難 だ と 
思い ます か 」 


人 々 か 「 い いえ 、 み 使い 様 」 と 答え る と 、 彼 は こう いわ れ た 

「 復 活 の 日 、 ア ッ ラ ー に 会 うこ と は 丁度 これ ら を 見 る の と 同じ よう に な ん の 困難 も な いこ と で す 
復活 の 日 が 来る と 、 ム アッ ジン (通常 は 、 礼 拝 時 刻 を 告げ る 人 、 こ こ で は 単に 、 伝 達者 の 意味 
) が こう 叫ぶ こと で し ょ う 

『 そ れ ぞ れ の 団体 の 者 は 各自 が 崇拝 し た も の に 従う よう に せよ 』。 

この あと 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 偶像 や 石 物 を 崇め て いた 者 ら 全 て は 業火 の 中 に 落ち ゆき 、 その 結果 、 
敬 度 な る 者 や 不 行 跡 な 者 、 ま た 啓典 の 民 の 一 部 な ど 、 ア ッ ラ ー を 信仰 する 者 ら が 残さ れる だ け と 
な り ま す 。 

その あと ユダ ヤ 教 徒 ら が 呼び だ され て 、『 何 を 信仰 し た の か 』 と 問わ れ 、 彼 ら が 『 ア ッ ラ ー の 候 
子 ウ ザイ ル で す 』 と 答え る と 、 そ れ に 対し 『 お 前 た ち は 虚 偽 を 申し て いる 。 ア ッ ラ ー に は 妻子 は 
いな い 』 と いわ れ ま す 。 

『 何 を 望む か 』 と 問わ れ た 時 、 彼 ら が 『 の ど が 湯 い て いま す 。 主 よ 、 水 を お 与え 下さ い 』 と 述べ 
る と 、 彼 は 或 る 方 角 に 彼ら を 導き 『 ど うし て あそこ に 行っ て 水 を 飲も うと し な い の か 』 と いい な 
が ら 、 彼 ら を 業火 の 方 へ 押し 出す の で 、 そ の た め 彼 ら は あたかも 震 気 楼 の よう に 高く 炎 を 上 げ て 
燃え さか る 業火 の 中 に 落ち ゆく こと に な る の で す 。 

その 後 、 キ リス ト 教 徒 ら が 呼び だ され て 『 何 を 信仰 し て いた の か 』 と 問わ れ 、 彼 ら が 『 ア ッ ラ ー 
の 息子 イエ ス で す 』 と 答え る と 、 そ れ に 対し 『 お 前 ら は 嘘 を 申し て いる 。 ア ッ ラ ー に は 妻子 は い 
な い 』 と いわ れ ま す 。 

その 後 、 彼 ら は 、『 な に を 欲す る の か 』 と 問わ れ 、『 私 た ち は の ど が 湯 いて いま す 。 主 よ 、 潟 き 
を いや し て 下さ い 』 と 述べ る が 、 彼 ら は 或 る 場所 に 連れ て ゆか れ て 『 ど うし て あそこ に 行っ て 水 
を 得 よ うと し な い の か 』 と いわ れ 、 業 火 の 方 に 押し 出さ れ ま す 。 

次 々 と 炎 を あげ て 焼き 尽 す 業火 は いあ た か も 恒 気 楼 の よう に も 見 える こと だ ろう が 、 こ うし て 人 彼 
ら は その 業火 の 中 に 落ち ゆき 、 残 る の は 善行 者 で あれ 悪行 者 で あれ 、 ア ッ ラ ー を 信仰 する 者 だ け 
と な る の で す 。 

その 後 、 宇 宙 の 主 ア ッ ラ ー は 、 彼 ら の 目 に も 判別 し 得る お 姿 で 彼ら の 処 に お いで に な り 『 お 前 た 
ち は 何 を 待っ て いる の か 。 

各 ウ ンマ は それ ぞ れ 信仰 し た 者 に 従う の で ある 』 と いわ れる が 、 

これ に 対し 彼ら は 『 主 よ 、 私 た ち は 前 世 で は 貧 に 苦し み 助 け を 必要 と する 時 で も 他 宗 教 の 者 ら と 
は 離れ て 暮し 、 彼 ら の 仲間 と な る こと は あり ませ ん で し た 』 と ロロ 々 に 訴え だ し ます 。 

そし て 、 ア ッ ラ ー が 『 私 は あな た た ちの 主 で ある 』 と いわ れる と 、 彼 ら は 『 あ な た 様 、 ア ッ ラ ー 
に 御 加護 を 願い ます 。 私 た ち は な に も の を も アッ ラー と 並べ る こと は 致し ませ ん 』 と 二 度 も 三 
も 繰り 返し 述べ た て る の で す 。 

この 時 、 偽 信仰 者 の 何人 か は 痛 を むけ て 、 その 場所 を 離れ よう と する に 違い あり ませ ん 。 

この 折 に は また 『 人 間 の お 姿 を し た 主 に は あな た 方 に 判別 で きる た め の み し る し が ある の で すか 
』 と 問わ れ 、 彼 ら は 『 は い 』 と 答え る で し ょ う 。 

その 後に は 次 の よう な 様々 な 事柄 が 見 られ る こと に な り ま す 。 


細 


(すなわち ) 自発 的 に 礼拝 する 者 に は アッ ラー は それ を お 許し に な る が 、 他 人 の 目 を 気 に し 、 見 
せ 掛 け の 礼拝 を する 者 に 対し て は 、 ア ッ ラ ー は その 者 ら の 背中 を 一 枚 の 平たい 板 状 に し て 、 礼 拝 
する た びに 彼ら を 後に ひっ くり 返ら し め な さる の で す 。 
また 、 礼 拝 の あと 頭 を あげ る と アッ ラー は 、 彼 ら が 初め て 見 る お 姿 に 変っ て 『 私 は お 前 た ちの 主 
で ある 』 と 仰せ られ 、 彼 ら は これ に 対し 『 あ な た は 私 た ちの 主 で す 』 と 述べ る こと に な り ま す 。 
その 後 、 地 獄 の 上 に 一 本 の 橋 が か けら れ 、 執 り 成 し (弁護 者 ) が 許さ れる が 、 彼 ら は この 折 『 
主 よ 、 安 全 を 守り 給え 。 ご 加護 を お 願い 致し ます ! 』 と 述べ る こと で あり まし ょ う 」 
人 々 が 「 そ れ は どん な 橋 で すか 」 と た ず ね る と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 す べり や すい 所 で 、 こ こ 
に は 多 や 鉄 串 、 そ れ に ナジ ュ ド 地方 で サ ア ダー ン と 呼ば れ て いる と げ の 樹 の よう な 針 な ど が 付い 
て いま す 」 と いわ れ 、 ま た 次 の よう に 話 を 続け られ た 
「 と も あれ 信者 ら は その 橋 を 雷 、 ま た は 風 、 或いは 鳥 、 更 に は 駿 足 の 馬 や らく だ の よう に ま ば た 
きす る 間 に 通 っ て し まい ます 。 
或 る 者 ら は 安全 に 、 或 る 者 ら は 負 で ひっ か けら れ な が ら も 通り 抜け る が 、 捕 われ て 地獄 の 火 中 に 
ひと まとめ に 落 さ れる 者 ら も いま す 。 
また 信者 ら の 中 に は 更に その 業火 か ら 救 出さ れる 者 も お り ま す 。 
と ころ で 、 私 の 命 を 司る 御方 に 誓っ て 申し ます が 、 人 間 の 中 で 信者 ほど 復活 の 日 に 、 業 火 か ら 同 
胞 を 救い 出す よう アッ ラー に 強く 懇願 する も の は いな いで あり まし ょ う 。 
信者 ら は こう 述べ る の で す 
『 主 よ 、 彼 ら は 私 た ちと 共に 断食 、 礼 拝 、 巡 礼 を 行っ た も の で す 』 
これ に 対し 主 は 『 お 前 た ち が 認 め る 者 ら を 地獄 か ら 連 れ 出 す よ うに 』 と お 命じ に な り 、 そ れ ら の 
者 に 対し 業火 は 禁じ られ 、 多 く の 者 が 連れ 出さ れ ま す 。 
し か し それ まで に は 大 半 の 人 々 は 爪 の 半分 か 、 ひ ざ 半 ば ほど まで 焼 か れ て し まっ て いる の で す 。 
(と も あれ ) その 時 彼ら が 『 主 よ 、 あ な た が 救う よう お 命じ に な っ た 者 は 一 人 と し て も う 地 獄 に 
は 残っ て お り ま せん 』 と 述べ る と 、 ア ッ ラ ー は 『 も う 一 度 戻 っ て 、 心 に 1 ディ ー ナ ー ル の 重 さ ほど 
で も 善意 を 持つ 者 を 見 付け た な ら ば 連れ 出す よう に 』 と いわ れ ま す 。 
それ で 彼ら は 再び 多く の 人 々 を 業火 の 中 か ら 連 れ 出 し 『 主 よ 、 あ な た が 命じ た 者 は 全部 救い 出 
れ 、 一 人 と し て 残っ て お り ま せん 』 と 申し 上 げ る の で す 。 
これ に 対し て アッ ラー は 更に 『 戻 っ て 心 に 半 デ ィ ー ナ ー ル の 重 さ ほど の 善意 を 持つ 者 が あれ ば 連 
れ 出 す よ うに 』 と お 命じ に な り 、 そ れ で 彼ら は 更に 多く の 人 々 を 連れ 出し 『 主 よ 、 お 命じ に な っ 
た 者 ら を 残ら ず 連 れ 出 し まし た 』 と また 申し 上 げ る の で す 。 
アッ ラー は これ に 対し て も 更に 『 戻 っ て 心 に 微塵 の 重 さ ほど で も 善意 を 持つ 者 が あれ ば 連れ 出す 
NN 彼ら は その 言葉 に 従っ て な お また 多く の 人 々 を 連れ だ し て 来 『 主 よ 、 私 た ち 
は 軽く 僅か で も 善意 を 持つ 者 が あれ ば 一 人 残ら ず 地 獄 か ら 連 れ 出 し まし た 』 と 申し 上 げ る こと に 
な り ま す 」 

ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は これ に 関連 し 次 の よう に 語っ て いる 
「 も し も 私 の 語る この ハデ ィ ー ス を 信じ な い 者 は 、 次 の 聖 句 を 調 ん で みる が よい 。 
「 ま こと に アッ ラー は 微塵 の 重 さ ほど も 間違え られ な い 。 も し 一 善 が あれ ば 、 彼 は これ を 倍加 な 


され 、 ま た 彼 の 御 許 か ら 偉 大 な 報 胡 を 与え られ よう 」 (クル アー ン 第 4 章 40 節 ) 」 

「 そ の 後 、 ア ッ ラ ー は こう いわ れ ま す 『 天 使 た ち が 執 り 成 し を し 、 預 言 者 た ち が 執 り 成 し を し 、 
更に 篤 信者 ら が 執り 成 し を する た め 、 残 され る の は アッ ラー の 深い 慈悲 に ゆだね られ た 者 た ち だ 
は けど が る だ ろう 』 と 。 
アッ ラー は それ で 業火 の 中 に 手 を 入れ 、 こ れ ま で いか な る 善行 も 為 し た こと の な い 、 も う 既 に 木 
炭 の よう に 変り 果て た 人 々 を ひと つか み に し て 取り 出さ れ 、 そ れ ら を 天国 の 端 に ある 生命 の 河 と 
呼ば れる 河 の 中 に 投げ 込ま れ ま す 。 
する と 彼ら は 洪水 に 運ば れ た 沈 泥 か ら 植 物 の 種子 が 新芽 を 出す よう に 再生 する の で す 。 
あな た 方 は きっ と 石 や 木 の 倍 ら で 、 太 陽 に さら され 黄色 また は 緑色 に 、 ま た 木 共 で は 白色 に 見 え 
る それ ら を 眺め る こと で あり まし ょ う 」 
この 言葉 を 聞い た 人 々 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 あ な た は 草原 の 牧畜 者 の よう に 何で も よく ご 存 
知 な 方 で す 」 と いつ た 。 
この あと み 使 い は また 話 を お 続け に な っ た 。 

「 彼 ら は 首 に し る し を つけ られ 、 真 珠 の よう に 顔 を 輝 か せ な が ら 出 て 来る の で す 。 
天国 の 住民 た ち は 彼 ら を 見 て 『 こ の 人 た ち は ア ッ ラ ー に よっ て 解放 され た の で す 。 ア ッ ラ ー は 過 
去 の 行為 や 善行 の 有無 に も 関 作 な か く こ れ ら の 人 々 が 天国 に 入る こと を お 許し な さっ た の で す 』 と 
いう こと で し ょ う 。 
それ か ら ア ッ ラ ー は こう いわ れ ま す 

『 天 国 に 入り な さい 。 そこ で 見 る も の は 全て お 前 た ちの も の で す 』 
これ に 対し 、 彼 ら は 『 主 よ 、 あ な た は 世界 の 誰 に も お 与え に な ら な か っ た ほど の 恩 龍 を 私 た ち に 
与え て 下さ いま し た 』 と 感謝 の 言葉 を 述べ ます 。 

し か し アッ ラー は 『 ま だ これ より も 尊い も の が お 前 た ちの た め に 配慮 され て いる 』 と 仰せ に な り 
、 彼 ら が 『 主 よ 、 こ れ よ り 善 いも の と は 何で し ょ うか 』 と 問う と 、 こ うお 答え に な る の で す 。 

『 そ れ は 私 が お 前 た ち に 満足 し て お り 、 こ れ 以 後 決し て お 前 た ち に 怒り を 示す こと は な いと いう 
こと で ある 』 と 」 
アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よる この ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 次 の よう に 伝え られ 
て いる 。 

私 た ち が 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 私 た ち に 主 を 見 る こと が で きま すか 」 と た ず ね た 時 、 み 使い は 
こう づい われ た 

「 雲 の な い 日 、 太 陽 を 見 る の は 困難 で すか 
」 私 た ち は 「 い いえ 」 と 答え た 。 
以下 の ハデ ィ ー ス は 前 記 と 同 内 容 で ある が 、 ハ フス ・ ビ ン ・ マ イサ ラ の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 次 
の 表現 が 加え られ て いる 。 

「 い か な る 事 を も 為 さ ず に 、 も し く は 、 過 去 に いか な る 善行 を も 為す と な し に 」 ま た 「 ア ッ ラ 
ー は 彼ら に 『 そ こ で 見 る も の や 、 そ こ に ある も の は 全て お 前 た ちの も の で す 』 と いわ れ た 」 

な お 、 ア ブー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よる ハデ ィ ー ス に は 「 私 は その 橋 が 髪の毛 より も 細く 、 剣 
より も 鋭い と 聞い た 」 と いう 言葉 が み ら れ る 。 


な お また 、 ラ イス の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 「 主 よ 、 あ な た は 世界 の 誰 に も 与え な か っ た 因 窒 を 私 
た ち に 与え て 下さ っ た 」 と いう 表現 は み ら れ な い 。 

ハフ ス ・ ビ ン ・ マ イサ ラ は 、 別 の 伝承 者 経路 で 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる が 、 そ れ 
に も 表現 上 多少 の 異同 が み ら れ る 。 


執り 成 し 役 と 信者 の 救済 に つい て 


執り 成 し 役 と 信者 の 救済 に つい て 
1 巻 P.151-152 


アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー は 天国 の 住民 に ふさ わし い 者 ら を 天国 に 入れ 、 ま た 慈悲 を 懸け る に 価 す る 者 ら を 天国 
に 救済 な さる 。 

アッ ラー は 地獄 の 住民 に ふさ わし い 者 ら を 地獄 に 落 さ れる 。 

それ か ら ア ッ ラ ー は こう いわ れる 

『 よ く 注 意 せ よ ! 心 に か らし の 実 ほ ども 信仰 を 持つ 者 を 発見 し た な ら ば 、 地 獄 か ら 連 れ 出 し な 
さい 』 

それ で 身体 を 焼 か れ て 木炭 の よう に な っ た 人 々 が 連れ 出さ れ 、 生 命 の 河 に 投げ 込ま れ て 、 そ こ で 
彼ら は 、 あ た か も 洪水 に よっ て 運ば れ た 泥 土 の 中 で 種子 が 芽 を 出す よう に 、 生 きか える の で ある 
あな た た ち は 種 子 が 黄 緑 の 入 り ま じ っ た 芽 を 出す の を 見 た こと は あり ませ ん か 」 

アム ル ・ ビ ン ・ ヤ ヒヤ ー は 別 の 伝承 者 経路 で 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる が 、 そ れ に 
は 次 の 言葉 が み ら れ る 

「 彼 ら は 生命 の 河 と 呼ば れる 河中 に 投げ 込ま れる 」 

な お 、 ハ ー リ ド の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 「 流 れ の 傍ら で 種 が 芽 を 出す よう に 」 と 記さ れ 、 ウ ハイ 
ブ に よる ハデ ィ ー ス に は 「 泥 土 の 中 で 、 も し く は 、 洪 水 の 運 ん だ 泥 土 で 種子 が 芽 を 出す よう に 」 
と いう 表現 が み ら れ る 。 

アブ ー・ サ イー ド に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 地 獄 に 住む 者 は そこ に 運命 づけ られ た 者 で ある 。 

そし て 「 そ の 中 で 彼 は 死ぬ こと も 生き る こと も な い の で ある 」 (クル アー ン 第 20 章 74 節 ) 

し か し な が ら 犯 し た 罪 の た め に 、 も し く は 、 悪 行 の た め に 業火 に 焼 か れる 者 た ち を 、 主 は 死な し 
め て 木炭 の よう に 変え 、 そ し て 後に 執り 成 し を 許し 給 い 、 群 ご と に 集め て 天国 の も ろ も ろ の 河 に 
まき 散ら させ て 後 、 こ う 仰 せ に な る だ ろう 

『 天 国 の 住民 た ちよ 、 彼 ら の 上 に 水 を 注ぎ か け よ 』 

それ で 彼ら は 、 洪 水 に 運ば れ た 泥 土 に 種 が 丁度 芽 を 出す よう に 、 再 生 す る の で ある 」 

な お 、 こ の 話 を 聞い た 或 る 男 は 「 み 使い 様 は まる で 、 草 原 に 住む 人 の よう に 何で も よく ど ご存知 で 
あら れる 」 と 述べ た 。 

アブ ー・ ナ ドラ は 、 ア ブー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー か ら 聞 いて 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 「 洪 水 
で 運ば れる 泥 土 の 中 で 」 と いう 部 分 まで 伝え て いる が 、 それ 以下 に つい て は 言及 し て いな い 。 


地獄 か ら 最 後に 出る 者 に つい て 


地獄 か ら 最 後に 連れ 出さ れる 者 に つい て 
1 巻 P.152-155 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 は 地獄 か ら 最 後に 連れ 出さ れ 、 天 国 へ そこ の 住民 と し て 一 番 後 か ら 入 る 者 を 知っ て いる 。 
業火 の 中 か ら 造 い 出 た その 男 に アッ ラー は 『 行 っ て 天国 に 入れ 』 と お 命じ に な り 、 それで 彼 は 天 
国 に 入る が 、 後 に は 天国 が 一 杯 で 、 彼 の 住む 場所 は な いよ うに 思え た 。 

それ で 彼 は 戻っ て 『 主 よ 、 私 の 入る 場所 は あり ませ ん 』 と 申し 上 げ る が 、 主 は 『 行 っ て 天国 に 
入れ 』 と 再度 いわ れる 。 

それ で その 男 は また 天国 に 行く の で ある が 、 依 然 と し て 一 杯 で 入る 場所 も な いよ うに 見 えた 。 
それ で 彼 は 、 再 度 戻 っ て 主 に 『 一 杯 で す 』 と 申し 上 げ る が 、 ア ッ ラ ー は また 『 行 っ て 天国 に 入り 
な さい 。 

お 前 の た め に 、 地 上 に いた 時 と 同じ も の 、 し か も それ と 同じ も の が 10 倍 も 用 意 さ れ て いる 。 

も し く は 、 地 上 の 10 倍 の 物 が お 前 の 所 有 に な る 』 と 仰せ に な る 。 

これ に 対し その 男 は 『 あ な た は 私 に 冗談 を いっ て いる の で すか 。 

さも な くば 、 私 を 喘 笑 な さる の で すか 。 

勿論 あな た は 王様 で すか ら 何 で も お で き に な る で し ょ う が 』 と いう の で ある 」 

こう 語っ て 後 、 み 使い は 奥歯 が 見 える ほど 大 きく 口 を 開け て お 笑い に な りな が ら 「 そ の 男 の 地 位 
は 天国 の 住民 中 で も 最 下 位 に 属す る 」 と いわ れ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 は 地獄 か ら 最 後に 連れ 出さ れる 男 を 知っ て いる 。 

その 人 が 吐い 出 て 来る 時 、 主 は こう お 命じ に な る 『 行 っ て 天国 に 入り な さい 』」 

み 使い は 続け て 話さ れ た 

「 そ れ で この 男 は 天国 に 入る が 、 す で に 人 々 が 全て の 場所 を 占有 し て いる の を 知る 。 
彼 は アッ ラー に 『 お 前 は 地獄 に いた 時 いつ 出る べき か 、 適 当 な 時 期 に つい て 考え な か っ た の か 』 
と いわ れ 『 は い 』 と 答え る が 、 と も あれ 『 何 か 望み は な いか 』 と 問わ れ 希 望 を 述べ る 。 

それ に 対し 主 は 『 お 前 は 望む も の を 得 ら れる 。 それ も 地上 に いた 時 の 10 倍 の も の を 』 と 告げ ら 
れる 。 

それ に 対し 、 彼 は 『 あ な た は 私 に 冗談 を いっ て いる の で すか 。 
あな た は まる で 王様 の よう な 方 で す 』 と 述べ る の で ある 」 こ う 語 りな が ら 、 み 使い は 奥歯 が 見 え 
る ほど お 笑い に な っ た 。 

イブ ン ・ マ スウ ー ド に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 最 後に 天国 に 入る 者 は 、 つ まず き な が ら 歩 く 、 か つて 業火 に 焼 か れ た 男 で ある 。 
地獄 を 脱し た 時 、 彼 は 後 を ふり むい て 『 業 火 よ り 私 を 救っ て 下さ っ た 方 、 ア ッ ラ ー を 讃え ます ! 
アッ ラー は 私 に 、 過 去 未来 を 通じ 誰 に も 与え な か っ た ほど の 恩 葵 を お 与え 下さ っ た 』 と 感謝 の 


言葉 を 述べ る こと だ ろう 。 

その 時 、 一 本 の 木 が 彼 の 前 に 現 わ さ れる 。 

それ を 見 て 彼 は 『 主 よ 、 私 を この 木 の 近 くに 連れ て 行っ て 下さ い 。 

そう すれ ば 私 は その 木藤 で 休み 、 そ の 水 を 飲む こと が で きま すか ら 』 と いう だ ろう が 、 ア ッ ラ ー 
は こう お 答え に な る 

『 ア ダム の 子孫 よ 、 も し 私 が お 前 に それ を 許し た ら 、 お 前 は 私 に も っ と 別 の こと を 願う だ ろう 』 
彼 は し か し 『 い いえ 、 主 よ 』 と いっ て それ 以外 に は 何 も 主 に お 願い し な いと 約束 する こと だ ろう 
それ で アッ ラー は 彼 の 願い を お 許し に な る が 、 そ れ も 彼 が そう し て や ら ぬ 限り 耐え きれ まい と 同 
情 な さっ た か ら で あ る 。 

そこ で アッ ラー は 彼 を 木 の 近 くに 連れ て 来 ら れる の で 彼 は その 木藤 で 休み その 水 を 飲む こと だ 

ろう 。 

その 後 、 こ の 最初 の 木 よ り も も っ と 美しい 一 本 の 木 が 彼 の 前 に 現 わ さ れる 。 

彼 は 『 主 よ 、 私 を この 木 の 傍ら に 連れ て 行っ て 下さ い 。 

私 は そこ で 水 を 飲み 、 あ の 木 薩 で 休み た い の で す 。 

私 は それ 以外 に は 何 も あ な た に お 願い 致し ませ ん 』 と いい 、 

アッ ラー は これ に 対し 『 ア ダム の 子孫 よ 、 お 前 は 先 に これ 以上 何 も 願わ な いと 私 に 約束 し た で は 
な いか 。 

も し も 私 が お 前 を その 近く まで 連れ て 行け ば 、 お 前 は また それ 以外 の こと も 頼ん で 来る だ ろう 』 
と 仰せ に な る こと だ ろう 。 

彼 が アッ ラー に 、 何 も 他 に は お 願い し な いと 約束 する と 、 ア ッ ラ ー は 彼 の そう 願わ ざる を 得 な い 
気持 に 同情 され て 、 彼 の 願い を お 許し に な る だ ろう 。 

それ で アッ ラー は 彼 を その 木 の 近 くに 連れ て 行く の で 、 彼 は その 木 の 薩 に 悪 いそ の 水 を 飲む こと 
で あろ う 。 

その あと 、 ま た 、 天 国 の 門 の 処 に 、 前 の 二 本 よ り も も っ と 美しい 一 本 の 木 が 現 わ さ れる 。 

彼 は これ を 見 て 『 主 よ 、 私 を この 木 に 近づけ て 下さ い 。 

私 は この 木 の 薩 で 休息 し 、 そ の 水 を 飲み た い の で す 。 

私 は これ 以外 に は 何 も あ な た に お 願い 致し ませ ん 』 と 訴え る 。 

これ に 対し アッ ラー は 『 ア ダム の 子孫 よ 、 お 前 は 先 に これ 以外 何 も 願わ な いと 私 に 約束 し た で は 
な いか 』 と いわ れる が 、 彼 は 『 そ の 通り で す 。 主 よ 、 で す が 私 は これ 以上 何 も お 願い 致し ませ ん 
』 と 繰り 返す の で 主 は 、 彼 の そう 願う 気持 を お 察し に な り 、 彼 の 願い を 容れ て 、 彼 を その 木 の 近 
くに 運ぶ こと だ ろう 。 

アッ ラー が 彼 を その 木 の 近 くに 運ば れ た 時 、 彼 は 天国 の 住民 た ちの 声 を 聞き 『 主 よ 私 を 天国 に 入 
れ て 下さ い 』 と また 訴え る 。 

これ に 対し アッ ラー は 『 ア ダム の 子孫 よ 、 お 前 の 願い 事 は いつ 終る の か 。 

も し 私 が 、 お 前 に 全 世 界 を 、 も し く は 、 全 世界 に も 匹敵 する も の を 与え た な ら ば 、 お 前 は 満足 す 
る の か 』 と 仰せ に な る だ ろう 。 


彼 は これ に 対し 『 主 よ 、 あ な た は 私 に 冗談 を 言っ て いる の で すか 。 

勿論 私 は 、 あ な た が 全 世 界 の 主 で あり 、 万 能 な 方 で ある こと は わか っ て お り ま す が 』 と いう こと 
だ ろう 」 

イブ ン ・ マ スウ ー ド は こう 語り な が ら 笑 っ た 。 

そし て 人 々 に むか い 「 な ぜ 私 が 笑う の か と 、 ど うし て た ず ね な い の で すか 」 と いっ た 。 

それ で 人 々 が 「 ど うし て 笑う の で すか 」 と 問う た と ころ 、 彼 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い が こ の よう に 
お 笑い に な られ た か ら で す 。 

教 友 ら が み 使 い に 『 ど うし て 笑う の で すか 』 と お た ず ね し た 時 、 み 使い は 『 全 宇宙 の 主 、 ア ッ ラ 
ー は 彼 (天国 に 入り た いと 願っ た 男 ) が "あな た は 私 に 冗談 を いっ て いる の で すか 。 

勿論 あな た は 万 能 の 全 宇 宙 の 主 で あら れ ま す が " と 述べ た 時 、 お 笑い に な る か ら で す 。 

な お 、 ア ッ ラ ー は この 折 “ 私 は お 前 に 冗談 を いっ て いる の で は な い 。 

私 に は な に ご と で あれ 思い の まま に 実現 する こと が 可能 で ある "と いわ れる 』 と も お 話し に な っ た 
」 と 語っ た 。 


天国 に お ける 最 下 位 者 に つい て 
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アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 天 国 の 住民 の うち 最 下 位 に いる 者 は 、 ア ッ ラ ー が その 者 の 顔 を 地獄 か ら 天 国 に ひか ひけ られ た 人 物 
で ある 。 

アッ ラー が 彼 の 前 に 薩 の 濃い 一 本 の 樹木 を お 示し に な られ た 時 、 彼 は 『 我 が 主 よ 、 木 共に 入れ る 
よう あの 木 の 処 に 私 を 進ま せ て 下さ い 。 

そう すれ ば 、 私 は あの 木藤 で 憩 え ます か ら 』 と いっ た 」 

この 後半 は 前 述 の イブ ン ・ マ スウ ー ド の ハデ ィ ー ス と 同 内 容 で ある が 、 た だ 「 ア ッ ラ ー は 、 こ う 
いわ れ た 『 ア ダム の 子孫 よ 、 お 前 の 願い 事 は いつ 終る の か 』」 

以下 の 話 は 伝え られ て な く 、 そ れ に 代 っ て 次 の 言葉 が 加え られ て いる 

「 ア ッ ラ ー は 彼 に 『 し か じ か の 事 を 願い な さい 』 と 呼び か け 、 彼 の 願い 事 が か な えら れ た 時 こう 
いわ れる だ ろう 

『 そ れ は お 前 の も の で す 。 お 前 の 願い より 10 倍 ほど も あり ます 』 」 

また 「 彼 が 自分 の 家 に 入る 時 、 黒 い 大 き な 瞳 を も っ た 二 人 の 妻 も 彼 に 従っ て 家 に 入り 、 こ うい う 
だ ろう 

『 わ た し た ちの た め に あな た を 創り 、 ま た あな た の た め に 私 た ち を お 創り に な っ た アッ ラー を 讃 
えま す 』 

これ に 対し 彼 は 『 私 ほど 多く を 与え られ た 者 は いな い 』 と 述べ る こと だ ろう 」 

ムギ ー ラ - ビン - シュ ウ バ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 モ ー ゼ が 、 彼 の 主 に 『 天 国 の 住民 で 誰が 最 下 位 の 人 物 で すか 』 と た ず ね た と ころ 、 ア ッ ラ ー 
は 『 当 然 入 る に 価 す る 人 々 が 天国 に 入れ られ た 後 で 、 最 後に 天国 に や っ て 来る 人 物 で ある 』 と い 
われ た 。 

そし て 次 の よう に 話さ れ た 。 

彼 は 『 天 国 に 入り な さい 』 と 告げ られ る が 、『 主 よ 、 先 に 来 た 人 々 が それ ぞ れ の 場所 に 落着 き 、 
取り 分 も 確保 し て いる の で 、 ど うし て 私 の 入る 余地 な ど あ り ま し ょ うか 』 と 答え る だ ろう 。 
それ に 対し アッ ラー が 『 お 前 は 世界 の 諸王 ら そ れ ぞ れ が 有する 王国 ほど の 広 さ が あれ ば 満足 する 
の か 』 と 述べ る と 、 彼 は 『 そ の 通り で す 。 主 よ 』 と 答え る こと だ ろう 。 

アッ ラー が その た め 『 あ れ は お 前 の も の 、 こ れ も そ れ も あ れ も 、 ま た それ も お 前 の も の で ある 』 
と 五 つ も 指示 を 与え な さる と 、 そ れ で よう や く 彼 は 『 主 よ 、 私 は 大 変 満足 で す 』 と 述べ る こと だ 
ろう 。 

アッ ラー は また 『 こ れ は お 前 の も の 、 こ れ に 10 倍 する も の も お 前 に 与え られ る 。 お 前 が 望み 、 
ぶ も の は 全て お 前 の も の で ある 』 と いわ れる 。 

彼 は これ に 対し て も 『 主 よ 、 私 は 大 変 満足 で す 』 と 述べ る こと だ ろう 。 


咽 


モー ゼ は 、 更 に 『 天 国 の 住民 の 中 で 最も 上 位 の 者 は 誰 で すか 』 と 問う た 。 
アッ ラー は これ に 対し 『 私 が 自ら 選ん だ 者 た ち で ある 。 私 は 私 自身 の 手 で 彼ら の 名 誉 を 定め 、 誰 
の 目 に も 見 え ず 誰 の 耳 に も 聞こ え ず 、 い か な る 人 間 の 心 に も 判別 で き な い し る し を 、 そ の 名 人 誉 の 
上 に 張り 付け た 』 と いわ れ た 。 
この こと は 、 ア ッ ラ ー の 聖典 に も 次 の よう に 証言 され て いる 
「 か れ ら は その 行っ た こと の 報奨 と し て 、 喜 ば し いも の が 自分 の た め に 、 ひ そ か に 用 意 さ れ て い 
る の を 知ら な い 」 (クル アー ン 第 32 章 17 節 ) 
シャ ー ビ ー は 、 ム ギー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ が ミン バル (説教 壇 ) で 話す の を 聞い て 伝え て いる 
「 モ ー ゼ は 、 天 国 の 住民 の 中 で 最 下 位 の 者 に 対す る 報奨 に つい て アッ ラー に 質問 し た 」 
以下 の ハデ ィ ー ス は 前 記 と 同 内容 で ある 

ー・ ザ ッ ル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 
「 私 は 天国 の 住民 の 中 で 最後 に そこ に 入っ た 者 、 地 獄 に 落 さ れ た 者 の 中 で 最後 に そこ か ら 出 て き 
た 者 を 知っ て いる 。 
その 男 は 、 復 活 の 日 に 主 の 前 に 連れ 出さ れこ うい われ る だ ろう 
『 彼 の 犯し た 小 罪悪 を 見 せ て や りな さい 。 彼 の 大 罪 に つい て は 保留 し て お き な さ い 』 
それ で 、 彼 の 小 罪 悪 の 数 々 が 彼 に 示さ れ 『 し か じ か の 日 に これ これ の こと を お 前 は 行っ た 。 そ し 
て また 、 こ れこ れ の 日 に お 前 は し か じ か の こと を 行っ た 』 と いわ れ 、 彼 は 『 そ の 通り で す 』 と 答 
える こと だ ろう 。 
彼 に と っ て 、 そ れ ら を 否 定 す る こと は 不可 能 で 、 む し ろ 彼 は 自分 の 犯し た 大 罪 こ そ が 目 の 前 に 示 
され る こと を 恐れ た の で ある 。 
と も あれ アッ ラー は また 彼 に 『 お 前 の 犯し た この 悪行 記録 の 場所 に は (お 前 が すなお に 前 非 を 悔 
いて いる 様子 な の で ) 善行 の し る し が 付 さ れる だ ろう 』 と いわ れる が 、 こ れ に 対し 彼 は 『 私 は ま 
こと に 、 こ こ で 示さ れ た 以外 に も 多く の 悪行 を 犯し まし た 』 と 告白 する だ ろう 」 
こう 語り な が ら 使 徒 様 が 奥歯 が 現われ る ほど 大 きく 口 を あけ て お 笑い に な っ た の を 、 私 (アブ ー 
・ ザ ッ ル ) は 見 まし た 。 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 
アブ ー・ ズ バイ ル は 、 ジ ャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー か ら 、 復活 の 日 に 人 々 が 行く 場所 に 関す 
る 話 を 聞い て こう 伝え て いる 
ジャ ー ビ ル は 「 復 活 の 日 に 私 た ち は し か じ か の 場所 に 行く こと に な っ て いる (アブ ー・ ズ バイ ル 
に よる と "し か じ か " と は " 至 尊 者 "の 意味 で ある と いう ) 」 と 述べ て か ら 続 け て 次 の よう に 語っ た 
「 人 々 は 、 そ れ ぞ れ が 信仰 し た 偶像 共々 一 人 一 人 呼び 出さ れる 。 
その あと 主 が 私 た ちの 処 に お いで に な り 『 誰 を 待っ て いる の か 』 と お た ず ね に な る が 、 人 々 が 『 
私 た ちの 主 を 待っ て いま す 』 と 答え る と 『 私 が あな た た ちの 主 で す 』 と いわ れる 。 
これ に 対し 人 々 が 『 あ な た を よく 見 な い 限 り 、 な ん と も 確か め ら れ な い 』 と いう と 、 主 は 笑い な 
が ら 彼 ら に 、 主 本 来 の お 姿 を 明らか に 示さ れる 。 
それ で 人 々 は 主 の 後に 従っ て 一 緒 に 進み 出す の で ある 。 
その 後 、 偽 信者 、 篤 信者 の 別 な く 全 て の 人 々 は 明り を 持た され 、 彼 に 従っ て 地獄 の 橋 の 上 に 行 


く が 、 そ こ に は アッ ラー が 命ずる も の を 捕らえ る た め の 釣 や 大 串 が 用 意 さ れ て いる 。 

ここ で 偽 信者 ら の 明り は 消え る 。 

そし て 篤 信 者 ら の み は 救 済 さ れる こと に な る 。 

こう し て 救 わ れ た 最初 の 一 団 は 七 万 人 に も 及び 、 彼 ら の 顔 は 満月 の 夜 の 光 の よう に 喜び に 輝く 。 
彼ら は 罪 を 問わ れる こと は な い の で ある 。 

続い て 彼ら の あと に 従っ て 橋 を わた っ た 者 ら も 喜び の た め 、 天 空 で 最も 明る い 光 を 放つ 星 の よ う 
な 顔 を 見 せる 。 

この よう な 状態 が 次 々 と 見 られ た 後に は 、 執 り 成 し の 行わ れる 場面 が 続き 、 執 り 成 し 役 を 許さ れ 
た 人 々 は 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 』 と 証言 し 、 心 の 中 に 大 麦 粒 の 重 さ ほど の 善意 を 持つ 者 で あ 
れ ば 、 そ れ ら の 者 が 地獄 か ら 出 られ る よう 、 ア ッ ラ ー に 懇願 する 。 

その 結果 彼ら は 天国 の 庭園 に 連れ 出さ れる 。 

住民 ら が 彼ら の 上 に 水 を 注ぎ か ける と 、 彼 ら は 洪水 の 中 で 種 が 新芽 を ふき だ す よ うに 蘇生 し 、 焼 
けど の 跡 も 消え 去っ て し まう 。 

その 後 、 彼 ら は 主 に 懇願 し 、 こ の 世界 の 数 々 の 恩恵 を 共々 10 倍 に し て 与え られ る の で ある 」 
ジャ ー ビ ル は 、 預言 者 が こう いわ れる の を 聞い た と 伝え て いる 

「 ア ッ ラ ー は 地獄 か ら 人 々 を 連れ 出し 、 天 国 に 入れ 給 う 」 

ハン マー ド ・ ビ ン ・ ザ イド は こう 伝え て いる 

私 が 、 ア ムル ・ ビ ン ・ デ ィ ー ナ ー ル に 「 あ な た は 、 ジ ャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー か ら 、 ア 
ッ ラ ー は 執り 成 し の 懇願 を 許し 、 地 獄 か ら 人 々 を 連れ 出し 給 う と いう アッ ラー の み 使 い の 言 葉 を 
聞き まし た か 」 と 問う た と ころ 、 彼 は 「 は い 、 聞 きま し た 」 と 答え た 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ プ ド ッ ラ ー に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ま こと に 、 人 々 は 地獄 か ら さ えも 救出 され る だ ろう 。 

彼ら は 天国 に 入る まで 、 顔 の 表面 以外 を 焼 か れる こと だ ろう ( 注 ) 」 

( 注 ) 主 の 前 で 顔 を 地面 に 付け て 平伏 する た め 、 顔 の 面 の み は 焼 か れ な い の で ある 

ヤズ ィ イード ・ フ ァ キ ー ル は こう 伝え て いる 

「 大 罪 を 犯し た 者 ら は 、 永 遠 に 地獄 で 罰せ られ る と いう ハ ワ ー リ ジュ 派 の 見 解 を 私 は 信じ て いた 
私 た ち は ハ ッ ジ (巡礼 ) を 行う 目的 で 多数 の 団体 を 組ん で 出発 し た 。 

そし て その 旅 中 度々 、 EC AE 

私 た ち は マ ディ ー ナ で 、 た また ま ジ ャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー が 、 柱 の 近く に 座っ て 人 々 
に アッ ラー の み 使 い の ハ ディ ー ス を 語っ て いる と こ a 

彼 が 地獄 の 住民 に つい て 語っ た 時 、 私 は 彼 に こう 質問 し た 。 

『 み 使い の 教 友 よ 。 あ な た の 説く こと と 次 の アッ ラー の 言葉 と は どう いう 関係 が あり ます か 。 「 
本 当 に あな た は 、 業 火 に 投げ 込ま れ た 者 を 必ず 屈辱 で お お われ る 」 (クル アー ン 第 3 章 192 節 ) 
及び 、 

「 地 獄 か ら 出 よう と する 度 に か れ ら は その 中 に ひき 戻さ れる 」 (クル アー ン 第 32 章 20 節 ) 

これ ら の 聖 句 に 関し どん な 説明 を する の で すか 』 


これ に 対し 彼 は 、 私 に 『 ク ルアー ン を 褒 ん だ か 』 と 問い 、 私 が 『 は い 』 と 答え る と 、 

更に 『 ム ハン マ ド 様 の 尊い 地位 、 つ まり アッ ラー が お 遺し に な っ た 使命 に つい て 知っ て いる か 』 
と た ず ね 、 私 が 『 は い 』 と 答え る と 、 

彼 は 『 ま こと に ムハンマド 様 の 地位 は 光栄 ある も の ( 注 1) で す 。 

その 光栄 の 故に 、 彼 の 意見 を 容れ て 、 ア ッ ラ ー は お 望み の まま に 人 々 を 連れ 出さ れる の で す 』 
と 語っ た 。 

彼 は この あと 、 地 獄 の 上 に か けら れ た 橋 と 、 そ こ を 通る 人 々 の 状況 に つい て 話し 『 私 は 他 の こと 
は あま り 記 憶 し て な いか も 知れ な い が 、 た だ 、 地 獄 に 投げ 込ま れ た 人 々 が そこ か ら 出 て 来る と い 
われ た こと だ け は 、 は っ きり 憶え て いま す 。 

彼ら は 地獄 か ら 、 あ た か も ご ま の 木 の 小枝 ( 注 2) の よう に 黒く 焼 か れ て 出 て 来る の で す 。 

そし て 後 、 天 国 に ある 河 の 一 つ に 入っ て 洒 浴 を し 、 そ こ か ら 紙 の よう に 白い 姿 に な っ て 再度 現 わ 
れる の で す 』 と も 語っ た 」 

ヤズ ィ ー ド は 、 更 に 次 の よう に も 伝え て いる 。 

「 私 た ち は そ の 帰り 道 に こう 語り 合っ た 

『 な ん と いう こと だ ろう ! 

どう し て この よう な 老人 が アッ ラー の み 使 い の 言 葉 に つい て 虚偽 を 語る は ず が あろ うか !』 と 。 
私 た ち は 巡 礼 を 終え 無事 に 帰っ た 。 

そし て 神 に 誓っ て 。 

た だ 独り を 除き 私 た ち 全 員 が この ハ ワ ー リ ジュ 派 の 集団 か ら 脱 退 し た の で あっ た 」 

同様 の ハデ ィ ー ス は 、 ア ブー・ ヌ マイ ル に よっ て も 伝え られ て いる 。 

( 注 り クル アー ン の 聖 句 「 主 は 、 ム ハン マ ド を 光栄 ある 地位 に 就 か せ て 下さ る (第 17 章 79 節 ) 」 
に 対応 する 言葉 で ある 

( 注 2) ご ま (サー シム ) で は な く 、 黒 た ん (サー サム ) の 誤記 と も いわ れる 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 四 名 の 者 が 地獄 か ら 連 れ 出 され アッ ラー の 前 に 引き 出さ れる こと だ ろう 。 

そし て 、 こ の 中 の 一 人 が 地獄 の 方 を ふり か えり こう いう だ ろう 

『 我 が 主 よ 、 あ な た は 私 を 地獄 か ら 連 れ 出 し て 下さ っ た 。 再び 、 そ こ に 戻さ な いで 下さ い 』 
アッ ラー は 彼 を 地獄 か ら お 救い に な る こと だ ろう 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 復 活 の 目 、 ア ッ ラ ー は 人 々 を 集合 せしめ る が 、 人 々 は その 時 、 不 安 に 駆 ら れる こと だ ろう ( イ 
ブン ・ ウ バイ ド に よれ ば 、 彼 ら は 霊感 を 受け 『 も し 主 に 対し だ れ か 執り 成 し を し て くれ る 人 が い 
れ ば 、 私 た ち は 苦 境 か ら 救 われ る だ ろう 』 と 語り 合う と いう ) 」 

み 使い は 続け て いわ れ た 

「 そ こ で 彼ら は 、 ア ダム の 処 に 来 て こう 述べ る 
『 ア ダム 様 、 あ な た は 人 類 の 祖 で あり 、 ア ッ ラ ー が 自ら の 御手 で お 造り に な り 、 神 の 霊感 ( ル 
ー フ ) を 吹き 込ま れ た 方 で す 。 

アッ ラー の 命令 で 天使 た ち は 、 あ な た の 前 で 礼拝 し て お り ま す 。 


それ ほど の あな た で あり ます 故 、 ど うか 主 に 私 た ちの た め 執 り 成 し を な さっ て 下さ い 。 

そう すれ ば 主 は 私 た ち を この 苦境 か ら 救っ て 下さ る で し ょ う 』 

これ に 対し アダ ム は こう 答え る だ ろう 

『 私 は それ を 為 し 得る 立場 に は あり ませ ん 』 

も し も 彼 が そう すれ ば 、 か つて 犯し た 自ら の 過失 を 思い 出し 、 彼 は その た め 恥 じ て 神 を 避け る よ 
うに な っ だ で あろ う 。 

と も あれ 、 彼 は 『 ア ッ ラ ー が 遭わ し た 最初 の 使徒 ノア の 処 に 行き な さい 』 と 告げ る こと だ ろう 」 
み 使い は 話 を 続け て いわ れ た 

「 そ れ で 彼ら は ノア の 処 に や っ て 来る が 、 彼 も 『 私 は それ を 為 し 得る 立場 に あり ませ ん 』 と 答え 
る だ ろう 。 

も し 彼 が そう すれ ば 、 彼 は か つて 犯し た 自ら の 過失 を 思い 出し 、 そ れ を 恥じ て 主 を 敬遠 する よう 
に な っ た で ある ろう 。 

と も あれ 、 彼 は 『 あ な た 方 は 、 ア ッ ラ ー の 友人 、 ア ブラ ハム の 処 に 行き な さい 』 と 告げ る だ ろう 
そこ で 披 ら や は ア ブラ ハム の 処 に 行く が 、 彼 も また 『 私 は それ を 為 し 得る 立場 に あり ませ ん 』 と 答 
える こと だ ろう 。 

も し 披 が そう すれ ば 、 彼 は か つて 犯し た 自ら の 過誤 を 思い 起 し 、 そ の た め 恥 じ て 主 を 避け る よう 
に な っ た で ある ろう 。 

と も あれ 、 彼 は 『 モ ー ゼ の 処 に 行き な さい 。 

彼 は アッ ラー に 話し か けら れ 、 トー ラ 五 書 を 授け られ た 方 で す 』 と 告げ る だ ろう 。 

み 使い は 続け て いわ れ た 

「 そ こ で 彼ら は モー ゼ の 処 に 行く が 、 彼 も 『 私 は それ を 為 し 得る 立場 に あり ませ ん 』 と 答 

と だ ろう 。 

も し 彼 が そう すれ ば か つて 犯し た 自ら の 過誤 を 思い 出し 、 そ の た め 主 を 避け る こと に な っ た で あ 
ろう 。 

と も あれ 、 彼 は 彼ら に 『 ア ッ ラ ー の 精霊 、 ア ッ ラ ー の み 言 葉 、 イ エス の 処 に 行き な さい 』 と 指示 
する こと で あろ う 。 

そこ で 彼ら は アッ ラー の 精霊 、 ア ッ ラ ー の み 言 葉 、 イ エス の 処 に 行く が 、 彼 も 『 私 は それ を あな 
た 方 の た め に 為 し 得る 立場 に あり ませ ん 』 と 答え 『 ム ハン マ ド の 処 に 行き な さい 。 彼 は 先 に 犯し 
た 罪 、 後 で 犯し た 誤 ち 全て を 許さ れ た 神 の し も べ で す 』 と 指示 する こと だ ろう 」 

み 使い は 続け て こう 話さ れ た 

「 そ れ で 彼ら は 私 の 許 に 来る の で ある が 、 私 が 主 に お 願い を する と 、 主 は それ を お 許し 下さ る の 
で ある 。 

と も あれ 、 私 が 主 を 拝 し 平伏 する と 、 主 は 、 お 望み の まま に 私 を その 状態 に 置か れ た 後 、 こ うい 
われ る 

『 ム ハン マ ド よ 、 頭 を 上 げ よ 。 い うこ と が あれ ば 聞き 、 頼 み 事 が あれ ば 与え 、 執 り 成 し が あれ ば 
受け 入れ る で あろ う 』 と 。 


それ で 私 は 頭 を 上 げ 、 主 が 私 に 教え て 下さ っ た 言葉 を 述べ て 主 を 讃 美 し 、 そ の 後 執り 成 し を 始め 
る が 、 そ れ に は 一 定 の 条件 が 付 せ られ て いる 。 

と も あれ 、 こ うし て 私 は 人 々 を 地獄 か ら 連 れ だ し て 天国 に 入ら し め 、 そ し て 後 、 戻 っ て 主 の 前 に 
平伏 する 。 

主 は 思い の まま に 私 を その よう な 状態 に 置か れ た 後 、 こ うい われ る だ ろう 

『 ム ハン マ ド よ 、 頭 を 上 げ よ 。 

いう こと が あれ ば 聞き 、 望 み 事 が あれ ば 与え 、 執 り 成 し が あれ ば 許さ れ よ う 』 

それ で 私 は 顔 を 上 げ 、 主 が 私 に 教え て 下さ っ た 言葉 を 述べ て 主 を 讃 美 する 。 

そし て 後 、 私 は 執り 成 し を 行う が 、 そ れ に は 条件 が 付 せ られ て いる 。 

と も あれ 、 こ うし て また 私 は 、 人 々 を 地獄 の 業火 か ら 連 れ だ し 天国 に 入れ し め る の で ある 」 
アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は この ハデ ィ ー ス に 関連 し 「 私 は み 使い が 、 次 の 言葉 、 す な わ ち 『 主 よ 
、 ク ルアー ン の 中 で 業火 が 永遠 の 定め と 記さ れる 者 (不信 仰 者 ) 以外 に は 、 も う 誰 も 地獄 に 残っ 
て いま せん 』 と いわ れ た の が 、 三 度目 か 、 あ る い は 四 度 目 の 時 で あっ た の か 憶え て いな い 」 と 述 
べ て いる 。 

な お 、 イ ブン ・ ウ バイ ド に よる と 、 カ ター ダ は 上 記 の 言葉 を 「 永 遠 に 地獄 に 住む こと を 命ぜ られ 
て いる 者 の 意味 で ある 」 と 語っ た と いう 。 

アナ ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 信 者 た ち は 、 復活 の 日 、 呼 び 集 め ら れる が 、 彼 ら は その こと で 不安 に お び え る (も し く は 、 心 
配 じ し だす) こと だ ろう 」 

この 後半 の ハデ ィ ー ス は 前 記 と 同 内 容 で ある が 、 次 の 表現 が 付加 され て いる 

「 そ れ か ら 、 私 は 四 度 目 も 戻っ て 『 主 よ 、 ク ルアー ン が 定め て いる も の 以外 だ れ も 残 っ て お り ま 
せん 』 と 述べ る こと だ ろう 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー は 復活 の 日 に 信者 ら を 召集 な さる が 、 彼 ら は それ に つい て 不安 を 抱く こと だ ろう 」 
以下 は 前 記 二 ハデ ィ ー ス と 同 内 容 で ある が 、 次 の 言葉 が 付加 され て いる 


て いる 者 以外 、 地獄 に 残っ て いる 者 は あり ませ ん 』 と 述べ る で あろ う 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 問 言 者 は こう いわ れ た 

「『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 』 と 証言 する 者 は 、 た と え 心 に 僅か 大 麦 粒 の 重 さ ほど の 善意 を 持つ 
者 で あっ て も 、 業 火 か ら 連 れ 出 され る だ ろう 。 

また 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 』 と 証言 する 者 は 、 た と え そ の 心 に 小麦 粒 の 重 さ ほど の 善意 を 持 
つ 者 で あっ て も 、 業 火 か ら 連れ 出さ れる だ ろう 。 

更に また 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 』 と 証言 する 者 は 、 た と え そ の 心 に 微塵 ( 注 ) の 重 さ ほど の 
善意 を 持つ 者 で あっ て も 、 業 火 か ら 連 れ 出 され る だ ろう 」 

( 注 ) 微塵 (ザッ ラ ) で は な く 、 帝 粒 ( ズ ッ ラ ) と 記す ハデ ィ ー ス も ある 

マ ア バド ・ ビ ピン ・ ヒ ラー ル - アナ ジー は 伝え て いる 

「 私 た ち は サ ー ビ ト に 紹介 を 頼み 共々 、 ア ナス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク の 処 に 行っ た 。 


私 た ち が 彼 の 家 に 着い た 時 、 ア ナス は 朝 の 礼拝 を 行っ て いた 。 

サー ビ ト が 私 た ち を 紹介 し 、 私 た ち は 彼 の 家 に 入っ た 。 

アナ ス は サー ビ ト を 彼 の 寝台 に 座ら せ た 。 

サー ビ ト は アナ ス に 「 ア ブー・ ハ ム ザ (アナ ス の 呼び 名 ) よ 、 バ スラ に 住む あな た の 信仰 上 の 兄 
第 た ち が 、 あ な た に 執り 成 し に つい て の ハデ ィ ー ス を 話し て 下さ る よう 願っ て いま す 」 と いっ た 
アナ ス は これ に 答え て 次 の よう に 語っ た 

「 ム ハン マ ド 様 は 私 た ち に こう いわ れ た 

『 復 活 の 日 が 来る と 人 々 は うろ た えて 走り まわ り 、 あ げ く に は アダ ム の 処 に 来 て " 主 に あな た の 子 
孫 の た め の 執 り 成 し を し て 下さ い " と 頼む こと だ ろう 。 

し か し 、 彼 は これ に 対し "私 は 適任 で は な い 。 ア ブラ ハム の 処 に 行き な さい 。 彼 は アッ 
で すか ら " と 告げ る だ ろう 。 

そこ で 彼ら は アブ ラ ハ ム の 処 に 行く が 、 彼 も "私 は 適任 者 で は な い 。 モ ー ゼ の 処 に 行き な さい 。 彼 
は アッ ラー の 対話 者 で す " と 答え る こと だ ろう 。 

そこ で 人 々 は モー ゼ の 処 に 行く が 、 彼 も また "私 は 適任 で は な い 。 イ エス の 処 に 行き な さい 。 
は アッ ラー の 精霊 で あり 、 み 言葉 で す "と 答え る だ ろう 。 

それ で 彼ら は イエ ス の 処 に 行く が 、 彼 も また "私 は 適任 者 で は な い 。 ム ハン マ ド の 処 に 行き な さい 
と 告げ る こと だ ろう 。 

それ で 彼ら は 私 の 処 に 来る の で ある 。 

私 は 彼ら に 対し “私 は その た め の 最 適任 者 で ある "と 告げ け 、 そ の あと 主 の 許 に 出掛け て お 願い し 、 そ 
の こと を 許さ れる の で ある 。 

この 折 私 は 主 の 前 に 立っ て 、 今 は 私 に は で き な い が 、 主 が 私 に 教示 され た 方 法 で 主 に 対す る 讃 美 
の 言葉 を 述べ る こと だ ろう 。 

私 が 主 に お か っ て 平伏 する と 、 主 は “ムハンマド よ 。 顔 を 上 げ よ 。 い うこ と が あれ ば 聞き と どけ 、 
願い ご と が あれ ば か な え 、 執 り 成す こと が あれ ば 受け 入れ る で あろ う " と 仰せ に な る だ ろう 。 

私 が “ 主 よ 、 私 の 民 (ウツ ンマ) を ! 私 の 民 を ! "と 言う と 、 主 は "行っ て 、 心 に 小麦 粒 や 大 麦 粒 の 重 
さほど で も 信仰 を 持つ 者 が あれ ば 、 地 獄 か ら 連 れ だ す よ うに "と お 命じ に な る こと だ ろう 。 

それ で 私 は 、 出 掛け て いわ れ た 通り の こと を 行い 、 そ の 後 主 の 許 に 戻り 、 主 の 教え て 下さ っ た 讃 
美 の 言葉 を も っ て 主 を 讃え る の で ある が 、 そ の あと 私 が 平伏 する と 主 は また こう 仰せ に な る だ ろ 
“ムハンマド よ 。 顔 を 上 げ よ 。 

いう こと が あれ ば 聞き と どけ 、 願 い ご と が あれ ば 許し 、 執 り 成す こと が あれ ば 受け 入れ る で あ 
ろう " 

それ で 私 が “私 の 民 を ! 私 の 民 を !" と いう と 、 主 は "行っ て 、 心 に か らし 種 の 重 さ ほど で も 信仰 を 
持つ 者 が あれ ば 、 地 獄 か ら 連 れ 出 す よ うに "と 仰せ に な る こと だ ろう 。 

それ で 私 は 出掛け て それ を 行い 、 再 び 主 の 許 に 帰っ て 教え られ た 讃 美 の 言葉 を 述べ て 主 を 讃え る 
の で ある が 、 そ の あと 私 が 平伏 する と 主 は 更に 私 に "ムハンマド よ 。 顔 を 上 げ よ 。 
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いう こと が あれ ば 聞き と どけ よう 。 

願い びと が あれ ば 、 そ れ を 許 そ う 。 

執り 成 し ご と が あれ ば それ も 受け 入れ よう "と 仰せ に な る だ ろう 。 

私 が 、 た だ " 主 よ 、 私 の 民 を ! 私 の 民 を !" と いう と 、 主 は "行っ て 心 の 中 に 極 く 極 く 最少 の か らし 
種 の 重 さ ほど で も 信仰 を 持つ 者 が あれ ば 、 地 獄 か ら 連 れ 出 す よ うに "と 仰せ に な り 、 私 は 出掛け て 
その 通り に 行う こと で あろ う 』」 

以上 は 、 ア ナス が 私 た ち に 語っ た ハデ ィ ー ス で ある 。 

私 た ち は 彼 の 家 を 辞 去 し 、 ジ ャ ッ パ バー ン 墓 地 の 上 部 に 着い た 。 

その 時 、 私 た ち は 「 ア ブー・ ハ リー ファ の 家 に ウマ イヤ 朝 将 軍 ハ ッ ジ ャ ー ジ ー・ ビ ン ・ ユ ー ス フ 
の 迫害 を 避け 隠れ て 住む 、 ハ サン に 会 っ て 挨拶 し た いも の だ 」 と 話し 合っ た 。 

彼 ( マ ア バド ・ ビ ン ・ ヒ ラー ル ) は この 話 を 続け て こう 語っ た 

「 そ れ で 私 た ち は 、 彼 の 処 に 行き 、 挨 拶 し て 後 『 ア ブー ・ サ イー ド (ハサン の 呼び 名 ) よ 、 私 た 
ち は あ な た の 兄弟 アブ ー・ ハ ム ザ (アナ ス の 呼び 名 ) の 家 か ら 帰 る と ころ で す 。 私 た ち は 、 執 り 
成 し に つい て 彼 が 語っ て くれ た ハデ ィ ー ス を か つて 聞い た こと が な か っ た の で す 』 と いっ た 。 
これ に 対し 彼 が 『 そ の 話 を 語っ て みな さい 』 と いっ た の で 、 私 た ち は 聞 いて きた ハデ ィ ー ス を 全 
て 彼 に 話し た 。 

そし て 彼 が 『 も っ と 話す よう に 』 と いっ た 時 、 私 た ち は 『 彼 は これ 以上 の こと は 話し て くれ ませ 
ん で し た 』 と 告げ た の だ っ た 。 

する と 彼 は 次 の よう に 述べ た 

『 ア ナス は 、 そ の ハデ ィ ー ス を 20 年 以上 も 前 に 私 た ち に 語っ て くれ た が 、 そ の 頃 彼 は 気力 に あふ 
れ て いた 。 

拝聴 し た と ころ に よる と 、 今 の 彼 の ハデ ィ ー ス に は 省略 が 見 られ る 。 

私 に は あの 老人 が 忘れ た の か 、 も し く は 、 あ な た た ち が そ の 話 を 頼り すぎ て その た め 善 行 を 放棄 
する こと の な いよ うに 、 故 意 に それ を 話す の を 避け た の か どう か わか ら な い 』 

それ で 私 た ち が 、 急 き 込 ん で その 省略 部 分 を 語っ て くれ る よう 頼ん だ と ころ 、 彼 は 笑っ て こう い 
っ 次 

『 人間 は 本 来 せ っ か ちな も の らし い ! 

私 は 、 次 の ハデ ィ ー ス を あな た た ち に も 知っ て 貰い た い の で お 話し し ます 』 

そし て 彼 は み 使 い の 言 葉 を こう 加え 足し た 

『 私 は その 後 、 四 回 目 に 主 の 処 に 戻り 、 教 わっ た 讃 美 の 言葉 を 唱え て 主 を 讃え その あと 平伏 す 
る が 、 

この 時 主 は “ムハンマド よ 、 頭 を 上 げ よ 。 

いう こと が あれ ば 聞き と どけ よう 。 

願い ご と が あれ ば 、 許 す で あ ろう 。 

執り 成 し を 望む な ら ば 受け 入れ る で あろ う " と いわ れる 。 

それ で 私 が “ 主 よ 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い と 告白 し た 者 に 対す る 権限 を 私 に お 与え 下さ い " と 申 
し あげ る と 、 


主 は “心底 か ら そ れ を 告白 し た か どう か を 識別 する こと は お 前 の 役目 で は な い (も し く は 、 お 前 に 
課せ られ た 仕事 で は な い ) 。 

と も あれ 、 私 の 名 誉 、 栄 光 、 威 厳 、 そ し て 権力 に か け て 申す が 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 、 と 告 
白 し た 者 を 私 は 必 ら ず 地 獄 か ら 連 れ 出 す で あ ろう "と いわ れる 』」 

な お 、 マ アバ ド は 「 こ の ハデ ィ ー ス は 、 今 か ら 20 年 前 に 当時 元気 だ っ た アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク 
か ら 聞 いた ハサン が 、 私 た ち に 直接 語っ て くれ た も の で ある こと を 証言 し ます 」 と も 述べ て いる 
アプ ーー フラ イラ は と こう 伝え て いる 

或 る 日 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 処 に 肉 が 運ば れ 、 彼 の 好む 前 脚 部 分 が 提供 され た 。 

彼 は その 肉 の 一 片 を 前 歯 で か み 切 っ て か ら こ う 話 され た 

「 私 は 復活 の 日 に 人 類 の 先導 者 と な る だ ろう 。 

どう し て か わか り ま すか 。 

アッ ラー は 復活 の 日 に 、 過 去 未 来 全 て の 人 類 を 或 る 高地 に 召集 な さる 。 

その 時 宣言 者 の 声 が 聞こ え 、 或 る 視力 が 彼ら 全て を 見 通す と 共に 、 太 陽 が 近づい て 来る 。 

人 々 は 耐え 難く 、 抵 抗 で き な い ほど の 苦痛 と 不安 に 襲わ れる 。 

そし て 互い に 『 何 が 一 体 起 こっ た の か わか ら な い の か 』『 ど ん な 災害 に 襲わ れ た の か 見 当 が つか 
な い の か 』『 主 に 執り 成 し を し て くれ る 人 を どう し て 捜 さ な い の か 』 な ど と ロ 々 に いい 合う こと 
だ ろう 。 

その 結果 或 る 人 が 『 ア ダム の 処 に 行け 』 と いい 、 それ で 彼ら は アダ ム の 許 に 行っ て こう 述べ る だ 
ろう 

『 ア ダム よ 、 あ な た は 人 類 の 父 で す 。 主 アッ ラー は あな た を 自ら の 御手 で お 造り に な り 、 主 の 精 
霊 を 吹き 込ま れ 、 天 使 た ち に は あな た の 前 で 礼拝 する よう お 命じ に な り ま し た 。 

どう か 私 た ちの た め 、 主 に 執り 成 し し て 下さ い 。 

あな た は 私 た ち が ど ん な 災難 の 中 に あり 、 ど ん な 不幸 に 襲わ れ て いる か 御存知 で は あり ませ ん か 
』 

これ に 対し アダ ム は こう 答え る だ ろう 

『 ま こと に 、 我 が 主 は 今日 、 か つて 見 た こと も な い ほ ど 私 に 対し 立腹 し て お られ ます 。 

と いう の は 、 主 が 私 に あの りん ご の 木 に 近づく こと を 禁じ た の に 、 私 は それ に 従わ な か っ た か ら 
で す 。 

それ 故 、 私 は 自分 の こと が 心配 で す 。 

誰か 他 の 人 の 処 に 行き な さい 。 

ノア の 処 に 行き な さい 』 

それ で 彼ら は ノア の 処 に 来 『 ノ ア よ 、 あ な た は アダ ム の あと 、 最 初 に 地上 に 遣わ され た 使徒 で す 
アッ ラー は あな た を "感謝 深い し も べ " と 呼ん で お られ ます 。 

どう か 私 た ちの た め 主 に 執り 成 し し て 下さ い 。 あ な た は 私 た ち が ど ん な 災難 の 中 に あり 、 ど ん な 
不幸 に み ま わ れ て いる か 御存知 な い の で すか 』 と 訴え る こと だ ろう 。 


し か し ノア は 『 ま こと に 、 我 が 主 は 今日 、 か つて 見 た こと の な い ほ ど 、 私 を 怒っ て お られ ます 。 
と 言う の は 私 が 警告 する よう 命ぜ られ た 時 、 そ れ を 無視 し た 者 ら を 呪っ た か ら で す ( 注 1) 。 

私 自身 の こと が 心配 で す 』 と 二 度 繰り 返し て 述べ 『 ア ブラ ハム の 処 に 行く よう 』 と 指示 する こと 
だ ろう 。 

それ で 彼ら は アブ ラ ハ ム の 許 に 行き 『 あ な た は アッ ラー に 人 遣わ され た 預言 者 で あり 、 こ の 地上 の 
人 間 の 中 で た だ 独り の アッ ラー の 友人 で あり ます 。 

どう か 私 た ちの た め 主 に 執り 成 し し て 下さ い 。 

私 た ち が ど ん な 災い の 中 に お り 、 ど ん な 不幸 に 襲わ れ て いる か 、 あ な た は 知ら な い の で すか 』 と 
いう が 、 

これ に 対し 、 ア ブラ ハム は 『 ま こと に 私 の 主 は 、 今 日 か つて な か っ た ほど ひど く 私 に 立腹 し て お 
られ ます 』 と 述べ て 主 を 立腹 せしめ た 彼 の 嘘 言 ( 注 2) に つい て 話し 、 

その あと 「『 自 分 の こと が 心配 で す 』 と 二 度 繰 り 返し て 述べ 、『 誰 か 他 の 人 の 処 に 行き な さい 。 モ 
ー ゼ の 処 に 行き な さい 』 と 告げ る だ ろう 。 

そこ で 彼ら は モー ゼ の 許 に 行き 『 モ ー ゼ よ 、 あ な た は アッ ラー の 使徒 で あり 、 ア ッ ラ ー は 、 あ な 
た を 使徒 役 、 対 話 者 と し て 人 々 の 中 で も 特に 恩 龍 を 授け て お られ ます 。 

どう か 私 た ちの た め 、 主 に 執り 成 し し て 下さ い 。 

あな た は 私 た ち が ど ん な 苦し み 、 ど ん な 不幸 の 中 に いる か 御存知 な い の で すか 』 と 訴え る が 、 
モー ゼ は これ に 対し 『 ま こと に 我 が 主 は 、 あ と に も 先 に も な い ほ ど 、 私 を 怒っ て お られ ます 。 
と 言う の は 私 が 、 そ う 命 ぜ ら れ て も いな い 者 を 殺し た か ら で す ( 注 3) 。 

私 は 自分 の 不安 で 一 杯 な の で す 』 と 二 度 繰り 返し て いい 、 次 いで 『 イ エス の 処 に 行く よう に 』 と 
彼ら に 示唆 する だ ろう 。 

そこ で 彼ら は イエ ス の 許 に 行き 『 イ エス よ 、 あ な た は アッ ラー の 使徒 で あり 、 揺 り 籠 ( 注 4) の 中 
で 人 々 と お 話し に な っ た 方 で す 。 

あな た は マリ ヤ に 人 遣わ され た 主 の み 言 葉 で あり 、 主 の 精霊 で す 

どう か 私 た ちの た め に 、 主 に 執り 成 し し て 下さ い 。 

私 た ち が ど ん な 災い の 中 に お り 、 ど ん な 不幸 な 思い を し て いる か 御存知 な い の で すか 』 と 訴え 
る が 、 

イエ ス は これ に 対し 『 ま こと に 我 が 主 は 今日 、 後 に も 先 に も な か っ た ほど ひど く 私 を 怒っ て お ら 
れ ま す 』 と 述べ る だ ろう 。 

イエ ス は し か し 彼 の 犯し た 過失 に つい て は 何 も 語ら ず 『 私 は 自分 の こと が 心配 で す 』 と 二 度 繰り 
返し て いい 、 

『 他 の 人 の 処 に 行き な さい 。 ムハンマド の 処 に 行き な さい 』 と 彼ら に 勧め る こと だ ろう 。 

そこ で 彼ら は 私 の 許 に 来 て 『 ム ハン マ ド 様 、 あ な た は アッ ラー の 使徒 で あり 使徒 と し て 最後 の 方 
で す 。 

アッ ラー は あな た の 過去 、 将 来 に わた る 過誤 の 全て を お 許し に な り ま し た 。 

どう か 、 あ な た の 主 に 私 た ちの た め 執 り 成 し し て 下さ い 。 

あな た は 私 た ちの 苦し み 、 私 た ちの 不幸 を 御存知 な い の で すか 』 と 訴え る こと だ ろう 。 


それ で 私 は 主 の 許 に 出かけ 、 玉 座 の 下 に 来 て 、 主 の 前 に 平伏 する の で ある が 、 こ の 折 主 は 私 に 、 
私 以前 の 者 に は 誰 に も 啓示 し な か っ た 主 に 対す る 讃 美 と 賞 揚 の 言葉 を 教え られ 

『 ム ハン マ ド よ 、 顔 を 上 げ よ 。 願い ご と が あれ ば 許さ れ よ う 。 

執り 成す こす と が あれ ば 、 受 け 入 れ よ う 』 と いわ れる 。 

それ で 私 が 頭 を あげ 『 主 よ 、 私 の 民 を お 救い 下さ い ! 私 の 民 を お 救い 下さ い ! 』 と 申し あげ 
る と 、 

主 は 『 ム ハン マ ド よ 。 天国 の も ろ も ろ の 門 の うち 右 の 門 か ら 、 お 前 の 民 で 罪 を 犯さ な か っ た 者 を 
和信 れ な さい 。 

彼ら は 、 こ れ 以 外 の 他 の 門 か ら 入 っ て 来 た 者 ら と 一 緒 に な る こと だ ろう 』 と 仰せ に な る だ ろう 」 
この あと アッ ラー の み 使 い は 「 わ た し の 生命 を その 手 に 握っ て お られ る 御方 、 ア ッ ラ ー に 牙 っ て 
申し ます が 、 天 国 の 門 の 両側 の 支柱 間 の 幅 は マッ カ と バハ レー ン の ハジ ャ ル 、 も し く は 、 マ ッ カ 
と バス ラ 間 の 距離 ほど も ある の で す 」 と いわ れ た 。 

( 注 1) クル アー ン 71 章 1-2 節 、71 章 5 節 、71 章 21 節 、71 章 26 節 に は 、 ノ ア が 人 々 を 呪う に 至っ た 
経緯 が 記さ れ て いる 

( 注 2) クル アー ン 6 章 77 節 、21 章 62-63 節 、37 章 87-89 節 が 、 ア ブラ ハム の 嘘 言 に 関連 する 啓示 と 
いわ れる 。 

これ に は 、 星 を “ 我 が 主 で ある "と いっ た あと それ を 打 消 し た 話 、" 偶 像 に た ず ね よ " と 語っ た 話 、 諸 
星 を 見 て 心 を 痛ま し め た 話 な ど が 記さ れ て いる 。 

た だ し いずれ も 二 重 の 意味 に 解 さ れる 内 容 で 、 い わ ゆ る " 嘘 ”" 出 任せ "に 類する 物語 で は な い と さ 
れる 

( 注 き ) クル アー ン 28 章 15 節 に は 、 モ ー ゼ が 争い に まき 込ま れ 、 敵 方 の 者 を 拳 で 打 殺 し た 話 が 記さ 
れる 。 

相手 は エジプト 人 で あっ た と いう 

( 注 4) クル アー ン 19 章 29-30 節 に は 、 揺 り 籠 の 中 の 赤子 (イエ ス ) が 、" ア ッ ラ ー の し も べ で ある ' 
と 人 々 に 告げ た 話 が 記さ れ て いる 

アブ ー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い の 前 に 、 バ ン 切 れ 入 り ス ー プ の 木 皿 と 肉 が 置か れ た 。 

アッ ラー の み 使 い は 、 最 も お 好き な 羊 の 前 脚 を お 取り に な り 、 そ の 一 片 を 食べ な が ら こ うい われ 
た 

「 復 活 の 日 、 私 は 人 類 の 先導 者 と な る こと だ ろう 」 

この 後 、 彼 は また その 肉 を お 食べ に な り 、 再 度 「 私 は 復活 の 日 、 人 類 の 先導 者 と な る だ ろう 」 と 
いわ れ た が 、 教 友 ら が この 言葉 に つい て 彼 に 何 も 質 問 し な い の を 見 て 「 あ な た 方 は 『 な ぜ そ うな 
る の か 』 と 質問 し な い の で すか 」 と いわ れ た 。 

それ で 人 々 は 初め て 「 み 使い 様 、 ど うし て そう な る の で すか 」 と た ず ね た の で し た 。 

と も あれ 、 こ れ に 対し み 使い は 、 こ うお 答え に な っ た 

「 人 々 は その 日 、 全 宇宙 の 主 の 前 に 立た され る こと に な る だ ろう 」 

これ 以下 の 話 は 前 記 と 同 内 容 で ある が 、 ア ブー・ ズ ル ア か ら 聞 いて 、 ア ブー ・ ハ イヤ ー ン が 伝え 


た ハデ ィ ー ス に は 、 ア ブラ ハム の 物語 に 関連 し 、 次 の 説明 が 加え られ て いる 

「 (すなわち ) それ ら は 、 彼 が 或 る 星 に 関し て 『 こ れ は 私 の 主 で す 』 また 偶像 に 関し て 『 彼 ら の 
うち 最も 大 きい 偶像 が それ を する こと で し ょ う 』 更 に 『 本 当 に 私 の 心 は 痛み ます 』 な ど と 述べ た 
言葉 で ある 」 

また これ に は 次 の 言葉 も み ら れ る 

「『 ム ハン マ ド の 生命 を 手 に し て お られ る 主 に 誓っ て 申し ます が 、 天 国 に ある 門 の 両側 の 支柱 間 
の 距離 は マッ カ と ハジ ャ ル 、 も し く は 、 ハ ジャ ル と マッ カ 間 の 距離 と 同じ ほど で す 』」 

な お 、 こ れ に 関し て 彼 は 「 私 は 、 み 使い が どちら を 先 に いわ れ た か 憶え て いな い 」 と も 述べ て 
いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ 及 び フ ザイ ファ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 復 活 の 日 、 ア ッ ラ ー は 人 々 を 召集 な さる が 、 信 者 ら は 、 天 国 が 彼ら の 処 に 近づけ られ る まで 立 
ち 続 けさ せら れる こと だ ろう 。 

彼ら は アダ ム の 許 に 行き 『 我 ら が 父 よ 。 天 国 を 我ら の た め に 開け て 下さ い 』 と 頼む が 、 彼 は 『 お 
前 た ち を 天国 か ら 遠 ざけ る こと に な っ た の は 、 お 前 た ちの 父 ア ダム 、 す な わ ち 私 の 犯し た 罪 の た 
めで は な いか 。 私 は それ を 行う 立場 に は な い 。 ア ッ ラ ー の 友 で 私 の 子孫 に も 当る アブ ラ ハ ム の 処 
に 行く が よい 』 と 告げ る に 違い な い 」 

み 使い は 続け こう いわ れ た 

「 ア ブラ ハム は し か し 『 私 は その 立場 に は な い 。 

確か に 私 は ずっ と は る か に 昔 か ら 、 ア ッ ラ ー の 友 で は ある の だ が 。 

お 前 た ち は モ ー ゼ の 処 に 行く が よい 。 

彼 は アッ ラー と 対話 し た 人 で ある 』 と 告げ る こと だ ろう 。 

それ で 彼ら は モー ゼ の 許 に 行く が 、 彼 も また 『 私 は それ を 行う 立場 に は な い 。 

お 前 た ち は 、 ア ッ ラ ー の み 言 葉 、 そ の 精霊 イエ ス の 処 に 行く が よい 』 と 指示 する だ ろう 。 

し か し イエ ス も また 『 私 は それ を 人 為 し 得る 立場 に は な い 』 と 述べ る に 相違 な い 。 

それ で 人 々 は 結局 ムハンマド の 処 に 来る こと に な り 、 彼 ら の 願い を 聞い た ムハンマド は 起き 上 っ 
て 主 の 許 に 出掛け る 。 

その 結果 、 天 国 の 門 を 開け る こと を 彼 は 許さ れる 。 

こう し て 、 生 前 信頼 され て いた 者 、 親 族 に 尽 し た 者 、 次 いで 道 の 右 と 左 の 両側 に 立っ て 待っ て い 
た 者 ら は 順次 天国 に 送ら れ て 行く の で ある が 、 あ な た た ちの うち 、 最 初 に 送ら れる 者 は 、 ま る で 
雷光 の よう な 速 さ で そこ を 通り 過ぎ る こと だ ろう 」 

この 話 に 関連 し 、 フ ザイ ファ は 次 の よう に 伝え て いる 。 

「 私 は こう た ず ね た 

『 私 の 父母 より も 尊い お 方 よ ! 

“雷光 の 通り すぎ る よう に "と は どん な こと で すか 』 

これ に 対し 、 み 使い は いわ れ た 

『 あ な た は 雷光 が 、 目 ば た きす る 間 に む こう に 、 ま た こち ら に と 走り 回 り 、 光 る 様子 を 見 た こと 
は あり ませ ん か 。 


その 後 の 人 々 は 風 が 吹き 通っ て 行く よう に 、 次 いで は 、 鳥 た ちの 飛び 去り 行く よう に 通り 過ぎ て 
行く の で す 。 

人 々 の 通過 する 速 さ は 、 生 前 の 行為 の いか ん に よる の で す 。 

また 、 あ な た た ちの 預言 者 ( ヘ へ ハ ンマ ド ) は その 道 に 立っ て “ 主 よ 、 彼 ら を 救い 給え 、 救 い 給え "と 
祈り 続け る の で す 。 

この よう に し て 、 生 前 の 行為 の も た ら す 力 の 弱い し も べら まで 通っ て 行き 、 遂 に は 、 週 い ず っ て 
道 を 進み 行く 者 さえ 現われ る の で す 』」 

この 話 を 、 ア ブー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 補足 し 、 説 明 し て いる 。 

「 そ の 道 の 両 側 に は 錠 が ぶら さげ られ 、 主 に そう する よう 命じ られ た 者 を 捕らえ る が 、 中 に は そ 
の 多 に ひっ か けら れ な が ら も 、 よ う や く 道 を わた っ て 救 わ れる 者 が お り ま す 。 

また 、 多 に か けら れ 、 地 獄 に 一 束 に 重ね て 落 さ れる 者 も いる の で す 。 

アブ ー・ フ ライ ラ の 生命 を 手 に 握っ た 方 に 誓っ て 申し ます が 、 地 獄 の 底 に 達する に は 70 年 も 要 す 
る の で す 」 


天国 で の 最初 の 執り 成 し 役 に つ いて 


天国 で の 最初 の 執り 成 し 役 、 預 言 者 へ ムハンマド の 言葉 に つい て 
1 巻 P.170-171 


アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 私 は 天国 で 最初 に 執り 成 し を する 者 と な る だ ろう 。 

そし て 使徒 た ちの 中 で 復活 の 日 に 私 は 最も 多く の 追随 者 を 持つ こと だ ろう 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 使 徒 た ちの 中 で 私 は 、 復活 の 日 最大 の 追随 者 を 持ち 、 また 天国 の 門 を 開け る た め 最 初 に 門 を た 
た く 者 と な る だ ろう 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 私 は 、 天 国 に お ける 最初 の 調停 者 と な る で あろ う 。 

また 預言 者 ら の 中 で 誰 一 人 、 私 ほど 多く の 人 々 に よっ て 、 ア ッ ラ ー の 預言 者 で ある と 証言 され る 
者 は いな い だ ろ う 。 

まこ と に 預言 者 た ちの 中 に は 、 た だ 一 人 の 信者 以外 に 証言 者 を 得 ら れ な い 者 も いる こと だ ろう 」 
アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 復 活 の 日 、 私 は 天国 の 門 に 行き そこ を 開け る よう 頼む が 、 番 人 は その 時 『 あ な た は 誰 で すか 』 
と た ず ね 、 私 が 『 ム ハン マ ド で す 』 と 答え る と 『 私 は あな た の た め 、 あ な た が お いで に な る まで 
誰 に も 門 を 開け て は な ら な い と 命じ られ て いま し た 』 と いう こと だ ろう 」 


預言 者 の 特別 祈願 に 関し て 


預言 者 が 特別 祈願 を 執り 成 し の た め 残 し た こと に 関し て 
1 巻 P.171-173 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 全 て の 預言 者 は 一 度 ずつ 特別 の 祈願 を する こと を 許さ れ て いる が 、 私 は その 祈願 を 復活 の 日 の 
私 の ウン マ (信仰 共同 体 ) の 人 々 の 執り 成 し の た め に 、 残 し て 置き た いと 願っ て いる 」 

アプ ブー* プラ イラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 全 て の 預言 者 に は 各 一 回 、 特別 の 祈願 が 認め られ て いる 。 

も し アッ ラー が 許す な ら ば 、 私 は その 祈願 の 機会 を 復活 の 日 の 私 の 信者 ら の 執り 成 し の た め 取 っ 
て 置く こと に し た い 」 

アム ル ・ ビ ン ・ ア ブー・ ス フ ヤ ー ン は 、 ア ブー・ フ ライ ラ か ら 聞 いた 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス 
を 伝え て いる 。 

カ ア ブ ・ ア フ バ ー ル は アブ ー・ フ ライ ラ か ら 聞 いて 、 預 言 者 の 言葉 を こう 伝え て いる 

「 全 て の 預言 者 は 、 各 一 回 ずつ 主 に 懇願 する た め の 特 別 な 祈り の 機会 を 与え られ て いる 。 

も し アッ ラー が 許す な ら ば 、 私 は その 祈り を 復活 の 日 に お ける 私 の 信者 ら の 執り 成 し の た め に 残 
し て 置き た い 」 

カ ア ブ が アブ ー・ フ ライ ラ に 「 あ な た は この ハデ ィ ー ス を アッ ラー の み 使 いか ら 直 接 聞 いた の で 
すか 」 と た ず ね た と ころ 、 彼 は 「 そ の 通り で す 」 と 答え た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 全 て の 預言 者 に は 、 各 一 回 の 懇願 の た め の 祈 り が 認め られ る 機会 が 与え られ て いる 。 

他 の 預言 者 ら は その 祈り を 急い で 行う が 、 私 は 復活 の 日 まで 私 の 信者 の 執り 成 し を 祈願 する た め 
に 残し て 置く つも り で す 。 

も し アッ ラー が そう 望む な ら ば 、 ア ッ ラ ー に 何 も の を も 同位 者 を 配 す る こと な く 死 ん だ 私 の 信者 
に 対す る 執り 成 し は 認め られ る で し ょ う 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 全 て の 預言 者 は 、 各 一 回 アッ ラー に な に 事 で あれ 懇願 の 祈り を 奉 げ る 機会 が 与え られ て お り 、 
その 願い は 許さ れる こと に な っ て いる 。 

私 は 、 し か し 、 そ の 祈り を 復活 の 日 に お ける 私 の 信者 の 執り 成 し の た めし まっ て 置い た 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 全 て の 預言 者 は 、 そ れ ぞ れ の 信者 の た め 特 別に 祈る 機会 を 与え られ 、 そ れ は 聞き 届け られ る こ 
と に な っ て いる 。 

私 は 、 も し アッ ラー が 許す な ら ば 、 私 の その 祈り を 、 復 活 の 日 に お ける 私 の 信者 の 執り 成 し の た 
め 使 う よ う 残 し て 置く こと に し た い 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 各 預言 者 は それ ぞ れ の ウン マ (信仰 共同 体 ) の た め 、 ア ッ ラ ー に 祈願 する こと を 許さ れ て いる 


Oo 


私 は その 祈願 を 復活 の 日 の 私 の ウン マ の た め に 残し て 置い た 」 

この ハデ ィ ー ス は 、 カ ター ダ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

な お 、 ミ ス ア ル も カタ ー ダ か ら 聞 いて これ と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 で 伝え て い 
る が 、 それに は 表現 上 多少 の 異同 が み ら れ る 。 

ムウ タミル の 父 は 、 ア ナス か ら 聞 いて 、 前 述 の カタ ー ダ と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 。 
アブ ー・ ズ バイ ル は 、 ジ ャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー が 預言 者 か ら 聞 いた ハデ ィ ー ス を こう 伝 
えて いる 

「 各 預言 者 は 、 それ ぞ れ の ウン マ の た め 一 回 だ け 特 別に 祈願 する こと を 許さ れ て いる 。 

私 は 、 復 活 の 日 に 私 の ウン マ の 執り 成 し の た め 使 う よ う そ の 祈願 の 機会 を 残し て いる 」 


ウン マ の た め の 祈 り に つい て 


ウン マ の た め の 預 言 者 の 祈り に つい て 
1 巻 P.173-174 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル ・ ア ー ス は こう 伝え て いる 

「 預 言 者 は 、 ア ッ ラ ー の 啓示 を お 衣 み に な っ た が 、 そ れ は アブ ラ ハ ム の 言葉 「 主 よ 、 彼 ら は 人 々 
の 多く を 迷わ せま し た 。 わ た し の 道 に 従う 者 は 本 当 に 私 の 身内 で あり ます 」 (クル アー ン 第 14 
章 36 節 ) 

及び 、 イ エス の 言葉 「 あ な た が 、 た と え 彼 ら を 罰せ られ て も 、 ま こと に 彼ら は あな た の し も べ 
で す 。 ま た あな た が 、 彼 ら を お 落し な され て も 、 本 当 に あな た こそ は 偉 力 な ら び な く 英 明 で あら 
れ ま す 」 (クル アー ン 第 5 章 118 節 ) に 関す る も の で あっ た 。 

その 後 、 彼 は 両手 を 上 に あげ て 『 お お 主 よ 、 私 の ウン マ を お 赦し 下さ い 。 

私 の ウン マ を お 赦し 下さ い 』 と 言っ て お 泣き に な っ た 。 

それ を 見 て アッ ラー は 『 ジ ブリ ー ル よ 、 ム ハン マ ド の 処 に 行き 、 ど うし て 泣く の か 、 彼 に た ず ね 
て みよ 。 

も と より 私 は その 理由 を 十分 知っ て いる の だ が 』 と お 命じ に な っ た 。 

それ で ジブ リー ル は ムハンマド の 処 に 行き その 理由 を 問う た 。 

そこ で 彼 は 泣き な が ら 訴 えた 言葉 を (アッ ラー は 勿論 十分 ご 存 知 で ある が ) ジブ リー ル に 告げ た 
これ に 対し 、 ア ッ ラ ー は いわ れ た 

『 ジ ブリ ー ル よ 。 

ムハンマド の 処 に 行っ て 告げ る が よい “まこ と に アッ ラー は 、 あ な た の ウン マ に 関し 、 あ な た を 満 
足 さ せる で あろ う 。 

あな た を 悲し ませ る こと は な い だ ろ う " と 』」 


不信 者 へ の 執り 成 し に 関し て 


不信 者 へ の 執り 成 し は 許さ れ な いこ と に 関し て 
1 巻 P.174 


アナ ス ・ ビ ン ・ マー リク は こう 伝え て いる 

「 或 る 男 が 『 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 私 の 父 は どこ に いる の で すか 』 と 質問 し た 。 

これ に 対し み 使 い は 『 彼 は 業火 の 中 に いま す 』 と 答え た が 、 そ の 男 が 帰り か けた 時 、 呼 びと め て 
また 、 こ うい われ た 

『 ま こと に 、 私 の 父 も あな た の 父 同様 、 業 火 の 中 に いる の で す 』」 


近親 者 へ の 警告 に 関し て 


アッ ラー の 啓示 、“ な ん じ の 近親 者 に 警告 せよ "に 関し て 
1 巻  P.174-177 


アブ ー・ フ ライ ラ は こう 語っ て いる 

「 次 の 聖 句 「 あ な た の 近親 者 に 警告 し な さい 」 (クル アー ン 第 26 章 214 節 ) が 啓示 され た 折 、 ア 
ッ ラ ー の み 使 い は クラ イシ ュ 部 族 の 者 ら を 招待 され た 。 

それ で 彼ら が 集まっ た 時 、 彼 は イス ラー ム に 関す る 基本 的 な 事柄 と 或 る 部 族 を 例 に し た 特別 な 話 
を な さっ た 。 

そし て 後 、 こ うい われ た 

『 カ アブ ・ ビ ン ・ ル ワ ィ ー の 子孫 た ちよ 、 業 火 か ら 自 ら を 救い な さい ! 

ムッ ラ ・ ビ ン ・ カ アブ の 子孫 よ 、 業 火 か ら 自 ら を 救い な さい ! 

アブ ド ・ シ ャ ム ス の 子孫 よ 、 地 獄 か ら 自 ら を 救い な さい ! 

アブ ド ・ マ ナー フ の 子孫 よ 、 地 獄 か ら 自 ら を 救い な さい ! 

ハー シム 家の子 孫 た ちよ 、 業 火 か ら 自 ら を 救い な さい ! 

アブ ドル ・ ム ッ タ リブ の 子孫 よ 、 業 火 か ら 自 ら を 救い な さい ! 

ファ ー テ ィ マ よ 、 業 火 か ら 自 ら を 救い な さい ! 

私 は あな た た ちの 親族 で ある が 、 ア ッ ラ ー の 定め に 抗 し て まで 、 あ な た た ち を 守る 力 は 私 に は あ 
り ま せん か ら 』」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア ブ ド ル ・ マ リク ・ ビ ン ・ ウ マイ ル に よっ て も 伝え られ る 。 

た だ し 、 ジ ャ リー ル を 伝承 口述 者 の 一 人 と する 前 記 ハ ディ ー ス が より 完全 で 理解 し や すい 内 容 で 
ある 。 

アー イシ ャ は こう 伝え て いる 

「 次 の 聖 句 「 あ な た の 近親 者 に 警告 し な さい 」 (クル アー ン 第 26 章 214 節 ) が 啓示 され た 時 、 ア 
ッ ラ ー の み 使 い は サフ ァ ー の 岩山 に お 立ち に な り 、 こ うい われ た 

『 ム ハン マ ド の 娘 、 フ ァ ー テ ィ マ よ ! 

アブ ドル ・ ム ッ タ リブ の 娘 、 サ フィ ー ヤ よ ! 

アブ ドル ・ ム ッ タ リブ の 息子 た ちよ ! 

私 に は アッ ラー の 定め に より 、 あ な た た ち に 何 も 役立つ こと は し て あげ られ ま せん ! 

それ 故 、 せ め て 私 の 財産 に あな た 方 が 欲し い 物 が あれ ば 、 何 な り と 望み を いい な さい 』」 

アブ ー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる 

「 次 の 聖 句 「 あ な た の 近親 者 に 警告 し な さい 」 (クル アー ン 第 26 章 214 節 ) が 啓示 され た 時 、 ア 
ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

『 あ な た 方 自身 を アッ ラー か ら 購 いな さい (善行 を 積む こと で アッ ラー の 救済 を 願い な さい ) 
私 に は アッ ラー の 定め に 抗 し て まで 、 あ な た 方 の 役に立つ こと は で きま せん ! 

アブ ドル ・ ム ッ タ リブ の 息子 た ちよ 、 私 に は アッ ラー の 定め に 痛い て まで 、 あ な た た ちの た め に 


尽 す こと は 不可 能 で す ! 

アッ バ パース ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ム ッ タ リプ ブ よ 、 私 に は 、 ア ッ ラ ー の 定め に 反対 し て まで あな た に 
尽 す こと は で きま せん ! 

サフ ィ ー ヤ ( み 使 い の 伯母 ) よ 、 私 に は アッ ラー の 定め に 痛い て まで あな た に 役立つ こと は で き 
ませ ん ! 

ファ ー テ ィ マ よ 、 ム ハン マ ド の 娘 よ 、 な に か 望み が あれ ば いい な さい 。 

た だ 私 に は 、 お 前 の た め ア ッ ラ ー に 特に お 願い し て まで 、 何 か し て や る こと は で き な い けれ 
ども !』」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア ー ラ ジュ や ム ア ー ウ ィ ヤ な ど を 含む 別 
の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

カビ ピー ザ : ビン ・ ム ハー リク 及び ズバ パ バイル - ピン アム ル は こう 伝え て いる 

「 こ の 聖 句 「 あ な た の 近親 者 に 警告 し な さい 」 (クル アー ン 第 26 章 214 節 ) が 啓示 され た 時 、 ア 
ッ ラ ー の 預言 者 は 山 の 大 岩 の 処 に お いで に な り 、 そ の 頂 ま で 登っ て こう いわ れ た 。 

『 ア ブ ド ・ マ ナー フ の 子孫 た ちよ 、 私 は 警告 者 で す 。 

私 の 立場 と あな た た ちの 立場 は 、 いわば 、 敵 が 現われ た 時 家族 を 守る た め 戦 う 男 が お り 、 そ の た 
め 敵 は その 男 を 恐れ 、 攻 撃 し な いこ と も ある と いっ た 類 の も の で す 』 

この あと 預言 者 は 『 そ れ ぞ れ が 自戒 し な さい ! 』 と 叫ば れ た 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ズ ヘイ ル ・ ビ ン ・ ア ムル 及び カビ ー サ ・ ビ ン ・ ム ハー リク ら に よ 
っ て 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

イプ ブン シン ・ アッ パー ス は と う 伝え て いる 

「 次 の 聖 句 「 あ な た の 近親 者 (と 善行 者 の 一 団 ) に 警告 し な さい 」 (クル アー ン 第 26 章 214 節 ) が 
啓示 され た 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 家 を 出 て サフ ァ ー の 丘 に お 登り に な り 『 お の お の 自戒 し な 
さい 1! 』 と 叫ん だ 。 

人 々 は 『' 誰 が 叫ん で いる の か 』『 ム ハン マ ド で す 』 な ど と いい 合い な が ら 彼 の 近く に 集まっ た 。 
彼 は 『 某 々 の 息子 た ちよ ! 

か の 子 孫 ら よ ! 

アブ ド ・ マ ナー フ の 子孫 ら よ ! 

アブ ドル ・ ム ッ タ リブ の 子 探 ら よ ! 』 と 呼び か けた 。 

彼ら が 周り に 集まっ た 時 み 使 い は 『 も し も 私 が 、 敵 の 騎馬 兵 ら が この 山 の 麓 に 現われ た と 知ら せ 
た な ら ば 、 あ な た た ち は 私 の 言葉 を 信じ ます か 』 と いわ れ た 。 

彼ら が 『 私 た ち は あ な た が 嘘 を いう の を 聞い た こと が あり ませ ん 』 と 答え る と 、 み 使い は 『 私 は 
あな た 方 に 対す る 厳し い 懲 罰 に つい て の 警告 者 で すす 』 と いわ れ た 。 

この 時 、 ア ブー・ ラ ハブ は 『 消 えて し まえ ! こん な こと の た め に お 前 は 我々 を 集め た の か !』 
と いっ て 怒っ た 。 

それ で み 使 い は 立ち 上 っ た が 、 そ の 時 、 次 の 聖 名 「 ア ブー・ ラ ハブ の 両手 は 滅び 、 か れ も 減 び て 
し まえ 」 (クル アー ン 第 111 章 1 節 ) が 啓示 され た 。 

アブ ー・ ラ ハブ は は 実際 その 言葉 通り 滅ん で し まっ た 。 


と も あれ 、 ア アマ シュ は この 聖 句 を 続け て 、「 彼 の 富 も 儲け た 金 も 、 彼 の た め に 役立ち は し な い 
。 や が て 彼 は 、 燃 え 盛る 炎 の 業火 の 中 で 焼 か れ よ う 。 彼 の 妻 は その 新 を 運ぶ 、 首 に 棟 欄 の 荒 縄 を 
か け て 」 (クル アー ン 第 111 章 2-5 節 ) と 終り まで 唱え た 」 

前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 伝え られ 、 そ れ に は 「 或 る 日 、 ア ッ ラ ー の 
み 使 い は サフ ァ ー 山 に 登り 、『 自 戒 せ よ 』 と 叫ば れ た 」 と ある 。 

以下 の 部 分 は 前 記 と 変ら な い が 「 近 親 者 に 警告 し な さい 」 と いう 啓示 に つい て の 言及 は な い 。 


アブ ー・ タ ー リ ブ に 関し て 


アブ ー・ タ ー リ ブ に 関す る 預言 者 の 執り 成 し に つい て 
1 巻 P.177 


アッ バ パース ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ム ッ タ リブ に よる と 彼 は こう いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 あ な た を 保護 し 守っ て くれ た アブ ー・ タ ー リ ブ が 有利 に な る よう 、 あ な 
た は 何 か な さい まし た か 」 

これ に 対し み 使 い は 「 は い 、 そ れ ゆ え 彼 は 地獄 の 最も 浅い 処 に いま す 。 

も し 私 が そう 取 計 ら わ な けれ ば 、 彼 は 地獄 の 最も 深い 底 に いる こと に な っ た で し ょ う 」 と いわ 
栓 た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ハ ー リ ス は 、 ア ッ パ バー ス が こう 語っ た と 伝え て いる 

アッ バー ス は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 ま こと に アブ ー・ タ ー リ ブ は あな た を 保護 し 、 ま た 助け た 
方 で す 。 

その こと が 彼 の 役に立っ て いま すか 」 と 質問 し た 。 

み 使 い は 「 そ の 通り で す 。 

私 は 彼 を 地獄 の 底 で 見 付け 、 最 も 浅い 処 に 連れ 出し た の で す 」 と いわ れ た 。 

前 記 ハ ディ ー ス は 、 ア ブー・ ア ワナ ー に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 伯 父 ア ブー・ タ ー リ ブ に つい て た ず ね られ た 時 、 次 の よう に いわ れ た 。 
「 復 活 の 日 の 私 の 執り 成 し は 、 彼 の た め 役 立つ こと だ ろう 。 

彼 の 頭 は 熱さ に 茹 だ る が 、 業 火 が 彼 の 両足 首 ま で 達する だ け の 浅い 処 に 移さ れる こと だ ろう 」 


地獄 で の 最も 軽い 罰 に つい て 


地獄 で の 最も 軽い 罰 に つい て 
1 巻 P.177-178 


アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 地 獄 の 住民 で 最も 罰 の 軽い 者 は 、 業 火 の 燃 えつ いた 二 つ の 靴 を は か され る が 、 そ の 靴 の 熟 さ の 
た め 彼 の 脳 は 茹で た ぎる こと だ ろう 」 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 地 獄 の 住民 の 中 で アブ ー・ タ ー リ ブ は 最も 罰 の 軽い 者 で ある が 、 彼 は 火 の つ いた 二 つ の 靴 を は 
か され 、 そ の た め 脳 を 茹で た ぎら せる こと だ ろう 」 

ヌ ア マー ン ・ ビ ピン ・ バ シー ル は 説教 を 行い 、 そ の 中 で こう 語っ た 

「 私 は アッ ラー の み 使 い が 次 の よう に いわ れる の を 聞い た こと が ある 。 

『 復 活 の 日 、 地 獄 の 住民 の うち 最も 罰 の 軽い 者 は 足 の 裏 に 二 つ の 燃え さ し を 置か れ 、 そ の た め 脳 
を 茹で た ぎら せ て いる 男 で あろ う 』」 

ヌ ア マー ン ・ ビ ピン ・ バ シー ル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 地 獄 の 住民 の うち 、 最 も 神 の 軽い 者 は 火 の つ いた 二 本 の ひも を 着け た ( 二 つ の ) 靴 を は か さ 
れる 。 

この た め 、 彼 の 頭脳 は 料理 な べ が わき 立つ よう に 沸騰 する こと だ ろう 。 

その 時 彼 は 、 自 分 以上 に ひど い 罰 を 受け る 者 は 誰 も いな いと 思う だ ろう が 、 実 際 に は 、 彼 は 最も 
軽い 罰 を 課せ られ て いる の で ある 」 


不信 仰 者 の 行為 に 関し て 


不信 仰 の まま 死ん だ 者 の 行為 に 関し て 
1 巻 P.178-179 


アー イシ ャ は 伝え て いる 

私 は こう た ず ね た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 私 の 親族 の ジュ ドア ー ン の 息子 は イス ラー ム 以 前 (ジャ ー ヒ リー ヤ 時 代 
) 親族 を 大 事 に し 、 貧 者 に 食 を 与え まし た 。 

それ ら の 善行 が 彼 の た め 役 立ち ます か 」 

これ に 対し み 使 い は 「 彼 の た め に は 何ら 役に立た な い 。 

な ぜ な ら 彼 は 『 主 よ 、 復 活 の 日 に 私 の 罪 を 赦し 給え 』 と か つて 祈っ た こと が な いか ら で す 」 と い 
われ た 。 


「 信 者 の み が 友 人 で ある 」 に つい て 


信者 の み が 友人 で ある こと に つい て 
1 巻 P.179 


アム ル ・ ビ ン ・ ア ー ス は 伝え て いる 

「 私 は アッ ラー の み 使 い が 、 公 然 と 明確 に こう いわ れる の を 聞い た 
『 見 な さい ! 私 の 父 の 一 族 の 者 た ち 、 某 々 を ! 

彼ら は 私 に と っ て 親しい 者 た ち で は な い 。 

まこ と に アッ ラー と 導 度 な 信者 ら の み が 私 と 親しい 方 々 な の で す 』」 


天国 に 入る ムスリム に つい て 


天国 に 受け 入れ られ る ムスリム に つい て 
1 巻 P.179-182 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 私 の 仲間 の 信者 七 万 人 は 、 何 ら 符 を 受け る こと な く 天 国 に 入る だ ろう 」 

或 る 男 が いっ た 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 私 も その 一 人 に 加え る よう アッ ラー に 祈っ て 下さ い 」 

次 いで 別 の 男 が 立ち 上 っ て 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 私 も その 一 人 に 加え る よう アッ ラー に 祈っ て 
下さ い 」 と いう と 、 そ れ に 対し み 使 い は ト 「 こ の こと で は ウッ カー シャ が あな た より 先 で す 」 と い 
われ た 。 

ムハンマド ・ ジ ヤー ド は 、 ア ブー・ フ ライ ラ か ら 聞 き 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 。 
アブ プー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 喜 び で 満月 の 明る さ の よう に 顔 を 輝 か せ な が ら 、 七 万 人 か ら な る 私 の ウン マ の 集団 が 天国 に 入 
る こと だ ろう 」 

この 言葉 に 関連 し 、 ア ブー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 語っ て いる 

「 こ の 時 ウッ カー シャ ・ ビ ン ・ ミ フサ ン ・ ア サディ ー が 毛織 り の 外 奏 を まとっ た まま 立ち 上 りこ 
うい っ た 。 

『 み 使い 様 、 私 を その 一 人 に 加え る よう アッ ラー に 祈っ て 下さ い 』 

それ で み 使 い は 『 ア ッ ラ ー よ 、 ど うか 彼 を その 中 に 入れ て 下さ い 』 と 祈っ た 。 

する と 、 ア ン サ ー ル (マデ ィ ー ナ 在 来 の ムスリム ) の 一 人 が 立ち 上 っ て いっ た 

『 み 使い 様 、 私 も その 一 員 に 加え る よう アッ ラー に 祈っ て 下さ い 』 

み 使 い は これ に 対し 『 ウ ッ カ ー シ ャ が この 件 で は あな た より 先 で す 』 と いわ れ た 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 七 万 人 の 人 々 が 一 つの 集団 と な っ て 天国 に 入る こと だ ろう が 、 そ の 中 に は 顔 を 月 光 の よう に 輝 
か せ て いる 人 々 が 見 られ る だ ろう 」 

イム ラー ン に よる と 、 ア ッ ラ ー の 預言 者 は こう いわ れ た 

「 私 の ウン マ の 者 七 万 人 は な ん の 和 谷 め を 受け る こと な く 、 天 国 に 入る こと を 許さ れる 。 

人 々 が 『 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 それ は どん な 人 た ち で すか 』 と た ず ね る と 、 預 言 者 は 『 人 を 幻覚 さ 
せ た り 、 魔 法 を 掛け た り せ ず 、 ひ た すら 主 に お すがり する 者 た ち で す 』 と いわ れ た 。 

この 時 、 ウ ッ カ ー シ ャ は 立ち 上 っ て 『 私 を その 中 の 一 人 に 加え る よう アッ ラー に 祈っ て 下さ い 』 
と 述べ た が 、 預言 者 は 彼 に むか っ て 『 あ な た は すでに その 中 の 一 人 で す 』 と いわ れ た 。 

この あと 一 人 の 男 が 立ち 上 っ て 『 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 私 も 彼ら の 中 に 入れ る よう アッ ラー に 祈 
っ て 下さ い 』 と 頼ん だ が 、 こ れ に 対し 預言 者 は 『 ウ ッ カ ー シ ャ が この こと で は あな た より 先 で す 
』 と いわ れ た 」 

イム ラー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 


「 私 の ウン マ の 者 七 万 人 は な ん ら 審 理 さ れる こと な く 天 国 に 入る だ ろう 」 

これ に 対し 彼ら が 「 ど ん な 人 た ち で すか 、 み 使い 様 」 と た ず ね た と ころ 、 彼 は 「 人 を 魔術 に か け 
た り 、 不 吉 な 予言 を し た り 、 幻 覚 さ せ た り する こと な く 、 ひ た すら 主 に お すがり する 人 た ち で す 
」 と お 答え に な っ た 。 

アブ ー・ ハ ー ズ ィ ム は 、 サ フル ・ ビ ン ・ サ アド か ら 聞 いて アッ ラー の み 使 い の 言葉 を こう 伝え て 
いる 

「 巧 万 人 、 も し く は 、70 万 人 の 者 (アブ ー・ ハ ー ズ ィ ム は どちら が 正確 な 数 で あっ た か 記憶 し て 
な い が ) は 互い に 手 を 取り 、 支 え 合い な が ら 天 国 に 入る 。 

この 時 に は 、 最 初 に 天国 に 着い た 者 も 、 最 後 の 者 が 到着 する まで 待ち 、 共 々 同時 に 入っ て 行く こ 
と だ ろう 。 

彼ら の 顔 は 、 喜 び で 満月 の 夜 の よう に 輝く こと だ ろう 」 

フ ザ イン = ピン < アプ ドル ラフ マー ン は こう 伝え て いる 

私 は サイ ー ド ・ ビ ン ・ ジ ュ バ イル と 一 緒 だ っ た が 、 そ の 時 彼 が 「 昨 夜 、 誰 か 流れ 星 を 見 た 人 が い 
ます か 」 と た ず ね た の で 「 私 が 見 まし た 」 と 答え 「 私 は 実は 礼拝 し て いた わけ で は な く 、 さ そり 
に 噛ま れ た の で 起き て 流れ 星 を 見 た の で す 」 と いい 添え た 。 

彼 が 「 そ れ で 何 を し た の で すか 」 と た ず ね た の で 、 私 は 「 呪 文 を 唱え まし た 」 と 答え た 。 

「 ど うし て その よう な こと を し た の で すか 」 と 彼 が 聞い た の で 、 私 は こう 答え た 

「 私 は シャ ウ ビ ー の 語っ た ハデ ィ ー ス に 従っ て その 通り に 行っ た の で す 」 

する と 彼 は 「 シ ャ ウ ビ ー は 何 を あな た に 語っ た の で すか 」 と いっ た 。 

私 は これ に 対し 「 彼 は ブラ イダ ・ ビ ン ・ フ サイ ブ ・ ア スラ ミー か ら 聞 いて 、 凶 眼 に 魅入 られ た 

時 や 、 ま た 、 さ そり に 刺さ れ た 場合 な どの 呪文 に は 効果 が ある と 私 た ち に 話し て くれ た の で す 」 
と 答え た 。 

する と 彼 は 、 次 の よう に 話し た 

「 ア ッ ラ ー の 預言 者 の 教え に 従っ て 行動 する こと は 正しい こと で す 。 

イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 預言 者 の 言葉 を 私 た ち に こう 語っ て いま す 

『 多 く の 人 々 が 私 の 前 に 連れ て 来 ら れる 。 

私 は その 中 に 小さ な 集団 を 率い る 預言 者 、 ま た 一 人 か 二 人 の 信奉 者 と 共に いる 預言 者 、 ま た だ れ 
も 従う 者 の いな い 預 言 者 な どの 姿 を 見 か ける こと だ ろう 。 

非常 に 大 き な 集団 が 私 の 処 に 連れ て 来 ら れる 時 私 は 、 私 の ウン マ の 者 だ と 錯覚 する 、 そ の 時 "これ 
は モー ゼ と 彼 の 民 で す 。 地平 線 の 方 を 見 な さい "と 告げ られ る 。 

そちら を 眺め る と そこ に は 大 集団 が 見 える 。 

私 は 更に 地平 線 の 別 の 方 角 を 見 る よう に と いわ れ て 目 を 転じ る が 、 そ こ に も 大 集団 が 見 られ "これ 
が あな た の ウン マ で す 。 彼ら の うち 、 巧 万 人 は な ん ら 審 理 さ れる こと も 罰 を 受け る こと も な く 天 
国 に 入れ る の で す " と 告げ られ る の で ある 』 

こう 話し て 後 、 み 使い は 立ち 上 り 、 ご 自分 の 家 に 入っ て 行か れ た 。 

その あと 彼ら は 『 一 体 ど ん な 人 た ち が 審 理 さ れる こと も 、 罰 を 受け る こと も な く 天 国 に 入る こと 
を 許さ れる の か 』 と 、 熱 心 に 論じ 始め た 。 


或 る 人 は 『 そ れ は 多分 、 み 使い の 教 友 と し て 一 緒 に 過 し た 人 々 で あろ う 』 と いい 、 ま た 別 の 者 
は 『 生 まれ な が ら の ムスリム で 、 ア ッ ラ ー に 何 も の を も 比肩 し な か っ た 人 々 の こと で あろ う 』 
と いっ た 。 

これ ら 以 外 に も 様々 な 意見 を 人 々 は 述べ 合っ た 。 

その 時 み 使 い が 、 ま た 、 彼 ら の 処 に 出 て 来 ら れ 『 あ な た た ち は 何 に つい て 論じ て いる の で すか 』 
と お た ず ね に な っ た 。 

彼ら が それ ら の 話題 に つい て 述べ る と 、 み 使い は こう いわ れ た 

『 彼 ら と は 、 呪 文 を 自分 で 唱え た り 、 他 人 に それ を 頼ん だ り 、 また 、 予 言 を 信じ た り せ ず 、 一 途 
に 主 に お すがり する 人 々 の こと で す 』 

この 時 、 ウ ッ カ ー シ ャ ・ ビ ン ・ ミ フサ ン が 立ち 上 っ て いっ た 

『 私 を 是非 彼ら の 一 人 と し て 下さ る よう アッ ラー に 祈っ て 下さ い 』 

み 使 い は 彼 に 『 あ な た は すでに 、 彼 ら の 中 の 一 人 で す 』 と いわ れ た 。 

この 時 、 ま た 別 の 男 も 立っ て 『 ア ッ ラ ー が 私 を 彼ら の 中 の 一 人 に 加え る よう 祈っ て 下さ い 』 と 頼 
ん だ が 、 み 使い は 『 ウ ッ カ ー シ ャ が あな た より 先 で す 』 と いわ れ た 」 

イブ ン ・ ア ッ バ パース に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 復 活 の 日 に 、 人 々 が 私 の 処 に 連れ て 来 ら れる 」 

以下 の 話 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同 内 容 で ある が 、 こ の 話 の 前 の 部 分 に つい て の 記述 は み ら れ な い 。 


天国 で の ムスリム の 数 に つい て 


ムスリム が 天国 の 住民 の 半分 を 占め る こと に 関し て 


1 巻 P.182-184 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は 、 私 た ち に こう いわ れ た 。 


「 あ な た た ち は 、 天 国 の 住民 の 四 分 の 一 を ムスリム が 占め る の を 喜ば し いこ と と 思い ませ ん か 」 
それ に 対し 、 私 た ち は 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル ! (アッ ラー は 偉大 な り ! ) 」 と 叫ん で 主 を 讃 
75。 

み 使い は 次 いで こう いわ れ た 

「 あ な た た ち は 、 ム スリ ム の 数 が 天国 の 住民 の 三 分 の 一 に も 達する の を 喜ば し いこ と と 思い ませ 
ん か !」 

私 た ち は ま た 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル ! 」 と 叫ん で 主 を 讃 美 し た 。 

み 使 い は 更に こう いわ れ た 

「 私 は あな た た ちの 数 が 天国 の 住民 の 総数 の 半分 に も 達する こと を 願っ て いま す 。 

その 理由 は 、 不 信者 ら の 中 の 信仰 者 の 数 は 、 黒 雄 牛 の 尊 に ある 白 毛 、 も し く は 、 白 い 雄 午 の 的 に 
生え る 黒い 毛 よ り も 多く は な いか ら で す ( 注 ) 」 

( 注 ) 篤 信者 の 数 は 不信 者 の 数 に 比較 すべ くも な い ほ ど 少 な いこ と 、 及 び 、 信 者 、 不 信者 の 行 
動 は 、 白 と 黒 の よう に 対照 的 で 、 両 者 間 に は 大 き な 差 が ある こと を 示す 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は こう 伝え て いる 

私 た ち 凡 そ 40 名 の 者 が アッ ラー の み 使 いと 共に 天幕 の 中 に いた 時 、 み 使い は こう いわ れ た 

「 も し も 、 天 国 の 住民 の 四 分 の 一 を あな た た ち で 占め る と すれ ば 喜ば し いこ と で は あり ませ 

ん か 」 

私 た ち は 「 は い 、 喜 ば し いで す 」 と 答え た 。 

み 使 い は また 「 あ な た た ち が 天 国 の 住民 の 三 分 の 一 を 占め る と すれ ば 嬉し く あ り ま せん か 」 と い 
われ た 。 

それ に 対し て も 私 た ち は 「 そ の 通り で す 」 と 答え た 。 

み 使 い は 次 いで こう いわ れ た 

「 私 の 生命 を 司る 御方 、 ア ッ ラ ー に 碑 っ て 。 

私 は あな た た ちの 数 が 天国 の 住民 の 半数 を 占め る こと を 願っ て いま す 。 

その 理由 は 、 信 者 以外 に は 天国 に 入る こと を 許さ れ な いか ら で す 。 

不信 者 ら の 中 の あな た た ち 信 者 の 数 は 、 黒 い 雄 和牛 の 上 肥 に 生え る 白い 毛 、 も し く は 、 赤 い 雄 和牛 の 皮 
の 黒い 毛 の 数 より も 多く は な いか ら で す 」 

アプ ドッ ラー : ビン シュ マス ウー ド は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 私 た ち に 説教 な さっ た あと 、 度 天幕 に 背 を も た ら せ な が ら こ うい われ た 
「 見 な さい ! イス ラー ム を 信じ て いる 者 以外 に は 誰 も 天国 に 入る こと は な い の で す ! 


お お 、 ア ッ ラ ー よ ! 私 は あな た の み 教 え を 人 々 に 伝え 得 た で し ょ うか ! 

お お アッ ラー よ ! 私 が それ を 伝え 得 た と 証言 し て 下さ い !」 

み 使 い は 、 こ の 後 、 教 友 た ち に むか っ て 「 あ な た た ちの 数 が 天国 の 住民 の 四 分 の 一 に も 達 す れ ば 
と 願い ませ ん か 」 と いわ れ た 。 

私 た ち が 「 は い 、 み 使い 様 」 と 答え る と 、 み 使い は また 「 あ な た た ちの 数 が 天国 の 住民 の 三 分 の 
ー ほ ども 占め れ ば と 思い ませ ん か 」 と いわ れ た 。 

人 々 が これ に 対し て も 「 は い 、 み 使い 様 」 と 答え る と 、 こ うい われ た 

「 私 は あな た 方 が 、 天 国 の 住民 の 半数 を 占め る よう に な る こと を 願っ て いま す 。 

あな た 方 は 人 類 の 中 で 、 た と えば 白 雄 牛 の 舞 に 生え る 黒い 毛 、 も し く は 、 黒 雄 邊 の 爪 の 白い 毛 に 
も 類する ほど 数 少な い 存在 な の で す 」 


地獄 に 送ら れる 人 々 に つい て 


地獄 に 送ら れる 人 々 に つい て 
1 巻 P.184-185 


アブ ー・ サ イー ド に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ア ッ ラ ー が 『 ア ダム よ 「! 』 と 呼び か けら れる と 、 ア ダム は 『 私 は ここ に お り ま す 。 御 意 の ま 
ま に ! 主 よ ! 幸い は あな た の 御手 次 第 で す ! 』 と 答え る こと だ ろう 。 

アッ ラー は この 折 彼 に むか い 『 地 獄 の 住民 の 一 団 を 引き 出せ 』 と お 命じ に な る が 、 ア ダム は 『 地 
獄 の 住民 と は 誰 の こと で すか 』 と た ず ね る に 相違 な い 。 

これ に 対し アッ ラー は 『 彼 ら は 、1000 名 の 人 間 に つ き 、999 名 に も 及ぶ 者 た ち で ある 』 と いわ れる 
こと だ ろう 」 

み 使 い は 続け て こう お 話 に な っ た 

「 こ の 言葉 を 聞く と 恐怖 の あま り 全 て の 子供 ら の 髪の毛 は 白く な り 、 全 て の 妊婦 は 流産 する こと 
だ ろう 。 

また 、 あ な た た ち は こ の 時 、 錯 乱 状 態 の 人 々 を 見 る だ ろう が 、 彼 ら は 実際 は 酔っ て いる の で は 
な く 、 ア ッ ラ ー の 厳し い 罰 を 恐れ る あま り そ う な る の で ある 

」 (アブ プー・ サ イー ド は 「 こ れ は 人 々 に と っ て あま り に 厳し すぎ る 言葉 で あっ た 」 と 述べ て 
いる ) 

人 々 は 「 み 使い 様 、 私 た ちの 中 で 、 だ れ が 地獄 に 落と され る の で すか 」 と た ず ね た 。 

それ に 対し み 使 い は 「 あ な た 方 に と っ て は 良い 知ら せ で す ! 

マグ と マ ゴ グ ( 注 ) に 率い られ た 人 々 が 、 地 獄 の 住民 と な る これ ら 数 千 の 者 た ちな の で す 。 
天国 に 入る の は 、 あ な た 方 の 中 か ら 選 ば れる 人 々 な の で す 」 と いわ れ た 。 

み 使 い は 、 ま た 、 こ う も いわ れ た 

「 私 の 生命 を 司る 御方 に 誓っ て 。 

私 は あな た た ちの 数 が 天国 の 住民 の 四 分 の 一 を 占め る よう 願っ て いま す 」 

私 た ち は そ の お 言葉 を 聞き 「 ア ル ハ ム ド ・ リ ッ ラ ー ! 」 と 叫ん で アッ ラー を 讃え 、 ま た 「 ア ッ ラ 
ー フ ・ ア ク バ ル ! 」 と 叫ん で アッ ラー を 讃 美 し た 。 

み 使 い は その 後 、 こ う も いわ れ た 

「 私 の 生命 を 司る 御方 に 誓っ て 。 

私 は あな た 方 が 天国 の 住民 の 三 分 の 一 を 占め る こと を 願っ て いま す 」 

私 た ち は そ れ に 対し て も アッ ラー を 賞 揚 し 、 讃 美 す る 言葉 を 叫ん だ 。 

み 使 い は 更に こう いわ れ た 

「 私 の 生命 を 手 に な さる 御方 に 誓っ て 。 

私 は あな た 方 の 数 が 天国 の 住民 の 半数 に 達する こと を 願っ て いま す 。 

あな た 方 は 、 た と えて いえ ば 、 黒 雄 生 の 皮 に みえ る 白い 毛 、 も し く は 、 ろ ば の 前 脚 に ある 一 本 の 
縮 筋 ほど に も 数 少な い 存 在 な の で す 」 


( 注 ) マグ と マ ゴ グ (ヤー ジュ ー ジ ュ ・ ワ ・ マ ー ジ ュー ジュ ) 聖書 や クル アー ン に も 説 か れる 終 
末期 に 現われ る 二 部 族 の 名 前 。 

黒海 の 北部 、 ま た は 、 東 北部 より 現われ 、 多 く の 王 国 を 侵略 し 災害 を も た ら す と いわ れる 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 伝え られ る が 、 それに は 次 の 表現 、 す な わ 
ち 「 あ な た 方 は 復活 の 日 、 あ また の 人 々 の 中 で 、 丁 度 黒 雄 邊 の 撤 の 白い 毛 、 も し く は 、 白 雄 牛 の 
爪 の 黒い 毛 の よう な 存在 と な る こと だ ろう 」 が み ら れ る 。 

た だ し 「 ろ ば の 前 脚 に ある 一 本 の 縮 筋 」 と いう 言葉 は 記さ れ て な い 。 


ウド ッ ゥ ー ( 小 浄 ) の 功徳 に つい て 


ウド ゥ ー ( 小 浄 ) の 功徳 に つい て 
1 巻 P.187 


アブ ー* マ ー リ ク ・ ア シュ アリ ー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 いぼ と うい われ た 

「 清 浄 で ある こと は 信仰 の 半ば を 満た すこ と で す 。 

アル ハム ド ・ リ ッ ラ ー (アッ ラー に 称 讃 あ れ ) ! と 唱 す る こと は (善悪 の ) 和 り を 善行 側 に 傾 
け ま す 。 

スプ ブ ハ ー ナ ッ ラ ー (アッ ラー の 栄光 を 称え 奉る ) ! や アル ハム ド ・ リ ッ ラ ー! と 唱え て 、 ア 
ッ ラ ー を 崇拝 する こと は 、 天 と 地 の 間 を 満た すこ と で す 。 

礼拝 は 灯明 で す 。 施し は 信仰 の 証し で す 。 

そし て 忍耐 は アッ ラー へ の 服従 を 示す 光 で す 。 

更に また 、 ク ルアー ン は あな た の 善行 を 立証 する も の 、 も し く は 、 あ な た の 悪行 に 対す る 反証 と 
な る も の で す 。 

人 は 全て 、 朝 毎 に 出掛け 自分 を 売り 歩く 商人 の 如き 存在 で 、 そ の 行為 の いか ん に よっ て 、 来 世に 
救 わ れる 者 、 破滅 され る 者 が 生ずる の で す 」 


清浄 さ に つい て 


清浄 さ が 礼 拝 の 基本 た る こと に つい て 
1 巻 P.187-188 


ム サ ア プ ・ ビ ピン ・ サ アド は こう 伝え て いる 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 、 病 床 に あっ た イブ ン ・ ア ー ミ ル を 見 舞っ た 。 

この 折 「 イ ブン ・ ウ マル よ 、 私 の た め ア ッ ラ ー に 祈っ て くれ ませ ん か 」 と 頼ま れ た 彼 は 次 の よう 
に 答え た 

「 私 は アッ ラー の み 使 い が 『 ア ッ ラ ー は 清浄 で な い 者 の 礼拝 は 受け 入れ な いし 、 不 正 手段 で 得 た 
富 に よる 施し も お 認め に な ら な い 』 と いわ れる の を 聞い た こと が あり ます 。 ま し て 、 あ な た は か 
つて バス ラ の 知事 で は な か っ た で すか ( 注 ) 」 

( 注 ) イブ ン ・ ア ー ミ ル は 、 バ スラ の 知事 時 代 、 人 々 を 苦し め 悪 評 の 高い 人 物 だ っ た 。 

その よう な 人 物 の た め の 祈 り に は な ん の 効果 も 期待 で き な い 故 、 自 ら 深 く 反 省 し 尼 悔 すべ きこ と 
が 肝要 で ある と た し な め た の で ある 

前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 シ ュ ウ バ や シマ ー ク ・ ビ ン ・ ハ ル ブ な ど に よっ て も 伝え られ て 
いる 。 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ム ナッ ビ フ は 、 ア ブー ・ フ ライ ラ か ら 聞 いて 次 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 不 浄 者 の 礼拝 は 、 彼 が ウド ゥ ー を 行わ な い 限 り 受 け 入 れ ら れ な い だ ろ う 」 


ウド ゥ ー の 方 法 に 関し て 


ウド ゥ ー ( 小 浄 ) の 方 法 に 関し て 
1 巻 P.188-189 


ウス マー ン の 元 奴 隷 フ ムラ ー ン は 、 こ う 伝 えて いる 

ウス マー ン ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン は 、 水 を 運ば せ て 後 、 ウ ドゥ ー を 次 の 順序 で 行っ た 。 

先ず 両手 を 三 度 洗い 、 口 を すす ぎ 、 次 いで 鼻孔 を 清め た 後 、 顔 を 三 度 洗っ た 。 

その 後 、 右 腕 を 肘 ま で 三 度 、 次 いで 左腕 を 同様 に 三 度 洗っ た 。 

それ か ら 頭 部 を ぬぐい 、 そ の 後 、 右 足 を くる ぶし まで 三 度 、 次 いで 左足 を 同様 に 三 度 洗っ た 。 
ウド ゥ ー を 終え た 後 、 彼 は 次 の よう に 語っ た 。 

「 私 は アッ ラー の み 使 い が ウ ドゥ ー を 、 私 が 今 行っ た の と 同様 に な さる の を 見 た こと が ある 。 
その 時 、 み 使い は 『 私 の や り 方 に 従っ て ウド ゥ ー を 行い 、 そ の 後 、 立 ち 起 っ て ニラ カー ト の 礼拝 
に 専念 する 者 は 、 過 去 に 犯し た 罪人 本 て を 許さ れる 』 と いわ れ た 」 

イブ ン ・ シ ハー ブ は 、 こ の ハデ ィ ー ス に 関連 し て 「 我 々 の 学者 た ち (ウラ マー) は 、 こ れこ そ 、 
礼拝 の た め の 最も 完全 な ウド ゥ ー の 方 法 で ある と 評 し た 」 と 述べ て いる 。 

ウス マー ン の 元 奴 隷 フ ムラ ー ン は 、 こ う 伝 えて いる 

「 私 は ウス マー ン が 、 水 容器 を 運ば せ 、 ウ ドゥ ー を 行う の を 見 た 。 

彼 は 三 回 水 を 両手 に 注い で 両手 を 洗い 、 そ の あと 、 右 手 を 容器 に 入れ て 口 を すす ぎ 上 鼻孔 を 清 

め た 。 

更に また 顔 を 三 度 、 次 いで 両手 を 肘 ま で 三 度 洗 っ て か ら 頭 を 手 で ぬぐい 、 そ の 後 両足 を それ ぞ れ 
三 度 ずつ 洗っ た 。 

彼 は この 折 『 私 と 同様 に ウド ゥ ー を 行い 、 雑 念 な く ニ ラ カ ー ト の 礼拝 を 捧げ る 者 の 過去 の 罪 を ア 
ッ ラ ー は 全て お 許し に な ろう 』 と いう アッ ラー の み 使 い の 言 葉 を 語っ て くれ た 」 


ウド ゥ ー 後 の 礼拝 の 功徳 に つい て 


ウド ッ ゥ ー 後 の 礼拝 の 功徳 に つい て 
1 巻 P.189-192 


ウス マー ン の 元 奴 隷 フ ムラ ー ン は 、 ウ スマ ー ン の 話 を こう 伝え て いる 

礼拝 時 刻 を 告げ ける 役目 の 者 (ヘム ア ッ ジ ン ) が 、 ア スル (日 没 前 ) の 礼拝 時 間 に や っ て きた 時 、 ウ 
スマ ー ン は モス ク の 中 庭 に いた 。 

ウス マー ン は 水 を 運ば せ 、 ウ ドゥー を 行っ て か ら こ う 語 っ た 

「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 。 も し アッ ラー の 啓典 に 『 神 兆 や 正しい 導き を 隠し て は な ら な い 』 と の 言葉 
が な けれ ば 、 私 が 話す こと も な か っ た 或 る ハデ ィ ー ス を 伝え て お きた い 。 アッ ラー の み 使 い は こ 
うい われ た の で す 

『 ウ ドゥ ー を 正しく 行っ て か ら 礼 拝 を 捧げ る ムスリム の 、 各 礼拝 時 刻 の 間 に 犯 し た 罪 全 て は 、 ア 
ッ ラ ー に よっ て 許さ れる 』 と 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ る 。 

な お 、 ア ブー・ ウ サー マ に よる ハデ ィ ー ス に は 「 ウ ドゥ ー を 丁寧 に 行い 、 そ の 後 定め の 礼拝 を す 
る 者 は 」 と いう 表現 が み ら れ る 。 

フ ム ラ ー ン に よる と 、 ウ スマ ー ン は 、 ウ ドッ ゥ ー を 行っ た 時 こう 語っ た 

「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 。 私 は あな た た ち に 或 る ハデ ィ ー ス を 伝え た い 。 アッ ラー の 聖典 に そう せよ 
と いう 意味 の 言葉 が な けれ ば 、 私 は この 話 を あな た た ち に 語る こと は な か っ た に 相違 な い 。 (と 
も あれ ) アッ ラー の み 使 い は 『 ウ ドゥ ー を 正しく 行っ た 後 礼拝 を する 者 は 、 そ の 礼拝 と 次 の 礼拝 
まで の 間 に 犯 し た 罪 を 全て 許さ れる 』 と いわ れ た の で す 」 

これ に 関連 し ウル ワ は 、 聖 典 の 言葉 と は 「 わ れ ら が すでに 聖典 の 中 で 人 々 に 明示 し て ある の に 、 
われ ら が 下 し た 明 証 と 導き と を 隠す 者 は 必ず アッ ラー の 怒 り に 触れ 、 呪 う 人 々 (即ち 、 天 使 た ち 
及び 全 人 類 ) の 呪い を も 受け る こと だ ろう 」 (クル アー ン 第 2 章 159 節 ) で ある と 述べ て いる 。 
アム ル ・ ビ ピン ・ サ イー ド ・ ビ ピン ・ ア ー ス は 伝え て いる 

私 が ウス マー ン の 処 に いた 時 、 彼 は ウド ゥ ー 用 の 水 を 持っ て 来る よう 命じ て か ら こ う 語 っ た 
「 私 は アッ ラー の み 使 いか ら 次 の 言葉 を 聞い た 

(すなわち ) 『 定 め の 礼 拝 の 時 刻 が 来 た 時 、 ウ ドゥ ー を 丁寧 に 行い 、 ひ た すら 謙虚 に 礼拝 を 捧げ 
る ムスリム で あれ ば 、 彼 の 過去 の 数 々 の 罪 は 、 そ れ が 大 罪 で な い 限 り 、 い つも 許さ れる こと だ 
ろう 』」 

ウス マー ン の 元 奴 隷 フ ムラ ー ン は 、 伝 えて いる 

私 は ウス マー ン ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン の た め 、 ウ ドゥー 用 の 水 を 運ん だ 。 

彼 は ウド ゥ ー を 済ま せ て か ら 「 ま こと に 人 々 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に 関す る 多く の ハデ ィ ー ス を 
語り 合っ て いる が 、 私 は それ が どん な 内 容 で ある か 知ら な い 。 

た だ 、 私 は み 使い が ウド ゥ ー を 丁度 私 が 今 行っ た や り 方 で な さる の を 見 た し 『 こ の 通り に ウド ッ ゥ 
ー を 行う 者 は 、 過 去 の 全て の 罪 を 許さ れ 、 こ の 後 の 礼拝 や モス ク 参 り に 対し て も 余分 の 報奨 が 約 


束 さ れる 』 と いわ れ た の を 覚え て いる 」 と 語っ た 。 
な お 、 こ れ と 同 内容 の イブ ン ・ ア ブダ に よる ハデ ィ ー ス に は 「 私 が ウス マー ン の 処 に 寄っ た 時 、 
彼 は ウド ゥ ー を 行っ て いた 」 と いう 表現 が み ら れ る 。 

アナ ス は 、 次 の よう に 伝え て いる 
ウス マー ン は マカ ー イ ド ( 注 ) の 処 で ウド ゥ ー を 行っ て 後 、「 ア ッ ラ ー の み 使 い の ウ ドゥ ー の な 
さり 方 を 、 私 は あな た た ち に これ まで や っ て みせ な か っ た で すか 」 と いっ て 、 鬼 の 各部 分 を 三 回 
ずつ 洗っ た 。 
この ハデ ィ ー ス に 関連 し クタ イ バ は 「 こ の 時 ウス マー ン と 一 緒 に 、 み 使い の 教 友 ら が いた 」 と 付 
言 し て いる 。 
( 注 ) マカ ー イ ド に 関し て は 二 説 あり 、 カ リフ ・ ウ スマ ー ン が 自ら の 邸宅 の 前 に 建て た 店 舗 、 も 
し く は 、 RN くに 造ら せ た 座 り 台 の 名 称 と いわ れる 
フ ム ラ ー ン ・ ビ ン ・ ア バー ン は 、 こ う 伝 えて いる 
の Sh いた 。 
少量 の 水 を 爪 に か け て 、 彼 は 毎日 汰 浴 を する 習慣 だ っ た 。 
或 る 時 彼 は 次 の よう に 語っ た 
「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 私 た ち が 礼 拝 か ら 戻 る 時 間 に 、 或 る 話 を な さっ た (これ に 関連 し 、 マ イサ 
ル は 『 ア スル (日 没 前 ) の 礼拝 の 時 だ っ た と 思い ます 』 と 述べ て いる ) 
その 折 、 み 使い は 『 私 に は この 事 を あな た た ち に 話す べき か 、 上 黙っ て いる べき か 、 わ か ら な い 』 
と いわ れ た の で 私 た ち は 、『 み 使い 様 、 も し も 善い 事 で し た ら 話 し て 下さ い 。 それ 以外 の 場合 は 
、 ど うす べき か アッ ラー と その み 使 い が 最も よく 御存知 で あり まし ょ う 』 と いっ て お 願い し た 。 
それ で み 使 い は 『 自 ら 身 を 清め て アッ ラー の 定め た 通り に 洒 浴 を 行い 、 そ の 後 、 日 に 五 回 の 礼拝 
を 捧げ る ムスリム は 、 こ れ ら の 各 礼 拝 時 刻 の 間 に 犯 し た も ろ も ろ の 罪 を 許さ れる こと だ ろう 』 と 
話さ れ た の で あっ た 」 
ジャ ー ミ ウ ・ ビ ン ・ シ ャ ッ ダ ー ド は 、 こ う 伝 えて いる 
ビシ ュ ル が 知事 だ っ た 時 代 、 フ ムラ ー ン ・ ビ ン ・ ア バー ン が この モス ク で アブ ー・ ブ ル ダ に ウ 
スマ ー ン ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン の 言葉 を 語る の を 私 は 聞い た こと が ある 。 
それ に よる と 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 『 ア ッ ラ ー が 命じ た 通り に ウド ゥ ー を 完了 し 、 義 務 と し て 定 
め ら れ た ( 五 回 の ) 礼拝 を 行う 者 は それ ぞ れ の 礼拝 と 礼拝 の 間 に 犯 し た 様々 な 小 罪 を 許さ れる で 
あろ う 』 と 述べ られ た 」 と いう 。 
この ハデ ィ ー ス は 、 イ ブン ・ ム アー ズ の 口述 か ら 採 録 さ れ た 。 
な お 、 グ ンダ ル の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 同 内 容 な が ら 、「 ビ シュ ル が 知事 だ っ た 時 代 」 や 「 定 め 
られ た 」 と いう 言葉 は み ら れ な い 。 
ウス マー ン の 元 奴 隷 フ ムラ ー ン は 、 こ う 伝 えて いる 
或 る 日 、 ウ スマ ー ン ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン は 丁寧 に ウド ゥ ー を 行っ て か ら 次 の よう に 語っ た 
「 私 は アッ ラー の み 使 い が 非 常に 丁寧 に ウド ゥ ー を な さる の を 見 た が 、 そ の 折 み 使い は 『 私 の や 
り 方 に 準じ て ウド ゥ ー を 行っ た 後 、 礼 拝 す る こと だ け を ひたすら 願っ て モス ク に 出掛け る 者 は 、 
過去 に 犯し た 罪人 本 て を 許さ れる だ ろう 』 と いわ れ た 」 


フ ム ラ ー ン は ウス マー ン か ら 聞 いた アッ ラー の み 使 い の 言 葉 を 、 こ う 伝 えて いる 

「 礼 拝 の た め の ウ ドゥ ー を 正しく 行っ て か ら 出 掛け て 、 人 々 と 共に 、 も し く は 、 団 体 で 、 ま た は 
、 モ スク で 、 定 め の 礼 拝 を 捧げ る 者 に 対し 、 ア ッ ラ ー は 、 彼 の も ろ も ろ の 罪 を お 許し に な る だ 
ろう 」 


礼拝 の 効 験 に つい て 


日 々 の 礼拝 、 金 曜 礼拝 、 ラ マダ ー ン 月 の 礼拝 に つい て 
1 巻 P.192 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 一 日 五 回 の 礼拝 と 金曜 か ら 次 の 金曜 に 至る まで の 礼拝 は 、 大 罪 を 犯し て な い 限 り 、 そ の 間 に 行 
っ た も ろ も ろ の 罪 の 償い と な る こと だ ろう 」 

アプ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預言 者 は こう いわ れ た 

「 一 日 五 度 の 礼拝 と 金曜 日 毎 の 礼拝 は 、 そ の 間 に 犯 し た 罪 を 償う こと だ ろう 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 日 に 五 度 の 礼拝 、 金 曜 礼拝 か ら 次 の 金曜 礼拝 、 ま た 、 ラ マダ ー ン 月 か ら 、 次 の ラマ ダー ン 月 ま 
で に 行わ れる 礼拝 は 、 そ れ が 大 罪 ( 注 ) で な い 限 り 、 こ の 間 に 犯 し た も ろ も ろ の 罪 行 の 償い と な 
る だ ろう 」 

( 注 ) 殺人 、 強 盗 、 欠 次 、 酔 通 、 中 傷 、 飲 酒 な どの 犯罪 、 い わ ゆ る 、 フ ドゥ ー ド (固定 ) 罪 を 意 
味 する 


ウド ゥ ー の 効用 に 関し て 


ウド ゥ ー の 効用 に 関し て 
1 巻 P.192-193 


ウ ク バ ・ ビ ン ・ ア ー ミ ル は こう 伝え て いる 

私 た ち は ら く だ の 世話 を まかせ られ て いた 。 

私 の 番 に 当り 、 私 が らく だ の 放牧 か ら 夕 方 帰っ て 来 た 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 立っ た まま 人 々 に 
説教 し て お られ た 。 

その 時 私 は 「 ウ ドゥ ー を きま り 通 り 行 い 、 そ の 後 、 立 ち 上 っ て 、 ニ ラ カ ー ト の 礼拝 を 真 筆 に 心 を 
こめ て 行う ムスリム に 対し 天国 は 約束 され る だ ろう 」 とい うみ 使 い の 言 葉 を 聞い た 。 

「 な ん と 素晴らし いこ と だ ろう 「! 」 と 私 が 思わ ず 口 走る と 、 私 の 前 に いた 人 は 「 先 に 話さ れ た 言 
葉 は これ より も っ と 素晴らし か っ た 」 と いっ た 。 

私 が ふと 見 る と 、 そ の 人 物 は な ん と ウマ ル だ っ た 。 

そし て 続け て 「 私 は 、 あ な た が この 少し 前 に 放牧 か ら 帰 っ て 来 た の を 知っ て いる 」 と 彼 は いい 、 
み 使い が 先 に 説教 され た 言葉 を 私 に 次 の よう に 語っ て くれ た 。 

「 あ な た 方 の うち だ れ で も ウド ゥ ー を きち ん と 終え て か ら 『 ア ッ ラ ー の 他 に 神 は な く 、 ム ハン マ 
ド は アッ ラー の し も べ で あり 、 み 使い で ある 』 と 証言 する 者 に 対し て 天国 の 八 つ の 門 は 開か れ 、 
どれ で も 好き な 門 か ら そ こ に 入る こと が で きる だ ろう 」 

ワク グル パャ ビン アー ミル ば 伝え て いる 

「 ま こと に アッ ラー の み 使 い は 、 こ うい われ た 」 

以下 の ハデ ィ ー ス は 前 記 と 同 内 容 で ある 。 

た だ し 「 ウ ドゥー を 行っ て か ら 『 私 は 唯一 な る アッ ラー の 他 に 神 は な く 、 ア ッ ラ ー に 比肩 すべ き 
も の も な いこ と を 証言 致し ます 。 

私 は また 、 ム ハン マ ド が アッ ラー の し も べ で あり 、 使 徒 で ある こと を 証言 致し ます 』 と いう 者 に 
対し て 」 と 記さ れ 、 表 現 上 に 多少 の 差 が み ら れ る 。 


預言 者 の ウド ゥ ー に 関し て 


預言 者 の ウド ゥ ー に 関し て 
1 巻 P.193-194 


アッ ラー の み 使 い の 教 友 の 一 人 、 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ サ イド ・ ビ ン ・ ア ー シ ム ・ ア ン サ ー リ ー 
は 伝え て いる 

「 私 は 人 々 に こう 頼ま れ た 『 私 た ち に み 使 い が 行っ た 通り の ウド ゥ ー の 仕方 を 示し て 下さ い 』」 
それ で 彼 は 水 の 入っ た 容器 を 持っ て 来 させ 、 水 を 注い で 両手 を 三 度 洗っ て 後 、 口 を ゆす ぎ 、 一 方 
の 手の平 で 軽く 押さ えな が ら 鼻 を ふん ふん させ て すす い だ 。 

これ ら は 三 度 ずつ 行わ れ た 。 彼 は 更に 水 で 手 を 濡らし 、 両 腕 を それ ぞ れ 肘 ま で 二 度 ず つ 洗 っ た 。 
その あと 更に また 、 水 で 手 を 濡らし 、 頭 部 を 前 か ら 後 に 両手 で 拭っ た 。 

この あと 、 彼 は 両脚 を くる ぶし まで 洗っ た 。 

そし て 「 こ の よう に み 使 い は ウド ゥ ー を な さっ た の で す 」 と 語っ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア ムル ・ ビ ン ・ ヤ ヒヤ ー に よっ て も 伝え られ る が 、 そ れ に は 「 両 
くる ぶし 」 と いう 言葉 は な い 。 

マー リク ・ ビ ン ・ ア ナス は 、 ア ムル ・ ビ ン ・ ヤ ヒヤ ー か ら 聞 いて 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝 
えて いる 。 

た だ し 、 表 現 上 に 多少 の 差 が み ら れ る 。 

た と えば 彼 は 「 口 を ゆす ぎ 、 水 を 鼻孔 に 入れ て 三 度 すす ぐ 」 と は 述べ て いる が 「 一 方 の 手の平 で 
」 と は いっ て な い 。 

また 、 次 の 言葉 「 彼 は 両手 で 顔 の 前 部 か ら 首 筋 ま で 拭っ た 後 、 ま た そこ か ら 前 部 まで 拭い 戻し た 
その 後 、 彼 は 両足 を 洗っ た の で ある 」 が 追加 され て いる 。 

バフ ズ は 、 ウ ハイ ブ が アム ル ・ ビ ン ・ ヤ ヒヤ ー か ら 聞 いた 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て い 
る が 、 そ れ に は 次 の 表現 が み ら れ る 

「 彼 は 口 を ゆす ぎ 、 その後 三 回 手の平 で 水 を 拘っ て 鼻孔 に 吸い 込み 、 鼻 を すす い だ 。 

それ か ら 手 で 頭 の 前 部 か ら 後部 に か け て 一 回 拭っ た 」 

これ に 関連 し バフ ズ は 「 こ の ハデ ィ ー ス を 私 に 語っ た の は ウ ハ イ ブ で ある が 、 彼 は 『 ア ムル ・ 
ビン ・ ヤ ヒヤ ー が 二 度 も こう 話し て くれ た 』 と 述べ て いた 」 と 語っ て いる 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ザ イド ・ ビ ン ・ ア ー シ ム ・ マ ー ジ ニー は こう 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い が ウ ドゥ ー を な さる の を 見 た 。 

その 折 、 み 使い は 口 を ゆす ぎ 、 人 鼻孔 を 清め 、 そ の あと 、 三 度 顔 を お 洗い に な っ た 。 

それ か ら 右 手 を 三 度 、 左 手 を 三 度 洗 われ た 。 

そし て 後 、 流 みか えた 新しい 水 を 使っ て 頭 を な で つけ 、 そ の 後 両足 を きれ い に な る まで お 洗い 
に な っ た 。 


上 鼻孔 と トイ レ 後 の 洗浄 に 関し て 


鼻孔 の 清め 及び トイ レ 後 の 始末 に 関し て 
1 巻 P.194-195 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 用 便 後 、 小 石 で ふき と る 時 に は 、 一 つ ず つ 取 っ て 使う よう に し な さい 。 

また 、 ウ ドゥ ー を 行う 時 に は 、 鼻 孔 に 水 を 吸い 込ん で 、 そ れ を 吹き 出す よう に し な さい 」 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ム ナッ ピ フ は こう 伝え て いる 

「 ア ブー ・ フ ライ ラ は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い 、 ムハンマド 様 の ハデ ィ ー ス の 多く を 私 た ち に 語っ 
た が 、 こ れ も そ の 一 つ で す 。 

み 使 い は 『 あ な た 方 が ウド ゥ ー を 行う 時 に は 、 鼻 孔 に 水 を 吸い 込ん で か ら そ れ を 吹き 出す よう に 
し な さい 』 と いわれ た 」 

アプ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ウ ドゥ ー を する 者 は 、 鼻 を きれ い に す すぎ な さい 。 

用 便 後 の 始 末 に 小石 を 用 いる 者 は 、 そ れ を 一 つ ず つ 取 っ て 使い な さい 」 

アブ ー・ フ ライ ラ 及 び ア ブー ・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 、 前 記 と 同 内 容 の アッ ラー の み 使 い の 言 葉 
を 伝え て いる 。 

アプ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預言 者 は こう いわ れ た 

「 あ な た 方 は 、 眠 りか ら 覚 め た 時 、 ウ ドゥ ー を 行い 、 鼻 を 三 回 すす が ね ば な り ま せん 。 

な ぜ な ら ば 、 悪 魔 は 夜 を 鼻孔 の 中 で 過ごす か ら で す 」 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ プ ド ッ ラ ー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 用 便 後 、 小 石 を 用 いる 者 は 、 そ れ を 一 つ ず つ 使 っ て 何 度 も 拭き な さい 」 


両足 の 洗浄 に つい て 


両足 の 洗浄 に つい て 
1 巻 P.195-197 


シャ ッ ダ ー ド ・ ビ ン ・ ハ ー ド の 元 奴隷 、 サ ー リ ム は こう 伝え て いる 
私 は 預言 者 の 妻 ア ー イ シャ の 処 に 、 サ アド ・ ビ ン ・ ア ブー・ ワ ッ カ ー ス が 死ん だ その 日 に 行 
っ た 。 
アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブー・ バ クル も また そこ に 来 て 、 彼 女 の 処 で ウド ゥ ー を 行 
っ だ 。 
この 折 、 彼 女 は 「 ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン よ 、 ウ ドゥ ー を 丁寧 に 行い な さい 。 
アッ ラー の み 使 い は 『 業 火 に 焼 か れる 両 中 は 災い な る か な !』 と いっ て お られ まし た よ ( 注 ) 」 
Se 
( 注 ) ウド ゥ ー の 際 両 脚 の 洗浄 は 、 と も すれ ば 、 な お ざり に され が ち 故 こう いわ れ た の で ある 
シャ ッ ダ ー ド の 元 奴 隷 、 ア ブ ド ッ ラー は 、 ア ー イ シャ の 処 に 来 て 彼女 か ら 聞 いた 前 記 と 同 内 容 の 
預言 者 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 。 
マフ リー の 元 奴隷 、 サ ー リ ム は こう 伝え て いる 
「 私 と アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブー・ バ クル は 、 サ アド ・ ビ ン ・ ア ブー・ ワ ッ カ ー ス の 
葬式 に 加わ る た め や っ て 来 、 ア ー イ シャ の 住居 の 門 の 傍ら を 通っ た 。 
その 時 彼 は アー イシ ャ が 語っ た 前 記 と 同 内 容 の 預言 者 の 言葉 を 語っ て くれ た 」 
シャ ッ ダ ー ド ・ ビ ン ・ ハ ー ド の 元 奴隷 サー リム は 「 私 は アー イシ ャ の 処 に いた 」 と 語っ て 後 、 前 
記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え た 。 
アプ ドッ ラー ビジ シャ アム ル は 伝え て いる 
私 た ち は ア ッ ラ ー の み 使 いと 一 緒 に マッ カ か ら マ ディ ー ナ に 帰っ た 。 
その 途中 、 水 場 に 近づい た 時 、 或 る 人 々 は 先 を 急ぎ 、 ア スル (日 没 前 ) の 礼拝 時 刻 で も あり 、 あ 
わた だ し く ウ ドゥ ー を 行っ た 。 
私 た ち が 彼 ら の 処 に 着い た 時 、 す で に 乾き きっ た 彼ら の 足 に は 水気 が 全く み ら れ な か っ た 。 
それ を 見 て 、 み 使い は 「 業 火 に 焼 か れる 両 喘 は 災い な る か な !」 と いわ れ 「 ウ ドゥ ー を きち ん と 
行い な さい ! 」 と 注意 な さっ た 。 
シュ ウ バ も 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる が 、 そ れ に は 「 ウ ドゥ ー を きち ん と 行え ! 
と いう 表現 は み ら れ な い 。 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル は こう 伝え て いる 
預言 者 は 、 旅 中 、 遅 れ て 私 た ちよ り ず っ と 後 を 来 ら れ た 。 
その た め 私 た ち は 、 後 方 に 戻っ て 彼 と 一 緒 に な っ た 。 
丁度 、 ア スル (日 没 前 ) の 礼 振 の 時 刻 と な っ た の で 、 私 た ち は 両 足 の ウド ゥ ー を 簡単 に こす る だ 
け で 済ま そう と し た 。 
この 時 、 み 使い は 「 災 い は 両 赴 より 来 る 。 業火 の 元 で ある ぞ ! 」 と いわ れ た 。 


アプ ブ プー フラ イラ は と こう 伝え て いる 

預言 者 は 、 貴 を 洗わ な い 男 を 見 て 「 両 忠 は 業火 の も と 故 、 気 を つけ よ 」 と いわ れ た 。 

アプ ブー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる 

彼 は 人 々 が 水 つ ぼ を 使っ て ウド ゥ ー を し て いる の を 見 た 時 「 ウ ドゥ ー を きち ん と や りな さい 。 
私 は アブ ー・ カ ー シ ム (ムハンマド の 呼び 名 ) が 『 膝 の 腫 は 、 業 火 に 焼 か れる 元 に な る 』 と いわ 
れ た の を 聞い た こと が ある 」 と 告げ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 業 火 の 元 た る 両 員 は 災い な る か な !」 


ウド ゥ ー 規 定 を 守る こと に つい て 


ウド ゥ ー を 規則 通り に 行う こと に つい て 
1 巻 P.197 


ジャ ー ビ ル に よる と 、 ウ マル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー プ ブ は こう 語っ た 

或 る 人 は ウド ゥ ー を 行っ た が 、 足 の 爪 の 部 分 を 洗わ な か っ た 。 

預言 者 は それ を 見 て 「 戻 っ て 、 ウ ドゥ ー を きち ん と や り 直 し な さい 」 と いわ れ た 。 
その 人 は 一 旦 家 に 戻り 、 ウ ドゥ ー を や り 直 し て か ら 礼 拝 を 行っ た 。 


ウド ゥ ー 用 水 の 効 験 に 関し て 


ウド ゥ ー の 水 が 罪 を 洗浄 する こと に つい て 
1 巻 P.197-198 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ム スリ ム で あれ 、 信 者 で あれ 、 し も べ が ウド ゥ ー の 規則 に 従っ て 顔 を 洗う 時 、 彼 が 日 頃 気 に し 
て いる あら ゆる 罪 は 、 彼 の 顔 か ら 水 と 共に 、 も し く は 、 水 の 最後 の 一 滴 と 共に 洗い 流さ れる 。 
また 彼 が 両手 を 洗う 時 、 そ の 両手 が 犯し た あら ゆる 罪 は 、 水 と 共に 、 も し く は 、 水 の 最後 の 一 滴 
と 共に 洗い 落と され る 。 

更に また 、 彼 が 両足 を 洗う 時 、 彼 の 両足 の 歩み が 犯し た あら ゆる 罪 は 、 そ の 水 と 共に 、 も し く は 
、 水 の 最後 の 一 滴 と 共に 流し 去ら れる 。 

その 結果 と し て 、 彼 は 全く 罪 汚れ の な い 人 と な る の で ある 」 

ウス マー ン ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ウ ドゥ ー を 完全 に 行う 者 の も ろ も ろ の 罪 業 は 、 爪 か ら 、 は た また 、 爪 の 下 か ら さ えも 、 流 れ 落 
ちる こと だ ろう 」 


額 と 足首 の ウド ゥ ー に つい て 


ウド ゥ ー で 額 と 足首 を 洗う こと に つい て 
1 巻 P.198-201 


ヌ ア イム ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ ム ジミ ル は こう 伝え て いる 私 は アブ ー・ フ ライ ラ が ウド ゥ ー を 
行う の を 見 た 。 彼 は 顔 を 丁寧 に 洗っ て 後 、 右 手 を 腕 の 部 分 まで 洗い 、 次 いで 左手 も 腕 の 部 分 ま 
で 洗っ た 。 そし て 後 、 頭 を 拭い 、 次 いで 右足 を 腔 まで 洗い 、 続 いて 左足 も 膝 ま で 洗っ た 。 この 後 
彼 は 「 こ れ が 私 の 見 た アッ ラー の み 使 い の ウ ドゥ ー の な さり 方 で し た 」 と いっ た 。 彼 は また こ 
の 時 、 み 使い の 言葉 を こう 伝え た 「 あ な た 方 は ウド ゥ ー の 完全 さ 故 に 、 復活 の 日 、 顔 や 両足 首 を 
輝 か せ る こと だ ろう 。 あ な た 方 の うち で きる 者 は 、 額 や 両足 首 の 輝き を も っ と 強く し な さい 」 ヌ 
アイ ム ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 、 伝 えて いる 私 は アブ ー ・ フ ライ ラ が ウド ゥ ー を 行う の を 見 た 。 
彼 は 顔 を 洗っ て か ら 、 両 手 を それ ぞ れ 腕 ま で 洗い 、 そ し て 後 、 両 足 を それ ぞ れ 膝 ま で 洗っ た 。 そ 
の 後 彼 は 次 の よう に 語っ た 「 私 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が こ うい われ る の を 聞い た こと が ある 。 『 
私 の ウン マ (信仰 共同 体 ) の 者 は ウド ゥ ー の し る し 故に 、 顔 、 両 手 、 両 足 共々 きら きら 輝 か し な 
が ら や っ て 来る こと だ ろう 。 それ 故 、 額 の 輝き を も っ と 強め る こと の で きる 者 は そう し な さい 』 
」 ア ブー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 「 私 の 水槽 は (シリ ヤ の 海岸 町 
) アイ ラ と 、 (イエ メン の 海辺 の 町 ) アデ ン と の 間 の 距離 より も 大 きい 。 そ し て 、 そ の 水 は 氷 よ 
り も 白く 、 牛 乳 入 り の 蜂蜜 より も 甘い 。 また 、 ここ で 使う 容器 は 星 の 数 より も 多い 。 私 は 、 丁 度 
水 場 の 所 有 者 が 他人 の らく だ に 水 を 与え る の を 禁ず る よう に 、 信 仰 な き 人 が そこ に 来る こと を 許 
さ な い で あろ う 」 人 々 が 「 み 使い 様 、 あ な た に は その 日 、 私 た ち が 誰 で ある か 、 わ か り ま すか 」 
と 問う た と ころ 、 彼 は 「 は い 、 わ か り ま す 。 あ な た た ち は 他 の 人 に な い 明 ら か な し る し を 持っ て 
いる か ら で す 。 それ は 、 ウ ドゥ ー の 証跡 で 、 額 、 両 手 、 両 足 を きら きら と 輝 か せ な が ら 私 の 処 
に や っ て 来る か ら で す 」 と お 答え に な っ た 。 ア ブー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こ 
うい われ た 「 私 が 支配 し た 人 々 が 、 私 の 貯水 場 に や っ て 来る だ ろう が 、 私 は 、 信 者 以外 の 者 た 
ち を 、 丁 度 、 或 る 人 が 他人 の らく だ を 自分 の らく だ か ら 追 い 立て て ひき 離す よう に 、 追 い 出す こ 
と だ ろう 」 人 々 は 「 ア ッ ラ ー の 預言 者 様 、 そ の 時 、 私 た ち を 識別 で きま すか 」 と た ず ね た 。 これ 
に 対し 彼 は 「 で きま す 。 あ な た た ち は 他 の 人 々 に は な いし る し を 持っ て いる か ら で す 。 あ な た た 
ち は 、 ウ ドゥー を 行っ た 証拠 と し て 、 額 に 白い 流星 じ る し や 両足 に 白い 斑点 を 付け て 、 私 の 処 
に や っ て 来る か ら で す 。 た だ し 、 あ な た た ちの 或 る 集団 は 、 私 の 処 に 来る こと を 阻ま れ 到 着 する 
こと が で き な い で あろ う 。 そ の た め 私 は 『 主 よ 、 彼 ら は 私 の 教 友 た ち で す 』 と いっ て 訴え る が 、 
これ に 対し て 天使 が 主 に 代わ っ て 『 あ な た は 、 こ れ ら の 人 々 が あな た の 殆 後 、 何 を し た か 知っ て 
いま すか 』 ( 注 ) と いう こと だ ろう 」 と 話さ れ た 。 

( 注 ) ムハンマド 残 後 、 カ リフ ・ ア ブー・ バ クル の 時 代 に 、 イ スラ ー ム の 信仰 か ら 離 れ て いっ た 
部 族 の 者 ら を 指す フ ザ イフ ァ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 「 私 の 貯水 場 は アイ ラ 
と アデ ン 間 の 広 さ より 大 きい 。 私 の 生命 の 主 に 誓っ て 。 私 は 信者 以外 の 人 々 を 、 丁 度 、 見 知ら ぬ 
らく だ を 水 場 の 所 有 者 が 追い 出す よう に 、 そ こ か ら 追 い 払 うこ と だ ろう 」 教 友 た ち は 「 み 使い 様 


、 そ の 場合 私 た ち を 識別 で きま すか 」 と 問う た 。 み 使 い は 「 は い 。 あ な た た ち は ウ ドゥ ー の し る 
し を 顔 、 両 手 、 両 足 に 白く 輝 か せ な が ら 私 の 処 に 来る か ら で す 。 あ な た た ち 以 外 に だ れ も こ の し 
る し を 持つ 者 は な いか ら で す 」 と お 答え に な っ た 。 ア ブー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる ア 
ッ ラ ー の み 使 い は 、 墓 地 に 来 て こう お 唱え に な っ た 「 あ な た 方 に 平安 が あり ます よう に 「! 信者 の 
館 の 方 々 よ 。 私 た ち も 、 ア ッ ラ ー の 御 心 に よっ て 、 あ な た 方 の 処 に 参る で あり まし ょ う 「! 私 は 、 

まこ と に 、 私 の 同胞 の 方 々 と お 会 いし た く 願 っ て いま す 」 この お 言葉 を 聞い た 人 々 は 「 み 使い 様 
、 私 た ち は あ な た の 同胞 で は あり ませ ん か 」 と いっ た 。 彼 は これ に 対し 「 あ な た た ち は 、 私 の 友 
人 で す 。 私 た ちの 同胞 と は 、 ま だ この 世に 生ま れ て な い 人 た ちの こと で す 」 と 答え た 。 これ を 聞 
いて 人 々 は 「 み 使い 様 、 ま だ 生ま れ て も な いあ な た の ウン マ の 人 々 を 、 ど う や っ て 識別 な さる の 
で すか 」 と 質問 し た 。 み 使 い は こう いわ れ た 「 或 る 人 が 、 全 身 真 黒 の 馬 群 の 中 に 額 と 両足 の と こ 
ろ に 白い 星 型 の 斑点 を 持っ た 何 頭 か の 馬 を 所 有 し て いる 場合 を 想像 し て みな さい 。 その 人 に は 、 

自分 の 馬 た ち を 識別 で き な い で し ょ うか 」 これ に 対し 人 々 は 「 確 か に で きま す 」 と 答え た 。 み 使 
い は 続け て こう 話さ れ た 「 彼 ら は ウド ゥ ー を 行っ た た め 、 顔 、 両 手 、 両 足 を 白く 輝 か せ な が ら や 
っ て 来る の で す 。 私 は 彼ら より 先 に 私 の 水 場 に 到着 し て いま す が 、 丁 度 迷 っ た らく だ が 追い 出さ 
れる よう に 、 或 る 人 た ち は 私 の 水 場 か ら 追 い 出さ れる で し ょ う 。 私 が 大 声 で 『 来 な さい ! 』 と 呼 
び か け よ うと する 時 『 彼 ら は あな た の 残 後 、 信 仰 を 変え て し まっ た 者 た ち で す 』 と 天使 か ら 告 げ 
られ 、 そ れ で 、 私 は 『 行 き な さ い 。 去 りな さい 』 と いう か ら で す 」 ア ブー・ フ ライ ラ は 、 別 の 伝 
承 者 経路 で こう 伝え て いる アッ ラー の み 使 い は 、 墓 地 に 行き こう いわ れ た 「 信 仰 者 の 館 に いる 人 
々 よ 、 あ な た 方 に 平安 が あり ます よう に ! アッ ラー の 御 意 志 が あれ ば 、 私 た ち も あ な た 方 の 処 に 
参る こと で し ょ う 」 以下 は 「 或 る 人 々 は 私 の 水 場 か ら 追 い 払わ れる だ ろう 」 と いう 表現 を 除き 、 

前 記 ハ ディ ー ス と 同 内 容 で ある 。 


審判 の 日 の 光 と ウド ゥ ー に 関し て 


審判 の 日 の 光 と ウド ゥ ー の 輝き に 関し て 
1 巻 P.201 


アブ ー・ ハ ー ズ イィ イム は 伝え て いる 

「 私 は アブ ー・ フ ライ ラ の 背後 に 立っ て 、 彼 が 礼拝 の た め の ウ ドゥ ー を 行う の を 見 た 。 

彼 は 手 を の ば し て 用 の 下 ま で 洗っ た 。 

それ で 私 は ! ア プー : ララ イラ よ 、 そ の よう な ウド ゥ ー の 方 法 が あり ます が 」 と い コ た 。 

彼 は それ に 対し 「 お お 、 フ ァ ッ ルー フ 部 族 の 者 よ 、 あ な た は ここ に いた の か 。 

も し 、 そ うと わか っ て お れ ば 、 私 は この よう な 仕方 で ウド ゥ ー を 行わ な か っ た ろう に 」 と 述べ 、 
更に 「 私 の 教 友 ムハンマド 様 は 『 審 判 の 日 の 光 は ウド ゥ ー に よっ て 生じ た 輝き が 及ぶ 処 ま で 達 
する 』 と いわ れ た 」 と 話し て くれ た 


状況 が 困難 な 時 の ウド ゥ ー に 関し て 


状況 が 困難 な 場合 に も ウド ゥ ー を 行う こと に つい て 
1 巻 P.201-202 


フー" フラ イラ に よる と 、 アッ ラー の み 使 い ば ほこ うい われ た 

「 ア ッ ラ ー が 、 ど うす れ ば も ろ も ろ の 罪 を 消し 去り 来世 で の 地位 を 高く な さる か に つい て 、 私 は 
あな た た ち に 話し ませ ん で し た か 」 

人 々 が これ に 対し 「 は い 、 ま だ で す 。 み 使い 様 」 と 答え る と 、 彼 は 「 た と え 状 況 が 困難 な 場合 
で も 、 ウ ドゥ ー を 丁寧 に 行う こと 、 モ スク に し ば し ば 足 を 運ぶ こと 、 礼拝 後に は 次 の 礼拝 時 刻 を 
心して 待つ こと 、 こ れ ら が 留意 すべ きこ と な の で す 」 と いわ れ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア ラー・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン に よっ て も 伝え られ る 。 
な お 、 伝 承 者 の 一 人 シュ ウ バ に よる ハデ ィ ー ス に は 「 留 意 す ベ べき こと (リバ ー ト ) 」 と いう 言 
は な い が 、 同 じ 伝 承 者 の 一 人 マー リク の ハデ ィ ー ス に は 「 こ れ は あな た 方 に と っ て 留意 すべ き 
と (リバ ー ト ) で す 」 と いう 表現 が 二 度 繰り 返さ れ て いる 。 


ーー 

工 
レコ 
CC 


爪楊枝 (シワ ー ク ) 使用 に つい て 


爪楊枝 (シワ ー ク ) の 使用 に つい て 
1 巻 P.202-203 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 も し 、 信 者 ら (ズバ イル に よる と 『 私 の ウン マ 』) に 負担 で な いな ら ば 、 私 は 彼ら に 礼拝 の 度 
毎 に 爪楊枝 を 使う よう 命じ た いと 思う 」 

ミク ダー ム ・ ビ ピン ・ シ ュ ラ イフ は 、 彼 の 父 が こう 語っ た と 伝え て いる 

私 は アー イシ ャ に 「 預 言 者 が 家 に 帰っ て 最初 に な さる こと は 何で し た か 」 と た ず ね た 。 

する と 、 彼 女 は 「 預 言 者 は 先ず 爪 楊 杖 を お 使い に な っ た 」 と 答え た 。 

アー イシ ャ は こう 伝え て いる 

預言 者 は 家 に 入る と 、 先 ず 第 一 に 爪楊枝 を お 使い に な っ た 。 

アブ ー・ ム ー サ ー は こう 伝え て いる 

私 が 預言 者 の 処 に 行っ た 時 、 彼 の 舌 の 上 に 人 爪楊枝 の 端 が 見 えた 。 

フ ザ イフ ァ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 深夜 の 礼拝 ( タ ハ ッ ジ ュ ド ) の た め 起 きる 度 に 、 爪 楊 技 で 口中 を 掃除 な さ 

っ た 。 

フ ザ イフ ァ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

た だ 、 こ れ に は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 夜 起き 出す 度 に 」 と は ある が 、「 深 夜 の 礼拝 ( タ ハ ッ ジ 
ュ ド ) の た め に 」 と いう 言葉 は な い 。 

フ ザ イフ ァ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 夜 起き る 毎 に 、 い つも 爪 輸 枝 を 使っ て 口中 を 清潔 に な さっ た 。 

イジ アン ・ アッ パー ス は 、 こう 伝え で いる 

彼 は ある 夜 、 預 言 者 の 家 に 泊っ た 。 

アッ ラー の 預言 者 は 深夜 礼拝 の た め 起き 、 外 に 出 て 空 を 眺め 、 そ の 後 聖 典 の 「 イ ムラ ー ン 家 章 」 
の 中 か ら 次 の 聖 句 を お 店 み に な っ た 。 

「 本 当 に 天 と 地 の 創 造 、 ま た 夜 と 昼 の 交替 の 中 に は 、 思 慮 ある 者 へ の し る し が ある 。 

また は 立ち 、 ま た は 座り 、 ま た は 横たわっ て (不断 に ) 、 ア ッ ラ ー を 唱 念 し 天 と 地 の 創 造 に つい 
て 考え る 者 は 言う 。 

『 主 よ 、 あ な た は 、 徒 ら に これ を 御 創 り に な っ た の で は な い の で す 。 

あな た の 栄光 を 讃え ます 。 

火 の 懲 罰 か ら 私 た ち を 救っ て 下さ い 』」 (クル アー ン 第 3 章 190-192 節 ) 

それ か ら 彼 は 家 の 中 に 戻り 、 爪 楊枝 を 使っ て か ら ウ ドゥ ー を な さり 、 そ の 後 立 ち 上 っ て 礼拝 を 行 
ep 7 4 

そし て この あと 床 に 就 か れ た 。 

そう し て 後 、 し ば らく し て か ら ま た 起き だ し 、 外 に 出 て 空 を 眺め 、 先 程 の 聖 句 を 再び お 許 み に な 


っ て か ら 家 に 入っ た 。 
そし て 、 爪 楊枝 を 使っ て か ら ウ ドゥ ー を 行い 、 そ の 後 立 ち 上 っ て 礼拝 を な さっ た 。 


使徒 た ちの スン ナ に つい て 


使徒 た ちの スン ナ (フィ トラ ) に つい て 
1 巻 P.203-205 


アプ ブー・ フ ライ ラ は 、 預 言 者 か ら 聞 いて こう 語っ て いる 

預言 者 ら の スン ナ (フィ トラ ( 注 ) ) は 次 の 五 つ で ある (も し く は 、 次 の 五 つ が フィ トラ に 近い 

行為 で ある ) 

それ ら は 割 札 する こと 、 陰 毛 を 剃る こと 、 爪 を 切る こと 、 肢 毛 を 抜く こと 、 口 昧 を そろ える こと 
で ある 」 

( 注 ) フィ トラ と は 本 来 、 性 癖 、 気質 、 傾 向 を 意味 する 言葉 で ある か 、 宗 教 的 感覚 と 訳す 場合 
ある 。 こ こ で は 、 使 徒 ら の スン ナ ( 慎 行 ) と 同意 義 に 用 いら れ て いる 

アブ ー・ フ ライ ラ は 、 ア ッ ラ ー の み 使 いか ら 聞 いて こう 伝え て いる 

フィ トラ に は 次 の 五 つ が あり 、 そ れ ら は 、 割 礼 す る こと 、 恥 毛 を 剃る こと 、 口 影 を 切り そろ える 
こと 、 爪 を 切る こと 、 肢 毛 を 抜く こと で ある 。 

アナ ス は こう 伝え て いる 

期日 を きめ て 口 明 を 整え 、 爪 を 切り 、 豚 毛 を 抜き 、 恥 毛 を 剃る よう 心掛け 、 そ れ ら を 40 日 以上 意 
る こと の な いよ うに すべ き で ある 。 

イブ ン ・ ウ マル に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 品 昆 を きれ い に 整 え 、 額 影 を 鞭 え な さい 」 

イブ ン ・ ウ マル は 、 別 の 伝承 者 経路 で こう 伝え て いる 

預言 者 は 私 た ち に 、 口 昆 を きち ん と 切り そろ え 、 額 果 を 薔 え る よう お 命じ に な っ た 。 

イブ ン ・ ウ マル に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 多 神 教徒 ら に 同調 し て は な ら な い 。 

彼ら と 弁別 する た め に も 口 昧 を きれ い に 手 入れ し 、 額 影 を 伸ばし な さい 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 口 影 を 撃 、 額 蛇 を 伸ばし な さい 。 拝 火 教 徒 (マジ ュー ス ) ら に 同調 し て は な ら な い ! 」 
アー イシ ャ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 次 の 十 種 が フィ トラ (預言 者 の スン ナ ) に 相当 する 行為 で 、 そ れ ら は 口 影 を 整え る こと 、 額 影 
を 伸ばす こと 、 爪 楊枝 を 使う こと 、 水 で 鼻孔 を 洗う こと 、 爪 を 切る こと 、 指 の 関節 を 洗う こと 、 

肢 毛 を 抜く こと 、 恥 毛 を 剃る こと 、 陰 部 を 水 で 清潔 に する こと で ある 」 

この ハデ ィ ー ス の 伝承 者 の 一 人 ム ス ア ブ は 「 私 は 十 番目 を 忘れ た が 、 多 分 、 口 を ゆす ぐ こ と で あ 
ろう 」 と 述べ て いる 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ム ス ア ブ ・ ビ ン . シャ イ バ に まっ て も 伝え られ る が 、 そ れ に 

は 「『 私 は 十 番目 を 忘れ た 』 と 彼 の 父 が いっ た 」 と 記さ れ て いる 。 


用 便 後 の 処 理 に つい て 


用 便 後 の 処理 に つい て 
1 巻 P.205-206 


サル マー ン は こう 伝え て いる 

彼 は (異教 徒 か ら ) 「 あ な た た ちの 預言 者 は 、 排 便 関係 の こと まで 全て 教え る の で すか 」 と 質問 
され た 。 

彼 は これ に 対し 「 そ の 通り で す 。 預言 者 は 排便 、 ま た は 、 排 尿 の 時 キ ブ ラ (マッ カ の 方 角 ) に 面 
する こと 、 右 手 を 使う こと 、 三 箇 以 下 の 小 石 や 動物 の 糞 、 ま た は 骨 な ど を 使っ て 用 便 後 の 処理 す 
る こと な ど を 禁じ て お り ま す 」 と 答え た 。 

サル マー ン に よる と 、 多 神 教徒 の 一 人 が 彼 に こう 述べ た 

「 あ な た た ちの 友人 が 、 排便 関係 の こと まで 教え て いる の を 私 は 見 まし た 」 

これ に 対し 、 サ ル マ ー ン は 「 そ の 通り で す 。 

彼 は 実際 、 用 便 の 折 、 私 た ち が 右 手 を 使っ た り 、 キ ブラ の 方 角 に 面 し た りす る の を 禁じ て いま す 
彼 は また 、 動 物 の 糞 や 骨 な ど を 使う こと も 禁じ 、 更 に 三箇 以下 の 小石 を 使っ て 簡単 に 処理 を 済ま 
せな いよ うに と も 教え て いま す 」 と いっ た 。 

ジャ ー ビ ル は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 骨 や らく だ の 糞 な ど を 排 江 後 の 拭き 取り に 使う こと を 禁じ られ た 。 

アブ ー・ ア イ ユ ー ブ に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 野 原 に 出 て 用 を 足す 時 、 顔 や 育 を キ ブ ラ の 方 角 に むけ ぬ よ う 、 東 か 西 に か むけ る よう に し な 

さい 」 

アブ ー・ ア イ ユ ー ブ は これ に 関連 し 「 私 た ち が シ リヤ に 行っ た 時 、 以 前 か ら あ っ た 便所 は キ ブ ラ 
の 方 角 に 面 し て いま し た 。 

それ で 私 た ち は 、 そ れ ら を 見 な いよ うに し な が ら 、 ア ッ ラ ー へ の 祈り を ささ げた の で す 」 と 述 
べた 。 

預言 者 は これ に 対し 「 そ れ で よろ し い 」 と いわ れ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 あ な た た ち が 用 便 す る 時 に は 、 顔 や 背 が キ ブ ラ の 方 角 に 面 し な いよ うに 注意 し な さい 」 

ワー シ ウ ・ ビ ン ・ ハ ッ バ パー ン は こう 伝え て いる 

私 が モス ク で 礼拝 を 行っ て いた 時 、 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 背中 を キ ブ ラ の 方 角 に むけ 
て 座っ て いた 。 

私 は 礼拝 を 終え た 後 、 混 雑 し て いた が 彼 の 近く に 構 か ら 割 り 込 ん で いっ た 。 

アブ ドッ ラー は この 時 「 人 々 は 用 便 中 、 顔 を キ ブ ラ や バイ トル ・ マ ク デ ス (エル サレ ム ) の 方 角 
に むけ て は な ら な いと 話し て いる が 、 私 は 或 る 家 の 屋 上 に 登っ た 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が バ イ 

トル ・ マ ク デ ス の 方 角 に 顔 を むけ 、 二 枚 の 瓦 の 上 に し ゃ が ん で 用 を 足し て お られ る の を 見 掛け 


た こと が あり ます ( 注 ) 」 と 話し て いた 。 

( 注 ) 野原 や 砂漠 な ど 広 い 場 所 で は 、 キ ブラ や バイ トル ・ マ ク デ ス の 方 角 を 配慮 すべ き で ある が 
、 建 物 内 や 囲い の 中 な ど 狭 い 処 で は その 必要 が な いこ と を 示し て いる 

アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 、 こ う 伝 えて いる 

私 は 、 私 の 姉妹 ハフ サ の 家 の 屋 根 に 登っ た 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が お 顔 を シリ ヤ 、 背 中 を キ ブ ラ 
の 方 角 に むけ な が ら 、 用 便 し て お られ る の を 見 掛け た 。 


右手 の 使用 禁止 に 関し て 


右手 の 使用 を 禁ず る 場合 に 関し て 
1 巻 P.206-207 


アブ ー・ カ ター ダ の 父 に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

小 用 を 足す 時 右手 で 陰茎 を つか ん だ り 、 用 便 の 折 、 右 手 を 使っ て 処理 し た り し て は な ら な い 。 
また 汚れ る た め 、 水 を 入れ た 容器 に 息 を 吹き か け て は な ら な い 。 

アブ ー・ カ ター ダ の 父 に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 ト イレ に 入っ た 時 、 右 手 で 陰茎 に 触れ て は な ら な い 」 

アブ ー・ カ ター ダ は こう 伝え て いる 

預言 者 は 私 た ち に 、 容 器 に 息 を 吹き か ける こと 、 右 手 で 陰茎 に さわ る こと 、 用 便 後 右手 で 拭き 取 
る こと を 禁じ られ た 。 


ウド ゥ ー の 際 の 右側 優先 に 関し て 


ウド ゥ ー を 右側 か ら 始 め る こと に つい て 
1 巻 P.207 


ー イ シャ は こう 伝え て いる 


ア 
アッ ラー の み 使 い は 、 ウ ドゥ ー を 行う 時 、 髪 を 杭 く 時 、 


好ま れ た 。 
アー イシ ャ は こう 伝え て いる 


アッ ラー の み 使 い は 、 鞭 を は く 時 、 髪 を 杭 く 時 、 ま た 、 


始め る の を 好ま れ た 。 


また 、 鞭 を は く 時 、 右 側 か ら 始め る の を 


ウド ゥ ー を な さる 時 な ど 万 事 を 右側 か ら 


道路 や 日 隊 で の 用 便 禁 止 に つい て 


道路 や 日 酸 で の 用 便 を 禁ず る こと に つい て 
1 巻 P.207 


アブ ー・ フ ライ フ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 
「 呪 い を ひき 起す 二 つ の 事柄 に 気 を つけ な さい 」 
人 々 が 「 み 使い 様 、 呪 い を ひき 起す と は どん な こと で すか 」 と た ず ね る と 、 彼 は 「 人 々 の 通る 


路上 、 ま た は 、 休 息 の た め の 日 薩 で 用 便 す る こと で す 」 と お 答え に な っ た 。 


用 便 後 の 手洗 い に 関し て 


用 便 後 の 手 洗い に 関し て 

1 巻 P.207-208 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 囲 い の 中 に お 入り に な る と 、 私 た ちの 中 で 最 年 少 の 召使 い が 、 水 つぼ を 持っ 


て 彼 の あと に つい て 行き 、 そ れ を ロー トス 木 (シド ラ ( 注 ) ) の 傍ら に 置い た 。 

み 使い は 用 便 後 団 い か ら 出 て 、 そ の 水 で 両手 を お 洗い に な っ た 。 

( 注 ) ロー トス 木 (シド ラ ) は 、 な つめ の 木 の 一 種 

アナ スズ スー ビン マー リク は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が ト イレ に 入ら れ た 時 に は 、 私 と 召使 い が 、 水 の 入っ た 皮 袋 と 先 の と が っ た 杖 
を 運ん だ 。 

み 使 い は その 水 で 両手 を お 洗い に な っ た 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 い つも 人 の 目 に 触れ な い 遠 く へ 行き 、 用 便 な さっ た 。 

その 時 に は 私 が 水 を 運び 、 み 使い は それ で 両手 を お 洗い に な っ た 。 


洪 下 の 上 を 拭う こと に つい て 


靴下 の 上 を 拭く こと に つい て 
1 巻 P.208-211 


ハン マー ム は こう 伝え て いる 

ジャ リー ル は 小 尿 を し て か ら ウ ドゥー を 行い 、 そ の 後 両 靴下 を 拭い た 

「 あ な た は その よう な こと を する の か 」 と いわ れ た 時 、 彼 は 「 は い 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 放 尿 後 
、 ウ ドゥ ー を な さり 、 そ れ か ら 両 靴下 の 上 を お 拭き に な る の を 私 は 見 た か ら で す 」 と 答え た 。 
これ に 関連 し アア マシ ュ は 、 次 の よう に 述べ て いる 

「 イ ブラ ヒー ム は 、 こ の ハデ ィ ー ス が 人 々 を 和 驚か せ た と 語っ て いる が 、 な ぜ な ら ば ジャ リー ル が 
イス ラー ム に 改宗 し た の は 、 ク ルアー ン の 『 ア ル ・ マ ー イ ダ (食卓 ) 章 、 第 6 節 』 が 啓示 され た 後 
で ある か ら だ っ た ( 注 ) 」 

( 注 ) クル アー ン 『 ア ル ・ マ ー イ ダ (食卓 ) 章 、 第 6 人 節 』 に は 、 ウ ドゥ ー に 際 し 「 両 足 を くる ぶし 
まで 洗え 」 と の 啓示 が 記さ れ て いる 。 

な お 、 神 意 の 具現 者 使徒 ムハンマド が 、 靴 下 の 上 を 拭く だ け で 両足 の ウド ゥ ー を 済ま せ た と いう 
事実 は 、 こ の 方 法 も 許さ れる こと を 示す も の で ある 。 

スン ニー 系 各 学 派 で は 、 こ の ハデ ィ ー ス に 基づき 靴下 の 条件 に つい て 、 上 製靴 下 の 場合 (イマ 
ー ム ・ マ ー リ ク ) 、 靴 を は いて いる 場合 (イマ ー ム ・ シ ャ ー フ ィ ー) 、 ま た 、 厚 手 の 靴 下 の 場 
合 (イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ー ス フ 及 び イ マー ム ・ ム ハン マ ド ) の み 可 能 で ある と いう 見 解 を それ 
ぞ れ 述べ て いる 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 伝え られ る 。 

な お 、 伝 承 者 イー サー 及び ス フ ヤ ー ン に よる 記録 に は 「 こ の ハデ ィ ー ス は 、 ア ブ ド ッ ラー の 友人 
た ち を 和敬 か せ た 。 

な ぜ な ら ジ ャ リー ル は 、 ア ル ・ マ ー イ ダ 章 の 啓示 後 、 イ スラ ー ム に 改宗 し た か ら で あ る 」 と いう 
言葉 が み ら れ る 。 

フ ザ イフ ァ は こう 伝え て いる 

「 私 は 預言 者 と 共に 、 或 る 部 族 の トイ レ 場 (汚物 棄て 場 ) に 行っ た 。 

その 折 、 預言 者 は 立っ た まま 小便 を な さっ た 。 

私 は その 傍ら に いた が 預言 者 が 「 も っ と 側 に 来る よう に 」 と いわ れ た の 近づい て 彼 の 真後ろ に 立 
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その 後 、 預 言 者 は ウド ゥ ー を な さり 、 靴 下 の 上 を 手 で お 拭い に な っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) 預言 者 へ ムハンマド は 、 座っ た まま 放尿 する の が 常 だ っ た と いわ れる 。 

この 場合 は 汚物 場 に 適当 な 場所 が な か っ た た め 、 立 っ た まま で 放尿 し た も の と 思わ れる 。 

一 説 で は 、 背 中 の 痛み の た め 座 る こと か で き な か っ た と も いわ れる 。 

フ ザ イフ ァ に 近く へ 寄る よう 命じ た の は 、 用 便 中 の 姿 を 他人 の 目 か ら 隠 す た め で あろ う 

アブ ー・ ワ ー イ ル は こう 伝え て いる 


アブ ー・ ム ー サ ー は 、 ( 長 首 状 の ) つぼ の 中 に 注意 深く 排尿 する 習慣 だ っ た 。 

そし て 彼 は 常々 「 イ スラ エル 人 は だ れ で も 陰茎 の 皮膚 を 小 尿 で 汚す よう な こと が あれ ば 、 そ の 部 
分 を 鉄 で 切り 取っ た 」 と 語っ て いた 。 

この 話 を 聞い た フ ザ イフ ァ は 「 私 は あな た 方 の 教 友 (ムハンマド ) が その よう な 厳し さ を 強 制 な 
さら な いこ と を 願っ て いま す 。 

(と も あれ ) 私 が アッ ラー の み 使 いと 一 緒 に 壁 の 後方 に ある 汚物 棄て 場 に 行っ た 時 、 彼 は あな た 
方 と 同じ よう に 立っ た まま 放尿 な さい まし た 。 

私 は 彼 か ら 離 れ よ うと し た が 、 合 図 さ れ た の で 彼 の 処 に 行き 、 す ぐ 後 ろ に 彼 の 放尿 が 終る まで 立 
っ て いま し た 」 と 語っ た 。 

ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ の 息子 は 、 こ う 伝 えて いる 

アッ ラー の み 使 い が 用 便 の た め 外 に 出 ら れ た の で 、 ム ギー ラ は 水 入 り の つぼ を 持っ て 付い て 行き 
、 み 使い が 戻ら れ た 時 水 を 両手 に 注ぎ か けた 。 

み 使 い は 、 そ の 折 、 ウ ドゥ ー を な さり 、 靴 下 の 上 を お 拭い に な っ た 。 

ヤ ヒ ヤー・ ビ ン ・ サ イー ド は 、 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 で 伝え て いる 。 

それ に は 「 彼 は 顔 と 両手 を 洗っ て 後 、 頭 部 を 拭い 、 そ れ か ら 両 靴下 を お 拭き に な っ た 」 と いう 言 
葉 が 追加 され て いる 。 

ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ は 伝え て いる 

或 る 夜 、 私 は アッ ラー の み 使 いと 一 緒 だ っ た 。 

み 使 い が 馬 か ら 下 り 、 用 便 を 済ま せ て 戻っ て 来 ら れ た 時 、 私 は 持っ て いた つぼ か ら 水 を 注い で あ 
げた 。 

み 使い は その 水 で ウド ゥ ー を 行い 、 そ の 後 、 両 靴下 を 拭っ て お 清め に な っ た 。 

ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ は 伝え て いる 

私 が 旅行 に お 供し た 折 、 預言 者 は こう いわ れ た 

「 ム ギー ラ よ 、 こ の 水 つ ぼ を 持ち な さい 」 

それ で 私 は その つぼ を 持ち 、 後 を 付い て 行っ た 。 

私 は 途中 で 立ち 止ま っ た が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 見 えな く な る ほど 先 に 行か れ 、 用 便 を 済ま し て 
か ら 戻 っ て 来 ら れ た 。 

当時 、 み 使い は 両 補 の きつ い シ リヤ 風 の 上 衣 を 着 て お られ た が 袖口 が 狭い た め 両 腕 を 出す こと が 
で きず 、 結 局 上 衣 を 脱い で 両手 を 自由 に な さっ た 。 

私 は その 両手 に 水 を 注い だ が 、 み 使い は この 時 礼拝 の た め の ウ ドゥ ー を な さり 、 次 いで 両 靴 下 の 
上 を 拭い て か ら 礼 拝 を お 始め に な っ た 。 

ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 用 便 の た め 外 に 出 て 行か れ た 。 

彼 が お 戻り に な っ た 時 、 私 は 水 つ ば を 持っ て 行き 彼 の 両手 に 水 を 注い で あげ た 。 

彼 は 顔 を 洗っ て 後 、 両 腕 も 洗 お うと され た が 、 両 袖 が きつ か っ た た め 上 衣 を 脱い で 両 腕 を 出さ 
れ た 。 

そし て 両手 を 洗い 、 頭 部 を な で つけ 、 両 靴下 を お 拭き に な っ て 後 、 礼 拝 を な さっ た 。 


ウル ワ ・ ビ ン ・ ム ギー ラ は 、 彼 の 父 の 言葉 を こう 伝え て いる 

私 は 或 る 晩 、 預 言 者 と 一 緒 に 旅 を し て いた 。 

この 折 、 彼 は 私 に 「 水 を 持っ て いる か 」 と いわ れ た 。 

私 が 「 は い 」 と 答え る と 彼 は 馬 か ら 下 り 、 夜 の 闇 に お 姿 が 見 えな く な る ほど 遠く まで 行か れ た 。 
し ば らく し て か ら 戻 っ て 来 ら れ た の で 私 は つぼ の 水 を 注い で あげ た が 、 彼 は それ で 両手 と 顔 を お 
洗い に な っ た 。 

この 折 、 彼 は 羊毛 製 の 上 衣 を 着 て お られ た が 、 袖 口 が きつ く 両 腕 を 出す こと が で き な か っ た 。 
結局 、 上 衣 を 脱い で お 出し に な っ て か ら 、 そ の 両 腕 を 洗い 頭 部 を お 拭い に な っ た 。 

その あと は 、 靴 下 を 脱ぐ た めか が まれ た が 「 こ の まま に し よう 。 

私 が 靴下 を は いた 時 両足 共 き れい だ っ た 」 と いわ れ 、 靴 下 の 上 を お 拭い に な っ た だ け だ っ た 。 
ウル ワ ・ ビ ン ・ ム ギー ラ は 、 彼 の 父 か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

私 の 父 ム ギー ラ は 預言 者 が ウド ゥ ー を な さる の を 手伝っ た が 、 預 言 者 は この ウド ゥ ー の 折 、 両 洪 
下 の 上 を お 拭い に な る だ け だ っ た 。 

それ で ムギ ー ラ は 両足 の 洗浄 に つい て た ず ね て みた 。 

預言 者 は この 時 「 私 は 、 両 足 を 洗っ て か ら 、 靴 下 を は いた の で す 」 と お 答え に な っ た 。 


額 と ター バン を 拭う こと に つい て 


額 と ター バン を 拭う こと に つい て 
1 巻 P.211-212 


ウル ワ ・ ビ ン ・ ム ギー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ は 、 彼 の 父 か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 、 旅 行 中 遅れ て 進ま れ た の で 、 私 も それ に 従い 遅れ た 。 

み 使 い が 用 便 を 済ま され て 後 「 水 は ある か 」 と いわ れ た の で 、 私 は 水 つ ば を 持っ て 行っ た 。 
み 使 い は それ で 両手 の 平 と 額 を お 洗い に な っ た 。 

し か し 袖 の 部 分 が きつ く 両 腕 を 出す こと が で き な か っ た た め 、 そ の 上 衣 の 下 か ら 手 を 出し て ( す 
な わ ち 、 上 衣 を 脱い で ) 両 肩 に それ を お 掛け に な り 、 両 腕 を 洗い 、 そ れ か ら 額 と ター バン と 、 両 
靴下 を お 拭き に な っ た 。 

そし て 後 、 乗 馬 さ れ た の で 私 も 乗馬 し 、 仲 間 の 処 に 追い 付い た 。 

私 た ち が 着 いた 時 、 彼 ら は アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ウフ を 導師 と し て すでに 礼拝 を 始め 
、 一 ラ カ ー ト を 終え て いた 。 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン は 、 預言 者 が 到着 され た の を 知る と 後列 に 下 が ろ うと し た が 、 預 言 者 は そ 
の まま 導師 を つづ ける よう 合図 を され 、 彼 ら と 一 緒 に 礼拝 を な さっ た 。 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン が 「 ア ッ サ ラー ム ・ ア ライ クム ! (あな た 方 に 平安 を !) 」 と 挨拶 の こと 
ば を 唱え た 時 、 預 言 者 は 立ち 上 り 私 も それ に 従っ た 。 

そし て 私 た ち が 、 到 着 す る 前 に 終っ て いた ラ カ ー ト 分 の 礼拝 を 完了 し た 。 

イブ ン ・ ム ギー ラ は 、 彼 の 父 か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

預言 者 は 、 両 靴下 、 額 、 タ ー バ ン の 上 を お 拭い に な っ た 。 

イブ ン ・ ム ギー ラ の 語っ た 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ て 
いる 。 

バク ル ・ ビ ン ・ ア ブ プ ド ッ ラ ー は 、 イ ブン ・ ム ギー ラ か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

預言 者 は せ 、 ウ ドゥ ー を な さっ た 折 、 額 を 拭 わ れ 、 そ の 後 タ ー バ ン と 両 靴 下 の 上 を お 拭き に な っ た 
ビラ ー ル は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 両 靴下 と ター バン の 上 を お 拭き に な っ た 。 

な お 、 こ れ に 関連 し 、 イ ー サ ー・ ビ ン ・ ユ ー ヌ ス の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 「 ビ ラー ル が 私 に こ 
うい っ た 」 と 記さ れ て いる 。 

この ハデ ィ ー ス は また 、 ア アマ シュ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ 、 そ れ に は 「 私 は ア 
ッ ラ ー の み 使 い が こ うな さる の を 見 た 」 と いう 言葉 が 付 さ れ て いる 。 


二 の 上 か ら の ウド ゥ ー に 関し て 


鞭 の 上 か ら の ウド ゥ ー の 有効 期限 に つい て 
1 巻 P.212-213 


シュ ライ フ ・ ビ ン ・ ハ ー ニ ー は こう 伝え て いる 


私 は 潜 の 上 か ら の 清め に つい て 質問 する た め ア ー イ シャ の 処 に 行っ た が 、 彼 女 は 「 ア ブー・ 


リブ の 息子 アリ ー の 処 に 行く が よい 。 

彼 は いつ も アッ ラー の み 使 いと 共に 旅行 し て いた か ら 」 と いっ た 。 

それ で 私 た ち は ア リー に 質問 し た 。 

彼 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 ( 靴 の 上 か ら の ウド ゥ ー の 有効 期限 は ) 旅行 者 に は 三 日 三 晩 、 
者 に は 一 日 一 晩 で ある と 規定 され た 」 と 語っ て くれ た 。 


前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ウ バイ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル 及び サイ ド ・ ビ ン ・ ア ブー・ 


イサ ら に よっ て も 伝え られ て いる 。 

シュ ライ フ ・ ビ ピン ・ ハ ー ニ ー は こう 伝え て いる 

私 は アー イシ ャ に 鞭 を は いた まま の 清め に つい て た ず ね た 。 

彼女 は 「 こ の 件 は 、 私 より アリ ー が よく 知っ て いる 故 、 彼 の 処 に 行く よう に 」 と いっ た 。 
それ で 私 は 、 ア リー の 処 に 行っ た 。 彼 は 預言 者 の 述べ た 前 記 と 同 内 容 の 話 を 語っ て くれ た 。 


居住 


ウナ 


ウド ゥ ー の 効用 度数 に 関し て 


た だ 一 回 の ウド ゥ ー で 五 回 の 礼拝 を 行う こと に 関し て 
1 巻 P213 


スラ イマ ー ン ・ ビ ン ・ ブ ライ ダ は 、 彼 の 父 か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

預言 者 は マッ カ 征 服 の 日 、 た だ 一 回 ウド ゥ ー を な さり 、 し か も 両 靴下 の 上 か ら 足 を 清め られ た だ 
け で 五 回 の 礼拝 を 済ま され た 。 

ウマ ル は これ を 見 て 「 あ な た は 今日 、 以 前 に は な さら な か っ た 事 を 初め て お や り に な り ま し た 」 
と いっ た 。 

預言 者 は これ に 対し 「 ウ マル よ 、 私 は 故意 に そう や っ た の で す 」 と 答え られ た 。 


水 容器 の 中 に 手 を 入れ ぬこ と に つい て 


水 容器 の 中 に 手 を 入れ な いこ と に つい て 
1 巻 P.213-214 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 あ な た 方 は 眠り か ら 覚 め た 時 、 三 度 洗わ な い 限 り 、 水 容器 の 中 に 手 を 入れ て は な り ま せん 。 
な ぜ な ら 、 夜 の 間 に 手 が 何 に 触れ た か わか ら な いか ら で す 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 
アブ ー・ サ ラマ 及び イブ ン ・ ム サイ ヤブ は 、 ア ブー・ フ ライ ラ か ら 聞 いて 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ 
ー ス を それ ぞ れ 別 の 伝承 者 経路 で 伝え て いる 。 

アプ ブー・ フ ライ ラ に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 あ な た た ち は 眠 りか ら 覚 め た 時 、 両 手 を 容器 に 入れ る 前 に 三 回 洗わ ね ば な り ま せん 。 

誰 で も 夜 の 間 に 手 が 何 に 触れ た か わか ら な いか ら で す 」 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 に も 数 多く の 伝承 者 経路 で 伝え られ て 
いる 。 

いずれ も 「 手 を 洗う こと に つい て の 話 で ある が 、 その 回 数 を 「 三 度 」 と 特別 明示 し て な いも の も 
ある 。 


犬 の 舐め ずり に つい て 


犬 の 舐め ずり に つい て 
1 巻 P.214-215 


アフ ブー フラ イラ に よる と 、 ア タラ ー の み 使 い ば こ うい われ た 

「 も し も 犬 が 誰か の 食器 具 を 舐め た 場合 、 中 味 を 棄て 、 そ の 容器 を 七 度 も 繰り 返し 洗わ ね ば な ら 
な い 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ る が 、 それに 

は 「 中 味 を 棄て よ 」 と は 記さ れ て いな い 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 も し も 犬 が あな た 方 の 食器 か ら 水 を 飲ん だ 時 
に は 、 そ の 食器 を 七 回 も 繰り 返し 洗い な さい 」 

アプ ブ プー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 あ な た 方 誰か の 容器 を 犬 が 舐め た 場合 に は 、 最 初 、 砂 を 用 いて 清め 、 七 回 洗い な さい 」 

ハン マー ム ・ ビ ピン ・ ム ナッ ピ フ は 、 ア ブー・ フ ライ ラ か ら 聞 いた アッ ラー の み 使 い 、 ムハンマド 
様 の ハデ ィ ー ス の 一 つ を 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は こう いわ れ た 「 犬 に 舐め られ た あな た 方 の 食器 は 、 七 度 繰り 返し て 洗浄 され 
ね ば な ら な い 」 

イブ ン ・ ム ガッ ファ ル は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 、 或 る 種 の 犬 を 殺す こと を お 命じ に な っ た 時 「 あ れ ら 、 つ まり 、 他 の 種類 の 
犬 に つい て は どう か 」 と いわ れ た 。 

そし て 、 結局 、 狩 猟犬 番犬 は 飼う こと を お 許し に な っ た 。 

み 使 い は この 折 、「 犬 が 食器 類 を 舐め た 場合 、 七 回 水洗 い を し 、 砂 で 八 回 こす りな さい 」 と いわ 
れ た 。 

これ と 同 内 容 の 、 ハ ディ ー ス は ハー リド ・ ヤ ヒヤ ー・ ビ ン ・ サ イー ド 及 び シ ュ ウ バ ら に よっ て も 
、 そ れ ぞ れ 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

な お 、 ヤ ヒヤ ー の ハデ ィ ー ス に は 「 家 畜 の 番犬 、 狩 猟犬 、 農 場 の 番 大 に つい て は 飼う こと を お 認 
め に な っ た 」 と 記さ れ て いる が 、 農 場 の 番犬 に 言及 し て いる の は 、 ヤ ヒヤ ー の 伝え る この ハデ ィ 
ー ス の み で ある 。 


淀 み で の 放尿 禁止 に つい て 


淀 み で の 放尿 を 禁ず る こと に つい て 
1 巻 P.215 


ジャ ビー ル は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 流 れ の な い 水 場 に 放尿 する こと を 禁じ られ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 預言 者 は こう いわ れ た 

「 あ な た 方 は 淀 み 水 に 小便 し て は な ら な い 。 ま た 、 そ こ で 洗い 物 を し て は な ら な い 」 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ム ナッ ビ フ は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い 、 ムハンマド 様 よ り 聞 いて アブ ー・ フ ライ 
ラ が 語っ た ハデ ィ ー ス の 一 つ を こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は いわ れ た 

「 あ な た 方 は 、 流 れ の な い 淀 み 水 に むか っ て 排尿 し て は な ら な い 。 

また 、 そ の 中 で 洗い 物 を し て は な ら な い 」 


淀 み で の 洗浄 禁止 に つい て 


淀 み で の 洗浄 を 禁ず る こと に つい て 
1 巻 P.215 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 性 行為 の あと で あっ て も 、 淀 み 水 で 的 を 洗っ て は な ら な い 」 

これ に 関連 し 「 ど うす れ ば よい の で すか 」 と 人 々 か ら 意 見 を 求め られ た アブ ー・ フ ライ ラ は 「 少 
量 で あれ ば 用 いて も 構わ な い 」 と 答え た 。 


モス ク 内 で の 排尿 跡 洗浄 に つい て 


モス ク 内 で の 排尿 跡 を 清め る こと に つい て 
1 巻 P.216 


アナ スー ビン ェ マ ー リ ク は 伝え で て いる 

或 る ベ ド ウィ ン が モス ク 内 で 放尿 を し た 。 

人 々 が 立っ て 彼 を 叱責 し よう と し た 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 ほ っ て お き な さ い 。 

止め て は いけ な い 」 と いわ れ た 。 

そし て 、 こ の 男 が 放尿 を 終え た 時 、 水 入り 容器 を 運ば せ 、 そ の 跡 を 洗い 流さ せ た 。 

アナ スー ビ ピン トド マー リク は 、 と どう プ 伝 え で いる 

砂漠 の 民 ベ ドウ ィ ン の 一 人 が 、 モ スク の 片隅 に 立っ て 放尿 を 始め た 。 

人 々 は 「 止 め よ ! 」 と ロ 々 に 叫ん だ が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 ほ っ て お き な さ い 」 と いわ れ 、 彼 
が 放尿 を 終え た 時 、 水 入り 容器 を 運ん で 来る よう お 命じ に な り 、 そ の 場所 を 洗い 流さ せ た 。 
アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 、 別 の 伝承 者 経路 で こう 伝え て いる 。 

私 た ち が ア ッ ラ ー の み 使 いと 一 緒 に モス ク に いた 時 、 一 人 の ベ ド ウィ ン が 来 て 、 立 っ た まま モス 
ク の 片隅 で 小便 を 始め た 。 

み 使い の 教 友 ら は 初め 「 止 め よ ! 止め よ !」 と ロロ 々 に 叫ん だ が 、 み 使い が 「 止 め て は いけ な い 
。 そっ と し で お き な さ い 」| と いわ れ た の で その まま に し て お いた 。 

放尿 を 終え た 時 、 み 使い は その 男 を お 呼び に な りこ うい われ た 

「 こ れ ら の モス ク は 、 放 尿 や 排 湯 の 場所 で は な い 。 た だ 、 ア ッ ラ ー を 念じ 、 礼 拝 を 行い 、 ク ル ア 
ー ン を 朗 唱 す る た め の 場 所 な の で す 」 ( 他 に も み 使 い は これ と 類似 の こと を いわ れ た ) 

と も あれ 、 こ の 後 、 み 使い は そこ に いた 人 々 の 中 の 一 人 に 水 入 り の 容器 を 運ば せ 、 小 便 跡 を 洗い 
流す よう に お 命じ に な っ た 。 


乳児 の 排尿 に 関し て 


乳児 の 排尿 に 関し て 
1 巻 P216-217 


RR 

「 乳 幼児 ら が アッ ラー の み 使 い の 処 に 連れ て 来 ら れ た の で 、 み 使い は 彼ら の た め 神 の 因 龍 を 祈 
OE CO 
み 使 い は 一 人 の 乳児 を お 抱き に な っ た が 、 その 児 は み 使 い の 上 衣 に 放尿 し て し まっ た 。 み 使い は 
この 時 水 を 持っ て 来る よう に 頼み 、 小 便 跡 に その 水 を ふり か けた だ け で 、 特 に 上 衣 を 洗う こと は 
な さら な か っ た 」 

ー イ シャ は こう 伝え て いる 
一 人 の 乳児 が アッ ラー の み 使 い の 処 に 連れ て 来 ら れ た が 、 彼 は み 使い の 膝 の 上 に 放尿 し て し ま 
っ た 。 

み 使 い は この 折 水 を 運ば せ 、 小便 跡 に それ を お か け に な る だ け だ っ た 。 

ヒシ ャ ー ム は 、 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 で 伝え て いる 。 

ミ フ サン の 娘 ウ ン ム ・ カ イス は こう 伝え て いる 
彼女 は アッ ラー の み 使 い の 処 に まだ 乳 触れ し て いな い 彼 女 の 児 を 連れ て 来 、 み 使い の 膝 の 上 に 座 
ら せ た 。 

その 折 、 こ の 児 は 放尿 し て し まっ た が これ に 対し 、 み 使い は 膝 の 上 に 水 を 少し ば か りか けた だ 
け で 、 そ れ 以 上 は な に も な さら な か っ た 。 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ズ フリ ー に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ る が 、 そ れ に 

は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 水 を 求め られ 、 膝 の 上 に ふり か けら れ た 」 と 記さ れ て いる 。 
更に 、 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ウ バイ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ ウ トバ ・ ビ ン ・ マ 
スウ ー ド に よっ て も 次 の よう に 伝え られ て いる 。 

ミ フ サン の 娘 、 ウ ン ム ・ カ イス は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に 忠 誠 を 誓っ た イス ラー ム 初 期 の (マッ カ 
か ら の ) 女性 移住 者 の 一 人 で あり 、 ア サド ・ ビ ン ・ フ ザイ マ 部 族 具 の 一 人 、 ウ ッッ カーシャ ・ ビ ン 
・ ミ フサ ン の 姉妹 で あっ た 。 
その 彼女 が 語っ た と ころ に よる と 、 彼 女 は 、 ま だ 食物 が 噛め る 年 齢 に も 達し て いな い 彼 女 の 息 子 
を 連れ て アッ ラー の み 使 い の 処 に 行っ た が 、 そ の 折 、 こ の 子供 は 、 み 使い の 膝 の 上 に 放尿 し て 
じ ま っ た 。 

この 時 、 み 使い は 水 を 持っ て 来る よう お 命じ に な り 、 尿 を か けら れ た 上 衣 の 上 に その 水 を 少々 ふ 
りか けた だ け で 、 丁 寧 に 洗い 流す こと は な さら な か っ た 。 


精液 を 洗い 落す こと に つい て 


精液 を 洗い 落す こと に つい て 
1 巻 P.218-219 


アル カマ 及び アス ワ ド は 、 こ う 伝 えて いる 

アー イシ ャ の 家 に 泊まっ た 或 る 男 が 朝 に な っ て 、 衣 服 を 洗い 始め た 。 

それ を 見 て アー イシ ャ は 次 の よう に いっ た 

「 精 液 が 衣服 に 付着 し て いる 場合 は 、 そ の 個所 だ け を 洗い 落 せ ば よい の で す 。 

また 、 そ れ が 付着 し て な い 場 合 は 、 汚 し た 個所 の 回 り だ け に 水 を ふり か けれ ば 十分 で す 。 

私 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 衣服 に それ を 見 付け 、 た だ こす り 落 し た だ け で し た が 、 み 使い は その 
衣服 を 着 た まま 礼拝 な さい まし た 」 

アス ワ ド 及 び ハ ンマ ー ム は 、 ア ー イ シャ の 言葉 を こう 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い の 衣服 か ら 、 精 液 の 付着 物 を いつ も こす り 落 し まし た 。 

アー イシ ャ の 語っ た 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

ハン マー ム は 、 前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス を アー イシ ャ か ら 聞 いて 伝え て いる 。 

アム ル ・ ビ ン ・ マ イム ー ン は 、 こ う 伝 えて いる 

私 は スラ イマ ー ン ・ ビ ン ・ ヤ サー ル に 、 衣 服 に 付着 し た 精液 は 洗い 落 さ れる べき か 否 か に つい て 
た ず ね た 。 

それ に 対し 、 彼 は 次 の よう に 答え た 

「 ア ー イ シャ は 私 に 『 ア ッ ラ ー の み 使 い は 精液 を 洗い 落し た 後 、 そ の 衣服 を 着 て 礼拝 に 行か れ た 
。 私 は その 洗っ た 跡 を 見 まし た 』 と 語っ て くれ た 」 

アム ル ・ ビ ン ・ マ イム ー ン に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て 
いる 。 

な お 、 伝 承 者 イブ ン ・ ム バー ラク 及び アブ ドル ・ ワ ー ヒ ド に よる ハデ ィ ー ス に は 「 ア ー イ シャ 
は 『 私 は アッ ラー の み 使 い の 衣服 か らい つも それ を 洗い 落し た 』 と 語っ て いた 」 と いう 言葉 が み 
られ る 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ハー ブ ・ ハ ウラ ー ニ ー は 、 こ う 伝 え を で いる 

私 は アー イシ ャ の 家 に 泊っ た が 、 夢精 を し 、 そ の 痕跡 で 衣服 の 上 下 を 汚し た 。 

それ で 、 人 翌朝 、 肌 着 上 着 共々 水 に 付け た が 、 こ れ を 女 中 が 見 て アー イシ ャ に 告げ た 。 

その た め ア ー イ シャ は 「 ど うし て 、 そ の よう に 衣服 を 洗う の か 」 と 使い を 寄 越し て 私 に た ず 

ね た 。 

それ で 私 は 「 眠 る 人 が よく 見 る 夢 を 私 も 見 た の で す 」 と 答え た 。 

する と 彼女 は 「 何 か 衣服 に 付着 し て いま すか 」 と いっ た 。 

私 が 「 い いえ 」 と 答え る と 、 彼女 は 「 な に か 付着 し て いる 場合 は 洗い 落す べき で す 。 

私 は アッ ラー の み 使 い の 衣服 に 、 乾 いた 精液 の 跡 を 見 付け る 度 に 爪 で か き 落 し まし た 」 と 語っ て 
くれ た 。 


生理 に よる 汚れ に つい て 


生理 に よる 汚れ に つい て 
1 巻 P.219 


ヒシ ャ ー ム ・ ビ ピン ・ ウ ル ワ に よる と 、 ア ブー・ バ クル の 娘 ア スマ ー ウ は こう 伝え て いる 

或 る 女性 が 預言 者 の 処 に 来 て 「 生 理 の 血痕 が 、 私 た ちの 衣服 に し みつ いた 場合 どう すべ き で し ょ 
うか 」 ど た ず ね た 。 

預言 者 は これ に 対し 「 そ れ を 爪 で か き 落 と し て か ら 水 で も み 洗 い 、 更 に きれ いな 水 で ゆす ぎ な 
さい 。 

それ か ら そ の 衣服 を 着 て 礼拝 すれ ば よい 」 と お 答え に な っ た 。 

ヒシ ャ ー ム ・ ビ ン ・ ウ ル ワ に よる 前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て 
いる 。 


尿 水 の 汚れ に つい て 


尿 水 の 汚れ に つい て 


1 巻 P219-220 
イブ ン ・ ア ッ パ バース に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 た また ま 二 つの 墓 の 横 を お 通り に な っ た 時 
こう いわ れ た 


「 こ れ ら の 墓 の 者 ら は 懲罰 を 受け て いる が 、 そ れ は 重罪 を 犯し た た めで は な い 。 

彼ら の うち の 一 人 は 他人 を 中 傷 し た た めで あり 、 他 の 一 人 は 排尿 に よる 汚れ に 気 を 使わ な か っ た 
た めで ある 」 

み 使 い は この 後 、 な つめ の 木 の 生 き の よ い 小 枝 を 持っ て 来 さ せ 、 そ れ を 二 つ に 裂 い て 、 墓 に 別々 
に お 植え に な っ て か らい われ 「 こ れ ら の 小枝 が 枯れ ず に 育つ 限り 、 彼 ら へ の 和久 は 恐らく 軽減 され 
る こと だ ろう 」 

これ と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ス ライ マー ン ・ ア アマ シュ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ 
て いる が 、 そ れ に は 「 他 の 一 人 は 、 排 尿 に 対す る 、 も し く は 、 排 尿 か ら の 、 汚 れ に 注意 し な か っ 
た 者 で ある 」 と いう 言葉 が み ら れ る 。 


生理 中 腰 巻 を まとう こと に つい て 


生理 中 腰 巻 を まとう こと に つい て 
1 巻 P.221 


アー イシ ャ は 、 こ う 伝 えて いる 

私 た ち (預言 者 の 妻 ら ) の 誰か が 月 経 の 折 に は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 腰 巻 を まとう よう 命じ 、 そ 
れ か ら 抱 擁 な さっ た 。 

アー イシ ャ は 、 こ う 伝 えて いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 私 た ちの 誰か が 生理 の 時 に は 、 そ の 期間 ずっ と 腰 巻 を まとう よう お 命じ に 
な り 、 そ れ か ら 抱 擁 な さっ た 。 

アー イシ ャ は また 次 の よう に も 語っ て いる 。 

「 あ な た 方 の 一 体 誰が 、 み 使い ほど に (欲望 を ) 自制 で きる で し ょ うか 」 

預言 者 の 妻 の 一 人 マイ ムー ナ は 、 こ う 伝 えて いる 

アッ ラー の み 使 い は 月 経 中 の 妻たち に 対し て は 、 彼 女 ら の 腰 巻 の 上 か ら 抱 擁 さ れ た 。 


生理 中 の 女性 と の 同 床 に 関し て 


生理 中 の 女性 と の 同 床 に 関し て 
1 巻 P.221-222 


イブ ン ・ ア ッ パ バー ス の 元 奴隷 クラ イブ は 、 預 言 者 の 妻 の 一 人 マイ ムー ナ の 言葉 を 、 こ う 伝 えて 
いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 生 理 中 の 私 の 横 に 訳 さ れる 時 に は 、 私 と の 間 に 一 枚 の 布 を 置か れる の が 
常 だ っ た 。 

ウン ム ・ サ ラマ は 、 こ う 伝 えて いる 

私 が アッ ラー の み 使 いと 柔らか な ビ ロ ウ ド の 敷物 の 上 に 訳し て いた 時 、 私 の 生理 が 始ま っ た 。 
それ で 私 は 寝床 を 抜け 出 、 生 理 中 に いつ も 着る 衣類 を まとっ た 。 

み 使 い が こ れ を 見 て 「 生 理 が 始ま っ た の か 」 と お た ず ね に な っ た の で 、 私 は 「 は い 」 と 答え た 。 
その あと 、 私 を お 呼び に な っ た の で 私 は また み 使 い の 傍ら で 横 に な っ た 。 

み 使 い は 、 通 常 は 、 交 接 後 私 と 同じ た らい で 駆 を お 洗い に な っ た も の で し た 。 


生理 中 の 女性 の 行為 に 関し て 


生理 中 の 女性 に 許さ れる こと に つい て 
1 巻 P.222-225 


アー イシ ャ は こう 伝え て いる 

預言 者 が イ ウ テカ ー フ ( 注 ) の 折 、 私 の 方 に 頭 を 傾け た の で 、 私 は 髪 を 校 い て あげ た 。 

その 期間 中 彼 は トイ レ に 行く 以外 、 家 の 中 に は お 入り に な ら な か っ た 。 

( 注 ) モス ク に 数 日 間 籠 る こと 、 特 に ラマ ダー ン 月 の 最後 の 十 日 間 、 モ スク に 籠っ て 祈願 する こ 
と を いう 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン の 娘 ア ムラ に よる と 、 預 言 者 の 妻 ア ー イ シャ は こう 語っ た 

「 私 は イ ウ テカ ー フ の 行 に 入る と 、 ト イレ に 行く 時 だ け 家 に 入り 、 通 り が か り に 家族 の 安否 に つ 
いて た ず ね る と いう 風 で あっ た 。 

な お 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が モ スク に お 籠り に な っ た 或 る 時 、 頭 を 私 の 方 に 突き 出さ れ た の で 私 は 
髪 を 校 い て さ し 上 げた 。 

彼 は イ ウ テカ ー フ 中 に は 、 ト イレ に 行く 用 事 以外 に 家 に 入る こと は な か っ た 」 

これ に 関連 する イブ ン ・ ル ム フ に よる ハデ ィ ー ス に は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いと その 夫人 た ちの イ ウ 
テカ ー フ 中 に は 」 と いう 表現 が み ら れ る 。 

預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が イ ウ テ カ ー フ で お 籠り の 折 、 頭 を モス ク か ら 私 の 方 に 出さ れ た の で 、 私 は 生 
理 期間 中 で は あっ た が その 頭 を 洗っ て さ し 上 げた 。 

ウル ワ に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 語っ た 

「 わ た し が 部 屋 に いた 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が モ スク か ら 私 の 方 に 頭 を お 傾け に な っ た の で 、 私 
は 生理 中 で あっ た が 、 彼 の 頭 の 髪 を 杭 い て さ し 上 げ ま し た 」 

アス ズ スワ ド に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 語っ た 

「 私 は 生理 の 期間 中 で も 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 頭 を 洗っ て あげ まし た 」 

カー シム ・ ビ ン ・ ム ハン マ ド に よる と アー イシ ャ は 、 こ う 伝 えて いる 

アッ ラー の み 使 い が 私 に 「 モ スク か ら 凶 を 持っ て 来る よう に 」 と いわ れ た の で 「 私 は 今 、 月 経 中 
で す ] と 申し 上 げた 。 

これ に 対し 、 み 使い は 「 あ な た の 月 経 は 手 に は 関係 な か い の で す 」 と いわ れ た 。 

カー シム ・ ビ ン ・ ム ハン マ ド に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 私 に 「 モ スク か ら マ ッ ト を 持っ て 来る よう に 」 と お 命じ に な っ た 。 

そこ で 「 私 は 今 、 月 経 中 で す 」 と 申し 上 げた の で す が 、 み 使い は 「 マ ッ ト を 取っ て 来 な さい 。 生 
理 は あな た の 手 の 中 に 起 っ て いる わけ で は な い の で すか ら 」 と いわ れ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が モ スク に お られ た 時 、「 ア ー イ シャ よ 、 衣 服 を 取っ て 来 な さい 」 と いわ 

れ た 。 


彼女 が 「 私 は 生理 中 で す 」 と 答え る と み 使 い は 「 あ な た の 生理 は 、 手 に は 関係 無い の で す 」 と い 

われ た 。 

それ で 彼女 は み 使 い の 衣 服 を 取っ て 来 た の で し た 。 

ミリ ダー ム ・ ビ ン ・ シ ュ ラ イハ の 父 に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

月 経 中 、 水 を 飲む た め に 私 が 使っ て いた 容器 を 預言 者 に お 渡し する と 、 預言 者 は 、 私 が 口 を 触れ 
た と ころ に 御 自 分 の 口 を 当て て 水 を お 飲み に な っ た 。 

私 が 月 経 の 折 、 骨 つき 肉 を 食べ 、 残 り を 預言 者 に お 渡し する と 、 預 言 者 は 、 私 の 口 が 触れ た と こ 
ろ に 御 自分 の 口 を 当て て その 残り を お 食べ に な っ た 。 

な お 、 こ の ハデ ィ ー ス の 伝承 者 の 一 人 、 ズ ハイ ル は 、「 預 言 者 も 水 を お 飲み に な っ た 」 こ と に 関 
し て は 言及 し て いな い 。 

マン スー ル の 母 に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 生理 中 の 私 の 腔 に も た れ な が ら 、 ク ルアー ン を お 議 み に な っ た 。 
サー ビ ト に よる と 、 ア ナス は こう 伝え て いる 

ユダ ヤ 人 の 中 に は 、 生 理 の 始ま っ た 女性 と 食事 を 共に し な か っ た り 、 家 の 中 で 一 緒 に 生活 し な い 

者 た ちがい る 。 

それ で 、 教 友 た ち は こ の 件 に つい て 預言 者 に 質問 し た 。 

この 時 、 ア ッ ラ ー は 次 の 啓示 を 下さ れ た 「 か れ ら は 月 経 に つい て 、 あ な た に 問う だ ろう 。 い っ て 
や る が いい 。 『 そ れ は 不浄 で ある 。 だ か ら 月 経時 に は 、 妻 か ら 遠 ざか り 、 清 まる まで 近付い て は 
な ら な い 。 それで 清 ま っ た 時 に は 、 ア ッ ラ ー が 命じ られ る と ころ に 従っ て 、 か の 女 ら の 所 に 赴 け 

。 ま こと に アッ ラー は 悔 悟 す る 者 を 愛 で ら れ 、 ま た 純潔 の 者 を 愛さ れる 』」 (クル アー ン 第 2 
章 222 節 ) 

(と も あれ ) 質問 に 対し アッ ラー の み 使 い は 「 性 行為 以外 は 何 を や っ て も 構わ な い 」 と お 答え 
に な っ た 。 

この 言葉 を 聞い た ユダ ヤ 人 た ち は 互 い に 「 こ の 人 物 は 、 私 た ち が 反 対し て いる こと を 禁じ よう と 
し な い 」 と いい 合っ た 。 

それ で 、 ウ サイ ド ・ ビ ン ・ フ ダイ ル 及 び ア ッ バ パード ・ ビ ン ・ ビ シュ ル が や っ て 来 て 「 み 使い 様 、 
ユダ ヤ 人 た ち は し か じ か 申 し て お リ ま す 。 それ 故 、 月 経 中 の 女性 に 接する べき で は な いと 思い 
ます 」 と 述べ た 。 

この 折 、 み 使い は 顔色 を お 変え に な っ た ( 注 ) 。 

その た め 私 た ち は 、 み 使い が この 二 人 に 対し 大 変 立腹 され た の だ と 思っ た 。 

し か し 、 彼 ら が 出 て 行こ うと し た 時 、 た また ま 、 み 使い の 処 に 牛乳 が 送ら れ て 来 た の で ある が 、 
み 使 い は 彼ら を すぐ 呼び 返さ れ 、 彼 ら に も その 牛乳 を お 与え に な っ た 。 

それ で 私 た ち は 、 み 使い が 彼ら に 対し て 立腹 し て いな いこ と を 知っ た の だ っ た 。 

( 注 ) み 使 い が 顔 色 を 変え た た の は 、 こ の 二 人 の 言葉 に ユダ ヤ 人 の 慣習 に 同調 する 風 が みえ た た め 
で あろ う 。 

イス ラー ム に は 、 月 経 中 の 女性 に 対し て 性 行為 その 他 に 若干 の 制約 を 付す だ け で 、 隔 離す る な ど 
の 慣習 は な い 


精液 に つい て 


精液 に つい て 
1 巻 P.225 


アリ ー・ ビ ン ・ ア ブー・ タ リー ブ は こう 伝え で いる 

私 は よく 精液 を 漏らす 質 で ある が 、 預言 者 に それ に つい て た ず ね る こと は 、 彼 の 娘 婚 の 立場 上 恥 
ず か し い の で ミク ダー ド ・ ビ ン ・ ア スワ ド に 頼ん で 質問 し て も ら っ た 。 

預言 者 は こう いわ れ た 「 そ の 場合 、 陰 茎 を 洗っ て か ら 、 ウ ドゥ ー を 行い な さい 」 

アリ ー は こう 伝え て いる 

私 は 預言 者 が 私 の 妻 フ ァ ー テ ィ マ の 父 に 当り 、 私 が 娘 婚 で も ある 関係 上 、 精 液 に つい て 質問 する 
の を 恥ず か し く 思 っ て いた 。 

それ で 、 ミ クダ ー ド に 、 私 に 代わ っ て た ず ね て くれ る よう 頼ん だ 。 

ミク ダー ド の 質問 に 対し て 預言 者 は 「 そ の よう な 場合 に は 、 ウ ドゥ ー を 行う よう に 」 と いわ れ た 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 、 ア リー より 聞い て こう 伝え て いる 

私 た ち は ミ クダ ー ド ・ ビ ン ・ ア スワ ド を アッ ラー の み 使 い の 処 に 遣っ て 「 精 液 が 陰茎 か ら 漏 れ 出 
た 場合 、 ど うす べき で すか 」 と た ず ね させ た 。 

み 使 い は これ に 対し 「 ウ ドゥ ー を 行い 、 性 器 を 洗い な さい 」 と いわ れ た 。 


夜半 の 洗浄 に 関し て 


夜半 の 洗浄 に 関し て 
1 巻 P.225 


イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は こう 伝え て いる 
預言 者 は 、 夜 半 起 き 出し て 用 便 を 済ま され て 後 、 顔 や 両手 を お 洗い に な り 、 そ れ か ら ま た 、 就 寝 
な さっ た 。 


交接 後 の 就 寝 に 関し て 


交接 後 の 就寝 に 関し て 


1 巻 P.225-227 
アー イシ ャ は 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は 、 交 接 後 で あっ て も 就寝 な さる 前 に は 、 い つも 礼拝 用 の ウド ゥ ー を お こ な わ 


れ た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 交 接 の 後 、 食 事 し た り 就 寝 な さろ うと する 時 に は 、 必 ず 礼 拝 の た め の 

ウド ゥ ー を 行わ れ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 シ ュ ウ バ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

イブ ン ・ ウ マル は こう 伝え て いる 

私 の 父 ウ マル は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 交 接 の 後 そ の まま 眠っ て も よい で し ょ うか 」 と 質問 
じ た だ 。 

これ に 対し み 使 い は 「 ウ ドゥ ー 後 で あれ ば 眠っ て も よい 」 と いわ れ た 。 

イブ ン ・ ウ マル は こう 伝え て いる 

私 の 父 ウ マル は 預言 者 に 、 法 律 (シセ シャリーア) 上 の 問題 と し て 「 私 た ち は 、 性 交 後 そ の まま 眠っ 
て も よい の で し ょ うか 」 と た ず ね た 。 

これ に 対し 預言 者 は 「 交 接 の 後に は ウド ゥ ー を 行っ て か ら 眠 る べき で す 。 

また 、 望 む な ら ば 洒 浴 すべ き で す 」 と いわ れ た 。 

イブ ン ・ ウ マル は こう 伝え て いる 

ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に 昨 夜 性 交 を 行っ た と 話し た と ころ 、 み 使い は 
彼 に 「 ウ ドゥ ー を し 、 性 器 を 洗っ て か ら 、 眠 る よう に 」 と いわ れ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ブー・ カ イス は こう 伝え て いる 

私 は アー イシ ャ に 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の ウ ィ ト ル ( 深 更 時 の 礼 排 ) に 関し て 質問 し 、 或 る ハデ ィ 
ー ス に 言及 し て 後 

「 交 接 を 終え を た あと 、 み 使い は どう な され た の で すか 。 

就寝 前 に 駆 を 洗わ れ た の で すか 。 

それ と も 駆 を 洗わ ず に 眠ら れ た の で すか 」 と た ず ね た 。 

これ に 対し 、 ア ー イ シャ は 

「 み 使い は これ ら 全 て を お や り に な り ま し た 。 

時 に は 駆 を 洗っ た 後 お や すみ に な り 、 ま た 時 に は ウド ゥ ー を 済ま され た だ け で 就寝 な さっ た の 
で す 」 と 答え た 。 

この 言葉 を 聞い て 私 は 「 万 事 を 行い や すい よう に お 定め に な っ た アッ ラー を 讃 美 致 し ます !」 
と いっ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ム アー ウィ ア ・ ビ ン ・ サ ー リ ハ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え 


られ て いる 。 

アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 あ な た た ちの 誰 で も 妻 と 性 交 を 行っ て 後 、 更 に も う 一 度 そ れ を 繰り リ 返 そう と する 場合 に は 、 ウ 
ドウ ー を し な けれ ば な り ま せん 」 

アブ ー・ バ クル の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 、 「 二 
」 「 ウ ドゥ ー 後 、 望 む な ら ば また 性 行為 を 繰り 
アナ スー ビン ドー マー リク は こう 伝え て いる 
預言 者 は 夫人 た ちと 交接 を 繰り 返し た 後 で も 、 た だ 一 回 注 浴 され る だ け で し た ( 注 ) 。 

( 注 ) 預言 者 は 、 交 接 の 度 に 必ず ウド ゥ ー を 行っ た が 、 汰 浴 に 関し て は その 限り で は な か っ た 


ノー > 


度 の 交 合 の 間 に は 一 度 ウ ドゥ ー を 行う べき で す 
返 え せ ば よい 」 と 記さ れ て いる 。 


女性 の 夢精 に つい て 


女性 の 夢精 に つい て 
1 巻 P.227-229 


アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

イス ハー ク の 祖母 ウン ム ・ ス ライ ム は 、 ア ー イ シャ と 共に いる アッ ラー の み 使 い の 処 に 来 て 「 み 
使い 様 、 女 性 が 男性 の 見 る 夢 を み 、 男 性 の 経験 する こと (夢精 ) を 経験 し た 場合 、 ど うす れ ば よ 
い の で すか 」 と いっ た 。 

アー イシ ャ は 「 ウ ン ム ・ ス ライ ム よ 、 あ な た は 女性 を 辱め る こと を 口 に な さる ! 

あな た の 右手 が 土砂 で 覆 わ れ ま す よ うに ! (そん な こと を 口 に し て は いけ ませ ん ! ) 」 と た し な 
め た が 、 

み 使い は アー イシ ャ に 「 あ な た の 右手 こそ 、 土 砂 に 覆 わ れる よう に ! 」 と いい 「 さ て 、 ウ ン ム ・ 
スラ イム よ 、 そ の 場合 、 女 性 は 汰 浴 す べき で す 」 と お 答え に な っ た 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 、 ウ ン ム ・ ス ライ ム の 話 を こう 伝え て いる 

彼女 が 、 男 が 見 る よう な 夢 を みた (すなわち 、 夢 精 を し た ) 女性 に つい て 質問 し た 時 、 ア ッ ラ ー 
の み 使 い は 「 そ の 場合 、 女 性 は 洒 浴 すべ き で す 」 と いわ れ た 。 

これ に 関し ウン ム ・ ス ライ ム は 次 の よう に 語っ て いる 

「 こ ん な 質問 を する こと は 恥ず か し か っ た が 、 私 は また 『 そ の よう な こと が 起こ る で し ょ うか 』 
と た ず ね た 。 

預言 者 は これ に 対し 『 そ の 通り で す 。 

さも な けれ ば 、 ど うし て 母親 に 似 た 子供 が 生れ る の で すか 。 

男 の 精子 は 淡い 白色 で す が 、 女 性 の 精液 は 薄い 黄色 で す 。 

これ ら の 精子 の 強 さ 、 も し く は 、 人 優勢 さ に よっ て 男女 どちら か に 似 た 子供 が 生れ る の で す 』 と い 
われ た 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は こう 伝え て いる 

或 る 女性 が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に 、 男 性 と 同じ よう な 夢精 を 体験 し た 女性 に つい て 質問 し た と 
ころ 、 み 使い は 「 そ の よう な 場合 、 洒 浴 す べき で す 」 と いわ れ た 。 

ウン ム ・ サ ラマ は こう 伝え て いる 

ウン ム ・ ス ライ ム が 、 預言 者 の 処 に 行き 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 ま こと に アッ ラー は 秘め 事 に 関 
する 真理 を も 明示 な さる 方 で す 。 

夢精 し た 女性 は 汰 浴 す べき で し ょ うか 」 と た ず ね た 。 

これ に 対し 、 み 使い は 「 そ の 通り で す 。 も し も 女性 が 膝 水 を 漏らし た 場合 に は 」 と いわ れ た 。 
ウン ム ・ サ ラマ は この 折 「 み 使い 様 、 女 性 も 夢精 し ます か 」 と た ず ね た 。 

する と み 使 い は 「 あ な た の 両手 に 土砂 を か ぶせ る が よい ! 

女性 が 膝 水 を 出さ な けれ ば 、 ど うし て 子供 が その 母親 に 似る こと が あり ます か 」 とい われ た 。 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ヒ シャ ー ム ・ ビ ン ・ ウ ル ワ に よっ て も 伝え られ る が 、 そ れ に は 「 


ウン ム ・ サ ラマ は この 折 、 ウ ン ム ・ ス ライ ム に 『 あ な た は 女性 の 恥じ ら う こと を 口 に な さる 』 
と いっ た 」 と いう 言葉 が 追加 され て いる 。 

預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 、 こ う 語 っ て いる 

「 バ ニー・ ア ブー・ タ ル ハ の 母 ウ ン ム ・ ス ライ ム が アッ ラー の み 使 い の 処 に 来 た 」 

以下 は 前 記 ヒ シャ ー ム に よる ハデ ィ ー ス と 同 内 容 で ある が 、 こ れ に は 次 の 言葉 が 追加 され て いる 
「 ア ー イ シャ は 『 女 性 が 性 行為 の 夢 を 見 る だ ろう か 、 と いっ て 彼女 を 非難 し た 』 と 語っ た 」 
アー イシ ャ は 、 こ う 伝 えて いる 

或 る 女性 が アッ ラー の み 使 い の 処 に 来 て こう 質問 し た 

「 女 性 が 性 交 の 夢 を み 、 そ の 結果 膝 水 を 漏らし た 場合 、 洒 浴 す べき で し ょ うか 」 

み 使い は これ に 対し 「 そ の 通り で す 」 と いわ れ た 。 

アー イシ ャ は この 時 彼女 に ひか い 「 あ な た の 両手 に 土 が か けら れ 、 傷 つけ られ ます よう に 「!」 
と いっ た が 、 み 使い は 「 そ の よう な こと を 口 に し て は いけ な い ! 」 と 彼女 を た し な め て 後 

「 子 供 が 母親 に 似る の は 、 女 性 の 精液 が 男性 の それ より 優 っ て いる 場合 で 、 こ の 折 子 供 は 母方 に 
類似 し ます 。 

男性 の 精液 が 優 っ て いる 場合 は 、 子 供 が 父方 に 類似 する の で す 」 と いわ れ た 。 


男女 の 精液 に つい て 


男女 の 精液 に つい て 
1 巻 P.229-231 


アッ ラー の み 使 い の 元 奴隷 、 サ ウ バ ー ン は 次 の よう に 伝え て いる 

私 が アッ ラー の み 使 い の 横 に 立っ て いた 時 、 ユ ダ ヤ 人 の ラビ (聖職 者 ) の 一 人 が 来 て こう いっ た 
「 あ な た に 平安 が あり ます よう に ! ムハンマド よ 」 

これ を 聞い た 私 は 彼 を 突き 押し た の で 、 彼 は 倒れ そう に な っ た 

「 な ぜ 私 を 押す の か 」 と 彼 が いう の で 、 私 は 「 な ぜ ア ッ ラ ー の み 使 いよ ! と いわ な い の か 」 と 
いい 返し た 。 

する と 彼 は 「 我 々 は 、 彼 の 家族 が 付け た 名 前 で 彼 を 呼ん で いる に すぎ な い 」 と いっ た 。 
み 使 い は これ に 対し 「 確 か に 私 の 名 は ムハンマド で 、 私 の 家族 が 名 付け て くれ た も の で す 」 と い 
われ た 。 

その ユダ ヤ 人 は 「 私 は あな た に 聞き た いこ と が あっ て 来 た の で す 」 と いっ た 。 

それ に 対し み 使 い が 「 そ れ は 、 あ な た に 役に立つ こと で すか 」 と いわ れる と 、 彼 は 「 是 非 お 聞き 
し た い の で す 」 と 答え た 。 

み 使 い は 手 に し た 杖 で 地面 に 線 を 引か れ た (気持 を 整え る た め の 動 作 ) 

そし て 後 「 さ あ 、 な ん で も 質問 し な さい 」 と いわ れ た 。 

それ で 、 こ の ユダ ヤ 人 は 「 大 地 が 他 の 大 地 に 変わ り 、 天 も また 同様 に 変わ る 世 の 終 り の 日 、 人 間 
は どこ に 留まる の で すか 」 と 質問 し た 。 

み 使 い が 「 彼 ら は 、 真 暗 聞 の 中 で 天国 に 通ずる 橋 の 近く に 留まる こと で し ょ う 」 と 答え る と 、 そ 
の ユダ ヤ 人 は また 「 そ の 橋 を 最初 に 渡る の は どん な 人 た ち で すか 」 と た ず ね た 。 

する と み 使 い は 「 彼 ら は イス ラー ム に 改宗 し 、 マ ディ ー ナ に や っ て 来 た 移 住 者 の 中 の 貧者 た ち 
で す 」 と お 答え に な っ た 。 

ユダ ヤ 人 は 更に 「 天 国 に 入っ た 時 の 彼ら の 朝食 は な ん で すか 」 と た ず ね た 。 

み 使 い は これ に 対し 「 魚 の 肝 で す 」 と 答え られ た 。 

ユダ ヤ 人 は また 「 そ の あと の 食物 は 何で すか 」 と も 問う た が 、 み 使い は これ に は 「 天 国 の 各地 で 
飼育 され た 雄 牛 が 彼ら の た め 層 殺さ れ ま す 」 と 述べ 、「 飲 み も の は 何で すか 」 と の 質問 に は 「 サ 
ル サ ビ ー ル と 呼ば れる 泉 の 水 が 与 えら れ ま す 」 と お 答え に な っ た 。 

その ユダ ヤ 人 は 、 「 よ くわ か り ま し た 」 と いっ て か ら 更 に 「 私 は この 地上 の 人 々 の 中 で 、 た だ 一 
人 の 預言 者 、 も し く は 、 彼 以外 、 僅 か に 一 人 が 二 人 の 者 し か 知ら な い 事 柄 に つい て あな た に お た 
ず ね し た く て ここ に 来 た の で す 」 と いっ た 。 

み 使 い が 「 も し 私 が それ に つい て 話せ ば 、 あ な た の 役に立ち ます か 」 と お た ず ね に な る と 、 彼 
は 「 真 剣 に 伺い ます 」 と いい 「 私 が ここ に 来 た の は 子供 に 関し て 質問 する た めで す 」 と 述べ た 。 
これ に 対し 、 み 使い は 次 の よう に いわ れ た 。 

「 男 性 の 精子 は 白く 、 女 性 の それ は 黄色 で す 。 


男女 が 性 行為 を し た 時 、 男 性 の 精子 が 女性 の それ に 優る 場合 、 ア ッ ラ ー の 定め に より 、 男 児 が 生 
まれ る の で す 。 

そし て 、 ま た 、 女 性 の 精子 が 男性 の それ に 優 っ て いる 場合 、 ア ッ ラ ー の 定め に より 、 女 児 が 創 ら 
れる の で す 」 

この 言葉 を 聞い た ユダ ヤ 人 は 「 あ な た の いわ れ た こと は 真実 で す 。 

まこ と に あな た は 預言 者 で すす 」 と いい 、 そ の 後 帰っ て 行っ た 。 

み 使 い は 「 彼 は 私 の 知ら な い 幾 つか の 事柄 に つい て も た ず ね た が 、 ア ッ ラ ー が その 答え の た め の 
知識 を 私 に お 与え 下さ っ た の で す 」 と いわ れ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ム アー ウィ ア ・ ビ ン ・ サ ラー ム に よっ て も 伝え られ る が 、 それに 
は 「 私 は アッ ラー の み 使 い の 横 に 立っ て いた 」 と いう 言葉 は な い 。 

この 他 に も 二 、 三 表現 上 に 異同 が み ら れ る 。 


交接 後 の 注 浴 に つい て 


交接 後 の 洒 浴 に つい て 
1 巻 P.231-232 


アー イシ ャ は 伝え て いる 

交接 の あと 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 洒 浴 を な さる 時 に は 、 先 ず 両 手 を 洗い 、 次 いで 右手 で 水 を 左手 
の 上 に 注ぎ 、 陰 茎 部 分 を お 洗い に な っ た 。 

そし て 後 、 礼 拝 の 時 と 同様 の ウド ゥ ー を 行わ れ た 。 

その 後 、 水 の 中 に 指 を 入れ 濡らし て か ら 、 髪 の 根元 を その 指 で か き 回 し 、 髪 が 適当 に 湿っ た と こ 
ろ で 、 手 一 杯 の 水 を 三 度 頭 に お か け に な っ た 。 

それ か ら 賜 全体 に 水 を 注ぎ 、 次 いで 両足 を お 洗い に な っ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ヒ シャ ー ム に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる が 、 そ れ 
に は 「 両 足 を 洗っ た 」 と いう 言葉 は な い 。 

ヒシ ャ ー ム の 父 は 、 ア ー イ シャ か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

預言 者 は 、 交 接 の あと 洒 浴 され た が 、 そ の 時 に は 、 先 ず 、 両 手の平 を 三 度 お 洗い に な っ た 。 
以下 の ハデ ィ ー ス は 、 前 記 と 同 内容 で ある が 、 こ れ に は 両足 の 洗浄 に つい て の 記述 は な い 。 
ウル ワ は 、 ア ー イ シャ か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 性 行為 の 後 汰 浴 を な さっ た が 、 た らい に 手 を 入れ る 前 に 、 先 ず 両 手 を お 洗 
い に な っ た 。 

そし て 後 、 礼 拝 前 に な さる よう な ウド ゥ ー を 行わ れ た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 、 母 方 の 伯母 マイ ムー ナ の 言葉 を こう 伝え て いる 

私 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 近 くに 、 性 行為 後 の 洒 浴 の た め の 水 を 置い た 。 

彼 は 手の平 を 二 度 、 も し く は 、 三 度 洗い 、 その後 片手 を た らい に 入れ て 肖 ん だ 水 を 注ぎ な が ら 、 
左手 で 陰部 を 洗浄 な さっ た 。 

それ か ら そ の 左手 で 地面 を た た き 、 手 の 平 を 強く こす っ た 。 

この 後 、 礼 拝 の 時 と 同様 の ウド ゥ ー を 行っ て か ら 、 水 を 三 杯 頭 に か ぶっ て 、 全 身 を お 洗い に な 
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そし て 後 、 こ の 場所 か ら 離 れ 、 両 足 を 洗浄 な さっ た 。 

私 は タオ ル を お 渡し し た が 、 そ れ を 使う こと な くそ の まま お 返し に な っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) タオ ル の 使用 が 禁じ られ て いる わけ で は な い 。 

た だ 、 暑 さ を し の ぐ た め 水 気 を 拭き 取ら な か っ た だ け で あろ う 

前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア アマ シュ に よっ て も 伝え られ る が 、 伝承 者 ヤセ ヒヤ ー・ ビ ン ・ ヤ 
ヒヤ ーー 及び ア ブー・ ク ライ ブ に よる ハデ ィ ー ス に は 「 水 を 三 度 頭 に か ぶっ た 」 と いう 表現 は 

な い 。 

な お 、 伝 承 者 ワキ ー ウ の ハデ ィ ー ス に は 、 口 すす ぎ 、 人 鼻孔 の 洗浄 な ど 、 ウ ドゥ ー の 全 過 程 が 記さ 
れ て いる 。 


な お また 、 ア ブー・ ム アー ウィ ア の ハデ ィ ー ス に は 、 タ オル に つい て の 記述 は み ら れ な い 。 
イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は 、 マ イム ー ナ か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

預言 者 は タオ ル を 渡さ れ た が 、 そ れ で 淫 を お 拭き に は な ら な か っ た 。 

水 に 濡れ た まま で お られ 、 自 然 に 乾く の を 好ま れ た の で ある 。 

アー イシ ャ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 性 行為 の 後 、 洒 浴 を な さっ た が 、 そ の 折 に は た らい を 運ば せ 、 手 一 杯 の 水 
を 取っ て 最初 に 右手 、 次 いで 左手 の 表面 を 洗浄 され て か ら ま た 一 杯 の 水 を 取り 、 頭 に お か け に な 


7 に Sb 


洒 浴 の た め の 水 の 量 に つい て 


洒 浴 の た め の 水 の 量 に つい て 


1 巻 P.232-235 

アー イシ ャ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 交 接 の 後 、 水 が 1 ファ ラク ( 注 ) ( 約 8 リ ッ ト ル ) ほど 入っ た た らい で 洒 浴 
さ 


( 注 ) ファ ラク は マデ ィ ー ナ 地方 の 計量 単位 。 時 代 に よっ て 多少 の 増減 が ある が 、 略 7-8 リ ッ ト ル 
に 当る 

アー イシ ャ は こう 伝え て いる 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 約 8 リッ トル ほど 水 の 入 っ た た らい で 汰 浴 さ れ た 。 

私 も み 使 いと 同じ た らい の 水 を 使っ て 洒 浴 し た の で す 」 伝承 者 の 一 人 ス フ ヤ ー ン は 「 一 つの た ら 
いで 」 と 記し て いる 。 

な お 、 ク タイ バ は 、1 フ ァ ラ ク を 、3 サ ー ア ( 注 ) ( 約 8 リ ッ ト ル ) に 相当 する と 説明 し て いる 。 
( 注 ) サー ア と は 、 ア ラブ の 計量 単位 で 約 2.5 リ ッ ト ル に 当る 

アフ プー サラ マッ ピン アグ アドル ララ マー シン は と こう 伝え で いる 

私 は アー イシ ャ の 乳 兄 弟 と 共に 彼女 の 処 に 行き 、 彼 女 に 性 行為 後 の 和 預言 者 の 洒 浴 に つい て 幾つ か 
質問 し た 。 

その 折 彼 女 は 、1 サ ー ア ( 約 2.5 リ ッ ト ル ) 入り ほど の 容器 を 運ば せ 、 カ ー テ ン で 仕切 られ た 奥 の 部 
屋 で 洒 浴 を 始め 、 水 を 頭 か ら 三 度 か ぶっ た 。 

当時 、 預 言 者 の 夫人 た ち は 皆 、 髪 を 両 耳 の あたり まで 伸ばし て いた ( 注 ) 。 

( 注 ) 「 ワ フラ 」 と いう 言葉 か 使わ れ て いる が 、 こ れ に は 、 髪 を 頭 に た ば ね る と か 、 耳 た ぶ ま で 
た ら す な どの 意味 が ある 

サラ マ ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は 、 ア ー イ シャ か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 洒 浴 な さる 時 に は 、 先 ず 右 手 に 水 を か け て 洗っ て か ら 始 め ら れ た 。 

その 後 、 そ の 右手 で 不浄 部 分 に 水 を 注ぎ 、 左 手 を 使っ て 洗い 流し て か ら 、 頭 に 水 を お か け に な 
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アー イシ ャ は 「 私 と み 使 い は 、 交 接 の 後 、 同 じ た ら い の 水 で 洒 浴 を し まし た 」 と 語っ て いる 。 
アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブー・ バ クル の 娘 ハ フサ は 、 ア ー イ シャ か ら 聞 いた 話 を こう 伝 
えて いる 

アー イシ ャ と 預言 者 は 、 お よそ 3 ムッ ド ( 注 ) ( 約 6 リ ッ ト ル ) ほど の 水 の 入 っ た 同じ た らい で 注 
浴 を な さっ た 。 

( 注 ) ムッ ド は アラ ブ の 計量 単位 で ある か 、 地 方 に よっ て 基準 が 異な る 。 

「 サ ー ア より 少な い 」 と 注釈 され る 故 、 こ こ で は 2 リッ トル 程度 に 計算 し た 

アー イシ ャ は こう 伝え て いる 

私 と アッ ラー の み 使 い は 交接 の 後 、 同 じ た ら いで 洒 浴 を し た が 、 そ の 折 、 私 た ちの 手 は た らい の 


中 で よく ぶつ か っ た 。 

アー イシ ャ は こう 語っ て いる 

「 私 と アッ ラー の み 使 い は 、 二 人 の 間 に 置 か れ た 同じ た らい で 洒 浴 を し た が 、 み 使い は 私 より 早 
く 洒 浴 を 済ま せる の で 、 私 は いつ も 『 水 を 私 の た め 残 し て お いて 下さ い 。 水 を 残し て お いて 下 
さい 』 と いっ た も の で す 」 

な お 、 彼 女 は 「 性 行為 の 後に は 、 き まっ て 注 浴 し まし た 」 と 語っ て いる 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス に よる と 、 預 言 者 の 妻 マ イム ー ナ は こう 語っ て いる 

「 私 と 預言 者 は 同じ た らい で 汰 浴 を し まし た 」 

イブ プン ・ ア ッ パ ー ス は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 妻 マイ ムー ナ が 使い 残し た 水 で 汰 浴 を な さっ た 。 

ウン ム ・ サ ラマ の 娘 の ザイ ナブ は こう 伝え て いる 

ウン ム ・ サ ラマ と アッ ラー の み 使 い は 、 性 行為 の 後 、 同 じ た ら いで 洒 浴 を し まし た 。 

アナ ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 五 マ ッ ク ー ク ( 注 ) ( 約 10 リ ッ ト ル ) の 水 を 使っ て 注 浴 
され 、 一 マッ クー ク (2 リッ トル 程度 ) の 水 で ウド ゥ ー を な さっ た 。 

な お 、 イ ブン ・ ム サン ナー は 5 マッ クー ク の 代り に 5 マカ ー キ ー ヤ と いう 言葉 を 使っ て いる 。 

( 注 ) マッ クー ク (マカ ー キ ー ヤ は この 複数 形 ) は 計量 単位 で 、1 ム ッ ド ( 約 2 リ ッ ト ル ) に 相当 
する と いう 

アナ ス は こう 伝え て いる 

預言 者 は 、 ウ ドゥ ー に 1 ムッ ド ( 約 2 リ ッ ト ル ) の 水 を 使い 、 洒 浴 の 時 に は 、1 サ ー ア (2.5 リ ッ 
トル ) か ら 5 ム ッ ド ( 約 10 リ ッ ト ル ) の 水 を お 使い に な っ た 。 

サフ ィ ー ナ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 性 行為 の あと 1 サー ア ( 約 2.5 リ ッ ト ル ) の 水 で 汰 浴 さ れ 、1 ム ッ ド ( 約 2 リ ッ 
トル ) の 水 を 用 いて ウド ゥ ー を な さっ た 。 

サフ ィ ー ナ は こう 伝え て いる 

み 使 い は 、1 サ ー ア の 水 を 用 いて 洒 浴 され 、1 ム ッ ド の 水 で ウド ゥ ー を な さっ た 。 

イブ ン ・ フ ジュ ル は これ に 関連 し 「 み 使い の ウド ゥ ー に は 、1 ム ッ ド の 水 で 十分 足り た 」 と 語っ て 
いる が 、 こ の ハデ ィ ー ス の 伝承 者 の 一 人 イス マイ ー ル の 高齢 さ 故 に 、 本 文 内 容 の 信頼 度 に は いさ 
さか 疑念 が も た れる と も 述べ て いる 。 


水 を 三 回 か ぶる こと に 関し て 


水 を 三 回 か ぶる こと に 関し て 
1 巻 P.235-236 


ジュ バイ ル ・ ビ ン ・ ム トゥ イム は 、 こ う 伝 えて いる 

人 々 は アッ ラー の み 使 い の 前 で 洒 浴 の 仕方 に つい て 論争 し 、 或 る 人 た ち は 「 私 は 、 頭 を これ この 
よう に し て 洗う 」 な ど と いい 立て た 。 

これ に 対し み 使 い は 「 私 に 関し て いえ ば 、 水 を 三 杯 頭 に か ける だ け で す 」 と 話さ れ た 

ジュ バイ ル ・ ビ ン ・ ム トゥ イム に よる と 、 預 言 者 は 、 彼 に 交接 後 の 洒 浴 に つい て 話し 「 私 は 水 を 
頭 に 三 度 か ぶり ます 」 と いわ れ た 。 

ジャ ー ビ ピル ビン シッ アフ ドッ ラー は 、 こ て こう 伝え で いる 

サキ ー フ 族 の 使節 団 が 来 て 預言 者 に 「 私 た ちの 国 は 寒い 所 で す 。 

その よう な 地域 で の 、 洒 浴 は どう すれ ば よい の で すか 」 と 質問 し た 。 

預言 者 は これ に 対し 「 私 は 頭 に 水 を 三 度 か ける だ け で す 」 と いっ て 、 寒 い 時 期 に は 簡単 に 洒 浴 を 
済ま す よ う 教 示 な さっ た 。 

な お この ハデ ィ ー ス に 関連 し 、 ア ブー・ ビ シュ ル は 、 「 サ キー フ 族 の 使節 た ち は 。 ア ッ ラ ー の み 
使い 様 』 と 呼ん だ 」 と 伝え て いる 。 

ジャ ー ビ ピル ビ ピン アプ ドッ ラー は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 交 接 の 後 汰 浴 を され た が 、 そ の 折 に は いつ も 、 水 を 三 杯 だ け 頭 に お か け 
に な っ た 。 

ハサン ・ ビ ン ・ ム ハン マ ド は 、 こ の ハデ ィ ー ス に 関連 し 、 ジ ャ ー ビ ル に 「 私 の 髪 は 濃い の で す ( 
三 杯 の 水 で は 足り ませ ん の 意味 ) 」 と 述べ た が 、 ジ ャ ー ビ ル は 「 私 の 兄弟 の 息子 よ 、 み 使い の 髪 
の 毛 は 、 あ な た の 毛 よ り も も っ と 濃く 、 し か も 、 も っ と 美しかっ た 」 と 語っ た 。 


女性 の 編み 毛 に つい て 


女性 の 編み 毛 に つい て 
1 巻 P.236-237 


ウン ム ・ サ ラマ は こう 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い に む か っ て 「 私 は きつ く 頭 髪 を 編ん で いま す 。 

交接 後 、 汰 浴 の た め 髪 を ほど か な く て も よい で し ょ うか 」 と た ず ね た 。 

これ に 対し み 使い は 「 解 き ほ どく 必要 は あり ませ ん 。 た だ 頭 に 三 杯 の 水 を か け 、 その 後 駆 に 水 を 
あび る だ け で 十分 で す 。 そ うす れ ば あな た は 清浄 に なり ま す 」 と お 答え に な っ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア イ ユ ー ブ ・ ビ ン ・ ム ー サ ー に より 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え ら 
れる 。 

な お 、 伝 承 者 の 一 人 、 ア ブ ド ル ・ ラ ッ サ ー ク に よる ハデ ィ ー ス に は 、 月 経 及 び 交 接 に 関す る 言及 
も み ら れ る 。 

な お 、 ア イ ユ ー ブ ・ ビ ン ・ ム ー サ ー に よる ハデ ィ ー ス は 、 更 に 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ 、 そ 
れ に は 「 交 接 の あと 、 私 は 編み 毛 を ほど いて 洗う べき で し ょ うか 」 と 記さ れる が 、 月 経 に つい て 
言及 は み ら れ な い 。 

ウ バ イド ・ ビ ン ・ ウ マイ ル は こう 伝え て いる 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル が 女性 た ち に 頭 の 編み 毛 を ほど く よ う 命じ た こと が 、 ア ー イ シャ に 
伝え られ た 。 

アー イシ ャ は これ に 関し 「 イ ブン ・ ア ムル が 、 女 性 た ち に 洒 浴 時 、 編 み 毛 を 解く よう 命ずる ( 注 
) と は 奇妙 な こと で す 。 

それ ほど に いう な ら ば どう し て 彼 は 、 彼 女 ら に 頭髪 を 剃っ て し まう よう 命じ な い の だ ろう ! 

私 と アッ ラー の み 使 い は 一 つの た らい で 汰 浴 し た が 、 私 は た だ 、 頭 に 三 杯 水 を か ける だ け で 、 そ 
れ 以 上 な に も し な く て よかっ た の で す 」 と 語っ た 。 

( 注 ) アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル の この 命令 に つい て は 、 

(1) 水 が 髪 の 根元 まで 浸透 し て な い 場 合 に 限っ て の 処置 で あっ た 

(2) 彼 は ウン ム ・ サ ラマ や アー イシ ャ の 語っ た ハデ ィ ー ス を 知ら な か っ た 

(3) 洗浄 に 関し 彼 は 特に 厳し い 見 解 を 持っ て いた 

な ど 三 つの 場合 が 考え られ る 


壇 香 で 清め る こと に つい て 


廊 香 で 清め る こと に つい て 
1 巻 P.237-238 


マン スー ル ・ ビ ン ・ サ フィ ー ヤ の 母 に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

或 る 女性 が 預言 者 に 、 月 経 の あと どの よう に 洒 浴 すべ きか に つい て 質問 し た 。 

彼女 の 語る と ころ に よる と 、 預言 者 は これ に 対し 洒 浴 の 仕方 を 教え 、 そ の 後 黄 香 を 殺 き 込め た 綿 
布 で 拭き 清め る よう に と 彼女 に 告げ た 。 

彼女 が 「 そ れ を どの よう に 使っ て 身 を 清め る の で すか 」 と た ず ね た と ころ 、 預 言 者 は 「 先 ず 、 ス 
ブ ハ ー ナ ッ ラ ー ! (アッ ラー を 讃え まつ る ) と 唱え て か ら 、 そ の 綿布 で 拭い て 身 を 清め れ ば よい 
の で す 」 と いい な が ら 顔 を 覆 わ れ た 。 

この ハデ ィ ー ス を 伝え る ス フ ヤ ー ン ・ ビ ン ・ ウ ヤ イ ナ も 、 預 言 者 が な さっ た よう に 私 た ちの 前 で 
顔 を 覆う 仕草 を 示し た 。 

これ に 関し アー イシ ャ は 「 私 は 預言 者 が な に を お 考え に な っ た か を 理解 し た の で 、 彼 女 を 私 の 方 
に ひっ ぱり 『 こ の 英 香 入り の 綿布 を 流血 し た 隠 部 に 当て な さい 』 と 教え た 」 と 語っ た 。 

マン スー ル の 母 に よる と 、 ア ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 

或 る 女性 が 預言 者 に 、 月 経 期 間 中 、 ど の よう に 洗浄 すべ きか に つい て 質問 し た 。 

預言 者 は これ に 対し 「 功 香り の 綿布 で 淫 を 拭き 清め な さい 」 と 教え た 。 

以下 は 、 前 記 ハ ディ ー ス と 同 内 容 で ある 。 

サフ ィ ー ヤ に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

アス マー が 預言 者 に 、 生 理 期 の 不浄 に つい て 質問 し た 。 

これ に 対し 彼 は 「 あ な た た ち 女 性 は 、 シ ドラ 木 (な つめ の 一 種 ) の 葉 を 浸し た 水 を 使っ て 駆 を 
洗い 、 そ の 後 水 を 頭 に か け 、 水 が 髪 の 根元 まで 達する よう 強く こす っ て か ら 、 ま た 水 を か ぶり な 
さい 。 

それ が 済ん だ な ら ば 、 直 香 を 装 き 込ん だ 綿布 を 使っ て 駆 を 拭き 清め な さい 」 と 述べ た 。 

これ に 対し 、 ア スマ ー ウ は 「 そ れ を どの よう に 使っ て 駆 を 清め る の で すか 」 と 言っ た 。 
預言 者 は 「 ス プ ブ ハ ー ナ ッ ラ ー! (アッ ラー を 讃え まつ る ) と 唱え な が ら そ れ を 使っ て 、 了 賜 を 拭き 
清め れ ば よい の で す 」 と 教え た 。 

この 時 、 ア ー イ シャ は 低い 声 で 彼女 に 「 そ れ を 流血 部 分 に 当て る よう に 」 と いい 添え た 。 

アス マー ウ は 次 いで 、 交 接 後 の 洒 浴 に つい て も 質問 し た 。 

これ に 対し 、 預 言 者 は 「 水 で 駆 を よく 拭く か 、 も し く は 、 洗 い 流 し て 清め た 後 、 頭 か ら 水 を か ぶ 
りな さい 。 そ し て 、 髪 の 根元 まで その 水 が 浸 透 す る よう 強く こす り 、 そ の あと 、 もう一度 水 を か 
ぶり な さい 」 と 教示 な さっ た 。 

この 話 に 関連 し 、 ア ー イ シャ は 「 女 性 た ち に ご 加護 が あり ます よう に ! 

RE ナ 在 来 の ムスリム ) の 女性 た ち は 、 信 仰 を 学ぶ べた め に は な ん ら 和 恥じ ら う こ 
と の な い 人 た ち で す 「!」 と いっ た 。 


前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 シ ュ ウ バ に よっ て も 伝え られ る が 、 こ れ に は 「 預 言 者 は 『 そ れ 
を 使っ て 駆 を 清め な さい 』 と いっ て か ら は に か み 、 顔 を お 覆い に な っ た 」 と 記さ れ て いる 。 
サフ ィ ー ヤ ・ ビ ント ・ ジ ャ イ バ に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

アス マー・ ビ ント ・ シ ャ カル は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 処 に 来 て こう 言っ た 

「 み 使い 様 私 た ち は 生理 の あと 、 ど の よう に 洒 浴 を すべ き で し ょ うか J」 

以下 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同 内容 で ある が 、 交 接 後 の 汰 浴 に つい て の 言及 は な い 。 


ム ス タ ハ ー ダ に つい て 


ム ス タ ハ ー ダ ( 注 ) に つい て 
( 注 ) ム ス タ ハ ー ダ と は 、 月経 、 ま た は 、 分 學 以 外 の 理由 で 血 流 (下り 物 ) が 続く 女性 を 称す る 
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ヒシ ャ ー ム ・ ビ ン ・ ウ ル ワ の 母 に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

アブ ー・ フ バイ シュ の 娘 、 フ ァ ー テ ィ マ が 預言 者 の 処 に 来 て 「 私 の 駆 は 、 生 理 が 過ぎ て も 下り 物 
が 止ま ら ず 、 駆 を 清め る こと が で き な い 状態 で す 。 

それ 故 、 私 に は 礼拝 は 許さ れ な いで し ょ うか 」 と た ず ね た 。 

これ に 対し 預言 者 は 「 い や 、 それ は 単に 血管 に よる も の で 、 生 理 の た めで は な い 。 

それ 故 、 生 理 期間 中 だ け 礼 拝 を 避け 、 そ れ が 過ぎ た な ら ば 、 駆 に 付い た 血痕 を 洗い 落し て か ら 礼 
拝 し な さい 」 と いわ れ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

な が お 、。 ジャ リー ル に よる パ デ ィ ー ズ に は ファーティマ ピン トド アプ ブー ドラ フラ パイ シュ) ピン" 
アブ ドル ・ ム ッ タ リブ ・ ビ ン ・ ア サド が 預言 者 の 処 に 来 た 。 彼 女 は 我々 の 仲間 の 一 人 だ っ た 」 と 
記さ れ て いる 。 

ウル ワ に よる と 、 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

ウン ム ・ ハ ビー バ ・ ビ ント ・ ジ ャ フシ ュ は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い に 「 私 の 駆 は 、 生 理 期間 が 終っ て 
も 下り 物 が 止ま ら な い 状 態 で す 」 と いっ て 意見 を 求め た 。 

これ に 対し み 使 い は 「 そ れ は た だ 、 血 管 に よる も の 故 、 洒 浴 し て か ら 礼拝 す る よう に 」 と いわ 

れ た 。 

それ で 彼女 は 礼拝 時 毎 に いつ も 洒 浴 し た の で ある 。 

これ に 関連 し 、 ラ イス ・ ビ ン ・ サ アー ド は 「 み 使い は 彼女 に 、 礼 拝 の 度 毎 に 洒 浴 する よう 命じ た 
の で は な い が 、 彼 女 は 自発 的 に それ を 行っ た の で ある 」 と 述べ て いる 。 

な お 、 イ ブン ・ ル ム フ の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 「 ウ ン ム ・ ハ ビー バ 」 と いう 言葉 は な く 「 ビ ント 
・ ジ ャ フシ ュ 」 と の み 記 され て いる 。 

預言 者 の 妻 、 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い の 義妹 で 、 ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ウフ の 妻 ウ ン ム ・ ハ ビー バ ・ ビ 

ント ・ ジ ャ フシ ュ は 、 七 年 間 も ム スタ ハー ダ の 状態 で あっ た 。 

それ 故 彼 女 は 、 み 使い に これ に 関す る 意見 を 求め た 。 

み 使 い は 「 そ れ は 生理 に よる も の で は な く 、 血 管 か ら の 流血 で ある か ら 、 洒 浴 し た あと 礼拝 すれ 
ば よい 」 と 答え られ た 。 

な お 、 こ れ に 関連 し アー イシ ャ は 「 彼 女 は 、 彼 女 の 妹 ザ イナ ブ ・ ビ ント ・ ジ ャ フシ ュ の 部 屋 に あ 
る 洗濯 だ らい で 洒 浴 を し た が 、 水 が 流血 で 真 本 に 染まる ほど で あっ た 」 と 語っ て いる 。 

更に これ に 関連 し 、 イ ブン ・ シ ハー ブ は 次 の よう に 述べ て いる 

「 私 は 、 ア ブー・ バ クル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム に 


この こと を 話し た 。 

する と 彼 は 『 ア ッ ラ ー よ 、 ヒ ンダ に 慈悲 を 与え を たまえ! 

も し も 彼女 が この こと を 知っ た な ら ば 、 必 ず や 、 彼 女 は ( ム ス タ ハ ー ダ の た め ) 礼拝 し な か っ た 
こと を 悲し み 嘆 く こ と だ ろう 』 と いっ た 」 

アー イシ ャ に よる これ と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 次 の よう に 伝え られ て 
いる 。 

「 ウ ン ム ・ ハ ビー バ ・ ビ ント ・ ジ ャ フシ ュ が アッ ラー の み 使 い の 処 に 来 た が 、 彼 女 に は 七 年 間 も 
ム ス タ ハ ー ダ の 状態 が 続い て いた 」 

以下 の 話 は 前 記 と 同 内 容 で ある が 、 た だ 「 水 が 血 で 真赤 に 染まる ほど で あっ た 」 と 記さ れる だ 
け で 、 それ 以上 の こと に は 言及 され て いな い 。 

アー イシ ャ に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ 、 そ れ に は 「 ジ ャ 
ウシ ュ の 娘 は 七 年 間 ヘ スタ ハー ダ で あっ た 」 と 記さ れ て いる 。 

アー イシ ャ に よれ ば 、 ウ ン ム ・ ハ ビー バ は アッ ラー の み 使 い に 、 生 理 期間 以後 の 流血 に つい て 質 
問 し た 

これ に 関連 し アー イシ ャ は 「 私 は 彼女 の 洗濯 だ らい が 血 で 一 杯 に 染まる の を みた 」 と 述べ 、「 こ 
の 折 、 み 使い は 彼女 に 『 生 理 期間 に 相当 する 日 数 の 礼拝 を ひか え 、 そ の 後 は 漂 浴 し て か ら 礼 拝 を 
し な さい 』 と いわ れ た 」 と 語っ て いる 。 

預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 、 こ う 伝 えて いる 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ウフ の 連れ 合い 、 ウ ン ム ・ ハ ビー バ ・ ビ ント ・ ジ ャ フシ ュ は 、 
アッ ラー の み 使 い に 、 生 理 以外 の 下り 物 に 関し て の 悩み を 訴え た 。 

これ に 対し 彼 は 「 あ な た の 通常 の 生理 期間 日 数 分 だ け の 礼拝 を 省き 、 そ れ が 過ぎ た ら 、 洒 浴 し て 
礼拝 を 行い な さい 」 と いわ れ た 。 

それ で 彼女 は 礼拝 する 前 、 必 ず 洒 浴 を 行っ た 。 


生理 中 の 断食 、 礼 拝 に 関し て 


生理 中 の 断食 、 礼 拝 に 関し て 
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ム ア ー ザ は こう 伝え て いる 

或 る 女性 が アー イシ ャ に 「 私 た ち は 、 生 理 期間 中 割愛 し た 礼拝 分 を 補足 すべ き で し ょ うか 」 と 聞 
いた 。 

ー イ シャ は これ に 対し 「 あ な た は 、 ハ ワー リ ジ ュ 派 信奉 者 ( 注 ) で すか 。 

ッ ラ ー の み 使 い の 時 代 に は 、 生 理 中 の 礼拝 を 禁じ られ て も 、 そ の 分 を 後 で 補足 完了 する こと は 
命じ られ ませ ん で し た 」 と 答え た 。 

( 注 ) 原文 は 『 ハ ルー リー ヤ 』 クー ファ 近く の ハル ー ラ 部 落 に 因 ん だ 呼び 名 で 、 ハ ワー リ ジ ュ 
派 は 最初 に ここ に 本 拠 を 置い た 。 

彼ら は 女性 が 生理 中 免 ぜ られ た 礼拝 や ラマ ダー ン 月 の 断食 は 、 生 理 か 終っ た あと 補足 完了 され る 
べき で ある と し た 。 

た だ 、 こ れ は 彼ら 独特 の 見 解 で イス ラー ム の 法 原 則 に は 関係 し な い 

ム ア ー ザ は 次 の よう に 伝え て いる 

彼女 が アー イシ ャ に 「 生 理 中 の 女性 は 、 そ の 間 の 礼拝 を 生理 が 終わ っ た 後 で 補充 すべ き で し ょ 

うか 」 と 質問 し た 時 、 

アー イシ ャ は 「 あ な た は ハ ワ ー リ ジュ 派 で すか 。 

夫人 た ち が 月 々 の 生理 の た め に 行わ な か っ た 礼拝 の 埋め 合わ せな ど 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は お 命じ 
に な ら た だ た でしょ うか 」 と いっ た 。 

ムハンマド ・ ビ ン ・ ジ ャ ウ ハ ル は 「『 埋 め 合 わせ 』 と は 補足 完了 する こと を 意味 する 」 と 説明 し 
て いる 。 

ム ア ー ザ は こう 語っ て いる 

私 は アー イシ ャ に 「 生 理 中 だ っ た 女性 に は 、 断 食 の 埋め 合わ せ を 命じ 、 礼 拝 に は それ が 命じ られ 
な い の は どう し て で すか ( 注 ) 」 と 質問 し た 。 

彼女 は これ に 対し 「 あ な た は ハル ー リ ー ヤ ( ハ ワ ー リ ジュ 派 信奉 者 ) で すか 」 と いっ た が 、 私 

は 「 い いえ 、 違 いま す 。 た だ 、 お た ず ね し た だ け で す 」 と 答え た 

(と も あれ ) 彼女 は 「 私 た ち は 生 理 を 終え た 後 で 断食 日 数 の 完遂 を 命じ られ まし た が 、 礼 拝 の 埋 
め 合 わせ に つい て は な に も 指示 され ませ ん で し た 」 と 語っ て くれ た 。 

( 注 ) 断食 日 数 の 埋め 合わ せ は 、 一 年 以内 に 行え は よい だ け に 、 そ れ ほ ど 困 難 で は な い が 、 礼 拝 
は 回 数 が 多い だ け に 欠 分 の 補充 は 難し い 。 

無理 を 強い な い イ スラ ー ム の 基本 姿勢 か ここ に は うか が われ る 


グン 


洒 浴 時 の カー テン の 使用 に つい て 


洒 浴 時 の カー テン の 使用 に つい て 
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アブ ー・ タ ー リ ブ の 娘 、 ウ ン ム ・ ハ ー ニ ー は こう 伝え て いる 

私 は 、 マ ッ カ 征服 当時 の 或 る 日 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 処 に 行っ た 。 

その 時 、 彼 は 洒 浴 中 で 、 娘 の ファ ー テ ィ マ が 彼 の 周り に カー テン を めぐ ら せ て いた 。 

アブ ー・ タ ー リ ブ の 娘 、 ウ ン ム ・ ハ ー ニ ー は こう 伝え て いる 

マッ カ が 征服 され た 年 の 或 る 日 、 彼 女 は 町 の 高台 に 住ん で いた アッ ラー の み 使 い の 家 を 訪ね た 。 
彼 は この 時 注 浴 中 で 、 フ ァ ー テ ィ マ が 、 彼 の 周り に カー テン を 張っ て 外 か ら 見 え ぬ よう さえ ぎっ 
て いた 。 

その 後 み 使い は 衣服 を 取っ て 身 に まとい 、 午後 の 礼拝 を 8 ラ カ ー ト な さっ た ( 注 ) 。 

( 注 ) ラ カ ー ト と は 、 イ スラ ー ム の 礼拝 単位 で 、 直 立 、 拝 礼 、 路 拝 と つづ く 一 連 の 動作 を いう 。 
な お 、 午 後 の 礼拝 は 通常 四 ラ カー ト 行 われ る 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 サ イー ド ・ ビ ン ・ ア ブー・ ヒ ンド に よっ て も 伝え られ る 。 

な お 、 こ れ に は 「 預 言 者 の 娘 フ ァ ー テ ィ マ が 、 彼 の 衣服 を 用 いて カー テン を 張っ た 。 洒 浴 が 終 
る と 、 彼 は 衣服 を 取っ て 身 に まとい 、 立 ち 上 が っ て 午後 の 礼拝 を 8 ラ カ ー ト 行っ た 」 と 記さ れ て 
いる 。 

マイ ムー ナ は こう 伝え て いる 

私 は 預言 者 の た め 水 を 用 意 し 、 カ ー テ ン を 張っ た 。 彼 は 、 そ の 内 側 で 洒 浴 を な さっ た 。 


他人 の 局部 を 見 な いこ と に つい て 


他人 の 局部 を 見 な いこ と に つい て 
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アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン の 父 、 ア プー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう い 
われ た 

「 男 子 は 、 他 の 男 の 局 部 を 見 て は な ら な い 。 

女子 も 同じ く 、 他 の 女 の 局 部 を 見 て は な ら な い 。 

また 男子 は 、 他 の 男 と 一 枚 の 布 で 戻し て は な ら な い 。 

同様 に 女子 も 他 の 女 と 共に 一 枚 の 布 に 恥 し て は な ら な い 」 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 イ ブン ・ ア ブー・ フ ダイ ク 及 び ダ ッ ハ ー ク ・ ビ ン ・ ウ スマ ー ン 
に よっ て も 伝え られ る 。 

彼ら は 共々 「 男 女 の 裸体 の 局部 は 除 蔽 され る べき で ある 」 と 述べ て いる 。 


モー ゼ の 洒 浴 に 関し て 


モー ゼ の 漂 浴 に 関し て 
1 巻 P.243 


アブ ー・ フ ライ ラ は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い 、 ムハンマド が 語っ た ハデ ィ ー ス の 一 つ を こう 伝え て 
いる 

イス ラ エ ル の 民 は 真 裸 で 注 浴 を する 慣習 が あり 、 そ の 折 、 お 互い の 局部 を 見 る 機会 が あっ た 。 
し か し 、 モ ー ゼ だ け は 独り で 洒 浴 し た の で 、 人 々 は 「 神 に 誓っ て いう が 、 モ ー ゼ が 我々 と 一 緒 に 
洒 浴 し な い の は 、 彼 が 陰 裏 ヘル ニア だ か ら で あ る 」 と いっ て 彼 を あざ けっ た 。 

或 る 日 の こと 、 モ ー ゼ が 汰 浴 に 行き 、 衣 服 を 岩の上 に 置い た 時 、 そ の 岩 は 、 彼 の 衣服 を 乗せ た ま 
ま 転がり 出し た 。 

モー ゼ は 「 岩 よ 、 私 の 衣服 を 返せ ! 岩 よ 、 私 の 衣服 を 返せ ! 」 と 叫び な が ら 、 そ の 跡 を 走っ て 
追い か けた 。 

この 折 イ スラ エル の 人 々 は 、 モ ー ゼ の 局部 を 見 る こと が で き 、 ロ 々 に 「 神 に 誓っ て 。 モ ー ゼ は な 
ん の 病気 に も 置 さ れ て いな いで は な いか ! 」 と いい 合っ た 。 

(と も あれ ) 岩 は その 後 停止 し た が 、 こ の 間 に モ ー ゼ は 、 裸 体 を 人 々 に 見 られ て し まっ た の で 
ある 。 

彼 は 衣服 を 着け て か ら そ の 岩 を 打ち た た いた 。 

この 話 に 関連 し 、 ア ブー・ フ ライ ラ は 「 ア ッ ラ ー に 苫 っ て 話す が 、 そ の 岩 に は モー ゼ が 6~7 回 打 
っ た 痕跡 が 残っ て いる 」 と 語っ た 。 


局部 の 陰 蔽 に 関し て 


局部 の 陰 蔽 に 関し て 
1 巻 P.243-244 


ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 伝え て いる 

カー バ 神 殿 が 再建 され た 時 、 預 言 者 と 伯父 の アッ バー ス は 、 共 々 石 運び を 手伝っ た 。 

この 時 、 ア ッ パ バース は 預言 者 に 「 あ な た の 腰 巻 (イザ ー ル ) を 脱い で 肩 に か け 、 そ の 上 で 石 を か 
つぐ よう に 」 と いっ た 。 

預言 者 は その 通り に し た が 、 す べ っ て し まい 、 両 眼 を 天 に むけ て 地面 に ひっ くり 返っ て し ま 
っ た だ 。 

その あと 立ち 上 が っ た 預言 者 は 「 私 の 腰 巻 は ! 私 の 腰 巻 は !」 と いっ て お 捜し に な っ た 。 
それ 以後 み 使 い は 、 腰 巻 を きつ く お 締 め に な っ た 。 

な お 、 イ ブン ・ ラ ー フ ィ ー に よる ハデ ィ ー ス に は 、「 首 の 上 に 」 と あり 、「 肩 に 」 と は 記さ れ て 
いな い 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 、 こ う 語ら で いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 人 々 と 一 緒 に カー バ 神 殿 構築 の た め 石材 を 運ん だ 。 

その 時 彼 は 腰 巻 を 付け て いた 。 

伯父 の アッ バー ス が 「 私 の 葛 よ ! 腰 巻 を は ず し て 肩 に か け 、 そ れ に 石 を 乗せ れ ば 楽に な る 」 
と いっ た の で 、 彼 は 腰 巻 を ほど き 肩 に か けた が 、 す べ っ て 倒れ 気 を 失っ て し まっ た 。 

ジャ ー ビ ル は この 話 に 関連 し 「 み 使い は その 日 以後 、 決 し て 裸体 を 人 に お 見 せ に な る こと は な か 
っ た 」 と 語っ て いる 。 

ミス ワル ・ ビ ン ・ マ フラ マ は こう 語っ て いる 

「 私 は 重い 石 を 運搬 し て いた が 、 腰 巻 が ゆる か っ た た め 、 た や すく ずり 落ち た 。 

その た め 、 持 っ て 行っ た 石 を 積ん だ り 、 適 当 な 場所 に 運ん だ りす る こと が 容易 に で き な か っ た 。 
これ を 見 た アッ ラー の み 使 い は 『 腰 巻 を 付け 直し て 腰 に し っ か り と 締め 、 落 ちな いよ うに し な 
さい 。 裸 で 歩い て は な ら な い 』 と いわ れ た 」 


用 便 の 折 身 を 隠す こと に つい て 


用 便 の 折 身 を 隠す こと に つい て 
1 巻 P.244-245 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ジ ャ ウフ ァ ル は 、 こ う 伝え で いる 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 或 る 日 、 私 を らく だ の 後に 乗せ 、 私 が まだ 誰 に も 話し た こと の な い 、 あ る 
秘密 話 を 私 に 語っ て 下さ っ た 。 

(と も あれ ) み 使 い は 、 用 便 の 折 に は よく 、 岡 の くぼみ 、 も し く は 、 な つめ の 木 の 房 の 藤 に 、 央 
を 隠さ れ た 」 

イブ ン ・ ア スマ ー は 「 な つめ の 木 」 に 関連 し 、「 そ れ は 、 な つめ の 木 に よる 囲い を 意味 する 」 と 
説明 し て いる 。 


精液 を 洗い 流す こと に 関し て 


精液 を 洗い 流す こと に 関し て 
1 巻 P.245-246 


サイ ー ド ・ フ ドリ ー に よる と 彼 の 父 は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 いと 一 緒 に 、 月曜 に ク バ ー へ 行き 、 サ ー リ ム 部 族 の 住居 地 に 着い た 。 
み 使 い は イト バー ン の 家 の 戸 口 に 立ち 、 大 声 で 彼 の 名 を お 呼び に な っ た 。 

それ で イト バー ン は 、 腰 巻 を ひき ずり な が ら 出 て 来 た 。 

み 使 い は その 様子 を 見 て 、「 我 々 は この 人 (イト バー ン ) を あわ て させ て し まっ た 」 と いわ 

れ た 。 

イト バー ン は この 折 「 み 使い 様 、 も し 、 男 が 射精 前 に 突然 彼 の 妻 か ら 引 き 離さ れ た 場合 、 洒 浴 に 
関し て は どう すれ ば よい の で すか 」 と た ず ね た 。 

これ に 対し み 使 い は 「 射 精 し た 場合 に の み 、 洒 浴 は 義務 と な る の で す 」 と お 答え に な っ た 。 
アプ ーー ア ラー" ビン シッ ヒー ル は こう 語っ た 

アッ ラー の み 使 い は 、 教 令 の 幾つ か を 別 の 教 令 で 廃棄 な され た 。 

それ は 丁度 、 ク ルアー ン の 或 る 部 分 が 、 別 の 啓示 に よっ て 廃棄 され た の と 同じ で ある 。 

アブ ー・ サ イー ド -・ フ ドリ ー は 、 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 ア ン サ ー ル の 或 る 男 の 家 の 近く を 通り か か り 、 彼 に 使い を 出し た 。 

彼 は すぐ 出 て 来 た が 、 水 を 頭 か らし た た ら せ て いた 。 

その 様子 を 見 た み 使 い が 「 我 々 は あな た を 急 が せ て し まっ た よう で す 」 と いわ れる と 、 彼 は 「 そ 
の 通 リ で す 。 み 使い 様 」 と 答え た 。 

この 時 、 み 使い は 「 あ な た が 急い で いる 時 、 も し く は 、 射 精 し な か っ た 時 、 洒 浴 は 義務 と は な ら 
な い 。 ウ ドゥ ー が 必須 と され る だ け で す 」 と 教示 な さっ た 。 

ウ バ イー・ ビ ン ・ カ アブ は 、 こ う 伝 えて いる 

私 は アッ ラー の み 使 い に 、 妻 と 交接 し た 男 が 射精 前 に 彼女 を 離れ た 場合 に つい て 質問 し た 。 
み 使 い は これ に 対し 「 男 は その 場合 、 妻 か ら の 分 泌 液 を 洗い 落す べき で す 。 

その 後 ウ ドゥ ー を 行っ て 礼拝 すれ ば よい の で す 」 と いわ れ た 。 

ウ バ イー・ ビ ン ・ カ アブ は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 

「 妻 と 交接 し て も 射精 し な か っ た 男 は 、 陰 茎 を よく 洗い 、 そ の あと ウド ゥ ー を 行う べき で す 」 
アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー に よる と 、 預 言 者 は こう いわ れ た 

「 射 精 し た 場合 、 洒 浴 は 必須 の 義務 で ある 」 

ザイ ド ・ ビ ン ・ ハ ー リ ド ・ ジ ュ ハ ニー は 、 こ う 伝 えて いる 

彼 は ウス マー ン ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン に 「 妻 と 交接 し な が ら 、 射精 し な か っ た 男 に つい て の あな 
た の 意見 を お 聞き し た い 」 と いっ た 。 

ウス マー ン は これ に 対し 「 彼 は 礼拝 の 時 と 同様 に ウド ゥ ー を 行い 、 陰 茎 を 洗う べき で す 」 と 答え 
、 更 に 「 私 は 、 み 使い か ら こ の こと を 聞い た の で す 」 と 語っ た 。 


前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ア ブー・ ア イ ユ ー ブ に よっ て も 、 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て 
いる 。 


洒 浴 が 義務 と され る 場合 に つい て 


洒 浴 が 義務 と され る 場合 に つい て 
1 巻 P.246-247 


アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 頸 言 者 は こう いわ れ た 

「 交 接 の あと の 洒 浴 は 、 男 女 そ れ ぞ れ に と っ て 義務 で ある 」 

な お 、 マ タル の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 「 た と え 射 精 し な か っ た と し て も 」 と 記さ れ て いる 。 
前 記 ハ ディ ー ス は 、 カ ター ダ に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ る が 、 表 現 上 に 多少 の 相違 が 
み ら れ る 。 

な お 、「 射 精 し な く て も 」 と いう 言葉 は 省 か れ て いる 。 

アブ ー・ ム ー サ ー は こう 伝え て いる 

ム ハ ー ジ ル (マッ カ か ら の 移住 ムスリム ) と アン サー ル (マデ ィ ー ナ 在 来 の ムスリム ) の 両 グ ル 
ー プ 間 で 意見 の 相違 が 生じ た 。 

アン サー ル ・ グ ルー プ は 「 性 交 後 、 注 浴 が 必須 と され る の は 、 射 精 、 も し く は 、 分 泌 液 が み ら れ 
る 場合 に 限る 」 と 主張 し 、 こ れ に 対し ム ハ ー ジ ル ・ グ ルー プ は 「 性 交 が 行わ れ た 場合 、 洒 浴 は 、 
射精 の 有無 に 関わ ら ず 必須 で ある 」 と 述べ た 。 

これ に 関し アブ ー・ ム ー サ ー は 「 ム ハー ジル ・ グ ルー プ の 見 解 に 同意 する 」 と 述べ 、 次 の よう に 
話し た 

「 私 は ある 日 、 起 き 上 が っ て アー イシ ャ の 処 に 行き 質問 の 許可 を 求め 、 そ れ が 許さ れ た の で こ 
うい っ た 『 母 よ ! (も し く は 、 信 者 の 母 よ ! ) 、 私 は 少々 恥ず か し いこ と を お た ず ね し た い 』 
れ に 対し 彼女 は 『 あ な た を 生ん だ 母親 に 質問 で きる こと を 私 に た ず ね る の は 、 何 も 恥ず か し い 
と で は あり ませ ん ! な ぜ な ら 、 私 も また あな た の 母親 で は あり ませ ん か 』 と いっ た 。 

それ で 私 は 『 ど ん な 場合 、 注 浴 が 必須 な の で すか 』 と た ず ね た 。 

する と 彼女 は 『 あ な た は 、 そ の 件 に 関し 最適 任 者 に 質問 し て いま す ! 

アッ ラー の み 使 い は 、 女 性 の 四肢 の 上 に 私 し 、 割 礼 部 分 を 互い に 触れ 合わ せ た 者 に 対し 、 洒 浴 は 
義務 と な り ま す と いわ れ た の で す 』 と 語っ て くれ た 」 

預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は こう 伝え て いる 

或 る 人 が アッ ラー の み 使 い に 、 妻 と 交接 し て も 射精 する こと な く 離 れ た 場合 の 注 浴 の 是非 に つい 
て 質問 し た 。 

アー イシ ャ は その 時 横 に 座っ て いた 。 

み 使い は 「 私 と 彼女 は 、 交 接 の 後 、 い つも 洒 浴 し て いる 」 と お 答え に な っ た 。 


1 NN 


火 を 使っ た 料理 に 関し て 


火 を 使っ た 料理 に 関し て 
1 巻 P.247-248 


ザイ ド ・ ビ ピン ・ サ ー ビ ト に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 火 を 通し た 料理 を 食べ た 者 に は 、 ウ ドゥ ー が 義務 と し て 課せ られ る 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ イ ブラ ヒー ム ・ ビ ン ・ カ ー リ ズ は 、 モ スク で ウド ゥ ー を 行っ て いる アブ ー 
・ フ ライ ラ が こう 語る の を 聞い た 。 

私 は チー ズ ( 注 ) を 食べ た の で ウド ゥ ー を し て いる の で す 。 

アッ ラー の み 使 い は 、 火 を 使っ て 料理 し た 食物 を 食べ た 後に は 、 ウ ドゥ ー を する よう に と 言わ れ 
た の で す 。 

ウル ワ は 、 預 言 者 の 妻 ア ー イ シャ の 言葉 を こう 伝え て いる 。 

アッ ラー の み 使 い は 「 火 を 使っ て 料理 し た 食物 を 食べ た 後に は 、 ウ ドゥ ー を し て 清め よ 」 と いわ 
れ た 。 

( 注 ) 原文 は 「 ア キト 」 カ テ ジ チ ー ズ の 一 種 


前 項 ハ ディ ー ス の 廃棄 に 関し て 


火 を 使っ た 料理 に 関す る ハデ ィ ー ス の 廃棄 に 関し て 
1 巻 P.248-249 


イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 焼い た 羊 の 肩 内 を お 食べ に な っ た あと 、 ウ ドゥ ー も な さら ず 、 そ の まま 礼拝 
を 行わ れ た ( 注 ) 。 

( 注 ) これ ら の ハデ ィ ー ス に より 、 前 章 の 「 火 を 通し た 料理 を 食し た 場 ウド ゥ ー は 必須 と さ 
れる 」 と いう 規定 は 廃 裏 され た こと に な る 

イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は こう 伝え て いる 

預言 者 は 、 骨 付き 肉 、 ま た は 、 肉 片 を お 食べ に な っ て か ら 、 す ぐ 礼 拝 を 行わ れ た 。 

その 折 、 ウ ドゥ ー を な さら ず 、 水 に も お 触れ に な ら な か っ た 。 

ジャ ウフ ァ ル ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ウ マイ ヤ ・ ダ ムリ ー は 、 彼 の 父 が こう 語る の を 聞い た 
私 は アッ ラー の み 使 い が 羊 の 肩 肉 を 切り 取っ て お 食べ に な る の を 見 た 。 

その 後 礼拝 され た が 、 ウ ドゥ ー は な さら な か っ た 。 

ジャ ウフ ァ ル ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ウ マイ ヤ ・ ダ ムリ ー は 、 彼 の 父 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て 
いる 

私 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 羊 の 肩 肉 を 切り 取っ て お 食べ に な る の を 見 た 。 

礼拝 の 時 刻 を 知ら され た 時 、 彼 は ナイ フ を そこ に 置い た まま お 立ち に な り 礼 拝 さ れ た が 、 そ の 折 
ウド ゥ ー は な さら な か っ た 。 

クレ イブ は 、 預 言 者 の 妻 マ イナ ー ム か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

預言 者 は 、 彼 女 の 処 で 羊 の 肩 肉 を お 食べ に な っ た 。 

そし て 後 、 礼 拝 を 行っ た が 、 ウ ドゥ ー を な さら な か っ た 。 

預言 者 の 妻 マ イム ー ナ か ら 聞 いた クレ イブ が 伝え た 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経 
路 で も 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ ラ ー フ ィ は こう 述べ て いる 。 

私 は 以下 の こと を 証言 致し ます 

(すなわち ) 私 は いつ も 羊 の レバ ー を アッ ラー の み 使 い の た め 焼 いて さ し 上 げ ま し た が 、 み 使い 
は それ を お 食べ に な っ た 後 、 ウ ドゥ ー を な さる こと な く 、 礼 拝 さ れ ま し た 。 

イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は こう 伝え て いる 

預言 者 は ミル ク を 飲ん だ 後 、 水 を 求め 、 口 を ゆす が れ た 。 

そし て 「 こ れ に は 脂肪 が 含ま れ て いる 」 と いわ れ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 ズ フリ ー に よっ て も 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 衣 服 を 着替え て か ら 礼 拝 に お 出掛け に な っ た が 、 そ の 折 パ ン と 肉 を 贈ら 
れ た 。 


み 使い は それ を 三 ロ ほど お 食べ に な っ て か ら 、 他 の 人 々 と 一 緒 に 礼拝 を な さっ た 。 

この 時 、 水 に は 手 を お 触れ に な ら な か っ た 。 

前 記 と 同 内 容 の ハ テ ィ ー ス は 、 ム ハン マ ド ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ア ター に よっ て も 伝え られ 、 
これ に は 「 私 は イブ ン ・ ア ッ パ バース と 一 緒 だ っ た 。 彼 は 預言 者 が 前 記 の よう に な さる の を 見 た 。 
預言 者 は 礼拝 を な さっ た 」 と 記さ れ て いる 。 

な お 、 こ れ に は 「 人 々 と 一 緒 に 」 と いう 表現 は み ら れ な い 。 


らく だ 肉食 後 の ウ ドウ ー に 関し て 


らく だ 肉 を 食べ た 後 の ウ ドウ ー に つい て 
1 巻 P249-250 


ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は こう 伝え て いる 

或 る 人 が アッ ラー の み 使 い に 、 羊肉 を 食べ た 後 ウ ドゥ ー を すべ きか どう か に つい て 質問 し た 。 
み 使 い は 「 そ う 願 うな ら 行い 、 し た く な いな ら ば 行わ な く て も よい 」 と いわ れ た 。 

その 人 は 更に 、 ら くだ 肉 を 食べ た 後 ウ ドゥ ー を 為す べき か どう か に つい て も 質問 し た 。 

み 使 い は 「 為 すべ き で す 。 ら くだ 肉 を 食べ た 後に は ウド ゥ ー を 行う よう に ( 注 1) 」 と いわ れ た 。 
その 人 は 、 ま た 「 羊 囲い の 中 で 礼拝 し て も よい か どう か 」 に つい て た ず ね た が 、 み 使い は 、 そ れ 
に 対し 「 よ ろ し い 」 と いわ れ た 。 

し か し 「 ら くだ の 休む お 場所 で 礼拝 し て も よい だ ろう か 」 と の 質問 に 対し て は 、 み 使い は 「 い や 、 
いけ な い ( 注 2) 」 と お 答え に な っ た 。 

( 注 1) らく だ 肉 の 場合 の み ウ ドゥ ー が 必須 と され る 理由 と し て は 、 

(1) らく だ 肉 が 、 特 に 不快 な 臭い を 発する た め 、 

(2) ユダ ヤ 教 な ど で 禁 食 と され る らく だ 肉 を ムスリム が 特に 許さ れる こと に 対す る 感謝 の 表現 と 
し て 、 な どか 挙げ られ る 

( 注 2) らく だ 囲い で の 礼拝 を 禁じ た の は 、 ら くだ が 時 と し て 危険 な 行動 に 走る 動物 で ある た めで 
あろ う 

前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 


礼拝 中 の 悪臭 に 関し て 


礼拝 中 の 悪臭 に 関し て 
1 巻 P250 


アッ バー ド ・ ビ ン ・ タ ミー ム は 、 彼 の 父方 の 伯父 か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

或 る 人 物 が 預言 者 に 、 礼 拝 中 に せっ か く の ウ ドゥ ー を 無効 に し か ね な い 不 快 な 経験 を し た と 訴 
えた 。 

預言 者 は これ に 対し 「 下 痢 に よる 腹 音 を 耳 に し た り 、 放 万 の 臭い を 鼻 に し た 場合 を 除き 、 再 
ウド ゥ ー の た め 礼 拝 場所 を 離れ る 必要 は な い 」 と いわ れ た 。 

これ に 関連 し 、 ア ブー・ バ クル 及び ズ ハ イル ・ ビ ン ・ ハ ル ブ は 「 或 る 人 物 と は 、 ア ブ ド ッ ラー・ 
ビン ・ ザ イド の こと で ある 」 と 語っ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 も し 、 あ な た 方 の 誰か に 腹 具合 の 悪い 人 が いて も 、 誰 が 悪臭 を 放っ た か 疑わ し い 場 合 、 モ スク 
か ら そ の 人 を 外 に 出 て 行か せる 必要 は な い 。 た だ し 放 選 の 音 や 臭い か ら 当 人 が 明らか で ある 場合 
は この 限り で は な い 」 


皮 を 縮 す こと に つい て 


皮 を 鞭 す こと に つい て 
1 巻 P.251-253 


イブ ン ・ ア ッ バ パース は 、 次 の よう に 語っ て いる 
マイ の し て 贈ら れ た 羊 が 死ん だ 。 
アッ ラー の み 使 い は い 、 た また ま 、 そ の 羊 の 選 体 の 近く を 通り か か り 「 ど うし て 皮 を 剥が な い の か 
、 胃 し て 使え ば 役に立つ の に ! 」 と いわ れ た 。 
教 友 ら が 「 死 ん で いる の で す 」 と 述べ る と 、 み 使い は 「 動 物 の 扉 体 を 食す る こと が 禁じ られ る だ 
け で す 」 と いわ れ た 。 
これ に 関連 し 、 ア ブー・ バ クル 及び イブ ン ・ ア ブー・ ウ マル は 「 こ の 話 は マイ ムー ナ に よっ て 語 
られ た 」 と 伝え て いる 。 
イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で こう 伝え て いる 
アッ i マイ ムー ナ の 元 女 奴隷 に 喜 捨 と し て 贈ら れ た 羊 の 死骸 を ご らん に な っ た 。 
この 折 み 使い は 「 ど うし て 羊 の 皮 を 役立て よう と し な い の か 」 と いわ れ た 。 
人 々 が 「 死 骸 だ か ら で す 」 と 答え る と 、 み 使い は 「 (死ん だ 動物 の 肉 を ) 食す る こと が 禁じ られ 
る だ け で す 」 と いわ れ た 。 
前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 イ ブン ・ シ ハー ブ に よっ て も 伝え られ て いる 。 

アタ ー は イブ ン ・ ア ッ パ バース より 聞い て 、 こ う 伝 えて いる 
アッ ラー の み 使 い は 、 マ イム ー ナ の 元 女 奴隷 に 喜 捨 と し て 与え られ た 羊 の 死骸 が 、 投 げ 棄 て られ 
て いる 場所 を お 通り に な っ た 。 
預言 者 は これ を 見 て 「 ど うし て 皮 を 剥が な い の か 、 鞭 し て 使え ば 役に立つ の に 」 と いわ れ た 。 
イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は 、 マ イム ー ナ か ら 聞 いて こう 伝え て いる 
NA CN A RR 
それ が 死ん だ 時 、 み 使い は 「 ど うし て 、 そ の 皮 を 剥い で 利用 し な い の か 」 と いわ れ た 。 

アタ ー に よる と 、 イ ブン ・ ア ッ パ ー ス は こう 伝え て いる 
預言 者 は 、 マ イム ー ナ の 元 女 奴隷 が 飼っ て いた 羊 の 死骸 の 傍ら を 通り か か っ た 折 「 ど うし て 皮 を 
剥い で 利用 し な い の か 」 と いわ れ た 。 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ バ パー ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は こう いわ れ た 

「 皮 は 潜 さ れる と 、 清浄 に な る ( 注 ) 」 

( 注 ) 宗教 上 禁忌 (ハラ ー ム ) と され る 犬 や 豚 の 皮 は 、 勿 論 、 こ れ に は 該当 し な い 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス に よる 前 記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 、 他 に も 幾つ か の 伝承 者 経路 で 伝 、 そ ら 
れ て いる 。 
アブ ー・ ハ イル は こう 伝え て いる 
私 は 、 イ ブン ・ ワ アラ ・ サ バー イー が 毛皮 を 着 て いる の で 、 それに 触っ て みた 。 
彼 は 「 ど うし て 触る の で すか 」 と いっ て か ら 次 の よう に 話し た 。 


「 私 は 、 か つて 、 イ ブン ・ ア ッ バ パ バース に こう 質問 し た こと が あり ます 

『 私 た ち は マ グリ ブ (北ア フリ カ 西 部 ) に 住ん な で いま す 。 そ こ に は バー バリ 人 や ゾロ アス ター ( 
拝 火 教 ) 教徒 ら も 住ん で いま す 。 彼 ら は 雄 羊 を 飼い 層 殺 し ます が 、 私 た ち は 、 彼 ら の 殺し た 動物 
の 肉 は 食べ ませ ん 。 彼ら は また 脂肪 が 一 杯 つま っ た 皮 袋 を 私 た ちの 処 に 持っ て 来 ま す 』 

これ に 対し 、 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス は 『 私 た ち は か つて アッ ラー の み 使 い に そ れ に つい て 質問 し 

た が 、 そ の 折 み 使い は " 皮 は 凌 さ れる こと に よっ て 浄化 され る (た と え 非 イス ラー ム 教 徒 の 手 で 、 
凌 さ れ た 皮 で あっ て も ) "と いわ れ た 』 と 語っ て くれ た 」 

イブ ン ・ ワ アラ ・ サ バー イー は 、 こ う 伝 えて いる 

私 は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ パ バー ス に 「 私 た ち は マ グリ ブ 地 方 の 住民 で す 。 ゾロアスター 教徒 
ら が 、 水 と 脂肪 の 入っ た 皮 袋 を 持っ て 私 た ちの 処 に 来 て 『 飲 め 』 と いい ます 。 あ な た は 飲む こと 
に 同意 し ます か 」 と た ず ね た 。 

これ に 対し イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 「 私 は アッ ラー の み 使 い が 『 縮 すこ と で 、 皮 は 清浄 に な る 』 と 
いわ れ た の を 聞い た こと か ある 」 と 語っ て くれ た 。 


タ ヤ ン ム ム に 関し て 


タ ヤ ン ム ム ( 砂 ウ ドゥ ー) に 関し て 
1 巻 P.253-256 


アー イシ ャ は こう 伝え て いる 

「 私 た ち が ア ッ ラ ー の み 使 い に お 伴 し た 或 る 旅 の 途中 、 バ イダ ー、 も し く は 、 ザ ー ト ル ・ ジ ャ 
イシ ュ と 呼ば れる 場所 に 着い た 時 、 私 の 首飾り が 壊れ どこ か に 落ち て し まっ た 。 

アッ ラー の み 使 い は それ を 捜す た め 、 他 の 人 々 と 一 緒 に ここ に 停止 な さっ た 。 

この 地域 に は 水 場 は な く 、 ま た 、 誰 も 水 を 持っ て いる 者 は な か っ た 。 

それ で 、 或 る 人 た ち は 私 の 父 、 ア ブー ・ バ クル の 処 に 行き 『 ア ー イ シャ が 何 を し た か 知っ て いま 
すか 。 

彼女 は み 使 いと 彼 に 従っ て いる 人 た ち を 引き 止め て いる の で す 。 

ここ に は 水 も な いし 、 誰 も 水 を 持っ て いな い の で す 』 と いっ た 。 

その た め ア ブー・ バ クル は ここ に や っ て 来 た の で す が 、 そ の 時 み 使 い は 私 の 朋 に 頭 を 乗せ て 眠っ 
て お られ まし た 。 

アブ ー・ バ クル は この 折 『 お 前 は み 使 いや 他 の 人 々 を 引き 止め て し まっ た 。 

ここ に は 水 場 は な いし 、 誰 も 水 を 持っ て いな いと いう の に ! 』 と いい まし た 」 

アー イシ ャ は 続け て こう 語っ た 。 

「 ア ブー・ バ クル は (アッ ラー が そう いわ し め 給 うま ま に ) 私 を 非難 し 、 そ し て 私 の 腰 を 彼 の 手 
で つつ いた の で す 。 

し か し 私 は 、 み 使い が 私 の 妥 を 枕 に し て 眠っ て お られ た た め 、 身 動き する こと も で き な か っ た の 
で す 。 

(と も あれ ) み 使 い は この 水 の な い 場 所 で 朝 ま で お 休み に な り ま し た 。 

そし て この 折 、 ア ッ ラ ー は タ ヤ ン ム ム に 関す る 啓示 を 下さ れ た の で し た (クル アー ン 第 4 

章 43 節 ) 。 

それ で み 使 いや 教 友 ら は タ ヤ ン ム ム を 行っ た の で す ( 注 ) 」 

この 折 、 指 導 者 格 の 一 人 、 ウ サイ ド ・ ビ ン ・ フ ダイ ル は 「 ア ブー・ バ クル の 家族 の 人 々 よ ! 
これ まで も み ら れ た こと だ が 、 あ な た 方 は まこ と に 数 々 の 恩 龍 に 恵まれ て お られ る ! 」 とい 
っ た た 

アー イシ ャ は 「 そ の 後 、 私 の らく だ を 立た せ た と ころ 、 そ の 下 に 首飾り は 落ち て いま し た 」 と 
も 語っ た 。 

( 注 ) タ ヤ ン ム ム と は 、 き れい な 土 、 ま た は 、 壁 面 に 触れ て 顔 や 手 を 清め る 水 の な い 場 所 で の 特 
別 の ウド ゥ ー を 意味 する 。 

クル アー ン 第 4 章 43 節 、 第 5 章 6 節 な ど に これ に 関す る 啓示 が み ら れ る 

ヒシ ャ ー ム の 父 は アー イシ ャ に つい て こう 伝え て いる 

彼女 は 姉妹 の アス マー ウ か ら 首 飾り を 借り た が 、 そ れ を 落し て し まっ た 。 


アッ ラー の み 使 い は 人 々 を 遣っ て その 首飾り を 探さ せ た 。 
NR 
た 時 、 そ の こと に つい て 不満 を 述べ た 。 
その 折 、 タ ヤン ム ム に 関す る 聖 句 が 啓示 され た の で あっ た 。 
この 話 に 関連 し て 、 ウ サイ ド ・ ビ ン ・ フ ダイ ル は アー イシ ャ に 対し 「 ア ッ ラ ー が あな た に よき 報 
RIE 
あな た が 困難 に 会 われ 、 ア ッ ラ ー が あな た の 紛失 物 を 発見 せしめ な か っ た の は 、 こ の 機会 に ム ス 
I と 述べ た 。 
シャ キー ク は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド 及び アブ ー・ ム ー サ ー と 共に 座っ て いた が 、 こ の 時 、 
アブ ー・ ム ー サ ー は こう いっ た 

「 ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン (アブ ドッ ラー の 呼び 名 ) よ ! 
ー ヵ 月 も 十分 な 水 が な い 場 合 、 交 接し た 男 は 礼拝 の 時 どう すれ ば よい の で すか 」 
アブ ドッ ラー は これ に 対し 「 た と え 一 ヵ月 間 も 十 分 な 水 が な い 場 合 で あっ て も 、 タ ヤン ム ム を し 
て は な ら な い 」 と いっ た 。 
アブ ー・ ム ー サ ー は 「 そ れ で は 、 ク ルアー ン の 食卓 の 章 (アル ・ マ ー イ ダ ) の 聖 句 「 女 と 交わ っ 
た 者 で 水 を 見 つけ られ な い 場 合 は 、 清 浄 な 土 に 触れ 、 あ な た が た の 顔 と 両手 を 撫で な さい 」 ( ク 
ルアー ン 第 5 章 6 節 ) に つい て どう 考え ます か 」 と た ず ね た 。 
これ に 対し 、 ア ブ ド ッ ラー は 「 も し この 聖 句 を 理由 に し て 、 議 歩 が 認め られ る と し た ら 、 人 々 は 
水 が あ っ て も それ が 非常 に 冷た い 場 合 、 土 を 手 に し て タ ヤ ン ム ム を 行う よう に な る こと だ ろう 」 
と いっ た 。 
アブ ー・ ム ー サ ー は 、 こ の 時 アブ ドッ ラー に 次 の よう に 語っ た 

「 あ な た は 、 ア ンマ ー ル が こう 話し た の を 聞き ませ ん で し た か 

(すなわち ) 『 ア ッ ラ ー の み 使 い は 用 あっ て 私 に 使い を 寄 越 され まし た 。 
私 は その 時 交接 後 で あっ た が 水 が な か っ た の で 、 丁 度 、 動 物 が 砂 の 上 を 転がる よう に 私 も 砂 上 を 
転がっ て 清め 、 その後 み 使い の 処 に 行き 、 そ の こと を 申し 上 げた の で す 。 
する と み 使 い は "この よう に 行え ば よい "と いい な が ら 、 両 手 で 地面 を 一 回 た た き 、 次 いで 右手 を 左 
手 で こす っ て か ら 、 続 け て 手の平 と 顔 を 同様 に こす られ た の で す 』」 
この 話 を 聞い た アブ ドッ ラー は 「 あ な た は 、 ウ マル が この アン マー ル の 言葉 だ け で は 納得 し な い 
だ ろう と 思い ませ ん か ( 注 ) 」 と いっ た 。 

( 注 ) カリ フ ・ ウ マル と アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 、 交接 後 の 汚れ は タ ヤ ン ム ム で は 浄 
化 で き な い と の 見 解 だ っ た 。 

し か し 、 ア ンマ ー ル その 他 の ハデ ィ ー ス に よっ て 、 後 に は 、 水 の な い 処 で の タ ヤ ン ム ム に 、 通 常 
の ウド ゥ ー や 洲 浴 同様 の 効能 を 認め る 見 解 に 変っ た 
シャ キー ク に よる 前 記 と 同 内容 の ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ 、 そ れ に は 次 の 言 
葉 が み ら れ る 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 両手 で 土 の 上 を た た き 、 そ の あと (両手 の ) 土 を ふる い 落 し て か ら 、 顔 と 


手の平 を こす られ た 」 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブザー は 、 彼 の 父 か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

或 る 男 が ウマ ル の 処 に 来 て 「 私 は 時 々 精液 を 漏 し ます が 、 清 め る た め の 水 が あり ませ ん 」 と いっ 
た と ころ 、 ウ マル は 「 そ の よう な 場合 礼 排 し て は な ら な い 」 と 述べ た 。 

この 話 を 聞い た アン マー ル は 、 次 の よう に いっ た 。 

「 信 者 の 長 よ 、 あ な た は 、 私 と あな た が 軸 撃 隊 に 加わ っ た 時 の こと を 憶え て いま すか 。 

その 折 、 精 液 を 漏 し た が 汰 浴 す べき 水 が な か っ た た め 、 あ な た は 礼拝 を な さら な か っ た 。 

私 に 関し て 言え ば 、 私 は 砂 の 上 を 転がっ て か ら 礼 拝 を 行っ た の で し た 。 

そし て 、 こ の こと を 預言 者 に 申し 上 げた と ころ 、 彼 は 『 地 面 を 両手 で た た いた 後 、 土 を 吹き 落 
と し 、 顔 と 両手 を こす れ ば 十分 で ある 』 と いわ れ ま し た 」 

これ に 対し ウマ ル は 「 ア ンマ ー ル よ ! アッ ラー を 恐れ な さい ! (言葉 を 慎み な さい ! ) 」 と い 
うだ;。 

アン マー ル は 「 あ な た が そう 願う な ら 、 私 は この 話 を だ れ に も 致し ませ ん 」 と 述べ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ る が 、 そ れ に は 「 ウ マル は 『 あ な た が 述べ た こ 
と を 私 た ち も 信用 し ます 』 と いっ た 」 と の 言葉 が み ら れ る 。 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブザー は 彼 の 父 か ら 聞 いて こう 伝え て いる 

或 る 男 が ウマ ル の 処 に 来 て 「 私 は 性 行為 を し まし た が 、 洒 浴 す べき 水 が あ り ま せん 」 と いっ た 。 
これ 以下 の 部 分 は 、 次 の 言葉 の 追加 以外 、 前 記 と 同 内 容 で ある 。 

「 ア ンマ ー ル は 『 信 者 の 長 よ 、 ア ッ ラ ー は 私 より あな た に より 多く の 権限 を お 与え に な られ た 故 
、 私 は 、 も し あな た が そう 望む な ら ば 、 こ の ハデ ィ ー ス を 誰 に も 話さ な いつ も り で す 』 と い 

っ た 」 

イブ ン ・ ア ッ パ バー ス の 元 奴隷 ウマ イル は こう 伝え て いる 。 

私 と 預言 者 の 妻 マ イム ー ナ の 元 奴隷 アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ヤ サー ル は 、 ア ブー ル ・ ジ ャ 
フ ム ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス ・ シ ンマ ・ ア ン サ ー リ ー の 家 に 行っ た 。 

この 時 、 ア ブー ル ・ ジ ャ フ ム は こう 語っ た 

「 あ る 人 が 、 ビ イル ・ ジ ャ マル の 方 角 か ら 来 られ た アッ ラー の み 使 い に 道 路上 で 出会っ た 。 
この 時 、 そ の 人 は 挨拶 し た が み 使い は な に も 返事 を な さら ず 、 そ の まま 、 壁 の 所 まで 行っ て 顔 と 
両手 を こす られ た 。 

そし て 、 そ の あと 初め て 挨拶 を お 返し に な っ た 」 

イブ ン ・ ウ マル は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 放 尿 な さっ て いる 時 、 或 る 人 が 挨拶 し た が 、 み 使い は それ に は お 答え に な ら 
な か っ た 。 


ムスリム の 清 兆 さ に つい て 


ムスリム の 清浄 さ に つい て 
1 巻 P.256-257 


アブ ー・ フ ライ ラ に つい て こう 伝え られ て いる 

彼 は 、 マ ディ ー ナ に 通ずる 道路 上 で 預言 者 に 会 っ た が 、 交 接 後 の 汚れ の 状態 だ っ た た め 、 こ っ そ 
り 立ち 去 り 洒 浴 を 行っ た 。 

預言 者 は 彼 を お 捜し に な り 、 彼 が 戻っ た 時 「 ア ブー・ フ ライ ラ よ 、 ど こ に いた の か 」 と いわ 

れ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 様 、 お 会 いし た 時 私 は 汚れ て いた た め 、 洒 浴 し て 身 を 清 
め る まで あな た の お 側 に 座り た く な か っ た の で す 」 と いっ た 。 

み 使 い は この 言葉 を 聞い て 「 ア ッ ラ ー に 讃え あれ ! まこ と に 、 信 者 は 汚れ な く 清 浄 な 人 々 

で す !」 と いわ れ た 。 

フ ザ イフ ァ は こう 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 彼 に 会 われ た 時 、 彼 は 交接 後 で 汚れ て いた 。 

それ で 彼 は こっ そり 立ち 去っ て 汰 浴 を 行い 、 そ の 後 戻 っ て 「 私 は 、 清 浄 で な か っ た の で す 」 と 告 
げた 。 

み 使 い は 、 こ れ を 聞い て 「 ま こと に 、 ム スリ ム に は 汚れ が な い 」 と いわ れ た 。 


アッ ラー を 常 念 す る こと に つい て 


アッ ラー を 常に 念 ず る こと に つい て 
1 巻 P257 


アー イシ ャ は こう 伝え て いる 
預言 者 は 、 ど ん な 時 に も アッ ラー を 念じ て お られ た 。 


食前 の ウド ゥ ー に 関し て 


食前 の ウド ゥ ー は 不要 で ある こと に つい て 
1 巻 P.257-258 


イタ シャ アッ パー ス は こう 伝え て いる 

預言 者 が トイ レ か ら 出 て 来 ら れ た 時 、 食 事 を 提供 され た 。 

その 折 人 々 は 「 ウ ドウ ー を な さる の で すか 」 と お た ず ね し た 。 

これ に 対し 預言 者 は 「 ウ ドゥ ー を し て 礼拝 せ ね ば な り ま せん か 」 と いわ れ た ( 注 ) 。 

( 注 ) 食事 前 に は 手 を 洗う だ け で よく 、 ウ ドゥー を 行う 必要 は な い 

イプ ブン" アツ パー ズ スズ は こう 伝え て いる 

私 た ち が 預 言 者 の 処 に いた ある 時 、 ト イレ か ら 出 て 来 ら れ た 預言 者 の 前 に 食事 が 運ば れ た 。 
この 折 「 ウ ドゥ ー を な さい ませ ん か 」 と た ず ね られ た が 、 預 言 者 は 「 な ぜ 私 が 今 、 礼 拝 の た め の 
ウド ゥ ー を 行う の で すか 」 と いわ れ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ パ ー ス は 、 こ う 伝 えて いる 

アッ ラー の み 使 い は トイ レ に 行か れ た 。 

戻っ て 来 た 時 食事 を 出さ れ た が 、 こ の 折 「 み 使い 様 、 ウ ドゥ ー を な さら な い の で すか 」 と た ず ね 
られ た 。 

み 使 い は これ に 対し 「 ど うし て で すか 。 

礼拝 を せ ね ば な り ま せん か 」 と いわ れ た 。 

イプ シャ アッ パー スズ は 、 次 の よう に 語っ て いる 

預言 者 は 、 用 便 後 トイ レ か ら 出 て 来 ら れ た 。 

その あと 食事 が 出さ れ 、 彼 は それ を お 食べ に な っ た が 、 水 に は お 触れ に な ら な か っ た 。 

サイ ー ド ・ ビ ン ・ フ ワイ リス の 伝え る ハデ ィ ー ス に は 、 こ れ に 関連 し 、 次 の よう に 記さ れ て いる 
「 教 友 の 一 人 が 預言 者 に ひか っ て 『 あ な た は ウド ゥ ー を な さい ませ ん で し た 』 と いっ た 時 、 預 言 
者 は 『 私 は 今 ウ ドゥ ー を し て 、 礼 拝 を 行う つも り は あり ませ ん 』 と いわ れ た 」 


トイ レ で 唱え られ る 言葉 に つい て 


トイ レ で 唱え られ る 言葉 に つい て 
1 巻 P.258 


アナ ス は こう 伝え て いる アッ ラー の み 使 い は トイ レ (ハラ ー) に 入っ た 時 (フシ ャ イム の 伝え る 
ハデ ィ ー ス に よれ ば 、 み 使い は 憧 り (カニ ー フ ) に 入っ た 時 ) 、 い つも 、 こ うお 唱え に な 

っ た 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 邪悪 と 忌 わ し き 事 々 か ら お 護り 下さ い ! 」 前記 と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス は 
、 ア ブ ド ル ・ ア ズィー ズ に よっ て も 伝え られ 、 そ れ に は 「 私 は アッ ラー に 、 邪 悪 と 忌 わ し き 事 々 
か ら お 護り 下さ る よう 祈願 致し ます 」 と 記さ れ て いる 。 


居眠り 後 の ウ ドゥ ー に 関し て 


居眠り 後 の ウ ドゥ ー に 関し て 
1 巻 P.258-259 


アナ ス は こう 伝え て いる 

人 々 は 礼拝 の た め 立 ち 上 が っ た が 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 或 る 男 と 小声 で 話 を 続け て お られ た 

(アブ ドル ・ ワ ー リ ス の 表現 に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 或 る 男 と 内 密 の 話 を な さっ て お ら 

れ た ) 

その た め 、 礼 拝 が いつ まで も 始ま ら ず 、 人 々 の 中 に は 居眠り を する 者 も いた ほど だ っ た 。 

アナ ズン マー リク は こう 伝え て いる 

人 々 は 礼拝 の た め 立 ち 上 っ た が 、 預言 者 は 或 る 男 と 小声 で 話し 込ん で お られ 、 教 友 た ち が 居 眠り 
を 始め る 頃 ま で 、 話 し 合い を 中 断 な さら な か っ た 。 

預言 者 は 、 そ の 後 よ う や く 出 て お いで に な り 、 人 々 と 一 緒 に 礼拝 を な さっ た 。 

カタ ー ダ は こう 伝え て いる 

私 は アナ ス か ら 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 教 友 た ち が 居 眠り を し た 後 礼拝 を 行い 、 そ の 際 、 ウ ドゥ ー 
を 省 い た こと を 聞い た 。 

これ に 関連 し 、 カ ター ダ は 「 ア ナス か ら 直 接 そ の 話 を 聞い た の で すか 」 と 人 に た ず ね られ た 

折 「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 。 そ の 通り で す 」 と 答え た 。 

アナ ス は こう 伝え て いる 

人 々 が 夜 (イシ ャ ー) の 礼拝 の た め 立ち 上 っ た 時 、 或 る 男 が 来 て 「 お 話し し た いこ と が あり ます 
」 と いい 出し た 。 

それ で 、 預言 者 は 彼 と 内 密 の 話 を 長 々 と な さっ た 。 

人 々 は (も し く は 、 一 部 の 人 々 は ) その た め 居 眠り を 始め た ほど で あっ た が 、 そ の 後 よ う や く 礼 
拝 が 行わ れ た 


アザ ー ン の 由来 に つい て 


アザ ー ン (礼拝 時 刻 告 知 の 詠唱 ) の 由来 
1 巻 P.261 


イブ ン ・ ウ マル (アブ ドッ ラー) は 次 の よう に 伝え て いる 

ムスリム 達 (マッ カ の 信徒 らち ) が マデ ィ ー ナ に や っ て 来 た 時 (西暦 622 年 の ヒジ ュ ラ ) 彼 等 は 皆 
集まっ て 礼拝 時 刻 到来 の 告知 を 待っ て いた 。 

し か し 誰 も その 時 刻 の 到来 を 知ら せる 者 は いな か っ た 。 

そこ で 某 日 、 人 々 は この こと に つい て 話し あう こと に な っ た が 或 る 者 は キリ スト 教徒 が 用 いて い 
る 鐘 の よう な も の で は どう か と いい 、 ま た 或 る 者 は ユダ ヤ 教 徒 が 用 いる 角笛 の よう な も の で は ど 
うか と いい だ し た 。 

する と ウマ ル (後に 第 二 代 カ リフ に 就任 ) は こう 云っ た 。 

「 誰 か に 皆さん が 委任 し て その 者 に 礼拝 時 刻 の 到来 を 肉声 で 呼び 掛け て も ら う べき で は な い の 
で し ょ うか 」 

か くし て アッ ラー の 使徒 は こう 仰せ られ た 。 

「 ビ ラー ル ( 注 ) よ 、 立 っ て 人 々 に 礼拝 へ の 呼び 掛け を せよ 」 

( 注 ) 美声 で 知ら れ た エチ オ ピ ア 系 元 奴隷 出身 の 黒人 ムスリム 


アザ ー ン の 言葉 に つい て 


アザ ー ン の 言葉 は 二 回 、 イ カー マ の それ は 一 回 唱え る こと 
1 巻 P.261-262 


アナ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

ビラ ー ル は アッ ラー の 使徒 か ら ア ザー ン の 言葉 は 各 二 回 ずつ 繰り 返し ( 注 1) イカ ー マ (礼拝 直前 
の 小声 で 早口 の 小 ア ザー ン ) ( 注 2) の 言葉 は 各 一 回 だ け 唱 える よう 命じ られ た 。 

と ころ で 伝承 者 の 一 人 は "イカ ー マ を 除い て "と いう 語句 を 最後 に つけ 加え た ( 注 3) 。 

( 注 1) 一 息 の 詠 詩 を 二 度 繰 り 返す と いう 意味 で た と えば 次 の ①② の 例 は どちら も 正しい 

①「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 」 「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 」 

②「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 」 「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 」 

( 注 2) 二 つ の 意味 が あり 小 ア ザー ン そ の も の の 意味 の 他 に ( 注 3) の よう に "礼拝 は まさ に 始ま ら 
ん どす "と いう 一 節 だ け を も 意味 じ て い る 

( 注 3) それ は "礼拝 は まさ に 始ま ろう と し て いる "と いう 一 名 を 除い て 小 ア ザー ン の 全て の 文言 を 
二 回 繰り 返す よう 命じ られ た 意 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 等 ( 教 友 達 ) は 礼拝 時 刻 の 到来 を 誰 に で も よく 解る 何ら か の 方 法 に よっ て 知ら せる べき で ある 
と し て その こと で 議論 し て いた 。 

或 る 者 は 火 を と も すべ きだ と いい 、 ま た 或 る 者 は 鐘 を 鳴ら すべ きだ と いっ た 。 

そこ で ビラ ー ル が 肉声 で も っ て アザ ー ン の 言葉 を 各 二 回 繰り 返し "『 イ カー マ " は 一 回 だ け 唱 える よう 
に 命じ られ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 前 記 ハ ディ ー ス と 別 の 伝承 者 経路 を 経て カー リド ・ ハ ッ ザ ー ウ に よっ て 次 の よ 
うに 伝え られ て いる 。 

多く の 人 々 が この こと で 議論 を 始め た 時 、 彼 等 は 前 記 の ハデ ィ ー ス の 如く に 礼拝 時 刻 を 告知 すべ 
き で ある と し た 。 

し か し ここ で は * 彼 等 は 火 を お こす べき で ある "と いっ た 表現 を 用 いて いる 。 

アナ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

ビラ ー ル は アザ ー ン の 言葉 を 各 二 回 ずつ 繰り 返し "『 イ カーマ" の 言葉 は 一 度 だ け 唱 える よう 命じ ら 

れ た 。 


ザー ン の 詠唱 法 に つい て 


アザ ー ン の 詠唱 法 


1 巻 P.262-263 
アブ ー RG 
アッ ラー の 預言 者 は 彼 に 以下 の アザ ー ン 詠唱 法 を 教え て くれ た 。 


RN RN 

私 は アッ ラー の 他 に 神 な し と 証言 する 。 

私 は アッ ラー の 他 に 神 な し と 証言 する 。 

私 は ムハンマド が アッ ラー の 使徒 で ある こと を 証言 する 。 

私 は ムハンマド が アッ ラー の 使徒 で ある こと を 証言 する 」 

それ か ら 彼 (アブ ー・ マ フ ズ ー ラ ) は 前 記 の 言葉 を さら に 繰り 返し て こう 言っ た ( 注 ) 。 
「 私 は アッ ラー の 他 に 神 な し と 証言 する 。 

私 は アッ ラー の 他 に 神 な し と 証言 する 。 

私 は ムハンマド が アッ ラー の 使徒 で ある こと を 証言 する 。 

私 は ムハンマド が アッ ラー の 使徒 で ある こと を 証言 する 」 

それ か ら さ ら に つづ け て 「 礼 拝 の た め に 来 た れ 」 (これ を 二 回 ) 「 成 功 の た め に 来 た れ 」 (これ 
を 二 回 ) 

以上 に ひき つづ いて 伝承 者 の 一 人 イス ハー ク は 以下 の 言葉 を 加え て いる 。 

「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー の 他 に 神 な し 」 

( 注 ) 以下 の 繰り 返し は アブ ー・ マ フ ズ ー ラ 独自 の スタ イル で ある 。 

結局 アザ ー ン の 言葉 の 繰り 返し 回 数 に は 決定 的 な 決ま り は な い 


ム ア ッ ジン に つい て 


ー つ の モス ク に 二 人 の ム ア ッ ジン (アザ ー ン の 詠唱 者 ) が いる こと は 好ま し いこ と で ある 
1 巻 P.263 


イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 に は 二 人 の ム ア ッ ジン が いた 、 そ れ は ビラ ー ル と 後に 失明 し た アブ ドッ ラー・ 
ビン ・ ウ ン ム ・ マ クト ー ム で ある 。 

この ハデ ィ ー ス は アー イシ ャ (預言 者 の 妻 の うち の 一 人 ) を 起点 と し た 別 の 伝承 者 経路 に よっ て 
も 伝え られ て いる 。 


失明 者 に よる アザ ー ン に つい て 


明 敏 さ を 具 えて いれ ば 失明 者 に よる アザ ー ン も 可能 で ある こと 
1 巻 P.263-264 


アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

イブ ン ・ ウ ン ム ・ マ クト ー ム は アッ ラー の 使徒 に 仕え を て アザ ー ン の 詠唱 を し て いた が 、 そ の 時 彼 
は 失明 し て いた 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経由 し て 伝え られ て いる 。 


異教 の 地 で 聞く アザ ー ン に つい て 


預言 者 が 異教 徒 の 地 (ダー ルル ・ ク フル ) に 住ん で いる 人 々 の 間 で アザ ー ン の 詠唱 を 聞い た 時 に 
は 彼 等 に 対す る 攻撃 を 止め た こと 
1 巻 P.264 


アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 夜明け と と も に 敵 を 攻撃 する こと を 常 と し て いた 。 

その 際 に 彼 は アザ ー ン 詠唱 の 有無 に 聞き 耳 を た て た も の で し た 。 

それ で アザ ー ン の 詠唱 を 耳 に し た ば あい に は 攻撃 を 止め 、 聞 か な か っ た 場合 に は その まま 攻撃 を 
続行 し た 。 

こう し た 或 る 時 或 る 者 が 「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 」 と 詠唱 し て いた 。 

これ を 聞い た アッ ラー の 使徒 は 「 彼 ( 或 る 者 ) は 本 然 の 姿 (イス ラー ム ) に 従っ て いる 」 と い 
っ た 。 

それ か ら そ の 男 が 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 な し と 私 は 証言 する 。 

アッ ラー 以外 に 神 な し と 私 は 証言 する 」 と いっ た 。 

これ を 聞い て アッ ラー の 使徒 は 「 あ な た は 地獄 の 業火 か ら 逃 れる こと が で きま し た 」 と いっ た 。 
そこ で 人 々 は その 男 を 注目 し て よく 見 た が ( 和 驚い た こと に ) 彼 は た だ の 山羊 飼 で し た 。 


アザ ー ン へ の 唱和 に つい て 


アザ ー ン を 聞い た 者 は ( 誰 で も ) それ と 同じ 言葉 を 唱和 すべ きこ と 。 

その 後 預言 者 を 祝福 し 、 そ れ か ら 彼 の た め に ワ ス ィ ー ラ ( 神 の 座 に 最も 近い 楽園 最高 位 の 座 ) 
を アッ ラー に 請う べき で ある こと 

1 巻 P.264-266 


アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう 語っ た と し て 伝え て いる 

「 あ な た た ち は 礼 拝 へ の 呼び か け (アザ ー ン ) を 聞い た な ら ア ザー ン の 詠唱 者 が 唱え て いる こと 
を 同じ よう に 繰り 返し な さい 」 

アプ ドッ ラー ・ ビン ・ ア ムル ・ ビ ピン ・ ア ー ス は 預言 者 が 次 の よう に いっ た こと を 聞い た と し て 伝 
えて いる 

「 あ な た た ち は ム アッ ジン の 詠唱 を 耳 に し た 時 に は 彼 の いっ て いる こと を 同じ よう に 繰り 返し な 
さい 。 

それ か ら 私 (預言 者 ) を 祝福 し な さい 。 

私 を 祝福 し た 者 は 誰 で も アッ ラー より 10 倍 の 祝福 を うけ る だ ろう 。 

それ か ら 私 の た め に ワ ス ィ ー ラ を アッ ラー に 請 い な さい 。 

ワ ス ィ ー ラ と は アッ ラー の 下僕 (信徒 ) 達 の 中 で た だ 一 人 の た め に 用 意 さ れ た 天国 で の 特別 席 で 
す が 、 私 は その た だ 一 人 に な る こと を 望ん で 止み ませ ん 。 

私 の た め に この ワ ス ィ ー ラ を アッ ラー に 請う た 者 は 誰 で も 最後 の 審判 の 際 に は 私 か ら の 執り 成 し 
が 保証 され る で し ょ う 」 

ウマ ル (後に 第 二 代 カリ フ ) は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

ム ア ッ ジン が 「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 」 と 詠唱 し た ら 、 少 く と も あな た た ち 
の 一 人 が それ に 答え て 、 「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 」 と 唱和 すべ き で ある 。 
それ か ら ム アッ ジン が 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 な し と 私 は 証言 する 」 と 詠唱 し た 時 に は その 者 は 答え 
て 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 な し と 私 は 証言 する 」 と 唱和 すべ き で ある 。 

それ か ら ム アッ ジン が 「 ム ハン マ ド は アッ ラー の 使徒 で ある と 私 は 証言 する 」 と 詠唱 し た な ら そ 
の 者 は 答え て 「 ム ハン マ ド は アッ ラー の 使徒 で ある と 私 は 証言 する 」 と 唱和 すべ き で ある 。 
それ か ら ム アッ ジン が 「 礼 拝 の た め に 来 た れ 」 と 詠唱 し た 時 に は その 者 は 答え て 「 ア ッ ラ ー に よ 
る こと な し に は いか な る 権能 も 力も 存在 せ ず 」 と 唱え る べき で ある 。 

その 後 ム アッ ジン が 「 成 功 の た め に 来 た れ 」 と 詠唱 し た 時 に も また その 者 は 答え て 「 ア ッ ラ ー に 
よる こと な し に は いか な る 権能 も 力も 存在 せ ず 」 と 唱え る べき で ある 。 

それ か ら ム アッ ジン が 「 ア ッ ラ ー は 偉大 かなり 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 」 と 詠唱 し た 時 は その 者 は 答 
えて 「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 」 と 繰り 返し 、 最 後に ム ア ッ ジン が 「 ア ッ ラ ー 
以外 に 神 な し 」 と 唱え た 時 は その 者 は それ に 答え て 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 な し 」 と 心から 既 念 すべ 
さ で ある 。 

こう すれ ば その 者 は 天国 に 入る で あろ う 。 


サ ア ド ・ ビ ン ・ ア ブー・ ワ ッ カ ー ス (カー デシ イヤ の 戦 の 総 指令 省 と し て 知ら れ て いる ) は ア 
ッ ラ ー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

ム ア ッ ジン の 声 を 聞い た 時 に 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 な し 、 ア ッ ラ ー は 唯一 者 に し て 同位 者 な し 、 ま 
た ムハンマド は アッ ラー の 下僕 で あり 使徒 で ある と 私 は 証言 する 。 

私 は 我 が 主 と し て アッ ラー を 心から 信じ 、 使 徒 と し て ムハンマド を 心から 信じ 、 宗 教 (生活 律 法 
) と し て イス ラー ム を 心から 受け 入れ まし た 」 と いっ た 者 は 誰 で も その 者 の 宗教 上 の 罪 は 許さ れ 
る で あろ う 。 

と ころ で イブ ン ・ ル ム フ に よる 別 の 伝承 に よれ ば 「 そ し て 余人 は と も か く こ の 私 は .…… と 証言 
する 」 と ある が クタ イ バ の 伝承 で は 単に 「 私 は .…………. と 証言 する 」 と な っ て いる 。 


アザ ー ン の 美徳 に 関し て 


アザ ー ン の 美徳 、 ま た アザ ー ン を 聞く と 悪魔 は 逃げ 去る と いう こと 
1 巻 P.266-268 


タル ハ ・ ビ ン ・ ヤ ヒヤ ー は 彼 の 叔父 か ら 聞 いた 話 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

私 は ム ア ー ウ ィ ヤ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ス フ ヤ ー ン (ウマ イヤ 朝 の 創始 者 ) の 所 に いた 。 

する と 彼 の も と に ム ア ッ ジン が 礼拝 時 刻 の 到来 を 知ら せ に や っ て 来 た 。 

その 時 ム ア ー ウ ィ ヤ は アッ ラー の 使徒 が か つて 次 の よう に 語っ た こと を 耳 に し た と いっ た 。 

「 復 活 の 日 に は ム ア ッ ジン 達 が 最も 首 の 長い 人 達 (傑出 し た 人 物 に 対す る 比 只 ) で す ( 注 ) 」 
イー サー・ ビ ン ・ タ ル ハ も また ム ア ー ウ ィ ヤ か ら 前 記 と 同じ アッ ラー の 使徒 の ハデ ィ ー ス を 聞い 
た と 伝え て いる 。 

( 注 ) 復活 の 日 に は 彼 等 が 実際 長い 首 を し た 姿 で 現われ る と も 考え られ て いる 

ジャ ー ビ ル か ら の 伝聞 と し て アブ ー・ ス フ ヤ ー ン は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は か つて 預言 者 が 次 の よう に 語っ た 言葉 を 耳 に し まし た 。 

「 悪 魔 は 礼拝 へ の 呼び か け を 聞く と ラウ ハー の あたり まで 遠く に 逃げ 去る 」 

さて スラ イマ ー ン は こう 言っ た 「 そ こ で 私 は ラウ ハー と は どこ で すか と 彼 (預言 者 ) に 尋ね た 」 
する と 彼 は 答え て 言っ た 「 そ れ は マデ ィ ー ナ か ら 36 マ イル 程 離れ た と ころ に あり ます 」 

この ハデ ィ ー ス は 列 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は は 預言 者 の 次 の よう な 言葉 を 伝え て いる 

「 悪 魔 は 礼拝 の 呼び か け を 聞く と その 声 が 聞こ えな いよ うに 背 を 向け て 放 必 する 。 

し か し その 呼び か けが 終わ り 静 か に な る と また 舞い 戻り 礼拝 に 集まっ た 人 々 の 心 を 惑わ そう と 
する 。 

その 後 イ カー マ (礼拝 直前 の 小 ア ザー ン ) を 聞く と その 声 が 届か ぬ と ころ まで 再び 逃げ て 、 イ カ 
ー マ が 終り 静か に な る と また 舞い 戻っ て き て 惑わ そう と する 」 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 ム アッ ジン が アザ ー ン を 詠唱 する と 悪魔 は 忠 を 返し て 一 目 散 に 罰 け 去る 」 

スハ イル は 次 の よう に 伝え て いる 

私 の 父 は 私 を バニ ー・ ハ ー リ サ 族 の も と へ 使い に さ し 向 けた 。 

その 時 私 は 、 少 年 だ っ た か 成人 だ っ た か (よく 覚え て いな い が ) と も か く 一 人 の 随行 者 と 一 緒 だ 
うっ だ 3 

そし て 誰か が 壁 の 向こう 側 か ら 私 の 随行 者 の 名 前 を 呼ん だ の で 彼 は 壁 の 方 を 注意 深く 見 まし た 。 
し か し そこ に は 人 影 は 見 当ら な か っ た 。 

そこ で 私 は この 出来 事 を 父 に 話し た と ころ 父 は 次 の よう に 語っ た 。 

も し お 前 が その よう な 状況 に 置か れる と 前 も っ て 解っ て いた な ら ば その よう な 所 へ お 前 を 使い に 
出さ な か っ た だ ろう 。 

それ に し て も も し いま 一 度 そ の よう な 悪魔 の 呼び 声 (ハー テ フ と いっ て イス ラー ム 以 前 か ら 恐 


られ て いた ) を 聞い た な ら ば アザ ー ン を 唱え な さい 。 

な ぜ な ら ば 私 は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と アブ ー・ フ ライ ラ か ら 聞 いて いま す 。 

「 そ も そ も 悪 魔 は アザ ー ン の 詠唱 を 聞け ば た だ ち に 一 目 散 に 退 参 する で あろ う 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は 預言 者 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 悪 魔 は 礼拝 へ の 呼び か け の 声 を 聞く と その 声 が 聞え な く な る よう に 背 を 向け て 放 尻 する 。 

し か し アザ ー ン の 詠唱 が 終る と 悪魔 は また 戻り 近づい て くる 。 

それ か ら イ カー マ が 唱え られ る と 悪魔 は 再び 中 を 返し て 逃げ 去り 、 イ カー マ が 終る と また 戻り 礼 
拝 者 に 近付い て 『 し か じ か の こと を 思い 起 せ ! し か じ か の こと を 思い 起こ せ ! 』 と ささ や いて 
その 男 が 以前 に は 考え た こと も な いこ と を 思い 起 さ せ て は 彼 を 惑わ す 。 

その 結果 、 礼 拝 者 は 何 回 礼 捧 し た か も 自分 で も 分 らし な く な っ て し まう 」 

前 記 と 同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー・ フ ライ ラ に より 伝え られ て いる が それ 
は 次 の 一 節 の 一 部 が 違っ て いる だ け で ある 。 

「 彼 は どの よう に し て 礼拝 し た の か 自分 で も わけ が 分 か ら な く な っ て し まう 」 


礼拝 開始 の タク ビー ル に 関し て 


礼拝 開始 の タク ビー ル (アッ ラー は 偉大 な り と 唱え る こと ) を 唱え る 際 に 、 

また ルク ー ツ ウ ( 屈 身 礼 ) に 移る 際 と ルク ー ウ か ら 直 立 礼 (キヤ ー ム ) の 姿勢 に 戻る 際 に 両手 を 両 
肩 の と ころ まで 上 げ る こと は 好ま し いこ と 、 

し か し スジ ュー ド (平伏 礼 ) か ら 上 半身 を 起こ す 際 に は 両手 を 上 げ な い 
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サー リム は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 の 次 の よう な 動作 を 目撃 し た 。 

彼 は 礼拝 開始 の 際 と ルク ー ウ ( 屈 身 礼 ) に 移る 直前 と 、 屈 身 礼 か ら 身 を 起 し た 直後 に も また 彼 の 
両手 を 両 肩 の 位置 まで 上 げ ま し た 。 

し か し 二 回 の サジ ダ (平伏 礼 ) の 間 で (上 半身 を 起す 際 に ) は 両手 を 上 げ ま せん で し た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 の た め に 立ち 上 っ た 際 に 両手 を 両 肩 の 位置 まで 上 げ 、 そ れ か ら タ クビ ー 

ル (アッ ラー は 偉大 な り と いう 言葉 を 唱え る こと ) を 唱え た も の で し た 。 

また 彼 が 屈 身 礼 に 移る 際 に も 両手 を 上 げ 、 彼 が 屈 身 礼 か ら 身 を 起 し た 時 に も 同様 に 両手 を 上 げ ま 
し た 。 

し か し 平伏 礼 の 姿勢 か ら 頭 を 起 し た 際 に は その よう な 動作 を し ませ ん で し た 。 

前 記 同 様 の ハデ ィ ー ス 前 半 が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ キ ラー バ は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 は マー リク ・ ビ ン ・ フ ワイ リス の 礼拝 動作 を みた が 、 それに よる と マー リク は タク ビー ル を 唱 
え そ れ か ら 両 手 を 上 げ 、 ま た 屈 身 礼 に 移る 際 に も 両手 を 上 げ 、 屈 身 礼 か ら 頭 を 起 し た 際 に も また 
両手 を 上 げた 。 

そし て 彼 は アッ ラー の 使徒 が いつ も その よう な 作法 に 従っ て 礼拝 し た と 語っ た 。 

マー リク ・ ビ ン ・ フ ワイ リス は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は タク ビー ル を 唱え る 際 に 両手 を 両 耳 の 位置 まで 上 げ 、 屈 身 礼 に 移る 際 に も 両手 
を 両 耳 の 位置 まで 上 げた 。 

そし て 屈 身 礼 か ら 身 を 起す 際 に 彼 は 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 する 者 の 声 を 聞き た も う 」 と 唱え つつ 
再び 同じ よう に 両手 を 両 耳 の 位置 まで 上 げた 。 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て カタ ー ダ に よっ て 次 の よう に 伝え られ て いる 

彼 (マー リク ) は 「 ア ッ ラ ー の 使徒 が 両 耳 た ぶ の 位置 まで 両手 を 上 げ る 動作 を 見 た 」 と 語っ た 。 


礼拝 中 の タク ビー ル に 関し て 


礼拝 動作 の 中 で 屈 身 し た り 、 上 体 を 起 し た りす る 際 に は タク ビー ル を 唱え る べき こと 、 

た だ し 屈 身 礼 か ら 上 体 を 起こ し て 直立 の 姿勢 に 移る 際 は 別 で 、 こ の 時 は 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 す 
る 者 の 声 を 聞き た も う 」 と 唱え る ぺき こと 
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アブ プー・ サ ラマ ・ ビ ピン ・ ア プ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は 次 の よう に 伝え て いる 

アブ ー・ フ ライ ラ は 皆 の た め に 礼拝 の 先導 を する イマ ー ム (教導 師 ) の 役 を 勤め た も の だ っ た 。 
その 際 彼 は 身 を 屈 め た り 身 を 起 し た りす る ご と に タク ビー ル を 唱え た 。 

そし て 礼拝 を 終え た 時 彼 は 次 の よう に いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー に 故 っ て 私 は 皆さん の 誰 よ り も アッ ラー の 使徒 の 礼拝 に 最も 近い 礼拝 の 言葉 を 唱え て 
いま す 」 

アブ プー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 の た め に 立ち 上 が っ た 際 に 、 直 立 の 姿勢 で タク ビー ル を 唱え 、 そ れ か ら 屈 
身 礼 に 移る 際 に 再び タク ビー ル を 唱え 、 屈 身 礼 か ら 身 を 起す 時 に は 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 する 者 
の 声 を 聞き た も う 」 と 唱え た 。 

それ か ら 彼 は 立っ た まま の 姿勢 で 「 お お 我 等 が 主 よ 、 称 讃 は あな た に の み 」 と 唱え 、 つ いで 身 を 
沈め て 平伏 礼 に 移る 際 に タク ビー ル を 唱え 、 そ れ か とら 平 伏 礼 の 姿勢 か ら 頭 を 起す 時 に も また タ 

クビ ー ル を 唱え 、 も う 一 度 つ づけ て 平伏 礼 に 移る 際 に も タク ビー ル を 唱え 、 頭 を 起こ す 時 に も タ 
クビ ー ル を 唱え た 。 

そし て 預言 者 は 残り の ラ カ ー ト (一 回 の 屈 身 札 と 二 回 の 平伏 礼 よ りな る 礼拝 構成 単位 ) に つい て 
も 同様 の 作法 で タク ビー ル を 唱え 、 ニ ラ カ ー ト (最小 限 の 完結 し た 礼拝 単位 ) を 終え て 正座 の 姿 
勢 か ら 立 ち 上 る 際 (第 三 回 目 の ラ カー ト に 移る た め ) に も タク ビー ル を 唱え た 。 

それ か ら ア ブー・ フ ライ ラ は 次 の よう に いっ た 

「 私 の 礼拝 は あな た 方 の うち で も 最も アッ ラー の 使徒 の 礼拝 に よく 似 て いま す 」 

イブ ン ・ ハ ー リ ス (アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ) は アブ ー・ フ ライ ラ が 次 の よう に 語ら た と し て 伝え 
て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 の た め に 立ち 上 っ た 時 タク ビー ル を 唱え た も の だ っ た 。 

残り の ハデ ィ ー ス は 前 記 の ハデ ィ ー ス と 同様 で ある 。 

し か し 彼 は アブ ー・ フ ライ ラ が 語っ た と され て いる 「 私 の 礼拝 は あな た 方 の うち で も 最も アッ ラ 
ー の 使徒 の 礼拝 に 似 て いま す 」 と いう (最後 の ) 一 文 に は 言及 し な か っ た 。 

アマ ジー : サラ マ ド ビ ピン ジッ アブ ドル :- ラフ マー ン ば 次 の よう に 伝え て いる 

マル ワー ン (ウマ イヤ 朝 の カリ フ ) が アブ ー・ フ ライ ラ を マデ ィ ー ナ に お ける 彼 の 代理 統治 者 に 
任命 し た 時 だ っ た が アブ ー・ フ ライ ラ は 義務 の 礼拝 の た め に 立ち 上 が る 時 は いつ で も タク ビー ル 
を 唱え た も の だ っ た 。 

残り の ハデ ィ ー ス は 前 記 の ハ テ ィ ー ス と 同じ で ある が 最後 の と ころ で 次 の 一 文 が つけ 加え られ て 


いた 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 礼拝 を 終え て 「 皆 さん の 上 に 平安 と アッ ラー の 慈悲 と 祝福 が あり ます よ 
うに ! 」 と いう 所 定 の 挨拶 を 唱え た 後に モス ク に 居 並 ん だ 人 々 に 向き 直っ て こう 言っ た 。 

「 私 の 魂 が その 手中 に ある お 方 (アッ ラー) に 誓っ て 申し ます 。 

私 の 礼拝 は あな た 方 の うち で も 最も アッ ラー の 使徒 の 礼拝 に よく 似 て いま す 」 

アブ ー・ サ ラマ は 次 の よう に 伝え て いる 

アブ ー・ フ ライ ラ は 礼拝 に お いて 身 を 起 し た り 、 身 を 届 め た りす る た び ご と に タク ビー ル を 唱え 
た も の だ っ た 。 

そこ で 私 達 は 彼 に こう 尋ね た 

「 ア ブー・ フ ライ ラ よ 、 こ の タク ビー ル は 何 の た め に 唱え る の で すか ?」 

まめ どど ア プー ムラ フラ イラ は 答え て いう た,。 

「 こ れ が まさ し く ア ッ ラ ー の 使徒 の 礼拝 に 他 な ら な いか ら で す 」 

スハ イル は 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

アブ ー・ フ ライ ラ は 礼拝 に お いて 身 を 屈 め た り 身 を 起 し た りす る た び ご と に タク ビー ル を 唱え た 
も の だ っ た 。 

そし て 彼 は アッ ラー の 使徒 が いつ も その よう に 唱え た も の だ っ た と 語っ て いた 。 

ムタ ッ リ フ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 と イム ラー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン は アリ ー・ ビ ン ・ ア ブー・ タ ー リ ブ (後に 第 四 代 カリ フ 、 預 言 
者 の いと こ で 娘 嬉 ) の 後に つい て 礼拝 し た 。 

する と アリ ー は 平伏 礼 を し た 際 に タク ビー ル を 唱え 、 上 半身 を 起 し て 頭 を あげ る 時 も タク ビー ル 
を 唱え た 。 

また 彼 は 二 回 の ラ カ ー ト を 終え て いっ た ん 正座 し その 姿勢 か ら 立 ち 上 が る 際 に も また タク ビー ル 
を 唱え た 。 

そし て 我々 が 礼拝 を 終え た 時 イム ラー ン は 私 の 手 を と っ て こう 言っ た 。 

「 ま さ し く 彼 (アリ ー) は ムハンマド の 礼拝 の 作法 に 従っ て 我々 と と も に 礼拝 し まし た 。 換言 す 
れ ば 彼 は 私 に ムハンマド 様 の 礼拝 を し ば し 思い 起こ させ た の だ 」 


礼拝 中 の ファ ー テ ィ ハ 読 詩 に 関し て 


礼拝 の 各 ラ カー ト 毎 に ファ ー テ ィ ハ ( 開 扉 章 、 ク ルアー ン の 第 1 章 ) を 唱え る こと は 義務 で ある こ 
と 
1 巻 P.272-275 


アッ ラー の 使徒 か ら 聞 いた と し て ウ バ ー ダ ・ ビ ン ・ サ ー ミ ト は 次 の よう に 伝え て いる 

「 ク ルアー ン の ファ ー テ ィ ハ (第 1 章 の 開 扉 章 ( 注 ) ) を 調 ま な い 者 に は いか な る 礼拝 も な い 」 
( 注 ) 様々 な 異名 を 持つ 、「 開 扉 章 」 の 他 、「 繰 り 返 す 7 節 」「 ク ルアー ン の 母 (精髄 ) 」「 ア 
ルカ ー フ ィ (充足 章 ) 」「 ア ルカ ンズ (宝蔵 章 ) 」「 ク ルアー ン の 基 石 章 」 

ウ バ ー ダ ・ ビ ン ・ サ ー ミ ト は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 ク ルアー ン の 母 (第 1 章 の 開 戻 章 で クル アー ン の 精髄 の 意 ) を 衣 ま な い 者 の 礼拝 は 無効 で ある 」 
か つて アッ ラー の 使徒 か ら 井 戸 水 を 顔 に 注 が れ た こと の ある マフ ムー ド ・ ビ ン ・ ラ ビー ツウ ( 注 ) 
は ウ バ ー ダ ・ ビ ン ・ サ ー ミ ト か ら 聞 き お よん だ アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て 
いる 

「 ク ルアー ン の 母 を 調 ま な い 者 の 礼拝 は 無効 で ある 」 

( 注 ) その 時 マフ ムー ド は 5 才 の 子供 だ っ た 。 

預言 者 は 子供 を 喜ば せる た め に 口 に 水 を 含ん で ピュ ッ と その 子 の 顔 に 水 を か けた と いう 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる が それ に よれ ば 次 の 語句 が 加え られ て 
いる 

「 (ファ ー テ ィ ハ ) と その 他 の 若干 の 章 節 (を 褒 ま な い .…『… ) 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 ク ルアー ン の 開 扉 章 を 調 ま ず に 礼拝 し た と し て も その 者 の 礼拝 は 不 完全 で ある 」 と 預言 者 は 三 
度 繰り 返し て 語っ た 。 

そこ で 人 々 は アブ ー・ フ ライ ラ に 「 我 々 は し ば し ば イマ ー ム の 後に つい て 、 た だ 彼 の 先導 に 従っ 
て 礼拝 する だ け で は な いか 」 と 質問 し た 。 

する と アブ ー・ フ ライ ラ は 「 そ れ ( 開 扉 章 ) を た だ 心 の 中 で 唱え な さい 」 と 答え て 、 さ ら に こ 
うい っ た 。 

「 な ぜ な ら ば 私 は アッ ラー の 使徒 の 次 の よう な 言葉 を 聞い て いる か ら で す 。 

『 至 高 な る アッ ラー は 申 さ れ た 。 わ れ (アッ ラー) は 礼拝 の 言葉 を われ と わが 下僕 (ムハンマド 
) の 間 で 二 部 に 分 けた 。 か くし て わが 下僕 に は 彼 が 求め る も の が よく 叶え られ る で あろ う 。 

さて 下僕 が 「 万 世 の 主 アッ ラー に 讃 あ れ 」 と 言え ば 至高 な る アッ ラー は "わが 下僕 われ を 讃え た り ” 
と いう 。 

下僕 が 「 慈 悲 深く 慈愛 あま ね く 」 と いえ ば 至高 な る アッ ラー は "わが 下僕 われ を 讃 美 し た り " と 
いう 。 

「 最 後 の 審判 の 日 の 主催 者 」 と いえ ば “わが 下僕 われ を 称 讃 せ り " と いう 。 

また 時 に は “わが 下僕 われ に 全て を 委ね た り " と いう 。 


「 あ な た を の み 崇 拝 し あな た に の み 助 け を 請 い 願う 」 と いえ ば "これ こそ われ と わが 下僕 の 間 の 関 
係 な り 。 

i られ ん "と いう 。 

「 我 等 を 直 き 道 に 導き た まえ 、 あ な た が 祝福 し た 人 々 の 道 に 、 あ な た の お 怒り を こう むっ た 人 々 
ER OE と いえ ば "これ こそ わが 下僕 の た め 、 彼 が 求め る も の は 叶え られ ん "と 
いう 』 」 

伝承 者 の 一 人 ス フ ヤ ー ン は 次 の よう に 語っ た 。 

アラ ー ウ ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は それ (前 述 の ハデ ィ ー ス の 内 容 ) に つい て 私 に 語っ て 
くれ た 。 

その 時 私 は 彼 を 訪問 中 で し た が 彼 は 病気 で 家 に いま し た 。 

そこ で 私 は それ に つい て 彼 に 自ら 尋ね た の で し た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 「 ク ルアー ン 開 扉 章 を 調 ま な いで 礼拝 を 済ま す 者 は .….……」 と 述べ た が 残り の 
ハデ ィ ー ス は ス フ ヤ ー ン の 伝え た も の と 同一 で ある 。 

そし て この 二 人 の ハデ ィ ー ス の 中 に は 次 の 言葉 が ある 。 

『 至 高 な る アッ ラー は いっ た "われ は 礼拝 の 言葉 を われ と わが 下僕 の 間 で 二分 せり 、 一 方 は わが た 
め 他 方 は わが 下僕 の た め の も の "』 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 、 次 の よう に 伝え て いる 

「 開 扉 章 を 詩 ま ず 礼 拝 し た と し て も その 礼拝 は 不 完全 で ある 」 と 三 回 繰り 返し て 申 さ れ た 。 
アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 (クル アー ン 開 扉 章 の ) 読 還 な し に は いか な る 礼拝 も 成立 し な い 」 

これ に つい て アブ ー・ フ ライ ラ は さら に 次 の よう に 述べ た 。 

それ で 皆さん の た め に 私 は アッ ラー の 使徒 が 声高 に 読 諭し た 言葉 ( 注 1) に つい て は 私 も 声高 に 読 
語 し 、 ア ッ ラ ー の 使徒 が 小声 で 唱え た 言葉 ( 注 2) に つい て は 私 も 小声 で 唱え まし た 。 

( 注 1) 一 日 五 回 の 礼拝 の うち 日 の 出前 の 礼拝 、 日 没後 の 礼拝 、 夜 間 の 礼拝 が これ に 相当 する 
( 注 2) 昼過ぎ の 礼拝 と 午後 の 礼拝 が これ に 相当 する 

アプ ブー・ フ ライ ラ の 言葉 と し て アタ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

礼拝 に 際 し て 皆さん は 各 ラ カー ト ご と に クル アー ン の 開 扉 章 を 詩 む べき で ある 。 

私 は アッ ラー の 使徒 が 皆さん に お 聞か せ し た 言葉 に つい て は それ を 聞き と れる 声 で お 聞か せ 

じ し だ 。 

また アッ ラー の 使徒 が 小声 で 唱え た 言葉 に つい て は 皆さん に も 小声 で 唱え た 。 

する と 一 人 の 男 が こう 尋ね た 。 

「 も し 開 扉 章 以 外 の 章 句 の 文言 を 何ら 加え な か っ た と し た ら そ の 礼拝 は 不 完全 で し ょ うか 」 
そこ で アブ ー・ フ ライ ラ は 答え て 言っ た 。 

「 開 扉 章 の 外 に 他 の 章 句 を 加え て 識 む 方 が よい 。 

し か し 開 扉 章 の 読 論 だ け で 礼拝 を 終え た と し て も それ で も 充分 で す 」 

アブ ー・ フ ライ ラ の 言葉 と し て アタ ー は 次 の よう に 伝え て いる 


礼拝 に 際 し て 各 ラ カー ト ご と に クル アー ン 第 1 章 を 調 む こと は 不可 欠 で ある 。 

私 は アッ ラー の 使徒 が 我々 に 聞き 取れ る 声 で 聞か せ た 言 葉 に つい て は 、 皆 さん に も その 言葉 を 声 
高 に お 聞か せ し た 。 

そし て 彼 が 小声 で 唱え た 言葉 に つい て は 私 も その よう に 小声 で 論 ん だ 。 

また 開 扉 章 を 調 ん だ 者 は それ で 礼拝 を 済ま せ た こ と に な り ま す 。 

開 扉 章 に 加え て 別 な 章 句 を よむ な ら ば さら に 良い こと で す 。 

アブ ー ・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が モス ク に 入っ た 。 

つづ いて 一 人 の 男 が そこ に 入り 礼拝 し た 。 

それ か ら 彼 は アッ ラー の 使徒 の 所 に や っ て き て 挨拶 を し た 。 

使徒 は 彼 に 挨拶 を か え し て か ら こ うい っ た 。 

「 も う 一 度 戻っ て 礼拝 し な さい 。 あ な た は 礼拝 し て いな い の だ か ら 」 

そこ で 男 は 戻り 前 の よう に 礼拝 し た 。 

それ か ら 彼 は 使徒 の と ころ に や っ て き て 再び 挨拶 を し た 。 

使徒 は 彼 に 「 あ な た の 上 に こそ 平安 を 」 と 挨拶 を か え し て か ら 「 も う 一 度 戻っ て 礼拝 し な さい 、 
あな た は 礼 排 し て いな い の だ か ら 」 と 今度 は 後段 の 文句 を (強調 し て ) 三 度 繰り 返し た 。 

する と その 男 は こう 言っ た 。 

「 真 実 を た ず さ え て あな た を 使わ し た お 方 (アッ ラー) に か け て 、 私 は これ 以上 よく し よう が あ 
り ま せん 。 ど うか 私 に お 教え 下さ い 」 

使徒 は これ に 答え て 次 の よう に 言っ た 。 

「 あ な た が 礼拝 の た め に 立ち 上 っ た 時 は タク ビー ル を 唱え な さい 。 それから あな た が 覚え て いる 
適切 な クル アー ン の 章 句 を よみ な さい 。 それから 充分 に 頭 を 下げ て 屈 身 し な さい 。 それ か ら 上 体 
を 起 し て 直立 の 姿勢 に 戻り その 後 し っ か り と 平伏 し な さい 。 そし て 残り の 礼拝 作法 も この よう に 
お や りな さい 」 

アブ プー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

或 る 男 が モス ク に 入り 礼拝 し た 。 

この 後に つづ く ハ ディ ー ス は 前 記 の ハデ ィ ー ス と 同じ だ が 以下 の 言葉 だ けが 追加 され て いる 。 
「 あ な た が 礼拝 の た め に 立ち 上 る 時 は ウド ッ ゥ ー ( 小 浄 ) を 完全 に 済ま せな さい 。 それから キ ブ 
ラ (マッ カ の 方 向 ) に 向っ て "アッ ラー は 偉大 な り " と 唱え な さい 」 


イマ ー ム の 背後 の 礼拝 者 に 関し て 


イマ ー ム 以外 は 彼 の 背後 で 礼拝 の 言葉 を 大 声 で 唱え る こと は 禁じ られ て いる こと 
1 巻 P.275-276 


イム ラー ン ・ ビ ピン ・ フ サイ ン は 次 の よう に 伝え て いる 

A i 
時 だ っ た 。 

それ が 終る と 彼 は 誰が 彼 の 背後 で 「 い と 高き 波 (ムハンマド ) の 主 の 名 を 讃 美 せ よ 」 ( 注 ) と い 
う 言 葉 を 声高 に よん だ の か と 尋ね た 。 

する と 或 る 男 が こう 言っ た 。 

「 私 で す 私 は 良かれ と 思っ て そう し まし た 」 

そこ で ムハンマド 様 は こう いっ た 。 

「 私 は あな た た ちの 誰か が 故意 に 私 の 言葉 尻 を と ら え よう と し た と 感じ た (つま り 声 を 出し て よ 
むべ き で は な い ) 」 

( 注 ) クル アー ン 第 87 章 第 1 節 

イム ラー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は ズ フ ル の 礼拝 を 先導 し て いま し た 。 

する と 彼 の 背後 で 誰か が 「 い と 高き 液 の 主 の 名 を 讃 美 せ よ 」 と いう 言葉 を 声 を 出し て よみ 始 

め た 。 

礼拝 が 終る と ムハンマド 様 は 「 あ な た た ちの うち の 誰が ( 例 の 言葉 を 声高 に ) よん だ の か 」 と 尋 
ね た 。 

する と 一 人 の 男 が 「 私 で す 」 と 答え た 。 

それ で 預言 者 は 「 あ な た た ちの 誰か が (私 が よん で いた 文章 の ) 言葉 尻 を と ら え よう と し た と 思 
いま し た 」 と 語っ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 次 の よう に 伝え られ て いる 

アッ ラー の 使徒 は ズ フ ル の 礼拝 を 先導 し た 後 で 「 あ な た た ちの うち で 誰か が (私 が よん で いた 言 
葉 の ) 言葉 尻 を と ら え よう と し て いた と 感じ た 」 と 語っ た 。 


礼拝 中 の 無声 の バス マラ に 関し て 


預言 者 が 、 慈悲 深く 慈愛 あま ね き ア ッ ラ ー の み 名 に お いて (バス マラ ) と いう 言葉 を 声 を 出し て 
詩 ま な か っ た と する 人 々 の 根拠 
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アナ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 お よび アブ ー・ バ クル (後に 第 一 代 カ リフ ) 、 ウ マル (後に 第 二 代 カ リフ ) 
、 ウ スマ ー ン (後に 第 三代 カリ フ ) と と も に 礼拝 し た が 彼 等 の 誰 一 人 か ら も 「 慈 悲 深 く 慈 愛 あま 
ね き ア ッ ラ ー の み 名 に お いて 」 と いう 言葉 を よむ 声 を 聞か な か っ た 。 

伝承 者 の 一 人 シュ ウ バ は 前 記 ハ ディ ー ス を 次 の よう な 追加 の 言葉 と と も に 伝え て いる 

私 は カタ ー ダ に 「 あ な た は それ を アナ ス か ら 聞 いた の か 」 と 尋ね た 。 

する と 彼 は 答え て 「 そ う で す 、 我 々 は それ に つい て アナ ス に 尋ね た 」 と 言っ た 。 

アブ ダ は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ が 次 の 言葉 を 声 を 出し て 詠 論 し て いた と 伝え て いる 

「 あ な た に 栄光 あれ 、 お お アッ ラー、 称 讃 は あな た の も の 、 あ な た の 名 前 は 神聖 に し て 、 あ な た 
の 尊厳 は いと 高 し 、 あ な た 以外 に は いか な る 神 も な し 」 

カタ ー ダ は 書面 で セナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク が 彼 (カタ ー ダ ) に 次 の よう に 語っ た と し て アプ ダ に 
伝え て いる 。 

私 (アナ ス ) は アッ ラー の 使徒 と アブ ー・ バ クル 、 ウ マル 、 ウ スマ ー ン 等 の 背後 で 礼拝 し ま 

し た 。 

彼 等 は いき な り 「 称 讃 は アッ ラー に の み 、 万 世 の 主 」 ( 開 扉 章 ) .…」 と 声 を 出し て 詠唱 し 始め た 
が この 詠唱 の 後 で も 前 で も 「 慈 悲 深 く 慈 愛 あ まね き ア ッ ラ ー の み 名 に お いて 」 と いう 言葉 を 声 を 
出し て 唱え る こと は な か っ た 。 

イス ハー ク ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 彼 が アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク か ら 前 記 と 同じ ハデ ィ ー ス を 聞 
いた と 伝え て いる 。 


バス マラ は 聖典 の 一 部 、 に 関し て 


バス マラ (アッ ラー の み 名 に お いて .…) は クル アー ン 第 9 章 「 改 催 の 章 」 を 除い て は 各 章 の 一 部 分 
で ある と 主張 する 者 の 根拠 
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アナ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

或 る 日 アッ ラー の 使徒 は 我々 と 一 緒 に 座っ て いた 。 

彼 は ほん の 一 時 居眠り を し て それ か ら ほ ほえ みつ つ 頭 を 上 げた 。 

そこ で 我々 は 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 何 故 め か な た は 笑っ た の で すか 」 と 尋ね た 。 

する と 彼 は 答え て 「 今 丁度 私 に 1 章 の 啓示 が 下っ た と ころ で す 」 と 言っ て それ を 詠唱 し た 。 

「 ア ッ ラ ー の み 名 に お いて 、 慈 悲 深く 慈愛 あま ね き 御 方 、 わ れ (アッ ラー) は 溢 (預言 者 ) に カ 
ウサ ル を 与え た り 、 さ れ ば 液 の 主 の た め に 礼拝 し 、 犠 牲 を 奉納 せよ 、 ま こと 液 の 敵 は 恩恵 に 見 放 
され た る 者 よ 」 (クル アー ン 第 108 章 ) 

それ か ら 預 言 者 は 「 あ な た た ち は “ カ ウサ ル " と は 何 か 知 っ て いる か 」 と 尋ね た 。 

我々 は 「 ア ッ ラ ー と その 使徒 の み が そ れ を 知っ て いる 」 と 答え た 。 

ム ハ マ ン ド 様 は それ を 説明 し て 次 の よう に 語っ た 。 

「* カ ウサ ル " と は 至高 に し て 尊厳 に 満ち た アッ ラー が 私 に 約束 され た (天国 の ) 川 の 名 前 で そこ に 
は 恵み が た くさ ん ある 。 

それ は 一 種 の 巨大 な 貯水 槽 で 審判 の 日 に は 信徒 達 が 水 を 飲み に や っ て くる 。 

また そこ に は 大 型 コ ッ プ が 星 の 数 程 も ある 。 

ーー 人 の 信徒 が そこ に 集まっ て いる 人 々 の 群 か ら 引 き 離 され よう と し て いる ( 注 ) 。 

そこ で 私 (ムハンマド ) は 『 我 が 主 よ 、 彼 は 私 の 信徒 の うち の 一 人 で す 』 と いう と 、 主 は 答え 
て 『 流 は あの 者 が 液 の な き 後 (か っ て に ) イス ラー ム に 附 加 物 を 加え た こと を 知ら な い の だ 』 と 
仰せ られ る 」 

と ころ で イブ ン ・ フ ジュ ル は この ハデ ィ ー ス に つい て 次 の よう な 補足 表現 を 加え て いる 。 

「 預 言 者 は 我々 と と も に モス ク の 中 に 座っ て いた 、 主 は 『 液 は 液 な き 後 そ の 者 が 提 造 し た と ころ 
の も の ( ビ ド ア ) を 知ら な い の だ 』 と 仰せ られ た 」 

( 注 ) 未来 の 出来 ご と で あろ う が そ れ を あたかも 眼前 で 起こ っ て いる 如く 描い て みせ る 独特 な 手 
法 

ム フ タ ー ル ・ ビ ン ・ フ ルフ ル は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク よ り 聞 いた と し て 次 の よう に 伝え て いる 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 は 一 時 ま ど ろ ん だ 」 

その 後に つづ く 残 り の ハデ ィ ー ス は 以下 の 表現 上 の 相違 を 除い て 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ で ある 。 
「 そ れ (カウ サル ) と は 至高 に し て 尊厳 に 満ち た 我 が 主 が 天国 に お いて 私 の た め に 約束 され た 川 
で それ に 面 し て 貯水 槽 が ある 」 

だ が 彼 (アナ ス ) は 「 そ こ に 大 型 の カッ プ が 星 の 数 程 も ある 」 こ と に つい て は 言及 し て いな 


礼拝 中 の 両手 の 配置 に つい て 


礼拝 最初 の タク ビー ル ( イ ヘ ラー ム の タク ビー ル ) の 後 は 胸 と お へ そ と の 間 の 位置 で 左手 首 の 上 
に 右手 首 を 軽く 載せ る 姿勢 を と る こと 

また 平伏 の 際 に は 両手 を 両 肩 の 位置 の と ころ で 地面 に つけ る こと 

1 巻 P279 


ワー イル ・ ビ ン ・ フ ジュ ル は 預言 者 の 次 の 動作 を 目撃 し た と 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 に 入る 際 に 両手 を 上 げ タ クビ ー ル を 唱え (その 時 の 手 の 位置 は ハン マー ム 
の 伝え る と ころ に よれ ば 両 耳 の 高 さ まで で ある ) それ か ら 彼 (預言 者 ) は 両手 を 自分 の 着物 で 

包み 、 左 手首 の 上 に 右手 首 を 載せ た 。 

また 彼 は 屈 身 礼 に 入る 際 に は 両手 を 着物 の 中 か ら 出 し 、 両 手 を 上 げ そ れ か ら タ クビ ー ル を 唱え て 
屈 身 礼 を し た 。 

それ か ら 直 立 の 姿勢 に 戻る 時 に 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 し た 者 の 声 を 聞き 給 う 」 と 唱え て 両手 を 

上 げ 、 そ の 後 平伏 し た 際 に は 広げ た 両手 の ひら の 間 で 額 ず き 平 伏 礼 を し た 。 


タ シ ャ ッ フ ド の 言葉 に つい て 


礼拝 に お ける タ シ ャ ッ フ ド (証言 儀礼 ) の 言葉 に つい て ( 注 ) 

( 注 ) この 言葉 は ニラ カー ト の 礼拝 を 終え た 後に 座っ た まま 唱え られ る 。 ま た は 最後 の 正座 礼 の 
際 に も 唱え られ る 

1 巻 P.279-283 


アプ ドッ ラー - ビン - マス ウー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

我々 が アッ ラー の 使徒 の 背後 で 礼拝 し て いた 時 、 我 々 は 次 の 言葉 を 唱え た も の で し た 。 

「 ア ッ ラ ー に 平安 を ! 誰 々 に 平安 を !」 

する と 或 る 日 の こと アッ ラー の 使徒 は 我々 に 「 ア ッ ラ ー こ そ 平 安 そ の も の で は な い の か ! 」 と 仰 
せら れ 、 あ な た 達 の 誰 で も 礼拝 の 際 に 正座 の 姿勢 に 移っ た 時 に は 次 の よう に 唱え る べき で ある と 
指示 され た 。 

「 全 て の 勤 言 と 勤行 と 良き も の は アッ ラー の も の 、 預言 者 よ 、 平 安 と アッ ラー の 慈悲 と 祝福 が あ 
な た の 上 に 、 平 安 は また 我々 と アッ ラー の 誠実 な 下僕 達 (信徒 ) の 上 に も あり ます よう に 「!」 
ここ で 預言 者 は 「 も し 誰か が これ (前 記 末 尾 の 言葉 ) を 唱え れ ば それ は 天地 の 真正 な 各 信 徒 へ の 
祈り と し て 聞き 届け られ る で あろ う 」 と 仰せ られ た が さら に つづ け て 次 の 言葉 を 唱え る べき で あ 
る と し て 指示 し た 。 

「 私 は アッ ラー を 除い て いか な る 神 も 存在 し えな いこ と を 証言 する 、 そ し て また ムハンマド が ア 
ッ ラ ー の 下僕 で あり 使徒 で ある こと を 証言 する 」 

そし て その 後 は 礼拝 者 が 自ら 好む 祈願 の 言葉 を 選ん で それ を 唱え れ ば よい と 預言 者 は 指示 され た 
伝承 者 の 一 人 シュ ウ バ は マン スー ル か ら 伝 聞 し た と し て 前 記 と 同様 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 。 

た だ し 彼 は “その 後 は 礼拝 者 が 自ら 好む 祈願 の 言葉 を 選ん で それ を 唱え れ ば よい "と いう 最後 の 一 文 
に は 言及 し て いな い 。 

この ハデ ィ ー ス は マン スー ル か ら の 伝聞 と し て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 前 記 二 つの ハデ ィ ー ス と 同 
様 に 伝え られ て いる 。 

し か し マン スー ル は この ハデ ィ ー ス の 未 尾 で "その 後 は 礼拝 者 に 自ら 好み 欲す る 祈願 文 の 言葉 を 選 
ば し め よ "と し て 末 段 の 一 文 に 言及 し て いる 。 

アプ ドッ ラー ・ ビン ・ マ スウ ー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

「 我 々 は 礼拝 中 で 預言 者 と 一 緒 に 座っ て いた 」 

残り の ハデ ィ ー ス に つい て は 先 の (マン スー ル の 伝え た ) ハデ ィ ー ス と 同一 で ある 。 

た だ し アブ ドッ ラー は この ハデ ィ ー ス の 未 段 で は "それ か ら 礼 拝 者 は 自分 の 好き な ドア ー (祈願 文 
) を 捧げ て よい "と し て いる 。 

イブ ン ・ マ スウ ー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 丁度 クル アー ン の 1 章 を 教え る 時 の よう に 彼 の 両手 の ひら で 私 の 手 を 握り し め な 
が ら タ シャ ッ フ ド の 言葉 を 私 に 教え て 下さ っ た 。 


そし て イブ ン ・ マ スウ ー ド は タ シ ャ ッ フ ド の 言葉 を 前 記 の ハデ ィ ー ス の 中 で 皆 が 語っ た よう に 語 
っ た 。 

イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 丁度 我々 に クル アー ン の 一 章 を 教え る よう に タ シ ャ ッ フ ド の 言葉 を 次 の よう に 

教え た も の だ っ た 。 

「 全 て の 祝福 に 満ち た 勤 言 と 勤行 と 良き も の は アッ ラー の も の 、 お お 預言 者 よ 、 平 安 と アッ ラー 

の 慈悲 と 祝福 が あな た の 上 に 、 平 安 は また 我々 と アッ ラー の 誠実 な 下僕 達 の 上 に も 、 私 は アッ ラ 

ー の 他 に いか な る 神 も 存在 し な いと 証言 する 、 ま た 私 は ムハンマド が アッ ラー の 使徒 で ある こと 
を 証言 する 」 

と ころ で 伝承 者 の 一 人 イブ ン ・ ル ム フ の 伝え る と ころ で は 単に "クル アー ン を 我々 に 教え た よ 

う に.… と 表現 され て いる 。 

イブ ン ・ ア ッ パ バース は 次 の よう に 伝え て いる 

か つて アッ ラー の 使徒 は クル アー ン の 一 章 を 教え る よう に タ シ ャ ッ フ ド を 教え て くれ た も の で す 

ハッ ター ン ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ ラ カー シー は 次 の よう に 伝え で いる 

私 は アブ ー・ ム ー サ ー・ ア シュ アリ ー と 一 緒 に 礼拝 し て いま し た 。 

そし て 彼 (イマ ー ム と し て の アシ ュ ア リー) が キア ダ (正座 礼 ) に 移っ た 時 、 人 々 の うち の 誰か 

が 0 ( 喜 捨 ) と の 組合 わせ で 命じ られ た も の だ 」 と いっ た 。 

さて アブ ー・ ム ー サ ー は 左右 の タス リー ム (礼拝 最後 の 挨拶 儀礼 ) を 終え て 礼拝 を 済ま せる と 人 
々 の 方 に 向き 直っ て こう いっ た 。 

「 あ な た 達 の うち の 誰が 一 体 か ぐ く か くし か じ か の 言葉 を 口 に し た の か 」 

と ころ が 人 々 は 沈黙 し た まま だ っ た の で 彼 は 重ね て 「 あ な た 達 の うち 誰が 一 体 か く か くし か じ か 
の 言葉 を 口 に し た の か 」 と 尋ね た 。 

し か し 人 々 は 押し 黙っ た まま だ っ た 。 

そこ で 彼 は 「 や ー、 ハ ッ タ ー ン 、 ひ ょ っ と し た ら あ な た が いっ た の で は な い の か 」 と 尋ね た 。 

ハッ ター ン は これ に 対し て 「 い いえ 私 は いっ て いま せん 、 こ の こと で あな た が 私 を 非難 する の で 
は な いか と 秘か に 恐れ て いた と ころ で す 」 と 答え た 。 

する と 一 人 の 男 が 「 私 が いい まし た 、 良 か れ と 思っ て 私 が いい まし た 」 と いっ た 。 

そこ で アブ ー・ ム ー サ ー は 次 の よう に 語っ た 。 

あな た た ち は 礼 拝 の 際 に どう いう べき か 知ら な い の で すか 、 ま こと に アッ ラー の 使徒 は 我々 に 説 

教 さ れ て 我々 の と る べべ き 道 を 明らか に し 我々 に 礼拝 の 仕方 を 教え て 下さ っ た は ず だ 。 

それ に よれ ば 預言 者 は 次 の よう に いっ て いる 。 

「 礼 拝 に 際 し て は 、 ま ず あ な た 達 の 人 列 を まっ すぐ に し な さい 。 

それ か ら あ な た 達 の 内 の 一 人 を あな た 達 を 先導 する イマ ー ム と し な さい 。 

そし て 彼 が タク ビー ル を 唱え た ら あ な た 達 も タク ビー ル を 唱え な さい 。 

彼 が 「.………. あな た の お 怒り を こう むっ た 人 々 の それ で な くま た 迷 え る 人 々 の それ で も な く ( 注 ) 

」 と いっ た ら 、 あ な た 達 は 『 ア ー ミ ー ン 』 と 唱え な さい 。 


お 答え に な る だ ろう 。 


そう すれ ば アッ ラー は あな た 達 に 
て 屈 身 礼 を し た 時 に は あな た 達 も タク ビー ル を 唱え て 屈 身 礼 を し な 


そし て 彼 が タク ビー ル を 唱え 
さい 。 

その 際 に イマ ー ム は あな た 達 よ り 先 に 屈 身 し て また 頭 を 上 げ ま す 。 

また イマ ー ム の それ ぞ れ の 動作 の 間 の 取り 方 と 後に つづ く あ な た 達 の 間 の 取り 方 は 時 間 的 に 等 し 
く な けれ ば な ら な い 。 

さら に 彼 が 『 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 す る 者 の 声 を 聞き 届け 給 う 』 と いっ た 時 は あな た 達 は 『 お お ア 
ッ ラ ー、 我 等 が 主 に こそ 称 讃 が 』 と 唱え な さい 。 

きっ と アッ ラー は あな た 達 の 声 を 聞い て いる で し ょ う 。 

な ぜ な ら ば 自ら 至福 に し て 至高 な る アッ ラー は 自ら の 預言 者 (へ ムハンマド) の 口 を 借り て 『 ア 
ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 す る 者 の 声 を 聞き 届け 給 う 』 と いっ た か ら で あ る 。 

それ か ら 彼 (イマ ー ム ) が タク ビー ル を 唱え て 平伏 し た 時 に は あな た 達 も それ に つづ いて タク ビ 
ー ル を 唱え て 平伏 し な さい 。 

その 際 イ マー ム は あな た 達 より 先 に 平伏 し そし て 頭 を 上 げ る 。 

また 先行 する イマ ー ム の 動作 の 間 の 取り 具合 と 彼 に つづ く あ な た 達 の 間 の 取り 具合 は 時 間 的 に 等 
し いこ と は 当然 で ある 。 

それ か ら イ マー ム が タ シ ャ ッ フ ド を 唱え る た め に 正座 の 姿勢 に な っ た 時 、 あ な た 達 の 誰 も が 最初 
に 唱え る べき 言葉 は 次 の 通り で ある 。 

BN で 

お お 預言 者 よ 、 あ な た の 上 に 平安 が 、 そ し て アッ ラー の 慈悲 と 祝福 が あり ます よう に 。 

Ni i I 
を 除い て いか な る 神 も 存在 し な いこ と を 証言 し ます 。 

また ムハンマド が アッ ラー の 下僕 で か つ 彼 の 使徒 で ある こと を 証言 し ます 』」 

( 注 ) クル アー ン 第 1 章 の 最後 の 言葉 

カタ ー ダ は 同様 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え て いる 。 

スラ イマ ー ン か ら の 伝聞 と し て ジャ リー ル が 伝え た ハデ ィ ー ス の 中 で カタ ー ダ は 次 の よう な 追加 
表現 を 加え て いる 。 

「 も し イマ ー TF A OG TI CENCE 

また 次 の 言葉 は アブ ー・ ア ワー ナ か ら 間 いた と いう アブ ー・ カ ー ミ ル の 伝承 を 除い て 他 の 誰 の 
ハデ ィ ー ス に も み ら れ な い 。 

それ は 「 な ぜ な ら 自 ら 至 福 に し て 至高 な る アッ ラー は 預言 者 の 口 を 借り て "アッ ラー は 彼 を 讃 美 す 
る 者 の 声 を 聞き 届け 給 う "と いっ た の だ か ら 」 と いう 一 文 で ある 。 

と ころ で アブ ー・ イ スハ ー ク (イマ ー ム ・ ム スリ ム の 弟子 ) は アブ ー・ ナ ドル の 姉妹 の 息子 の 
アブ ー・ バ クル が この ハデ ィ ー ス に つい て 批判 的 に 議論 し た と 語っ て いる 。 

その 時 イマ ー ム ・ ム スリ ム は 「 あ な た は スラ イマ ー ン より も 信頼 に 足る ハデ ィ ー ス 伝承 者 が 他 に 
儲 か い る と 思い ます か 」 と 尋ね た し する と アブ ー・ バ クル は イマ ー ム ・ ム スリ ム に 「 ア ブー・ フ 
ライ ラ に よっ て 伝承 され た ハデ ィ ー ス は どう で し ょ うか 、 つ まり 真正 と され て いる "クル アー ン が 


礼拝 中 に 衣 ま れ て いる 時 は あな た 人 達 は た だ 黙っ て 聞き 入り な さい "と いう 一 文 は どう か 」 と 逆 に 質 
問 し た 。 

そこ で イマ ー ム ・ ム スリ ム は 「 そ れ は 私 の 見 解 で も 真正 ハデ ィ ー ス で ある 」 と 答え た 。 

する と アブ ー・ バ クル は 「 で は あな た は 何故 それ を 正伝 集 の 中 に お さめ な か っ た の か 」 と 再び 質 
問 し た 。 

する と イマ ー ム ・ ム スリ ム は それ に 答え て 次 の よう に 語っ た 。 

「 私 は 自分 の 見 解 で 真正 よ す る ハデ ィ ー ス の 全て を この 正伝 集 に お さめ た わけ で は あり ませ ん 。 
私 は 真 偽 の 程 は 問わ ず ハ ディ ー ス 学者 達 が 真正 で あろ うと 合意 を 見 た ハデ ィ ー ス の み を 選ん で 集 
成 し た の で す 」 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て カタ ー ダ に より 次 の よう に 伝え られ た も の で ある 

まこ と 崇高 に し て 栄光 に 満ち た アッ ラー は 預言 者 の 口 を 借り て "アッ ラー は 彼 を 讃 美 し た 者 の 声 を 
聞き 届け 給 う "? と いえ と 命じ た 。 


預言 者 へ の 祝福 に 関し て 


タ シ ャ ッ フ ド の 後 で 預言 者 に 対し 祝福 する こと 
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礼拝 へ の 呼び か け を 夢 で 教え られ た と され て いる アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ザ イド は マス ウー ド ・ ア 
ン サ ー リ ー か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 我々 の 所 に や っ て 来 た 時 我々 は サ ア ド ・ ビ ン ・ ウ バー ダ を 囲ん で 座っ て いま 
じじ だ % 

それ で バシ ー ル ・ ビ ン ・ サ アド が 預言 者 に 尋ね まし た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 至 高 な る アッ ラー は あな た を 祝福 する よう に 我々 に 命じ まし た (クル アー 
ン 第 13 章 56 節 ) が さて どの よう に し て あな た を 祝福 し た ら よ い の で し ょ うか J」 

する と アッ ラー の 使徒 は し ば らく 黙 り 込ん で し まっ た 。 

それ で 我々 は 尋ね な けれ ば よかっ た と 思っ た 程 で し た が や が て アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に 唱え 
な さい と いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 ム ハン マ ド と ムハンマド の 一 族 (誠実 な 彼 の 追随 者 も 含む ) を 祝福 し た まえ 、 
ちょ うど あな た が イブ ラ ヒ ー ム (アブ ラ ハ ム ) の 一 族 を 祝福 し た 如く 、 ム ハン マ ド と ムハンマド 
の 一 族 に 恵み を 垂れ た まえ 、 ち ょ うど あな た が 万 世に お いて イブ ラ ヒ ー ム の 一 族 の 者 に 恵み を 垂 
れ た も うた 如く 、 ま こと に あな た は 称 讃 に 値 し 栄光 に 満ち た お 方 で す 」 

これ に つづ いて 預言 者 は 次 の よう に いっ た 。 

「 そ の 後 は 皆さん も 知っ て いる 左右 の 挨拶 (タス リー ム ) が 来 ま す 」 

イブ ン ・ ア ブー・ ラ イラ は 次 の よう に 伝え て いる 

カ ア ブ ・ ビ ン ・ ウ ジュ ラ は 私 に 会 い 「 あ な た に ちょ っ と し た 贈物 ( 注 ) を さしあげ まし ょ うか 」 
と 言っ て 次 の よう に 語っ た 。 

アッ ラー の 使徒 が 我々 の 所 に や っ て 来 た 。 

そこ で 我々 は 彼 に 次 の よう に 尋ね た 。 

「 あ な た の 上 に 平安 を いか に 祈願 する か は 既に 承知 し て いま す が 、 あ な た を 祝福 する に は どう し 
た ら よ い の で し ょ うか 」 

する と 預言 者 は 次 の よう に 唱え な さい と いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 ム ハン マ ド と ムハンマド の 一 族 を 祝福 し た まえ 、 ち ょ うど あな た が イブ ラ ヒ ー 
ム の 一 族 に 祝福 され た 如く 、 ま こと に あな た は 称 讃 に 値 し 、 栄 光 に 満ち た お 方 で あり ます 。 お 
お アッ ラー、 ム ハン マ ド と ムハンマド の 一 族 に 恵み を 垂れ た まえ 、 ち ょ うど あな た が イブ ラ ヒ ー 
ム の 一 族 に 恵み を 垂れ た も うた 如く 、 ま こと に あな た は 称 讃 に 値 し 、 栄 光 に 満ち た お 方 で す 」 
( 注 ) 物質 的 な プレ ゼン ト で は な い 。 こ こ で は 貴重 な 以下 の ハデ ィ ー ス の こと 、 つ まり 知識 
同様 の ハデ ィ ー ス が ハ カ ム か ら の 伝聞 と し て ミス アル に よっ て 伝え られ て いる 。 

し か し ミス アル の ハデ ィ ー ス に は 「 あ な た に ちょ っ と し た 贈物 を さしあげ まし ょ うか 」 の 一 文 は 
な い 。 


同様 の ハデ ィ ー ス が ハ カ ム に よっ て も 伝え られ て いる 。 

し か し ここ で は 彼 は "ムハンマド に 祝福 あれ "と は 語っ た が "お お アッ ラー" と いう 句 を は ぶ い て いる 
アブ ー・ フ マイ ド ・ サ ー イ ディ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 等 ( 教 友達 ) は アッ ラー の 使徒 に 彼 を いか よう に し て 祝福 すべ きか を 尋ね まし た 。 

それ に 答え て 使徒 は 次 の よう に 唱え よ と いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 ム ハン マ ド と 彼 の 妻 達 及び 子孫 達 を 祝福 し た まえ 、 以 前 あな た が イブ ラ ヒ ー ム 
の 一 族 を 祝福 し た 如く に 、 ま た ムハンマド と 彼 の 妻 達 及び 彼 の 子孫 達 に 恩賜 を 与え た まえ 、 以 前 
に あな た が イブ ラ ヒ ー ム の 一 族 に 恩賜 を 与え た 如く 、 ま こと に あな た は 称 讃 に 値 し 栄光 に 満ち た 
お 方 で す 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

私 に 対し て 一 回 祝福 し た 者 に は アッ ラー が その 者 に 十 回 祝福 され よう 。 


ダス ズミ = ウタ タフ ミー ドド だ 関 じ て 


タス ミー ウ (アッ ラー は 彼 を 誇 え る 者 の 声 を 聞き 届け た も うと 唱え る 言葉 ) と 
タフ ミー ド (お お 我 等 が 主 よ 、 称 讃 は あな た に の み と 唱 える 言葉 ) と 

ター ミー ン (アー ミー ン と 唱え る こと ) に つい て 
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アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 

イマ ー ム が 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃え る 者 の 声 を 聞き 届け た も う 」 と いっ た な ら ば 皆さん は 「 お お 我 
等 が 主 よ 、 称 讃 は あな た に の み 」 と いい な さい 。 

な ぜ な ら ば 彼 の 発声 が 天使 達 の 発声 に 同調 する 時 、 そ の 者 の 過去 の 罪 は 許さ れる か ら で す 。 
同様 の ハデ ィ ー ス が アブ ー・ フ ライ ラ に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 

イマ ー ム が 「 ア ー ミ ー ン ( 注 ) 」 と 唱え た な ら ば あな た た ち も 「 ア ー ミ ー ン 」 と 唱え な さい 。 
な ぜ な ら ば 彼 の ター ミー ン (アー ミー ン と 唱え る こと ) が 天使 達 の ター ミー ン と 同時 に 唱和 す 
る 時 、 そ の 者 の 過去 の 罪 は 許さ れる か ら で あ る 。 

( 注 ) キリ スト 教 で は アー メン と いう 。 「 本 当 に 、 確 か に 」 の 意 で 、 礼 拝 用 語 と し て 言葉 の 末 に 
つけ る 

前 記 ハ ディ ー ス は アブ ー・ フ ライ ラ か ら 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 か ら 次 の 言葉 を 聞い た と し て 伝え て いる 
礼拝 の 際 に あな た 達 の 誰か が 「 ア ー ミ ー ン 」 と 言い 、 天 上 の 天使 達 も また 「 ア ー ミ ー ン 」 と 
ば 一 方 が 他方 に 同調 し ます 。 

こう し た 場合 その 者 の 過去 の 罪 は 許さ れる で し ょ う 。 

アプ ブー・ ラ フラ イラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

あな た 達 の 誰か が 「 ア ー ミ ー ン 」 と いい 、 天上 の 天使 達 も また 「 ア ー ミ ー ン 」 と いえ ば 一 方 が 他 
方 に 同調 し ます 。 

こう し た 場合 その 者 の 過去 の 罪 は 許さ れ ま す 。 

また 別 の 伝承 者 経路 で 同様 の ハデ ィ ー ス が 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう な アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 伝え て いる 

読 主 者 (イマ ー ム ) が 「 あ な た の お 怒り を こう むっ た 人 々 の それ で は な く 、 ま た 迷 え る 人 々 の そ 
れ で も な く 」 (クル アー ン 第 1 章 末尾 の 言葉 ) と いっ た な ら ば 彼 の 背後 の 参列 者 は 「 ア ー ミ ー ン 」 
と 唱え ます 。 

する と 彼 の 発声 は 天 の 住 民 の 発声 に 同調 する こと に な り 、 彼 の 過去 の 罪 は 許さ れる で し ょ う 。 


え 
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礼拝 者 は イマ ー ム に 従う 、 に つい て 


礼拝 者 は イマ ー ム の 作法 に 厳格 に 従う こと べき 
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アス ピン: マー リク は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 が 落馬 し て 彼 の 右 半身 に か すり 傷 を 負っ た 時 だ っ た 。 

我々 は 彼 の 所 に 見 舞 に 行っ た が その 時 礼拝 の 時 刻 と な っ た 。 

それ で 彼 は 座っ た まま の 姿勢 で 我々 の 礼拝 を 先導 し た の で 我々 も また 座っ た まま 彼 の 背後 で 礼拝 
を 済ま せ た 。 

礼拝 が 終る と 彼 は 次 の よう に 語っ た 。 

「 イ マー ム が タク ビー ル を 唱え た ら あ な た 達 も タク ビー ル を 唱え な さい 。 

イマ ー ム が 平伏 し た ら あ な た 達 も 平伏 し な さい 。 

イマ ー ム が 頭 を 上 げた な ら ば あな た 達 も 頭 を 上 げ な さい 。 

『 ア ッ ラ ー は 彼 (アッ ラー) を 讃 美 す る 者 の 声 を 聞き 届け 給 う 』 と イマ ー ム が いっ た な ら ば あな 
た 達 は 『 我 等 が 主 よ 、 称 讃 は あな た に の み 』 と 唱え な さい 。 そ し て イマ ー ム が 座っ て 礼拝 する 時 
は あな た 達 も 皆 座 っ て 礼拝 し な さい 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 落馬 し て か すり 傷 を 負っ た 。 

それ で 彼 は 座っ た まま 我々 の 礼拝 を 先導 され た 。 

以下 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ で ある 。 

アナ スピ ンジ ・ マー リク は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 落馬 し て 右 半身 に か すり 傷 を 負っ た 。 

残り の ハデ ィ ー ス は 前 記 の 二 つ の ハデ ィ ー ス と 同じ で ある 。 

た だ し 次 の この 節 が 加え られ て いる 。 

“ 彼 (イマ ー ム ) が 立っ た 姿勢 で 礼拝 し た 時 に は あな た 達 も 立っ た 姿勢 で 礼拝 し な さい 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 乗馬 し た が 落馬 し て 右 半身 に か すり 傷 を 負っ た 。 

以下 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ で ある 。 

また 次 の よう な 前 記 の 一 節 も み ら れ る 。 

" 彼 (イマ ー ム ) が 立っ た 姿勢 で 礼拝 し た 時 に は あな た 達 も 立っ た 姿勢 で 礼拝 し な さい " 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 落馬 し て 右 半身 に か すり 傷 を 負っ た 。 

残り の ハデ ィ ー ス は 前 記 の ハデ ィ ー ス と 同じ で ある が ここ で は (ユー ヌス 及び マー リク に よっ て 
伝え られ た ) 前 記 の 追加 語句 は み ら れ な い 。 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 病気 で 苦痛 を 訴え て いた 。 


そこ で 教 友 達 の 一 部 が 見 舞 に や っ て 来 た 。 

その 時 アッ ラー の 使徒 は 座っ た まま 礼拝 の 言葉 を 唱え られ た が 彼 等 は 彼 の 背後 で 立っ て 礼拝 の 言 
葉 を 唱え て いた 。 

する と 預言 者 は 彼 等 に 座る よう に 指示 し た の で 彼 等 は 座り まし た 。 

礼拝 が 終る と 彼 は 次 の よう に 語り まし た 。 

「 礼 拝 中 の イマ ー ム に は 従わ ね ば な り ま せん 。 

彼 が 屈 身 し た 時 は あな た 達 も 屈 身 し な さい 。 

彼 が 頭 を 上 げた 時 に は あな た 達 も 頭 を 上 げ な さい 。 

そし て 彼 が 座っ た まま 礼拝 する 時 は あな た 人 達 も 座っ た まま し な けれ ば な ら な い 」 

この ハデ ィ ー ス は 前 記 ハ ディ ー ス の 内 容 と 同じ で ある が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 
ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 病気 で 苦痛 を 訴え て いた 。 

そこ で 彼 は 座っ た まま で 、 ま た 我々 は 彼 の 背後 で 礼拝 する こと に な っ た 。 

そし て アブ ー・ バ クル は 彼 (預言 者 ) の タク ビー ル を 後方 の 人 々 に 伝え る 役目 を し た 。 

する と 預言 者 は 我々 の 方 を 振り 返り 我々 が 立っ て 礼拝 し て いる 姿 を みた の で 彼 は 我々 に 座る よう 
に 手振り で 指示 し た 。 

そこ で 我々 は 彼 の 礼拝 に 合わ せ て 座っ た まま 礼拝 し た 。 

それ か ら 彼 は タス リー ム を 唱え て 礼拝 を 終え た 時 に 次 の よう に いっ た 。 

「 あ な た 達 は 先ほど は ペル シャ 人 や ビザ ンチ ン 人 の 行動 を と る と ころ で し た 。 

彼 等 は 王 達 の 座っ て いる 前 で 立っ て いま す が そ の よう な 行動 を と っ て は な り ま せん 。 

あな た 達 の イマ ー ム の 行動 に 従い な さい 。 

も し イマ ー ム が 立っ て 礼拝 する 時 は あな た 達 も そう すべ きだ し また イマ ー ム が 座っ て 礼拝 する 時 
は あな た 達 も 座っ た まま 礼拝 の 言葉 を 唱え る べき で す 」 

ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 を 先導 され た 。 

この 時 アブ ー・ バ クル は 預言 者 の すぐ 後に いて 彼 が タク ビー ル を 唱え る と それ を 後方 の 我々 に 間 
こえ る よう に 伝え る 役目 を つと め た 。 

この 後 の 残り の ハデ ィ ー ス は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ も の で ある 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え で いる 

あな た 達 は イマ ー ム の 礼拝 作法 に 従う べき で ある 。 

彼 と 違っ た 行動 を と っ て は な ら な い 。 

彼 が タク ビー ル を 唱え た 時 は あな た 達 も タク ビー ル を 唱え な さい 。 

彼 が 屈 身 し た 時 に は あな た 達 も 屈 身 し な さい 。 

彼 が 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 する 者 の 声 を 聞き と どけ 給 う 」 と いえ ば あな た 達 は 「 お お アッ ラー、 
我 等 が 主 、 あ な た に こそ 称 讃 が 」 と 唱え な さい 。 

そし て 彼 が 平伏 する 時 は あな た た ち も 平 伏し な さい 。 

彼 が 座っ た まま 礼拝 する 時 は あな た 達 も 全員 座っ た まま 礼拝 し な さい 。 


同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 に よっ て 伝え られ て いる 。 


イマ ー ム に 先行 せ ぬ こと に 関し て 


タク ビー ル そ の 他 の 礼拝 作法 で イマ ー ム に 先行 し て は な ら な いこ と 
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アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 教え た 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

イマ ー ム に 先行 し て は な ら な い 。 

彼 が タク ビー ル を 唱え た 後に つづ いて あな た 達 も タク ビー ル を 唱え な さい 。 

また 彼 が 上.…………… 和音 み 迷 える 人 々 の それ ( 道 ) で な く 」 ( 注 ) と 詩 ん だ 後に つづ いて あな た た ち 
は 「 ア ー ミ ー ン 」 と 唱え な さい 。 

彼 が 屈 身 し た 後に つづ いて あな た た ち も 屈 身 し な さい 。 

彼 が 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 する 者 の 声 を 聞き と どけ 給 う 」 と 唱え た 後に つづ いて あな た た ち も こ 
う 唱 えな さい 

「 お お アッ ラー、 我 等 が 主 、 あ な た に こそ 称 讃 が 」 

( 注 ) クル アー ン 第 1 章 の 最後 

アブ ー・ フ ライ ラ は は 預言 者 の 言葉 と し て 同様 の ハデ ィ ー ス を 別に 伝え て いる 。 

た だ し ここ で は イマ ー ム の 「 踏 み 迷 える 人 々 の それ ( 道 ) で な く 」 と いう 言葉 に つづ いて あな た 
た ち は 「 ア ー ミ ー ン 」 と いい な さい と いう 一 節 の 後に "また 彼 (イマ ー ム ) より 先 に 決し て 頭 を 上 
げ て は な ら な い " と いう 一 文 を 加え て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

まこ と イマ ー ム は 盾 の よう な も の (背後 の 礼拝 者 の 過失 を 守る 意 ) 。 

彼 が 座っ た まま 礼拝 する 時 は あな た 達 も 座っ た まま 礼拝 し な さい 。 

彼 が 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 する 者 の 声 を 聞き と どけ 給 う 」 と 唱え た ら あ な た た ち は 「 お お ア 

ッ ラ ー、 我 等 が 主 、 あ な た に こそ 称 讃 が 」 と 唱え な さい 。 

な ぜ な ら ば 地上 の 住人 の 言葉 が 天上 の 住人 (天使 ) の 言葉 に 同調 する な ら ば 地上 の 住人 の 過去 の 
罪 は 消滅 する か ら で す 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

まこ と イマ ー ム に は 従わ ね ば な ら ぬ 。 彼 が タク ビー ル を 唱え た な ら あ な た 達 も タク ビー ル を 唱え 
な さい 。 

彼 が 屈 身 し た ら あ な た た ち も 屈 身 し な さい 。 

彼 が 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 する 者 の 声 を 聞き と どけ 給 う 」 と 唱え た ら あ な た 達 は 「 お お アッ ラー 
、 我 等 が 主 、 あ な た に こそ 称 讃 が 」 と 唱え な さい 。 

また 彼 が 立っ て 礼拝 する な ら ば あな た 達 も 立っ て 礼拝 し な さい 。 

彼 が 座っ て 礼拝 する な ら ば あな た 達 も 皆 座 っ て 礼拝 し な さい 。 


イマ ー ム の 代行 者 に 関し て 


座っ た まま の イマ ー 2 の 2 ピス ニニ ここ "ーー 
1 巻 P.290-298 


ウ バ イド ッ ラ ー ・ ビ ン ・ ア プ ド ッ ラ ー は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は アー イシ ャ を 訪ね て 、 彼 女 に アッ ラー の 使徒 の 病状 に つい て 尋ね た 。 
彼女 は 預言 者 の 病状 は 重体 で ある と 答え た 。 
と ころ で 預言 者 が 人 々 は 礼拝 を 済ま せ た か どう か を 尋ね た の で 我々 は 次 の よう に 答え た 。 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 人 々 は 皆 あ な た を 待っ て いま す 」 
する と 彼 は 風呂 桶 に 水 を 用 意 す る よう 命じ た の で それ を 用 意 す る と 彼 は 全身 汰 浴 し た 。 
それ か ら 苦 し そう に 動き だ そう と し た が そこ で 彼 は (高熱 の た め ) 失神 し て し まっ た 。 
その 後 し ば らく し て 意識 を と り も ど し た 時 彼 は 人 々 が 礼拝 を 済ま せ た か どう か また 尋ね た 。 
そこ で 我々 は 次 の よう に 答え た 
「 い いえ 、 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 人 々 は 皆 あ な た を 待っ て いま す 」 
する と 彼 は 再び 風呂 桶 に 水 を 用 意 す る よう 命じ た ( 注 1) 。 
我々 が それ を 用 意 す る と 彼 は 再び それ で 全身 洒 浴 し た 。 
それ か ら 苦 し そう に 動き 出 そ う と し た が そこ で また 彼 は 気 を 失っ て し まっ た 。 
し ば らく し て 意識 を と り 戻 す と 彼 は 人 々 が 礼拝 を 済ま せ た か どう か 再び 尋ね た 。 
そこ で 我々 は 「 彼 等 は 皆 あ な た を 待っ て いま す 」 と 答え た 。 
する と 彼 は も う 一 度 風呂 桶 に 水 を 用 意 す る よう 命じ た の で 我々 は それ を 用 意 し た 。 
それ で 彼 は 全身 汰 浴 を し て それ か ら 苦 し そう に 動き 出 そ う と し た が また また 失神 し て し まっ た 。 
し ば らく し て 意識 を と り 戻 す と 彼 は 人 々 が 礼拝 を 済ま せ た か どう か 再度 尋ね た の で 我々 は 「 皆 あ 
IN と 答え た 。 
ー イ シャ は つづ け て 次 の よう に 語り まし た 。 
1 の 人 人生 の 2 この Ci i 
て 待っ て いま し た 。 
そこ で アッ ラー の 使徒 は 使者 を 遣わ し て アブ ー・ バ クル (アー イシ ャ の 実父 で も ある ) に 礼拝 の 
先導 を 命じ た ( 注 2) 。 
使者 が 彼 (アブ ー・ バ クル ) に アッ ラー の 使徒 が 人 々 を 率い て 彼 に 代 っ て 礼拝 の 先導 を つと め る 
よう 命じ た こと を ロロ 上 する と アブ ー・ バ クル は 繊細 な 神経 の 持 主 で し た の で 「 ウ マル (後に 第 二 
代 カ リフ ) よ 、 あ な た が 人 々 を 率い て 礼拝 を 先導 し て 下さ い 」 と 言っ た 。 
する と ウマ ル は こう 答え た 。 


「 い いえ 、 あ な た こそ それ に ぶ ふさわしい 人 で す 」 
ー イ シャ は さら に つづ け て 次 の よう に 伝え て いる 。 
そこ で アブ ー・ バ クル は それ ら の 日 々 (預言 者 が 重病 に 伏し た 日 々 ) の 間 、 人 々 を 率い て 礼拝 を 
先導 する こと に な っ た 。 
それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は 少し 気分 が 良く な っ た の で アッ パース と も う 一 人 の 男 に 支え られ な が 
I 
その 時 アブ ー・ バ クル が 人 々 を 率い て 礼拝 を 先導 し て いる 最 中 で し た 。 
それ か ら ア ブー・ バ クル は 預言 者 に 気が付い て 後方 に 引き 下がり は じ め た 。 
する と 預言 者 は 身振り で アブ ー・ バ クル に 引き 下がら な いよ う 合 図 し て お 付 の 二 人 に は 「 私 を 
アブ ー・ バ クル の 脇 に 座ら せ て くれ 」 と いっ た 。 
そこ で 二 人 は 預言 者 を アブ ー ・ バ クル の 脇 に 座ら せ た 。 
その 時 アブ ー・ バ クル は 立っ た まま だ っ た が 預言 者 の 礼拝 (イマ ー ム と し て の ) の 言葉 に 従っ て 
礼拝 し て いた 。 
一 方 人 々 は アブ ー・ バ クル の 礼拝 (イマ ー ム と し て の ) の 言葉 に 従っ て や は り 立っ た まま 礼拝 し 
て いた 。 
預言 者 は その 間 座 っ た まま で し た 。 
さら に ウ バ イド ッ ラ ー は 次 の よう に 伝え て いる 。 
私 が アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ バ パー ス を 訪ね た 時 に 私 は 彼 に こう いい まし た 。 

ー イ シャ が 私 に 預言 者 の 病気 に つい て 話し て くれ た こと を あな た に お 伝え し まし ょ うか 」 
する と 彼 (アブ ドッ ラー) は 「 ( 話 を ) つづ け て くれ 」 と いっ た の で 私 は アー イシ ャ の ハデ ィ ー 
ス を 彼 に 伝え た 。 

彼 は この ハデ ィ ー ス に つい て 何 も 否 定 的 な 言葉 を は さま な か っ た が 、 た だ 彼 は 次 の よう な 質問 を 
ビビ た だ た % 
「 ア ッ パ バー ス と 一 緒 に いた も う 一 人 の 男 の 名 前 を アー イシ ャ は あな た に いわ な か っ た か 」 
そこ で 私 が 「 は い 、 い いま せん で し た 」 と 答え る と 彼 は こう いっ た 。 
「 そ れ は アリ ー で す ( 注 3) 」 
( 注 1) 失神 する と 礼拝 に 臨ん で 不可 欠 な 清浄 状態 が 無効 に な り 全 身 汰 浴 を や りな お さ な け れ ば な 
ら な い 。 戻 
( 注 2) 初期 イス ラー ム に お ける イマ ー ム は 単に 宗教 儀礼 上 の リー ダー で ある ば か りか 同時 に また 
世俗 上 の リー ダー で も ある の で 預言 者 は イス ラー ム 信 仰 共同 体 の 聖 俗 両面 の 未来 の リー ダー と し 
て の 資質 を アブ ー・ バ クル の 中 に 認め て いた こと を 意味 する 。 戻 
( 注 3) アー イシ ャ は 彼女 の 名 誉 に か か わる 或 る 過去 の 事件 に 関連 し て アリ ー を 極端 に 嫌っ て いた 
と いわ れ て いる 。 
RA 一 及び ウス マー ン ・ ビ ン ・ ザ イド 及 

ァ ド ル ・ ビ ン ・ ア ッ バ パー ス の 三 人 が 支え た の で 敢えて アリ ー の 名 前 に 言及 し な か っ た と いう 
i 
ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 


アッ ラー の 使徒 が 病気 で 最初 に 倒れ た と ころ は マイ ムー ナ (預言 者 が め と っ た 最後 の 妻 ) の 家 で 
し た 。 
その 時 彼 は 「 病 気 の 間 は アー イシ ャ の 家 で 療養 を つづ けた い 」 と し て 他 の 妻 達 に 了解 を 求め た の 
で 彼女 達 は 彼 に そう する こと を 許可 し た 。 

ー イ シャ は な お つづ け て 次 の よう に 伝え て いる 。 
それ か ら 預 言 者 は 一 方 の 腕 を ファ ドル ・ ビ ン ・ ア ッ バ パー ス の 上 に か け 他 方 の 腕 を も う 一 人 の 男 の 
上 に か け て 礼拝 の た め に 家 の 外 に 出 た が 彼 は 衰弱 し て いて 両足 を 地面 に 引き ずっ て いた 。 
この 話 に 関し て ウ バ イド ッ ラ ー は 次 の よう に 語っ て いる 。 
私 は この ハデ ィ ー ス を イブ ン ・ ア ッ パ ー ス (アブ ドッ ラー) に 語っ た 。 
する と 彼 は 次 の よう 語っ た 。 

ー イ シャ が 名 前 を いわ な か っ た 男 は 誰 だ か わか り ま すか 。 実 は それ は アリ ー な の で す 」 
預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 病気 で 倒れ 病 が 重く な っ た 時 彼 は 妻 達 に 病気 の 問 は 私 (アー イシ ャ ) の 家 に と 
EAN 
それ で 彼女 達 は 彼 に その 許可 を 与え た 。 
それ か ら 彼 は 二 人 の 男 に 支え られ な が ら 礼 拝 の た め に (アー イシ ャ の 部 屋 を ) 出 た が 衰弱 し きっ 
て 両足 を 地面 に 引き ずっ て いた 。 
その 時 彼 は アッ バー ス ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ム ッ タ リプ ブ と も う 一 人 の 男 に よっ て 支え られ て いた 。 
ウ バ イド ッ ラ ー は これ に つい て 次 の よう に 伝え て いる 。 
私 は アー イシ ャ が 語っ た ハデ ィ ー ス を アブ ドッ ラー に 語っ た 。 
する と 彼 は 「 ア ー イ シャ が その 名 前 を 特定 し な か っ た 男 と は 誰か 知っ て いる か 」 と 尋ね た の で 私 
は 「 知 ら な い 」 と 答え た 。 
まる と ど イ マシ ャ アウ パー スズ は | それ は アリ ー で し た 1 と 語っ た 。 
NR 
私 は アッ ラー の 使徒 に その こと (アブ ー・ バ クル を 病気 中 の 預言 者 の イマ ー ム 代行 と し て 指名 す 
る こ OA HE を 試み た ( 注 ) 。 
私 が 何 度 も 預言 者 を 説得 し て 思い 止ま ら せ よ うと し た 理由 は (その 時 ) 人 々 が 預言 者 な き 後 に 彼 
I また も し 誰か が 代 
行 す れ ば 人 々 は 必ず その こと で (預言 者 の 死期 が 近い こと を 感じ と っ て ) 不吉 に 思う だ ろう と 私 
が 考え た か ら で す 。 
だ か ら 私 は アッ ラー の 使徒 が アブ ー・ バ クル を 彼 の イマ ー ム 代行 に 指名 する こと を 思い 止ま っ て 
欲し か っ た の で す 。 

( 注 ) アー イシ ャ は 実父 アブ ー・ バ クル が 預言 者 の 代理 人 に な れ ば イス ラー ム 教 団 国家 の 元首 と 
し て の 重責 に と も な いさ ま ざ ま ね な 心労 と 困難 が 予想 され る の で 親 を 思う 娘 心 か ら 前 も っ て か か る 
重圧 か ら 免 責 し て も ら お うと 考え た 
ア CA 
アッ の 使徒 が 病気 で 倒れ て 私 の 家 に 来 た 時 、 彼 は まわ り の 人 々 に 次 の よう に 命じ た 。 


「 ア ブー・ バ クル に 人 々 の 礼拝 を 先導 する よう に 頼み な さい 」 
私 は そこ で 次 の よう に 申し 上 げた 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 ア ブー・ バ クル (彼女 の 実父 ) は 繊細 な 神経 の 持 主 で クル アー ン を 診 む 時 
に 涙 が 止ま ら な い 程 で す 。 だ か ら ( 荷 が 重 過 ぎ る の で ) 他 の 誰か を 任命 され た 方 が よろ し ゅ う ご 
ざい ます 」 
私 (アー イシ ャ ) は 最初 に アッ ラー の 使徒 の 地位 を 代行 する 者 を 人 々 が きっ と 不吉 に 思う と 考 
え (実父 の ) アブ ー・ バ クル が そう し た 立場 に 立つ こと を アッ ラー に 誓っ て 心から 嫌っ て いた の 
で 二 回 も 三 回 も 預言 者 に アブ ー ・ バ クル の 任命 を 思い 止ま る よう 説得 し た 。 
する と 預言 者 は 次 の よう に 申 さ れ て お 叱り に な っ た 。 

「 ア ブー・ バ クル に 人 々 の 礼拝 の 先導 を させ な さい 。 

まこ と に お 前 達 女 は 預言 者 ユー ス フ を と り 囲 ん だ 女 達 の よう だ ( 注 ) 」 

( 注 ) アブ ー・ バ クル に 対す る 代理 任命 は 原理 原則 の 問題 で ある に も か か わら ず 、 こ の こと で 女 
性 が 口出し を し て 男 の 心 を 意 の まま に し よう と し て いる の は いけ ませ ん の 意 か 

ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 の 容体 が 重く な っ た 時 ビラ ー ル が や っ て 来 て 彼 に 礼拝 時 刻 の 到来 を 知ら せ た 。 
する と 預言 者 は まわ り の 人 々 に 向っ て 彼 に 代わ っ て 人 々 の 礼拝 を 先導 する よう アブ ー・ バ クル に 
命じ な さい と いっ た 。 
そこ で 私 (アー イシ ャ ) は 次 の よう に いい まし た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 ア ブー・ バ クル は 繊細 な 神経 の 持ち 主 で す の で あな た の 代行 を する と な る 
と あま り の こと で ( 麗 細 い 声 に な り ) 人 々 は 彼 の 声 を 聞き と れ な く な る で し ょ う 。 
で すか ら ウ マル に 命じ た 方 が よろ し ゅ う ご ざ いま す 」 
する と 預言 者 は 再び アブ ー・ バ クル が 代 っ て 礼拝 を 先導 する よう 人 々 に 命じ た 。 
そこ で 私 は ハフ サ (ウマ ル の 娘 で 預言 者 の 妻 の 一 人 ) に 私 の 意向 と し て アッ ラー の 使徒 に 次 の よ 
うに 進言 する よう に 頼ん だ 。 

「 ア ブー・ バ クル は 繊細 な 神経 の 持 主 な の で あな た (預言 者 ) の 代行 を する と な る と あま り の こ 
と で 姜 縮 し て し まい 人 々 は 彼 の 声 を 聞き と れ な く な る で し ょ う 。 
で すか ら ウ マル (ハフ サ の 実父 ) に お 命じ に な っ た 方 が よろ し ゅ う ご ざ いま す 」 
する と アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に いっ て お 叱り に な っ た 。 

「 お 前 達 女性 は まこ と 預言 者 ユー ス フ の と り ま き の 女 達 と 同じ よう な こと を する 。 
アブ ー・ バ クル に 礼拝 の 先導 を させ な さい 」 
そこ で アブ ー・ バ クル は 遂に 礼拝 の 先導 を 引き 受け させ られ る こと に な っ た 。 
こう し て 礼拝 が 始ま る と アッ ラー の 使徒 は 少し 気分 が 良く な っ た 。 
そこ で 彼 は 起き 上 が り 二 人 の 男 に 支え られ な が ら 礼 拝 に 向かっ た が 衰弱 の た め に 大 地 に 両足 を 引 
きず っ て いた 。 
彼 が モス ク の 中 に 入っ て 行く と アブ ー・ バ クル は その 気配 を 感じ て 席 を ゆず っ て 後方 に 引き さ が 
ろう と し た 。 
し か し アッ ラー の 使徒 は "その まま で よい "と 手 で 合図 し つつ アブ ー ・ バ クル の 左側 に や っ て 来 て そ 


こ に 座っ た 。 
こう し て 預言 者 は 座っ た まま 礼拝 を 先導 し アブ ー・ バ クル は 立っ た 姿勢 で 預言 者 の 礼拝 に 従い 、 
そし て 後方 の 人 々 は アブ ー・ バ クル の 礼拝 に 従っ た 。 
アア マシ ュ は 別 の 伝承 者 経路 に よっ て 同様 な ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 。 
と ころ で アッ ラー の 使徒 が それ が も と で 他界 する こと に な っ た 病気 で 倒れ た 時 伝承 者 の 一 人 、 イ 
ブン ・ ム ス ヒ ル の 語る 所 に よれ ば 次 の よう に な る 

「 預 言 者 は 彼 (アブ ー・ バ クル ) の 脇 に 連れ て こら れ て そこ に 座ら せら れ た 。 
そし て 預言 者 は 人 々 を 先導 し て 礼拝 し た が 、 そ の 際 ア ブー ・ バ クル は 後方 の 人 々 に 聞こ える よう 
に タク ビー ル を 伝え た 」 
また イー サー の 語る と ころ に よれ ば 次 の よう で あっ た 。 

「 そ し て 預言 者 は 座り 人 々 を 先導 し て 礼拝 し た 。 
その 際 に アブ ー・ バ クル は 彼 の 脇 に いて 後方 の 人 々 に タク ビー ル を 聞こ える よう に 伝え た ( 注 ) 
」 

( 注 ) 以上 の ハデ ィ ー ス は 前 出 の 礼拝 者 は イマ ー ム の 作法 に 従う べき こと と いう ハデ ィ ー ス に み 
られ る 規定 の うち で イマ ー ム が 座っ て 礼拝 する 場合 は 一 般 信 徒 も 座っ て 礼拝 すべ し と する 規定 を 
廃棄 し て いる 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 彼 が 病気 の 間 ア ブー ・ バ クル に 人 々 の 礼拝 を 先導 する よう に 命じ た 。 
そこ で アブ ー・ バ クル は 人 々 を 先導 し て 礼拝 し た 。 
さら に その 後 の 出 来 事 は ウル ワ が 次 の よう に 伝え て いる 。 

アッ ラー の 使徒 は 少し 気分 が 良く な っ た の で 床 を 離れ て モス ク に 出かけ た 。 
その 時 アブ ー ・ バ クル は 人 々 を 導い て 礼拝 中 で し た が 預言 者 の 姿 を 見 て 後方 に 引き さがり は どじ 
め た 。 
する と アッ ラー の 使徒 は も と の 位置 に 戻っ て よい と 手振り で 合図 し た 。 
それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は アブ ー ・ バ クル の 脇 に 並ん で 座り まし た 。 

DN i i 
に 従っ て 礼拝 し た の で し た 。 
アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 伝え て いる 
アブ ー・ バ クル は アッ ラー の 使徒 が 病床 に ある 間 人 々 を 導い て 礼拝 し て いた 。 
預言 者 が 他界 し た 月 曜日 も そう で し た 。 
人 々 は 礼拝 の た め に 整列 し て いま し た 。 
その 時 アッ ラー の 使徒 は アー イシ ャ の 部 屋 の カー テン を 開け て 私 達 の 方 を 見 まし た 。 
彼 は そこ に 立っ て いま し た が 顔 は クル アー ン の 一 頁 の よう に 光り 輝い て いま し た 。 
それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は 楽し そう に 微笑 され た 。 
私 達 は 礼拝 の 途中 で し た が 、 ア ッ ラ ー の 使徒 が 我々 の 所 に 出 て こら れ た こと で 喜ぶ あま り 混 乱 し 
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・ バ クル は アッ ラー の 使徒 が 礼拝 の た め に 出 て こら れる と 思っ て 、 人 々 と 同列 に 引き さ が 


っ て 礼拝 すべ く 貴 を 用 いて 後ずさり を し た 。 

し か し アッ ラー の 使徒 は 人 々 に 向っ て "あな た 達 の 礼拝 を 最後 まで つづ け よ "と 手振り で 合図 し た 。 
それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は 部 屋 に 入り カー テン を お ろ さ れ た 。 

そし て その 日 の うち に アッ ラー の 使徒 は 他界 され た 。 

と ころ で アナ ス は 次 に よう に 伝え て いる 。 

私 が アッ ラー の 使徒 を 最後 に 見 た の は 月 曜日 で 彼 が カー テン を 開け た 日 で し た 。 

と ころ で 前 記 の ハデ ィ ー ス の 方 が より 完璧 で 完結 し て いる こと は 明らか で ある 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク か ら の 伝聞 と し て 伝え られ て 
いる 。 

た だ し ここ で は 「 そ れ は 月 曜日 だ っ た が ..….」 と ある 。 

アナ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 預言 者 は 三 日 間 我々 の 前 に 顔 を 出さ な か っ た 。 

礼拝 が まさ に 始ま ろう と し て いた 時 アブ ー・ バ クル は 礼拝 を 先導 する た め に 一 歩 前 に 進み 出 よう 
と し て いた 。 

その 時 アッ ラー の 預言 者 が カー テン を 上 げた 。 

我々 に は アッ ラー の 預言 者 の 顔 が は っ きり と 見 えた が それ は 今 ま で に 我々 が 見 た こと も な い 程 お 
慕 わ し い ご 尊 顔 で し た 。 

さて 預言 者 は アブ ー・ バ クル に その まま 一 歩 前 に 進み 出る よう 手振り で 指示 し 、 そ れ か ら カ ー テ 
ン を お ろ し た 。 

その 後 我 々 は 彼 が 他界 する まで その お 姿 を 見 る こと は な か っ た 。 

アブ ー・ ム ー サ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 病気 に な り 容 体 が 重く な っ た 時 こう 言っ た 。 

「 ア ブー・ バ クル に 命じ て 人 々 の 礼拝 を 先導 せしめ な さい 」 

する と アー イシ ャ は こう 言っ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 ア ブー ・ バ クル は 感じ や すい 男 で す 。 

あな た の 立つ べき 場所 に 立っ た と し て も (あま り の 悲し み の あ まり ) 彼 は 人 々 を 先導 し て 礼拝 を 
する ご と が で き な い で し ょ う 」 

する と 預言 者 は 次 の よう に 仰せ られ た 。 

「 ア ブー・ バ クル に 命じ て 人 々 の 礼拝 を 先導 せしめ よ 。 

まこ と に お 前 達 女 性 は 預言 者 ユー ス フ を と り ま いた 女 達 の よう だ 」 

か くし て アブ ー・ バ クル は アッ ラー の 使徒 の 存命 中 に 人 々 の 礼拝 を 先導 し た わけ で ある 。 


イマ ー ム が 遅れ た と き に 関し て 


も し イマ ー ム が 遅れ た 場合 、 人 々 は 別 の イマ ー ム を 立て る こと が で きる 、 
た だ し その こと に よっ て 何 か も め ご と が 起 る 恐れ が ある 場合 は 別 で ある 
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サハ ル ・ ビ ン ・ サ アド ・ サ ー イ ディ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は アム ル ・ ビ ン ・ ア ウフ 一 族 の も と に 彼 等 の 間 の も め ご と の 調停 を 計る べく 出 か 
け て 留守 だ っ た が 丁度 礼拝 の 時 刻 と な っ た 。 

そこ で ム ア ッ ジン (礼拝 告知 人 ) が アブ ー ・ バ クル の 所 に や っ て 来 て 次 の よう に いっ た 。 

「 あ な た が 人 々 の 礼拝 を 先導 な さい ます か 。 
先導 する の で あれ ば 私 は イカ ー マ (礼拝 直前 の 小 ア ザー ン ) を 詠唱 し ます 」 
そこ で アブ ー・ バ クル は 「 先 導 す る 」 と 答え それ か ら 礼 拝 を 始め た 。 

と ころ が 人 々 が こう し て 礼拝 し て いる 最 中 に アッ ラー の 使徒 が そこ へ 戻っ て 来 て 人 々 の 列 に 加わ 
つっ だ 。 
人 々 は この こと を アブ ー・ バ クル に 知ら せる た め に 手 を た た いた 。 

し か し アブ ー・ バ クル は 礼拝 中 で それ に 気付 きま せん で し た 。 
そし て 人 々 が な お も 激しく 手 を た た いた 時 、 よ う や く 彼 は 振り 向い て 、 そ こ に アッ ラー の 使徒 を 
見 まし た 。 
する と アッ ラー の 使徒 は 彼 に 手振り で “その 場 に に と どまり な さい "と 合図 し まし た 。 
アブ ー・ バ クル は この よう を 場合 に どう すべ きか 以前 に アッ ラー の 使徒 に よっ て 命ぜ られ て いた 
作法 に 従っ て 両手 を 高々 と 上 げ ア ッ ラ ー を 讃え た 。 
それ か ら ア ブー・ バ クル は 人 々 の 列 に 並ぶ まで 自ら 後退 し 、 そ し て アッ ラー の 使徒 が 一 歩 前 に 踏 
み 出 し て 人 々 の 礼拝 を 先導 し た 。 
礼拝 が 終了 する と 預言 者 は こう 尋ね た 。 

「 ア ブー・ バ クル よ 、 な ぜ 私 が 命じ た よう に その まま 留まら な か っ た の か 」 
アブ ー・ バ クル は 次 の よう に 答え た 。 

「 ア ブー・ ク ハー ファ の 息子 (つま り 自 分 自身 の こと ) ( 注 ) に は アッ ラー の 使徒 の 面前 で 人 々 
の 礼拝 を 先導 する 権利 な ど あ り ま せん 」 
それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は まわ り の 人 々 に 向かっ て こう いっ た 。 

「 私 は あな た 達 が 激しく 手 を 打っ て 音 を た て る 姿 を 見 まし た が 、 あ れ は 一 体 何 で すか 、 も し 礼拝 
中 の 誰か に 何 か が 起こ っ て それ を 知ら せる 時 は "偉大 な る 我 が 主 に 讃 あ れ " と 声 を 出し て 言い な さい 
な ぜ な ら ば それ を 口 に すれ ば その 者 は 必ず 人 々 の 注意 を 引く こと に な る で し ょ う 。 
言葉 で な く 手 を 打っ て 伝達 する こと は 女性 だ け に 限り ます 」 

( 注 ) アブ ー・ バ クル は クラ イシ ュ 族 の タイ ム 家 に 属し 父 の 名 を アブ ー・ ク ハー ファ と 称し た 
この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 同様 に 伝え られ て いる が 次 の 言葉 に 表現 上 の 相違 が 


ある 。 

“アブ ー・ バ クル は 彼 の 両手 を 上 げ て アッ ラー を 讃え 、 背 後 の 列 に お さま る まで 後ずさり し た * 
サハ ル ・ ビ ン ・ サ アド ・ サ ー イ ディ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は も め ご と を 仲裁 する た め に アム ル ・ ビ ン ・ ア ウフ 一 族 の 所 に 出向 いた 。 

残り の ハデ ィ ー ス は 次 の 追加 表現 を 除い て 同じ で ある 。 

“それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 が そこ へ や っ て きた 。 

そし て 彼 は 列 を 分 け な が ら (礼拝 の ) 最前 列 ま で 進ん だ 。 

そし て アブ ー・ バ クル が 後ずさり を し て 最前 列 の 線 ま で 後退 し た " 

ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ は 彼 が アッ ラー の 使徒 に 同行 し て タブ ー ク の 戦い に 出かけ た 時 の 出来 
事 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が ファ ジュ ル (日 の 出前 ) の 礼拝 の 前 に "用 た し "に 出 ら れ た の で 私 は 水 の 入 っ た 電 
を 持っ て 途中 まで 彼 に つい て 行き まし た 。 

それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 が 私 の 所 に も どっ て 来 た 時 、 私 は 彼 の 両手 に 春の 水 を 注ぎ まし た 。 

彼 は これ で 両手 を 三 回 洗い その 後 で 顔 を 洗い まし た 。 

その 後 彼 は 外 三 の 袖口 を た ぐっ て 腕 ま くり を し よう と し た が 袖口 が きつ か っ た の で 一 端 外 三 の 内 
側 に 両手 を 入れ て ( 両 腕 を 袖 か ら 抜 いて ) 両 腕 を 外 仁 の 下 か ら 出し て 肘 の 所 まで 水洗 し た 。 
その 後 彼 は クッ フ ( 皮 製 の 靴下 ) の 上 か ら 清 浄 行為 の 儀式 (ぬら し た 手 で つま 先 か ら 足 の 甲 に か 
け て な で る ) を 行っ た 。 

それ か ら 彼 は 礼拝 に 出向 いた 。 

そこ で 私 も 彼 と と も に 移動 し た 。 

し か し 人 々 は 既に アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ウフ を イマ ー ム に 立て て 礼拝 を 始め て いま 
じじ 大 。 

アッ ラー の 使徒 は ニラ カー ト の うち の 後半 の ラ カ ー ト に 間に合っ た の で 人 々 と と も に 最後 の ラ カ 
ー ト (日 の 出前 の 礼拝 は ニラ カー ト で 完結 する ) の 礼拝 を し た 。 

そし て アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン が 左右 の タス リー ム (挨拶 儀礼 ) を 唱え て 礼拝 を 終え た 時 アッ ラー 
の 使徒 は 彼 に 残さ れ た ラ カ ー ト を その まま つづ け て 礼拝 を 完結 させ る た め に 立ち 上 が っ た 。 

この こと は その 場 に 居合 わせ た 信徒 達 を いた く 狼 狼 さ せ 彼 等 は その 間 に 、 た だ ロ 々 に "アッ ラー に 
称 讃 あれ "と いう 言葉 を 繰り 返し た 。 

それ か ら 預 言 者 は 彼 の 礼拝 を 済ま せ た 後 で 人 々 に 向かっ て 次 の よう に いっ た 。 

「 あ な た 達 は よく や り ま し た 」 

或いは 彼 等 が 決め られ た 時 間 に 礼 拝 を 済ま せ た こ と を 喜ん で 「 あ な た 達 の と っ た 行為 は 正しい 」 
と も いっ た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 な 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

し か し ここ で は 次 の 言葉 が 追加 され て いる 

私 (ムギ ー ラ ) は アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ウフ を 後方 に 下がら せよ うと 思っ た 。 

し か し 預言 者 は 「 彼 に その まま つづ けさ せな さい 」 と 仰せ られ た 。 


礼拝 中 の 注意 喚起 の 手打 ち に 関し て 


も し 礼拝 中 に 何 か が 起こ っ た 場合 に 男性 は 声高 に タス ビー フ (偉大 な る 我 が 主 に 讃え あれ と 唱え 
る こと ) を 唱え 、 

女性 は 手 を 打っ て 知ら せる べき で ある こと 

1 巻 P.300-301 


アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

(礼拝 中 に 何 か 起 っ た 場合 ) タス ビー フ は 男性 の た め 、 手 打ち は 女性 の た め の 伝 達 法 で ある 。 
伝承 者 の 一 人 ハル マラ は イブ ン ・ シ ハー ブ が 彼 に 語っ た と し て 次 の 言葉 を 加え て いる 。 

私 (イブ ン ・ シ ハー ブ ) は 多く の (後代 の ) 律 法学 者 が タス ビー フ を 唱え か つ 身 振り で 合図 し て 
いる 現場 を みた 。 

この ハデ ィ ー ス は アブ ー・ フ ライ ラ か ら の 伝聞 と し て 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ て いる 
同様 な ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ て いる 。 

し か し ここ で は “礼拝 中 に (タス ビー フ は 男性 の た め ) "と いう 言葉 が 加え られ て いる 。 


礼拝 は 完璧 に する こと に 関し て 


礼拝 は さち ん と 完璧 に う や う や し く 捧 げ る こと 
1 巻 P.301-302 


アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 
或 る 日 アッ ラー の 使徒 は 礼拝 を 先導 し それ が 終る と 私 達 の 方 に 向き 直り こう いっ た 。 
「 や ー そこ の 誰 々 さん 、 な ぜ あ な た は 礼拝 を バラ ンス 良く 上 手 に 捧げ な い の で すか 、 礼 拝 者 は 
た だ 自分 自身 の た め 礼拝 し て いる と いう だ け で 自分 が いか に 礼拝 し て いる か を な ぜ 見 よう と は し 
な い の で すか 。 
私 は アッ ラー に 誓っ て (礼拝 中 に ) あたかも 眼前 に いる 人 を 見 る よう に 自分 の 後方 (つま りあ な 
た 達 ) を も 見 て いま す 」 
アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 
「 あ な た 達 は 私 (預言 者 ) が キ ブ ラ (マッ カ の カー バ 神 殿 の 方 角 ) ば か り 見 て いる と 思い ま 
すか 。 
アッ ラー に 誓っ て あな た 達 の 屈 身 礼 も 平伏 礼 も 私 に は 隠し 通せ ませ ん 。 
OA RE 
アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 預言 者 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

屈 身 札 も 平伏 札 も し っ か り と や りな さい 。 
アッ ラー に 折っ て 、 た と え あ な た 人 達 は 私 の 背後 に いて も 私 は 見 て いま す 」 
A 
「 あ な た 達 が 屈 身 し た り 平 伏し た 時 に も 私 は 背中 越し に 見 て いま す 」 
ア 3 し て 伝え て いる 
「 屈 身 礼 と 平伏 礼 を きち ん と や りな さい 。 
アッ ラー に 誓っ て 私 は 背中 越し に いか に あな た 達 が 屈 身 し 、 い か に あな た 達 が 平伏 し た か を ちゃ 
ん と 見 て いま す 」 
或いは サイ ー ド の 伝承 で は 「 あ な た た ち が 屈 身 し 、 あ な た 達 が 平伏 し た 時 (あな た た ち を 見 て 
いる ) 」 と ある 


イマ ー ム より 先行 を 禁止 する こと 


イマ ー ム に 先んじ て 屈 身 し た り 平 伏し た りす る こと 及び これ ら に 類する 行為 は 禁じ られ て いる 
1 巻 P.302-303 


アナ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

或 る 日 アッ ラー の 使徒 は 我々 の 礼拝 を 先導 し て いま し た 。 

そし て 彼 が 礼拝 を 終え る と 彼 は 我々 の 方 に 向き 直っ て こう いっ た 。 

「 人 々 よ 、 私 は あな た 達 の イマ ー ム で す 。 

だ か ら 私 より 先 に 屈 身 し た り 平 伏し た り 立ち 上 が っ た り 、 顔 を 左右 に 向け た り し て は な り ま 
せん 。 

な ぜ な ら ば 私 は あな た 達 を 眼前 に 見 て いる の で す 。 

また 、 私 の 背後 に いる 者 も 見 て いま す 」 

それ か ら 彼 は さら に こう 言っ た 。 

「 ム ハン マ ド の 命 が そ の み 手 に ある お 方 (アッ ラー) に 誓っ て 、 も し 万 一 あな た 達 が 私 が 見 た も 
の を 見 る こと が 出来 る な ら ば あな た 達 は きっ と ほん の 少し し か 笑わ ず た くさ ん 泣く こと に な る 
で し ょ う 」 

そこ で 人 々 は 尋ね た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ あ な た は 何 を みた の で すか 」 

これ に 答え て 彼 は こう いっ た 。 

「 私 は 楽園 と 火 獄 を 見 まし た 」 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 前 記 ハ ディ ー ス と 同様 に アナ ス に よっ て 伝え られ て 
いる 。 

し か し 伝承 者 の 一 人 ジャ リー ル の 伝え た えた ハディース に は " 顔 を 左右 に 向け る .…" と いう 一 節 は な い 。 
アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 (平伏 礼 の 際 に ) イマ ー ム より も 先 に 頭 を 上 げ る 者 は アッ ラー が その 者 の 首 を ろば の 頭 に 変え 
て し まわ れる こと を 恐れ な い の か 」 

アブ プー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と 伝え て いる 

「 礼 振 中 に イマ ー ム より 先 に 頭 を 上 げ る 者 は アッ ラー が 彼 の 姿 を ろば の 姿 に 変え て し まわ れ な い 
と いう 保証 は な い の だ 」 

この ハデ ィ ー ス は 別 な 伝承 者 経路 を 経て 前 記 の ハデ ィ ー ス 同様 に アブ ー ・ フ ライ ラ に よっ て 伝え 
られ て いる が 、 伝 承 者 の 一 人 ラビ ー ウ ・ ビ ン ・ ム スリ ム に よっ て 伝え られ た 部 分 だ けが 違っ て 
いる 。 

それ は "アッ ラー が 彼 の 顔 を ろば の 顔 に し て し まわ れる "と いう 部 分 で ある 。 


礼拝 中 の 静粛 さと 整列 に つい て 


礼 排 中 は 静粛 さ を 守 る こと が 命じ られ て お り 、 手 で 合図 し た り 、 タ スリ ー ム (左右 の 挨拶 礼 ) を 
唱え る 際 に 手 を 上 げ る こと 等 は 禁じ られ て いる 、 

また 礼拝 の 人 列 は 前 の 方 か ら 先 に 順 々 に 列 を 整え 隙間 を 空け な いこ と 

及び 礼拝 は 集団 で 行う べき こと 

1 巻 P303-305 


ジャ ー ビ ル ・ ビ ン - サム ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 私 達 の と ころ に や っ て 来 て 次 の よう に 言っ た 。 

「 (タス リー ム の 際 ) 私 は あたかも 落ち 着き の な い 馬 の 尾 の よう に あな た 達 が 手 を 上 げ る 姿 ( 注 
) を 見 か けた が 、 こ れ は 一 体 ど うし た と いう の だ 、 礼 拝 中 は 静粛 に し な さい 」 

さら に ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 語っ た 。 

その 後 預言 者 は 再び 我々 の 所 に や っ て 来 た 。 

その 時 我々 が 車 座 に な っ て あちこち に 座っ て いる と ころ を 見 て 彼 は 次 の よう に 言っ た 。 

「 あ な た 達 は その よう に ば ら ば ら に 散ら ば っ て いる が これ は 一 体 ど うし た こと で すか 」 

ジャ ー ビ ル は さら に 次 の よう に 語っ て いる 。 

それ か ら そ の 後 ま た 預言 者 が 我々 の 所 に や っ て 来 て こう 言っ た 。 

「 な ぜ あ な た 達 は 天使 達 が 主 の お 側近 く で 隊列 を 組む よう に 整列 し な い の で すか 」 

そこ で 我々 は こう 尋ね た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 天 使 達 は 主 の お 側近 く で どの よう に 隊列 を 整え る の で し ょ うか J」 

する と 預言 者 は 答え て こう いっ た 。 

「 前 の 方 の 列 か ら 先 に 順次 整え て ゆき 、 か つ 列 に は 隙間 を 空け な いよ うに 詰め て 並び ます 」 

( 注 ) 恐らく 通常 の 日 常 の 挨拶 を する よう に 左右 に 座っ て いる 者 に 対し て 敬礼 を し た の で は な い 
か と 思わ れる 

同様 な ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アア マシ ュ に よっ て 伝え られ て いる 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ル マ は 次 の よう に 伝え て いる 

我々 は アッ ラー の 使徒 と と も に 礼拝 中 で し た が 礼拝 の 終わ り に あたっ て “あな た 方 の 上 に 平安 と ア 
ッ ラ ー の 慈悲 が あり ます よう に "、 

“あな た 方 の 上 に 平安 と アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に "と 左右 に 挨拶 儀礼 (タス リー ム ) を 唱え 
た が その 際 に 或 る 者 が 手 を 上 げ て 両 脇 の 者 に 向かっ て 手振り で (実際 に ) 挨拶 し た 。 

する と アッ ラー の 使徒 は こう いっ た 。 

「 あ な た 達 は 落着 き の な い 馬 の 尾 の よう に 手 を 上 げた が その 手 で 一 体 何 を 指し 示 そ うと いう 

の か 。 

誰 で あれ (両手 は ) 太 肢 の 腔 の 上 に 置い て 左右 の 者 に 向かっ て 挨拶 する だ け で 充分 な の で す 」 
ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 礼拝 し まし た 。 


我々 は 礼拝 最後 の 挨拶 儀礼 を 唱え る 際 に "あな た 方 の 上 に 平安 が あり ます よう に 。 
あな た 方 の 上 に 平安 が あり ます よう に "と 左右 に 唱え な が ら 手 振り を 交え て 挨拶 を し た 。 
する と アッ ラー の 使徒 は 我々 の 方 を 見 て 次 の よう に 申 さ れ た 。 

「 な ぜ あ な た 達 は 高々 と 上 っ た 落着 き の な い 馬 の 尻尾 の よう に あな た 達 の 手 を 上 げ て 指し 示す の 
で すか 。 
あな た 達 は 誰 で も 挨拶 儀礼 を 唱え る 際 に は 顔 だ け を 左右 に 両 脇 の 同胞 に 向け れ ば それ で よい 。 
決し て 手振り な ど を 交え て は な ら な い 」 


集団 礼拝 で の 整列 に 関し て 


集団 礼拝 に お いて は 人 列 を 一 直線 に 揃え る こと 、 

その 際 に 最前 列 が 最も よい が 順次 それ に つづ く 前 の 列 が 好ま し いこ と 、 
最前 列 へ の 割込み 競争 の こと 

また 徳 の ある 者 を 前 列 に 使 先 する こと 、 

及び 彼 等 を イマ ー ム の そば に 近づけ る こと 

1 巻 P.305-308 


アブ ー・ マ スウ ー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 中 我々 と 肩 を 接し て 並ん だ も の で し た 。 

そし て 次 の よう に いっ て いた 。 

「 列 を まっ すぐ に し な さい 。 

で こ ぼ こ で は いけ ませ ん 。 

な ぜ な ら ば あな た 達 の 心 の 中 に 不 和 が 生じ る か ら で す 。 

あな た 達 の うち で 最も 落ち 着き が あり 分 別 の ある 人 々 を 私 の そば に 近づけ な さい 。 

それ か ら 順 次 彼 等 に つぐ 人 々 を 後方 に 配置 し な さい 」 

さら に アブ ー・ マ スウ ー ド は こう いっ て いま す 。 

“ (預言 者 の 時 代 と 比べ る と ) 今日 で は 皆さん は ひど く 不 揃い に 並ん で いま す ”" 

同様 な ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

アブド ッ ラ ー ・ ビン - マス ウー ド は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 落 ち 着 き が あっ て 思慮 深い 人 々 を 私 の そば に 近づけ な さい 。 

その 後方 に は 彼 等 に つぐ 人 々 を 順次 配置 し な さい (と 三 回 繰り 返さ れ た ) 。 

また 市 場 の 喧嘩 を (モス ク 内 に ) 持ち 込む 者 に 気 を つけ な さい 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 仰せ られ た と し て 伝え て いる 

「 あ な た 達 の 人 列 を 一 直線 に 揃え な さい 。 

な ぜ な ら ば 人 列 を 整え る こと は 完璧 な 礼拝 の た め の 一 つの 条件 で ある か ら で す 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 仰せ られ た と し て 伝え て いる 

「 人 列 を 揃え な さい 。 私 は 自分 の 背後 か ら あ な た 達 を 見 通す こと が で きる の で す よ 」 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ム ナッ ピ フ は 次 の よう に 伝え て いる 

この ハデ ィ ー ス は アブ ー ・ フ ライ ラ が アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 伝え た えも の で ある が 彼 が 述べ 
た いく つか の ハデ ィ ー ス の 中 で 次 の よう な 言葉 を 伝え て いる 。 

「 礼 拝 で は 人 列 を 整え な さい 。 

な ぜ な ら ば 人 列 を 一 直線 に 揃え る こと は 立派 な 礼拝 の 一 条件 で ある か ら で す 」 

ヌ ウ マー ン ・ ビ ン ・ バ シー ル は アッ ラー の 使徒 か ら 次 の よう な 言葉 を 聞い た と し て 伝え て いる 
「 あ な た 達 の 人 列 を 一 直線 に 揃え な さい 。 さ も な くば アッ ラー は あな た 達 の 間 に 不 和 を 生じ せ し 
め る で し ょ う 」 


ヌ ウ マー ン ・ ビ ン ・ バ シー ル は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 我々 の 人 列 を 一 直線 に 整え る こと を 常 と し て いた 。 
あたかも それ ら の 人 列 を も っ て 矢 の 歪み を も 調整 で きる 程 に (独特 の 誇張 表現 ) 一 直線 に 揃え た 
も の だ っ た 。 
こう し た 訓練 は 我々 が 彼 か ら 完 全 に 学び と っ た と 彼 が 確認 する まで つづ いた 。 
そん な 或 る 日 の こと 預言 者 が 礼拝 の た め の に 出 て 来 て 先頭 に 立ち まさ に タク ビー ル を 唱え て 礼拝 
を 開始 し よう と し た 時 一 人 の 男 の 胸 元 が 列 か ら 突 び 出 し て いる こと に 気付 いた 時 に 次 の よう に 爺 
せら れ た 。 
「 ア ッ ラ ー の 下僕 (信徒 ) 達 よ 、 あ な た 達 の 人 列 を 整え な けれ ば な り ま せん 、 さ も な くば アッ ラ 
ー は きっ と あな た 達 の 間 に 不 和 を 起こ させ る で し ょ う 」 
同様 な ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 
アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 も し 人 々 が どん な に 卓越 し た 美徳 が 礼拝 へ の 呼び か け の 中 に あり 、 ま た 礼拝 の 最前 列 に 立つ こ 
と の 中 に ある か を 知る な ら ば 、 た と え 最 前 列 に 並ぶ チャ ンス が くじ 引き で し か 決め られ な いと し 
て も 彼 等 は 断然 そう し た で あろ う 。 
また も し 彼 等 が 最初 の タク ビー ル か ら 礼 拝 に 加わ る 美徳 を 知る な ら ば 、 彼 等 は きっ と 先 を 競っ 
て (遅れ る こと な く ) 最初 か ら 礼 拝 に 加わ ろう と する だ ろう 。 
また も し 彼 等 が 夜間 の 礼拝 と 日 の 出前 の 礼拝 の 美徳 を 知る な ら ば 、 彼 等 は 必ず それ ら の 礼拝 に や 
っ て くる だ ろう 。 
た と え ず っ て で も 造っ て で も 参加 する だ ろう 」 

ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 何人 か の 教 友 達 の 間 に 礼 拝 の お 勤め に 気 乗り し な いか の ご と く 後 方 に さがる 者 
を みて と っ て 次 の よう に 仰せ られ た 。 
「 前 の 方 に 出 て き て 私 の 先導 に 従い な さい 。 
また 後 か ら 来 る 者 に は あな た 達 の 先導 に 従わ せな さい 。 
勤行 に 尻込み し つづ ける 民 は アッ ラー が 最後 に 彼 等 か ら み 恵み を 剥奪 され る で あろ う 」 
また 同様 な ハデ ィ ー ス を 別 な 伝承 者 経路 を 経て アブ ー ・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 次 の よう に 伝え て 
いる 
アッ ラー の 使徒 は モス ク の 後方 に いる 人 々 を 見 て か ら 前 記 の ハデ ィ ー ス を 語ら れ た 。 
アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 あ な た 達 か 、 ま た は 彼 等 が 最前 列 に お ける 礼拝 の 優れ た 美徳 を 知る な ら ば 、 ( 先 を 争う ) 混雑 
の た め に きっ と くじ 引き と いう こと に な る だ ろう 」 
また イブ ン ・ ハ ルプ ブ の 表現 で は 次 の よう に 伝え て いる 。 
「 最 前 列 を 占め る た め に は くじ 引き で 決め る 外 は な い だ ろ う 」 
アプ ブ プー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 男 性 に と っ て 最も 良い 列 は 最前 列 で あり 、 最 も 悪い 列 は 最後 列 で ある 。 
i SCR RE 合 ) で あり 、 最 も 悪い 列 は 


最前 列 で ある 」 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て スハ イル に よっ て 伝え られ て いる 。 


礼拝 で の 男女 の 整列 順に つい て 


女性 は 男性 の 後方 で 礼拝 すべ きこ と 、 
また 平伏 の 姿勢 か ら 頭 を 上 げ る 際 に は 女性 は 男性 より 先 に 上 げ な いこ と 
1 巻 P.308 


サハ ル ・ ビ ン ・ サ アド は 次 の よう に 伝え て いる 
貧困 の た め に 充分 な 大 き さ の 布地 を 所 持 す る こと が で き な い た め 丁 度 子 供 達 が よく や る よう に 腰 
巻 の 端 と 端 と を 中 頭 衣 風 に 首 の 所 で 結ん だ だ け の 姿 で 礼拝 し て いる 男 達 を 預言 者 の 後方 で 私 は 目 
還 も また 。 
する と 誰か が 次 の よう に 叫び まし た 。 

「 女 の か た が た よ 、 男 の か た が た が 頭 を 上 げ て し まう まで 頭 を 上 げ て は な ら ぬ ( 注 ) 」 

( 注 ) 着物 の 丈 が 短 か す ぎ て 男性 が 頭 を 下げ て いる 間 は や や も する と 大 腺 な ど 元 来 被覆 され る ベ 
き 身 体 部 分 が 露出 し た た めで ある 。 

この ハデ ィ ー ス は 多く の ムスリム が 未だ 食し か っ た イス ラー ム 布 教 初 期 の 話 と 言わ れ て いる 


女性 の モス ク 礼 拝 に 関し て 


不道徳 な こと を 引き 起す 恐れ が な い 限 り 女 性 が モス ク に 行く こと は 許さ れる が 
決し て 香水 を つけ て モス ク に で か け て は な ら な いこ と 
1 巻 P.308-311 


サー リム は 父 (アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル ) か ら 聞 いた 預言 者 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て 
いる 
女性 ( 妻 や 娘 な ど ) が あな た 達 に モス ク に 出かけ る こと で 許可 を 求め た 時 は 、 そ れ を 拒否 し て は 


な ら な い 。 
サー リム は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル ( 父 ) か ら 聞 いた アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう 
に 伝え て いる 


「 あ な た 達 の 身内 の 女性 が モス ク に 出かけ る 許可 を 求め た ら そ れ を 拒む こと な か れ 」 

この イブ ン ・ ウ マル (サー リム の 父 ) の 伝承 を 聞い て ビラ ー ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (イブ ン ・ 
ウマ ル の 皿 子 ) は 

「 わ た し ら は アッ ラー に 誓っ て 許し ませ ん 」 

と いっ た の で イブ ン ・ ウ マル は ビラ ー ル (息子 ) に 向き 直っ て これ まで 私 (サー リム が 一 度 も 聞 
いた こと も な い 程 の 悪口 雑言 を 彼 に あび せ か け て こう いっ た 。 

「 私 は お 前 に アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 伝え た だ け な の に 、 お 前 は “アッ ラー に 誓っ て わた し ら は 許 
し ませ ん "と は 一 体 何事 で すか ( 注 ) 」 

( 注 ) 治安 の 悪い 時 に は 女性 は 家 で 礼拝 すべ き で ある と いう 預言 者 の 別 の 勧告 が ビラ ー ル の 頭 に 
は あり 、 一 方 イブ ン ・ ウ マル の 方 は 治安 は 良好 と いう 認識 の 上 に 立っ て お り 、 

や や も する と イス ラー ム 以 前 の 部 族 慣 習 に 基づい て 女性 の 外出 が 不当 に 制限 され る こと を 心配 し 
て いた 

イブ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 ア ッ ラ ー の 下 女 達 (女性 信徒 ) が アッ ラー の 礼拝 所 (モス ク ) に 出かけ る こと を 拒ん で は な ら 
な い 」 

イブ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 か ら 伝聞 し た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 あ な た 達 の 身内 の 女性 が モス ク へ 出かけ る 許し を 請う た な ら ば それ を 許可 し な さい 」 

イブ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 女 性 が 夜間 に モス ク に 出向 く こ と を 禁じ て は な ら な い 」 

する と アブ ドッ ラー ・ ビ ン ・ ウ マル の 息子 の 一 人 (つま り 自 分 の 息子 ) が こう 言っ た 。 

「 我 々 は 決し て 彼女 達 を 外出 させ な い 、 な ぜ な ら ば 彼女 達 は 夜間 の モス ク へ の 外出 を 口実 に し て 
堕落 の 道 に 染 る か も 知れ な いか ら で す 」 

する と イブ ン ・ ウ マル は 彼 (息子 ) を 激しく 叱っ て こう 言っ た 。 

「 私 は アッ ラー の 使徒 が か くい っ た と し て 伝え て いる の に お 前 は 、 我 々 は 彼女 達 の 外出 を 許さ 
な い 、 と は 何事 で すか 」 


同様 の ハデ ィ ー ス が アア マシ ュ に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

イブ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 夜 間 に モ スク に 出かけ る こと を 女 達 に 許可 し な さい 」 

する と その 名 を ワー キ ド と いう 彼 (イブ ン ・ ウ マル ) の 息子 が こう いっ た 。 

「 そ れ な ら 彼 女 達 は 間違い を 犯す で し ょ う 」 

そこ で 彼 (イブ ン ・ ウ マル ) は 彼 (息子 ) の 胸 を た た き 次 の よう に いっ た 。 

「 私 は お 前 に アッ ラー の 使徒 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる の に お 前 が それ を 否認 する と は 何事 で 
すか 」 

イブ ン ・ ウ マル は 父 か ら の 伝聞 と し て アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 

「 女 性 が モス ク に 出かけ る 許可 を 求め て 来 た ら 彼女 達 の チャ ンス を 奪っ て は な ら な い 」 

する と ビラ ー ル (イブ ン ・ ウ マル の 息子 ) は 次 の よう に いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 我々 は 断固 と し て 彼女 達 の 外出 を 阻止 する 」 

そこ で アプ ドッ ラー (イブ ン ・ ウ マル ) は こう 言っ た 。 

「 私 は アッ ラー の 使徒 が か くい っ た と し て 伝え て いる の に お 前 は “我々 は 断じて 阻止 する "と 言い 張 
る の か 」 

ザイ ナブ ・ サ カフ ィ ヤ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 あ な た 達 女 性 信徒 は 誰 で も イシ ャ ー (夜間 ) の 礼拝 に 参加 する 際 に は その 夜 の 香水 を 控え な 
さい 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル の 妻 ザ イナ ブ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て 
いる 

「 あ な た 達 女性 信徒 は 誰 で も モス ク に 赴く 時 は 香水 を つけ て は な り ま せん 」 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 香 を た き し め た 女性 は 誰 で あれ 、 イ シャ ー (夜間 ) の 礼拝 に 我々 男性 と 一 緒 に 参加 すべ き で は 
な い 」 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン の 娘 ア ムラ は 預言 者 の 妻 の アー イシ ャ が 語っ た と し て 次 の よう に 伝え て 
いる 

も し アッ ラー の 使徒 が (今日 ) 女性 達 が 生活 の 中 に 取り 入れ た 新しい も の (アク セ サ リ ー や 香水 
な ど ) を 見 た な ら ば きっ と 彼女 達 が モス ク に 赴く こと を 禁じ た で あろ う 。 

あたかも それ は イス ラ エ ル の 民 の 間 で も 女 達 が 礼拝 所 に 赴く こと を 禁じ られ た 事情 と 同じ よ 
うだ 。 

そこ で 私 (アム ラ か ら こ の ハデ ィ ー ス を 聞い た 伝承 者 ) は アム ラ に "イス ラ エ ル の 女 達 は 礼拝 所 に 
赴く こと を 禁じ られ た の で すか "と 尋ね た 。 

する と 彼女 は "そう で す " と 答え た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 


有声 礼拝 の 読 謀 の 強弱 に つい て 


有声 礼拝 に お いて 声高 に 謡 む ゆえ に 何 か 騒乱 の も と に な る 恐れ が ある 時 は 
中 位 の 声 で クル アー ン を 論 む こと 
1 巻 P.311-312 


イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

至高 な る アッ ラー の 次 の 言葉 「 液 (ムハンマド ) の 祈り を 声高 に 唱え る こと な か れ 、 さ り と て あ 
まり 低く 唱え て は な ら ぬ 」 (クル アー ン 第 17 章 20 節 ) は アッ ラー の 使徒 が マッ カ で 身 を 隠し て い 
た 時 に 下っ た も の で し た 。 

か つて 預言 者 が 礼拝 で 教 友達 を 先導 し て いた 時 クル アー ン を 声高 に 詩 ん だ 。 

それ で 多神教 徒 達 が これ を 聞い た 時 彼 等 は クル アー ン と それ を 啓示 し た 者 と 啓示 され た 者 と を の 
の し っ た 。 

そこ で 至高 な る アッ ラー は 預言 者 に 次 の よう に 命じ た 。 

「 礼 拝 に お いて 多神教 徒 に も 聞え る ほど 声高 に クレ アー ン を よむ こと な か れ 、 さ り と て また 教 友 
達 が 聞き 取れ な い ほ ど に 声 を ひそ め て も いけ な い 。 

教 友達 に クル アー ン を 読ん で 聞か せな さい 。 

し か し それ を 声高 に 唱え る の で は な く 高 くも な く 低 くも な い 中 間 の 声 で 唱え な さい 」 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

荘厳 に し て 至高 な る アッ ラー の 啓示 「 液 の 祈り を 声高 に 唱え る こと な か れ 、 さ り と て あま り 低 く 
唱え て は な ら ぬ 」 (クル アー ン 第 17 章 20 節 ) の 一 節 は 礼拝 で は な く ド アー (祈願 ) に 関連 し て 啓 
示さ れ た も の で ある 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ヒシ ャ ー ム に よっ て 伝え られ て いる 。 


クル アー ン 読 謡 の 拝聴 に つい て 


クル アー ン 読 諾 の 拝聴 
1 巻 P.312-313 


「 波 (ムハンマド) の 舌 を 動か さ な く と も よい .………… 」 (第 75 章 16 節 以下 ) と いう アッ ラー の 
葉 に 関し て イブ ン ・ ア ッ パ バ パース は 次 の よう に 伝え て いる 
か つて 天使 ジブリール が 預言 者 に アッ ラー の 啓示 を 伝え た 時 、 彼 (預言 者 ) は その 言葉 を 即座 に 
覚え こも うと し て 彼 の 舌 と 口 び る を (も ぐも で ぐ ) 動か し た も の だ っ た 。 
これ は 彼 に と っ て 負担 の か か る も の で その 様子 は 彼 の 顔 付 に あり あり と 認め られ た 。 
そこ で 至高 な る アッ ラー は 次 の よう な 趣旨 の 啓示 を 下 し た 。 

「 あ せっ て 溢 の 舌 を 動か さ な く と も よい 」 と は "啓示 を 覚え こも うと し て あせ っ て "の 意味 で ある 。 
また 「 そ れ を 集め それ を 論 み 聞か せる の は まさ に われ (アッ ラー) の 任務 で ある 」 と は "それ を 
光 (ムハンマド ) の 胸中 に 集め それ を 府 み 聞か せる 任務 は まさ に アッ ラー の 側 に ある の だ か ら 没 
は た だ それ を (受動 的 に ) 諭 め ば よい "の 意味 で ある 。 
また 「 さ れ ば われ が それ を 斉 ん だ 時 、 液 は それ に つづ いて 調 め 」 の 意味 は 自明 だ が さら に アッ ラ 
ー は ( 別 な 所 で ) 次 の よう に 述べ て いる 。 

「 わ れ は それ を 啓示 し た り 、 さ れ ば 液 は それ に 注意 し て 聞き 入る べし 」 
そこ で 最後 に 「 そ れ を 解き 明か す の も まさ に われ の 任務 な り 」 と は " 液 の 言語 に よっ て それ を 解き 
明か す " の 意味 で ある 。 
この よう に し て 預言 者 は 天使 ジブ リー ル が 彼 の も と に 降り て 来 た 時 に は 沈黙 を 守り 、 ジ ブリ ー ル 
が 立ち 去っ た 後に な っ て か ら (アッ ラー が 彼 に 約束 され た よう に ) それ を 論 む よう に な っ た 。 
「 あ せっ て 流 (ムハンマド ) の 舌 を 動か さ な く と も よい 」 と いう アッ ラー の 言葉 ( 注 1) に つい て 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 次 の よう に 伝え て いる 
か つて 預言 者 は 啓示 を 受け と め る 際 に 、 そ れ を 記憶 し よう と し て 負担 を 感じ あせ っ て も ぐも ぐ と 
両 口 び る を 動か し て いた 。 
そし て イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 私 (サイ ー ド ・ ビ ン ・ ジ ュ バ イル ) に 「 ア ッ ラ ー の 使徒 が 両 口 び る 
を 動か し た よう に 私 も 動か し て み ま す 」 と いっ た 。 
それ か ら サ イー ド も 「 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス が 動か し た よう に 私 も 動か し て み ま す 」 と いっ て 彼 は 
実際 に 両 口 び る を 動か し た ( 注 2) 。 
さて 至高 な る アッ ラー は 以下 の 啓示 を 下 し た 。 「 あ せっ て 液 の 舌 を 動か さく と も よい 、 そ れ を 集 
めそ れ を 診 み 聞か せる の は まさ に われ (アッ ラー) の 任務 で ある 」 

つま り " 液 の 胸中 に それ を 集め それ か ら 液 が それ を 診 む "の 意 で ある と イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は い 
2 だ 。 

「 さ れ ば われ が それ を 褒 ん だ 時 次 は それ に つづ いて 諦め 」 と は "た だ 黙っ て 注意 深く 聞き な さい 、 
その 後 で 液 が それ を 府 め る よう に 計ら う の は われ の 側 の 任務 で ある "と いう 意味 で ある と イブ ン 
・ ア ッ バ ー ス は いっ た 。 


Dl 


こう し て 天使 ジブ リー ル が アッ ラー の も と に 天下 っ た 時 アッ ラー の 使徒 は 黙っ て 天使 の 伝え る 啓 
示 に 注意 深く 聞き 入り ジブ リー ル が 立ち 去っ た 後 で 天使 が 議 ん だ ご と くに それ を 褒 ん だ 。 

( 注 1) クル アー ン 第 75 章 16-19 節 

( 注 2) サイ ー ド は ムー サー・ ビ ン ・ ア ブー・ ア ー イ シャ に 対し て 動か し て みせ た 


日 の 出前 の 礼拝 に 関し て 


日 の 出前 の 礼拝 で は クル アー ン を 声 を 出し て 府 む こと と ジン に 対す る クル アー ン の 読 褒 
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イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 自ら すす ん で ジン に 対し て クル アー ン を 褒 ん で 聞か せ た わ け で は な か っ た し 、 
また それ まで それ ら を 見 る こと も な か っ た ( 注 1) 。 

さて アッ ラー の 使徒 は 数 人 の 教 友 を 伴っ て ウ カ ー ズ の 定期 市 (マッ カ と ター イフ の 間 に あ る 場所 
で 巡礼 の 直前 に 年 一 回 の 定期 市 が 開か れ た ) を 目ざし て 出かけ た 。 

その 時 悪魔 達 と 天 の 情 報 と の 間 に は 既に 障害 が あり ( 注 2) (その 情報 を さ ぐ ろ うと する ) 悪魔 達 
の 上 に は 流れ 星 が 投げ つけ られ た 。 

そこ で 悪魔 達 は 止む な く 仲 間 の 所 に 戻っ て 行っ た が 仲間 達 は こう いっ た 。 

「 一 体 君 達 は どう し た の だ 」 

そこ で 例 の 悪魔 の 一 団 は 次 の よう に 語っ た 。 

「 お れ 達 と 天 の 情 報 と の 間 は へ だ て られ て いて それ を 聞き た く と も 流れ 星 が 投 げ つ けら れ て 近 づ 
け な い の だ 」 

する と 仲間 達 は こう いっ た 。 

「 そ れ は 何 か 重大 な こと が 起 っ た か ら に ちがい な い 。 大 地 の 東 か ら 西 の すみ ずみ まで 旅 し て 我々 
と 天 の 情 報 と の 間 に な ぜ 防 害 が ある の か 調べ よう 」 

こう し て 彼 等 は 大 地 の 東 か ら 西 の すみ ずみ まで 旅 す る た め に 出発 し た 。 

ティ ハー マ (紅海 沿岸 地域 ) に 向かっ た 一 団 が ウ カ ー ズ の 市 場 を めざし て ナ フ ル と いう 所 を 通 
た 時 、 そ こ で 預言 者 が 教 友達 を 先導 し て ファ ジュ ル (日 の 出前 ) の 礼拝 を し て いた 。 

そこ で 悪魔 達 は クル アー ン の 読 諾 を 聞き 、 じ っ と それ に 耳 を 傾け て いた が こう いっ た 。 

「 こ れこ そ 我 々 と 天 の 情 報 と を へ だ て て いた 原因 だ ( 注 3) 」 

そし て 彼 等 は 仲間 の 所 に 帰り こう いっ た 。 

「 お い 皆 の 衆 、 我 々 は 本 当 に 和 驚く べき クル アー ン を 聞い た 。 そ れ は 我々 を 正しい 道 に 導い て くれ 
る も の だ 。 

だ か ら 我 々 は それ を 信じ 、 我 々 の 主 に は 何 も の も 配 す まい ぞ 」 

この 時 崇高 に し て 偉大 な る アッ ラー は 預言 者 ムハンマド に 次 の 啓示 を 下さ れ た 。 

「 い っ て や る が いい 、 私 に こう 啓示 され た と 。 ジ ン の 一 団 が (クル アー ン に ) 聞き 耳 を 立て た 
」 (第 72 章 1 節 ) 

( 注 1) 次 の 話 の 筋 で は 預言 者 が 明らか に ジン の た め に クル アー ン を 論 ん で 聞か せ た り ジン と 出 会 
っ て いる と ころ か ら み て この ハデ ィ ー ス は 極め て 初期 の も の で あろ う 

( 注 2) 預言 者 出現 以前 に 人 々 は ジン の 力 を 借り た 占星 術 師 や 巫 言 者 な ど を 通じ て 神託 を 受け て い 
る も の と 信じ て いた 。 

と ころ が イス ラー ム の 出現 に よっ て 神託 は 全て クル アー ン を 通じ て 行わ れる よう に な りこ の た め 


古い 神託 者 達 は 皆 黙っ て し まっ た 。 

こう し た 事情 を 説明 し よう と し て いる 

( 注 3) つま り 天 の 啓示 は 全て クル アー ン 一 本 に し ぼら れ て し まっ た と いう わけ 

ダウ ー ド は アー ミル か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

私 (アー ミル ) は アル カマ に イブ ン ・ マ スウ ー ド が ジン の 夜 (預言 者 が ジン に 会 っ た 夜 ) に ア 
ッ ラ ー の 使徒 と 一 緒 だ っ た か どう か 尋ね まし た 。 

する と アル カマ は 次 の よう に いっ た 。 

私 は イブ ン ・ マ スウ ー ド に 「 あ な た た ちの うち で 誰が ジン の 夜 に アッ ラー の 使徒 と 一 緒 で し た か 
」 と 尋ね た 。 

する と イブ ン ・ マ スウ ー ド は いっ た 。 

いい え 誰 も 、 し か し 私 達 は 或 る 夜 (その 夜 ) アッ ラー の 使徒 と 一 緒 で し た が 彼 を 見 失っ て し まい 
まし た 。 

それ で 私 達 は ワ ジ (油谷 ) や 山道 な ど を 捜し まわ り ま し た 。 

その 時 我々 は こう いっ た も の で し た 。 

「 彼 は ジン に よっ て 連れ 去ら れ た か 或いは 密か に 殺さ れ て し まっ た に ちがい な い 」 

i 

ころ が 夜 が 明け た 時 どう で し ょ う 彼 は ヒラ ー 山 の 方 か ら や っ て 来る で は あり ませ ん か 。 

時 MR 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 私 達 は あな た を 見 失っ て し まい 、 ず っ と 捜し て いま し た が つい に 見 つけ だ 
すこ と が で きま せん で し た 。 

それ で これ まで に な い 最 悪 の 夜 を 過 し まし た よ 」 

する と 預言 者 は こう いっ た 。 

「 私 の と ころ に ジン の 使い が 呼び に や っ て 来 た の で 彼 と 一 緒 に 出かけ ジン の 仲間 に クル アー ン を 
調 ん で 聞か せま し た 」 

それ か ら 彼 (ムハンマド ) は 我々 を 連れ て 出かけ ジン の 仲間 が 残し た 跡 と 彼 等 が 使っ た 火 の 跡 
を 我々 に 見 せ た 。 

と ころ で 彼 等 ジン の 仲間 達 は 預言 者 に 彼 等 の 食料 に つい て 尋ね た (と いう ) 。 
彼 は それ に 答え て こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 名 が 唱え られ た 全て の 骨 が あな た 達 (ジン ) の 食糧 で ある 。 

それ が あな た 達 の 手 に 落ち た 時 、 そ れ は 肉 で 被 わ れる こと で し ょ う 。 

また らく だ の 義 は あな た 達 の 家畜 の えさ で ある 」 

そん な わけ で アッ ラー の 使徒 は 我々 に こう いっ た 。 

「 こ れ ら の 骨 と 糞 を (あな た 方 の ) 大 小便 の 後 始末 の た め に 使っ て は な ら な い 。 

な ぜ な ら ば それ ら は あな た 方 の 兄弟 (ジン ) と 彼 等 の 家畜 の 食料 な の だ か ら 」 

ダウ ー ド は 前 記 ハ ディ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 を 経て “ 彼 等 の 使っ た 火 の 跡 を 見 せ た " ま で を 伝え て 
いる 。 

また シャ アビ ー は "彼ら ジン 達 は 彼 等 の 食糧 に つい て 預言 者 に 尋ね た が 彼 等 は アラ ビア 半島 の ジン 


で あっ た "と し 、 以 下 は 前 記 ハ ディ ー ス を 最後 まで 伝え て いる 。 

また シャ アビ ー の 言葉 は アブ ドッ ラー の ハデ ィ ー ス か ら 直 接 伝え られ た も の で ある 。 

アブ ドッ ラー は 前 記 の 預言 者 の ハデ ィ ー ス の うち で "彼ら の 使っ た 火 の 跡 を 見 せ た " ま で 伝え た が 残 
り の ハデ ィ ー ス に つい て は 何 も 言 及 し て いな い 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 次 の よう に いっ た 

「 私 は ジン の 夜 、 ア ッ ラ ー の 使徒 と 一 緒 に いな か っ た 。 

し か し 私 は あの 時 彼 と 一 緒 に いた な ら な あと 願っ た 次 第 で す 」 

マ ア ヌ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

私 ( マ ア ヌ の 父 ) は マス ルー ク に 「 ジ ン 達 が クル アー ン を 聞い た 夜 、 誰 が 預言 者 に (使い と し て 
) 知ら せ た の で すか 」 と 尋ね まし た 。 

する と マス ルー ク は 「 あ な た の お 父さん の イブ ン ・ マ スウ ー ド が 私 に 語っ た と ころ に よれ ば 一 本 
の 木 が 預言 者 に 知ら せ た と の こと で す 」 と 答え た 。 


ズ フ ル と アス ル の 礼拝 に 関し て 


ズ フ ル (昼過ぎ ) と アス ル (午後 ) の 礼拝 中 の クル アー ン 読 謀 に つい て 
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アブ ー・ カ ター ダ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 私 達 を 導い て 礼拝 する 時 ズ フ ル と アス ル の 礼拝 の 最初 の 二 つ の ラ カ ー ト ( 屈 身 
礼 を 一 回 含ん だ 礼拝 構成 単位 ) で は クル アー ン の 開 扉 章 (第 1 章 ) と 他 の 二 つ の 章 を 調 み まし た 。 
そし て その 時 私 達 に 時 々 クル アー ン の 一 節 を 声 を 出し て 聞か せま し た ( 注 ) 。 

また ズ フ ル の 礼 振 で は 最初 の ラ カ ー ト を 二 番 目 の ラ カー ト よ り 長く する の が 常 で し た 。 

また 彼 は 日 の 出前 の 礼拝 で も 同じ よう に 礼拝 し まし た 。 

( 注 ) ズ フ ル と アス ル は 各自 が 低音 で 礼拝 の 言葉 を 唱え る べき 礼拝 で ある る が 、 こ こ で は 礼拝 の 言 
葉 を 信徒 に 教え る た め に 預言 者 は あえ て 声高 に 調 ん だ の で ある ろう 

アブ ー・ カ ター ダ は 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は ズ フ ル と アス ル の 礼拝 に お いて 最初 の ニラ カー ト で 開 扉 章 と 他 の 一 章 を 調 み 、 時 々 我々 
に その 一 節 を 声 を 出し て 聞か せ 残 り の ニラ カー ト で は 開 扉 章 の み を 詩 み まし た 。 

アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

我々 は アッ ラー の 使徒 が ズ フ ル と アス ル の 礼拝 で どれ だ け 長 く キ ヤー ム (直立 礼 ) を する か 計り 
まし た 。 

ズ フ ル の 最初 の ニラ カー ト で は 「 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ タ ンズ イー ル 」 で 始ま る クル アー ン 
第 32 章 ( 全 30 節 ) を 府 む 長 さ で あり 、 後 半 の ニラ カー ト で は その 半分 の 長 さ で し た 。 

また アス ル の 礼拝 の 最初 の ニラ カー ト で は ズ フ ル の 後半 の ニラ カー ト の 長 さ に 相当 し 、 ア スル の 
後半 の ニラ カー ト で は その また 半分 の 長 さ て し た 。 

し か し この ハデ ィ ー ス 伝承 者 の 一 人 アブ ー・ バ クル は 「 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ タ ンズ イー ル 
」 (で 始ま る クル アー ン ) と 述べ る か わり に 単に "30 節 を 読む 長 さ "で ある と いっ た 。 

アプ ブー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は ズ フ ル の 礼拝 の 最初 の ニラ カー ト の うち の 各 ラ カー ト を クル アー ン の 30 節 を 読む 長 さ で 
詩 み 、 後 半 の ニラ カー ト の 各 ラ カー ト で は 15 節 を 詩 む 長 さ も し く は 最初 の 半分 の 長 さ で 計 ん だ 。 
また アス ル の 礼拝 で は 最初 の ニラ カー ト の 各 ラ カー ト で 15 節 、 後 半 の ニラ カー ト の 各 ラ カー ト で 
は その 半分 の 長 さ で 詩 ん だ 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 次 の よう に 伝え て いる 

クー ファ の 住民 が 司令 官 の サ ア ド の こと で カリ フ の ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ に 訴え た 。 

彼 等 は サ ア ド の 礼拝 の 仕方 の こと で 訴え た の だ が その た め ウ マル は サ ア ド に 使者 を 送っ た の で サ 
アド は ウマ ル の 所 に や っ て 来 た 。 

そこ で ウマ ル は 人 々 が 彼 ( サ ア ド ) の 礼拝 の こと で 非難 し て いる 点 を 彼 に 説明 し た 。 

する と サ ア ド は こう いっ た 。 

「 私 は 彼 等 を 先導 し て ( 注 1) アッ ラー の 使徒 が 礼拝 し た 通り に 礼拝 し て いま す 。 


省略 し た り は し て いま せん 。 
私 は 彼 等 を 先導 し て 最初 の ニラ カー ト は 長く 後半 の ニラ カー ト を 短く し た だ け で す 。」 
そこ で ウマ ル は こう 言っ た 。 

「 ア ブー・ イ スハ ー ク ( サ ア ド の 紳 名 ) よ 、 そ れこ そ 私 が あな た に つい て 考え て いた こと で す ( 
注 2) 」 

( 注 1) 初期 イス ラー ム に お いて は 礼拝 で の イマ ー ム が 即 信徒 集団 の 政治 的 軍事 的 リー ダー で あ 
っ た 

( 注 2) つま りあ な た は 私 が 考え て いた 通り の お 人 で す の 意 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ドル ・ マ リク ・ ビ ン ・ ウ マ ィ ル に よっ て 伝え られ 
て いる 。 
ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は ウマ ル が サ ア ド に 次 の よう に 言っ た と し て 伝え て いる 

「 人 々 が 礼拝 の こと を は じ め と し て 全て の こと に つい て あな た に 不平 を いっ て いる 」 
する と サ ア ド は 次 の よう に 答え た 。 

「 私 は 最初 の ニラ カー ト を 長く し 次 の ニラ カー ト を 短く し て 、 ア ッ ラ ー の 使徒 が 捧げ た 礼拝 を ( 
どこ も ) 省略 する こと な く 忠 実に 守っ て いる だ け で す 」 
そこ で ウマ ル は こう 言っ た 。 

「 そ れこ そい か に も あな た らし い 、 ま た は それ こそ あな た に つい て 私 が 考え て いた 通り で す 」 
ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 前 記 と 同様 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる が 彼 は それ に 加え て サ ア ド が 
次 の よう に いっ た と 0 

「 そ れ ら の ベ ド ウィ ン (人 遊牧民) 達 が 厚 か ま し くも この 私 に 礼拝 の 仕方 教え よう と し て いる の 
で す ( 注 ) 」 

( 注 ) 不平 を 申し 立て た の は ベ ド ウィ ン で あり 彼 等 は ラ カ ー ト の 長 さ は どれ も 皆 等 し く な けれ ば 
な ら な いと 考え て いた 

ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 次 の よう に 伝え て いる 
ズ フ ル の 礼拝 が 始ま る と 或 る 者 が 用 を た す た め に バキ ー ウ (マデ ィ ー ナ の モス ク の 隣接 地 ) に 
行き 、 ウ ドゥ ー ( 小 浄 ) し た 後に 戻っ て きた 。 
その 時 アッ ラー の 使徒 は まだ 最初 の ラ カ ー ト を 礼拝 中 だ っ た 。 
これ は 彼 (アッ ラー の 使徒 ) が 最初 の ラ カ ー ト を か な り 長 く 引 き の ば し た た めで あっ た 。 
カズ ア は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー の 所 に や っ て 来 た が 彼 は 多数 の 人 々 に 囲ま れ て いた 。 
それ で 人 々 が 彼 の も と を 退 参 し た 時 に な っ て 、 私 は こう いっ た 。 

「 私 も あの 人 々 が 尋ね た こと を あな た に お 開き し た い 、 ア ッ ラ ー の 使徒 が 行っ た 礼拝 に つい て お 
開き し た い 」 
する と 彼 (アブ ー・ サ イー ド ) は こう 言っ た 。 

「 そ うし た と し て も 君 に は 役立た な いよ 」 

し か し カズ ア は 同じ 要求 を 繰り 返し た 。 それで 彼 は 次 の よう に いっ た 。 

「 か つて ズ フ ル の 礼拝 が 始ま る と 、 私 達 の 中 の 一 人 が バキ ー ウ に 行っ て 用 を た し 、 そ し て 彼 の 家 


に 帰っ て ウド ゥ ー ( 小 浄 ) を 済ま せ そ れ か ら モ スク に 戻っ て 来る と アッ ラー の 使徒 は いぜん と し 
て 最初 の ラ カ ー ト を 礼拝 中 で し た 」 


スプ ブフ 礼拝 の 聖典 読 調 に 関し て 


ス ブ フ ( 注 ) (日 の 出前 ) の 礼拝 中 の 読 詳 に つい て 
( 注 ) ファ ジュ ル と も ガ ダ ー ト と も いう 
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アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ サ ー イ ブ プ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 が マッ カ で 私 達 を 導い て 日 の 出前 の 礼拝 を し た 時 で し た 。 

信者 達 の 章 (第 23 章 ) を 読 論 し 始め 同 章 45 節 の モー ゼ と アロ ン の 所 まで 、 ま た は 50 節 の イエ ス に 
つい て 語っ た 所 (後者 に つい て は ムハンマド ・ ビ ン ・ ア ッ バ パー ド は 疑問 視 し て いる 、 ま た 人 々 は 
これ に つい て は 意見 を 異 に し て いる ) まで 諦 ん だ 時 彼 は せき こん で 残り の 読 府 を 中 断 し て 腰 を か 
が め て ルク ー ウ ( 屈 身 礼 ) に 移っ た 。 

この 時 勿論 アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ サ ー イ ブ は そこ に 居合 せ て いま し た が アブ ドル ・ ラ ッ ザ ー ク の 
伝え た ハデ ィ ー ス で は "預言 者 は 残り の 節 の 読 府 を 省略 し て 腰 を か が め て 屈 身 礼 に 移っ た "と あり 
ます 。 

アム ル ・ ビ ン ・ フ ライ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 預言 者 が 日 の 出前 の 礼拝 (ファ ジュ ル ) で 「 暗 韻 を 迎え る 夜 に か け て 」 (第 81 章 全 17 節 ) を 
声高 に 調 む 声 を 聞き まし た ( 注 ) 。 

( 注 ) ファ ジュ ル の 礼拝 で は 声 を 出し て よむ べし と する 根拠 と な る 

クト バ ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 の 指導 の も と で 礼拝 し まし た 。 

その 時 彼 は 「 カ ー フ 。 栄光 に 満ち た クル アー ン に か け て 胡 う 」 (第 50 章 1 節 ) か ら 「 そ し て 丈 の 高 
い ナ ツメ ヤシ の 木 を 」 ( 同 章 10 節 ) まで 調 ん だ 。 

私 は それ を も う 一 度 復 議 し よう と 思い まし た が 彼 の 府 ん だ 意味 に つい て 行け ませ ん で し た 。 
クト バ ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 預言 者 が 日 の 出前 の 礼拝 で 「 そ し て びっ し り と 実 を 付け た 丈 の 高い ナツ メ ヤ シ の 木 を 」 ( 
第 50 章 10 節 ) と 調 む 声 を 聞い た 。 

ズ ィ ヤ ー ド ・ ビ ン ・ イ ラー カ は 彼 の 叔父 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

彼 (叔父 ) は 預言 者 と 一 緒 に 日 の 出前 の 礼拝 を 捧げ た が その 時 預言 者 は 最初 の ラ カ ー ト で 「 そ し 
て びっ し り と 実 を 付け た 丈 の 高い ナツ メ ヤ シ の 木 を 」 (第 50 章 10 節 ) まで 斉 ん だ 。 

或いは お そら く カ ー フ 章 (第 50 章 全 45 節 ) の 全部 を よん だ だ ろう 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 次 の よう に 伝え て いる 

確か に 預言 者 は 日 の 出前 の 礼拝 で 「 カ ー フ 。 栄光 に 満ち た クル アー ン に か け て 誓う 」 で 始ま る 
第 50 章 を 調 む こと が 常 で し た が その 後 の 彼 の 礼拝 は 短 か か っ た 。 

シマ ー ク が ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ に 預言 者 が 行っ た 礼拝 に つい て 尋ね た と ころ 彼 は 次 の よう 
に 語っ た 


員 言 者 は 礼拝 を 短く する の が 常 で し た ( 注 ) 。 


彼 は 決し て これ ら の 人 々 が 行う よう に 礼拝 し ませ ん で し た 。 

それ か ら ジ ャ ー ビ ル は 私 に こう も いい まし た 。 

アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 の 礼拝 で は カー フ 章 (第 50 章 ) か それ と 同じ くら い の 長 さ の クル アー 
ン を よむ こと を 常 と し て いた 。 

( 注 ) ムスリム の 数 の 少な か っ た 初期 に は 長かっ た が 後に ムスリム の 数 が 増え る と 短く な っ た 。 

これ は 身体 の 弱い 人 々 や 女性 が 集団 礼拝 に 加わ っ て きた こと を 考慮 し た も の 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 次 の よう に 伝え て いる 

か つて 預言 者 は ズ フ ル の 礼拝 で は 「 覆 われ る 夜 に か け て .…」 で 始ま る 夜 の 章 (第 92 章 全 21 節 ) を 
また アス ル の 礼拝 で は それ と 同じ くら い の 長 さ の 章 を よむ こと を 常 と し て いた が 日 の 出前 の 礼拝 
で は それ より も 長い クル アー ン を よみ まし た 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 次 の よう に 伝え て いる 

確か に 預言 者 は ズ フ ル の 礼拝 で は 「 至 高 の お 方 、 液 の 主 の 御名 を 讃え る 」 に 始ま る 至高 者 の 章 ( 
第 87 章 全 19 節 ) を よみ 、 日 の 出前 の 礼拝 で は それ より も 長い 章 を よみ まし た 。 

アブ ー・ バ ル ザ は 次 の よう に 伝え て いる 

確か に アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 ( ガ ダ ー ト ) の 礼拝 で 60-100 節 の 長 さ の クル アー ン を 論 む こと 
を 常 と し た 。 

また アブ ー・ バ ル ザ ・ ア スラ ミー は 次 の よう に も 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 (ファ ジュ ル ) の 礼拝 で 60-100 節 ほど の 長 さ の クル アー ン を よむ こと 
が 常 で し た 。 

イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

ハー リス の 娘 の ウン ム ・ フ ァ ド ル は (義理 の 息子 の ) イブ ン ・ ア ッ バ パー ス が 「 次 々 と 送ら れる 風 
こ 誓 っ て 」 に 始ま る 送ら れる も の 章 (第 77 章 ) を よむ 声 を 開い て こう いっ た 。 

「 息 子 よ 、 あ な た の よん だ その 章 の 読 論 は アッ ラー の 使徒 が マグ リブ (日 没後 ) の 礼拝 で 調 ん だ 
あの 最後 の 一 章 で あっ た こと を 私 に 思い 起こ させ まし た 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ズ フ リー に より 伝え られ て いる 。 し か し 伝承 者 の 一 

人 サー リフ は 次 の よう に つけ 加え て いる 

その 後 (前 記 の マグ リブ の 礼拝 の 後 ) 預言 者 は アッ ラー が 彼 を お 召し に な る まで 人 々 を 導い て 礼 
拝 す る こと は な か っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) アー イシ ャ は 預言 者 の 最後 の 礼拝 は 昼過ぎ の 礼拝 で あっ た と 伝え て いる 。 

し か し ここ で は 日 没後 の 礼拝 と し て 伝え られ て いる 。 

この 矛盾 は 前 者 は モス ク で の 最後 の 礼拝 で あり 後者 は 家 で の 最後 の 礼拝 で あっ た と 説明 され て い 
る 

ムハンマド ・ ビ ン ・ ジ ュ バ イル ・ ビ ン ・ ム トイ ム は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て 

いる 

私 は アッ ラー の 使徒 が トー ル 山 の 章 (第 52 章 ) を 日 没後 の 礼拝 に 調 む 声 を 聞き まし た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ズ フ リー に よっ て 伝え られ て いる 


イシ ャ ー の 礼拝 の 読 謀 に つい て 


イシ ャ ー ( 夜 ) の 礼拝 中 の 読 調 
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アデ ィ ー は バラ ー ウ が 預言 者 に つい て 次 の よう に 語っ た 話 を 聞い た と し て 伝え て いる 

預言 者 は 旅行 中 イシ ャ ー の 礼拝 を 行う 時 二 回 の ラ カ ー ト 中 の 一 つ で 「 無 花 果 と オリ ー ブ の 樹 に か 
け て 」 章 (第 95 章 全 8 人 節 ) を よむ こと が 常 で し た 。 

パラ ー ウ ビシ アーズ ィ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に イシ ャ ー の 礼拝 を し まし た 。 

その 時 彼 は 「 無 花 果 と オリ ー ブ の 樹 に か け て 」 (第 95 章 全 8 節 ) を よみ まし た 。 

バラ ー ウ ・ ビ ピン ・ ア ー ズ ィ プ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 預言 者 が イシ ャ ー の 礼拝 で 「 無 花 果 と オリ ー ブ の 樹 に か け て 」 (第 95 章 ) を 府 む 声 を きき ま 
し た が 彼 の 声 に 勝る 美声 を 聞い た こと が あり ませ ん で し た 。 

ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

か つて ム ア ー ズ ・ ビ ン ・ ジ ャ バル は 預言 者 と 一 緒 に 礼拝 し その 後 一 族 の も と に 戻っ て 彼 等 を 導い 
て 礼拝 し た も の で し た ( 注 ) 。 

或 る 夜 、 い つも の よう に イシ ャ ー の 礼拝 を 預言 者 と 一 緒 に 行い それ か ら 一 族 の 所 に 戻っ て イマ ー 
ム と し て 彼 等 を 先導 し て 礼拝 し た 。 

その 時 彼 が 雌牛 章 (第 2 章 ) を 読み 始め た と ころ 一 人 の 男 が 列 か ら 離 れ て タス リー ム (最後 の 挨拶 
儀礼 ) を 左右 に 行い 、 そ れ か ら 彼 は 一 人 で 礼拝 し て 立ち 去っ た 。 

そこ で 人 々 は 彼 に こう 言っ た 。 

「 誰 それ よ 、 あ な た は 偽善 者 に な っ た の か 」 す る と 彼 は こう 言っ た 。 

「 い いえ 、 ア ッ ラ ー に 誓っ て 、 き っ と 私 は アッ ラー の 使徒 の 所 に 行っ て この こと に つい て 話し 
ます 」 

こう し て その 者 は アッ ラー の 使徒 の 所 に や っ て 来 て 次 の よう に 語っ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 達 は 断 え ず 水 を 与え な けれ ば な ら な いら くだ の 和 群れ を 持っ て いま す 。 
また 一 日 中 働き づめ で す 。 

し か し ム ア ー ズ は あな た と イシ ャ ー の 礼拝 を し た 後に 私 達 の 所 に 来 て 雌牛 章 (最も 長い 章 ) を 礼 
拝 で 調 み 始め まし た 」 

そこ で アッ ラー の 使徒 は ム ア ー ズ に こう いっ た 。 

「 ム アー ズ よ 、 あ な た は あちら で 人 々 を 試練 に 落と し 入れ る つも り で すか 、 礼 拝 に は し か じ か の 
章 を 調 み な さい 」 

伝承 者 の 一 人 ス フ ヤ ー ン は その 時 ジャ ー ビ ル の いっ た こと を さら に 次 の よう に 詳し く 伝 えて 
いる 。 

「 和 預言 者 は 「 太 陽 と 朝 の 輝 に か け て 」 (第 91 章 全 15 節 ) か 「 明 け は な つ 朝 に か け て 」 (第 93 章 
全 11 節 ) か 、「 痢 迫る 夜 に か け て 」 (第 92 章 全 21 節 ) か 「 讃 えよ 、 い と 高き 液 の 主 の み 名 を 」 ( 


第 87 章 全 19 節 ) 等 を 府 み な さい と 語っ た 」 

と ころ で アム ル は "など (の 短い 章 を よめ ) "の 一 語 を 追加 し て いる 。 

( 注 ) 彼 の 部 族 の モス ク で 礼拝 し た 意 、 ま た この 場合 ヘアー ズ の 二 回 の 礼拝 の うち どちら か が 義 
務 の 礼拝 で 残り の 礼拝 は ナ フ ル (随意 ) の 礼拝 で な けれ ば な ら な い 

ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

ム ア ー ズ ・ ビ ン ・ ジ ャ バル は 彼 の 仲間 を 先導 し て イシ ャ ー の 礼拝 を し た 。 

その 時 彼 が 礼拝 を 長 々 と 行っ た た め に 一 人 の 男 が 私 達 の 列 か ら 離れ て 一 人 で 礼拝 し て し まっ た 。 
ム ア ー ズ が その こと を 聞か され た 時 「 彼 は えせ 信者 だ 」 と 断 じ た 。 

そし て その こと が その 男 の 耳 に 入っ た 時 彼 は アッ ラー の 使徒 の 所 に 行き ム ア ー ズ の いっ た 事 を 話 
じ ビ た 。 

する と 預言 者 は ム ア ー ズ に こう いっ た 。 

「 あ な た は 人 を 惑わ す 人 間 に な り た い の か 、 ム アー ズ よ 、 も し イマ ー ム に な っ て 人 々 を 先導 し て 
礼拝 する 時 に は 「 太 陽 と 朝 の 輝 に か け て 」 (第 93 章 ) か 「 讃 え 、 よ いと 高き 液 の 主 の み 名 を 」 ( 
第 87 章 ) か 「 液 の 主 の み 名 に か け て 調 め 」 (第 96 章 ) か 「 間 迫る 夜 に か け て 」 (第 92 章 ) な ど ( 
の 短い 章 ) を 詩 み な さい 」 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン - アプ ドッ ラー は 次 の よう に 伝え て いる 
ム ア ー ズ ・ ビ ン ・ ジ ャ バル は イシ ャ ー の 礼拝 を アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 行っ た 後に 彼 の 一 族 の も 
と に 帰り 彼 等 を 先導 し て 再び イシ ャ ー の 礼拝 を 行っ た も の で し た 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン - アプ ドッ ラー は 次 の よう に 伝え て いる 
か つて ム ア ー ズ は アッ ラー の 使徒 と イシ ャ ー の 礼拝 し た 後 で 彼 の 一 族 の モス ク に 戻り 彼 等 を 先導 
し て 再び 礼拝 する こと が 常 で し た 。 


イマ ー ム は 礼拝 を 短く 、 に つい て 


イマ ー ム は 礼拝 を 短く 、 過 不足 な く 行 う 義 務 が ある こと 
1 巻 P.325-327 


アブ ー・ マ スウ ー ド ・ ア ン サ ー リ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

或 る 男 が アッ ラー の 使徒 の 所 に や っ て 来 て いっ た 。 

「 私 は 絶対 に 日 の 出前 の 礼拝 を 皆 と は 一 緒 に 行わ な いで 遅らせ て 行い ます 。 

な ぜ な ら ば イマ ー ム の 誰 そ れ は 長 々 と 礼拝 を 行い それ で 私 達 を 釘付け に する か ら で す 」 

私 は 預言 者 が 説教 の 中 で その 日 ほど 激しく 怒っ た 姿 を 一 度 も 見 た こと が あり ませ ん で し た 。 
それ で 預言 者 は こう いい まし た 。 

「 皆 さん 、 あ な た 方 の 中 に は 人 を 脅し て 追い 払う よう な 人 が いる よう だ 。 

イマ ー ム と し て 人 々 を 導い て 礼拝 する 人 に 警告 する 。 

礼拝 を 短く し な さい 。 

な ぜ な ら ば イマ ー ム の 後に 従う 人 々 の 中 に は 年 寄 も いれ ば 身体 の 弱い 人 や 用 事 の ある 人 も いる の 
だ か ら 」 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 預言 者 の 言葉 を 伝え て いる 

「 あ な た 方 の うち の 一 人 が 人 々 を 導い て 礼拝 する 時 に は その 礼拝 を 短く し な さい 。 

な ぜ な ら ば 人 々 の 中 に は 子供 も いれ ば 老人 も いま す 。 

身体 の 弱い 人 も いれ ば 病人 も いる か ら で す 。 

も し 一 人 で 礼拝 する 場合 は その 者 の 望む だ け 長 く て も か まい ませ ん 」 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ム ナッ ピ フ は 伝え て いる 

これ は アブ ー・ フ ライ ラ が アッ ラー の 使徒 に つい て 語っ た いく つか の ハデ ィ ー ス の 中 の 一 つ で 
ある 。 

それ に よれ ば アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に 語っ た 。 

「 あ な た 方 の うち の 一 人 が イマ ー ム と し て 人 々 を 先導 し て 礼拝 する 時 は その 礼拝 を 短く すべ き で 
ある 、 

な ぜ な ら ば 人 々 の 中 に は 老人 も いれ ば 身体 の 弱い 人 も いる か ら だ 、 

し か し 一 人 で 礼拝 する 場合 な ら ば 好き な だ け 長 く 礼 拝 し て も か まわ な い 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 あ な た 達 の うち の 一 人 が 人 々 を 導い て 礼拝 する 時 に は それ を 手短 に 終ら せな さい 。 

な ぜ な ら ば 人 々 の 中 に は 身体 が 弱い 人 や 病人 や 用 事 の ある 忙し い 人 な ど が いる か ら で す 」 

アブ プー バク ルビ ピン アプ ドル : ラフ マー ン は アプ ブー ララ イラ か ら 聞 いた と し じ て 次 の よう に 
伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ こと を いっ た 、 し か し 彼 は "病人 "の か わり に "老人 "と 言 


っ た 。 


ウス マー ン ・ ビ ン ・ ア ブー・ ア ー ス ・ サ カフ ィ ー ( 注 ) は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 私 (ウス マー ン ) に こう 言っ た 。 

「 あ な た の 一 族 を 導い て 礼拝 し な さい 」 

そこ で 私 は こう 答え た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 私 は 心 に 何 か 不 安 を 感じ ます 」 

する と 預言 者 は 私 に 彼 の そば に 近づく よう に いっ て 、 私 を 彼 の 前 に 座ら せ 、 そ れ か ら 彼 の 手 の ひ 
ら を 私 の 二 つ の 乳首 の 間 の 胸 の 上 に 置い た 。 

それ か ら 再 び 「 後 を 向い て 」 と いい 今度 は 私 の 両 肩 の 間 の 背中 に 手のひら を 置い た 。 

それ か ら 彼 は 次 の よう に 言っ た 。 

「 あ な た の 一 族 の イマ ー ム に な りな さい 、 人 々 を 導い て 礼拝 する 時 に は 手短 に それ を 終ら せな 

さい 。 

な ぜ な ら ば 彼 等 の 中 に は きっ と 老人 が いま す 。 

また 病人 も いま す 、 ま た 身体 の 弱い 人 や 用 事 が あっ て 忙し い 人 も いる か ら で す 。 

し か し 一 人 で 礼拝 する 時 は 好き な だ け 長 く 伸 ば し て も か まい ませ ん 」 

( 注 ) 彼 は 預言 者 に に っ て ター イフ の 知事 に 任命 され た 

ウス マー ン ・ ビ ン ・ ア ブー ・ ア ー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 最後 に 私 に 訓令 し た こと は 、 も し 人 々 を 導い て 礼拝 する 時 に は 彼 等 の た め に 礼 
拝 を 短く すべ きだ 、 と いう こと で し た 。 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は いつ も 礼拝 を 短く か つ 完 全 に 行っ て いま し た 。 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 を 最も 短く し か も 完全 に 行う 一 人 で し た 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え で いる 

私 は アッ ラー の 使徒 以上 に 礼拝 を 短く 、 し か も 完全 に 行う イマ ー ム に 従っ て 礼拝 し た こと は 一 度 
も あり ませ ん で し た 。 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 中 に 母親 と 一 緒 に いる 子供 の 泣 声 を 開く と 簡 結 な 章 や 短い 章 を 譜 ん だ も の 
で し た 。 

アナ ス は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 礼拝 を 始め た 時 それ を 長く し よう と 思っ て いま し た 。 

し か し 、 子 供 の 泣き 声 を 開い た の で その 子 に 対す る 母親 の 深い 悲し みや 気遣い を 思い 礼拝 を 短く 
し まし た 。 


礼拝 基本 動作 の バラ ンス に 関し て 


礼拝 基本 動作 の バラ ンス と 完結 礼拝 の 短縮 に つい て 
1 巻 P.327-328 


バラ ー ウ ・ ビ ピン -・ アー ズ ィ プ ブ は 伝え て いる 
ji AT 彼 の キヤ ー ム (直立 礼 ) 、 彼 の ルク ー ウ ( 屈 身 礼 ) 、 

屈 身 か ら 元 に 戻っ て 身 を 起 し た イア テ ダ ー ル (起立 状態 NN 
PA 
儀礼 ) と 退 参 と の 間 の 二 度 日 の ジャ ル サ こ れ ら 全て の 間 の 間隔 は ほぼ 等 し いこ と に 気付 きま し た 
ハ カ ム は 次 の よう に 伝え て いる 
ザマ ン ・ ビ ン ・ ア シュ アス と いう 男 (本 名 は マタ ル ・ ビ ン ・ ナ ー ジ ャ ) が クー ファ の 町 を 支配 
じ 記 s 
そこ で 彼 は アブ ー・ ウ バイ ダ ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー に 人 々 を 導い て 礼拝 する よう に 命じ た 。 

と ころ で 彼 (アブ ー・ ウ バイ ダ ) は いつ も 礼拝 の 時 に ルク ー ツ ウ ( 屈 身 礼 ) か ら 頭 を 上 げ 元 の キヤ 
ー ム (直立 礼 ) の 状態 に な る と 、 私 ( ハ カ ヤ ム ) が 唱え る 以下 の ドア ー (祈願 ) の 言葉 を いい 終 
える まで の 間 そ の まま 立っ て いま し た 。 

その 私 の ドア ー と は こう で ある 。 

「 お お アッ ラー、 我 等 が 主 よ 、 称 讃 は あな た に 、 天 を 満た し 、 大 地 を 満た し 、 あ な た の 望ま れる 
も の を 満た す お 方 、 称 讃 と 栄光 に 値する お 方 、 あ な た が 与え た も の は 誰 も それ を 阻止 し えな い 

お 方 、 あ な た が 禁じ た も の は 誰 も それ を 与え る こと が で き な い お 方 、 富 者 の 財産 も あな た の 元 で 
は 何 の 役 に も た た な い 」 

ハ カ ム は つい で 次 の よう に 語っ た 。 

私 は この こと を アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブー・ ラ イラ ー に 話し まし た 。 

する と 彼 は “私 は バラ ー ウ ・ ビ ン ・ ア ー ズ ィ ブ が いっ た 次 の よう な 言葉 を 聞い た "と 語っ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 の 礼拝 で その 屈 身 礼 、 屈 身 か ら 頭 を 上 げた 時 、 平 伏 礼 、 二 回 の 平伏 礼 の 間 (の 
座 礼 ) な どい つも だ いた い 均 衡 し て いま し た 」 

また だ シュ ウパ は この こと を アム ル : ピン ゝ ムッ ラ に 話し た 所 、 彼 は こう いっ た 。 

「 私 は イブ ン ・ ア ブー・ ラ イラ ー を 見 て 知っ て いる が 彼 の 礼拝 は その よう で は 無かっ た 」 

ハ カ ム は 次 の よう に も 伝え て いる 

マタ ル ・ ビ ン ・ ナ ー ジ ャ が クー ファ の 町 を 支配 し た 時 彼 は アブ ー・ ウ バイ ダ に 人 々 を 導い て 礼拝 
する よう 命じ た 。 

以下 は 前 記 の ハデ ィ ー ス を 伝え た 。 

アナ ス か ら の 伝聞 と し て サー ビ ト は 次 の よう に 伝え て いる 

私 (アナ ス ) は あな た 達 を 導い て 礼拝 する 時 に は アッ ラー の 使徒 が 私 達 を 導い て 礼拝 し た 通り に 
決し て 短縮 する こと な し に 礼拝 し ます 。 


と ころ で サー ビ ト は こう 言っ て いる 。 
あな た 達 が そう し て いる 姿 を この 私 (が 一 度 ) で も 見 た こと も な いよ うな 仕草 を アナ ス は いつ も 
し て いま し た 。 
それ は 彼 (アナ ス ) が 屈 身 礼 か ら 頭 を 上 げた 時 に 、 い う 人 に いわ せれ ば 彼 は 次 の 動作 を 忘れ た の 
で は ある まい か と 思わ せる 程 長く 直立 不動 で 立ち つづ けた こと 、 ま た 平伏 礼 か ら 頭 を 上 げた 時 
に も 、 い う 人 に いわ せれ ば 次 の 平伏 動作 を 忘れ た の で は ある まい か と 思わ せる ほど 長 々 と 座り 込 
ん で いた こと で す 。 
サー ビ ト は アナ ス か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 
私 は アッ ラー の 使徒 が 行っ た 礼拝 より 短く て 完璧 な 礼拝 を 体験 し た こと は あり ませ ん 。 
アッ ラー の 使徒 の 礼拝 は ほど よい 長 さ で し た し また アブ ー・ バ クル の 礼拝 も そう で し た 。 
ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ の 時 代 に な る と 彼 は 日 の 出前 の 礼拝 を 長く し まし た 。 
また アッ ラー の 使徒 は "アッ ラー は 彼 を 称 讃 する 者 の 声 を 聞き 届け 給 う "と いっ て 直立 の 姿勢 に 戻っ 
た 時 彼 は 次 の 動作 を 忘れ て し まっ た の か も し れ な いと 私 達 が 思う ほど 長い 間 立 っ た まま で し た 。 
それ か ら 彼 は 平伏 礼 を 行い 、 次 の 平伏 礼 と の 間 を 長く と り 、 次 の 動作 を 忘れ た の で は ある まい か 
思う ほど 長い 間 座 っ て いま し た ( 注 ) 。 
( 注 ) 礼拝 動作 の 間 の 取り 方 に は 結局 鉄則 が な いこ と を 示し て いる 


イマ ー ム の 動作 に 従う 、 に 関し て 


イマ ー ム の 動作 に 従う べき こと そし て 彼 の 後に 行動 すべ きこ と 
1 巻 P.329-330 


嘘 を つい た こと の な い バ ラー ウ は 次 の よう に 伝え て いる 

か つて 彼 等 は アッ ラー の 使徒 の 背後 で 礼 捧 し た も の で す が そ の 時 預言 者 が 屈 身 礼 か ら 頭 を 上 げ て 
、 つ づい て 彼 が 地面 に 額 を つけ る まで は 誰 一 人 と し て 背 を 曲げ て 平伏 礼 に 移る 者 を 私 は 見 ませ ん 
で た 。 

こう し て 彼 の 背後 に いる 人 々 は 彼 に つづ いて 平伏 礼 を し まし た 。 

嘘 を つい た こと の な い バ ラー ウ が 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 称 讃 する 者 の 声 を 聞き 届け 給 う 」 と 唱え た 後に 彼 が 平伏 礼 に 
移り 身 を 沈め る まで は 我々 の 内 で 誰 一 人 と し て 背 を 曲げ る 者 は いな か っ た 。 

その 後 我 々 は 彼 に つづ いて 平伏 礼 を し まし た 。 

バラ ー ウ は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 等 教 友 達 は アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 礼拝 し て いま し た 。 

そし て 彼 が 屈 身 すれ ば 彼 等 も つづ いて 屈 身 し まし た 。 

預言 者 は 屈 身 礼 か ら 頭 を 上 げた 時 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 称 著 する 者 の 声 を 聞き 届け 給 う 」 と 唱え た 。 
そし て 我々 は 彼 が 顔 を 地面 に つけ る まで は 立 礼 の 状態 を つづ け そ れ か ら 彼 に つづ いて 平伏 礼 に 移 
CS 

バラ ー ウ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 達 は 預言 者 と 一 緒 に 礼拝 し て いた 。 

我々 は 彼 が 確か に 平伏 し た 姿 を 見 る まで は 誰 も 背 を 曲げ て 平伏 礼 に 移る ろう と し な か っ た 。 

と ころ で ズ ハ イル は クー ファ の 人 々 が 伝え る と ころ と し て " 彼 が 平伏 し て いる 姿 を 我々 が 見 る ま 
で は .… ぼ "と いう 表現 に 言及 し て いる 。 

アム ル ・ ビ ン ・ フ ライ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 預言 者 の 背後 で 日 の 出前 の 礼拝 を し まし た 。 

その 時 私 は 彼 が 「 い や いや 、 私 は 運行 し 沈み ゆく 諸星 に か け て 誓う 」 (第 81 章 15-16 節 ) と 調 む 声 
を 聞い た 。 

また 私 達 の 内 で 誰 一 人 と し て 彼 が 完全 に 平伏 礼 に 移行 し 終る まで は 背 を 曲げ て 平伏 礼 に 移 ろ う と 
する 者 は いな か っ た 。 


屈 身 礼 か ら の 動作 と 言葉 に つい て 


屈 身 礼 か ら 頭 を 上 げ る 際 に 唱え る 言葉 


1 巻 P.331-332 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ブー・ ア ウフ ァ ー は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 身 礼 か ら 背 を 起す 時 いつ も 次 の よう に 唱え て いま し た 。 


「 ア ッ ラ ー は 彼 を 称 讃 する 者 の 声 を 聞き 届け 給 う 、 お お アッ ラー、 我 等 が 主 よ 、 称 讃 は あな た に 
の み 、 天 と 地 を 満た し 、 そ の 後 お 望み の まま に 何で も 満た され る お 方 」 
アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ブー・ ア ウフ ァ ー は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 次 の よう な ドア ー (祈願 ) の 言葉 を 唱え た も の で し た 。 
「 お お アッ ラー、 我 等 が 主 よ 、 称 讃 は あな た の も の 、 天 と 地 を 満た し 、 そ の 後 お 望み の まま に 何 
で も 満た され る お 方 」 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ブー・ ア ウフ ァ ー は 次 の よう に 伝え て いる 
預言 者 は いつ も 次 の よう に いっ て いま し た 。 
「 お お アッ ラー、 称 讃 は あな た の も の 、 天 と 地 を 満た し 、 そ の 後 お 望み の まま に 何で も 満た す 
お 方 、 お お アッ ラー、 私 を 雪 や 電 や 冷水 ( 注 1) で お 浄 め 下さ い 、 お お アッ ラー、 白 衣 の 汚れ が 落 
され る よう に 数 々 の 罪 や 過ち か ら 私 を お 浄 め 下さ い ( 注 2) 」 
( 注 1) いずれ も 地獄 の 業火 を 消し 止め る 効果 が ある と いう 比 只 
( 注 2) この 祈願 の 言葉 は 預言 者 が 信徒 に いか に 祈願 を 捧げ る か を 教え た も の で これ に よっ て 預言 
者 が 罪 深 か っ た と いう 根拠 に は な ら な い 
前 記 ハ ディ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 
その 中 で 伝承 者 の 一 人 ム ア ー ズ の 伝え た 言葉 に は “白衣 の し み が 浄 め ら れる よう に "と あり 別 伝承 者 
の ヤジ ー ド の それ は "白衣 の 汚点 が "と ある 。 

ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 屈 身 礼 か ら 頭 を 上 げた 時 次 の よう に 唱え た 。 
「 我 等 が 主 よ 、 称 讃 は あな た の も の 、 天 と 地 を 満た し 、 そ の 後 お 望み の まま に 何で も 満た す お 方 
、 称 讃 と 栄光 に 値する お 方 、 下 僕 が 語る 最も 価値 ある お 方 、 我 々 は こと ご と く あ な た の 下僕 で す 
お お アッ ラー、 あ な た が 与え た も の を 禁じ 得る 者 は な くま た あな た が 禁じ た も の を 与え 得る 者 は 
な い お 方 、 ま た 富 者 の 財 も あな た の 元 で は まる で 役に立た な い 」 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 
預言 者 は 屈 身 礼 か ら 頭 を 上 げ る 時 に 次 の よう に 唱え た も の で し た 。 
「 お お アッ ラー、 我 等 の 主 、 称 讃 は あな た の も の 、 天 と 地 を 満た し また それ ら 二 つの 間 の 空間 を 
満た し 、 そ の 後 お 望み の まま に 何で も 満た され る お 方 、 称 讃 と 栄光 に 値する お 方 、 あ な た が 与え 
た も の を 禁じ 得る 者 は な くま た あな た が 禁じ た も の を 与え 得る 者 は な い 、 ま た 富 者 の 財 も あな た 
の 元 で は まる で 役に立た な い 」 


別 の 伝承 者 経路 で 伝わる 前 記 の ハデ ィ ー ス で は 、 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス は “その後 お 望み の まま に 何 
で も 満た す " ま で 述べ 残り の ハデ ィ ー ス は 伝え て いな い 。 


礼拝 中 の 読 調 禁 止 の 場合 に つい て 


屈 身 礼 と 平伏 礼 の あい だ は クル アー ン の 読 論 が 禁じ られ て いる こと 


1 巻 P.332-334 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 次 の よう に 伝え て いる 
人 々 が アブ i の の の 


a 
皆さん (善良 な ) ムスリム が 見 る 正夢 か また は 見 せら れる 正夢 以外 に も は や 預言 者 に よる 福音 
は 無く な り ま し た 。 
さて 私 は 屈 身 礼 と 平伏 礼 の 際 に クル アー ン を 斉 む こと を 禁じ られ まし た ( 注 ) 。 
だ か ら 屈 身 の 際 に は 偉大 で 栄光 に 満ち た 主 を 讃 美 し 平伏 の 際 に は 祈り に 専念 し な さい 、 そ うす れ 
ば アッ ラー は きっ と あな た 達 に 応え て くれ る で し ょ う 」 
と と ころ で アブ ドッ ラー・ ビン ・ ア ッ パ ー ス は こう 伝え て いる 。 
アッ ラー の 使徒 が カー テン を 開け た 時 、 彼 の 頭 は それ が も と で 死ん だ 病気 の た め に 包帯 され て い 
まし た 。 
そし て 彼 は 次 の 言葉 を 三 回 繰り 返し た 。 
「 お お アッ ラー、 私 は 啓示 を 伝え て し まっ た で し ょ うか 」 
その 後 彼 は 次 の よう に 伝え た 。 
「 敬 度 な 下僕 が みる 正夢 か また は 見 せら れる 正夢 以外 は も は や 預言 に よる 福音 は 残っ て いま せん 
」 
それ か ら 彼 は 前 記 の ハデ ィ ー ス と 同じ ハデ ィ ー ス を 伝え た 。 
( 注 ) この 二 つ の 動作 は アッ ラー に 対す る 人 間 の 絶対 服従 の 姿 を 示し た も の で ある か ら ア ッ ラ ー 
を 讃え アッ ラー に 祈る こと は 当然 で ある 。 
SS TN 


アリ ー・ ビ ン ・ ア ブー・ タ ー リ ブ プ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

アツ ラー wac 身 礼 ま た は 平伏 礼 を 捧げ る 際 に クル アー ン を 調 む こと を 禁じ た 。 

アリ ・ ア プー・ タ ー リ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー om 身 礼 ま た は 平伏 礼 に ある 間 は クル アー ン を 診 む こと を 禁じ まし た 。 
アリ ーー“ ・ ア ブー・ タ ー リ ブ プ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー 時 身 礼 ま た は 平伏 礼 を 捧げ る 間 は クル アー ン を 調 む こと を 禁じ た 。 


し か し 私 は 彼 が あな た 方 に も 禁じ た と は いい ませ ん 。 

アリ ー は 次 の よう に 伝え て いま す 

私 の 敬愛 する 預言 者 は 私 が 屈 身 礼 と 平伏 礼 を 行っ て いる 間 は クル アー ン の 読 謡 を 禁じ まし た 。 
アリ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 私 が 屈 身 礼 を 行う 際 に その 間 に ク ルアー ン を 論 む こと を 禁じ まし た 。 

し か し この ハデ ィ ー ス で は 前 記 三 つの ハデ ィ ー ス が 伝え て いる よう な 平伏 礼 中 の 禁止 を 伝え て い 


な い 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

私 は 屈 身 礼 中 に クル アー ン を 診 む こと を 禁じ られ た 。 

し か し ここ で は アリ ー の 名 が 伝承 者 中 に 述べ られ て いな い 。 


屈 身 礼 と 平伏 礼 中 の 言葉 に つい て 


屈 身 礼 と 平伏 礼 の 際 に 唱え る 言葉 
1 巻 P.334-337 


アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 
下僕 が 己 れ の 主 に 一 番 近 い 時 は 平伏 し て いる 時 で ある 。 だ か ら そ の 時 は ドア ー (祈願 ) を より 多 
く 唱 えよ 。 
アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 平伏 礼 の 際 に 次 の よう に 祈る の が 常 で し た 。 
「 お お アッ ラー、 小 さい も の か ら 大 きい も の まで 、 最 初 の も の か ら 最 後 の も の まで 、 顕 か な も の 
か ら 隠 れ た も の まで 私 の 罪 の 一 切 を どう か お 赦し 下さ い 」 
アー イシ ャ が 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 屈 身 礼 と 平伏 札 の 際 に 次 の よう に 何 度 も 祈っ た も の で し た 。 
「 あ な た に 讃え あれ お お アッ ラー、 我 等 が 主 、 ど うか 私 を お 落し 下さ い 」 
この よう に し て 彼 は クル アー ン に 命じ られ た (第 110 章 3 節 な ど ) 通り に 行動 し た 。 
アー イシ ャ が 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 彼 の 死 の 前 に 次 の よう に 何 度 も 祈っ て いた 。 
「 あ な た (アッ ラー) に 栄光 あれ 、 ま た 私 は あな た へ の 称 讃 、 に より (あな た を 念じ ます ) 、 
な た に お 赦し を 請 い 願い 改 惨 致 し ます 」 
つい で アー イシ ャ が 次 の よう に 尋ね た 。 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 あ な た が 唱え て いる それ ら の 言葉 は 何で すか 」 
する と 彼 は 次 の よう に 言っ た 。 
「 我 が ウン マ (イス ラー ム の 信仰 共同 体 ) に 対す る み し る し が 私 に 与え られ た 。 
私 は それ を 見 た 時 それ (前 述 の 祈願 の 言葉 ) を 口 に し た の で す 。 
その み し る し と は 「 ア ッ ラ ー の お 助け と 勝利 が 来 た 時 .……」 以 下 の 一 章 (第 110 章 全 3 節 ) 全部 で 
す ( 注 ) 」 
( 注 ) 勝利 と は マッ カ 征 服 な どの イス ラー ム の 大 勝利 、 こ の 章 は 短い の で マッ カ 啓 示 と 間違い や 
すい が 預言 者 に よる マッ カ 征 服 の 後に 下っ た つま り マ ディ ー ナ 啓示 で ある 
ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は 預言 者 に 「 ア ッ ラ ー の お 助け と 勝利 が 来 て ..….」 (第 110 章 ) の 一 章 が 啓示 され て 以来 、 常 に 彼 
が 礼拝 中 に ドア ー (祈願 ) を 唱え る か 或いは 次 の よう な 祈り の 言葉 を 唱え ず に 礼拝 を 捧げ る 彼 の 
姿 を 見 た こと は あり ませ ん で し た 。 
その 祈り の 言葉 と は "あな た に 栄光 あれ 、 我 が 主 よ 、 あ な た へ の 称 讃 に より (あな た を 念じ ます ) 
、 お お アッ ラー どう か 私 の 罪 を お 赦し 下さ い " と いう 言葉 で す 。 
ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 
か つて アッ ラー の 使徒 は 次 の 祈り の 言葉 を 何 度 も 繰り 返し た も の で し た 。 


アッ ラー に 栄光 あれ 、 彼 へ の 称 讃 に より 、 私 は アッ ラー に お 赦し を 請 い 願う 、 私 は アッ ラー の 元 
に 立ち 返り 改 懐 致し ます " 

さて そこ で 私 (アー イシ ャ ) は こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 あ な た は "アッ ラー に 栄光 あれ 、 彼 へ の 称 讃 に より 、 私 は アッ ラー に お 赦し 
を 請 い 願う 、 私 は アッ ラー の 元 に 立ち 返り 改 尼 致し ます "と いう 祈り の 言葉 を 断 え ず 繰 り 返 し て い 
ます ね 」 
する と 預言 者 は 次 の よう に 仰せ られ た 。 

「 主 は 我 が ウ ンマ に み し る し を 見 る だ ろう と 私 に 告げ た 。 
そし て 私 は それ を 見 た の で この 祈り の 言葉 "アッ ラー に 栄光 あれ 、 彼 へ の 称 讃 に より 、 私 は アッ ラ 
ー に お 落し を 請 い 願う 、 私 は アッ ラー の 元 に 立ち 返り 改 惨 致 し ます "を 多く 唱え る よう に し た の 
で す 。 
な ぜ な ら そ の み し る し と は 「 ア ッ ラ ー の お 助け と 勝利 (マッ カ 征 服 の こと ) が 来 て 、 人 々 が 大 挙 
し て アッ ラー の 教え に 入信 する の を 見 た ら 、 液 の 主 の 栄光 を 讃 美 し 、 主 の お 赦し を 請 い 願え 、 主 
は まこ と に よく お 赦し な さる お 方 」 (第 110 章 ) の 一 章 の こと で ある と 私 は 考え て いる か ら で す 」 
イブ ン ・ ジ ュ ラ イジ ュ が 伝え て いる 
私 が アタ ー に 屈 身 礼 の 際 に 何と 唱え る か 尋ね た と ころ 彼 は 次 の よう に 語っ た 。 
“あな た (アッ ラー) に 栄光 あれ 、 あ な た へ 、 の 称 讃 に より 、 あ な た 以外 に 神 は な し "と 唱え ます 。 
な ぜ な ら イ ブン ・ ア ブー・ ム ライ カ が アー イシ ャ か ら の 伝聞 と し て 次 の 話 を 私 (アタ ー) に 伝え 
て くれ た か ら で す 。 
私 (アー イシ ャ ) は 或 る 夜 の こと 預言 者 を 見 失い まし た 。 

その 時 私 は 彼 が 他 の 妻 の 所 に 行っ た の だ ろう と 思っ て 捜し に 出かけ た 後 戻 っ て みる と 彼 は 屈 身 礼 
か また は 平伏 礼 の 最 中 で し た 。 

その と き 彼 は 、“ あ な た に 栄光 あれ 、 あ な た へ の 称 讃 に より 、 あ な た 以外 に 神 は な い " と 唱え て いま 
ビビ 大 。 

それ で 私 は こう 言い まし た 。 

「 あ な た は 私 の 父母 に も か え が た い お 方 、 私 は ある こと を 考え て いま し た 。 

と ころ が あな た は 別 な こと に 専念 し て いま し た ( 注 ) 」 

( 注 ) アー イシ ャ は 預言 者 が 他 の 妻 の 所 に 行っ て し まっ た と 考え た 。 

と ころ が 彼 は 勤行 中 で あっ た の 意 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は 或 る 夜 ア ッ ラ ー の 使徒 が 寝床 か らい な く な っ て いる こと を 知り まし た 。 

そこ で 手探り で 彼 を 捜し た 所 私 の 手 が 彼 の 足 の 裏 に 触れ まし た 。 

その 時 彼 は 平伏 礼 の 最 中 で 二 つ の 足 の 裏 は 立っ て いま し た 。 

そし て 次 の よう に 祈っ て いま し た 。 

「 お お アッ ラー、 私 は あな た の 怒り を 逃れ て あな た の ご 満悦 を 請 い 願う 、 そ し て あな た の 久 よ り 
逃れ て あな た の お 赦し を 請 い 願う 

(つま りあ な た の お 怒り か ら 逃 れ て あな た の お 助け を 請 い 願う ) 


あな た が 自ら ご 自身 を 称 讃 する よう に 私 は あな た を 数 えき れ な い 位 称 讃 致 し ます 」 

ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 

ッ ラ ー の 使徒 は か つて 屈 身 礼 と 平伏 礼 の 際 に は 次 の よう に 唱え た も の で し た 。 

「 栄 光 の 極み 、 神 聖 の 極み 、 天 使 と 霊魂 の 主 よ 」 

前 記 同 様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アー イシ ャ か ら の 伝聞 と し て 伝え られ て いる 。 


の 
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平伏 礼 の 美徳 に つい て 


平伏 礼 の 美徳 と その すす め 
1 巻 P.337 


マ ア ダー ン ・ ビ ン ・ タ ル ハ ・ ヤ アマ リー が 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 の 解放 奴隷 の サウ バー ン に 出会っ た 。 

そこ で 私 は 彼 に アッ ラー が 天国 に 入れ て 下さ る 行為 或いは アッ ラー が 最も 好ま し いと する 行為 は 
何かと 尋ね た 。 

し か し 彼 は 黙っ て いた 。 

そこ で 私 は 再び 尋ね た が や は り 彼 は 黙っ て いた 。 

私 が 三 度目 に 尋ね る と 彼 は 次 の よう に いっ た 。 

私 (サウ バー ン ) は アッ ラー の 使徒 に その こと を 尋ね まし た 。 

する と 使徒 は こう いっ た 

「 ア ッ ラ ー に た くさ ん 平伏 礼 を し な さい 、 あ な た が アッ ラー に 一 度 平伏 すれ ば アッ ラー は それ 
で も っ て あな た の 天国 で の 地位 を 一 段 と 高く 上 げ て くれ あな た の 過ち を 一 つ 消 し て くれ ます 」 
さら に マ ア ダー ン は 次 の よう に 付け 加え た 。 

その 後 私 ( マ ア ダー ン ) は アブ ー・ ダ ル ダ ー ウ に 会 っ て その こと を 聞き まし た 。 

する と 彼 は サウ バー ン が 私 に 話し た こと と 同じ こと を 語っ た 。 

ラビ ー ア ・ ビ ン ・ カ アブ ・ ア スラ ミー は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 夜 を 過 し まし た 。 

私 が 浄 め の 水 と 彼 の 必要 と する 物 ( 注 ) を も っ て 行く と 彼 は 私 に 「 何 で も 尋ね な さい 」 とい いま 
ビビ だ 3 

それ で 私 は こう いっ た 。 

「 天 国 で の あな た の 仲間 に つい て 聞き た い 」 す る と 彼 は 「 そ の 他 何 か あり ませ ん か 」 と いっ た 。 
私 は 「 そ れ が 全て で す 」 と 答え た 。 

そこ で 彼 は こう いっ た 。 

「 そ れ な ら あ な た 自身 の た め に も どう か た くさ ん 平伏 し な さい 」 

( 注 ) 歯ブラシ (ミス ワー ク ) 、 礼 拝 用 敷物 な ど 


平伏 礼 中 の 動作 に 関し て 


平伏 礼 の 際 の 四肢 の 動作 と 礼拝 中 に 服 や 髪 を 捉 む こと や 
髪 を 編む こと 等 は 禁止 され て いる こと 
1 巻 P.338-339 


イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

預言 者 は 平伏 礼 を する 際 に 身体 の 七 ヶ 所 を 地面 に つけ る よう 命じ られ まし た 。 

また 預言 者 は その 際 に 髪 や 服 を 捉 む こと も 禁じ られ た 。 

以上 は ヤ ヒ ヤー の 伝承 で す が ア ブー・ ラ ビー ウ に よる ハデ ィ ー ス で は " 七 つの 骨 は 地面 に つけ て も 
、 髪 と 服 を 捉 む こと は 禁じ られ た "と あり 、 七 つの 骨 と は 両手 の 掌 、 両 膝 、 両 爪先 と 額 の こと で す 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 預言 者 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 私 (預言 者 ) は 七 つ の 骨 を 地面 に 付け て 平伏 礼 を する よう に 命じ られ まし た 。 

また 服 や 髪 を 捉 ま な いよ う 人 命じ られ まし た 」 

イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 伝え て いる 

預言 者 は (身体 の ) 七 ヶ 所 を 地面 に 付け て 平伏 する よう に また 髪 や 服 を 捉 ま な いよ う 命 じ ら れ ま 
し た 。 

イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 私 は 七 つ の 骨 、 つ まり 額 ? こ の 時 彼 は 指 で 自分 の 鼻 を 指し た ? と 両手 と 両足 と 両 爪 先 を 地面 に 付 
け て 平伏 する よう に 命じ られ まし た 。 

また 我々 は 髪 や 服 を た ぐる こと も 禁じ られ まし た 」 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 私 は 身体 の 七 ヶ 所 を 地面 に 付け て 平伏 する よう 、 ま た 髪 や 服 を た ぐら な いよ う 命 じ ら れ まし た 
その 七 ヶ 所 と は 額 と 鼻 、 両 手 、 両 膝 、 両 爪先 で す 」 

アッ バ パース は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 神 の 下僕 が 平伏 する 際 に は 身体 の 七 ヶ 所 を 地面 に 付け て 平伏 し ます 。 

それ ら は 顔 と 両手 の 掌 と 両 膝 と 両 爪先 で す 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ パ バー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 (イブ ン ・ ア ッ バ パ バース) は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ハ ー リ ス が 礼拝 し て いる 姿 を 見 た が その 時 イ 
ブン ・ ハ ー リ ス の 頭髪 は 編 ま れ て 後方 に 束ね られ て いた 。 

そこ で 彼 (イブ ン ・ ア ッ パ バース) は 立ち 上 が っ て それ を 解い て や っ た 。 

礼拝 が 終わ っ て イブ ン ・ ハ ー リ ス が 退 参 し よう と し た 時 イブ ン ・ ア ッ バ パー ス に 出会っ た の で こ 
言っ た 

「 ど うし て 私 の 頭 に 触れ た の で すか 」 

する と イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は アッ ラー の 使徒 か ら 次 の よう な 言葉 を 聞い た と いっ た 。 


「 こ の よう な 者 ( 髪 を 頭 の 後方 に 東 ね て 礼拝 する 人 ) は 両手 を 後に 縛ら れ た まま 礼拝 する 人 の よ 
うな も の だ 」 


平伏 礼 中 の 手 の 配置 に 関し て 


平伏 は 適当 な 長 さ に 、 そ の 時 両手 の 掌 を 地面 に つけ 、 
両 対 を 適度 に 脇腹 か ら 離 し 、 腹 は 両 腔 か ら 離 すこ と 
1 巻 P.339 


アナ ス は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え た 

「 平 伏 礼 は バラ ンス よく し な さい 、 犬 の よう に 前 腕 を 地面 に 付け て 伸ばし て は な ら な い ( 注 ) 」 
( 注 ) この 姿勢 は 礼拝 を 軽視 し た 態度 と み ら れ る 

同様 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

また 別 の 伝承 者 の 一 人 イブ ン ・ ジ ャ アフ ァ ル の ハデ ィ ー ス で は * 誰 で も 犬 が 前 腕 を 伸ばす よう に 前 
腕 を 伸ばし て は いけ な い " と 伝え て いる 。 

バラ ー ウ は アッ ラー の 使徒 が いっ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

あな た が 平伏 する 時 は 両手 の 掌 を 地面 に 付け て 両 対 を 上 げ な さい 。 


礼拝 の 仕方 の 総括 に 関し て 


礼拝 の 仕方 の 総括 、 

礼拝 の 開始 、 礼 拝 の 終了 、 

屈 身 礼 と その 標準 的 動作 、 平 伏 礼 と その 標準 的 動作 、 
各 ニ ラ カ ー ト 終了 後 の 証言 儀礼 、 

回 の 平伏 礼 の 間 の 座 礼 、 

最初 の 証言 儀礼 中 の 座 礼 等 に つい て 

1 巻 P.340-341 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ ー リ ク ・ ビ ン ・ ブ ハイ ナ は 次 の よう に 伝え た 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 を する 時 、 彼 の 両 脇 の 下 の 白 さ が 見 える くら いま で 両 腕 の 間 を 広げ まし 
た ( 注 ) 。 

( 注 ) つま り 日 焼け し て いな い 白 い 部 分 

前 記 同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ジャ アフ ァ ル ・ ビ ン ・ ラ ビー ア に よっ て 伝え られ 
て いる 。 

また アム ル ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス の 伝え る 所 で は "か つて アッ ラー の 使徒 は 平伏 を する 際 に 白い 両 脇 の 
下 が 見 える まで 両 肘 を 広げ まし た "と ある 。 

ライ ス の 伝え る ハデ ィ ー ス で は "アッ ラー の 使徒 は 平伏 する 際 に 彼 の 白い 脇の下 が は っ きり と 見 え 
る まで 両手 を 広げ まし た "と ある 

マイ ムー ナ (預言 者 の 妻 の 一 人 ) は 次 の よう に 伝え て いる 

か つて 預言 者 は 平伏 する 時 に は 雌 の 仔 や ぎ が 彼 の 両手 の 間 を 通 ろ うと すれ ば 通れ る 位 広 げ ま し た 
マイ ムー ナ は 次 の よう に 伝え て いる 

か つて アッ ラー の 使徒 は 平伏 する 時 両手 を 広げ 、 つ まり ( 両 腕 を ) か な り 離 し た の で 彼 の 後方 か 
ら 和 白い 脇の下 が 見 える くら いで し た 。 

そし て 座 礼 に 移っ た 際 に は 左 の 太股 に 体重 を か け て 座っ た も の で し た 。 

ハー リス の 娘 マ イム ー ナ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 平伏 し た 際 に は 彼 の 背後 に いる 者 か ら 彼 の 両 脇の下 の 白 さ が 見 える まで 両手 を 
大 ぎく 広げ た も の で し た 。 

ワキ ー ウ は これ を 解説 し て こう いっ た 。 

“つま り 両 脇の下 の 白い 部 分 が 見 える まで 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

か つて アッ ラー の 使徒 は 礼拝 を タク ビー ル を 唱え て 開始 し た が それ に つづ く ク ルアー ン の 読 
開 扉 章 か ら 始 め た も の で し た 。 

そし て 屈 身 礼 を し た 際 に は 頭 を 下げ 過ぎ る こと も な く 上 げ 過 ぎる こと も な く 中 間 位 置 ま で 下げ ま 
し た 。 


用 は 


ul 


そし て 屈 身 姿勢 か ら 頭 を 上 げた 際 に は まっ すぐ に 直立 する まで は 次 の 平伏 礼 の 動作 に 移り ませ ん 
で じ た だ 。 

そし て 平伏 姿勢 か ら 頭 を 上 げ る 際 に は きち ん と 正座 に 戻る まで は 次 の 平伏 の 動作 に 移り ませ ん で 
し た 。 

そし て 各 ニ ラ カ ー ト の 終り 毎 に タ ヒ イ ー ヤ (証言 儀礼 ) の 言葉 を 唱え まし た 。 

その 際 彼 の 左足 の 甲 は 地面 に 伸ばさ れ 右 足 の 甲 は 立て られ て いま し た 。 

また 彼 は 両足 を 立て た まま その 上 に 座る 悪魔 の 座り 方 を 禁じ 、 獣 が する 肘 を 地面 に 付け て 伸ばす 
仕草 (平伏 礼 の 際 ) も 禁じ まし た 。 

そし て 礼拝 の 終り は タス リー ム (左右 へ の 挨拶 儀礼 ) を も っ て 完了 し まし た 。 


礼拝 者 の スト ラ に つい て 


礼拝 者 の スト ラ (遮蔽 物 ( 注 ) ) に つい て 

( 注 ) 礼拝 者 が 眼前 の 地面 に 置い て 礼拝 場所 と 一 般 の 通行 人 の 往来 と を 観念 の 上 で 仕切 る 目印 と 
な る 物 

1 巻 P.341-345 


ムー サー・ ビ ン ・ タ ル ハ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て 
いる 

「 あ な た 達 の 誰 で も 自分 の 前 に 鞍 の 後部 の よう な 物 を 置い て 礼拝 する な ら ば その 向う 側 を 歩い て 
いる 人 を 気 に す る 必要 は あり ませ ん 」 

ムー サー・ ビ ン ・ タ ル ハ は 彼 の 父 の 話 と NN 

私 達 が 礼拝 し て いる と よく その 前 を 家畜 が 通る の で アッ ラー の 使徒 に その こと を 話し まし た 。 
する と 彼 は 次 の よう に いっ た 。 

「 鞍 の 後部 の よう な 物 を あな た 達 の 前 に 置け ば その 前 を 通る も の は 何 も 害 に な り ま せん 」 

イブ ン ・ ヌ マイ ル が 伝え た と ころ に よれ ば "そう すれ ば その 前 を 通る 者 が あっ て も 害 に な り ま せん " 
と ある 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 者 の スト ラ に つい て 尋ね られ た 。 

そこ で 彼 は " 遂 の 後部 の よう な 物 " と 答え た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は タブ ー ク の 戦い の 時 礼拝 者 の スト ラ に つい て 尋ね られ た 。 

それ で 彼 は “それ は 鞍 の 後部 の よう な も の "と 答え た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は イー ド (大 祭 ) の 礼 振 に 出かけ る 時 に 槍 を も っ て 行く よう 命じ た ( 注 ) 。 

そし て それ は 彼 の 前 に し っ か り と 据え られ た 。 

それ か ら 彼 は 槍 に 向かっ て 礼拝 し 人 々 は 彼 の 背後 で 礼拝 し た 。 

また 彼 は 旅行 中 で も この よう に 礼拝 し た 。 

こう し て 後に アミ ー ル 達 が ( 旅 に 出る 際 に ) 槍 を 持っ て 出かけ る よう に な っ た 。 

( 注 ) 多分 イー ド の 礼拝 は 当時 は モス ク で は な く マ ディ ー ナ の 郊外 の 砂漠 て 行っ て いた た めか 
イブ ン ・ ウ マル が 伝え て いる 

預言 者 は スト ラ を 地面 に 突き 立て た も の で し た 。 

アブ ー・ バ クル は (預言 者 が ) “短い 檜 を 地面 に 突き さ し そ れ に 向かっ て 礼拝 し た "と いっ た 。 
イブ プン ・ ア ブー・ シ ャ イ バ は それ に 加え て “ ウ バ イド ッ ラ ー が それ は 長槍 だ っ た と いっ た "と 伝え た 
イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

預言 者 は 彼 の らく だ を マッ カ の 方 向 に 横 に し て 座ら せ そ れ に 向かっ て 礼拝 し た 。 


イブ ン ・ ウ マル が 伝え て いる 
預言 者 は 彼 の らく だ に 向かっ て 礼拝 し まし た 。 イブ ン ・ ヌ マイ ル の 伝え る と ころ で は "預言 者 は ら 
くだ に 向かっ て 礼拝 し た " 

アブ ー・ ジ ュ ハ イフ ァ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 
私 ( 父 ) は マッ カ の 預言 者 の 所 に や っ て 来 ま し た 。 

その 時 彼 は アブ タフ (バト ハー と も 言う ) と いう 所 の 赤い 皮 製 の テン ト の 中 に 居 ま し た 。 
や ゃ や が て ビラ ー ル が 預言 者 の た め の 浄 め の 水 を 持っ て 出 て きま し た 。 
残り の 水 は 一 部 の 者 が な に が し か それ を 受け 、 ま た 他 の 者 は さら に それ を 別 の 人 々 に 振り まい て 
いた 。 

そし て 預言 者 も 赤い 上 衣 を 着用 し て 出 て 来 ま し た 。 

その 時 私 は ちら っ と 彼 の 白い 腔 を 見 まし た 。 
彼 は 浄 め を 行い ビラ ー ル が アザ ー ン を 詠唱 し た 。 

そこ で 私 は 彼 の 口 の 動き に 合わ せ て 彼 が 右 を 向い て 唱え る 時 に は 右 を 、 左 を 向い て 唱え る 時 に は 
左 を 向い て 次 の よう に 唱え た 。 

「 礼 拝 に 来 た れ 、 成 功 の た め に 来 た れ 」 

その 後 預言 者 の 短い 槍 が 地面 に 突き 立て られ る と 彼 は 前 に 進み 出 て ズ フ ル の 礼拝 を ニラ カー ト 行 
っ た 。 

その 時 彼 の 前 を 一 匹 の ろば と 犬 が 通り 過ぎ て 行き まし た が 彼 は 気 に し ませ ん で し た 。 

それ か ら 彼 は アス ル の 礼拝 を ニラ カー ト 行 いそ れ か ら マ ディ ー ナ に 帰る まで ニラ カー ト の 礼拝 を 
続け まし た ( 注 ) 。 

( 注 ) 旅行 中 の 礼拝 規定 に よっ て 短い 

アブ ー・ ジ ュ ハ イフ ァ は 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 
私 ( 父 ) は アッ ラー の 使徒 を 赤い 皮 製 の テン ト の 中 で 見 まし た 。 

そし て ビラ ー ル が 預言 者 が 残し た ウド ゥ ー ( 浄 め ) の 水 を 持ち 出す と ころ を 見 まし た 。 

そこ で 人 々 が 競っ て その 浄 め の 水 を 得 よ うと し て いる 光景 を 見 まし た 。 

それ を いく ら か 手 に 入れ た 者 は それ で 拭う よう に し て 浄 め 、 ま た その 水 を 手 に 入れ られ な か っ た 
者 は 手 に 入れ た 者 の 手 か ら 案 を も ら っ て いま し た 。 

それ か ら ビ ラー ル が 短い 槍 を 取り 出し て 来 て それ を 地面 に 突き さ し た と ころ を 私 は 見 まし た 。 
それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 が 赤い 上 衣 を 着 て 急い で 出 て 来 て それ ( 槍 ) に 向かっ て ニラ カー ト の 礼 
拝 を 人 々 を 導い て 行っ た が その 時 私 は その 槍 の 前 を 人 間 や 家畜 の 群 が 通 り 過 ぎ て いっ た 光景 を 見 
まじ だ 。 

アウ ヌ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ジ ュ ハ イフ ァ は 彼 の 父親 か ら の 伝聞 と し て 前 記 の ハデ ィ ー ス が 伝え た よ 
うに 預言 者 に つい て 伝え て いる 。 

と ころ で ウマ ル ・ ビ ン ・ ア ブー・ サ ー イ ダ は それ に 付け 加え て “ (人々 は ) 相互 に 先 を 競っ て "と 伝 
ス え だ 2。 

また マー リク ・ ビ ン ・ ミ グ ワ ル の ハデ ィ ー ス で は "正午 に な っ た 時 、 ビ ラー ル が 出 て き て ズ フ ル の 
礼拝 の 呼び か け を し た "と ある 。 


ブー・ ジ ュ ハ イフ ァ は 次 の よう に 伝え て いる 

ッ ラ ー の 使徒 は 正午 に バト ハー に 出 て 行き 、 浄 め を し て ズ フ ル の 礼拝 を ニラ カー ト 行 いそ れ か 
ら ア スル の 礼拝 を ニラ カー ト 行 っ た 。 

その 時 彼 の 手前 の 所 に は 短い 槍 が ささ っ て いた 。 

と ころ で シュ ウ バ は アウ ヌ が 彼 の 父 ア ブー ・ ジ ュ ハ イフ ァ か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 付け 加え 
た と し て 伝え て いる 。 

“その 槍 の 向こう 側 を 女 や ろば が 通り 過ぎ て いっ た " 

シュ ウ バ は 別 の 二 つ の 伝承 者 経路 に よっ て 前 記 と 同じ ハデ ィ ー ス を 伝え て いる が 、 ハ カム の 
ハデ ィ ー ス は それ に 加え て “そこ で 人 々 は 預言 者 の 浄 め に 使っ た 水 の 残り を と り 始 め た "と ある 。 
イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 雌 ろ ば に 乗っ て や っ て 来 ま し た 。 

その 時 私 は 成人 に な る 少し 手前 の 年 頃 で し た 。 

アッ ラー の 使徒 は ミナ ー の 谷 で 人 々 を 導い て 礼拝 を し て いま し た 。 

私 は その 礼拝 列 の まん 前 を 横切り それ か ら ろ ば か ら 降 り 、 草 を 食べ させ る た め に それ を 解き 放ち 
まし た 。 

そし て 私 は 礼拝 の 列 に 加わ っ た の で す が 誰 も その こと で 私 を 責め る 者 は いま せん で し た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ パ バー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 (アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ パ バー ス ) は ろば に 乗っ て や っ て 来 た 。 

それ は 離別 の 巡礼 の 年 の こと で アッ ラー の 使徒 は ミナ ー の 谷 で 人 々 を 導い て 礼拝 し て いま し た 。 
と ころ で ろば は その 礼拝 列 の 前 を 通り 過ぎ まし た 。 

それ か ら 彼 (イブ ン ・ ア ッ パ バース) は ろば か ら 降 り て 人 々 と 一 緒 に 礼拝 列 に 加わ り ま し た 。 
同様 の ハデ ィ ー ス が 同一 伝承 者 経路 を 経て ズ フ リー か ら の 伝聞 と し て イブ ン ・ ウ ヤ イ ナ に よっ て 
伝え られ て いる 。 

し か し 彼 は "その 時 預言 者 は アラ ファ の 谷 で 礼拝 し て いた "と 伝え て いる 。 

同様 の ハデ ィ ー ス を マ ア マル が ズ フ リー か ら の 伝聞 と し て 同一 伝承 者 経路 を 経て 伝え て いる が そ 
こ で は ミナ ー の 谷 と も アラ ファ の 谷 と も いっ て いな い 。 

し か し 彼 は “離別 の 巡礼 か また は マッ カカ 開城 の 日 か の どちら か の 日 に "と 伝え て いる 。 


YN 


礼拝 者 の 面前 歩行 に 関し て 


礼拝 者 の 手前 を 歩く 通行 人 は 阻止 され る べき こと 
1 巻 P.345-346 


ブー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

Te 誰 も 彼 の 手前 を 通さ せる べき で は な い 。 

通行 人 は 出来 る だ け 遠 ざけ る べき で ある 。 

も し 彼 が 拒否 する な ら ば 力ずく で も 遠ざけ る べき で ある 。 

な ぜ な ら ば 彼 は シャ イタ ー ン (悪魔 ) だ か ら で あ る 」 

アブ ー・ サ ー リ フ ・ サ ンマ ー ン は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー か ら 聞 いた こと また 彼 に つい て 私 が 見 た こと を 話し まし ょ う 。 
或 る 日 それ は 人 金曜 日 だ っ た が 私 は アブ ー ・ サ イー ド と 一 緒 で し た 。 

彼 は 人 々 か ら 彼 を 遮蔽 する 物 (スト ラ ) に 向かっ て 礼拝 し て いた 。 

そこ に アブ ー・ ム アイ ト 族 の 若者 が 来 て 彼 の 面前 を 通り 過ぎ よう と し た 。 

そこ で 彼 は その 若者 の 胸元 を 押し や っ た 。 

し か し その 若者 は アブ ー・ サ イー ド の 前 し か 通り 道 を 見 つけ られ ず 再 び 通 り 過 ぎ よ うと し た の で 
、 彼 は 初回 より も っ と 強く 彼 の 胸元 を 打っ て 押し も ど し た 。 

する と 若者 は 立ち は だ か り ア ブー ・ サ イー ド に 捉 み か か っ た 。 

それ か ら 人 々 が 集まっ て き て ご っ た 返し た の で その 若者 は そこ を 抜け 出し マル ワー ン (ウマ イヤ 
朝 の カリ フ ) の 所 に 行き 己 れ が うけ た 仕打ち を 彼 に 訴え た 。 

一 方 アプ ー : サイ ー ド も また マル ワー ンジ の 所 に 行っ た の で マル ワー ン は 彼 に こう いう た 。 

「 一 体 ど うし た と いう ん だ 。 

EE a Nil\liii}jli<<( 

する と アブ ー・ サ イー ド は アッ ラー の 使徒 か ら 次 の よう な 言葉 を 聞い た と し て こう いっ た 。 

「 誰 か が スト ラ に 向かっ て 礼拝 し て いる 時 彼 の ( 面 ) 前 を 通 ろ うと する 者 が いた ら そ の 者 の 胸元 
を 打っ て 押し 戻し な さい 。 

も し 彼 が 抵抗 する な ら ば 力ずく で も 阻止 すべ きだ 。 

な ぜ な ら 彼 は 悪魔 だ か ら だ 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 誰 か が 礼拝 中 の 時 は 彼 の 面前 を 誰 も 通さ せ て は な ら な い 。 

も し 拒む よう な ら ば 力ずく で も 止め させ な さい 。 

な ぜ な ら そ の 者 に は 悪魔 が つい て いる か ら で す 」 

イブ ン ・ ウ マル は 前 記 ハ ディ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え て いる 。 

ブス ル ・ ビ ン ・ サ イー ド は 次 の よう に 伝え て いる 
ザイ ド ・ ビ ン ・ ハ ー リ ド ・ ジ ュ ハ ニー は アブ ー・ ジ ュ ハ イィ ム の 所 に アッ ラー の 使徒 が 礼拝 者 の 面 
前 を 通る 者 に つい て 何と いっ た か を 聞く た め に 彼 (ブス ル ) を 使い と し て 送っ た 。 


それ で アブ ー ・ ジ ュ ハ イム は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 語っ た 。 

「 通 行人 が 礼拝 者 の 面前 を 通る 時 、 己 れ が どん な 罪 を 犯し て いる か を 知る な ら ば 立ち 止ま る べき 
で ある 。 
礼拝 者 の 面前 を 通る より も 立ち 止ま っ て 40 (年 ) で も 待つ べき だ 」 

と ころ で ブス ル ・ ビ ン ・ サ イー ド か ら こ の ハデ ィ ー ス を 伝え られ た 伝承 者 の 一 人 アブ ー・ ナ ドル 
は そう いっ て いる 。 

「 私 は 彼 が その 時 40 日 と いっ た か 10 ヶ 月 と いっ た の か 或いは 40 年 と いっ た の か は 知り ませ ん 」 
アブ ー・ ジ ュ ハ イム ・ ア ン サ ー リ ー は 前 記 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え て いる 。 


礼拝 地点 と スト ラ の 間隔 に 関し て 


礼拝 地点 と スト ラ の 間 の 間隔 を つめ る こと 
1 巻 P347 


サハ ル ・ ビ ン ・ サ アド ・ サ ー イ ディ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 の 礼拝 地点 と 壁 と の 間 に は 羊 が 一 頭 通れ る だ け の 空間 が あっ た 。 

サラ マ ・ ビ ン ・ ア クワ ウ は 伝え て いる 

彼 (サラ マ ) は アッ ラー を 讃え る た め の 場 と し て クル アー ン が 置か れ て いる 場所 を 捜し た も の で 
し た が 彼 は こう 言っ た 。 

アッ ラー の 使徒 も また いつ も そう し た 場所 を 捜す の が 常 で し た 。 

また ミン バル (説教 台 ) と キ ブ ラ (マッ カ の 方 角 を 示す モス ク 内 の 壁面 ) の 間 は 羊 が 一 頭 通れ る 
空間 が あり まし た 。 

ヤジ ィ ー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

か つて サラ マ は 礼拝 の 場所 と し て クル アー ン が 保管 し て ある 柱 の そば を 捜し 求め た も の で し た 。 
そこ で 私 は 彼 に こう いっ た 。 

「 ア ブー・ ム スリ ム (サラ マ ) よ 、 あ な た は 礼拝 する 場所 と し て この 円 柱 を 捜し て いた よう で 

すね 」 

する と 彼 は こう 言っ た 。 

「 私 は 礼拝 の 際 こ の 場所 を 捜し て いた 預言 者 を 見 まし た 」 


スト ラ の 効力 に 関し て 


礼拝 者 を 遮蔽 する も の (スト ラ ) の 効力 
1 巻 P.347-348 


アブ ー・ ザ ッ ル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 誰 で も 彼 の 前 に 鞍 の 後部 の よう な 物 を 置い て 礼拝 する 時 それ は 彼 を 隠し て いる こと に な る 。 
も し 彼 の 前 に 鞍 の 後部 の よう な 物 が 無く ろば や 女性 や 黒 大 が 通過 し た 場合 に は 彼 の 礼拝 は 無効 に 
な る ( 注 ) 」 

そこ で アブ ー・ ザ ッ ル か ら こ の ハデ ィ ー ス を 聞い た 伝承 者 の 一 人 は こう 尋ね た 。 

「 な ぜ 赤 犬 や 黄色 犬 で な く 黒 大 な の で すか 」 

する と 彼 (アブ ー・ ザ ッ ル ) は こう 答え た 。 

「 私 の 兄弟 の 息子 よ 、 私 は アッ ラー の 使徒 に ちょ うど あな た が 私 に 尋ね た よう に 質問 し まし た 。 
する と 預言 者 は こう いっ た 。 

『 黒 犬 は 悪魔 だ か ら で す 』」 

( 注 ) 一 時 的 に 礼拝 者 の 気 が 散 る 意味 で あり 、 や り 直 し を 要求 する ほど 完全 に 無効 に な る 意味 で 
は な い 。 

気 が 散 る 理由 は ろば の 声 は 耳 ざ わり で 黒 犬 の 姿 は 醒 く 女性 の 姿 は 魅力 的 だ か ら で あ る と 考え られ 
て いる 

同様 の ハデ ィ ー ス が ユー ヌス か ら の 伝聞 と し て 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が いっ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 女 性 と ろば と 犬 (が 礼拝 者 の 面前 を 通過 し た 場合 ) は その 礼拝 を 無効 に する 。 

し か し 鞍 の 後部 の よう な 物 は それ を 防ぎ 礼拝 を 有効 に する 」 


礼拝 者 の 面前 横 陰 に つい て 


礼拝 者 の 面前 に 横たわる こと 
1 巻 P.348-350 


アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 夜中 に 礼拝 し た も の で し た が 、 そ の 時 私 は 彼 と キ ブ ラ の 間 に 寝 て お り 、 ち ょ うど 葬儀 礼 
拝 の 時 の よう に 私 は キ ブ ラ と イマ ー ム の 間 に 安 置 さ れ た 死体 の よう で し た ( 注 ) 。 

( 注 ) この ハデ ィ ー ス は 女性 が 礼拝 者 の 前 を 通り か か っ て も 礼拝 は 無効 に な ら な い 証 左 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 夜通し 礼拝 し た も の で し た が その 時 私 は 彼 と キ ブ ラ の 間 で 寝 て いま し た 。 

そし て 彼 が ウイ トル (一 また は 三 の 奇 数 ラ カ ー ト の 礼拝 ) の 礼拝 を する 時 に は 私 を 起こ し た の で 
私 も ウイ トル の 礼拝 を し まし た 。 

ウル ワ ・ ビ ン ・ ズ バイ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

アー イシ ャ が 礼拝 を 無効 に する も の は 何かと いっ た の で 私 た ち は " 女 性 と ろば で す " と いっ た 。 
する と 彼女 は こう いっ た 。 

「 女 性 が 動物 の よう に 悪い の で すか 、 私 は アッ ラー の 使徒 の 面前 で 葬儀 礼拝 の 時 の 槽 中 の 死体 の 
よう に 横たわっ て 寝 て いま し た 。 

それ で も 彼 は 礼拝 し まし た 」 

マス ルー ク は 次 の よう に 伝え て いる 

アー イシ ャ の いる 所 で “礼拝 を 無効 に する も の は 犬 と ろば と 女性 で ある "と いう こと が 語ら れ た 。 
と ころ が 彼女 は こう いっ た 。 

「 あ な た 達 は 私 た ち を ろば や 犬 に た と えま し た ね 。 

アッ ラー に 誓っ て 、 ア ッ ラ ー の 使徒 は 私 が 彼 と キ ブ ラ の 間 の 寝台 に 横たわっ て いる に も か か わら 
ず 彼 は 礼拝 し まし た 。 

私 は (生理 的 欲求 な ど ) 何 か 必 要 を 感じ た 時 は アッ ラー の 使徒 の 面前 で 起き て 座る こと に な り 彼 
を 邪魔 する こと に な る の で その 時 は (そう な る こと を 避け て ) ベッ ド の 肢 の 間 か ら そ っ と すり 抜 
け て 出 ま し た 」 

アス ワ ド は アー イシ ャ が いっ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 あ な た 達 は 私 達 女性 を 犬 や ろば と 同じ だ と し て た と えま し た 。 

と ころ で 私 が ベッ ド に 寝 て いる と アッ ラー の 使徒 が そこ へ や っ て 来 て ベッ ド の 真中 あたり を 前 に 
し て 礼拝 を 始め まし た 。 

この よう な 中 で 私 は 掛け 布団 を 取り 去る こと を 好ま な か っ た の で 静か に ベッ ド の 前 の 方 の 脚 の 所 
か ら す り 抜 け て 掛け 布団 か ら 抜け 出 ま し た 」 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

「 私 が アッ ラー の 使徒 の 前 に 寝 て いる と 丁度 私 の 足 が 彼 と キ ブ ラ の 間 に あ り まし た 。 

それ で 彼 が 平伏 礼 を する 時 に は 私 を 締め つけ る こと に な り 私 は 足 を 引っ 込め まし た 。 


そし て 彼 が 平伏 を 終え て 立ち 上 が る と 私 は 両足 を 伸ばし まし た 」 

そし て 彼女 は こう 付け 加え た 

「 そ の 当時 は どこ の 家 に も ラン プ が あり ませ ん で し た 」 

預言 者 の 妻 マ イム ー ナ が 伝え て いま す 

「 預 言 者 は 礼拝 中 で し た 。 

その 時 私 は 生理 中 で し た の で 彼 と は 反対 側 に 寝 て いま し た が 彼 が 平伏 する と し ば し ば 私 の 上 に 彼 
の 服 が か か り ま し た 」 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

「 ア ッ ラ ー の 預言 者 は 夜中 に 礼拝 し て いた 。 

その 時 私 は 生理 中 で 彼 の 脇 に いて 布 を か ぶっ て いま し た が その 一 部 は 彼 の 方 に も か か っ て いま 
し た 」 


礼拝 者 の 面前 横 陰 に つい て 


礼拝 者 の 面前 に 横たわる こと 
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アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 夜中 に 礼拝 し た も の で し た が 、 そ の 時 私 は 彼 と キ ブ ラ の 間 に 寝 て お り 、 ち ょ うど 葬儀 礼 
拝 の 時 の よう に 私 は キ ブ ラ と イマ ー ム の 間 に 安 置 さ れ た 死体 の よう で し た ( 注 ) 。 

( 注 ) この ハデ ィ ー ス は 女性 が 礼拝 者 の 前 を 通り か か っ て も 礼拝 は 無効 に な ら な い 証 左 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 夜通し 礼拝 し た も の で し た が その 時 私 は 彼 と キ ブ ラ の 間 で 寝 て いま し た 。 

そし て 彼 が ウイ トル (一 また は 三 の 奇 数 ラ カ ー ト の 礼拝 ) の 礼拝 を する 時 に は 私 を 起こ し た の で 
私 も ウイ トル の 礼拝 を し まし た 。 

ウル ワ ・ ビ ン ・ ズ バイ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

アー イシ ャ が 礼拝 を 無効 に する も の は 何かと いっ た の で 私 た ち は " 女 性 と ろば で す " と いっ た 。 
する と 彼女 は こう いっ た 。 

「 女 性 が 動物 の よう に 悪い の で すか 、 私 は アッ ラー の 使徒 の 面前 で 葬儀 礼拝 の 時 の 槽 中 の 死体 の 
よう に 横たわっ て 寝 て いま し た 。 

それ で も 彼 は 礼拝 し まし た 」 

マス ルー ク は 次 の よう に 伝え て いる 

アー イシ ャ の いる 所 で “礼拝 を 無効 に する も の は 犬 と ろば と 女性 で ある "と いう こと が 語ら れ た 。 
と ころ が 彼女 は こう いっ た 。 

「 あ な た 達 は 私 た ち を ろば や 犬 に た と えま し た ね 。 

アッ ラー に 誓っ て 、 ア ッ ラ ー の 使徒 は 私 が 彼 と キ ブ ラ の 間 の 寝台 に 横たわっ て いる に も か か わら 
ず 彼 は 礼拝 し まし た 。 

私 は (生理 的 欲求 な ど ) 何 か 必 要 を 感じ た 時 は アッ ラー の 使徒 の 面前 で 起き て 座る こと に な り 彼 
を 邪魔 する こと に な る の で その 時 は (そう な る こと を 避け て ) ベッ ド の 肢 の 間 か ら そ っ と すり 抜 
け て 出 ま し た 」 

アス ワ ド は アー イシ ャ が いっ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 あ な た 達 は 私 達 女性 を 犬 や ろば と 同じ だ と し て た と えま し た 。 

と ころ で 私 が ベッ ド に 寝 て いる と アッ ラー の 使徒 が そこ へ や っ て 来 て ベッ ド の 真中 あたり を 前 に 
し て 礼拝 を 始め まし た 。 

この よう な 中 で 私 は 掛け 布団 を 取り 去る こと を 好ま な か っ た の で 静か に ベッ ド の 前 の 方 の 脚 の 所 
か ら す り 抜 け て 掛け 布団 か ら 抜け 出 ま し た 」 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

「 私 が アッ ラー の 使徒 の 前 に 寝 て いる と 丁度 私 の 足 が 彼 と キ ブ ラ の 間 に あ り まし た 。 

それ で 彼 が 平伏 礼 を する 時 に は 私 を 締め つけ る こと に な り 私 は 足 を 引っ 込め まし た 。 


そし て 彼 が 平伏 を 終え て 立ち 上 が る と 私 は 両足 を 伸ばし まし た 」 

そし て 彼女 は こう 付け 加え た 

「 そ の 当時 は どこ の 家 に も ラン プ が あり ませ ん で し た 」 

預言 者 の 妻 マ イム ー ナ が 伝え て いま す 

「 預 言 者 は 礼拝 中 で し た 。 

その 時 私 は 生理 中 で し た の で 彼 と は 反対 側 に 寝 て いま し た が 彼 が 平伏 する と し ば し ば 私 の 上 に 彼 
の 服 が か か り ま し た 」 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

「 ア ッ ラ ー の 預言 者 は 夜中 に 礼拝 し て いた 。 

その 時 私 は 生理 中 で 彼 の 脇 に いて 布 を か ぶっ て いま し た が その 一 部 は 彼 の 方 に も か か っ て いま 
し た 」 


礼拝 時 の 着衣 に 関し て 


ー 枚 の 衣 (布地 ) で 礼拝 する こと と その 着用 の 仕方 に つい て ( 注 ) 
( 注 ) 通常 は 一 枚 は 腰 巻 風 に も う 一 枚 は 上 半身 を 被 う た め 二 枚 は 必要 で あっ た と 思わ れる 
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アプ ブー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

或 る 質問 者 が 一 枚 の 衣 ( 布 ) で 礼拝 する こと に つい て 預言 者 に 尋ね た 所 、 彼 は こう いっ た 。 

「 あ な た 達 は 誰 で も 皆 二 枚 の 衣 を 持っ て いる で は あり ませ ん か ( 注 ) 」 

( 注 ) 一 枚 の 布 で は 上 半身 を 被 う こと が で き な い 恐れ が ある の で 出来 る だ け 二 枚 で 身体 を 包み な 
さい と いう 意 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー・ フ ライ ラ に よっ て 伝え られ て いる 。 

或 る 男 が 預言 者 に 呼び か け て こう いっ た 。 

「 誰 で も 一 枚 の 衣 で 礼拝 し て も いい で すか 」 

これ に 対し て 預言 者 は こう 答え た 。 

「 皆 さん の 誰 で も 二 枚 の 衣 位 は 、 お 待ち で は あり ませ ん か 」 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 両 肩 が か くれ な い 一 枚 の 衣 で 礼拝 し て は な り ま せん 」 

ウマ ル ・ ビ ン ・ ア ブー・ サ ラマ は 伝え で いる 

私 は ウン ム ・ サ ラマ の 家 で アッ ラー の 使徒 が 両端 が 肩 に か か る 一 枚 の 衣 に 身 を 包ん で 礼拝 し て い 
る と ころ を 目撃 し まし た 。 

また 同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる が それ に は "包ん で "と いう 言葉 の か 
わり に "纏っ て ( 注 ) "と いう 言葉 で 伝え て いる 。 

( 注 ) 元 の 意味 は 一 枚 の 布 を 左肩 の 上 で 内 導 掛け に し て まとう こと 

ウマ ル ・ ビ ン ・ ア ブー・ サ ラマ は 伝え て いる 

私 は ウン ム ・ サ ラマ の 家 で アッ ラー の 使徒 が 両端 が 交差 する 一 枚 の 衣 で 礼拝 する と ころ を 目撃 
性 た 。 

ウマ ル ・ ビ ン ・ ア ブー・ サ ラマ は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 が 両端 が 互い に 交差 する 一 枚 の 衣 に 身 を 包ん で 礼拝 する と ころ を 目撃 し た 。 
と ころ で この ハデ ィ ー ス 伝承 者 の ある 者 は これ に 加え て “ 彼 の 両 肩 の 上 で (両端 が ) "と し て 伝え て 
いる 。 

ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 預言 者 が 両端 が 交差 し た 一 枚 の 衣 を 身 に 纏っ て 礼拝 する 姿 を 見 まし た 。 

ス フ ヤ ー ン は 前 記 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え て いる 。 

また 伝承 者 の ある 者 は "私 は アッ ラー の 使徒 を 訪問 し た "と 記し て いる 。 

アブ ー・ ズ バイ ル ・ マ ッ キ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 (アブ ー・ ズ バイ ル ) は ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー が 両端 が 交差 し て いる 一 枚 の 衣 で 礼 


拝 し て いる と ころ を 見 た 。 
と ころ で 彼 (ジャ ー ビ ル ) に は まだ た くさ ん 着物 が あっ た が ( 注 ) 彼 は こう 言っ た 。 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 が こう する と ころ を 見 た 」 
( 注 ) ジャ ー ビ ル が この よう な 行動 を と っ た の は 止む を 得 な い 場 合 に は 一 枚 の 衣 で 礼 排 し て も よ 
いこ と を 単に 示し た か っ た か ら 
ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 伝え て いる 
彼 は 預言 者 を 訪ね た が そこ で 彼 は こう 伝え て いる 。 
私 は 預言 者 が 華 で 編ん だ 敷物 の 上 で 平伏 し て いる 姿 を 見 た 。 
また 私 は 彼 が 両端 の 交差 し た 衣 を 身 に 纏っ て 礼拝 し て いる と ころ を 見 た 。 
前 記 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 
と ころ で 伝承 者 の 一 人 アブ ー・ ク ライ ブ は " 両 肩 の 上 に その 両端 を 置い て "と し て 伝え て いる 。 
また アブ ー・ バ クル と スワ イド の 伝承 に は "両端 を 交差 させ て "と ある 。 


モス ク と 礼拝 場所 の 書 


タイ トル な し 
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アブ ー・ ザ ッ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は (預言 者 に ) こう 尋ね た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 こ の 地上 で 最初 に 定め られ た モス ク は どれ で すか J」 

する と 彼 は こう いっ た 。 

「 マ ッ カ の 聖 モ スク で す 」 

そこ で 私 は さら に こう 尋ね た 。 

「 そ の 次 は どれ で すか 」 

する と 彼 は いっ た 。 

「 エ ル サ レ ム の アク サー・ モ スク で す 」 

そこ で 私 は さら に 尋ね て こう いっ た 。 

「 二 つの 間 に は 何 年 の 開き が あり ます か 」 

する と 彼 は 次 の よう に 語っ た 。 

「40 年 で す ( 注 ) 。 し か し どこ で 礼拝 の 時 刻 が 来 よ うと も 、 あ な た は その 場 で 礼拝 し な さい 。 そ 
こ が モ スク な の で す 」 

また アブ ー・ カ ー ミ ル が 伝え た ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に な っ て いる 。 

「 そ れ か ら 礼 拝 時 刻 に な っ た ら あ な た は その 場 で 礼拝 し な さい 。 なぜなら そこ が モス ク だ か ら 

で す 」 

( 注 ) 議論 の ある 所 で ある 。 

第 一 の 説 は どちら の モス ク も 最初 に アダ ム が 建設 し て その 間 は 40 年 の 開き が あっ た と いう 主張 。 
第 二 の 説 は エル サレ ム の モス ク は 最初 に ソロ モン が 建立 し た の で は な く 預 言 者 ユイ コ ブ が 建設 し た 
と し 預言 者 イス マイ ー ル が 父 ア ブラ ハム と と も に 建立 し た カー バ 神 殿 と の 開き が 丁度 40 年 に な る 
と いう も の 

イブ ラ ヒ ー ム ・ ビ ン ・ ヤ ジィ ー ド は 伝え て いる 

私 は モス ク の 中 庭 で 父 に クル アー ン を 読ん で 聞か せ て いま し た 。 

私 が サジ ダ (平伏 ) と 書い て ある 一 節 を 読ん だ 時 、 父 は 実際 に その 場 で 平伏 し た 。 

そこ で 私 は 彼 に こう いっ た 。 

「 お 父さん 、 道 路 で あな た は 平伏 する の で すか 」 

する と 父 は こう いっ た 。 

「 私 は アブ ー・ ザ ッ ル が 次 の よう に いっ た こと を 聞い て いま す 」 

「 私 (アブ ー・ ザ ッ ル ) が アッ ラー の 使徒 に この 地上 で 最初 に 定め られ た モス ク に つい て 尋ね 

た ら 、 彼 は 『 マ ッ カ の 聖 モ スク だ 』 と いい まし た 。 

そし て さら に 私 が 『 そ の 次 は どれ で すか 』 と 尋ね る と 彼 は 『 エ ル サ レ ム の アク サー・ モ スク だ 』 


と いい まし た 。 

それ で 私 は 『 二 つの 間 に は 何 年 の 開き が ある の で すか 』 と 尋ね る と 彼 は 次 の よう に 答え て いっ た 
『40 年 で す 。 その 後 大 地 は あな た に と っ て モス ク に な り ま し た 。 だ か ら 礼 拝 の 時 刻 に な っ た ら そ 
の 場 で 礼拝 し な さい 』」 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は アッ ラー の 使徒 が 語っ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 私 は 以前 に は 誰 一 人 と し て 与え られ な か っ た 五 つ (の 特典 ) を 授け られ た 。 

即ち 、 か つて の 預言 者 達 は それ ぞ れ 彼 の 属す る 特定 民族 の た め に 特に 遣わ くさ れ ま し た 。 

し か し 私 は 全て の 赤い 人 ( 注 1) や 黒人 の た め に 遣わ され まし た 。 

また 私 に は 私 以前 に は 許さ れ な か っ た 戦利 品 の 分 け 前 を 手 に 入れ る こと が 許さ れ た 。 

また 私 の た め に この 大 地 は 豊か で 清浄 な も の と され 大 地 を モス ク と する こと が 許さ れ た 。 

だ か ら 誰 で も 礼拝 の 時 刻 に な っ た ら そ の 場 で 礼拝 すべ き で す 。 

また 私 は 人 が 歩い て 一 ヵ月 も か か る ほど 遠く に いる 敵 を も 飲み 込ん で し まう ( 敵 の ) 恐怖 心 に よ 
っ て 助け られ た ( 注 2) 」 

また 私 は シャ ファ ー ア (来世 に お ける アッ ラー へ の 執り 成 し ) の 特権 を 与え られ た ( 注 3) 。 
( 注 1) 黒人 に 対す る 白人 系 人 種 の こと 

( 注 2) し ば し ば 戦わ ず し て 勝利 を お さめ た 初期 イス ラー ム の 歴史 を 暗示 し て いる 

( 注 3) 執り 成 し の 特権 は 多く の 預言 者 に 与え られ た が ここ で は 他 の 預言 者 に は 与え られ な か っ た 
最後 の 審判 の 日 の 執り 成 し 特権 に つい て 語ら れ て いる 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー の 伝え た 同様 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ 
て いる 。 

フ ザ イフ ァ は アッ ラー の 使徒 が 語っ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 我 々 (イス ラー ム 教 徒 ) は 三 つ の 点 で 他 の 人 々 に 卓越 する よう に 定め られ た 。 

私 達 の 礼拝 時 の 人 列 は (天上 の ) 天使 の 隊列 と 同じ で ある 。 ま た 大 地 は 全て モス ク と され その 土 
は 水 の な い 時 で も それ で も っ て 浄 め られ る こと と され た ( 注 ) 」 

フ ザ イフ ァ は さら に こう 伝え た 。 

それ か ら 彼 (預言 者 ) は も うー つの 卓越 し た 点 を 述べ た 。 

( 注 ) 水 の 無い 場合 は 砂 に よる 清浄 行為 ( タ ヤ ン ム ム ) が 許さ れ て いる 

同様 の ハデ ィ ー ス が フ ザ イフ ァ か ら 別 の 伝承 者 経路 を 経て つた えら れ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 私 は 他 の 預言 者 達 よ り 六 つの 点 で 卓越 性 を 授け られ た 。 

私 は 少な い 言 葉 で 豊か な 意味 を 持つ クル アー ン を 与え られ た 。 

また 敵 の 恐怖 心 に よっ て 私 は 助け られ た 。 

また 戦利 品 の 分 け 前 を 受け と る こと が 許さ れ た 。 

また 大 地 が 清浄 な も の と され 礼拝 所 と され た 。 

また 私 は 全て の 被 造物 ( 全 人 類 ) に 使徒 と し て 遣わ され た 。 

また 私 を も っ て 預言 者 の 系 譜 は 封印 され た 」 


アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 私 は 少な い 言 葉 で 豊か な 意味 を 持つ クル アー ン を 携え て 遣わ され た 。 

また 私 は 敵 の 心 に 起 っ た 恐怖 心 に よっ て 助け られ た 。 

また 私 は 眠っ て いる 間 に 大 地 の 資 源 を 開く 鍵 ( 注 ) を 与え られ それ ら は 私 の 手 の 中 に 納め られ た 
」 

アブ ー・ フ ライ ラ は さら に 次 の よう に 伝え て いる 。 

か く て アッ ラー の 使徒 は 昇天 され た が あな た 達 は 今 そ れ を 手 に 入れ る こと に 忙し い 。 

( 注 ) 栄誉 と か 力 と か 勝利 な ど 精 神 的 な も の と 解釈 する 場合 と 征服 に 伴う 諸王 朝 の 宝物 の 入手 を 
想定 し た 富 や 物質 と 解釈 する 場合 が ある 

アブ ー・ フ ライ ラ か ら の 同様 な ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる 。 

この ハデ ィ ー ス は アブ ー・ フ ライ ラ か ら 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 私 は 敵 の 心 に 湧き 起 っ た 恐怖 心 に よっ て 助け られ た 。 

また 少な い 言 葉 で 豊か な 意味 を も つ ク ルアー ン を 与え られ た 。 

また 寝 て いる 間 に 大 地 の 蔵 の 鍵 を 与え られ それ が 私 の 手中 に 置か れ た 」 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ム ナッ ピ フ は 次 の よう に 伝え て いる 

これ は アブ ー ・ フ ライ ラ が アッ ラー の 使徒 に つい て 語っ た いく つか の ハデ ィ ー ス の うち の 一 つ で 
ある 。 

「 私 は 敵 の 心 に 起 っ た 恐怖 心 で 助け られ まし た 。 そ し て 少な い 言 葉 で 多く の 意味 を も つ ク ルアー 
ン を 与え られ まし た 」 


預言 者 モス ク の 建設 に 関し て 


預言 者 モス ク の 建設 
1 巻 P.356-357 


アナ ス ・ ビ ピン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が マデ ィ ー ナ に や っ て 来 た 時 彼 は まず 山の手 に ある アム ル ・ ビ ン ・ ア ウフ 族 の 居 
留 地 と 呼ば れる と ころ に と どまり 、 十 四 夜 の 間 彼 等 一 族 の 間 で 過 し まし た 。 

それ か ら 彼 は バ ヌ ー・ ナ ッ ジ ャ ー ル 一 族 ( 注 1) の 長老 達 の も と に 使者 を 送っ た 。 

する と 長老 達 は 剣 を 肩 に か け て や っ て 来 た ( 注 2) 。 

私 (アナ ス ) は アッ ラー の 使徒 が 彼 の らく だ に 乗り その 後ろ に アブ ー・ バ クル を 乗せ 、 バ ヌー 

・ ナ ッ ジ ャ ー ル の 長老 達 が 彼 の 廻り を 囲み アブ ー ・ ア イ ユ ー ブ の 屋敷 の 空地 まで 来 て ( 彼 の らく 
だ の 行進 が ) ぴた り と 止ま っ た 光景 を 目 の 当 り に みる 思い が し ます 。 

さて アッ ラー の 使徒 は 礼拝 の 時 刻 に な る と その 場 で 礼拝 し た が し ば し ば や ぎ と 羊 の 囲い 地 で も 礼 
拝 し た 。 

その 後 彼 は モス ク の 建設 を 命じ た 。 

その た め 彼 は 、 バ ヌー・ ナ ッ ジ ャ ー ル 一 族 の 長老 達 に 使い を 送っ た 。 

それ で 彼 等 が や っ て 来 た 時 彼 は こう いっ た 。 

「 バ ヌー・ ナ ッ ジ ャ ー ル 一 族 よ 、 あ な た 達 の この 土地 を 私 に いく ら で 売 っ て くれ ます か 」 

する と 彼 等 は こう いい まし た 。 

「 い いえ 、 私 達 は アッ ラー に 誓っ て その 値 と し て アッ ラー か らい た だ きた い 報 酬 以外 に は 何 も 求 
め ま せ ん ( 注 3) 」 

さて アナ ス は さら に 次 の よう に つづ け て 語っ て いま す 。 

そこ に は ナツ メ ヤ シ や 多神教 徒 の 墓 や 廃 壇 が あり まし た 。 

アッ ラー の 使徒 は ナツ メ ヤ シ は 切る よう に 多神教 徒 の 墓 は 掘り 起す よう に 、 ま た 廃 壇 は 平ら に な 
ら す よう 命じ まし た 。 

そし て ナツ メ ヤ シ の 木 は キ ブ ラ の 方 角 に 整然 と 並べ られ そし て 石 が 戸口 の 両 脇 の 柱 と し て 置か 


れ た 。 
な お 彼 等 は アッ ラー の 使徒 と と も に ラジ ャ ズ の 歌謡 (勤労 歌 ) を 歌い な が ら モ スク 建設 の 仕事 に 
は げ み まし た 。 


その 時 彼 等 は こう 歌っ て いま し た 。 

「 お お アッ ラー、 来 世 の 至 福 以外 に 良き も の な ど あ り ま せん 。 

どう か 支援 者 達 ( 注 4) と 移住 者 達 ( 注 5) を お 助け 下さ い 」 

( 注 1) 預言 者 の 母 ア ー ミ ナ の 兄弟 達 つ まり 母方 の 叔父 達 の 一 族 

( 注 2) 新参 者 と し て の 預言 者 の 身 の 安全 を 守る 決意 を 示す 。 特 に ユダ ヤ 教 徒 を 式 れ て いた と いう 
( 注 3) 実際 に は 10 デ ィ ー ナ ー ル で 買い 取っ た と も いわ れ て いる 

( 注 4) アン サー ル 、 マ ッ カ か ら の ムスリム を 受け 入れ て 支援 し た マデ ィ ー ナ の ムスリム 達 


( 注 5) ム ハ ー ジ ルー ン 、 マ ッ カ か ら マ ティ ー ナ に 移住 し た ムスリム 達 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は モス ク が 建て られ る 前 は や ぎ や 羊 の 囲い 棚 の 中 で 礼拝 し た 。 
同様 な ハデ ィ ー ス が 別 伝 承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 


キ ブ ラ の 変更 に 関し て 


エル サレ ム か ら マ ッ カ の カー バ 神 殿 ヘ へ キ ブ ラ (礼拝 の 方 向 ) を 変更 し た こと 
1 巻 P.357-359 


バラ ー ウ ・ ビ ン ・ ア ー ズ ィ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 預言 者 と と も に 雌牛 章 の 「 そ し て あな た が た が どこ に いよ うと も 、 あ な た 方 の 顔 を そこ ( マ 
ッ カ ) に 向け な さい 」 (第 2 章 144 節 ) の 節 が 下る まで エル サレ ム に 向かっ て 16 ヶ 月 間 礼 拝 し て い 
まし た 。 

ちょ うど この 節 が 啓示 され た 時 預言 者 は すでに 礼拝 を 終っ た 後 で し た 。 

そこ で 彼ら の 中 の 一 人 の 男 が (新しい 啓示 を ふれ 廻る た め に ) 出かけ た が 彼 は 礼拝 中 の アン サー 
ル (マデ ィ ー ナ 在 来 の 信徒 ) の 人 々 の そば を 通り か か り 彼 等 に (アッ ラー の この 新しい 命令 を ) 
話し た の で 彼 等 は 顔 を カー バ 神 殿 に くる り と 向き 直し まし た ( 注 ) 。 

( 注 ) 当時 マデ ィ ー ナ に は 真 の ムスリム の 他 に 偽善 ムスリム や ユダ ヤ 教 徒 が 共同 生活 を し て いた 
の で キ ブ ラ の 変更 と いう この 事件 は それ ぞ れ の グル ー プ に それ ぞ れ の 反応 を 引き 起 し た (クル ア 
ー ン 第 2 章 143 節 参照 ) 。 

結局 この 事件 は 不安 定 だ っ た イス ラー ム の 信仰 共同 体 (ウン マ ) の 結束 を 強固 に する 分 水 人 鶴 と な 
っ た (イス ラー ム 独 自 の 民族 的 郷土 を 持つ 契機 と な っ た ) 

アブ ー・ イ スハ ー ク は バラ ー ウ か ら 次 の 言葉 を 聞い た と し て 伝え て いる 

私 た ち は ア ッ ラ ー の 使徒 と 一 緒 に エル サレ ム に 向かっ て 16 ヶ 月 か 17 ヶ 月 の 間 礼 拝 し て いま し た 。 
それ か ら 私 た ちの 礼拝 は カー バ 神 殿 の 方 向 に 変え られ まし た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 

人 々 が ク バ ー で 日 の 出前 の 礼拝 を 行っ て いる と 一 人 の 男 が や っ て 来 て こう 伝え まし た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 は 昨夜 啓示 を 受け まし た 。 

そし て カー バ 神 殿 に 向かっ て 礼拝 する よう 命じ られ まし た 。 

だ か ら そ うす る よう に 」 

その 時 彼 等 は シリ ア の 方 向 に 向い て いま し た が カー バ 神 殿 の 方 角 に ぐる っ と 向き を 変え た まし た 。 
イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 


人 々 が 日 の 出前 の 礼拝 を し て いる 時 、 一 人 の 男 が や っ て 来 て Es o 前 記 の ハデ ィ ー ス と 同じ こ 
と を 伝え て いる 。 


アナ ス は 次 の よう に 伝え た 

か つて アッ ラー の 使徒 は エル サレ ム の 方 角 に 向かっ て 礼拝 し て いま し た 。 

する と 次 の 一 節 が 啓示 され た 

「 わ れ (アッ ラー) は 空 を きょろきょろ 見 廻し て いる 流 (ムハンマド ) を みた 。 それ な ら ば 液 に 
満足 の 行く 方 角 を 決め て や ろう 。 液 の 顔 を マッ カ の カー バ 神 殿 の 方 角 に 向け よ 」 (第 2 章 144 節 ) 
さて バ ヌ ー・ サ ラマ 族 の 一 人 の 男 が 歩い て いた が 彼 は 途中 で 日 の 出前 の 礼拝 で 立 礼 し て いる 人 き 々 
を 見 た 。 


その 時 彼 等 は ーー ラ カー ト を 終え て いた が 彼 は 彼 等 に 次 の よう に 大 声 で 呼び か けた 。 
「 キ ブラ は 既に 変更 され まし た 」 
する と 彼 等 は 即座 に 新しい キ ブ ラ に 向き 直っ た 。 


モス ク の 建設 場所 に 関し て 


モス ク を 基 の 上 に 建て る こと 、 そ こ に 絵 を か か げ る こと 、 
また 霊 遍 を モス ク と し て 使用 する こと 等 は 禁じ られ て いる こと 
1 巻 P.359-361 


アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

ウン ム ・ ハ ビー バ と ウン ム ・ サ ラマ が エチ オ ピ ア で 見 た 教会 と その 中 に あっ た 宗教 画 に つい て ア 
ッ ラ ー の 使徒 に 話し た 。 

する と 彼 は こう いっ た 。 

「 そ れ ら の 人 々 は か つて 彼ら の 間 に 信心 深い 男 が いて その 男 が 死ん だ 時 、 彼 の 塞 の 上 に 礼拝 堂 を 
建て その 中 に 彼 の 肖像 画 を 描い た の だ 。 

それ ら の 人 々 は 審判 の 日 、 ア ッ ラ ー の み も と で も っ と も 悪し き 人 々 と な ろう ( 注 ) 」 

( 注 ) 偶像 崇拝 に 落ち 入り 神 の 唯一 性 を 汚し た か ら 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

彼 等 ( 教 友達 ) は アッ ラー の 使徒 の も と で 彼 の 病気 に つい て 互 に 話し あっ て いた 。 

その 時 ウン ム ・ サ ラマ と ウン ム ・ ハ ビー バ は 例 の 教会 に つい て 語っ た 。 

その 後 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同様 な も の が 伝え られ て いる 。 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 の 妻 達 は エチ オ ピア で 見 た 教会 に つい て 話し 合っ て いた 。 

その 教会 の 名 前 は マリ ヤ と いっ た 。 

以下 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ で ある 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 彼 が 二度と 再び 回 復 す る こと が な か っ た 最後 の 病気 に か か っ て いる 時 こう い 
っ た 。 

「 ア ッ ラ ー は ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 を 呪 わ れ た 。 彼 等 が 彼 等 の 預言 者 達 の 墓 を 礼拝 堂 と し た 
か ら で す 」 

と ころ で 彼女 (アー イシ ャ ) は (この 話 に 関連 し て ) こう つけ 加え た 。 

「 も し 万 一 そう し た 恐れ が な か っ た な ら 、 彼 (預言 者 ヘ へ ムハンマド ) の 墓 も また 公開 の 場所 に 造営 
され た だ ろう ( 注 ) 。 

だ が し か し 彼 の 墓 は モス ク に され る 恐れ が あっ た の で す 」 

( 注 ) 預言 者 の 墓 は 彼 が そこ で 他界 し た アー イシ ャ の 小 部 屋 の 中 に つく られ た 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え で いる 

「 預 言 者 達 の 募 を 礼拝 堂 に し た ユダ ヤ 教 徒 を アッ ラー が 滅ぼす よう に !」 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 預 言 者 の 墓 を 礼拝 堂 に し た キリ スト 教徒 や ユダ ヤ 教 徒 に アッ ラー の 呪 あ れ 」 

アー イシ ャ と アプ ドッ ラー ピン *・ ア ッ パ ー ズ ば 次 の よう に 伝え て いる 


アッ ラー の 使徒 が まさ に 息 を 引き 取 ろ うと し て いた 時 、 彼 は 布 を 顔 の 上 に 引き 上 げた 。 

それ か ら 苦 し く な っ て それ を 顔 か ら と り 払 いそ し て こう いっ た 。 

「 預 言 者 達 の 墓 を 礼拝 堂 に し た ユダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 に アッ ラー の 呪 あれ 」 

さて 実際 の 所 、 彼 は 彼 等 異教 徒 が 行っ た 行為 を 例 に と っ て 信徒 に 警告 し た の で す 。 

ジュ ンダ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 預言 者 が 死 の 五 日 前 に 次 の よう に いっ た 言葉 を 聞き まし た 。 

「 私 が あな た 達 の 中 か ら ハ リー ル (親友 ) を 選ん だ と し て も アッ ラー の 前 で 潔白 で す 。 

な ぜ な らら アッラー は イブ ラ ヒ ー ム を ハリ ー ル に し た と 同じ よう に 私 を ハリ ー ル に し まし た 。 

も し 私 が 私 の 信徒 集団 の 中 か ら ハ リー ル を 選ぶ と し た ら 、 き っ と アブ ー・ バ クル を 選ぶ で し ょ う 
か つて あな た 達 以前 の 人 々 は 彼 等 の 預言 者 の 墓 や 信心 深い 人 の 墓 を 礼拝 所 に し まし た が あな た 達 
は 決し て 墓 を 礼拝 所 に し て は な ら な い 。 

私 は その こと を あな た 達 に し か と 禁じ まし た よ 」 


モス ク 建 設 の 美徳 に 関し て 


モス ク 建 設 の 美徳 と その すす め 
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ウ バ イド ッ ラ ー・ ハ ウラ ー ニ ー が 伝え て いる 


ウス マー ン ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン は 彼 が アッ ラー の 使徒 の モス ク を 建て な お し た 時 、 ま ず 人 々 の 
意見 を 聞い た が 彼 等 の 意見 は 好意 的 で は な か っ た 。 

そこ で 彼 は こう いっ た 。 

あな た 達 は 公正 で な い 、 な ぜ な ら 私 は アッ ラー の 使徒 の 次 の よう な 言葉 を 聞い て いま す 。 

「 至 高 な る アッ ラー の た め に モス ク を 建て た 人 は アッ ラー が 彼 の た め に 天国 で 家 を 建て て くだ 
さる 」 

と ころ で ブ プ カ イ ル に よれ ば 預言 者 は 次 の よう に いっ た と 思う と し て いる 。 

「 彼 が モス ク を 建て る こと に よっ て た だ ひたすら アッ ラー の 喜び を 求め て いる な ら .…… 」 
また イブ ン ・ イ ー サ ー の 伝承 で は 「.…… ほ モス ク と 同じ よう な 家 を 天国 で .….…」 と な っ て いる 。 
マフ ムー ド ・ ビ ピン ・ ラ ビー ド は 伝え て いる 

ウス マー ン ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン は モス ク の 再建 築 を し た いと 思っ た 。 

し か し 人 々 は それ を 嫌っ た 。 

彼 等 は それ が その まま の 状態 に ある こと を むし ろ 望 ん で いた 。 

そこ で ウス マー ン は アッ ラー の 使徒 か ら 次 の よう な 言葉 を 聞い た と し て 語っ た 。 

「 ア ッ ラ ー の た め に モス ク を 建て た 人 に は アッ ラー は それ と 同じ も の を 天国 に 建て て 下さ る だ 
ろう 」 


屈 身 礼 中 の 手 の 配 置 に 関し て 


屈 身 礼 の 際 は 手 を 腔 の 上 に 置く べき こと 、 
また タ ト ピ ビー ク (両手 の 掌 を 合わ せ そ れ を 両 太股 の 間 に 置 く こ と ) の 破棄 
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アス ワ ド と アル カマ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 達 が アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド の 家 に や っ て 来 た 時 、 彼 は こう いっ た 。 

「 豊 裕 で 高官 の あの 人 達 は あな た 達 の 背後 で 礼 排 し まし た か 」 

そこ で 我々 は 「 い いえ 、 ま だ で す 」 と いう と 彼 は 「 そ れ な ら あ な た 達 は 立ち 上 が っ て 礼拝 し な 
さい 」 と いっ た 。 

さて その 際 に 彼 は 私 た と ち に アザ ー ン と イカ ー マ の 詠唱 を 命じ ませ ん で し た ( 注 1) 。 

そこ で 私 達 は 彼 (アブ ドッ ラー) の 背後 に 立つ た め に 彼 に つい て 行き まし た 。 

する と 彼 は 私 達 の 手 を 取り 一 人 を 彼 の 右手 の 側 に 立た せ も う 一 人 を 左側 に 立た せ た 。 

そし て 彼 が 屈 身 礼 を し た 時 私 達 は 手 を 膝 の 上 に 置き まし た 。 

する と 彼 は 私 達 の 手 を 打ち 両手 の 掌 を 合わ せ そ れ か ら そ れ を 彼 の 両 太 股 の 間 に 入 れ た (これ は 後 
に 破棄 され た ) 。 

それ か ら 礼 拝 を 終え た 時 彼 は こう いっ た 。 

「 あ な た 達 の 所 に まもなく アミ ー ル (大 守 、 豊 裕 な 高官 達 ) た ち が や っ て 来る で し ょ う が 彼 等 は 
礼拝 を 決め られ た 時 刻 よ り 遅 ら せ て いま す 。 

つま り 日 没 の 時 間 ぎ り ぎ り の と ころ まで 遅らせ て いま す 。 

それ で 彼ら が その よう に する と わか っ た な ら あ な た 達 は 礼拝 を 決め られ た 時 刻 に 行っ て し まい な 
さい 。 

そし て その 後 の 彼 等 と の 礼拝 は 任意 の 礼拝 と し て 行え ば よい で し ょ う 。 

さて も し あな た 達 が 三 人 な ら ば 一 列 に 並ん で 一 緒 に 礼拝 し な さい (これ は 後に 破棄 され る ( 注 2) 
) 

も し それ より も 多けれ ば あな た 達 の うち の 一 人 が イマ ー ム に な りな さい 。 

そし て 屈 身 礼 を する 時 に は 両 前 腕 を 両 腔 の 上 に 置い て か ら 身 を か が めそ れ か ら 両 手 の 掌 を 合わ せ 
両 脇 の 内 側 に 置き な さい 。 

この 仕草 に つい て は あたかも 私 (アブ ドッ ラー) は アッ ラー の 使徒 の (それ ぞ れ の ) 指 の 違い を 
今 眼前 に 見 て いる 思い で す (それ 程 は っ きり 記憶 し て いる ) 」 

( 注 1) 個人 宅 で 礼拝 する 場合 は 許さ れる 

( 注 2) 現行 の 規定 で は 二 人 の 場合 は 一 列 に 並ん で 礼拝 し 三 人 以 上 の 場合 は その うち の 一 人 が イマ 
ー ム と な り 先 頭 に 立ち 残り の 者 は 背後 に 整列 する こと に な っ て いる 

アル カマ と アス ワ ド に よる 前 記 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

と ころ で 別 伝承 の ハデ ィ ー ス に は 「 あ た か も 私 は 屈 身 礼 中 の アッ ラー の 使徒 の 指 の 違い を 眼前 に 
な が め て いる 思い で す 」 と ある 。 


アル カマ と アス ワ ド は 次 の よう に 伝え て いる 
彼ら 二 人 が アブ ドッ ラー を 訪ね た 時 、 彼 は こう いっ た 。 
「 あ な た 達 の 後ろ に いる 人 々 ( 豊 裕 で 高官 の アミ ー ル 達 ) は 礼拝 を し まし た か 」 
それ で 二 人 は 「 は い 」 と 答え た 。 
する と アブ ドッ ラー は 二 人 の 間 に 割 り 込 ん で 立ち 一 人 を 彼 の 右側 に 他 の 一 人 を 左側 に 立た せ た 。 
それ か ら 私 た ち は 屈 身 礼 を し まし た 。 
その 時 私 達 は 両手 を 膝 の 上 に 置い た と ころ 、 彼 は (そう で は な いと ) 私 達 の 手 を た た いた 。 
それ か ら 彼 は 両手 の 掌 を 合わ せ そ れ を 両 股 の 間 に 置 きま し た ( 注 ) 。 
そし て 礼拝 が 終わ っ た 時 「 こ の よう に アッ ラー の 使徒 は 行っ た 」 と 彼 は いい まし た 。 
( 注 ) この 仕草 は 次 に 続く 複数 の ハデ ィ ー ス に よっ て 後に 破棄 され た 
ム ス ア プ ・ ビ ピン ・ サ アド は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は 父 の 脇 で 礼拝 し まし た 。 
その 時 私 は 両手 を 両 腔 の 間 に 置 きま し た 。 
する と 父 は こう いい まし た 。 
「 両 手 の 掌 を 両 腔 の 上 に 置き な さい 」 
それ か ら 私 が 再び 最初 の 動作 を 繰り 返す と 彼 は 私 の 手 を 打っ て こう いっ た 。 
「 我 々 は そう する こと を 禁じ られ た の だ 、 我 々 は 手 の 掌 は 膝 の 上 に 置く よう 命じ られ た 」 
アブ ー・ ヤ アフ ー ル は 同様 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え て いる が 彼 は 「 我 々 は そう 
する こと を 禁じ られ た 」 と だ け 伝 え そ の 後 は 何 も 言 及 し て いな い 。 
ム ス ア ブ ・ ビ ン ・ サ アド は 伝え て いる 
私 は 屈 身 礼 を し た 際 に " 手 は こう する の だ "と いっ て 両手 の 掌 を 合わ せ そ れ を 両 股 の 間 に 置 いた 。 
する と 私 の 父 が こう いっ た 。 
「 か つて 我々 も そう し た も の で し た 。 
し か し その 後 我々 は 両手 を 腔 の 上 に 置く よう に 命じ られ た 」 
ム ス ア ブ プ ブ ・ ビ ン ・ サ アド ・ ビ ン ・ ア ブー・ ワ ッ カ ー ス は 伝え て いる 
私 は 父 の 脇 で 礼拝 し まし た 。 
そし て 屈 身 し た 際 に 両手 の 指 を 交互 に 交差 させ 組み 合わ せ て 両 膝 の 間 に 置 きま し た 。 
する と 彼 は 私 の 手 を た た いて 警告 し た 。 
そし て 礼拝 が 終わ る と 彼 は こう いっ た 。 
「 か つて 我々 も そう し て いた 、 そ れ か ら 我 々 は 膝 の 上 に それ を あげ る よう 命じ られ まし た 」 


礼拝 中 の 座り 方 に つい て 


か か と の 上 に (体重 を か け て ) 座る こと は 許さ れ て いる 
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ター ウス は 次 の よう に 伝え て いる 

私 達 は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス に 両足 の か か と の 上 に 体重 を か け て 座る こと に つい て 聞き まし た 。 
する と 彼 は 「 そ れ は スン ナ ( 注 ) で す 」 と いっ た 。 

そこ で 私 達 は 彼 に こう いっ た 。 

「 そ れ は 足 に 酷 な こと だ と 思い ます 」 

する と イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は こう いっ た 。 

「 し か し それ は あな た の 預言 者 の スン ナ で す J」 

( 注 ) 慣習 、 こ こ で は 預言 者 の 慣習 の 意味 、 フ ァ ル ド (義務 行為 ) の 対語 で 、 そ れ を すれ ば 来世 
に て 報償 を 得る が し な く て も 久 を 受け な い 行 為 


礼拝 中 の 私 語 に 関し て 


礼拝 中 の 私 語 の 禁止 と 以前 に は 許さ れ て いた 行為 の 破棄 
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ー ウ ィ ヤ ・ ビ ン ・ ハ カム は 伝え て いる 
私 が アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 礼拝 し た 時 、 一 人 の 男 が クシ ャ ミ を し た 。 
そこ で 私 は 「 あ な た に アッ ラー の 慈悲 が ( 注 1) 」 と いい まし た 。 
する と 周囲 の 礼拝 者 達 が いっ せい に 私 を に らん だ ( 注 2) 。 
それ で 私 は こう いっ た 。 
「 災 いな る か な 、 な ぜ あ な た 達 は 私 を そん な 眼 で みる ん で すか 」 
する と 彼 等 は 膝 の 上 で 手 を 打ち 始め た 。 
そし て 私 は 彼 等 が 私 を 黙ら せよ うと し て いた こと を 知り むっ と し た が 私 は 黙っ て いま し た 。 
そし て アッ ラー の 使徒 が 礼拝 を 終え た 時 一 まこ と に 彼 は 父母 に も 代え 難い お 方 で 、 私 は 後に も 先 
に も 彼 よ り 優れ た 教師 を 見 た こと が あり ませ ん が ーー アッ ラー に 哲 っ て 彼 は 私 に 強制 し た り 、 私 
を 打っ た り ま た 傷 辱 し た りす る よう な こと な く 次 の よう に いい まし た 。 
「 礼 振 中 は 人 間 へ の 会 話 は ゆる され て いま せん し 許さ れ て いる の は タス ビー フ (アッ ラー へ の 讃 
美 の 言葉 ) と タク ビー ル と クル アー ン の 読 診 あるいは アッ ラー の 使徒 が 語っ た 言葉 だ け で す 」 
そこ で 私 は こう いい まし た 。 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 は 最近 まで ジャ ー ヒ リー ヤ 時 代 (イス ラー ム 以 前 の 無道 時 代 ) に 生き て 
いま し た 。 
し か し アッ ラー は イス ラー ム を 私 達 に も た ら さ れ ま し た 。 
それ で も 私 達 の 中 に は まだ カー ヒン ( 占 師 ) に 頼る 者 が いま す 」 
する と 彼 は こう いっ た 。 
「 彼 等 に 頼っ て は な ら な い 」 
私 は つづ け て 「 な か に は 鳥 を 使っ て 吉凶 を 占う 者 が いま す ( 注 3) 」 
する と 彼 は こう いっ た 。 
「 そ れ ら の こと は 彼 等 の 胸中 に ある こと で 彼 等 を 止め させ る こと は で き な い 」 
と ころ で イブ ン ・ サ バー フ は "あな た 達 を 止め させ る こと は で き な い "と 伝え た 。 
さて 私 は さら に こう いっ た 。 
「 私 達 の 中 に は 線 を 引い て 占う 者 が いま す 」 
する と 彼 (預言 者 ) は 次 の よう に いい まし た 。 
「 以 前 預言 者 の うち の 一 人 (イド リー ス か ダニ エル ) が 線 を 引い て 予言 し た が 、 も し 彼 等 が それ 
IE ( 注 4) 」 
アー ウィ ヤ は さら に 次 の よう に 語っ た 。 
私 に は ウフ ド 山 と ジャ ワー ニヤ (マデ ィ ー ナ の 北 の 地 点 ) の 近く で 私 の た め に 羊 を 飼う 女 奴隷 が 
いま し た 。 


或 る 日 私 は そこ を 見 廻っ た と ころ 狼 が 羊 の 群 か ら そ の 一 頭 を 奪っ て し まっ て いた こと が わか り ま 
た 。 

私 も 人 の 子 で すか ら 誰 も が 残念 に 思う よう に 私 も 残念 に 思い まし た 。 

それ で 私 は 彼女 の 顔面 に 平手 打ち を 喰わ し まし た 。 

それ か ら 私 は アッ ラー の 使徒 の 所 に や っ て きま し た が 彼 は 私 が 行っ た こと を 重大 な こと の よう に 
私 に 思わ せま し た 。 

そこ で 私 は こう いい まし た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 私 は 彼女 を (奴隷 ) 解放 すべ き で は な いで し ょ うか J」 

する と 彼 は 「 彼 女 を 連れ て き な さ い 」 と いっ た 。 

そこ で 私 は 彼女 を 連れ て きま し た 。 

する と 彼 は 彼女 に 「 ア ッ ラ ー は どこ に いま すか 」 と 尋ね た 。 

する と 彼女 は 答え て 「 天 に いま す 」 と いっ た 。 

彼 は さら に 「 私 は 誰 で すか 」 と 尋ね た 。 

する と 彼女 は いっ た 。 

「 あ な た は アッ ラー の 使徒 で す 」 

そこ で 彼 は こう いい まし た 。 

「 彼 女 を 自由 の 身 に し て や りな さい 。 彼女 は 信者 で す 」 

( 注 1) クシ ャ ミ を し た 本 人 は "アッ ラー に 称 讃 あ れ ! "と いい 、 そ れ を 聞い た 人 が 前 記 の "あな た 
に アッ ラー の 慈悲 が "と 唱え る べし と 日 常 的 に は 慣習 化 さ れ て いる が ここ で は 礼拝 中 に 関係 の な い 
言葉 を 発し た と し て 非難 を うけ て いる 

( 注 2) 礼拝 中 に 人 間 同 志 の 会 話 つ まり 余計 な こと を 口 に し た か ら 

( 注 3) 鳥 を 故 っ て それ が 右 方 向 に 飛ぶ か 左 に 飛ぶ か で 吉凶 を 占っ た 

( 注 4) し か し 預言 者 へ ムハンマド は 最後 の 預言 者 で ある か ら 結 局 は 彼 以後 は 許さ れ な いこ と に な る 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

アプ ドッ ラー - ビン - マス ウー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

か つて 私 達 は アッ ラー の 使徒 が 礼拝 中 に 彼 に 挨拶 を し た が 彼 は 私 達 に ちゃ ん と 挨拶 を 返し まし た 
と こ 4 の シー の 所 (エチ オ ピ ア ) か ら 帰 っ て みる と ( 注 ) 私 達 が 預言 者 に 挨拶 し 
て も こん ど は 挨拶 を 返し ませ ん で し た 。 

そこ で 私 達 は 次 の よう に 尋ね た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 あ な た は か つて 礼拝 中 に 私 た ち が 挨 拶 し た 時 に は 挨拶 を 返し て 下さ いま 
し た 」 

する と 彼 は 次 の よう に 答え た だ け だ っ た 。 

「 礼 拝 は 全 注 意 力 の 集中 を 要求 し て いる 」 

( 注 ) マッ カ で の 人 迫 害 時 代 に 一 部 の 信徒 集団 が エチ オ ピ ア に 避難 し た 。 

この 集団 は その 後 マ ディ ー ナ 時 代 に 帰国 し た 

前 記 同様 な ハデ ィ ー ス が 列伝 承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 


ザイ ド ・ ビ ン ・ ア ルカ ム は 伝え て いる 
か つて 私 達 は 礼拝 中 に よく 話 を し て いま し た 。 
一 人 の 男 が 礼拝 中 の 隣り の 友人 に 話し か け ま し た が そこ で 次 の 一 節 が 啓示 され まし た 。 

「 清 浄 な 心 で アッ ラー の 前 に 立ち な さい 」 (第 2 章 22 節 ) 
こう し て 私 達 は 礼拝 中 沈黙 を 守る よう 命じ られ 私 語 す る こと を 禁じ られ まし た 。 
前 記 同 様 な ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 桂 路 を 経て 伝え られ て いる 。 
ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は か つて 私 を 使い 走り に 送り まし た 。 
I り ま し た が その 時 彼 は (らく だ に 乗っ て ) 行進 中 で 
隊 夫 5 

(クタ イ バ は 行進 中 に 預言 者 は 礼 排 し て いた の だ と 伝え て いる が ) 。 
私 (ジャ ー ビ ル ) は そこ で 彼 に 挨拶 を し た と ころ 彼 は 私 に 身振り で 返礼 し た 。 
そし て 彼 が 礼拝 を 終え た 時 私 を 呼ん で こう いっ た 。 

「 あ な た は 先程 私 が 礼拝 中 に 挨拶 し まし た ね 」 
と ころ で 預言 者 は その 時 東方 に 向かっ て 行進 中 で し た ( 注 ) 。 

( 注 ) 預言 者 は 当然 らく だ に 乗っ て 行進 中 に ナ フ ル (随意 ) の 礼拝 を 行っ た と 考え られ る か ら こ 
の よう な 場合 は 必ず し も マッ カ の カー バ 神 殿 に 向かっ て 礼拝 し な く て も よい こと に な る 
ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は バ ヌ ー・ ム スタ リク 族 攻 略 に 向かう 途中 私 を 使い 走り に 送っ た 。 
それ で 私 が 彼 の も と に 戻っ た 時 彼 は らく だ に 乗っ た まま 礼拝 し て いる 所 で し た 。 
私 は 彼 に 話し か け ま し た が 彼 は 私 に こん な ふう に 手振り で 答え まし た 。 

(伝承 者 の 一 人 ズ ハ イル も また この 時 の 状況 を こん な 手振り で 伝え て いる ) 
そこ で 私 は も う 一 度 話し か け ま し た と ころ 彼 は 再び 手振り で こん な ふう に 答え まし た 。 

( ズ ハ イル も また 地面 を 指 差す 身振り を 交え て 伝え て いる ) 
私 の 方 は その 時 預言 者 が クル アー ン を 褒 ん で いる 声 を 聞き と り ま し た が 彼 は 頭 を 動か し ( 屈 身 礼 
と 平伏 礼 の た め ) 彼 が 礼 振 中 で ある こと を 私 に 知ら せよ うと し て いた 。 
そし て 彼 が 礼拝 を 終え た 時 こう いっ た 。 

「 私 が 送っ た 用 向き の こと で あな た は どう し まし た か 、 ( 今 ま で ) 私 が あな た に 話し か けら れ 
な か っ た の は 礼拝 中 だ っ た か ら で す 」 
と ころ で ズ ハ イル は こう 伝え て いる 。 
この ハデ ィ ー ス を アブ ー・ ズ バイ ル が 伝え た 時 、 彼 (アブー・ ズ バイ ル ) は 丁度 カー バ 神 殿 に 
向かっ て 座っ て いま し た 。 
そし て 彼 は バ ヌ ー・ ム スタ リク 族 の 居留 地 の 方 角 を 指 差 し た の だ が し か し その 方 角 は カー バ 神 殿 
の 方 角 で は な か っ た 。 
ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 伝え て いる 
私 達 は 預言 者 と 一 緒 に いま し た 。 

彼 は ある 用 向き で 私 を 使者 と し て 送り まし た 。 


それ か ら 私 が 戻っ て きた 時 、 彼 は らく だ に 乗っ た まま 礼拝 中 で し た が その 時 彼 は キ ブ ラ 以 外 の 方 
角 を 向い て いま し た 。 

そこ で 私 は 彼 に 挨拶 し まし た 。 

し か し 彼 は 返礼 し ませ ん で し た 。 

そし て 彼 が 礼拝 を 終え た 時 こう いい まし た 。 

「 私 は 礼拝 を し て いた の で あな た に 返事 が で き な か っ た の で す 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 


礼拝 中 の タ ア ウィ ー ズ に 関し て 


礼拝 中 に 悪魔 を 呪う こと また タ ア ウィ ー ズ (悪魔 か ら 逃 れ て アッ ラー に 助け を 請う 呪文 ) を 唱え 
る こと 、 

また その 他 の 紫 細 な 行為 は 許さ れる こと 

1 巻 P.368-369 


アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 

「 ジ ン の 仲間 の アフ リー ト (性 悪 の ジン で 悪魔 の 一 種 ) が 昨夜 私 の 礼拝 を 中 断 す る た め 私 を 襲い 
始め まし た 。 

し か し アッ ラー は これ に 対抗 する 力 を 私 に 与え て くれ まし た 。 

それ で 私 は アフ リー ト を 捉え て あな た 達 全て が その 姿 を 見 る こと が で きる よう に それ を モス ク の 
ー 本 の 円 柱 に あわ や 縛り 付け よう と 思い まし た 。 

し か し 私 は 預言 者 系 列 で は 兄 に あたる スラ イマ ー ン (ソロ モン ) の 次 の よう な 祈り の 言葉 を 思い 
出 も 計 尼 汰 s 

「 主 よ 私 を お 落し 下さ い 。 そ し て 私 に 後世 の 誰 も 持ち 得 な い 王 国 を お 与え 下さ い 」 (クル アー・ 
第 38 章 35 節 ) ( 注 ) 

か く て アッ ラー は それ (アフ リー ト ) を 追い 払う に と ど め られ た 」 

( 注 ) ジン の 取締 り の 権限 に つい て は 形式 上 は ソロ モン に 与え られ て いる こと に な っ て いる 。 
その こと を 思い 起 し た の で あろ う 。 

また ソロ モン は 預言 者 と 王権 双方 の 家柄 に 生ま れ た の で 彼 が 預言 者 と し て の 奇跡 を 示す た め に は 
まず 巨大 な 王国 を 望ん だ と し て も 当然 で あろ うと いっ た 文脈 で 理解 され て いる 

前 記 同 様 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

た だ し ここ で は "対抗 する ( 力 ) "の 代わ り に "踏み つけ る ( 力 ) "と な っ て いる 。 

ー・ ダ ル ダ ー ウ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 礼拝 の た め に 立ち 上 が っ た 。 

そし て 私 達 は 彼 が “私 は お 前 (悪魔 ) か ら 逃 れ て アッ ラー の 助け を 請 い 願う "と 唱え 、 つ いで "アッ ラ 
ー の 呪 が お 前 に あれ ! "と 三 回 繰り 返す 声 を 聞き まし た 。 

それ か ら 彼 は 何 か を 捉 む よう に 手 を 空中 に 伸ばし まし た 。 

そし て 礼拝 を 終え た 時 私 達 は こう いっ て 尋ね た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 達 は あな た が 礼拝 中 に 以前 に 聞い た こと も な い 言 葉 を 聞き まし た 。 ま た 
あな た が 手 を 伸ばす 姿 を 見 まし た 」 

する と 彼 は こう いい まし た 。 

「 ア ッ ラ ー の 敵 の イブ リー ス が 燃え る 炎 を 持っ て き て それ を 私 の 顔 に 当て よう と し た の で 私 は "お 
前 か ら 逃 れ て アッ ラー の お 助け を 請 い 願う "と 三 回 いい まし た 。 

そし て また "アッ ラー の 完璧 な 呪 が お 前 に あれ "と いい まし た 。 

し か し それ で も イブ リー ス は 三 回 と も 一 歩も し り ぞ きま せん で し た 。 


そこ で 私 は それ を 捉 ま えよ うと 思い まし た 。 
アッ ラー に 折っ て 、 も し 私 達 預 言 者 系 列 上 の 兄 ス ライ マー ン の 祈り が 無かっ た な らき っ と それ は 
縛り あげ られ マデ ィ ー ナ の 子供 達 の 遊び 道具 に され た こと で し ょ う 」 


礼拝 中 に 子供 を 抱く こと に つい て 


礼拝 中 に 子供 を 片手 で 抱き か か える こと は 許さ れ て いる 


1 巻 P.369-370 
アブ ー・ カ ター ダ は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 彼 の 娘 の ザイ ナブ の 娘 で あり ア ・ ア ー ス の 娘 で も ある 孫娘 の ウマ ー マ を 抱 


き な が ら 礼 拝 し まし た 。 
直立 礼 の 時 は 彼女 を 片手 で 抱き か か え ( 注 ) 平伏 する 時 に は 彼女 を 下 に 置き まし た 。 
と ころ で ヤ ヒ ヤー は その こと で マー リク が "その 通り だ っ た "と し て 育 定 し た と 伝え て いる 。 
( 注 ) 両手 で 抱き か か えた 場合 に は 礼拝 その も の が 無効 に な る 
= 2 Re 
私 は 預言 者 が アブ ー ・ ア ー ス の 娘 ウ マー マ を 連れ て イマ ー ム と し て 礼拝 する 姿 を 見 まし た 。 
時 の お 
彼 は 彼女 を 肩 に の せ て ( 注 ) お り 屈 身 す る 時 に は 彼女 を 下 に お ろ し 平伏 礼 か ら 立 ち 上 が る 時 に は 
彼女 を また 肩 に 戻し まし た 。 
( 注 ) 両 局 で な く 片 方 の 肩 に また が せ て 乗せ た 意 
ー・ カ ター ダ は 伝え て いる 
私 は アッ ラー の 使徒 が アブ ー ・ ア ー ス の 娘 の ウマ ー マ を 首 に 乗せ て イマ ー ム と し て 礼拝 する 姿 を 
見 まし た 。 
そし て 平伏 する 時 に は 彼女 を 下 に 降ろ し まし た 。 
ー・ カ ター ダ は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 次 の よう に 伝え て いる 
私 達 が モス ク に 座っ て いる と アッ ラー の 使徒 が 私 達 の 所 に や っ て きた 。 
以下 は 前 記 の ハデ ィ ー ス を 伝え た が た だ し ここ で は 預言 者 が その 礼拝 で イマ ー ム を 勤め た と は い 
っ て いな い 。 


礼拝 中 の 前 後 移動 に つい て 


礼拝 中 に 一 歩か 二 歩 動く こと は 許さ れ て いる 
1 巻 P.370-371 


アブ ドル ・ ア ズィー ズ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ハ ー ズ ィ ム は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て 
いる 

一 団 の 人 々 が サハ ル ・ ビ ン ・ サ アド の 所 に や っ て 来 た 。 

そし て 預言 者 の ミン バル (説教 台 ) が どん な 木 で 出来 て いる の か に つい て 口論 を 始め た 。 

そこ で 彼 (サハ ル ) は こう 語っ た 。 

「 ア ッ ラ ー に 折っ て 、 私 は それ が どん な 木 で 作ら れ て いる の か 、 ま た 誰が それ を 作っ た の か ちゃ 
ん と 知っ て いま す 。 

私 は アッ ラー の 使徒 が その 上 に 最初 に 座っ た 日 の 姿 を 目撃 し て いま す 」 

そこ で 私 (アブ ー・ ハ ー ズ ィ ム ) は こう いっ た 。 

「 ア ブー・ ア ッ パ バー ス (サハ ル の 通称 ) よ 、 そ の こと を 我々 に 話し て くれ 」 

する と 彼 は 次 の よう に 語っ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 は 彼 の 使い を ある 女性 の も と に 送り まし た (アブ ー・ ハ ー ズ ィ ム は サハ ル が そ 
の 時 彼女 の 名 前 を 特定 し た と 語っ た が ) 

それ は 彼女 に 依頼 し て 彼女 が 所 有する 奴隷 の 大 工 に 預言 者 の 説教 合 を 作ら せる た めで し た 。 
こう し て その 奴隷 が この 三 段 の 説教 合 を 作っ た の で す 。 

それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は それ を 今 あ る この 場所 に 置く よう 命じ た の で す 。 

それ は アル ・ ガ ー バ (マデ ィ ー ナ か ら 8.9 マ イル の 高地 ) 産 の タマ リス ク の 木 か ら 作ら れ ま し た 。 
さて 私 は 彼 が 説教 台 の 上 に 立ち タク ビー ル を 唱え 、 人 々 が 彼 に 続い て タク ビー ル を する 光景 を 見 
まし た 。 

それ か ら 預 言 者 は 屈 身 礼 か ら 頭 を 上 げ て か ら 後 ず さ り する よう に し て 説教 台 を 降 リ て 説教 台 の 基 
底部 の 所 で 平伏 し た 。 

それ か ら 再 び 説 教 台 の 上 に も どっ た が こう し て 彼 は その 礼拝 が 終わ る まで 上 下 の ( 二 ・ 三 歩 の ) 
移動 を 繰り 返し た ( 注 1) 。 

その 後 預言 者 は 人 々 に 向かっ て こう 語り まし た 。 

「 皆 さん 、 私 が この よう に 行動 し た の は 私 に 従っ て あな た 達 が 私 か ら 礼拝 の 仕方 を 学ぶ た めで 
す ( 注 2) 」 

( 注 1) くる り と 向き 直ら な い 限 り 礼 振 中 の 一 ・ 二 歩 の 移動 は 必要 な 限り 許さ れる 

( 注 2) 高い 所 で 礼拝 の 仕方 の デモ ンス トレ イシ ョ ン を 行っ て みせ た と も 考え られ る 

アブ ー・ ハ ー ズ イィ イム は 伝え て いる 

人 々 が サハ ル ・ ビ ン ・ サ アド の 所 に 来 て 彼 に 預言 者 の 説教 合 が 何で 作ら れ て いる の か 尋ね た 。 
以下 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ で ある 。 


礼拝 中 に 腰 元 に 手 は 置か ぬ 、 に つい て 


礼拝 中 に 手 を 腰 元 に 置く こと は すす め ら れ な いこ と 
1 巻 P.371-372 


アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 
預言 者 は 礼拝 中 に 手 を 腰 元 に 置く こと を 禁じ た 。 
また アブ ー・ バ クル の 伝え る 所 で も "アッ ラー の 使徒 は そう する こと を 禁じ た "と ある 。 


礼拝 中 小石 を 動か すこ と に つい て 


礼拝 中 小石 を 動か し た り 、 地 面 を 平ら に な らし た りす る こと は すす め ら れ な いこ と 
1 巻 P.372 


ム ア イ キ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は モス ク で (礼拝 中 ) 小石 を 動か す (取り 除く ) こと の 是非 に つい て 言及 し こう いっ た 。 
「 あ な た が どう し て も そう し な けれ ば な ら な い 時 は 一 回 だ け に し な さい 」 

ム ア イ キ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 等 は 預言 者 に 礼拝 中 に 小石 を 取り 除く 行為 に つい て 尋ね た 。 

する と 彼 は "一 度 だ け " と いっ た 。 

また 、 ム アイ キ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 。 

アッ ラー の 使徒 は (礼拝 中 に ) 平伏 場所 の 地面 を 平ら に し て いる 男 に 次 の よう に いっ た 。 

「 も し あな た が どう し て も し な けれ ば な ら な い の な ら 一 回 だ け に し て お き な さ い 」 


モス ク で 吐 を 吐く こと の に 関し て 


礼拝 中 モス ク の 中 や その 他 の 場所 で も 嘩 を 吐く こと は 禁止 され て いる 
1 巻 P.372-374 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は キ ブ ラ 方 向 の 壁 の 上 に (誰か が ) 嘩 を 吐い た 跡 を 見 つけ それ を 引っ 揺 い て 取 
り 去 っ た 。 

それ か ら 人 々 に 向かっ て こう いっ た 。 

「 誰 で も 礼拝 し て いる 時 は 前 方 に 嘘 を 吐い て は な ら な い 。 

な ぜ な ら ア ッ ラ ー は 礼拝 する 時 彼 の 顔 の 前 に いる か ら で す 」 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

預言 者 は モス ク の キ ブ ラ の 壁 に 付着 し た 療 を 見 つけ た 。 

以下 は 前 記 の ハデ ィ ー ス を 伝え た が 伝承 者 の 一 人 ドッ ハー ク は 単に " キ ブ ラ の 壁 に 付着 し た 
療 を .… せ …… "と 伝え て いる 

アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 伝え て いる 

預言 者 は モス ク の キ ブ ラ の 壁面 に 付着 し て いる 療 を 見 つけ た 。 

そこ で 彼 は 小石 で それ を 挿 き と っ た 。 

それ か ら 彼 は 右側 と 前 方 に 星 を 吐く こと を 禁じ た 。 

し か し 左側 と 左足 元 に 吐く こと は 許さ れ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ と アブ ー・ サ イー ド が 伝え て いる 別 の 伝承 者 経路 に よる ハデ ィ ー ス で は 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 は 療 を 見 た 」 以下 は 同じ も の が 伝え られ て いる 。 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 嘩 か 鼻汁 か 療 か この うち の どれ か が キ ブ ラ の 壁面 に 付着 し て いる 所 を 見 つけ て それ を 引 
っ 揺 い て 取り 去っ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は モス ク の キ ブ ラ 壁 面 に 療 が 付着 し て いる 所 を 見 つけ 人 々 に 向かっ て 次 の よう 
NO9 と 3 

「 あ な た 達 の 中 に は 主 の 前 に 立っ て 主 の 面前 に 嘩 を 吐く 者 が いる が 一 体 ど うい うつ も りな の で 
すか 、 あ な た 達 の うち で 人 の 前 に 立っ て 人 の 顔 に 貴 を 好 ん で 吐く 者 が いる で し ょ うか 。 

誰 で も 嘩 を 吐く 時 に は 左側 の 自分 の 足元 に すべ き で す 。 

し か し も し 彼 が ( 嘩 を 吐く 場所 を ) 見 つけ られ な い の な ら そ の 時 彼 は こう すべ き で す 」 

伝承 者 の 一 人 カー シム は それ を 説明 し て 彼 の 服 に 嘩 を 吐き それ か ら そ れ を 包み 込み 交互 に こす り 
合わ せ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ か ら 別 の 伝承 者 経路 を 経て 次 の よう に も 伝え られ て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 が 彼 の 服 の 一 部 (に 嘩 を 吐き それ ) を た た み 込 ん で いる 姿 を まる で 今 眼前 に 
見 て いる 感じ で す 。 


アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 誰 で も 礼拝 する 者 は 主 と 親 し く 対 話し て いる の で ある か ら 己 れ の 眼前 や 右側 に 嘩 を 叶い て は な 
ら な い 。 

彼 は 自分 の 左側 の 足元 に 吐く べき で ある 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 モ スク で 嘩 を 吐く こと は 罪 で ある 。 そ の 償い は それ を 土 中 に 埋め る こと で す 」 

シュ ウ バ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は カタ ー ダ に モス ク 内 で 嘩 を 吐く こと に 関し て 尋ね まし た 。 

する と 彼 は 「 私 は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク が 次 の よう な 預言 者 の 言葉 を 語っ た 話 を 聞い た 」 と い 
っ た 。 

「 モ スク で 嘩 を 叶 く こと は 罪 で ある 。 そ の 償い は それ を 埋め る こと で す 」 

アブ ー・ ザ ッ ル は 次 の よう な 預言 者 の 言葉 を 伝え て いる 

「 私 の 信仰 共同 体 に お いて 善行 と 悪行 が 何たる か が 私 に 明らか に され た 。 

私 は 良い 行い と し て は 道路 か ら 障害 物 が 取り 除 か れる こと で あり 、 ま た 悪い 行い と し て は 療 が モ 
スク 内 で 吐 か れ て それ が 埋め られ な いこ と だ と 知り まし た 」 

ヤジ ー ド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ シ ッ ヒ ー ル は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て 
いる 

私 (ヤジ ー ド の 父 ) は アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 礼拝 し て いま し た 。 

その 時 彼 (預言 者 ) は 嘩 を 吐い た が それ を サン ダル で 拭い 取り まし た 。 

ヤジ ー ド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ シ ッ ヒ ー ル は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 語っ て 
いる 

私 (ヤジ ー ド の 父 ) は 預言 者 と 一 緒 に 礼拝 し た 。 

する と 彼 (預言 者 ) は 嘩 を 吐き それ か ら そ れ を 左足 の サン ダル で 拭い 取り まし た 。 


サン ダル 履き の 礼拝 に つい て 


サン ダル を 履い た まま 礼拝 する こと は 許さ れる 
1 巻 P.374-375 


サイ ー ド ・ ビ ン ・ ヤ ジー ド は 伝え て いる 

私 は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に 「 ア ッ ラ ー の 使徒 は サン ダル を 履い た まま 礼拝 し まし た か 」 と 尋 
ね た 。 

する と 彼 は 「 は いそ う で す 」 と 答え た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 


図柄 入り 衣服 で の 礼拝 に 関し て 


図案 や マー ク が 描か れ た 服装 で 礼拝 する こと は 適切 で は な いこ と 
1 巻 P.375 


アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 図案 が 描か れ た 外 三 (アブ ー・ ジ ャ ハム か ら の 贈物 だ っ た ) を 着 て 礼拝 し まし た が こう 
言い まし た 。 

「 こ の 図案 は 私 の 気 を そら し ます 。 

だ か ら こ れ を 持っ て アブ ー・ ジ ャ ハム の 所 に 行き 代り に 彼 の 所 か ら 無 地 の 外 論 を も ら っ て 来 な 

さい 」 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 図案 の 描か れ た 外 三 を 着 て 礼拝 に 立っ た 。 

そし て 彼 は その 図案 を よく な が め た 。 

それ か ら 礼 拝 を 終え た 時 彼 は こう いっ た 。 

「 こ の 外 倒 を 持っ て アブ ー・ ジ ャ ハム ・ ビ ン ・ フ サイ ファ ( 外 座 の 贈り 主 ) の 所 に 行き 代り に 無 
地 の 外 三 を 持っ て き な さ い 。 

な ぜ な ら こ れ は 先ほど の 礼拝 中 に 私 の 気 を そら せ た か ら で す 」 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

預言 者 は か つて 図案 の 描か れ て いる 外 奏 を 持っ て いま し た 。 

そし て それ は 礼拝 中 に 彼 の 気 を そら せ た 。 

そこ で 彼 は それ を アブ ー・ ジ ャ ハム (贈り 主 ) に 返し 代り に 無地 の 外 奏 を 受け と っ た 。 


食前 や 用 便 直 前 の 礼拝 に 関し て 


今 す ぐに も 食べ た いと 思う 食物 を 前 に し て 礼拝 する こと は 禁物 、 
また 大 小 の 用 た し を 我慢 し な が ら 礼 拝 す る こと も 好ま し く な い 
1 巻 P.375-377 


アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 預言 者 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 夕 食 が 用 意 さ れ た 時 に 礼 振 が 始ま っ た ら 夕 食 を まず と っ て か ら 礼 拝 し な さい 」 

また 別 の 伝承 者 経路 に よっ て アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は アッ ラー の 使徒 が いっ た と し て 次 の よう 
に 伝え て いる 

「 夕 食 が 近づい て 同時 に また 礼拝 の 時 刻 に な っ た な ら 、 日 没後 の 礼拝 の 前 に 夕食 を 始め な さい 。 

タ 食 を お あず け に し て 礼拝 を 急い で は な ら な い 」 

アナ ス の 前 記 ハ ディ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

イブ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 誰 で も 夕食 が 用 意 さ れ て その 時 礼拝 が 始ま っ た ら 夕 食 か ら 先 に 始め な さい 。 

そし て それ が すむ まで 決し て 礼拝 を 急い で は な り ま せん 」 

同様 な 前 記 ハ ディ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

イブ ン ・ ア ブー・ ア ティ ー ク は 伝え て いる 

私 と カー シム ( 注 1) は アー イシ ャ の 所 で ハデ ィ ー ス の 話 を し て いま し た 。 

カー シム の 言葉 に は 解放 奴隷 の 彼 の 母親 ( 注 2) が 持っ て いた 託 が あり それ が ひど か っ た 。 

そこ で 彼女 は 彼 に 向かっ て こう いっ た 。 

「 一 体 ど うし て あな た は この 私 の 兄弟 の 息子 (イブ ン ・ ア ブー・ ア ティ ー ク ) の よう に ハデ ィ ー 
ス を きち ん と 言え な い の で すか 、 私 に は あな た が その 託 を どこ か ら 獲 得 し た か ちゃ ん と 解っ て い 
ます 。 

彼 (イブ ン ・ ア ブー・ ア ティ ー ク ) は 彼 の 母親 が よく 仕 つ けた の で すし あな た の 場合 は あな た の 

お 母さん が 仕 つ けた 結果 で す 」 

する と カー シム は 怒り 彼女 を 脱 み つけ た 。 

そし て 彼 は アー イシ ャ の 食卓 が 用 意 さ れる の を 見 た 時 すっ と 立ち 上 が っ た 。 

そこ で 彼女 は 「 ど こ へ 行く の で すか 」 と いっ た 。 

する と 彼 は 「 礼 拝 で す 」 と 答え た 。 

そこ で 彼女 は 「 座 りな さい 不 忠 者 よ ( 注 3) 」 と いっ た 。 

する と 彼 は 「 私 は 礼拝 を 捧げ に 行く ん で す よ 」 と いっ た 。 

する と 彼女 は こう いっ た 。 

「 私 は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た 言葉 を 聞い て いま す 。 

『 食 事 の 用 意 が 出来 て いる 時 と 大 小 の 用 た し を 我慢 し て いる 時 に は 礼拝 は あり ませ ん 』 
( 注 1) アー イシ ャ の 兄弟 の 息子 で 坦 に あたる 

母 は 多分 非 ア ラブ 系 の 解放 奴隷 で あっ た 。 


レー 


その た め 幼 児 期 に アラ ビア 語 の 語法 を 充分 に 身 に つけ る こと が で き な か っ た 

( 注 2) カー シム を 生ん だ こと に よっ て 奴隷 身分 か ら 解 放さ れ た 母親 

( 注 3) アー イシ ャ は カー シム の 父 の 死後 カー シム を 引き と っ て 育て た の で カー シム の 仕 つ け の 責 
任 か あっ た の で この よう な 強い 言葉 で 叱っ た 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ブー ・ ア ティ ー ク は アー イシ ャ か ら の 伝聞 と し て 前 記 同 様 の 預言 者 の 言 
葉 を 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え て いる が し か し ここ で は カー シム の 話 に は 言及 し て いな い 。 


不快 感 を 与え る 食べ 物 に 関し て 


モス ク に 赴く 時 は ニン ニク 、 玉 ネギ 、 ニ ラ な ど 
他人 に 不快 感 を 与え る 食べ 物 を 口 に する こと は 禁じ られ て いる 
1 巻 P.377-381 


イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は ハイ バル の 戦 に 出陣 中 に こう いっ た 。 

「 こ の 野菜 (つま り ニ ン ニ ク ) を 食べ た 者 は 絶対 に モス ク に 来 て は な ら な い 」 

と ころ で ズ ハ イル は "ある 戦場 で "と いい ハイ バル の 戦 と は いわ な か っ た 。 

イブ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 こ の 野菜 (つま り ニ ン ニ ク ) を 食べ た 者 は その 臭 が 消え る まで は 我々 の モス ク に 近づい て は な 
ら な い 」 

イブ ン ・ ス ハイ ブ は 伝え て いる 

アナ ス が ニン ニク に つい て 尋ね られ た 時 、 彼 は アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に 語っ た と 伝え た 。 
「 こ の 野菜 (ニン ニク ) を 食べ た 者 は 私 達 に 決し て 近づい て は な ら な いし また 私 達 と 一 緒 に 礼拝 
を し て は な ら な い 」 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 こ の 野菜 (ニン ニク ) を 食べ た 者 は 私 達 の モス ク に 近づい て は な ら な いし その 臭い で 私 達 を 不 
快 に し て は な ら な い 」 

ジャ ー ビ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 玉 ネ ギ や ニラ を 食べ る こと を 禁じ た 。 

し か し 私 達 は どう し て も それ を 食べ た く な っ て 食べ て し まっ た 。 

する と 彼 は いっ た 。 

「 こ の 嫌 な 臭 を 放つ 木 (野菜 ) を 食べ た 者 は 私 達 の モス ク に 近づい て は な ら な い 。 

な ぜ な ら 天 使 も また 人 間 が 害さ れる も の に よっ て 傷つけ られ る か ら で す 」 

ジャ ー ビ ル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 ニ ン ニ ク や 玉 ネ ギ を 食べ た 者 は 私 達 か ら 離 れ て いる べき で あり 、 ま た 私 達 の モス ク か ら 離 れ て 
自分 の 家 に と ど ま る べき で ある 」 

或 る 日 預言 者 の も と に 色々 な 野菜 が 料理 され た 鍋 が 届け られ た 。 

彼 は その 臭 を か ぎ そ こ に 悪臭 が ある こと に 気付 いた 。 

そこ で 彼 は 何 が 料理 され て いる の か 尋ね た 。 

そし て 料理 に 使わ れ た 野菜 に つい て 知ら され た 。 

そこ で 彼 は 何人 か の 教 友達 に 「 そ れ (料理 ) を 近づけ て みな さい 」 と いっ た 。 

一 人 の 教 友 は それ を 見 た 時 彼 も また 食べ た が ら な か っ た 。 

する と 預言 者 は 次 の よう に 言っ た 。 

「 あ な た は 食べ て も か まい ませ ん 。 


で も 私 は あな た が (話す こと を ) 許さ れ て いな い 者 (天使 ) と 話さ ね ば な り ま せん の で 食べ られ 
ませ ん が 」 
ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 預言 者 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 
「 こ の 臭い を 出す 野菜 (ニン ニク ) を 食べ た 者 は (また 或 る 時 は こう いっ た 。 
玉 ネ ギ や ニン ニク や ニラ を 食べ た 者 は ) 私 達 の モス ク に 近づい て は な ら な い 。 
な ぜ な ら ば 天使 達 も また アダ ム の 子孫 が 害さ れる も の に よっ て 同様 に 害さ れる か ら で す 」 
イア ン ・ ジ ュ ラ イジ ュ は 同一 伝承 者 経路 を 経て 次 の よう に 伝え て いる 
「 こ の 野菜 (ニン ニク ) を 食べ た 者 は モス ク に いる 私 達 の 所 に 来 て は な ら な い 」 
だ が 彼 は 玉 ネ ギ や ニラ に つい て は 言及 し な か っ た 。 
ー・ サ イー ド は 次 の よう に 伝え て いる 
まもなく 私 達 は ハイ バル を 征服 し た 。 
そし て 私 達 は その 野菜 (ニン ニク ) に 群がっ た 。 
な ぜ な ら そ の 時 人 々 は 腹ぺこ だ っ た か ら で す 。 
それ で 私 達 は それ を 貧 り 食っ た 次 第 で す 。 
その 後 私 達 は モス ク に 出向 いた 。 
だ が アッ ラー の 使徒 は その 臭 を 順 ぎ つけ て こう 言っ た 。 
「 こ の いま わし い 植 物 を 少し で も 食べ た 者 は モス ク に 決し て 近づい て は な ら な い 」 
そこ で 人 々 は 「 (ニン ニク が ) 禁じ られ た 、 禁 じ ら れ た 」 と 口 々 に 叫ん だ 。 
さて その こと が 預言 者 の 耳 に まで 届い た の で 彼 は こう いっ た 。 
「 皆 さん 、 ア ッ ラ ー が 許し た も の を 私 が あな た 達 に 禁じ る 力 は あり ませ ん 。 
し か し それ は 私 が その 臭い を 嫌う 植物 で す ( 注 ) 」 
( 注 ) 他人 に 迷惑 を か ける こと な くく ニンニク や 玉 ネ ギ や ニラ を た べ る こと 自体 は 勿論 禁じ られ 
て いな い 
ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 と 教 友達 が 玉 ネ ギ 畑 の そば を 通り か か っ た 。 
する と 一 部 の 者 が そこ で 立ち 止ま っ て 玉 ネ ギ を 取っ て 食べ た 。 
し か し 他 の 者 達 は 食べ な か っ た 。 
それ か ら 私 達 は 預言 者 の 所 に 行っ た 。 
する と 彼 は 最初 玉 ネ ギ を 食べ な か っ た 者 を 呼び 集め 他 の 者 ( 玉 ネ ギ を 食べ た 者 ) は その 臭 が 消え 
る まで その 場 で 待た せ た 。 
マ ア ダー ン ・ ビ ン ・ ア ブー・ タ ラ ハ は 次 の よう に 伝え て いる 
A A i Adi ll la 
の こと 、 つ いで アブ ー・ バ クル の こと に 言及 し 、 そ れ か ら さ ら に こう いっ た 。 
私 は 雄鶏 が 私 を 三 回 つつ く 夢 を 見 まし た 。 
それ で 私 は 自分 の 死期 が 近い と 思っ て いま す 。 
また 何人 も の 人 々 が 私 に 次 の カリ フ (後継 者 ) を 任命 する よう 提議 し て いま す 。 
し か し アッ ラー は 決し て 彼 の 教え (イス ラー ム ) と それ を 伝え る カリ フ 制 を 反故 に する こと は な 


い だ ろ うし 、 ま た その た め に 預言 者 に 授け た も の (クル アー ン ) を 反故 に する こと は あり ませ ん 
も し その こと (死期 ) が 私 に と っ て 急 を 要する こと で ある な ら ば 次 の カリ フ は アッ ラー の 使徒 が 
逝く 時 まで 良し と され た これ ら 六 人 ( 注 ) の 中 か ら 合議 制 で 決め る べき で し ょ う 。 

また 私 は いっ た ん イス ラー ム を 表明 し た 者 を この 手 に か け て 殺し た こと に 対し て 一 部 の 人 々 が 非 
難し て いる こと も 十分 承知 し て いま す 。 

し か し も し 彼 等 が 私 を 非難 する な ら ば 彼 等 は アッ ラー の 敵 で あり 不信 仰 者 で あり 、 路 に 迷っ て 
し まっ た 者 達 で す 。 

それ か ら 私 は カラ ー ラ (父親 と 子供 を 除い た 相続 人 、 そ の 判定 議論 ) より も 重要 で ある と 私 に 思 
える こと は 何事 も 死期 以後 に や り 残さ な いつ も り で す 。 

私 は カラ ー ラ に つい て これ ほど し ば し ば アッ ラー の 使徒 に 聞き に 行っ た こと は あり ませ ん 。 
そし て 預言 者 は この 問題 に つい て これ 程 私 に 荒 々 し く 語っ た こと は 他 に あり ませ ん 。 

そし て 彼 は その 時 狼 狼 の あま り 指 で 私 の 胸 を つつ いて こう いい まし た 。 

「 ウ マル よ 、 (カラ ー ラ に つい て は ) クル アー ン 女 性 章 の 最後 の 段 の 暑い 夏 に 下さ れ た 一 節 (4 
章 177 節 ) で それ で 十分 で は な い の か ね 、 私 が も っ と 長生 きす る と すれ ば 、 私 は この 問題 に つい て 
極め て 明解 な 決定 を 下 そ う 、 そ うし た ら 、 ク ルアー ン を 読む 人 も 読ま な い 人 も それ に 照 し て 正 し 
い 裁 定 を 下す こと が 出来 よう 」 

ウマ ル は さら に つづ け て こう いっ た 。 

アッ ラー よ 、 私 は あな た に 各地 の 統治 者 に つい て 次 の よう に 証言 し ます 。 

私 は 彼 等 統治 者 を それ ぞ れ の 土地 に 以下 の 諸 条 件 で その 役割 を 果たす た め に 派遣 し まし た 。 
それ は 各地 の 住民 に 対し て 公平 に 扱う こと 、 ま た 彼 等 に イス ラー ム と 預言 者 の スン ナ を 教え る 
こと 、 ま た 戦利 品 を 規定 通り に 分 配 す る こと 、 ま た 住民 が 困っ て いる こと を 私 の も と に 伝え る こ 
と で す 。 

それ か ら 皆 さん 、 皆 さん は 玉 ネ ギ と ニン ニク を 食べ て いま す が 私 は それ ら を 忌 わ し いも の だ と 思 
いま す 。 

私 は アッ ラー の 使徒 が モス ク で その 臭 を 放っ た 者 を 見 つけ る と た だ ち に バキ ー ウ (モス ク の 隣 の 
空地 で 現在 は 墓 に な っ て いる ) へ 出 て 行く よう お 命じ な っ た 現場 を 目撃 し まし た 。 

だ か ら そ れ ら を 食べ た い 人 は 調理 に より その 臭 を よく 消さ な けれ ば な ら な い 。 

( 注 ) ① ウ スマ ー ン ② ア リー③ ズ バイ ル ④ タ ル ハ ⑤ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ウフ ⑥ サ 
アド ・ ビ ン ・ ア ブー・ ワ ッ カ ー ス の 六 人 

また カタ ー ダ は 同様 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え て いる 。 


モス ク で の 大 声 に 関し て 


紛失 物 を 捜す た め に モス ク で 大 声 を 上 げ る こと は 禁じ られ て いる 、 
また 大 声 を 聞い た 者 は 声 の 主 に 何と いう べき か 
1 巻 P.381-382 


アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 、 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

も し 誰か が 紛失 物 を 捜す た め に モス ク で 大 声 を 上 げた な ら そ の 者 に は 次 の よう に いい な さい 。 
「 ア ッ ラ ー が それ を 君 に お 戻し に な り ま せん よう に 、 な ぜ な ら ば モス ク は その た め に 建て られ た 
の で は あり ませ ん か ら 」 

また 同様 な ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 。 

スラ イマ ー ン ・ ビ ン ・ ブ ライ ダ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

或 る 男 が モス ク 内 で 「 誰 が 私 の 赤 ら く だ を 呼び 集め た の だ 」 と 大 声 で 人 々 に 呼び か けた 。 

する と 預言 者 は 次 の よう に いっ た 。 

「 そ れ は あな た の も と に 戻る まい ぞ 、 な ぜ な ら モ スク は (そもそも ) その ( 元 来 の ) 建立 目的 ( 
礼拝 沈 思 眼 想 な ど ) に そっ て 建て られ て いる の だ か ら 」 

スラ イマ ー ン ・ ビ ン ・ ブ ライ ダ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 が 礼拝 を 終え た 時 一 人 の 男 が 立ち 上 が り 「 誰 が 私 の 赤 ら く だ を 呼び 集め た の だ 」 と いっ た 
する と 預言 者 は 次 の よう に いっ た 。 

「 そ れ は あな た の も と に 戻る まい ぞ で 、 と いう の は モス ク は (そもそも ) その ( 元 来 の ) 建立 目的 
に そっ て 建て られ た の だ か ら 」 

イア ン ・ ブ ライ ダ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 が 日 の 出前 の 礼拝 を 終え た 時 に 一 人 の ベ ド ウィ ン (遊牧 民 ) が や っ て 来 て 頭 を モス ク の 戸 
口 か ら 差 し 入れ 先 に 述べ た 二 つ の ハデ ィ ー ス と 同様 の 言葉 を 放っ た 。 


不 注意 償い の 平伏 礼 に つい て 


礼拝 中 の 注意 不足 に よる 忘却 と その 価 い の た め の 平 伏 礼 
1 巻 P.382-391 


アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 あ な た 達 の 誰か が 礼拝 に 立っ た 時 、 悪 魔 が 彼 の も と に や っ て き て 彼 が 何 回 礼拝 し た か 分 ら な く 
な る 程 に 惑わ し た と する 。 
仮に あな た 達 の 誰か が その よう な 状態 に な っ た な ら ば 、 償 い の 意 味 で (最後 の ) 座 礼状 態 の ま 
ま (さら に ) 平伏 礼 を 二 回 行い な さい 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ズ フ リー に 上 っ て 伝え られ て いる 。 

アブ プー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 ア ザー ン の 詠唱 を 聞く と 悪魔 は それ を 聞く まい と し て 後 を 向き 放 選 し な が ら 質 走 す る 。 

し か し アザ ー ン の 詠唱 が 終る と すぐ また 戻り 近付い て くる 。 

つい で イカ ー マ の 詠唱 が は じ ま る と 後 を 向き 再び 逝 走 する 。 

そし て イカ ー マ の 詠唱 が 終る と また 近付い て き て 次 の よう に 礼拝 者 の 心 に 私 語 し て 惑わ す 。 

『 し か じ か の こと を 思い 起 せ 、 し か じ か の こと を 思い 出せ 』 

し か し その よう な こと は 礼拝 者 に は 思い も 及ば ぬこ と な の で 遂に 彼 は 自分 で も 何 回 礼拝 し た か 忘 
れ て し まう 。 

その よう な 時 即ち 自分 が 何 回 礼拝 し た か 分 ら な く な っ た 時 は 座 礼状 態 の まま 二 回 平伏 し な さい 」 
アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 悪 魔 は 礼拝 が 始ま る と 顔 を そむけ て 放 選 し な が ら 逃 げ 出す 」 

つい で 預言 者 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ こと を 語っ た が 以下 の こと が それ に 加え られ た 。 

「 悪 魔 は 礼拝 者 に (突然 ) 楽し いこ と を 思い 起 さ せ た り 、 欲 し いも の を 思い 起 さ せ た り 彼 が 忘 
て いた 必要 な も の の いく つか を 思い 起 さ せ た り する 」 

アブド ッ ラー ・ ビン - ブ ハ イ ナ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 或 る 義務 の 礼拝 で 私 達 を 先導 し て ニラ カー ト の 礼拝 を 行い その まま 立ち 上 が り 
座ら な か っ た 。 

それ で 人 ん 々 も 彼 に 習っ て 立ち 上 が っ た 。 
彼 が 礼拝 を 終え た 時 私 達 は 彼 が タス リー ム (最後 の 挨拶 儀礼 ) を 唱え る も の と 思っ た が 座っ た ま 
まで 彼 は アッ ラー は 偉大 な り と 唱え つつ タス リー ム の 前 に (償い の た め に ) 二 回 平伏 礼 を 行い 、 
その 後 タ スリ ー ム を 行っ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ブ ハイ ナ ・ ア ス デ ー は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 昼過ぎ の 礼拝 に 立ち 上 が り ニ ラ カ ー ト の 後に 正座 礼 に 入る べき と ころ を その ま 
ま 三 ラ カ ー ト へ と 立ち 上 が っ た 。 

そこ で 彼 は 礼拝 を 終え た 時 最後 の 挨拶 礼 を する 前 に 座 礼 状態 の まま で アッ ラー は 偉大 な り と 唱え 
つつ 償い の 意味 で 二 回 平伏 礼 を し た 。 


そこ で 人 々 は 彼 に 習っ て 二 回 の 平伏 を 行っ た 。 

それ は ニラ カー ト の 後に 預言 者 が 座る こと を 忘れ て し まっ た こと に 対す る 償い の 行為 で あっ た 。 
アプ ドッ ラー・ ピ ジェ マー リク ・ ビ ピン デハ バハ イナ ・ ア ズ デ ー は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 の 際 に ニラ カー ト を 終え て その まま 正座 礼 に 入る べき と ころ を 立ち 上 が 
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し か し 彼 は 礼拝 を 続行 し た 。 

そし て 彼 は 礼拝 の 最後 の 左右 の 挨拶 礼 を する 前 に 償い の 平伏 礼 を 行い その 後 礼拝 を し めく くる 挨 
拶 礼 を 行っ た 。 

アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 誰 で も 自分 の 礼拝 に 疑い を も ち 、 何 ラ カ ー ト 礼拝 し た か 分 ら な く な っ た な ら ば 疑わ し い ラ カー 
ト (第 四 ラ カー ト な ど ) は 切り 捨て て と りあ え ず 確信 の も て る ラ カ ー ト に 基づい て 礼拝 を つづ け 
な さい 。 

その 後 挨拶 儀礼 に 入る 前 に 二 回 の 平伏 を 行い な さい 。 

も し 彼 が 五 ラ カー ト の 礼拝 に 気が付い た な ら ば その 償い と し て の 二 回 の 平伏 礼 は 彼 の 礼拝 を 偶数 
ラ カ ー ト に 揃え て か ら に し な さい 。 

また 彼 が 事実 丁度 四 ラ カー ト の 礼拝 を し て いた の で あれ ば 、 償 い の 二 回 の 平伏 礼 は (余分 に な る 
が し か し それ は ) 悪魔 を 辱め る こと に な る で し ょ う ( 注 ) 」 

( 注 ) つま り 悪 魔 は 人 間 の 誘惑 に 失敗 し た こと に な る か ら 

同様 な ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ザイ ド ・ ビ ン ・ ア スラ マ に よっ て 伝え られ て いる 。 
と ころ で ここ で は 「 左 右 の 挨拶 儀礼 の 前 に 二 回 の 平伏 礼 を 行う べし 」 と 彼 (ザイ ド ) は 述べ て 
いる 。 

アル カマ は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド が 語っ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 礼拝 を 行っ た 。 

さて 伝承 者 の 一 人 イブ ラ ヒ ー ム は 以下 の 伝承 を 加え て いる が それ に よる と 預言 者 は 礼拝 中 の 動作 
で 新しい 動作 を 加え た り も し く は 省 い た り し た 。 

そし て 彼 が 最後 に 挨拶 儀礼 を 行っ た 時 彼 は 次 の よう に 尋ね られ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。 礼 拝 中 に 新しい 動作 が あり まし た 」 

する と 使徒 は 「 そ れ は 何で すか 」 と いっ た 。 

そこ で 彼ら は 「 か く か くし か じかに あな た は 礼拝 し まし た 」 と いっ た 。 
伝承 者 は つづ け て こう 伝え て いる 。 

そこ で 彼 は 両脚 を 曲げ て 正座 の 姿勢 を と り 、 キ ブラ の 方 向 に 向き 直り 二 回 の 平伏 礼 を 行い それ か 
ら 挨 拶 儀礼 を 行っ た 。 

そし て 預言 者 は 私 達 の 方 に 向き 直り 次 の よう に いっ た 。 

「 も し 礼拝 の 中 で 何 か 新 し いこ と が アッ ラー より 命じ られ た 場合 に は 私 は 必ず その こと を あな た 
達 に 伝達 する で し ょ う 。 

し か し 私 は 人 間 で あり あな た 方 が 忘れ る よう に 私 も 忘れ る こと が あり ます 。 

そこ で も し 私 が 忘れ て いた な ら ば 私 に 思い 起 さ せる よう 注意 し て 下さ い 。 


そし て 誰 で も 礼拝 に 疑念 を 抱い た 時 に は 彼 に 正しい 礼拝 を 求め させ な さい 。 

ひと まず 礼拝 を 終え させ て 後に 代償 と し て の ( 二 回 の ) 平伏 礼 を 行わ し め な さい 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が マン スー ル に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる が 以下 の 点 で 表現 
上 に わずか な 違い が ある 。 

イブ ン ・ ビ シュ ル の 伝承 で は " 彼 (自ら 礼拝 に 疑念 を 抱い た 者 ) を し て 正しい 礼拝 に より ふさ わし 
いも の を 求め せしめ よ " と あり 、 ワ キー ウ の 伝承 に お いて は " 彼 を し て 正しい 礼拝 を 求め せしめ よ " と 
伝え て いる 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が マン スー ル に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

し か し ここ で は マン スー ル は 次 の よう に いっ て いる 。 

“ 彼 を し て 礼拝 に と っ て 一 番 ふ さわ し いも の を 求め せしめ よ ” 

同様 な ハデ ィ ー ス が マン スー ル に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

マン スー ル は ここ で は 次 の よう に いっ て いる 。 

“ 彼 を し て 正しい 礼拝 を 求め せしめ よ " 

同様 の ハデ ィ ー ス が マン スー ル に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

た だ し マン スー ル は ここ で は 次 の よう に 伝え て いる 。 

“ 彼 を し て 正しい 礼拝 に 一 番 近 いも の を 求め せしめ よ " 

同様 の ハデ ィ ー ス が マン スー ル に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

た だ し マン スー ル は ここ で は 次 の よう に 伝え て いる 。 

* 彼 を し て それ が 正しい 礼拝 で ある と 考え られ る も の を 求め せしめ よ ” 

また 同様 の ハデ ィ ー ス が マン スー ル に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

た だ し マン スー ル は ここ で は 次 の よう に 伝え て いる 。 

* 彼 を し て 正しい 礼拝 を 求め せしめ よ " 

アプ ドッ ラー ・ ビン ・ マ スウ ー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 昼過ぎ の 礼拝 で 五 ラ カー ト の 礼拝 を 捧げ た 。 

そし て 最後 に 挨拶 儀礼 を 行っ た 時 、 彼 は 「 礼 拝 で ラ カ ー ト 数 が 増え た の で すか 」 と 尋ね られ た 。 
する と 預言 者 は 「 そ れ は どう いう こと で すか 」 と いっ た 。 

そこ で 彼 等 は 「 あ な た は 五 ラ カー ト 礼 拝 し まし た 」 と 答え た 。 

そこ で 預言 者 は 償い の 二 回 の 平伏 礼 を 捧げ た 。 

アル カマ は 伝え て いる 

彼 (預言 者 ) は 彼ら を 先導 し て 五 ラ カー ト の 礼拝 を 捧げ た ( 注 ) 。 

( 注 ) 原文 に は これ し か 書い て な い 、 こ こ で は 預言 者 で も 四 ラ カー ト の 所 を 忘れ て 五 ラ カー ト 捧 
げた こと が ある と つた えて いる だ け 

イブ ラ ヒ ー ム ・ ビ ン ・ ス ワイ ド は 伝え て いる 

アル カマ は 私 達 を 先導 し て 昼過ぎ の 礼拝 に 五 ラ カー ト を 捧げ た 。 

そし て 彼 が 礼拝 の 最後 の 挨拶 儀礼 を 終え た 時 に 人 々 は 次 の よう に いっ た 。 

「 ア ブー・ シ ブル (アル カマ の 別称 ) よ 、 確 か に あな た は 五 ラ カー ト の 礼拝 を 捧げ まし た 」 

と ころ が 彼 は 「 い いえ そん な は ず は あり ませ ん 」 と 主張 し た 。 だ が 人 々 は 「 い や あな た は そう 


し た 」 と いっ た 。 

その 時 私 (伝承 者 ) は 未だ 少年 で し た が 人 々 の 中 に まじ っ て その 場 に 居合 わせ て いた 。 

そこ で 私 も 「 い や 確か に 五 ラ カー ト 捧 げた 」 と いっ た 。 

する と 彼 (アル カマ ) は 私 に 「 や ー、 独 眼 者 よ あ な た も そう いい 張る の か 」 と いっ た 。 

そこ で 私 は 「 は い 」 と 答え まし た 。 

する と 彼 は た だ ち に くる り と 顔 の 向き を 変え て 二 回 の 平伏 礼 を 捧げ その 後 で 最後 の 挨拶 礼 を 行 
っ だ; 

それ か ら 彼 (アル カマ ) は アブ ドッ ラー が いっ て いる こと と し て 次 の よう に 伝え た 。 

アッ ラー の 使徒 は 私 達 を 先導 し て 五 ラ カー ト の 礼拝 を 捧げ た 。 

そし て 彼 (アッ ラー の 使徒 ) が 人 々 の 方 に 向き 直っ た 時 人 々 は ざわ ざわ と 相互 に ささ や き あ っ て 
いた 。 

そこ で 彼 は こう 尋ね た 。 

「 あ な た 達 の 間 に 何 が あっ た の で すか 」 

する と 彼 等 は 次 の よう に いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 礼 拝 の 規定 ラ カ ー ト の 数 が 増え た の で し ょ うか 」 

彼 は 「 い いえ 」 と 答え た の で 彼 等 は いっ た 。 

「 あ な た は 五 ラ カー ト の 礼拝 を 確か に 捧げ まし た 」 

する と 彼 は キ ブ ラ の 方 角 に 向き 直り 二 回 の 平伏 礼 を 捧げ その 後 で 最後 の 挨拶 礼 を 行っ た 。 
それ か ら 彼 (預言 者 ) は 次 の よう に いっ た 。 

「 私 は あな た 方 と 同じ く 人 間 で あり あな た 方 が 忘れ る よう に 私 も 忘れ ます 」 

イブ ン ・ ヌ マイ ル は 彼 の ハデ ィ ー ス の 中 で 次 の よう に 付け 加え て いる 。 

“も し あな た 方 の 誰か が (捧げ た ラ カ ー ト 数 を ) 忘れ た 時 は 償い と し て 彼 を し て 二 回 の 平伏 礼 を さ 
せな さい " 

アプ ドッ ラー - ビン - マス ウー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 私 達 を 先導 し て 五 ラ カー ト の 礼拝 を 捧げ まし た 。 

そこ で 私 達 は 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 礼 拝 の 規定 ラ カ ー ト 数 が 増え た の で し ょ うか 」 と 尋ね た 。 
する と 彼 は 「 そ れ は どう いう こと で すか 」 と 尋ね た 。 

そこ で 私 達 は こう いい まし た 。 

「 あ な た は 確か に 五 ラ カー ト の 礼拝 を ささ げ ま し た 」 

する と アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に いっ た 。 

「 私 は あな た 方 と 同じ く 人 間 で あり 、 あ な た 方 が 覚え て いる よう に 私 も 覚え て いま すし 、 ま た あ 
な た 方 が 忘れ る よう に 私 も 忘れ ます 」 

それ か ら 彼 は 不 注意 の 償い と し て 二 回 平伏 し た 。 

アプ ドッ ラー ビシ トマ スウ ー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 を 行っ た が その 時 彼 は 礼拝 に 何 か を 付け 加え た か また は 省略 し た 。 
伝承 者 の 一 人 イブ ラ ヒ ー ム は (それ に つい て ) 彼 自 身 疑念 が 残っ た と いう 。 

それ で 預言 者 は 人 々 か ら 次 の よう に 尋ね られ た 。 


「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 礼拝 に 何 か 新 た に 付け 加え られ まし た か J」 

する と 彼 は 次 の よう に いっ た 。 

「 ま こと に 私 は あな た 方 と 同じ 人 間 で あり あな た 方 が 忘れ る よう に 私 も 忘れ ます 。 

さて 誰 で も 忘れ た 時 は 二 回 の 平伏 礼 を 償い と し て 行わ ね ば な ら め ぬ 」 

その 時 彼 は 座っ た まま で あっ た が 顔 を キ ブ ラ の 方 角 に 向け 二 回 の 平伏 を 行っ た 。 

アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 伝え て いる 

預言 者 は 礼拝 の 最後 の 挨拶 礼 と お 話 ( 注 ) の 後 で 不 注意 な 忘却 を 償う 二 回 の 平伏 礼 を 行っ た 。 
( 注 ) イス ラー ム 初 期 に は 礼拝 中 の お し ゃ べり が 許さ れ て いた 

アプ ドッ ラー は 次 の よう に 伝え て いる 

私 達 は アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 礼拝 し た 。 

その 時 彼 は 礼拝 に 何 か を 付け 加え た か も し く は 省略 し た 。 

伝承 者 の 一 人 イブ ラ ヒ ー ム は “アッ ラー に 誓っ て その よう な 疑念 は 私 個人 の 立場 以外 の も の で は あ 
り ま せん が "と いっ て いる が さら に 次 の よう に 伝え て いる 。 

そこ で 私 達 は こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 礼拝 に 何 か 新 し いこ と が 加え られ まし た か 」 

する と 預言 者 は 「 い いえ 」 と 答え た 。 

そこ で 私 達 は 彼 (預言 者 ) が どの よう に 行っ た か を 彼 に 語り まし た 。 

する と 預言 者 は 次 の よう に いい まし た 。 

「 も し 誰か が 礼拝 し て 何 か を 付け 加え た り 省 略し た り し た 時 は 償い の た め に ニ 二 回 の 平伏 を し な 
さい 」 

それ か ら 彼 自身 二 回 の 平伏 礼 を 行っ た 。 

アブ ー ・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 私 達 を 導い て 昼過ぎ の 礼拝 だ っ た か 午後 の 礼拝 だ っ た か と も か く 午 後 の 二 つの 
礼拝 の うち の 一 つ を 行っ た が その 時 彼 は ニラ カー ト の 礼拝 の 後 で (た だ ち に ) 最後 の 挨拶 礼 を 
行い 、 それ か ら モ スク の キ ブ ラ の 方 角 に あっ た 材木 の と ころ ( 注 ) に や っ て 来 て それ に も た れ 
か か っ て し まっ た 。 

その 時 彼 は 怒っ て いる よう に も 見 えた 。 

人 々 の 中 に は アブ ー・ バ クル も ウマ ル も 居り まし た が 、 二 人 は この こと で 彼 に 話し か ける の は 恐 
れ 多 いこ と と 思っ て いた 。 

一 方 人 々 は "礼拝 は 短縮 され た の だ "と いい な が ら あ わた だ し く 出 て いっ た 。 

し か し ズル ・ ヤ ダイ ニ ( 手 の 長 い 奴 ) の 紳 名 で 知ら れ て いる 男 が 立ち 上 が っ て 次 の よう に いっ た 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 礼 排 は 短縮 され た の で すか 、 そ れ と も あな た 様 は お 忘れ に な っ た の で すか 
」 

する と 預言 者 は 左右 を 見 廻し な が らい っ た 。 

「 ズ ル ・ ヤ ダイ ニニ は 何 を いっ て いる の で すか 」 

そこ で 人 々 は こう いっ た 。 


「 彼 の いう 通り で ご ざい ます 。 あ な た 様 は ニラ カー ト し か 礼拝 し ませ ん で し た 」 

そこ で 預言 者 は さら に ニラ カー ト の 礼拝 を 行い 最後 の 挨拶 礼 を 行っ た 。 

それ か ら タ クビ ー ル を 唱え て 平伏 し そし て タク ビー ル を 唱え て 頭 を 上 げ そ れ か ら タ クビ ー ル を 唱 
えて 平伏 し 、 そ れ か ら ま た タク ビー ル を 唱え て 頭 を 上 げた 。 

さら に 伝承 者 は “私 は イム ラー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン か ら 彼 が 次 の よう に いっ た と 知ら され た "と 伝え 
て いる 。 

「 そ し て 人 彼 (預言 者 ) は 最後 の 挨拶 礼 を し た 」 

( 注 ) 当時 の マデ ィ ー ナ の モス ク は 実に 簡素 な も の だ っ た 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 私 達 を 先導 し て 午後 の 二 つ の 礼拝 の うち の 一 つ を 礼拝 し た 。 

以下 の ハデ ィ ー ス は 前 記 の ハデ ィ ー ス と 同一 で ある 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 私 達 を 先導 し て 午後 の 礼拝 を 行い ニラ カー ト の 後に 最後 の 挨拶 礼 を 行っ た 。 
そこ で ズル ・ ヤ ダイ ニニ が 立ち 上 が りこ うい っ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 礼 拝 は 短縮 され た の で し ょ うか 。 それ と も 忘れ た の で し ょ うか 」 

する と アッ ラー の 使徒 は 「 そ の どちら で も な い 」 と いっ た 。 

そこ で ズル ・ ヤ ダイ ニニ は こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 確 か に どこ か お か し か っ た 」 

する と アッ ラー の 使徒 は 人 々 の 方 に 向き 直っ て こう いっ た 。 

「 ズ ル ・ ヤ ダイ ニニ の いっ て いる 通り だ ろう か 」 

する と 人 々 は 答え て 「 は い 、 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 彼 の いう 通り で す 」 と いっ た 。 

そこ で アッ ラー の 使徒 は 礼拝 の 残り を 済ま せ て か ら 挨 拶 礼 の 後に 座 礼 の 状態 で 償い の た め 二 回 の 
平伏 礼 を 行っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) 償い の 二 回 の 平伏 礼 は 挨拶 礼 の 前 に 行う べき か また は 後に 行う べき か 法学 派 に よっ て 見 解 
を 異 に し て いる 

アブ ー・ フ ライ ラ は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 昼過ぎ の 礼拝 の 際 に ニラ カー ト だ け 行 っ て それ か ら た だ ち に 最後 の 挨拶 礼 を し 
た こと が あっ た 。 

する と バ ヌ ー・ ス ライ ム 族 出身 の 小 人 の 男 が 彼 の も と に や っ て 来 て こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 礼拝 は 短縮 され た の で すか 、 そ れ と も あな た 様 が 忘れ た の で すか 」 

以下 残り の ハデ ィ ー ス は 前 述 の ハデ ィ ー ス と 同じ で ある 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

私 が 預言 者 と 一 緒 に 昼過ぎ の 礼拝 を 行っ て いる 時 に 、 ア ッ ラ ー の 使徒 は ニラ カー ト の 後に 最後 の 
挨拶 礼 を 行っ た 。 

そこ で バ ヌ ー・ ス ライ ム 族 出身 の 一 人 の 男 が 立ち 上 が っ た 。 

この 後 の 残り の ハデ ィ ー ス は 前 記 の も の と 同じ で ある 。 

イム ラー ン ・ ビ ピン ・ フ サイ ン は 次 の よう に 伝え て いる 


アッ ラー の 使徒 は 午後 の 礼拝 を 行っ た が 三 ラ カー ト の 後に 最後 の 挨拶 礼 を 行っ た 。 

それ か ら 彼 は 自分 の 家 (モス ク に 隣接 し て いた ) に 入っ て し まっ た 。 

そこ で ヒル バー ク と 呼ば れる 両手 の 長い 男 が 立ち 上 が り 彼 の と ころ に 行き 「 ア ッ ラ ー の 使 

徒 よ .… せ … 」 と いっ て 預言 者 が 礼拝 で 行っ た こと を 語っ た 。 

する と 預言 者 は 怒っ て 外 奏 を 引き ずり な が ら 人 々 が 集まっ て いる 所 に 行き 「 こ の 男 は 真実 を 語っ 
て いま すか 」 と 尋ね た 。 

人 々 は 「 は い 」 と 答え た 。 

そこ で 預言 者 は ー ラ カー ト を 追加 し そし て 最後 の 挨拶 礼 を 行い それ か ら 償 い の 二 回 の 平伏 礼 を 行 
いそ れ か ら ま た 最後 の 挨拶 礼 を 行っ た 。 

イム ラー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 午後 の 礼拝 の うち の 三 ラ カー ト の 後に 最後 の 挨拶 礼 を 行い それ か ら 立ち 上 が り 
自分 の 部 屋 に 入っ て し まっ た 。 

そこ で 両手 の 長い 男 が 立ち 上 が っ て 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 礼 拝 は 短縮 され た の で すか 」 と いっ た 
する と 預言 者 は 怒り な が ら 部 屋 か ら 出 て 来 て 残り の 一 ラ カ ー ト を 行っ て 最後 の 挨拶 礼 を し て それ 
か ら 償 い の 二 回 の 平伏 礼 を 行っ て それ か ら 最 後 の 挨拶 礼 を 行っ た 。 


典 読 謀 中 の 平伏 礼 に つい て 


クル アー ン 読 謀 中 の 平伏 礼 
1 巻 P.391-393 


イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 
預言 者 は クル アー ン を 読 調 し て いた 。 
彼 は 文中 に "サジ ダ (平伏 ) "と いう 単語 を ふく ん だ 章 を 市 ん で いた が その “サジ ダ " の 所 まで くる と 
実際 に 平伏 し た 。 
そこ で 私 も 彼 に な ら っ て 平伏 し た 。 
し か し その 時 私 達 は 込み 合っ て いて 幾 人 か の 人 々 は 額 を 付け る 場所 さえ な い 状 態 で し た 。 
イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 が クル アー ン を 読 論 し て いる 際 に "サジ ダ " と いう 語 に 出会う 時 が あり 、 そ の 時 は 私 
達 と 一 緒 に 実際 に 平伏 し まし た 。 
し か し 私 達 は 彼 の 近く に いて 大 変 込 み 合っ て いた の で 誰 一 人 と し て 平伏 で きる だ け の スペ ー ス を 
見 い だ せ な い 状 態 で し た 。 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 
預言 者 は 「 沈 み 行 く 星 に か け て 」 章 (第 53 章 ) を 調 み その 読 調 中 に 平伏 礼 を 行っ た 。 
そし て 彼 と 一 緒 に その 場 に 居合 わせ た 者 も 一 斉 に 平伏 し た 。 
し か し 一 人 の 老人 だ け は 手 の 掌 一 杯 に 小石 また は 土 を つか みそ れ を 彼 の 額 の と ころ まで 上 げ て " こ 
れ で 私 に は 充分 で す " と いっ た 。 
と ころ で アブ ドッ ラー は 彼 に つい て こう いっ た 。 
「 確 か に 私 は 後に 彼 (老人 ) が 無 信 仰 者 の 徒 輩 と し て 殺さ れ た と ころ を 見 まし た 」 
アタ ー ウ ・ ビ ン ・ ヤ サー ル は 伝え て いる 
彼 は ザイ ド ・ ビ ン ・ サ ー ビ ト に (礼拝 中 に ) イマ ー ム と 一 緒 に (クル アー ン を ) 読 席 す る こと の 
是非 に つい て 尋ね た 。 
する と ザイ ド は 、 「 ど う あ っ て も 礼拝 中 に イマ ー ム と 一 緒 の 読 府 は あり 得 な い ( 注 ) 」 と いっ た 
また 彼 (ザイ ド ) は 彼 が アッ ラー の 使徒 の 前 で 「 沈 み 行 く 星 に か け て 」 章 (第 53 章 ) を よん だ 際 
に 彼 (預言 者 ) は 平伏 し な か っ た と 主張 し た 。 
14 te ム だ けが 読 府 し 一 般 の 信徒 は た だ 黙っ て 礼拝 せよ の 意 
ブー・ サ ラマ ・ ビ ピン ・ ア プ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は 次 の よう に 伝え て いる 
アブ ー・ フ ライ ラ は 人 々 の 前 で 「 天 空 が 裂け て 割れ る 時 」 章 (第 84 章 ) を よん だ が その 読 府中 に 


平伏 し た 。 
そし て (礼拝 が ) 完了 し た 時 彼 は 人 々 に 向かっ て アッ ラー の 使徒 が この 章 を 読 謡 中 に 平伏 し た と 
伝え た 。 


同様 の ハデ ィ ー ス が アブ ー・ フ ライ ラ か ら の 伝聞 と し て アブ ー・ サ ラマ を 経て 別 の 伝承 者 経路 で 


伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

我々 は 預言 者 が 「 天 空 が 像 け て 割れ る 時 」 章 (第 84 章 ) と 「 流 の 主 の み 名 に お いて 識 め 」 章 ( 
第 96 章 ) を よん だ 時 彼 と 一 緒 に 平伏 し た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 「 天 空 が 像 け て 割れ る 時 」 章 (第 84 章 ) と 「 液 の 主 の み 名 に お いて 良 め 」 章 ( 
第 96 章 ) を よん だ 時 、 平 伏 礼 を 行っ た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー・ フ ライ ラ か ら の 伝聞 と し て アブ ドル ・ ラ フ マ 
ー ン ・ ア アラ ジ に よっ て 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ ラ ー フ ィ ウ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アブ ー・ フ ライ ラ と 一 緒 に 夜 の 礼拝 を 行っ た 。 

その 時 彼 は 「 大 空 が 像 け て 割れ る 時 」 章 を よみ 、 そ の 読 府 中 に 平伏 し た 。 

そこ で 私 は 彼 に 「 こ の 平伏 礼 は 一 体 何 で すか 」 と 尋ね た 。 

する と 彼 は こう 0 

「 そ の 章 の 読 詩 中 アブ ー・ カ ー シ ム (預言 者 の 別名 ) の 背後 で 私 は 平伏 礼 を 行い まし た 。 

よっ て この 章 を よむ 際 に は 来世 で 彼 に 出会う まで 私 は 平伏 し つづ ける こと で し ょ う 」 

また 別 伝承 で は 「 私 も その 際 に は 平伏 礼 を 続け ます 」 と 伝え られ て いる 。 

RE i Ei 

し か し ここ で は “アブ ー・ カ ー シ ム の 背後 で .….……” の 一 節 は 言及 され て は いな い 。 

アブ ー・ ラ ー フ ィ ウ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 「 大 空 が 裂け て 割れ る 時 」 章 を 読 語 中 に アブ ー・ フ ライ ラ が 平伏 礼 を する 所 を 見 た 。 

そこ で 私 は 彼 に 「 あ な た は その 章 の 読 詩 中 に 平伏 礼 を する の で すか 」 と 尋ね た 。 

する と 彼 は 次 の よう に 語っ た 。 

「 は い 、 私 は 最高 の 友 が この 章 を 読 調 中 に 平伏 する 所 を 見 まし た 。 

だ か ら 私 は 来世 で 彼 に 出会う まで この 章 の 読 諾 中 は 平伏 礼 を し 続け ます 」 

と ころ で 伝承 者 の 一 人 シュ ウ バ は “最高 の 友 と は 預言 者 の こと で すか "と 尋ね た 。 

する と 彼 (シュ ウ バ に この ハデ ィ ー ス を 伝え た 伝承 者 ) は "はい 、 そ う で す " と 答え た 。 


礼拝 中 の 正座 礼 の 姿勢 に 関し て 


礼拝 中 の 正座 礼 の 姿勢 と 両手 を 両 太股 の 上 に いか に 置く か に つい て 
1 巻 P.393-394 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ズ バイ ル は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 礼拝 で 座り の 姿勢 を と っ た 時 左足 先 を ( 右 の ) 太股 と 膝 の 間 に お き 、 右 の 足 先 
を 伸ばし て 横 座 り し た 。 
そし て 左手 を 左 膝 の 上 に 置き 右手 を 右 の 太股 の 上 に 置き 、 右 手 の 人 差し 指 を 上 げた 。 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ズ バイ ル は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 祈り の た め 座 り の 姿勢 を と っ た 時 右手 を 右 の 太股 の 上 に 置き 左手 を 左 の 太股 の 
上 に 置い た 。 
そし て ( 右 の ) 人 差し 指 を 上 げ 親 指 を 中 指 の 上 に 置き 、 左 手 の 掌 で 膝 を 覆っ た 。 
イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 
預言 者 は 礼拝 中 の 証言 礼 の た め に 座っ た 時 両手 を 両 腔 の 上 に 置き 、 親 指 に 続く 右 の 人 差し 指 を 上 
げた 姿勢 ( 神 の 唯一 性 を 象徴 ) で 祈っ た 。 
そし て 左手 は 左 膝 の 上 に 伸ばし て いた 。 
イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 証言 の た め に 座っ た 時 左手 を 左 膝 の 上 に 右手 を 右 膝 の 上 に 置き 、53 の 形 ( 注 
に 指 で 輪 を 作り 、 人 差し 指 は 上 げ て いた 。 
( 注 ) よく わか ら な い が 次 の よう な 解釈 も 考え られ る 。 
アラ ブ は 指 で 数 を 数 える 時 に 古く は 開い た 指 を 一 本 一 本 倒し て いっ た と いう 。 
この 論法 で ゆく と 左手 は 握り し め て いる か ら 五 十 と な り 右 手 は 人 差し 指 を 立て る と 親指 も 自然 と 
立つ の で 三 と な り 、 計 53 と な る 
アリ ー・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン ・ ム アー ウィ ー は 次 の よう に 伝え て いる 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 私 が 礼拝 中 に 小石 で 遊ん で いる 姿 を みた が 、 礼 拝 が 終わ っ た 時 に 
彼 は 私 が し て いる こと を 禁じ て 次 の よう に いっ た 。 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 が 常 日 頃 行っ て いた よう に し な さい 」 
そこ で 私 は 尋ね た 。 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 は どの よう に し て いた の で し ょ うか J」 
する と 彼 は こう いっ た 。 
「 彼 は 礼拝 中 の 証言 礼 の た め に 座っ た 時 、 右 手 の 掌 を 右 膝 の 上 に 置き 、 指 を 握り し め 、 親 指 に つ 
づく 人 差し 指 だ け は 上 げ 、 一 方 左手 の 掌 は 左 膝 の 上 に 置い て いた 」 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 


タス リー ム 礼 に つい て 


礼拝 を 終え る 際 の タス リー ム (左右 の 挨拶 儀礼 ( 注 ) ) と その 方 法 
( 注 ) この 時 次 の よう に 唱え る "貴方 の 上 に 平安 が そし て アッ ラー の 慈 悲 が あり ます よう に " 
1 巻 P.394-395 


アブ ー・ マ アマ ル は 次 の よう に 伝え て いる マッ カ の 或 る アミ ー ル が (左右 の ) 二 回 の 挨拶 礼 を 行 
っ た 。 そ こ で アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド が 尋ね た 。 「 ど こ で その スン ナ (預言 者 の 慣行 ) 
を 得 ま し た か 」 す る と 彼 は ハ カ ム が 彼 の ハデ ィ ー ス の 中 で 次 の よう に 語っ て いる と 答え た 。 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 は か つて その よう に 行っ て いた 」 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 次 の よう に 伝 
えて いる 或 る 時 シュ ウ バ が 次 の よう に 彼 に いっ た 。 「 ア ミー ル も し く は 或 る 男 が 二 回 挨拶 礼 を 行 
っ た 」 す る と アブ ドッ ラー は こう いっ た 。 「 彼 (その 男 ) は どこ で その スン ナ を 得 た の だ ろう か 
」 アー ミル ・ ビ ン ・ サ アド は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 私 は アッ ラー の 使徒 
が 彼 の 頼 の 白 さ が 見 える 程度 に 右 を 向い て 挨拶 礼 を 行い つい で 左 を 向い て 挨拶 礼 を 行っ た と ころ 
を 見 た 。 


礼拝 後 の ズ ィ ク ル に つい て 


礼拝 後 の ズ ィ ク ル ( 神 の み 名 を 反復 する 唱 念 ) に つい て 
1 巻 P.395-396 


イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 次 の よう に 伝え て いる 
私 達 は アッ ラー の 使徒 が 礼拝 を 完了 し た こと を タク ビー ル (アッ ラー は 偉大 な り と 唱え る こと ) 
に よっ て 知っ た も の で し た 。 
イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 次 の よう に 伝え て いる 
私 達 は アッ ラー の 使徒 が 礼拝 を 完了 し た こと を タク ビー ル 以 外 に よっ て は 知り 得 な か っ た 。 
と ころ で アム ル ・ ビ ン ・ デ ィ ー ナ ー ル は こう いっ た 。 
私 が アブ ー・ マ アバ ド に 向かっ て その こと に つい て 言及 し た 時 彼 は それ を 否定 し て “私 は あな た に 
それ を 伝え て いな い " と いう た 。 
し か し アム ル は "以前 に 彼 (アブ ー・ マ アバ ド ) が 確か に その こと を 私 (アム ル ) に 伝え た "と いっ 
た ( 注 ) 。 
( 注 ) アム ル ・ ビ ン ・ デ ィ ー ナ ー ル の 方 が アブ ー・ マ アバ ド よ り 信 頼 に 足る と ハデ ィ ー ス 学者 
に よっ て 考え られ て いる 
(アン ・ アッ バ パース は 次 の よう に 伝え て いる 
義務 の 礼拝 の 後に ズ ィ ク ル の 声 を 一 段 と 高く する こと が 預言 者 の 生涯 の 習わ し で し た 。 
それ で 私 は その 声 を 聞く 時 に 人 々 が 礼拝 を 完了 し た こと を 知っ た も の で し た 。 


墓 中 の 責 苦 か ら の 加護 に つい て 


墓 中 の 責 苦 か ら の 加護 を 求め る こと が 望ま し いこ と 
1 巻 P.396-397 


アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 が 私 の 部 屋 に 入っ て きた が その 時 私 と 一 緒 に 一 人 の ユダ ヤ の 女 が いて 「 あ な た 方 
は お 墓 の 中 で 試練 を 受け る こと に 気がつい て いま すか 」 と いっ た 。 

それ を 聞い た アッ ラー の 使徒 は 体 を 震わせ な が ら こ うい っ た 。 

「 確 か に ユダ ヤ 人 の み が 試 練 を 受け る だ ろう 」 

さて アー イシ ャ は さら に つづ け て 次 の よう に 語っ た 。 

それ か ら 私 達 は 数 夜 を 過 し た 。 

そし て アッ ラー の 使徒 は 私 に 次 の よう に いっ た 。 

「 あ な た 達 (ムスリム ) も 墓 中 で 試練 を 受け る だ ろう と いう こと が 私 に 啓示 され た が 、 お 前 は そ 
の こと に 気が付い て いる か 」 

アー イシ ャ は さら に こう 伝え て いる 。 

"その 後 私 は アッ ラー の 使徒 が 墓 中 の 責 苦 か ら の 加護 を 求め て 祈る 声 を 聞き まし た " 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

その 啓示 の あっ た 後 私 は アッ ラー の 使徒 が 墓 中 の 苦痛 か ら の 加護 を 求め て 祈る 声 を 聞い た 。 
アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

マデ ィ ー ナ に 住む ユダ ヤ 人 の 二 人 の 老女 が 私 の 家 に 入っ て き て 「 真 の 中 に いる 人 々 (死者 ) は 墓 
中 で も 責 苦 に 会 うだ ろう 」 と いっ た 。 

し か し 私 は 彼女 等 二 人 の 言葉 を 信じ な か っ た 。 

私 は 二 人 が 正しい こと を いっ て いる と は 思い た く な か っ た 。 

さて 二 人 は 出 て 行っ た が アッ ラー の 使徒 が 代 っ て 私 の 部 屋 に 入っ て 来 た 。 

そこ で 私 は 彼 に いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 マ ディ ー ナ に 住む ユダ ヤ 人 の 二 人 の 老女 が 私 の 所 に や っ て 来 て 墓 の 中 に い 
る 人 々 は 己 れ の 墓 の 中 で 責 苦 を 負う だ ろう と 主張 し まし た 」 

する と 預言 者 は こう いっ た 。 

「 そ の 二 人 は 真実 を 語っ た の だ 、 彼 等 墓 中 の 人 々 は 責 苦 を 負い 動物 で さえ その (うめ き ) 声 を 耳 
に する 程 で す 」 

後に アー イシ ャ は 次 の よう に 語っ た 。 

「 私 は その 後 預 言 者 が 礼拝 中 に 墓 中 の 責 苦 か ら の 加護 を 求め て 祈る 姿 を 必ず 見 まし た 」 

この ハデ ィ ー ス は アー イシ ャ か ら の 伝聞 と し て マス ルー ク に よっ て 語ら れ て いる 。 

その 中 で 彼女 は こう 語っ て いる 。 

「 彼 (預言 者 ) は その 後 礼拝 中 に 墓 中 の 責 苦 か ら の 加護 を 必ず 求め て いま し た 」 


その 他 礼 拝 中 に 加護 を 求め る こと に つい て 


その 他 礼 拝 中 に 加護 を 求め る べき こと 
1 巻 P.397-399 


アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 が 礼拝 中 に ダッ ジャ ー ル ( 信 救 世 主 ( 注 ) ) の 試練 か ら の 加護 を 求め る 声 を 
聞き まし た 。 

( 注 ) 宗教 的 詐欺 師 で 30 人 現われ る と され て いる 。 

キリ スト 教 で は アン ティ クリ スト に 相当 する 。 

最大 の 偽 救世 主 は 終末 に 現われ る 最後 の 詐欺 師 と され て いる 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 

誰 で も 礼拝 に お いて 証言 礼 を 唱え る 時 は アッ ラー に 以下 の 四 つ の 苦難 か ら の 加護 を 求め て 次 の よ 
うに いい な さい 。 

「 お お アッ ラー、 げ に 私 は あな た に 地獄 の 責 苦 か ら 、 ま た 墓 中 の 責 苦 か ら 、 ま た 生 と 死 の 試練 
か ら 、 ま た 偽 救 世 主 の 試練 の 邪悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 」 

預言 者 の 妻 の アー イシ ャ は 伝え て いる 

預言 者 は 礼拝 に お いて 常に 次 の よう に 祈願 し て いた 。 

「 お お アッ ラー、 げ に 私 は あな た に 墓 中 の 責 苦 か ら 、 偽 救世 主 の 試練 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 
また 生 と 死 の 試練 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 

お お アッ ラー、 宗教 上 の 罪 と 負債 か ら の ご 加護 を 求め ます 」 

さら に アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 。 

ある 男 が 預言 者 に こう 尋ね た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 ど うし て あな た は そう し ば し ば 負債 か ら の ご 加護 を 求め る の で すか 」 
する と 預言 者 は こう 答え た 。 

「 も し 人 が 負債 を 負う と 、 応 々 に し て 話 を すれ ば 嘘 を つか ざる を 得 な く な り 約 束 を し て も 破 ら ざ 
る を 得 な く な る か ら で す 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 

「 誰 で も 最後 の 証言 礼 を 終え た 時 に は 次 の 四 つ の 救済 を アッ ラー に 求め な さい 。 

それ ら は 地獄 の 責 苦 と 墓 中 の 責 苦 と 生 と 死 の 試練 と 偽 救世 主 の 邪悪 で す 」 

この ハデ ィ ー ス は 同一 伝承 者 経路 を 経て アウ ザー ウィ ー に よっ て 伝え られ て いる 。 

し か し 彼 は " 誰 で も 証言 礼 を 終え た 時 "と 伝え "最後 の (証言 礼 ) "と は 伝え て いな い 。 

アデ プー ェ シラ イラ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 げ に 私 は 墓 中 の 責 苦 、 地 獄 の 業火 の 責 苦 、 生 と 死 の 試練 、 偽 救世 主 の 邪悪 か ら 
の ご 加護 を 請 い 願い ます 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 


「 ア ッ ラ ー の (地獄 の ) 処罰 か ら ア ッ ラ ー に ご 加護 を 求め な さい 。 

墓 中 の 責 苦 か ら ア ッ ラ ー に ご 加護 を 求め よ 、 偽 救世 主 の 試練 か ら ア ッ ラ ー の ご 加護 を 求め よ 、 生 
と 死 の 試練 か ら ア ッ ラ ー に ご 加護 を 求め な さい 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 伝承 で も 伝え られ て いる 。 

アブ ー ・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 墓 中 の 責 苦 か ら ま た 地獄 で の 責 苦 か ら ま た 偽 救世 主 の 試練 か ら の 加護 を 求め る こと を 常 
と し て いた 。 

イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は クル アー ン の 一 章 を 教え る よう に 以下 の ドア ー (祈願 の 言葉 ) を 彼 等 に 教え た 
も の で し た 。 

そこ で 彼 は 次 の よう に 唱え な さい と いっ て いま す 。 

「 お お アッ ラー、 私 達 は 地獄 の 責 苦 か ら あ な た に ご 加護 を 求め ます 。 

また 私 は 墓 中 の 責 苦 か ら あ な た に ご 加護 を 求め ます 。 

また 私 は 偽 救世 主 の 試練 か ら あ な た に ご 加護 を 求め ます 。 

また 私 は 生 と 死 の 試練 か ら あ な た に ご 加護 を 求め ます 」 

ムスリム ・ ビ ン ・ ハ ッ ジ ャ ー ジ ュ は 次 の 話 を 聞い た と し て 伝え て いる 。 

ター ウー ス は 彼 の 息子 に “お まえ は 礼拝 中 に この 祈願 文 (ドア ー) を 唱え た か "と 尋ね た 。 

する と 息子 は "いいえ" と 答え た 。 

する と ター ウー ス は “お まえ の 礼拝 を や りな お し な さい ( 注 ) "と いっ た 。 

さて ター ウー ス は この ハデ ィ ー ス も し く は 同一 内 容 の ハデ ィ ー ス を 三 人 も し く は 四 人 の 伝承 者 を 
通じ て 伝え て いる 。 

( 注 ) この ドア ー を 唱え る こと は 決し て 義務 で は な い が そ の 重要 性 に 鑑み て 教育 的 立場 か ら や り 
直し を 命じ た 


礼拝 後 の ズ ィ ク ル の 仕方 に つい て 


礼拝 後 の ズ ィ ク ル ( 神 の み 名 を 反復 する 唱 念 ) が 好ま し いこ と 、 
及び ズ ィ ク ル の 仕方 に つい て 
1 巻 P.399-405 


サウ バー ン は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 を 終え た 時 アッ ラー に 三 回 赦し を 請 い 、 そ し て 次 の よう に いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 あ な た は 平安 で あり 、 平 安 は あな た か ら や っ て くる 、 あ な た は 栄光 と 栄誉 の 主 
と し て 自ら 尊 く お わし ます 」 

と ころ で ワリ ー ド は 次 の よう に 伝え て いる 。 

私 は アウ ザー ウィ ー に "どの よう に し て 落し を 請う の で すか "と 尋ね た 。 

する と 彼 は "あな た は 次 の よう に 唱え ます "と こう 云っ た 。 

“私 は アッ ラー に 落し を 請 い ます 。 私 は アッ ラー に 落し を 請 い ます ” 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 挨拶 礼 を 終え る と た だ ち に 座っ た まま 次 の 祈願 文 を 唱え た 。 

「 お お アッ ラー、 あ な た は 平安 で あり 、 平 安 は あな た か ら や っ て くる 。 

あな た は 自ら 尊 く あり 栄光 と 栄誉 の っ 主 で ある 」 

と ころ で イブ ン ・ ヌ マイ ル の 伝承 で は "お お 栄光 と 栄誉 の 主 よ "と ある 。 

同様 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え ら て いる 。 

た だ し ここ で は "お お 栄光 と 名 誉 の 主 よ " と 伝え て いる 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

し か し ここ で は 預言 者 は “お お 栄光 と 栄誉 の り 主 よ "と いっ て いた と ある 。 

ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ ( 注 ) は ム ア ー ウ ィ ヤ (ウマ イヤ 朝 の カリ フ ) に 次 の よう に 書い た 

アッ ラー の 使徒 は 挨拶 礼 を 終え 礼拝 を 終え た 時 次 の よう に 唱え た 。 

「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な し 、 ア ッ ラ ー は 独 一 者 で あり 、 彼 に は いか な る 同位 者 も な し 、 大 権 は 彼 
の み に あ り 、 讃 辞 は 彼 に の み 帰 され 、 彼 は 全て の こと に 全能 で ある 。 

お お アッ ラー、 あ な た の 与え た も の を 禁じ る 者 は な く 、 ま た あな た が 禁じ た も の を 与え る 者 は 

な い 。 

そし て 、 あ な た の 元 で は 資産 家 の 富 も 何 の 役 に も た た な い 」 

( 注 ) 彼 は ム ア ー ウ ィ ヤ に よっ て クー ファ の 知事 に 任命 され て いた 

同様 の ハデ ィ ー ス が ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 
た だ し アブ ー・ バ クル と アブ ー・ ク ライ ブ は 二 人 の 伝承 の 中 で ワッ ラー ド (ムギ ー ラ の 解放 奴隷 
) が 次 の よう に 報告 し た と 語っ て いる 。 

ムギ ー ラ は 私 (ワッ ラー ド ) に この ハデ ィ ー ス の 原文 を 口述 筆記 させ 、 私 は それ を ム ア ー ウ ィ ヤ 
に 宛て て 書い た 。 

ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ の 解放 奴隷 ワッ ラー ド は 次 の よう に 伝え て いる 


ムギ ー ラ は ム ア ー ウ ィ ヤ に 次 の よう に 書い た (ワッ ラー ド が ムギ ー ラ に 代 っ て その 手紙 を 書い た 
の だ が ) 。 

私 は アッ ラー の 使徒 が 挨拶 礼 を 終え た 時 、 前 述 の 二 人 が 伝え た ハデ ィ ー ス と 同様 の ハデ ィ ー ス を 
聞い た 。 

し か し ここ で は 彼 は “ 彼 (アッ ラー) は 全て の こと に 全能 で ある "と いう 一 節 に は 言及 し な か っ た 。 
ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ の 書記 ワッ ラー ド は 次 の よう に 伝え て いる 

ム ア ー ウ ィ ヤ は 前 述 の ハデ ィ ー ス と 同 内 容 の ハデ ィ ー ス を ムギ ー ラ に 書い た 。 

ムギ ー ラ ・ ビ ピン ・ シ ュ ウ バ は 、 次 の よう に 伝え て いる 

ム ア ー ウ ィ ヤ は ムギ ー ラ に "アッ ラー の 使徒 か ら あ な た が 聞い た こと は 何で も 私 に 書き な さい "と 書 
き 送 っ た 。 

そこ で ムギ ー ラ は ム ア ー ウ ィ ヤ に 次 の よう に 書い た 。 

私 は アッ ラー の 使徒 が 礼拝 を 終え た 時 次 の よう に 唱え て いた 言葉 を 聞い た 。 

「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な し 、 ア ッ ラ ー は 独 一 者 で あり 、 彼 に は いか な る 同位 者 も な し 、 大 権 は 彼 
に の みあ り 、 讃 辞 は 彼 に の み 帰 され 、 彼 は 全て の こと に 全能 で ある 。 

お お アッ ラー、 あ な た が 与え た も の を 禁じ る 者 は な く 、 あ な た が 禁じ た も の を 与え る 者 も な い 。 
そし て あな た の も と で は 資産 家 の 富 も 何 の 役 に も 立た な い 」 

アブ ー・ ズ バイ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

イブ ン ・ ズ バイ ル は 各 礼 拝 の 挨拶 礼 の 後 で 次 の よう な 言葉 を 唱え て いた ( 注 ) 。 

「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な し 、 ア ッ ラ ー は 独 一 者 で あり 、 彼 に は いか な る 同位 者 も な し 、 大 権 は 彼 
に の みあ り 、 讃 辞 は 彼 に の み 帰 され 、 彼 は 全て の こと に 全能 で ある 。 

いか な る 権能 も 力も アッ ラー に よる こと な し に は 存在 せ ず 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な し 、 わ れ ら 
は アッ ラー の み を 崇拝 し 、 み 恵み は 彼 の み が 持 つ 、 美 徳 は 彼 に の み 帰 す 、 ま た すばらし き 讃 辞 は 
彼 に の みあ る 。 

アッ ラー 以外 に 神 は な し 、 わ れ ら は 彼 に の み 信 心 の 誠 を つく す 、 た と え 無 信仰 者 た ち が (どん 
な に ) その こと を 嫌っ た と し て も 」 

さて 伝承 者 (アブ ー・ ズ バイ ル ) は さら に 次 の よう に 伝え た 。 

アッ ラー の 使徒 は 各 義 務 の 礼拝 の 直後 に 前 記 の 言葉 を 声高 に 唱え た も の で し た 。 

( 注 ) アブ ー・ ズ バイ ル と イブ ン ・ ズ バイ ル (アブ ドッ ラー) と の 間 に は 特に 親子 関係 は な い 。 
前 者 は 解放 奴隷 の 出身 

解放 奴隷 の アブ ー・ ズ バイ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ズ バイ ル は イブ ン ・ ヌ マイ ル が 伝え た えた ハディース の 如く 各 礼 拝 の 直後 に " ア 
ッ ラ ー の 他 に 神 な し "と 唱え て いた 。 

彼 は それ を ハデ ィ ー ス の 最後 の 段 で 伝え た 。 

それ か ら ま た イブ ン ・ ズバ イル は 次 の よう に 語っ て いる 。 

アッ ラー の 使徒 は 各 礼 拝 の 直後 に "アッ ラー の 他 に 神 な し "と 声高 に 唱え て いた 。 

アブ ー・ ズ バイ ル は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ズ バイ ル ( 注 ) が 説教 壇上 で 人 々 に 向かっ て 説教 し て 次 の よう に 語っ 


て いる 言葉 を 聞い た 。 

アッ ラー の 使徒 は 義務 の 礼拝 も し く は その 他 の 礼拝 の 最後 の 挨拶 礼 を 終え た 後 前 記 ハ ディ ー ス を 
述べ た も の で し た 。 

( 注 ) 彼 の 母 は 預言 者 の 妻 ア ー イ シャ の 姉 ア スマ ー ウ で ある 。 

また 彼 は マデ ィ ー ナ へ の 移住 者 達 の 間 で 最初 に 生れ た 子供 だ っ た 

アブ ー・ ズ バイ ル ・ マ ッ キ ー (解放 奴隷 ) は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ズ バイ ル が 礼拝 の 最後 の 挨拶 礼 を 終え た 後に 前 記 の 二 人 の ハデ ィ ー ス 
の 如き 文言 を 唱え て いる 声 を 聞い た 。 

し か し 彼 は また アッ ラー の 使徒 か ら そ れ を 直接 聞き 及 ん で 伝え て いる と も 語っ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる (これ は クタ イ バ の 伝え た え ハ ディー ス で も ある ) 
移住 者 達 の 中 で 貧し い 人 達 が アッ ラー の 使徒 の も と へ や っ て 来 て こう いっ た 。 

「 資 産 家達 は 既に 最高 の 地位 と 天国 で の 久遠 の 至福 と を 占め て し まっ て いる 」 

する と 預言 者 は 尋ね て いっ た 。 

「 そ れ は どう いう 意味 で すか 」 

そこ で 彼ら は 次 の よう に 説明 し た 。 

「 彼 ら 資 産 家達 は 私 達 が 礼拝 する ご と く 礼 拝 し 、 私 達 が 断食 する ご と く 断 食し て いま す 。 

その 上 彼ら は 施し を し ます 。 然 し 私 達 は 施す 余裕 が あり ませ ん 。 

彼ら は 奴隷 を 解放 し ます が 私 達 は 奴隷 を 解放 し ませ ん 」 

そこ で アッ ラー の 使徒 は こう いっ た 。 

「 私 は あな た 方 に 対し て あな た 方 に 先行 し た 人 達 に 追い つき 、 あ な た 方 の 後 か ら 来 る 者 に は 先 ん 
じ る こと が で きる すべ を 教え た で は あり ませ ん か 。 

あな た 方 が 行っ た 行為 と 同じ 行為 を 行っ た 者 を 除い て あな た 方 に 優る 者 は 誰 一 人 と し て いな いで 
は あり ませ ん か 」 

そこ で 彼 等 は 「 は い 、 確 か に 、 ア ッ ラ ー の 使徒 様 」 と いっ た が さら に 預言 者 は こう いっ た 。 

「 あ な た 方 は 各 礼 拝 の 直後 に アッ ラー の 栄光 を た た え 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り と 唱え 、33 回 アッ ラ 
ー を 讃 美 し な さい 」 

と ころ で アブ ー・ サ ー リ フ は 次 の よう に 伝え て いる 。 

移住 者 達 の 中 で 貧し い 者 達 が アッ ラー の 使徒 の も と に 戻っ て 来 て こう いっ た 。 

「 私 達 の 兄弟 の 資産 家 の 人 々 は 私 達 が 行っ た こと を 聞き それ と 同じ 行為 を し まし た 」 

そこ で アッ ラー の 使徒 は こう いっ た 。 

「 こ れ は アッ ラー の 因 龍 で あり 、 ア ッ ラ ー は それ を み 心 の まま に 嘉 し 給え る 者 に 与え 給 う 」 

と ころ で スマ イヤ は 次 の よう に 語っ た 。 

「 私 は 家族 の 何人 か に この ハデ ィ ー ス を 伝え た 」 

する と 家族 の 一 人 が “あな た は 思い ちがい し て いる "と いっ て 預言 者 の 言葉 を 次 の よう に 伝え た 。 
「 あ な た は 33 回 アッ ラー の 栄光 を た た え 33 回 アッ ラー を 讃 美 し そ し て アッ ラー は 偉大 な り と 33 回 
唱え な さい 」 

そこ で 私 は アブ ー・ サ ー リ フ の と ころ へ 戻り 彼 に 事 の 次 第 を 伝え た 。 


する と 彼 は 私 の 手 を と り 次 の よう に 云っ た 。 

「 ア ッ ラ ー は 偉大 な ぶな り 、 ア ッ ラ ー の 栄光 に た た え あ れ 、 称 讃 は アッ ラー に の み 、 ア ッ ラ ー は 偉大 
な り 、 ア ッ ラ ー の 栄光 に た た え あ れ 、 称 讃 は アッ ラー に の み .……… 」 

こう し て 彼 は それ ら す べ て を 33 回 唱え つづ けた 。 

と ころ で イブ ン ・ ア ジュ ラー ン は 次 の よう に 語っ て いる 。 

私 は この ハデ ィ ー ス を ラジ ャ ー ウ ・ ビ ン ・ ハ イワ に 語っ た 。 

する と 彼 は それ と 同様 の ハデ ィ ー ス を 預言 者 、 ア ブー・ フ ライ ラ 、 ア ブー・ サ ー リ フ の 伝承 順序 
で 私 に 伝え た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 か ら 聞 いた と し て 次 の よう に 伝え て いる 

人 々 (移住 者 の うち 貧し い 人 々 ) は こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 資 産 家達 は 最高 の 地位 と 天国 で の 久遠 の 至福 を 占め て いま す 」 

さて 残り の ハデ ィ ー ス は ライ ス か ら の 伝聞 と し て クタ イ バ が 伝え た も の と 同じ で ある 。 

し か し 彼 は アブ ー・ フ ライ ラ の 伝え る ハデ ィ ー ス の 未 尾 に アブ ー・ サ ー リ フ の 言葉 を 挿入 し た 。 

それ は “それ か ら 移 住 者 達 の うち の 貧し い 人 々 は 戻っ て きた "以下 の 一 節 で ある 。 

また 彼 は 次 の 部 分 を 付加 し た 。 

「 ス ハイ ル は いっ て いる 、11 回 ずつ 唱え て 全て を 合わ せる と 33 回 に な る ( 注 ) 」 

( 注 ) 例え ば “アッ ラー は 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー の 栄光 に 讃え あれ 、 称 讃 は アッ ラー に の み " と いう 一 
連 の 言葉 を 11 回 唱え れ ば 計 33 回 アッ ラー を 讃え た こと に な る 意 

カ ア ブ ・ ビ ン ・ ウ ジュ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 礼 拝 の 直後 に 唱え る 言葉 が ある 。 

それ を 唱え る 者 また は 行う 者 は 決し て 失望 する こと は な い 。 

その 言葉 は "アッ ラー に 栄光 あれ "を 33 回 、“『 ア ッ ラ ー に 讃え あれ "を 33 回 、“『 ア ッ ラ ー は 偉大 な り ”" 

を 34 回 唱え る こと で ある 」 

カ ア ブ ・ ビ ン ・ ウ ジュ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 礼 拝 の 直後 に 唱え る 言葉 (ヘム ア ッ キ バー ト ) が ある 。 

それ を いう 者 また は それ を 行う 者 は 決し て 失望 する こと は な い 。 

それ は "アッ ラー に 栄光 あれ "を 33 回 、“" ア ッ ラ ー に 讃え あれ "を 33 回 、“" ア ッ ラ ー は 偉大 な り " を 34 回 
各 礼 拝 の 後に つづ いて 唱え る こと で ある 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ハ カ ム に よっ て 伝え られ て いる 。 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 各 礼拝 の 最後 に "アッ ラー に 栄光 あれ "と 33 回 唱え 、 ま た "アッ ラー に 讃え あれ "と 33 回 唱え 、“ ア 

ッ ラ ー は 偉大 な り " と 33 回 唱え て 全て 合わ せ て 99 回 を 唱え 、 そ の 上 "アッ ラー の 他 に 神 な し 、 ア ッ ラ 
ー は 独 一 者 な り 、 彼 に 同位 者 な く 、 大 権 は 彼 に の みあ り 、 讃 辞 は 彼 の み に 帰 され 、 彼 は 全て に 全 
能 で ある "と いう 言葉 を 加え て 100 回 と な す 者 は 誰 で あれ 、 そ の 者 の 宗教 上 の 罪 は 、 た と え そ れ が 
波 立つ 海 の 泡 の よう に 多く と も 全て 赦 さ れる だ ろう ( 注 ) 」 

( 注 ) これ ら の 赦 さ れる 罪 は 当然 大 罪 で な く 小 罪 で ある 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー・ フ ライ ラ に よっ て 伝え られ て いる 。 


タク ビー ル 直 後 の 言葉 に つい て 


礼拝 開始 の タク ビー ル と それ に つづ く ク ルアー ン 読 謡 と の 間 に 唱 えら れる 言葉 
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アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼 振 を 始め る に あたっ て タク ビー ル を 唱え 次 の クル アー ン の 朗 詩 に 入る 前 に し 
ば らく 間 を と っ て 沈黙 し て いた も の だ っ た 。 

そこ で 私 は 彼 に 次 の よう に 尋ね た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 の 父母 に も 代え 難い お 方 よ 、 タ クビ ー ル と クル アー ン 朗 詩 の 間 の 沈黙 時 
に あな た は 何 を いっ て いる の か 私 に お 教え 下さ い 」 

する と 彼 は 次 の よう に 念じ て いる と 答え た 。 

「 お お アッ ラー、 あ な た が 西 と 東 を 隔て た よう に 、 私 と 私 の 数 々 の 罪 を お 隔て 下さ い 。 

お お アッ ラー、 白 い 布 が 汚れ か ら 清 め ら れる よう に 私 を 数 々 の 罪 か ら お 浄 め 下さ い 。 

お お アッ ラー、 水 と 氷 と 鶴 ( 注 ) で も っ て 私 か ら 数 々 の 罪 を 洗い 落し て 下さ い 」 

( 注 ) アラ ビア で は 雪 は 降ら な い が 需 は 時 々 降る こと が ある 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 第 二 回 目 の 屈 身 礼 か ら 身 を 起す 際 に た だ ち に 「 ア ッ ラ ー に 讃え あれ 、 万世 
の 主 .………」 ( 開 扉 章 ) を 朗 唱 し その 間 に 沈黙 する こと は な か っ た 。 

アナ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

一 人 の 男 が 息 せ き 切 っ て や っ て き て 礼拝 の 列 に 加わ り 、 次 の よう に いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー に 称 讃 あ れ 、 多 く の 称 讃 が 、 み 恵み と 祝福 が あれ か し 」 

それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 が 礼拝 を 終え た 時 彼 は 次 の よう に 尋ね た 。 

上 の また の だ お 

と ころ が 人 々 は 黙っ た まま で し た の で 彼 は 再び 尋ね て こう いっ た 。 

「 誰 が いっ た の で すか 。 そ の 者 は 決し て 悪い こと を 口 に し た わけ で は あり ませ ん 」 

そこ で 一 人 の 男 が 次 の よう に いっ た 。 

「 私 は 遅れ て や っ て 参り まし た が 息 が 苦し く て つい その よう に いい まし た 」 

する と 預言 者 は こう 申 さ れ た 。 

「 私 は 12 人 の 天使 達 が その 言葉 を 誰が アッ ラー の み も と に 伝え る か で 相互 に 競っ て いる 様子 を 見 
まし た 」 

イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 

私 達 が アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 礼拝 を 捧げ て いる 最 中 に 誰か が 次 の よう に いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー は 真 に 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー に 絶大 な る 称 讃 あれ 、 朝 な タ な に アッ ラー に 讃 美 あ れ か し 
」 

そこ で アッ ラー の 使徒 は こう いっ た 。 


「 し か じ か の 言葉 を 唱え た 者 は 誰 で すか 」 

する と 人 々 の 中 の 叫 人 が こう いい まし た い 

「 私 で す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 様 」 

そこ で アッ ラー の 使徒 は こう 申 さ れ ま し た 。 

「 私 は 驚き まし た 。 天国 の 門 が その た め に 開か れ た の で すか ら 」 さ て イブ ン ・ ウ マル は 次 の よう 
に 語っ た 。 

「 私 は アッ ラー の 使徒 の 口 か ら こ の 言葉 を 聞い た 時 以来 (前 述 の ) 讃 美 の 言葉 を 唱え つづ け て い 
ます 」 


礼拝 は 厳粛 に する こと に 関し て 


礼拝 は 厳粛 に 平静 に 行う こと が 好ま し いこ と 、 
あわ お だ だ し く 行 うこ ご と は 禁じ られ て いる こと 
1 巻 P.407-408 


アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 礼 拝 開始 直前 の 呼び か け (イカ ー マ ) が 詠唱 され た 時 で も あな た は 礼拝 に 急い で 走っ て 来 て は 
いけ ませ ん 。 

平静 に 歩い て 来 な さい 。 

そし て 間に合っ た 部 分 を まず 礼拝 し 、 や り 過 し た 部 分 は 後 で 完了 させ な さい 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と 伝え て いる 

「 礼 拝 開始 直前 の 呼び か けが 詠 府 さ れ た 時 で も 礼拝 に 急い で 走っ て 来 て は いけ ませ ん 。 
平静 に 歩い て 来 な さい 。 

そし て 間に合っ た 部 分 を まず 礼拝 し 、 や り 過 し た 部 分 は 後 で 完了 させ な さい 。 

な ぜ な ら ば 誰 で も 礼拝 に 赴 こ うと 決め た 時 その 時 か ら 彼 は 実質 的 に 礼拝 中 で ある の だ か ら で す 」 
アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 か ら 聞 いた た くさ ん の ハデ ィ ー ス の うち その 一 つ を 次 の よう 
に 伝え て いる 

「 礼 拝 の 呼び か けが あっ た 時 、 あ な た 方 は 礼拝 に 急い で 走っ て 来 て は いけ ませ ん 。 
平静 に 歩い て 来 な さい 。 

そし て 間に合っ た 部 分 を まず 礼拝 し や り 過 し た 部 分 は 後 で 完了 させ な さい 」 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 礼 拝 開始 直前 の 呼び か けが 詠唱 され た 時 、 誰 で も 礼拝 に 走っ て 来 て は いけ ませ ん 。 

静か に 落ち 着い て 来 な さい 。 

そし て 間に合っ た 部 分 を 礼拝 し 、 追 いつ いた 時 点 で イマ ー ム が あな た に 先行 し て いた 部 分 は 後 で 
完了 させ な さい 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ブー・ カ ター ダ は 彼 の 父親 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 
私 達 が アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 礼拝 し て いる 最 中 に 預言 者 は (後方 で 起こ っ た ) 騒ぎ を 耳 に し ま 
し だ 。 

そこ で 彼 は 礼拝 が 終っ た 時 「 何 事 で すか 」 と 尋ね た 。 

する と 彼 等 は 次 の よう に いい まし た 。 

「 私 達 は 礼拝 へ 急い で か けつ けた も の で 」 

する と 預言 者 は こう いい まし た 。 

「 そ の よう な こと を し て は いけ ませ ん 。 

礼拝 に 来る 時 は 静か に 来る も の で す 。 

そし て 間に合っ た 部 分 を まず 礼拝 し 、 間 に 合わ な か っ た 部 分 は 後 で 完了 すれ ば よい の で す J」 
同様 の ハデ ィ ー ス が 同一 伝承 者 経路 を 経て シャ イ バ ー ン に よっ て 伝え られ て いる 。 


礼拝 に 立ち 上 が る と き に つい て 


いつ 人 々 は 礼拝 の た め に 立ち 上 が る べき か 
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アブ ー・ カ ター ダ は アッ ラー の 使徒 が いっ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 礼 拝 直 前 の 呼び か けが 詠唱 され た 時 、 あ な た 方 は 私 を 見 る まで は 立ち 上 が っ て は な り ま せん 」 
と ころ で 伝承 者 の 一 人 イブ ン ・ ハ ー テ ム は “礼拝 直前 の 呼び か けが 詠唱 され た 時 "か 、 或いは “礼拝 へ 
の 呼び か けが あっ た 時 "か の どちら か の 表現 で ある と 伝え て いる 。 

アブ ー・ カ ター ダ が 父 か ら の 伝聞 と し て 伝え た 別 の 伝承 で は それ は "確か に 私 (預言 者 ) が 出 て 来 
た と ころ を 見 る まで は "と ある 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

礼拝 直前 の 呼び 掛け が 詠唱 され 、 そ こ で 私 達 は 立ち 上 が り ア ッ ラ ー の 使徒 が 私 達 の と ころ へ や っ 
て 来る 前 に 列 を 整え (待っ て い ) た 。 

そこ へ アッ ラー の 使徒 が や っ て 来 た 。 

そし て 最初 の タク ビー ル を 唱え る 前 に 彼 の イマ ー ム と し て の 礼拝 の 場所 に 立っ た 時 彼 は ( 急 に ) 
何 か を 思い 出し た 、 そ こ で 彼 は "あな た 方 は その 場 に その まま に "と いい な が ら 立 ち 去っ た 。 

それ で 私 達 は 立っ た まま 彼 が や っ て くる まで その まま 待ち つづ けた 。 

その 間 彼 は 確か に 身体 を 洗っ て いた が ( 出 て 来 た 時 に は ) 彼 の 頭 か ら は し ずく が 垂れ て いた 。 
それ か ら 彼 は タク ビー ル を 行い 私 達 を 先導 し て 礼拝 し た 。 

アブ ー・ サ ラマ は アブ ー ・ フ ライ ラ か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

礼拝 直前 の 呼び か けが 詠唱 され 、 人 々 は 列 を 整え て 並ん だ 。 

そし て アッ ラー の 使徒 が 出 て き て イマ ー ム と し て の 彼 の 礼拝 の 場所 に 立っ た 。 

それ か ら 彼 は 手 で * あ な た 方 の 場所 に その まま いる よう に "と 彼 等 に 合図 を し た 。 

そし て 彼 は 出 て いっ た が その 間 確 か に 身体 を 洗っ て いた の で (戻っ て 来 た 時 に は ) 彼 の 頭 か ら は 
し ずく が 垂れ て いた 。 

それ か ら 彼 は 私 達 を 先導 し て 礼拝 を 行っ た 。 

アブ ー・ サ ラマ は アブ ー ・ フ ライ ラ か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

礼拝 直前 の 呼び か けが アッ ラー の 使徒 の た め に 詠唱 され た 時 、 預 言 者 が 彼 の 場所 に 立つ 以前 に 人 
々 は 列 を 整え て 並ん だ 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サム ラ は 伝え て いる 

ビラ ー ル は 太陽 が 西 に 傾い た 時 、 ア ザー ン を 詠唱 し た が 預言 者 が 出 て くる まで は 礼拝 直前 の 呼び 
か け は 詠唱 し な か っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) つま り ビ ラー ル は 預言 者 が 出 て 来 て 彼 の 姿 を 見 た 時 は じ め て 礼拝 直前 の 呼び か け を 詠唱 し 
だ 


屈 身 礼 中 の 礼拝 参加 に つい て 


礼拝 中 の 屈 身 礼 に 間に合っ た 者 は 確か に その 礼拝 に 間に合っ た こと に な る 
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アブ ー・ フ ライ ラ は は 預言 者 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 礼 拝 中 の 屈 身 礼 に 間に合っ た 者 は 確か に その 集団 礼拝 に 問 に 合っ た こと に な る 」 

アプ ブ プー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 イ マー ム と 一 緒 に 行わ れる 礼拝 中 の 屈 身 礼 に 問 に 合っ た 者 は 確か に その 礼拝 に 間に合っ た こと 
に な る 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 同様 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 。 

し か し ここ で は “イマ ー ム と 一 緒 に "と いう 語句 は 伝え て いな い 。 

また 伝承 者 の 一 人 ウ バ イド ッ ラ ー が 伝え た ハディース で は *" 彼 は 確か に 礼拝 の 全て に 間に合っ た "と 
ある 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 太 陽 が 昇る 前 (に 行う ) 、 日 の 出前 の 礼拝 で 、 そ の 屈 身 礼 の 一 つ に 間に合っ た 者 は 、 確 か に 日 
の 出前 の 礼拝 に 問 に 合っ た こと に な る ( 注 ) 

また 太陽 が 沈む 前 の 午後 の 礼拝 で 、 そ の 屈 身 礼 の 一 つ に 間に合っ た 者 は 、 確 か に 午後 の 礼拝 に 間 
に 合っ た こと に な る 」 

( 注 ) 日 の 出 、 天 中 、 日 没 時 の 太陽 運行 に 伴う 三 時 点 に お ける 礼拝 は 太陽 崇拝 に 通じ る と し て 禁 
じ ら れ た が 、 こ れ は それ 以前 の ハデ ィ ー ス だ ろう 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

アー イシ ャ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 太 陽 が 沈む 前 (に 行う ) 、 午 後 の 礼拝 で 、 そ の 平伏 礼 の 一 つ に 間に合っ た 者 、 も し く は 太陽 が 
昇る 前 (に 行う ) 、 日 の 出前 の 礼拝 で 、 そ の 平伏 礼 の 一 つ に 間に合っ た 者 は 、 確 か に それ ら の 礼 
拝 に 問 に 合っ た こと に な る 」 

と ころ で 平伏 礼 と は ここ で は 屈 身 礼 を 暗 に 意味 し て いる 。 

アプ ブ プー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 太 陽 が 沈む 前 に 、 午後 の 礼拝 の 屈 身 礼 の 一 つ に 問 に 合っ た も の は 、 確 か に 問 に 合っ た こと に 
な る 。 

太陽 が 昇る 前 に 、 日 の 出前 の 礼拝 の 屈 身 礼 の 一 つ に 問 に 合っ た 者 は 、 確 か に 問 に 合っ た こと に 
な る 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が マ ア マル に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 


五 回 の 義務 礼拝 の 時 刻 に つい て 


五 つ の 義務 の 礼拝 の 時 刻 
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イブ ン ・ シ ハー ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

ウマ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ア ズィー ズ は いく ぶん 午後 の 礼拝 を 遅らせ た 。 

そこ で ウル ワ ・ ビ ン ・ ズ ハイ ル は 彼 に いっ た 。 

「 天 使 ジ ブリ ー ル は 確か に 天下 っ て 来 て アッ ラー の 使徒 を 先導 し て 礼拝 を 行っ た の で は な いで す 
か ( 注 ) 」 

そこ で ウマ ル は 彼 に こう いっ た 。 

「 ウ ル ワ よ 、 あ な た は 自分 が 何 を いっ て いる か 解っ て いる の で すか 」 

そこ で 彼 は こう 語っ た 。 

私 (ウル ワ ) は バシ ー ル ・ ビ ン ・ ア ブー・ マ スウ ー ド が 次 の よう に 語っ た 言葉 を 聞い て いま す 。 
私 (バシ ー ル ) は 父 (アブ ー・ マ スウ ー ド ) が アッ ラー の 使徒 か ら 次 の よう な 言葉 を 耳 に し た と 
いう こと を 伝聞 し た 。 

「 天 使 ジ ブリ ー ル が 降り て 来 て 私 (預言 者 ) を 先導 し た 。 

そこ で 私 は 彼 と 一 緒 に 礼拝 し た 。 

それ か ら 私 は 彼 と 一 緒 に 礼拝 し た 、 そ れ か ら 私 は 彼 と 一 緒 に 礼拝 し た 。 

それ か ら 私 は 彼 と 一 緒 に 礼拝 し た 、 そ れ か ら 私 は 彼 と 一 緒 に 礼拝 し た 」 

と 彼 (預言 者 ) は 指 で 五 回 の 礼拝 を 数 えな が らい っ た 。 

さて イブ ン ・ シ ハー ブ は また 次 の よう に 伝え て いる 。 

ウマ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ア ズィー ズ が 或 る 日 礼拝 を 遅らせ た 。 

そこ へ ウル ワ ・ ビ ン ・ ズ バイ ル が 入っ て 来 て 彼 (ウマ ル ) に 次 の よう に 語っ た 。 

ムギ ー ラ ・ ビ ン ・ シ ュ ウ バ が クー ファ 在任 中 の 或 る 日 の こと 礼拝 を 遅らせ た こと が ある 。 

する と アブ ー・ マ スウ ー ド ・ ア ン サ ー リ ー が 彼 (ムギ ー ラ ) の 所 に や っ て 来 て 次 の よう に いっ た 
ムギ ー ラ よ 、 こ れ は 一 体 ど うし た こと で すか 、 あ な た は 次 の こと を 知ら な い の で すか 。 

天使 ジブ リー ル が 降り て き て 礼拝 し た 。 

それ で アッ ラー の 使徒 も 彼 と と も に 礼拝 し た 。 

それ か ら ま た ジブ リー ル が 礼拝 し それ で 預言 者 が 礼拝 し 、 そ れ か ら ま た ジブ リー ル が 礼拝 し 、 そ 
れ で 預言 者 が 礼拝 し 、 そ れ か ら ま た ジブ リー ル が 礼拝 し それ で 預言 者 が 礼拝 し 、 そ れ か ら ま た ジ 
ブリ ー ル が 礼拝 し それ で 預言 者 が 礼拝 し た 。 それ か ら 預 言 者 は “この よう に 私 は 命じ られ まし 

た ( 注 ) "と いっ た 。 

さて ウマ ル は ウル ワ に こう いっ た 。 

「 ウ ル ワ よ あな た が 語っ て いる こと を よく 考え て みな さい 。 

実に 天使 ジブ リー ル が アッ ラー の 使徒 に 礼拝 の 時 刻 を 教え た の で は な いか 」 


そこ で ウル ワ は “その よう に バン ー ル ・ ビ ン ・ ア ブー・ マ スウ ー ド も 父 か ら の 伝聞 と し て 伝え た ” 
と いっ た 。 

ウル ワ は 預言 者 の 妻 ア ー イ シャ が 彼 に 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 。 

アッ ラー の 使徒 は 彼女 の 部 屋 に 日 が か げ る 前 の 未だ 太陽 の 光 が そ こ に 射 し 込ん で いる うち に 午後 
の 礼拝 を 捧げ た も の で し た 。 

( 注 ) 礼拝 の 時 刻 も また 神 の 意思 に よっ て 決め られ た 、 礼 拝 は その 指定 され た 時 刻 も 含め て ア 

ッ ラ ー の 意思 に より 命じ られ た も の の 意 か 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 次 の よう に 伝え られ て いる 

預言 者 は 太陽 の 光 が 私 の 部 屋 に 射 し 込ん で いる 内 に 午後 の 礼拝 を 行っ た も の で し た が その 時 は ま 
だ 午後 の 日 影 が 長く 延び て 部 屋 を 覆う 前 で あっ た 。 

また 伝承 者 の 一 人 アブ ー・ バ クル (イブ ン ・ ア ブー・ シ ャ イ バ ) も 午後 の 日 影 が 長く 延び て 未だ 
部 屋 に 射 し 込む 前 で あっ た と 証言 し て いる 。 

預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 太陽 が 彼女 の 部 屋 を 明る く 照 し て いる 内 に 午後 の 礼拝 を 行っ て いた 。 

その 時 は まだ 午後 の 日 影 が は っ きり と 彼女 の 部 屋 に まで 長く 延び る 前 で あっ た 。 

アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 。 

アッ ラー の 使徒 は 太陽 の 光 が 私 の 部 屋 に まだ ある 内 に 午後 の 礼拝 を 捧げ て いた 。 

アプ ドッ ラー・ ビ ピン ・ ア ムル は アッ ラー の 預言 者 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 あ な た 方 が 日 の 出前 の 礼拝 を 行う 時 間 帯 は 、 太 陽 の 初 光 が 現れ る まで の 時 刻 で ある 。 

それ か ら 昼 過ぎ の 礼拝 を 行う 時 間 帯 は 、 午 後 の 礼 拝 の 時 刻 に 入る まで の 間 で ある 。 

また 午後 の 礼拝 を 行う 時 間 帯 は 、 太 陽 が 黄 紅 色 に 染まる 時 刻ま で で ある 。 

また 日 没後 の 礼拝 を 行う 時 間 帯 は 、 黄 席 の 光 が 消 え う せ て し 辛 つ まで の 間 で ある 。 

そし て 夜 の 礼拝 を 行う 時 間 帯 は 、 夜 半 に 至る まで の 間 で ある 」 

アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル は 預言 者 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 昼 過ぎ の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 午 後 の 礼拝 の 時 刻 に な る 前 まで の 間 で ある 。 

また 午後 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 太 陽 が 草 皆 色 に な る 前 まで の 間 で ある 。 

また 日 没後 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 日 没後 の 夕焼け が 消え 去る まで の 間 で ある 。 

また 夜 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 夜 半 に 到 る 前 まで の 間 で ある 。 

そし て 日 の 出前 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 太 陽 が 昇る 前 まで の 間 で ある 」 

アブ ー・ バ クル ・ ビ ン ・ ア ブー・ シ ャ イ バ と ヤ ヒ ヤー・ ビ ン ・ ア ブー・ ブ カイ ル は 別 の 伝承 者 経 
路 を 経て 同様 の ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 。 

二 人 と も シュ ウ バ か ら の 伝聞 と し て 伝え て いる が シュ ウ バ は この ハデ ィ ー ス の 伝承 経路 を 一 度 だ 
けさ か の ぼっ て 検討 し た が 二 度 ま で は 調べ て いな いと いっ て いる 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 昼 過ぎ の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 太 陽 が 天 中 を 過ぎ た 時 か ら 始 まり 、 人 の 影 が 身長 と 同じ 長 さ に な る 
時 刻ま で 、 つ まり 午後 の 礼拝 の 時 刻 に 到 る 前 まで 、 の 間 で ある 。 

午後 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 太 陽 が 黄 皆 色 に な る 前 まで で あり 、 日 没後 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 日 没後 の 


夕焼け が 消え る 間 ま で で あり 、 夜 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 真 夜中 まで で ある 。 

日 の 出前 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 暁 が 現れ た 時 か ら 太 陽 が 昇る 前 まで の 間 で ある 。 

し か し も し 太陽 が 昇っ て し まっ た な ら ば 礼拝 を 控え な さい 。 な ぜ な ら ば それ は 悪魔 の 双 角 の 間 か 
ら 昇 る か ら で す ( 注 ) 」 

( 注 ) 太陽 崇拝 の 禁止 と 関係 が ある だ ろう 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ア ー ス は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 各 礼 拝 の 時 刻 に つい て 尋ね られ た 。 

そこ で 彼 は 次 の よう に 答え た 。 

「 日 の 出前 の 礼拝 の 最後 の 時 刻 は 、 日 の 出 の 初 光 が 現れ る 前 まで で ある 。 

そし て 昼過ぎ の 礼拝 の 始ま り の 時 刻 は 、 太 陽 が . 天頂 か ら 傾い た 時 か ら で あ り 、 そ の 最後 の 時 
刻 は 、 午 後 の 礼拝 に 到 る 前 まで で ある 。 

そし て 午後 の 礼拝 の 最後 の 時 刻 は 、 太 陽 が 黄 貸 色 と な り そ の 初 光 が 沈む 前 まで で ある 。 

そし て 日 没後 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 太 陽 が 沈ん だ 時 か ら 始 まり 、 日 没後 の 残 光 が 消え 去る 前 まで で 
ある 。 

そし て 夜 の 礼拝 の 時 間 帯 は 、 夜 半 に 到 る まで の 間 で ある 」 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ヤ ヒヤ ー は 父 か ら 次 の 言葉 を 聞い た と し て 伝え て いる 

人 は 労 せ ず し て 知識 を 得る こと は で き な い ( 注 ) 。 

( 注 ) 突然 前 後 の ハ ディ ー ス と 関係 が な い ハ ディ ー ス が ここ に ある 、 せ い ぜ い 礼拝 時 刻 に 関す る 
ハデ ィ ー ス を 集め て 伝承 する 労苦 に 関係 し て いる の だ ろう か 

スラ イマ ー ン ・ ビ ン ・ ブ ライ ダ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

或 る 男 が アッ ラー の 預言 者 に 礼拝 の 時 刻 に つい て 尋ね た 。 

そこ で 預言 者 は こう いっ た 。 

「 私 達 と 一 緒 に この 二 日 間 礼拝 を 共に し な さい 」 

か く て 太陽 が 天頂 か ら 傾 いた 時 、 預 言 者 は ビラ ー ル に アザ ー ン を 命じ た 。 

つい で 預言 者 は ビラ ー ル に 昼過ぎ の 礼拝 直前 の 呼び か け (イカ ー マ ) を 命じ た 。 

それ か ら ま た 預言 者 が 命じ 、 そ れ で ビラ ー ル は 午後 の 礼拝 直前 の 呼び か け を 詠唱 し た 。 

その 時 日 は 高く 、 白 く 澄 ん で いた 。 

それ か ら 太 陽 が 沈ん だ 時 、 ま た 命じ た の で ビラ ー ル は 日 没後 の 礼拝 直前 の 呼び か け を 詠唱 し た 。 
それ か ら 日 没後 の 薄明 り が 消え た 時 、 ま た 命じ た の で ビラ ー ル は 夜 の 礼拝 直前 の 呼び か け を 詠唱 
じ だ 4。 

それ か ら 晩 が 現れ た 時 、 ま た 命じ た の で ビラ ー ル は 日 の 出前 の 礼拝 直前 の 呼び か け を 詠唱 し た 。 
二 日 目 に な っ た 時 、 預 言 者 は ビラ ー ル に 和 熱 の 時 間 帯 が 過ぎ る まで 、 昼 過ぎ の 礼拝 を 遅らせ る よ 
うに 命じ 、 彼 は その よう に し た 。 

か くし て 預言 者 は (一 日 の うち で ) 最も 暑い 時 間 帯 が 過ぎ 去る まで 礼拝 を 遅らせ る こと を 許し た 


また 預言 者 は 日 は まだ 高かっ た が 、 午 後 の 礼 拝 を 前 日 に 礼拝 し た 時 刻 よ り も 一 層 遅 ら せ て 行っ た 
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それ か ら 日 没後 の 薄明 り が 消え 去る 直前 に 、 日 没後 の 礼拝 を 行い 、 夜 の 三 分 の 一 が 過ぎ た 頃 に 夜 
の 礼拝 を 捧げ た 。 

また 預言 者 は は っ きり と 夜 が 明け た 時 に 、 日 の 出前 の 礼拝 を 行っ た 。 

それ か ら 預 言 者 は 「 礼 拝 の 時 刻 を 尋ね た 者 は 誰 だ っ た か 」 と 尋ね た 。 

そこ で その 男 (質問 者 ) が 「 私 で す 、 ア ッ ラ ー の 使徒 様 」 と いう と 彼 は 次 の よう に いっ た 。 

「 あ な た 方 の 礼拝 の 時 刻 は 、 あ な た 方 が これ まで 見 て きた 範囲 内 に あり ます ( 注 ) 」 

( 注 ) 五 つ の 義務 の 礼拝 の それ ぞ れ の 時 刻 に つい て 第 一 日 日 は 最も 早い 例 で 第 二 日 目 は 最も 遅い 
例 で 示し た 

スラ イマ ー ン ・ ビ ン ・ ブ ライ ダ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

一 人 の 男 が 預言 者 の 所 に や っ て 来 て 各 礼 拝 の それ ぞ れ の 時 間 帯 に つい て 尋ね た 。 

そこ で 預言 者 は 「 私 達 と 一 緒 に 礼拝 を し な さい 」 と 彼 に いっ た 。 

そし て 預言 者 は ビラ ー ル に 命じ 、 ビ ラー ル は 夜明け 間近 の 間 の 中 で アザ ー ン を 詠唱 し た 。 

そし て 彼 は 暁 が 現れ た 時 に 日 の 出前 の 礼拝 を 行っ た 。 

それ か ら 預 言 者 は 太陽 が 天頂 を 過ぎ て 傾い た 

時 に 、 昼 過ぎ の 礼拝 の アザ ー ン を 命じ た 。 

それ か ら 預 言 者 は まだ 日 が 高い うち に 午後 の 礼拝 の アザ ー ン を 命じ た 。 

それ か ら 彼 は 太陽 が 沈ん だ 時 に 日 没後 の 礼拝 の アザ ー ン を 命じ た 。 

それ か ら 日 没後 の 薄明 り が 消え 去っ た 時 に 夜 の 礼拝 の アザ ー ン を 命じ た 。 

翌日 預言 者 は 、 あ た り が 夜明け の 光 で 満た され た 時 に 、 ビ ラー ル に アザ ー ン を 命じ た 。 

それ か ら 彼 は 一 番 暑 い 時 が 過ぎ た 時 に 、 昼 過ぎ の 礼拝 の アザ ー ン を 命じ た 。 

それ か ら 太 陽 が 未だ 白く 澄み きっ て いて 黄色 味 を 帯び る 前 に 、 午 後 の 礼拝 の アザ ー ン を 命じ た 。 
それ か ら 日 没後 の 薄明 り が 消え る 前 に 、 日 没後 の 礼拝 の アザ ー ン を 命じ た 。 

それ か ら 彼 は 夜 の 三 分 の 一 も し く は それ より 少し 前 頃 に 、 夜 の 礼拝 の アサ ー ン を 命じ た 。 

と ころ で 、 伝承 者 の 一 人 で ある ハラ ミー は 夜間 の いつ 頃 で あっ た の か その 特定 に つい て は 疑念 を 
抱い て いた 。 

朝 が や っ て 来 た 時 、 預 言 者 は 次 の よう に 申 さ れ た 。 

「 礼 拝 の 時 間 帯 に つい て 尋ね た 者 は どこ に いま すか 。 

二 日 間 で あな た が 見 た 各 礼拝 の 早晩 の 差 の 間 そ れ が それ ぞ れ の 礼拝 の 時 間 帯 で す 」 

アブ ー・ ム ー サ ー は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 の も と に 或 る 男 が や っ て 来 て 礼拝 の 時 間 帯 に つい て 尋ね た が 、 預 言 者 は 彼 に 何 も 
答え な か っ た ( 注 ) 。 

そし て 預言 者 は 夜明け が 始ま っ た 時 、 日 の 出前 の 礼拝 を 行っ た 。 

し か し この 時 は 人 々 は お 互 の 顔 を ほとん ど 識 別 不能 な 程 の 聞 で し た 。 

それ か ら 預 言 者 は 太陽 が 天頂 か ら 傾 いた 時 に 、 昼 過ぎ の 礼拝 直前 の 呼び か け を 命じ た 。 

或 る 者 達 は その 時 は きっ か り 正 午 だ っ た と いう か も 知れ な い 。 

し か し も と も と 預言 者 は 彼ら より も は る か に ご 存 知 の は ず で あっ た 。 

それ か ら 太 陽 が 未だ 高い 内 に 、 午 後 の 礼拝 直前 の 呼び か け を 命じ た 。 


それ か ら 太 陽 が 沈ん だ 時 、 日 没後 の 礼拝 直前 の 呼び か け を 命じ た 。 

それ か ら 日 没後 の 薄明 り が 消え た 時 、 夜 の 礼拝 直前 の 呼び か け を 命じ た 。 

翌日 に な っ て 預言 者 は 日 の 出前 の 礼拝 を か な り 遅 ら せ た の で 礼拝 か ら 戻 っ た 者 は その 時 確か に 太 
陽 は 昇り 切っ て いた 、 も し く は まさ に 太陽 は 昇り 切ら ん と し て いた と いう 程 で し た 。 

それ か ら 彼 は 昼過ぎ の 礼拝 を 昨日 の 午後 の 礼拝 の 時 間 の 間近 に な る まで 遅らせ た 。 

それ か ら 午 後 の 礼拝 を 遅らせ た が その 日 の 礼拝 か ら 戻 っ た 者 は 、 確 か に 太陽 が 赤く な っ て いた と 
いう 程 で し た 。 

それ か ら 彼 は 日 没後 の 礼拝 を 日 没後 の 薄明 り が 消え ゆく 頃 ま で 遅らせ た 。 

それ か ら 夜 の 礼拝 は 夜間 の 最初 の 三 分 の 一 が 過ぎ る 頃 ま で 遅らせ た 。 

それ か ら 朝 が や っ て 来 た 時 預言 者 は (最初 に 彼 に ) 尋ね た 男 を 呼ん で 次 の よう に いっ た 。 

「 礼 拝 の 時 間 は これ ら 対 応 する 礼拝 時 刻 の 間 の 時 間 帯 に ある 」 

( 注 ) 預言 者 は 尋ね た 男 と 礼拝 を 共に する こと に よっ て 体験 的 に 礼拝 の 時 間 帯 を 教え る つも り 
で あっ た か ら 

アブ ー・ ム ー サ ー は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

或 る 男 が 預言 者 の と ころ へ や っ て き て 各 礼 拝 の 時 刻 に つい て 尋ね た 。 

以下 の 部 分 を 除い て は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ で ある 。 

" 第 二 日 日 に 預言 者 は 日 没後 の 礼拝 を 日 没後 の 薄明 り が 消え 去る 前 に 行っ た " 


簿 熱 時 の 昼過ぎ の 礼拝 に 関し て 


集団 礼拝 に 参集 する 者 が 途中 で 、 乱 熱 の 太陽 の も と に さら され る こと を 避け る た め に も 、 
知 熱 時 間 帯 が 過ぎ る まで 、 昼 過ぎ の 礼拝 を 遅らせ る こと は 好ま し いこ と で ある 
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アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 昼 の 暑 さ が 一 段 と 激しく な っ た 時 は 、 最 も 暑い 時 が 過ぎ て か ら 、 昼 過ぎ の 礼拝 を し な さい 。 
な ぜ な ら ば 、 こ の 酷暑 の 厳し さ は まさ に 地獄 の 業火 の 吐息 の よう な も の だ か ら で あ る 」 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー・ フ ライ ラ に よっ て 伝え られ て いる 。 
アブ プー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 酷 暑 の 日 に は 最も 暑い 時 が 過ぎ て か ら 、 昼 過ぎ の 礼拝 を し な さい 。 
な ぜ な ら ば 、 こ の 酷暑 の 厳し さ は 地獄 の 業火 の 吐出 の よう な も の だ か ら 」 
アブ ー・ フ ライ ラ に よる 別 の 伝承 で は "最も 暑い 時 を や り 過 し て か ら 昼 過ぎ の 礼拝 を し な さい 。 
な ぜ な ら こ の 酷暑 の 厳し さ は 地獄 の 業火 の 吐出 の よう な も の だ か ら " と ある 。 
アブ ー・ フ ライ ラ は 前 記 と 同様 の ハデ ィ ー ス を 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え て いる 。 
アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 確 か に 酷暑 は 地 鉄 の 業火 の 吐出 で ある 。 
され ば 涼し く な る 時 まで 礼拝 時 刻 を 遅らせ な さい 」 
ハン マー ム ・ ビ ン ・ ム ナッ ビ フ は アブ ー・ フ ライ ラ が 預言 者 か ら 聞 いた も の と し て いく つか の 
ハデ ィ ー ス を 伝え て いる 。 
その うち の 一 つが 次 の ハデ ィ ー ス で あり 、 そ こ で は アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に いっ て いる 
「 酷 暑 を さけ て 涼し く な る まで 礼拝 時 刻 を 遅らせ よ 。 
な ぜ な ら こ の 酷暑 の 厳し さ は 地獄 の 業火 の 吐出 で ある か ら 」 
ー・ ザ ッ ル は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 の ム ア ッ ジン (アザ ー ン 詠唱 者 ) が 昼過ぎ の 礼拝 の アザ ー ン を 詠唱 し た 。 
する と 預言 者 は 「 涼 し く な る まで 遅らせ な さい 。 涼し く な る まで 遅らせ な さい 」 も し く は 「 待 ち 
な さい 、 待 ちな さい 」 と いっ た 。 
そし て 彼 は 続け て こう いい まし た 。 
「 こ の 酷暑 の 厳し さ は 地 秩 の 業火 の 吐出 の よう な も の だ か ら 著 さ が 厳 し い 時 は 、 礼拝 を 涼し く な 
人 ら せ な さい 」 
ー・ ザ ッ ル は さら に 次 の よう に 伝え て いる 。 
BS 2 を 見 る まで 待っ た ( 注 ) 」 
( 注 ) つま り 日 が 傾き 涼し く な る まで の 意 
アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 地 獄 の 業火 が 主 (アッ ラー) に 次 の よう な 苦情 を 申し 立て た 。 
『 お お 主 よ 、 混 雑 の あま り 私 の 一 部 が 別 の 一 部 を 焼き つく し て 困り ます 』 


そこ で 主 は 業火 に 二 つ の 吐息 を お 許し に な っ た 。 

一 息 は 冬 の 吐息 、 も う 一 息 は 夏 の 吐息 で あっ た 。 

それ が あな た 方 が 体験 する 夏 の 酷暑 で あり 、 ま た 冬 の 酷 寒 ( 注 ) で ある 」 
( 注 ) この 言葉 の 原語 は 外来 語 起源 の 卑 語 で ある 。 

元 来 地獄 の 特性 は 極寒 と 極 熱 で も わる こと を 暗示 し て いる 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 暑 い 時 に は 涼し く な る まで 礼拝 を 遅らせ な さい 。 

な ぜ な ら 確 か に その 酷暑 の 厳し さ は 地獄 か ら の 吐息 な の だ か ら 」 

そし て さら に 預言 者 は 次 の よう に いっ た 。 

「 地 獄 の 業火 が 主 (アッ ラー) に 苦情 を 述べ た 。 

そこ で 主 は 毎年 二 回 の 吐息 を 吐く こと を 許し た 。 

その 一 息 は 冬 に 、 も う 一 息 は 夏 で ある 」 

アプ ブ プー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 地 獄 の 業火 は 主 に こう いっ た 。 

『 私 の 一 部 が 別 の 一 部 分 を 焼き つく し て いま す 。 

だ か ら 吐 息 を 吐く こと を お 許し 下さ い 』 

そこ で 主 は 火 に 二 回 の 吐息 を 許し た 。 

その 一 つ は 冬 に も う 一 つ は 夏 の 吐息 で ある 。 

ゆえ に に あな た 方 が 体験 し た 酷 寒 そ れ は 地獄 か ら の 吐息 で あり 、 酷 暑 も また 地獄 か ら の 吐息 で 
ある 」 


酷暑 時 以外 の 礼拝 に つい て 


酷暑 以外 で は 定まっ た 時 間 の 初め の うち に 昼過ぎ の 礼拝 を 行う こと が 好ま し い 
1 巻 P.419-420 


ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 太陽 が 少し 西 に 傾い た 時 に 昼過ぎ の 礼拝 を し て いた 。 

ハッ バーブ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 達 は アッ ラー の 使徒 に 熱砂 の 上 で の 昼過ぎ の 礼拝 の 歯 難 を 訴え た 。 

し か し 預言 者 は 私 達 の 苦情 に 注意 を 払わ な か っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) 明か に 前 出 の ハデ ィ ー ス の 内 容 と 矛盾 する が 、 ハ ッ バ パー プ 達 の 訴え が 遅らせ る こと の 出来 
る 時 間 の 限度 を 越え を て いた も の で あっ た た め と 解釈 され て いる 

ハッ パ バーブ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 達 は アッ ラー の 使徒 の も と に や っ て 来 て 非常 に 熱く な っ た 地面 も し く は 砂 の 上 で の 礼拝 の 困難 
さ を 訴 えた 。 

し か し 彼 は 私 達 の 苦情 に 耳 を 傾け な か っ た 。 

と ころ で 伝承 者 の 一 人 ズ ハ イル は 次 の よう に 伝え て いる 。 

私 は アブ ー・ イ スハ ー ク に 「 そ れ は 昼過ぎ の 礼拝 に 関す る こと で すか 」 と 尋ね た 。 

する と 彼 は 「 そ う で す 」 と 答え た 。 

そこ で 私 は 再び 「 礼 拝 を 早め に 行う こと に つい て で すか 」 と 尋ね た 。 

する と 彼 は 「 そ う で す 」 と 答え た 。 

アナ ス ・ ビ ピジン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

私 達 は 非常 に 暑い な か で アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 礼拝 し て いた 。 

そし て 私 達 の うち の 一 人 が 彼 の 額 を 地面 に つけ る こと が で き な か っ た 時 、 彼 は 彼 の 衣服 を 広げ そ 
の 上 で 平伏 礼 を し た 。 


午後 の 礼拝 時 刻 に つい て 


午後 の 礼拝 は 早め に 行う こと が 好ま し い 
1 巻 P.420-422 


アナ ス ・ ピ ビン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 太陽 が 高く そし て 輝い て いる 時 に 午後 の 礼拝 を 行っ た 。 
RN ワー リー 村 (マデ ィ ー ナ の 近く の 高地 の 村 ) へ 出かけ や が て 
その アワ ー リ ー 村 へ や っ て 来 た が 未だ 太陽 が 高い 内 に 到着 し た 。 
伝承 者 の 一 人 イブ ン ・ ク タイ バ の 伝え た と ころ に よれ ば "アワ ー リ ー 村 に や っ て きた "と いう 一 節 は 
述べ られ て いな い 。 
前 記 の よう に アッ ラー の 使徒 が 午後 の 礼拝 を 捧げ て いた と いう この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 
を 経て も 伝え られ て いる 。 
アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 伝え て いる 
私 達 が 午後 の 礼拝 を 行い それ か ら (私 達 の うち の ) 誰か が ク バ ー ウ (マデ ィ ー ナ か ら 3 マ イル 程 
の 村 ) に 出かけ た と し て も まだ 日 が 高い うち に そこ に 着い た も の で し た 。 
アナ ス ・ ビ ピン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 
私 達 は 午後 の 礼拝 を 早々 と 済ま せ た 。 
それ か ら 一 人 の 者 が アム ル ・ ビ ン ・ ア ウフ 部 族 の 人 々 の 居留 地 (マデ ィ ー ナ か ら ニ マイ ル の 所 
) に 出かけ そこ に 着い て みる と 彼 等 は 午後 の 礼拝 を 行っ て いる 最 中 で し た 。 
アラ ー・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は 次 の よう に 伝え で て いる 
彼 は 昼過ぎ の 礼拝 を 終え た 後に バス ラ に ある アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク の 家 を 訪れ た 。 
彼 の 家 は モス ク の 脇 に あっ た が 私 達 が 彼 を 訪れ た 時 彼 は こう いっ た 。 
「 あ な た 方 は 午後 の 礼拝 を 行い まし た か J」 
そこ で 私 達 は 彼 に こう 答え まし た 。 
「 私 達 は 丁度 少し 前 に 昼過ぎ の 礼拝 を 終え た ば か り で す 」 
する と 彼 は こう いっ た 。 
「 午 後 の 礼拝 を し な さい 」 
そこ で 私 達 は 立ち 上 が り 礼 拝 を 行っ た 。 
私 達 が 礼拝 を 終え た 時 彼 は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と いっ た 。 
『 さ て 偽善 者 の 礼拝 の 仕方 は こう で す 。 
偽善 者 は 太陽 が 悪魔 の 両角 の 間 に あ る 時 (太陽 の 光 が 黄 味 を 帯び て くる 時 ) に な る まで 座っ て 
いて 、 そ れ か ら 立 ち 上 が り い や いや な が ら 急 いで 大 地 を 四 回 つつ く ( 四 ラ カー ト の こと ) 、 そ の 
間 彼 は ほん の 少し し か アッ ラー の み 名 を 唱 念 し ませ ん 』 

ー・ ウ マー マ ・ ビ ン ・ サ ハル は 伝え て いる 
私 達 は ウマ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ア ズィー ズ と 一 緒 に 昼過ぎ の 礼拝 を し まし た 。 
それ か ら 私 達 は モス ク か ら 出 て 行き 、 ア ナス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク を 訪ね た 。 そこで 私 達 は 彼 が 午後 


の 礼拝 を し て いる 姿 を 見 まし た 。 

そこ で 私 ば いっ た 。 

「 や ー、 お じ さ ん 、 あ な た が 行っ た この 礼拝 は 何 の 礼拝 で すか 」 

する と 彼 は こう 答え た 。 

「 午 後 の 礼拝 で す 、 こ れこ そ 私 達 が アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 行っ た 預言 者 の 礼拝 で す 」 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 私 達 を 先導 し て 午後 の 礼拝 を し た が 彼 が それ を 終え た 時 バ ヌ ー・ サ り リマ 族 の 者 
が 使徒 の も と に や っ て 来 て こう いっ た 。 

「 我 々 は らく だ を 一 頭 層 殺 ( 注 ) し た く 思 っ て いま す 。 

そこ で この 際 あ な た 様 が これ に 出席 し て 欲し いと 思っ て いま す 」 

そこ で 預言 者 は 「 わ か り ま し た 」 と 答え た の で その 男 は 出 て いっ た 。 

そし て 私 達 も 彼 と 一 緒 に 出かけ る こと に な っ た 。 

と ころ で 私 達 は あちら で まだ 層 殺 され て いな いら くだ を 見 まし た が や が て それ が 層 殺 され 細か く 
切ら れ 料理 され た 。 

そし て 私 達 は 太陽 が 沈む 前 に それ を 食べ る こと が で きま し た 。 

と ころ で この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ て いる 。 

( 注 ) 会 信 パ ー テ ィ ー を 催す 意 

ラー フィ ウェ ピン ・ ハ ディ ー ジ ュ は 伝え て いる 

私 達 は アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 午後 の 礼拝 を し た 。 

それ か らら くだ が 層 殺 され 十分 に 解体 され それ か ら 料 理 さ れ た 。 

そし て 私 達 は 太陽 が 沈む まで に その 料理 され た 肉 を 食べ た 。 

この ハデ ィ ー ス の 別 伝承 も 伝え られ て いる 。 

し か し 次 の 部 分 だ けが 前 記 ハ ディ ー ス と 違っ て いる 。 

“私 達 は アッ ラー の 使徒 の 時 代 に 午後 の 礼拝 の 後 ら くだ を 層 殺 し た "と 表現 し 、“ 私 達 は 預言 者 と 一 緒 
に 礼拝 し た "と は 述べ て いな い 。 


や り 過 ご し た 午後 の 礼拝 に 関し て 


午後 の 礼拝 時 間 を や り 過 す あ や まち 
1 巻 P.422-423 


イブ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 午 後 の 礼拝 (の 機会 ) を や り 過 し た 者 は あたかも 彼 の 家族 と 財産 を 失っ た よう な も の だ 」 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 預言 者 に まで さか の ぼる 伝承 (マル フー ウ ) と し て 伝 
えら れ て いる 。 

サー リム ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 父 か ら の 伝聞 と し て アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と 伝え 
て いる 

「 午 後 の 礼拝 を 失っ た 者 は あたかも 彼 の 家族 と 財産 を た 失っ た よう な も の で ある 」 

アリ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

アフ ザー ブ ( 親 壊 ) の 戦 の 時 、 ア ッ ラ ー の 使徒 は 次 の よう に いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら ( 敵 ) の 墓 や 家々 を 火 で 満た し た まえ 、 彼 ら は 太陽 が 沈む まで 我々 を 引き 止 
め 中 間 の 礼拝 (午後 の 礼拝 ) か ら 我 々 を そら せ て し まっ た の で すか ら 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ヒシ ャ ー ム に よっ て 伝え られ て いる 。 


中 間 の 礼拝 と は 、 に 関し て 


中 間 の 礼拝 それ は 午後 の 礼拝 の こと で ある と 主張 する 人 々 の 根拠 
1 巻 P.423-426 


アリ ー は アフ ザー ブ の 戦 の 日 に アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 彼 ら ( 敵 ) は 太陽 が 沈む まで 我々 の 気 を 中 間 の 礼拝 (午後 の 礼拝 ) か ら そ ら せ て し まっ た の で 
、 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら の 墓 も し く は 彼ら の 家 も し く は 彼ら の 腹 (胃袋 ) を 火 で 満た し た まえ 」 

と ころ で 伝承 者 の 一 人 シュ ウ バ は " 家 " 腹 "の 二 語 に つい て は (言及 し た か どう か ) 疑問 視 し て いる 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て カタ ー ダ に よっ て 伝え られ て いる 。 

し か し 彼 は “彼ら の 家 と 墓 を .…" と 述べ た が " 家 " と " 墓 "の 両 語 に つい て 疑い を も た な か っ た 。 

アリ ー は アフ ザー ブ の 戦 の 日 に 整 壇 の 入口 の ひとつ に 座っ て いた アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に い 
っ た と し て 伝え て いる 

「 彼 ら ( 敵 ) は 私 達 の 気 を 太陽 が 沈む まで 中 間 の 礼拝 か ら そ ら せ て し まっ た 。 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら 
の 墓 と 彼 等 の 家 と を 業火 で 満た し 給え 」 も し く は 「 彼 ら の 墓 と 彼ら の 腹 を .… 

アリ ー は アフ ザー ブ の 戦 の 日 に アッ ラー i Me ei 

「 彼 ら ( 敵 ) は 私 達 の 気 を 中 間 の 礼拝 つま り 午 後 の 礼拝 か ら そ らし た 。 
アッ ラー よ 、 彼 ら の 家 と 彼ら の 墓 を 業火 で 満た し 給え 」 
それ か ら 預 言 者 は 日 没後 の 礼拝 と 夜 の 礼拝 の 間 に そ れ (午後 の 礼拝 ) を (償い と し て ) 行っ た 。 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 次 の よう に 伝え て いる 
多神教 徒 達 は アッ ラー の 使徒 を 太陽 が 赤く な る まで も し く は 黄色 く な る まで 午後 の 礼拝 か ら 引 き 
と め て いた 。 
そこ で 預言 者 は こう いっ た 。 

「 彼 ら ( 敵 ) は 私 達 の 気 を 中 間 の 礼拝 か ら そ らし た 。 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら の 腹 と 彼ら の 墓 を 業火 で 
満た し 給え 」 
も し く は 次 の よう に いっ た 「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら の 腹 と 彼ら の 墓 に 業火 を 詰め 込み 給え 」 
アブ ー・ ユ ー ヌ ス (アー イシ ャ の 解放 奴隷 ) は 次 の よう に 伝え て いる 

ー イ シャ は 私 に 彼女 の た め に クル アー ン の 写本 を 書き 写す よう 命じ た 。 
そし て 彼女 は 私 に こう いっ た 。 

「 あ な た が 「 各 礼拝 を 守れ 、 特 に 中 間 の 礼拝 を 建 厳 に 守れ 」 (第 2 章 238 節 ) の 一 節 の 前 まで 書き 
写し た ら そ の 旨 を 私 に 知ら せな さい 」 
それ で その 一 節 の 手前 まで 達し た 時 私 は その 旨 を 彼女 に 知ら せ た 。 
する と 彼女 は 私 に 次 の よう に 書き 取ら せ た 。 

『 各 礼拝 を 守れ 、 特 に 中 間 の 礼拝 と 午後 の 礼拝 を 謀 厳 に 守れ ( 注 ) 、 そ し て 敬 度 に アッ ラー の 御 
前 に 立て 』 
そし て アー イシ ャ は 次 の よう に いっ た 。 


「 私 は アッ ラー の 使徒 か ら そ の よう に 開い た 」 

( 注 ) ここ で は 中 間 の 礼拝 と 午後 の 礼拝 と は 同一 で は な いよ うだ が 中 間 の 礼拝 の 中 味 を 不明 確 に 
し て お く こ と に よっ て 却って 午後 の 礼拝 前 後に お ける 信徒 の 勤行 を 一 層 促 が そう と し た た めか 。 
いずれ に せよ アー イシ ャ は この 時 点 で は この 一 節 に 取消 し 部 分 が 後に あっ た と いう こと を 知ら 
な か っ た 

パラ ー ウ : ピン ・ アーズ ィ ブ は 次 の よう に 伝え て いる 

クル アー ン の 一 節 「 各 礼拝 を 守れ 、 特 に 午後 の 礼拝 を 尊厳 に 守れ 」 が 下り た 。 

そこ で 私 達 は アッ ラー が お 望み の まま に この 一 節 を その 通り に 読ん だ 。 

それ か ら ア ッ ラ ー は この 一 節 を お 取り 消し に な り 「 各 礼拝 を 守れ 、 特 に 中 間 の 礼拝 を 建 茂 に 守れ 
」 (第 2 章 第 238 節 ) と 変え られ た 。 

と ころ で シャ キー ク (伝承 者 の 一 人 ) と 一 緒 に 座っ て いた 男 が 「 そ れ で は それ は 午後 の 礼拝 を 意 
味 し て いる だ ろう 」 と いっ た 。 

する と バラ ー ウ は こう いっ た 。 

「 私 は あな た に この 一 節 が どの よう に し て 下っ た の か また どの よう に し て アッ ラー が それ を お 取 
り 消 し に な っ た か を 確か に 伝え まし た よ 。 

いずれ に せよ それ は アッ ラー が 最も 良く 御存知 の こと で す 」 

さて イマ ー ム ・ ム スリ ム は 次 の よう に 述べ た 。 

アシ ュ ジ ャ イー は それ を ス フ ヤ ー ン ・ サ ウリ ー か ら 伝 え 聞 き 、 ス フ ヤ ー ン は それ を アス ワ ド ・ 
ビン ・ カ イス より 伝え 聞き 、 ア スワ ド は それ を シャ キー ク ・ ビ ン ・ ウ ク バ か ら 伝 え 聞 き 、 シ ャ キ 
ー ク は それ を バラ ー ウ ・ ビ ン ・ ア ー ズ ィ ブ か ら 伝 え 聞 いた が その バラ ー ウ は 次 の よう に いっ た 。 
私 達 は フ ダ イル ・ ビ ン ・ ア ルズ ー ク の 伝え る ハデ ィ ー ス と 同様 に 、 取 り 消 し 以前 の 最初 の 一 節 を 
し ば らく の 間 預 言 者 と と も に よん で いま し た 。 

ジャ ー ビ ピル ・ ピン ・ ア プ ド ッ ラ ー は 伝え て いる 

ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ が ハン ダク ( 琴 壌 ) の 戦い の 日 に クラ イシ ュ 族 の 無 信仰 者 達 に 向かっ 
て 悪口 を 浴び せ て いた 。 

そし て 彼 は 預言 者 の と ころ に 来 て こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 ア ッ ラ ー に 故 っ て 、 午後 の 礼拝 が で き な い まま も う 日 が 沈ん で し まい ま 
性 た 』 

する と アッ ラー の 使徒 は こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー に 哲 っ て 私 も また その 礼拝 を し な か っ た 」 

それ で 私 達 は 谷間 へ と 降り て 行き 、 ア ッ ラ ー の 使徒 は 浄 め (ウド ゥ ー) を 行い 私 達 も また 浄 め 
を 行っ た 。 

か くし て アッ ラー の 使徒 は 太陽 が 沈ん だ 後に (償い の ) 午後 の 礼拝 を 行い それ に 引き つづ いて 日 
没後 の 礼拝 を 行っ た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ヤセ ヒヤ ー・ ビ ン ・ ア ブー・ カ スィ ー ル に よっ て 伝え ら 
れ て いる 。 


日 の 出前 と 午後 の 礼拝 に つい て 


日 の 出前 の 礼拝 と 午後 の 礼拝 の 特典 と それ ら 二 つの 礼拝 の 遵守 
1 巻 P.426-428 


アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

天使 達 は 夜 に 昼 に あな た 方 の 間 に 次 か ら 次 へ と 天下 り 、 日 の 出前 の 礼拝 と 午後 の 礼拝 に 参集 する 
それ か ら あ な た 方 の 間 で 夜 を 過 し た 天使 達 は 昇天 し て 行く 。 

も ちろ ん 主 は 彼 等 の こと を 最も よく ご 存 知 で す が 主 は 彼ら に 次 の よう に お 尋ね に な る 。 

「 ど の よう に 、 あ な た 方 は 私 の 下僕 達 (人 間 ) の も と を 立ち 去っ て きた か 」 

そこ で 彼 等 天使 達 は こう 答え ます 。 

「 私 達 は 彼 等 が 礼拝 を し て いる 間 に 彼 等 の も と を 立ち 去り 、 彼 等 が 礼拝 し て いる 間 に 彼 等 の と こ 
ろ へ 天下 り ま し た ( 注 ) 」 

( 注 ) アッ ラー は 天使 達 に 地上 の 人 間 に つ いて の 情報 を 求め て いる 訳 で は な い 。 

か つて 天使 達 は アッ ラー が 人 間 を 創造 する こと に 反対 し た こと が ある が ここ で は 人 間 が アッ ラー 
の 地上 の 代理 人 と し て の 役割 を 果して いる こと を 、 確 認 す る こと に よっ て 、 天 使 達 に 対す る 人 間 
の 優越 性 を 単に 示 そ うと し た だ け 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 な 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

た だ し ここ で は 「 天 使 達 は あな た 方 の 間 に 次 か ら 次 へ と 天下 りや っ て くる 」 と 表現 され て いる 。 
ジャ リー ル ・ ビ ン ・ ア プ ド ッ ラ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

私 達 は アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 座っ て いた 。 

その 時 は 満月 の 夜 で あり 、 彼 は 月 を 見 て いた 。 

そし て こう いっ た 。 

「 あ な た 方 は この 月 を 見 る 如く あな た 方 の 主 に まみ える で あろ う 。 だ が (その 際 に ) あな た 方 は 
主 を 見 る た め (の 混雑 ) に 悩ま され る こと は な いで し ょ う 。 

され ば あな た 方 は 太陽 が 昇る 前 と 沈む 前 の 礼拝 、 つ まり 日 の 出前 の 礼拝 と 午後 の 礼拝 と に 圧倒 さ 
れ な いよ うに それ ら を よく 守り 、 出 来れ ば 主 に まみ える よう 努力 し な さい 」 

それ か ら ジ ャ リー ル は 次 の 一 節 を 詩 ん だ 。 

「 太 陽 が 昇る 前 と 太陽 が 沈む 前 に 主 の 栄光 を 誉め 讃え な さい 」 (クル アー ン 第 20 章 130 節 ) 
伝承 者 ワキ ー ウ が 伝え て いる も の で は 、 預 言 者 は 次 の よう に いっ て いる 。 

「 あ な た 方 は まもなく 主 の 前 に 立ち この 月 を 見 る か の 如く 主 を 見 る で あろ う 」 

それ か ら 彼 は 前 記 の クル アー ン の 一 節 を 衣 ん だ 。 

し か し この ハデ ィ ー ス で は その 他 の ジャ リー ル の 伝承 は 伝え られ て いな い 。 

ウマ ー ラ ・ ビ ン ・ ル アイ バ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

私 は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た 言葉 を 聞い た 。 

「 太 陽 が 昇る 前 と 太陽 が 沈む 前 の 礼拝 (つま り 日 の 出前 の 礼拝 と 午後 の 礼拝 ) を 行う 者 は 火 獄 に 


落ち る こと は な いで あろ う 」 

する と バス ラ か ら 来 た 者 が 彼 (ウマ ー ラ の 父 ) に こう いっ た 。 

「 あ な た は それ を アッ ラー の 使徒 か ら 自 身 で 聞い た の か 」 

そこ で 彼 (ウマ ー ラ の 父 ) は 「 は い 、 そ う で す 」 と 答え た 。 

する と バス ラ か ら 来 た 者 は こう いっ た 。 

「 私 も また それ を アッ ラー の 使徒 か ら 聞 いた こと を 証言 し ます 。 

私 の 両 耳 が それ を 聞き 、 私 の 心 が 覚え て いた こと を 証言 し ます 」 

ウマ ー ラ ・ ビ ン ・ ル アイ バ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に いっ た 。 

「 太 陽 が 昇る 前 と 太陽 が 沈む 前 に 礼拝 を 行っ た 者 は 火 獄 に 落ち る こと は な い だ ろ う 」 

その 時 彼 (ウマ ー ラ の 父 ) の 脇 に は バス ラ か ら 来 た 一 人 の 男 が 居 た が その 男 は こう いっ た 。 
「 あ な た は それ を あな た 自身 が 自ら アッ ラー の 使徒 か ら 聞 いた の で すか 」 

する と 彼 (ウマ ー ラ の 父 ) は 「 は い 、 私 は そう で ある こと を 証言 し ます 」 と いっ た 。 

そこ で バス ラ か ら 来 た 男 は こう いっ た 。 

「 私 も また あな た が それ を 開い た 場所 で 預言 者 が その よう に いっ た こと を 聞い た こと を 証言 し 
ます 」 

アプ ブー・ バ クル は 父 か ら の 伝聞 と し て アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 涼 し い 時 間 帯 の 二 つ の 礼拝 (日 の 出前 と 午後 の 礼拝 ) を 行っ た 者 は 天国 に 入る だ ろう 」 
前 述 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て ハン マー ム に よっ て 伝え られ て いる 。 

そし て アブ ー ・ バ クル に つい て は 彼 が アブ プー ・ ムー サ の 息子 で ある と いっ て いる 。 


日 没後 の 礼拝 時 刻 に つい て 


日 没後 の 礼拝 の 始ま り は 日 没 直 後 で ある こと 
1 巻 P.428 


サラ マ ・ ビ ピン ・ ア クワ ウ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 太陽 が 沈み 、 地 平 線 の 彼方 に 見 えな く な っ た 時 に 日 没後 の 礼拝 を し た も の で 
し た 。 

ラー フィ ウ ・ ビ ン ・ ハ ディ ー ジ ュ は 伝え て いる 

私 達 は アッ ラー の 使徒 と と も に 日 没後 の 礼拝 を 行っ て いた 。 

それ か ら 私 達 の 一 人 が 出 て 行っ た が 彼 は 自分 が 射 か けた 矢 が 落ち る 場所 まで 見 通す こと が 出来 た 
その 時 それ 程 あ た り は 未だ 明る か っ た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が ラー フィ ウ ・ ビ ン ・ ハ ディ ー ジ ュ に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て 
いる 。 


夜 の 礼拝 の 時 間 と その 遅延 に つい て 


夜 の 礼拝 の 時 間 と その 遅延 
1 巻 P.428-434 


預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 或 る 夜 の こと 夜 (イシ ャ ー) の 礼拝 (アタ マ の 礼拝 と も いう が ) を 遅らせ た 。 
アッ ラー の 使徒 は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ が 女 、 子 供 が 寝静まっ た と 伝え る まで は 礼拝 に 出 て 
来 な か っ た 。 

アッ ラー の 使徒 が 出 て 来 た 時 彼 は モス ク に 居 並 ぶ 人 々 に 向かっ て こう いっ た 。 

「 こ の 地上 で あな た 方 以外 に 誰 一 人 と し て それ (遅く な っ た 夜 の 礼拝 ) を 待つ 者 は いな い ( 注 1) 
」 

さて この 出来 事 は イス ラー ム が 人 々 の 間 に あ ま ね く 広 が る 以前 の こと で あっ た 。 

と ころ で イブ ン ・ シ ハー ブ に よっ て 伝え られ た 伝承 で は アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に 語っ た と さ 
れ て いる 。 

「 あ な た 方 が アッ ラー の 使徒 に 礼拝 を 促し て 強制 し て も よい と いう こと は な い 」 

さて この 言葉 は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ が 大 声 で 預言 者 を 呼ん だ 時 に いっ た も の で ある ( 注 2) 
( 注 1) つま り ム スリ ム の 教団 以外 は の 意 で あり 、 他 の 宗教 の 信徒 は これ 程 夜 遅く まで 勤行 に 励ん 
で いな い の 意 

( 注 2) 預言 者 は 夜 の 礼拝 の 最も 遅い 刻 限 に つい て 、 体 験 を 通し て 信徒 に 示 そ うと し て 故意 に 遅 
せ た の で ある 。 
預言 者 は アッ ラー に よっ て 導 び か れ て いる の だ か ら 、 一 般 信 者 が 宗教 上 の こと で は 口出し を する 
な の 意 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て イブ ン ・ シ ハー ブ に よっ て 伝え られ て いる 。 

ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 
預言 者 は 或 る 夜 の こと 、 夜 の 大 部 分 が 過ぎ て モス ク に 起 居 する 人 々 が 寝静まっ て し まう まで 、 夜 
の 礼拝 を 遅らせ た 。 

そし て お も お むろ に モス ク に 出 て 行っ て 礼拝 を 済ま せ て か ら こ うい っ た 。 

「 こ れこ そ 適 切な 礼拝 時 刻 で ある 、 も し 万 一 、 私 が 我 が 信仰 共同 体 に 重荷 を 負わ せる こと に な ら 
な いな ら ば 、 私 は 通常 この 時 刻 に 礼拝 する で し ょ う 」 

と ころ で ある 伝承 者 が 伝え る ハデ ィ ー ス に は 「 も し 万 「 こ の 時 刻 が 我 が 信仰 共同 体 に 重荷 を 負わ 
せる こと に な ら な いな ら ば 」 と ある 。 

アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 
或 る 夜 、 私 達 は 最後 の 夜 の 礼拝 の た め に 、 ア ッ ラ ー の 使徒 の 出現 を 、 ず っ と 待ち つづ け て いま 
し た 。 
夜 の 三 分 の 一 も し く は それ も 過ぎ た 頃 、 彼 は 私 達 の と ころ に 出 て きま し た 。 


その 時 預言 者 が 家族 の こと か 、 或 い は また 他 の 事 で 多忙 で あっ た の か どう か 私 達 に は 知る 由 も 
な か つた 。 

いずれ に せよ 預言 者 は 礼拝 に 出 て 来 た 時 に こう いっ た 。 

「 あ な た 方 以外 の 他 の 宗教 の 民 は 、 礼 拝 を 待つ こと は な い が 、 あ な た 方 は 確か に 礼拝 を (遅く 
まで ) 待っ て いる 。 

も し 万 一 、 こ れ が 我 が 信仰 共同 体 に と っ て 負担 と か ならない の で ある な ら ば 、 私 は この 時 刻 に 彼ら 
を 先導 し て 夜 の 礼拝 を する で し ょ う 」 

それ か ら 預 言 者 は ム ア ッ ジン に アザ ー ン の 詠唱 を 命じ た 。 

それ か ら 礼 拝 の た め に 立ち 上 が り 、 礼 拝 を 行っ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 或 る 夜 、 何 事 か で 多忙 に な り 夜 の 礼拝 を 遅らせ た 。 

それ で 我々 は 彼 を 待っ て モス ク で 居眠り を し て し まい 、 それから 私 達 は 目 を 覚 し まし た が や が て 
また 居眠り を し た 後 で 再び 目 を 覚 し まし た 。 

それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は 私 達 の と ころ に 来 て 次 の よう に いっ た 。 

「 こ の 地上 の 人 々 の 中 で 、 あ な た 方 を 除い て は 誰 一 人 と し て 夜間 に 礼拝 を 待つ 者 は いな い 」 
サー ビ ト は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 等 (信徒 ) は アナ ス に アッ ラー の 使徒 の 指輪 に つい て 尋ね た 。 

する と アナ ス は 次 の よう に 答え て いっ た 。 

アッ ラー の 使徒 は 或 る 夜 の こと 、 夜 の 礼拝 を 真夜 中 も し く は 夜半 が 過ぎ る 頃 ま で 遅らせ た 。 
それ か ら 我 々 の 所 に や っ て 来 て 彼 は こう いっ た 。 

「 ( 他 の ) 人 々 は 礼拝 を すでに 行っ て 寝 て し まっ た 。 

し か し あな た 方 は 礼拝 の た め に 待ち つづ けた が 、 そ の 限り に お いて あな た 達 は その 間 礼 振 中 で あ 
っ た こと と 同じ で ある 」 

これ を 伝え た アナ ス は 「 私 は 銀製 の 彼 (預言 者 ) の 指輪 の 光沢 を 、 今 眼前 に 見 て いる か の 如く 感 
ずる 」 と いっ て いか に 預言 者 が 、 指 輪 の は まっ て いる 左 の 小指 を その 時 高々 と 上 げた か を 示す た 
め に 左 の 小指 を 上 げた 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

私 達 は 或 る 夜 、 ア ッ ラ ー の 使徒 を 真夜 中 近く まで 待っ て いた 。 

それ か ら 使 徒 が や っ て き て 礼拝 を 行っ た 。 

その 後 彼 は 顔 を 私 達 の 方 に 向け た が 「 私 (アナ ス ) は あたかも 彼 の 指 に は まっ て いる 銀製 の 指輪 
の 光沢 を 、 今 眼前 に な が め て いる 思い が する 」 と 語っ た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が クッ ラ に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

し か し ここ で は 「 そ れ か ら 彼 は 私 達 の 方 に 顔 を 向け た 」 の 部 分 に は 言及 され て いな い 。 

アブ ー・ ム ー サ ー は 次 の よう に 伝え て いる 

私 は 一 緒 に 船出 し た 仲間 達 ( 注 ) と と も に ブタ ハー の 谷間 に 住ん で いま し た が その 時 アッ ラー の 
使徒 は (既に ) マデ ィ ー ナ に お り ま し た 。 

さて 彼 等 の うち の 幾 人 か が 毎夜 、 夜 の 礼拝 の 時 刻 に アッ ラー の 使徒 の も と に 次 々 と 交互 に 行き ま 


じ た 。 

アブ ー・ ム ー サ ー は さら に 次 の よう に つづ け て いっ た 。 

ある 夜 私 達 は アッ ラー の 使徒 の と ころ に 行っ た が 彼 は 何 か の 用 事 に 忙殺 され て 真夜 中 に な る まで 
礼拝 を 遅らせ た 。 

それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は 出 て 来 て 彼 等 集 っ て (待っ て ) いる 人 々 を 先導 し て 礼拝 を 行っ た 。 
I 

「 心 配 す る こと は な い 私 は あな た 方 に 以下 の 福音 を 知ら せよ うと し て いる の で す 。 
人 々 の 間 で あな た 方 以外 に 誰 一 人 と し て この 時 刻 に 礼拝 する 者 は いな いと いう こと は 、 あ な た 方 
RR 50 0 作 5 の 68290 RD 
と いう こと は 、 あ な た 方 に 対す る アッ ラー の 恩恵 で す 」 (どちら の 文句 を 云っ た か 我々 に は わか 
ら な い ) 

さら に アブ ー・ ム ー サ ー は つづ け て こう いっ た 。 

「 そ こ で 我々 は アッ ラー の 使徒 か ら 開 いた お 言葉 に 喜び 勇 ん で 帰り まし た 」 

( 注 ) アブ ー・ ム ー サ ー は イエ メン 人 で マデ ィ ー ナ に 向け て 出航 し た が 暴風 の た め 仲間 と と も に 
対岸 の エチ オ ピ ア に 漂流 し ここ で 七 年 間 滞在 し て 後 カ イ バ ル の 戦い の 起き る 前 に 彼 等 と と も に 
マデ ィ ー ナ に や っ て 来 た 

イブ ン ・ ジ ュ ラ イジ ュ は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は アタ ー ウ に 次 の よう に 尋ね た 。 「 人 々 が アタ マ と 呼ん で いる 夜 の 礼拝 を イマ ー ム と し て 、 ま 
た は 一 人 だ け で 私 が 礼拝 する 場合 に どん な 時 刻 が 適切 で ある と あな た は 考え ます か 」 
する と 彼 は 「 私 は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス が 次 の よう に いっ た 」 言 葉 を 聞い た と 答え た 。 
アッ ラー の 預言 者 は ある 夜 の こと 、 夜 の 礼拝 を 人 々 が 居眠り を する 時 刻ま で 遅らせ た 。 

A また 居眠り を し 、 そ し て 再び 目 を 覚 し まし た 。 
そこ で ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ が 立ち 上 が り 「 礼 拝 だ 」 と 叫ん だ 。 

アタ ー ウ は イブ プン アッ パー ス が さら に 次 の よう に 語っ だ と し て 伝え て いる 。 

アッ ラー の 預言 者 が 出 て 来 た 時 、 彼 の 頭 か ら は 水 が 滴 り 落 ちん ば か り で あり ( 注 1) それ で 彼 は 頭 
の 片側 半分 の 上 に 手 を 置い て いる 姿 を 今 で も 目前 に 見 る 思い で す が 、 その 時 預言 者 は こう いい ま 
し た 。 

「 も し 私 の 信仰 共同 体 に と っ て 負担 で な けれ ば 、 私 は この 遅い 時 刻 に 礼拝 を する よう 命じ る だ 
ろう 」 
さて 私 (イブ ン ・ ジ ュ ラ イジ ュ ) は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス が 伝え た 話 の 中 で 預言 者 が どの よう に 彼 
の 手 を 頭 に 載せ た か 、 ア ター ウ に 尋ね た 。 
する と アタ ー A それ か ら 彼 の 指 の 先端 を 頭 の 側 部 に 置き 、 そ れ か ら そ 
れ ら を 頭 の 上 で こん な 具合 に 、 次 の よう に 動か し た 。 
即ち 、 A の それ か ら こ めか み に か か る 髪 と 頼 影 
一 部 を 触る まで 動か し た 。 
その 動き は ゆっ くり で も 早く も な か っ た ( 注 2) 、 私 は アタ ー ウ に 再び 次 の よう に 尋ね た 。 

「 そ の 夜 、 預 言 者 が 礼拝 を どれ 位 遅 ちせ た か に つい て 、 あ な た は どの よう に イブ ン ・ ア ッ パ バー ス 


に よっ て 伝え られ まし た か 」 

する と 彼 は 「 私 は 知り ませ ん 」 と 答え 、 ア ター ウ は さら に こう いっ た 。 

「 私 は イマ ー ム と し て も また 一 人 で 礼拝 する 時 で も その 夜 、 預 言 者 が 礼拝 を 遅らせ た よう に 夜 の 

OO は と が 私 に は 好ま し く 思 えま す 、 し か し 遅らせ る こと が あな た に と っ て (一 人 の 
合 に せよ 、 あ な た が イマ ー ム を 勤め る 集団 礼拝 に お いて も ) また 人 々 に と っ て も 負担 と な り 厳 

NO 早く も な く 遅 くも な いそ れ ら の 中 間 の 時 刻 に 、 夜 の 礼拝 を し な さい 」 

( 注 1) 礼拝 前 の 浄 め を 行っ た こと を 物語 っ て いる 

( 注 2) 以上 は 頭髪 か ら 水 を きる 仕草 、 ま た アラ ブ 人 が 言葉 の 記憶 力 に 加え て いか に 状況 イメ ー ジ 

の 記憶 に も 優れ て いる か を 思わ せる 一 文 で ある 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サム ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は (最後 の ) 夜 の 礼拝 を 遅らせ た も の で し た 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は あな た 方 の 礼拝 と 同じ よう に それ ぞ れ の 礼拝 を 行っ た 。 

し か し 彼 は アタ マ の 礼拝 ( 夜 の 礼拝 ) は あな た 方 が 普段 行う 礼拝 時 刻 よ り 少 し 遅らせ て 捧げ た 。 

そし て その 礼拝 を 短く し まし た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 遊 牧 民 が あな た 方 の 礼拝 の 名 前 に 関し て あな た 方 を 圧倒 する こと が あっ て は な ら ぬ 、 夜 の 礼拝 

の 名 前 は 『 イ シャ ー』 で ある べき で は な いか 、 と ころ で 遊牧 民 は それ を “アタマ ( 注 ) "と 呼ん で い 

ます 。 

な ぜ な ら ば 彼 等 は この 言葉 に よっ て ラク ダ の 夜間 の 乳 搾り を 遅らせ る こと を 意味 し て いる か ら 

で す 」 

( 注 ) ここ で は 単に 遅らせ る こと の 意味 だ が 、 そ の 他 に 夜間 の 三 分 の 一 位 の 時 刻 の 意味 も ある 

イブ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 遊 牧 民 が あな た 方 の 礼拝 の 名 前 、 す な わ ち イシ ャ ー ( 夜 の 礼拝 ) に 関し て 、 あ な た 方 を 圧倒 す 

る よう な こと が あっ て は な ら な い 。 

その ( 夜 の 礼拝 ) の 名 前 は アッ ラー の 聖典 (クル アー ン ) に イシ ャ ー と ある ( 注 ) 。 

遊牧 民 は それ を アタ マ と 呼ん で いる が それ は 単に 彼 等 が 夜間 の ラク ダ の 乳 搾り を 遅らせ る こと に 

由来 し て いる に 過ぎ な い 」 

( 注 ) クル アー ン 第 24 章 58 人 節 に その 名 が ある 


日 の 出前 の 礼拝 時 刻 に つい て 


日 の 出前 の 礼拝 を その 時 間 帯 の 初め に 早め に 行う こと が 好ま し いこ と 、 
その 時 刻 は 夜明け 前 で ある こと 、 ま た その 間 の 読 請 の 長 さ に つい て 
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アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 
女性 の 信徒 達 が 預言 者 と 一 緒 に 日 の 出前 の 礼拝 を 行っ た 。 
それ か ら 彼 女 達 は マン ト で 身 を 包み 帰っ て いっ た 。 
その 時 は 夜明け 前 だ っ た が 、 あ た り は 未だ 薄暗く 誰 一 人 と し て 彼女 達 の 顔 を 確認 し た も の は い 
な か っ た 。 
預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 次 の よう に 伝え て いる 
マン ト に 身 を 包ん だ 女性 の 信徒 達 が 預言 者 と 一 緒 に 日 の 出前 の 礼拝 を 行っ た 。 
それ か ら 彼 女 達 は 家 に 戻っ て いっ た が 、 ア ッ ラ ー の 使徒 が 夜明け 前 の 未だ あたり が 薄暗い うち に 
礼拝 を 行っ た た め に 、 彼 女 達 は 誰 に も 顔 を 知ら れる こと は な か っ た 。 
アー イシ ャ は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 の 礼拝 を 行っ た 。 
そし て 出席 し た 女性 達 は マン ト に 身 を 包ん で 戻っ て いっ た 。 
その 時 は 夜明け 前 で あたり は 未だ 薄 暗 か っ た の で 彼女 達 は 顔 を 知ら れる こと は な か っ た 。 
と ころ で イス ハー ク ・ ビ ン ・ ム ー サ ー・ ア ン サ ー リ ー は 彼 の 伝承 の 中 で 「 (マン ト に 身 を ) 巻き 
つけ て 」 と し て 伝え て いる 。 
ムハンマド ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ハ サン ・ ビ ン ・ ア リー は 次 の よう に 伝え て いる 
ハッ ジャ ー ジ ュ が マデ ィ ー ナ に 来 た 時 だ っ た が 私 達 は ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー に 預言 者 
の 礼拝 時 刻 に つい て 尋ね た 所 彼 は こう いっ た 。 
アッ ラー の 使徒 は 昼過ぎ の 礼拝 を 日 中 の 暑い 時 間 に 、 午後 の 礼拝 を (未だ ) 太陽 が 輝い て いる 
時 に 、 日 没後 の 礼拝 は 太陽 が 完全 に 沈ん だ 時 に 、 夜 の 礼拝 は 、 時 に は それ を 遅らせ 時 に は それ を 
早め て 行っ て いた 。 
つま り 預 言 者 は 、 教 友達 が 既に 集まっ て いた 時 に は 早め に 、 ま た 彼 等 が 遅れ て 集まっ た 時 に は 遅 
ら せ た 。 
日 の 出前 の 礼拝 に つい て いえ ば 、 預言 者 は 夜明け 前 の 薄暗い うち に 礼拝 を し た 。 
ムハンマド ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ハ サン ・ ビ ン ・ ア リー は 次 の よう に 伝え て いる 
ハッ ジャ ー ジ ュ ( 注 ) は 諸 礼拝 を いつ も 遅らせ て いた 。 
そこ で 私 達 は ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー に 預言 者 の 礼拝 時 刻 に つい て 尋ね た 。 
残り の ハデ ィ ー ス は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ で ある 。 
( 注 ) ウマ イヤ 朝 の 猛将 ハッ ジャ ー ジ ュ ・ ビ ン ・ ユ ー ス フ の こと 。 
この 頃 よ り ム スリ ム の 統治 者 達 は 宗教 的 献身 に 欠け て いる と み ら れ て いた 
シュ ウ バ は 次 の よう に 伝え て いる 


サイ ヤー ル ・ ビ ン ・ サ ラー マ は 私 に 次 の よう に 伝え た 。 

「 私 (サイ ヤー ル ) は 私 の 父 が アブ ー・ バ ル ザ に アッ ラー の 使徒 の 礼拝 に つい て 尋ね て いる 対話 
を 聞い た 」 

そこ で 私 (シュ ウ バ ) は こう いっ た 。 

「 あ な た は それ を アブ ー・ バ ル ザ より 直接 聞い た の で すか 。 

私 は あな た が 丁度 その 時 に それ を 聞い て いた よう に 聞こ えま す 」 

する と サイ ヤー ル は 「 私 は 私 の 父 が アッ ラー の 使徒 の 礼拝 に つい て アブ ー・ バ ル ザ に 尋ね て いる 
所 を 耳 に し た の で す 」 と いっ た が さて その 中 で アブ ー・ バ ル ザ は 答え て 次 の よう に いっ て いる 。 
預言 者 は 礼拝 に よっ て は それ を 遅らせ る こと に つい て 気 に し て いな か っ た 。 

例え ば 、 夜 の 礼拝 は 夜半 まで 遅らせ た が 、 彼 は それ を 行う 前 に 眠る こと や 、 ま た それ を 終え た 後 
で お 喋り な どす る こと を 好ま な か っ た 。 

さて シュ ウ バ は また 次 の よう に 伝え て いる 。 

それ か ら 私 は その 後 ま た 、 彼 (サイ ヤー ル ) に 会 っ て 預言 者 の 礼拝 に つい て 尋ね た 。 

する と 彼 は 次 の よう に 伝え た 。 

彼 (預言 者 ) は 昼過ぎ の 礼拝 を 太陽 が 天 中 か ら 傾 いた 頃 に 行っ た 。 

そし て 午後 の 礼拝 は 、 そ れ を 終え て マデ ィ ー ナ の 郊外 に 出かけ て 当地 に 着い て も まだ 太陽 が 輝い 
て いる 程 の 時 刻 に 、 そ れ を 行っ た 。 

そし て 日 没後 の 礼拝 は 、 そ の 時 刻 に つい て は 彼 が 何と いっ た か 覚え て いな い 。 

それ か ら そ の 後 私 (シュ ウ バ ) は 再び 彼 (サイ ヤー ル ) に 会 い 、 預 言 者 の 礼拝 に つい て 彼 に 尋 
ね た 。 する と を と 彼 は こう いっ た 。 

日 の 出前 の 礼拝 は 、 そ の 礼拝 を 終え て 家 に 戻っ た 者 が 、 彼 の 隣人 の 顔 を 一 目 ち ら っ と みて よう や 
くそ れ と 認識 で きる 位 の 早い 時 刻 に 、 預 言 者 は 礼拝 し た 。 

また 彼 は その 礼拝 に お いて 六 十 か ら 百 節 ぐ らい の クル アー ン を 読 論 し た も の だ っ た 。 

が イヤ ー ル ビン サラ ー マ は 伝え て いる 

私 は アブ ー・ バ ル サ が 次 の よう に 語っ た と ころ を 聞き まし た 。 

か つて アッ ラー の 使徒 は 時 に より 、 夜 の 礼拝 を 真夜 中 まで 遅らせ る こと を 気 に か け ま せん で し た 
また その 礼拝 の 前 に 寝る こと と 、 そ の 礼拝 の 後に お 喋り を する こと を 嫌い まし た 。 

と ころ で シュ ウ バ は 次 の よう に いっ た 。 

それ か ら 私 は 彼 (サイ ヤー ル ) に も う 一 度 会 いま し た が その 時 彼 は 「 真 夜中 か ある い は 夜 の 三 分 
の 一 」 と いっ て いま し た 。 

アブ ー・ バ ル ザ ・ ア スラ ミー は 伝え て いる 

か つて アッ ラー の 使徒 は 夜 の 礼拝 を 夜 の 三 分 の 一 が 過ぎ る 頃 ま で 遅らせ る こと が 常 で し た 。 
そし て その 前 に 眠る こと と 、 そ の 後に お 喋り する こと を 嫌っ て いま し た 。 

また 日 の 出前 の 礼拝 で は 、 ク ルアー ン の 中 か ら 百 節 か ら 六 十 節 の 長 さ の 言葉 を 譜 み 、 私 達 の 顔 が 
お 互い に 判別 出来 る 位 に 明る く な っ た 時 に 、 礼 拝 を 終了 し た も の で し た 。 


礼拝 を 遅らせ る こと に 関し て 


る こと は 好ま し く な いこ と 、 


指定 され た 礼拝 時 間 よ り 礼 拝 を 遅らせ 
場合 イマ ー ム に 従っ て 礼拝 する 人 々 (マー ムー ン ) は 何 を な すべ 


イマ ー ム が 礼拝 時 刻 を 遅らせ た 


きか 
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アプ ブー・ ザ ッ ル は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 私 に こう いっ た 。 


「 も し あな た の 統治 者 達 が 礼拝 を 所 定 の 時 間 よ り 遅 ら せ た 場合 、 あ な た は どう し ます か J」 
そこ で 私 は 逆 に こう 尋ね まし た 。 
「 あ な た は 私 に どう し ろ と 命じ ます か 」 
それ で 彼 は 次 の よう に 答え まし た 。 
「 あ な た は 所 定 の 時 間 内 に 礼 振 し な さい 、 そ れ か ら あ な た が 遅れ た 彼 等 の 礼拝 に 問 に 合っ た な ら 
、 そ れ も 一 緒 に 合同 で 礼拝 し な さい 。 
な ぜ な ら ば 、 そ れ は あな た に と っ て 随意 の 礼拝 (ナー フィ ラ ) ( 注 ) に な る か ら で す 」 
と ころ で ハラ フ (この 伝承 者 の 一 人 ) は 「 所 定 の 時 間 よ り 」 と いう 言葉 を 伝え て いな い 。 
( 注 ) この 礼拝 は 日 の 出前 の 礼拝 の 際 に も 午後 の 礼拝 の 際 に も 日 没後 の 礼拝 の 際 に も 許さ れ て い 
な い 。 
従っ て ここ て は 多分 昼過ぎ の 礼拝 か 夜 の 礼拝 の 際 に つい て 語ら れ て いる の で あろ う 
ー・ ザ ッ ル は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 ア ブー・ ザ ッ ル よ 、 私 な き 後 に 礼拝 を 死な せる (遅らせ る ) 統治 者 達 が 出現 し よう 。 
し か し あな た は 礼拝 を 所 定 の 時 間 内 に 済ま せな さい 。 
そう すれ ば 次 の 集団 礼拝 は あな た に と っ て 随意 の 礼拝 に な り ま す 。 
また も し その 集団 礼拝 を し な く と も 、 あ な た は あな た の 義務 の 礼拝 を きち ん と 守っ た こと に な り 
ます 」 
ー・ ザ ッ ル は 次 の よう に 伝え て いる 
私 の 親友 (預言 者 ) は 、 私 が 統治 者 達 に 良く 耳 を 傾け て 従う よう に 、 い い 残 し まし た 。 
た と え そ の 統治 者 が 手足 を 切断 され た 奴隷 で あっ た と し て も 従う よう 、 い い 残 し まし た 。 
また 彼 は 、 私 に 礼拝 は 所 定 の 時 間 に 済ま せる よう に と 、 い い 残 し まし た 。 
そし て 預言 者 は 次 の よう に も いい まし た 。 
「 も し 人 々 が (遅れ た ) 礼拝 を し 終え た こと が わか っ た と し て も 、 そ の 時 まで に あな た は 既に 義 
務 の 礼拝 を 果して し まっ て お り 、 ま た も し そう で な か っ た と し て も (人 々 の 遅れ た 礼拝 が 完了 し 
て お ら ず その 礼拝 に 加わ っ た 意 ) その 礼拝 は あな た に と っ て 随意 の 礼拝 と いう こと に な る で し 
ょ う 」 
ー・ ザ ッ ル は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 私 の 太股 を た た き な が ら 次 の よう に いっ た 。 


「 も し あな た が 所 定 の 礼拝 の 時 刻 を 遅らせ る 人 々 の も と に いた と し た ら ど うし ます か 」 

そこ で アブ ー・ ザ ッ ル は こう いっ た 。 

「 あ な た は 何 を 命じ ます か 」 

する と 彼 は こう いっ た 。 

「 ま ず 礼 拝 を 所 定 の 時 刻 に 済ま せ 、 そ の 後 あ な た の 用 事 を 済ま せな さい 。 

も し 次 の (遅れ た ) 礼拝 が 始ま っ た 時 に あな た が モス ク に 居合 わせ た な ら 、 そ の 時 は 彼ら と 一 緒 
に (もう一度 ) 礼拝 し な さい 」 

アフ ブー・ アー リヤ パッ ラー ウ は 伝え で いる 

イブ ン ・ ジ ャ ー ド が 礼拝 を 遅らせ た 。 

と ころ で アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ サ ー ミ ト が 私 の 所 に や っ て 来 た の で 、 私 は 彼 に 椅子 を すす め 彼 が 
その 上 に 座っ た と ころ で 、 私 は 彼 に イブ ン ・ ジ ヤー ド の し た こと を 話し た 。 

する と 彼 は 口唇 を 咳 み 私 の 股 を 打ち な が ら こ うい っ た 。 

私 は アブ ー・ ザ ッ ル に 丁度 あな た が 尋ね た こと を 尋ね まし た 。 

する と 彼 は 私 の 股 を 丁度 私 が あな た の 股 を 打っ た よう に 打ち こう いっ た 。 

私 (アブ ー・ ザ ッ ル ) は 預言 者 に 丁度 あな た (アブ ドッ ラー) が 尋ね た よう に 尋ね た 。 

する と 彼 は 丁度 私 が あな た の 股 を 打っ た よう に 私 の 股 を 打っ て こう いっ た 。 

「 礼 拝 は (一 人 で も ) 決め られ た 所 定 の 時 間 内 に 済ま せな さい 。 

も し 彼 等 が その 後に 礼拝 する よう な ら 彼 等 と 一 緒 に 集団 で 礼拝 し な さい 。 

その 時 あな た は "私 は も う 礼 拝 を 済ま せ た か ら 礼 排 は し ませ ん "と いっ て は いけ ませ ん 」 

アブ ー・ ザ ッ ル は 預言 者 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 も し あな た 達 が 或いは いあ な た が 、 い つも 礼拝 を 遅らせ る 人 々 の も と に 居 た と し た ら ど うし ま 

すか 。 

そう いう 時 に は 、 あ な た 達 は まず 礼拝 の 時 間 に な っ た ら 所 定 の 礼拝 を 済ま せな さい 。 

その 後 集団 で 礼拝 が 始ま っ た ら 彼 等 と 一 緒 に (再び ) 礼拝 し な さい 。 

そう すれ ば それ で さら に 良い 事 を 重ね た こと に な り ま す 」 

アプ ブー・ ア ー リ ヤ ・ バ ッ ラ ー ウ は 伝え て いる 

私 は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ サ ー ミ ト に 「 我 々 は 礼拝 を いつ も 遅らせ る 統治 者 達 の 育 後 で ジュ ム ア 
の 礼拝 (金曜 日 の 合同 礼拝 ) を し て いま す 」 と いっ た と ころ 、 彼 は 私 の 股 を 痛い ほど 打っ て こ 

うい っ た 。 

私 (アブ ドッ ラー) が アブ ー・ ザ ッ ル に その こと を 尋ね た 所 、 彼 は 私 の 股 を 打っ て こう いっ た 。 
私 (アブ ー・ ザ ッ ル ) は アッ ラー の 使徒 に その こと を 尋ね まし た 。 

する と 彼 は こう いっ た 。 

「 礼 拝 を 所 定 の 時 刻 に 行い な さい 、 そ し て 彼 等 と の 再度 の 礼拝 は 随意 の 礼拝 と し て 行い な さい 」 
と ころ で アブ ドッ ラー は 「 預 言 者 が アブ ー ・ ザ ッ ル の 股 を 打っ た 」 と し て 彼 に 伝え られ た と 語 


っ た 。 


集団 礼拝 の 特典 に 関し て 


集団 礼拝 の 特典 と それ へ の 参加 を 避け る こと に 対す る 厳し い 警 告 ( 注 ) 

( 注 ) 一 日 五 回 の 義務 の 礼拝 は 元 来 全 て 集団 の 礼拝 で ある べき も の 、 金 曜 の 昼過ぎ の 集団 合同 礼 
拝 (ジュ ム ア ) だ け に 限っ た も の で は な か っ た 
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アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 集 団 の 礼拝 は あな た 達 が 一 人 で 行う 礼拝 より 二 十 五 倍 の 徳 が ある 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は は 預言 者 の 言葉 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 集 団 の 礼拝 は 一 人 で 行う 個人 礼拝 より 二 十 五 倍 優 れ て いる 。 また 夜 と 昼 の 天使 達 ( 注 ) は 日 の 
出前 の 礼拝 に 参集 し ます 」 

と ころ で アブ ー・ フ ライ ラ は こう いっ た 。 も し 皆さん が お 望み な ら ば 次 の 一 節 を 調 み な さい 。 
「 確 か に 日 の 出前 の クル アー ン 読 調 に は 立会 人 (天使 達 ) が いる 」 (第 17 章 78 節 ) 

( 注 ) 一 人 の 人 間 に 四 人 の 天使 が つい て 昼夜 交替 で その 者 の 行動 を 記録 し て いる と いわ れ て いる 
同様 の ハデ ィ ー ス は アブ ー・ フ ライ ラ に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 し か し こ 
こ で は 「 二 十 五 倍 の 徳 」 と 表現 され て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が いっ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 集 団 礼拝 は 個人 の 礼拝 の 二 十 五 倍 の 価値 に 相当 する 」 

アブ プー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が いっ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 イ マー ム と 一 緒 に 行う 集団 礼拝 は 個人 で 行う 二 十 五 回 の 礼拝 より も 優 っ て いる 」 

イブ ン ・ ウ マル は アッ ラー の 使徒 が いっ た と し て 次 の よう に 伝え て いる 

「 集 団 礼拝 は 個人 で 行う 礼拝 より 二 十 七 倍 も 優 っ て いる 」 

イブ ン ・ ウ マル は 預言 者 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 集 団 礼拝 は 一 人 で 行う 礼拝 の 二 十 七 倍 よ り も 勝る 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる が 、 そ れ ら に よれ ば 「 ニ 二 十 数 倍 」 と 
も 「 ニ 十 七 倍 の 価値 」 と も 表現 され て いる 。 

また 別 伝承 で は 「 二 十 数 倍 」 と も 伝え られ て いる 。 

アデ ワー ララ イラ は 次 の よう に 語っ て いる 

アッ ラー の 使徒 は 一 部 の 人 々 (多分 偽 信 者 達 か ( 注 1) ) が 何 回 か 礼拝 に 参加 し な いこ と を 知っ た 
そこ で 彼 は 次 の よう に いっ た 。 

「 私 は いっ その こと 人 々 を 導い て 礼拝 する こと を 誰か に 命じ て お いて (その ) 集団 礼拝 に 参加 し 
な か っ た 人 々 の 所 に 出向 いて いき 、 彼 等 の 家 を まき で 焼き 払っ て し まう よう 命じ よう か と 思い ま 
ら ヒビ た だ 2 

その 結果 と し て 肉 の た っ ぷり 付い た 骨 (焼死 体 ) を 彼 等 が みる こと に な る と は じ め か ら 解 っ て い 
た な ら ば 、 彼 等 は きっ と 夜 の 礼拝 に 参加 する こと に な る で し ょ う ( 注 2) 」 


( 注 1) マデ ィ ー ナ に お ける 偽 信 者 達 は 信者 集団 に 対す る 最も 面倒 な 政治 的 敵対 集団 で あっ た の で 
ここ で は 以下 で みる 如く 彼 等 に 対す る 敵意 を むき だ し に し た 表現 が み ら れ る 
( 注 2) 集団 礼拝 に 加わ ら な か っ た か ら と いっ て 焼 討 を か け て も よい と いう 法 的 根拠 と は な ら な い 
な ぜ な ら ば 預言 者 は た だ そう 思っ た だ け で 実際 に は そう し な か っ た の だ か ら 

アプ ブ プー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

「 偽 信者 に と っ て 一 番 重荷 に 感ずる 礼拝 は 、 夜 の 礼拝 と 日 の 出前 の 礼拝 で ある 。 

も し 彼 等 が それ ら 二 つの 礼拝 の 重要 性 を 知る な ら ば 、 彼 等 は きっ と は っ て で も や っ て 来 た こ と 
で し ょ う 。 

さて 私 は 礼拝 の 開始 を 命じ 、 或 る 男 に 人 々 を 導い て 礼拝 する よう に 命じ て お いて 、 自 ら は 礼拝 に 
加わ ら な い 人 々 の 家 を 火 で 焼き 払う た め に まき を 持っ た 数 人 の 男 達 を 連れ て 本 気 で 出動 し よう か 
と 思っ た 程 で す 」 

ハン マー ム ・ ビ ン ・ ム ナッ ピ フ は 伝え て いる 

これ は アブ ー・ フ ライ ラ が アッ ラー の 使徒 に つい て 語っ た いく つか の ハデ ィ ー ス の うち の 一 つ で 
ある 。 

さて アッ ラー の 使徒 は こう いっ た 。 

「 私 は 若者 達 に まき の 東 を 準備 する よう 命じ それ か ら 誰 か に 人 々 を 導い て 礼拝 する よう に 命じ て 
お いて 、 そ の 後 礼拝 に 加わ ら な い 人 々 の 家 を その 中 に 居る 人 間 も 含め て ( 注 ) 全て 焼き 払っ て し 
まお うか と 考え た 程 で し た 」 

( 注 ) その 時 礼拝 に 敢 て 参加 し て いな いで 家 の 中 に いる 人 々 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 

アプ ドッ ラー は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 金曜 日 の 合同 礼拝 に 参加 し な い 人 々 に 向かっ て 次 の よう に いっ た 。 

「 私 は 或 る 男 に 人 々 を 先導 し て 礼拝 する よう に 命じ て お いて その 後 (礼拝 に ) 参加 し な か っ た 者 
達 を 、 彼 等 の 家 も ろ と も 焼き 払っ て し まお うか と 本 気 で 考え た 程 で し た 」 


アザ ー ン を 聞く 者 の 義務 に つい て 


礼拝 へ の 呼び 掛け を 聞い た 者 は 、 モ スク に 赴 い て 礼拝 する こと が 義務 で ある 
1 巻 P.441-442 


アブ ー ・ フ ライ ラ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 の 所 に 日 の 不 自由 な 男 (イブ ン ・ ウ ン ム ・ マ クト ー ム か ) が や っ て 来 て こう いっ た 。 
「 私 に は モス ク に 連れ て いっ て くれ る 者 が いま せん 」 

そし て 、 彼 は アッ ラー の 使徒 に 彼 だ け 特 別に 家 で 礼拝 し て も よい と いう 許可 を 求め た 。 
そこ で 預言 者 は 特例 と し て 許可 を 与え た 。 

さて その 者 が 立ち 去っ ろう と し た 時 預言 者 は 彼 を 呼び と め て こう いっ た 。 

「 あ な た は 礼拝 へ の 呼び か けが 聞こ えま すか J」 

そこ で 彼 は 「 は い 」 と 答え た 。 す る と 預言 者 は すか さ ず こう いっ た 。 

「 そ れ な ら そ れ に 答え る べき だ ( 注 ) 」 

( 注 ) 原則 的 に は 理由 が 明らか な の で 集団 礼拝 に 参加 し な く て も よい 。 

し か し その 男 が イブ ン ・ ウ ン ム ・ マ タ ト ー ム と すれ ば 例外 中 の 例外 と な る 。 

な ぜ な ら ば 、 彼 は 教 友 の 中 で も 長老 格 の 人 物 で 、 か つて 預言 者 が マデ ィ ー ナ 不在 中 は 、 し ば し ば 
イマ ー ム を 勤め た こと が ある 。 

この よう な 理由 で 、 預 言 者 は 彼 の 集団 礼拝 参加 を 強く 望ん だ 


スン ナラ ダー に つう いで 


集団 礼拝 は スン ナ ・ フ ダー (預言 者 の 導き の 慣習 ( 注 ) ) で ある 

( 注 ) スン ナ (預言 者 の 慣習 に は 二 種 ある 、 一 つ は スン ナ ・ フ ダー ( 導 び き の 慣 習 ) で 他 は ス 
ン ナ ・ ザ ワー イド ( 附 加 的 な 慣習 ) で ある 。 

前 者 は 集団 礼拝 の よう に ムスリム が 従わ な いと 非難 され る も の で 後者 は 預言 者 の 歩き 方 と か 座り 
方 等 で 従わ な く と も 非難 に 値 し な い 慣 習 で ある 

1 巻 P.442-443 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 伝え て いる 

私 は 我々 の 中 で は っ きり と 偽 信者 と し て 知ら れ て いる 者 か 、 或 い は 病人 を 除い て 、 礼 拝 に 参集 し 
な い 者 は 他 に いな か っ た こと を 、 ず っ と 見 て 参り まし た 。 

し か も その 病人 で すら 左右 の 二 人 の 男 に 支え られ て どう に か 歩け る 者 は 、 礼 拝 に や っ て 来 ま し た 
また アッ ラー の 使徒 は 私 達 に 様々 な 導 び き の 慣 習 (スナ ・ フ ダー) を 教え て くれ まし た 。 

そし て アザ ー ン の 詠唱 に よっ て 始ま る モス ク で の 礼拝 こそ は 、 導 びき の 慣習 の 一 例 で す 。 

アプ ドッ ラー は 次 の よう に 伝え て いる 

明日 (来世 で ) ムスリム と し て アッ ラー に まみ えた いと 思う 者 は 礼拝 へ の 呼び か けが あっ た 時 
に は 、 そ れ に 答え て 遵守 すべ き で ある 。 

な ぜ な ら ば アッ ラー は あな た 達 の 預言 者 に 様々 な 導 び き の 方 法 を 定め まし た 。 

そし て 礼拝 は その 中 の 一 つ で す 。 

だ か ら た と え あ な た 達 が 自分 の 家 で 礼拝 し た と し て も 、 そ れ は モス ク で の 礼拝 を 拒否 し て 家 で 一 
人 で 礼拝 する 者 と 同様 で あり 、 あ な た 達 は 預言 者 の 慣行 を 無視 し 捨て た こと に な り ま す 。 

そし て あな た 達 が 預言 者 の 慣行 を 捨て る と いう こと は 、 あ な た 達 が 正しい 道 を 見 失い 迷っ た こと 
を 意味 し ます 。 

浄 め を 十分 に 行い 、 それ か ら モ スク に 向かう 者 に は 、 誰 で あれ アッ ラー は 彼 が 一 歩 歩く 毎 に その 
報償 を 記録 に 留め 、 ま た 彼 の 来世 の 地位 を 引き 上 げ て くれ る と 同時 に 、 ま た 彼 の 罪 を 取り 去っ て 
くれ ます 。 

私 は 我々 の 中 で 礼拝 に 参集 し な い 者 は 、 そ の 偽 信 者 振り が よく 知ら れ て いる 者 以外 の 何者 で な い 
こと を 見 て 参り まし た 。 

また その 一 方 で 、 自 ら は 歩け な いた め に 礼拝 の 列 に 加わ る まで 二 人 の 男 の 肩 に 捉 ま っ て 連れ て こ 
られ た 者 が いま し た 。 


アザ ー ン と モス ク 内 の 人 に 関し て 


ム ア ッ ジン (アザ ー ン の 詠唱 者 ) が アザ ー ン を 詠唱 し 、 そ れ を モス ク の 中 で 聞い た 者 は 、 
その 後 礼拝 が 終る まで そこ か ら 出 る こと は 禁じ られ て いる 
1 巻 P.443-444 


アプ ブー・ シ ャ アサ ー ウ は 次 の よう に 伝え て いる 

私 達 が アブ ー・ フ ライ ラ と 一 緒 に 座っ て いる と ム ア ッ ジン が アザ ー ン の 詠唱 を 行っ た 。 

する と 一 人 の 男 が 立ち 上 が り モ スク か ら 出 よう と 歩き 出し た 。 

その 時 アブ ー ・ フ ライ ラ の 視線 は その 男 の 行く 手 を 追っ た が 、 と うと う 彼 は モス ク の 外 に 出 て 
また 。 

そこ で アブ ー・ フ ライ ラ は こう いっ た 。 

「 あ の 男 は アブ ー・ カ ー シ ム (預言 者 ムハンマド の 別名 ) を 裏切っ て し まっ た 」 

イブ ン ・ ア ブー ・ シ ャ アサ ー ウ は 彼 の 父 か ら の 伝聞 と し て 次 の よう に 伝え て いる 

私 (アブ ー・ シ ャ アサ ー ウ ) は アブ ー・ フ ライ ラ が アザ ー ン の 後に 一 人 の 男 が モス ク か ら 出 て 行 
く 姿 を 見 て 次 の 様 に いっ た こと を 耳 に し まし た 。 

「 彼 は アブ ー・ カ ー シ ム (預言 者 へ ハハ ンマ ド の 別名 ) を 裏切っ て し まっ た 」 


夜 と 日 没 の 集団 礼拝 に つい て 


夜 の 礼拝 と 日 没 の 礼拝 を 集 同 で 行う こと は 美徳 で ある こと 
1 巻 P.444-445 


アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブー・ 
日 没後 の 礼拝 の 後に ウス マー ン ・ ビ ン ・ 
で 座っ た の で 私 は 彼 の そば に 座っ た 。 

する と 彼 は こう いっ た 。 

「 私 の 兄弟 の 息子 よ 、 私 は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た 言葉 を 耳 に し まし た 。 

『 夜 の 礼拝 を 集団 で 行っ た 者 は 彼 が 夜 の 半分 を 一 人 で 祈り に 費 し た と 同じ 価値 が ある 。 

また 日 の 出前 の 礼拝 を 集団 で 行っ た 者 は 彼 が 夜通し お 祈り に 要 し た と 同じ 価値 が ある ( 注 ) 』」 
同様 な ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

( 注 ) 朝 早 く 起 きる こと は 夜 遅く まで 起き て いる こと より 一 層 困 難 を 伴う の で アッ ラー の 報償 に 
も 差 が ある 

ジュ ンダ ブ ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 日 の 出前 の 礼拝 を 集団 で 行っ た 者 は アッ ラー の 底 護 の も と に 居る 。 

アッ ラー は この 底 護 と 引き 替え に あな た 方 に 対し て この 他 に 何 も 求 め は し な い 。 

も し アッ ラー の 計 護 の も と に ある 者 に 害 を 加え れ ば アッ ラー は その 者 を 地獄 の 業火 に 投げ 込ん で 
じ し ま われ る だ ろう 」 

一 方 アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と ジュ ンダ ブ ・ カ スリ ー が 伝え て いる 。 

「 日 の 出前 の 礼拝 を 集団 で 行っ た 者 は アッ ラー の 底 護 の も と に いる 。 

し か も アッ ラー は その 底 護 と 引き 替え に この 他 に 何 も 要求 し 給 わ ぬ 。 

な ぜ な ら も し 誰か が アッ ラー の 計 護 と 引き 替え に 何 か を 求め た と と し て も (この 場合 は 日 の 出前 
の 集団 礼拝 を し な いこ と に な る が ) アッ ラー は 全て 御存知 で ある (皮肉 な 表現 か ) 。 

そし て アッ ラー は 彼 を 地獄 の 業火 に さっ さと 投げ 込ん で し まわ れる だ ろう 」 

ジュ ンダ ブ ・ ビ ン ・ ス フ ヤ ー ン の 前 記 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる が 、 
し か し ここ で は 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 地 鉄 の 業火 に 投げ 込ん で し まわ れる だ ろう 」 と いう 一 節 に は 言 
及 し て いな い 。 


ラ カ SR US 
ファ ー ン (後に 第 三代 カリ フ ) が モス ク に 入り 一 人 


アム 
アッ 


集団 礼拝 へ の 不参加 に つい て 


何ら か の 正当 な 理由 に よっ て は 集団 礼拝 へ の 不参加 も 許さ れる こと 
1 巻 _P.445-448 


マフ ムー ド ・ ビ ン ・ ラ ビー ウ は 伝え て いる 

イト バー ン ・ ビ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 は 預言 者 の 教 友 の 一 人 で あり バド ル の 戦 に 参加 し た マデ ィ ー ナ 
出身 の 信者 ( 注 1) の 一 人 で ある ) が アッ ラー の 使徒 の 所 に や っ て 来 て こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 は 一 族 を 先導 し て 礼拝 する 立場 に あり ます が 視力 を 失っ て し まい まし た 
と ころ で も し 雨 が 降る と 私 と 彼 等 の 間 に あ る ワ ジ ( 渦 谷 ) に 洪水 が 流れ だ し 、 そ れ で 私 が 彼 等 の 
モス ク に 行っ て 彼 等 を 導い て 礼拝 する こと は 出来 な く な り ま す 。 

そこ で アッ ラー の 使徒 よ 、 ど うか あな た が 私 の 家 に 来 て 礼拝 する 場所 を 私 の 家 の 中 で 選ん で 礼拝 
し て 下さ い 。 

そう すれ ば 私 は その 場所 を 以後 礼拝 所 に する こと が で きま す 」 

する と アッ ラー の 使徒 は に こう いっ た 。 

アタ ラー が 望ま れる な ら そ の よう に し まし ょ う 」 

さて イト バー ン は さら に つづ け て こう 語っ た 。 

翌日 アッ ラー の 使徒 と アブ ー ・ バ クル が 日 も だ いぶ 高く な っ た 頃 に 私 の 所 に や っ て 来 た 。 

そし て アッ ラー の 使徒 は 家 に 入る 許可 を 求め 私 は 当然 彼 に 許可 を 与え た が 彼 は 家 に 入っ て も 座 ろ 
うと し な か っ た 。 

そし て 彼 は こう いっ た 。 

「 さ て 私 が あな た の 家 の ど こ で 礼拝 し て 欲し い の で すか 」 

そこ で 私 は 家 の 片 隅 を 指し た 。 

する と アッ ラー の 使徒 は その 場所 に 礼拝 の た め に 立ち タク ビー ル を 唱え た 。 

そし て 私 達 も 彼 の 背後 に 立っ て ニラ カー ト の 礼拝 を 捧げ た 。 

それ か ら 預 言 者 は タス リー ム を 唱え て その 礼拝 を 終え た 。 

その 時 私 達 は 彼 の た め に 用 意 し た 肉 カ レー を 食べ て も ら う べく 彼 を 引き 留め まし た 。 

そこ へ 近所 の 男 達 が や っ て 来 た の で か な り の 人 数 が 私 の 家 に 集まり まし た 。 

その 時 彼ら の 中 の 一 人 が こう いっ た 。 

ae 

それ に 答え て 一 部 の 人 々 が こう いっ た 。 

NN の 

する と アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に いっ た 。 

「 彼 の こと を その よう に いっ て は いけ な い 。 

彼 が 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は 無い 』 と いっ た こと を あな た 達 は 知っ て いる で し ょ う 。 

こう し て 彼 も また アッ ラー の ご 尊 顔 を 拝 す る こと (つま り ア ッ ラ ー の お 喜び ) を 願っ て いる こと 


に な る の で すか ら 」 

これ を 聞い て 彼 等 は こう いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー と その 使徒 の み が 最 も 良く 御存知 で ある 」 

する と 聴 和 表 の 一 人 が こう いっ た 。 

「 私 達 は 彼 (マー リク ) の 顔 と 彼 の 忠告 が (な に か と ) 偽 信 者 達 に 傾斜 し て いる こと を 知っ て い 
る だ け で す ( 注 2) 」 

ここ で アッ ラー の 使徒 は 次 の よう に いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー は アッ ラー 以外 に 神 は 無い と 唱え て アッ ラー の お 喜び を 望む 者 に は 地獄 の 業火 を 禁じ 
られ た 」 

と ころ で この ハデ ィ ー ス の 伝承 者 の 一 人 イブ ン ・ シ ハー ブ は こう 伝え て いる 。 

それ か ら 私 (イブ ン ・ シ ハー ブ ) は サー リム 族 の リー ダー の 一 人 で ある フサ イン ・ ビ ン ・ ム ハン 
マ ド ・ ア ン サ ー リ ー に この ハデ ィ ー ス に つい て 尋ね まし た 。 す る と 彼 は それ を 正しい と 認め た 。 
( 注 1) イス ラー ム の 信仰 共同 体 が 未だ 数 の 上 で も 物質 的 に も 劣勢 だ っ た 初期 の バド ル の 決戦 に 生 
命 と 財産 を 投げ うっ て これ に 参加 し た 人 々 は ムスリム 社会 の 中 で 尊 散 を 集め 高い 地位 が 与え られ 
て いる 

( 注 2) 預言 者 の 証言 の 如く マー リク は 真 の ムスリム て あっ た 。 だ が 何 か の どう に も な ら な い 事 情 
が あっ て 偽 信者 達 に 傾斜 し た 行動 が み ら れ た の で あろ うと 考え られ て いる 

イト バー ン ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

「 私 は アッ ラー の 使徒 の 所 に や っ て 来 た 」 

以下 は 前 記 ハ ディ ー ス と 同じ こと を 伝え て いる 。 

し か し 下記 の 部 分 は 違っ て いる 。 

一 人 の 男 が こう いっ た 

ドマーニ リク : ビン シン ・ ド フシ ジ シュン (また は ド ハ イ ジュ ン ) は どこ に いる 」 

また 次 の よう な 追加 表現 が み ら れ る 。 

マフ ムー ド は 次 の よう に 語っ た 。 

そこ で 私 は この ハデ ィ ー ス を 一 団 の 人 々 に 話し まし た 。 

その 中 に は アブ ー・ ア ィ ユ ー ブ ・ ア ン サ ー リ ー が いて こう いい まし た 。 

「 あ な た が 語っ た こと は 私 に は アッ ラー の 使徒 が 語っ た と は 思わ れ な い の だ が 」 

する と マフ ムー ド は 次 の よう に こう 語っ た 。 

「 そ こ で 私 は も う 一 度 イ トバ ー ン の と ころ に 出向 いて その 件 に 関し て 彼 に 問い 正 し て みる こと 
を 苫 っ た 。 

こう し て 私 は 彼 (イト バー ン ) の 所 に 再び いっ た の で す が 彼 は 大 変 年 老い て いて 視力 を 全く 失っ 
て いま し た 。 

し か し 彼 は 一 族 の イマ ー ム を 務め て お り 、 私 は 彼 の 隣り に 座り 込ん で この ハデ ィ ー ス に つい て 尋 
ね まし た 。 

その 時 彼 は 最初 に 私 に 話し て くれ た も の と 同じ ハデ ィ ー ス を 語り まし た 」 

と ころ で ズ フ リー は 次 の よう に 伝え て いる 。 


その 後 幾 多 の 義務 行為 や また 私 達 が も は や 変る こと は ある まい と 思わ れる いく つか の 命令 が 啓示 
され た ( 注 1) 。 

それ で 崩さ れ ま いと する 者 は も は や 騙さ れ な いよ うに な っ た ( 注 2) 。 

( 注 1) この ハデ ィ ー ス の も と は 極め て 初期 の も の で ある こと を 物語 っ て いる 

( 注 2) 後に な っ て し て よい こと と いけ な いこ と が 明示 され る よう に な り 、 信 者 と 偽 信 者 の 間 に は 
っ きり し た 線 が 引か れる よう に な っ た の で 、 そ の 気 に な りさ えす れ ば 信者 が 迷う 危険 が な く な っ 
た の 意 

マフ ムー ドビン シー ラビ ピー ウ は 伝え で いる 

アッ ラー の 使徒 が 私 達 の 家 の 手桶 か ら 水 を 沢 み 口 に 含ん で いま だ 小さ か っ た ( 五 才 ) 私 の 顔 

に ピュ ー と 水 を か けた (私 を 笑わ せる た め に ) こと を 私 は 今 で も 良く 覚え て いる 。 

さら に マフ ムー ド は こう いっ た 。 

イト バー ン ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 私 に 次 の よう に 語っ た 。 

私 は 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 の 目 は すっ か り 悪 く な っ て し まい まし た 」 と いっ た 。 

つい で イト バー ン は 以下 の ハデ ィ ー ス を 伝え た 。 

「 彼 (預言 者 ) は 私 達 を 導い て ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 。 

そし て 私 達 は 彼 の た め に 用 意 し た プディング ( 注 ) を 食べ て も ら う た め に 彼 を 引き 留め まし た 」 
し か し それ 以下 の 前 出 の ハデ ィ ー ス (の 追加 分 ) に つい て は 何 も 言 及 し な か っ た 。 

( 注 ) 小麦 粉 と 肉 と ナツ メ ヤ シ の 実 で つく っ た 料理 


随意 の 合同 礼拝 に 関し て 


随意 の 礼拝 を 合同 で 礼拝 し て も よい こと 、 
礼拝 に お いて 敷物 と 冠 り 物 、 着 る 物 そ の 他 の も の は 清潔 で ある こと 
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アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 伝え て いる 

彼 の 祖母 ムラ イカ (実は 母 と も 云わ れ て いる ) は 、 彼 女 が つく っ た 料理 に アッ ラー の 使徒 を 招 
いた 。 

それ で 預言 者 は それ を 食べ て か ら こ うい っ た 。 

「 さ あお 立ち な さい 。 私 は あな た 方 ご 一 家 の 祝 福 の た め に 礼拝 を し ます ( 注 ) 」 

アナ ス … ピ ジ ・ マ ー リ ク は きら に つづ け て こう いっ た 。 

そこ で 私 は 敷物 の 上 に 立ち 上 っ た 。 

だ が その 敷物 は 長い 間 使 っ た た め に 黒く な っ て いた 。 

そこ で 私 は それ を 柔 く する た め に その 上 に 水 を ふり まい た 。 

そし て アッ ラー の 使徒 は その 上 に 立ち 上 っ た 。 

それ か ら 私 と 孤児 (ダミ ー ル ・ ビ ン ・ サ アド の こと ) は 彼 の 背後 に 並ん だ が 年 寄り (アナ ス 
の ( 祖 ) 母 の こと ) は さら に 私 達 の 後に 並ん だ 。 

こう し て アッ ラー の 使徒 は 私 達 を 導い て 祝福 の ニラ カー ト の 礼拝 を 行い それ か ら 戻 っ て 行っ た 。 
( 注 ) 特に この 家 の 女 性 達 に と っ て は 預言 者 に よる 礼拝 の デモ ンス トレ イン ョ ン に 接する 良い チ 
ャ ンス と な っ た 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 人 々 の 中 で 最も 性 格 の 優れ た お 人 柄 で あっ た 。 

彼 が 私 達 の 家 に 居る 間 に 礼 拝 の 時 間 が や っ て くる と 、 彼 は 彼 の 足元 に 敷物 を 敷く こと を 命じ た 。 
その た めそ の 敷物 は 掃除 され 、 そ の 上 に 水 が ま か れ た 。 

それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は て マー ム と し て 立ち 上 が り 、 私 達 は 彼 の 後方 に 並ん で 立っ た 。 

それ か ら 彼 は 私 達 を 先導 し て 礼拝 を し た 。 

と ころ で 彼ら の 敷物 は ナツ メ ヤ シ の 枝葉 か ら つ くら れ て いた 。 

アナ ス は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 が 私 達 の 家 を 訪れ た 。 その 時 家 に は 私 と 母 と 母 の 叔母 の ウン ム ・ ハ ラー ム し か お り ま せん 
で し た 。 

そし て 預言 者 は こう いっ た 。 「 立 ちな さい 、 私 は (礼拝 時 間 以 外 の 時 間 に ) あな た が た を 導い て 
礼拝 し ます 」 

こう し て 彼 は 私 等 を 先導 し て 礼拝 し まし た 。 

と ころ で 或 る 男 が サー ビ ト (アナ ス か ら 最 初 に 直接 開い た 伝承 者 ) に こう 尋ね た 。 

「 そ の 時 預言 者 は アナ ス を 彼 の どの 位置 に 立た せま し た か 」 

する と サー ビ ト は 答え て こう いっ た 。 


「 預 言 者 は 彼 を 彼 の 右側 に 立た せま し た 」 

さて それ か ら 預 言 者 は 私 達 家 族 (アナ ス の 家族 ) の た め に 現世 と 来世 の すべ て の 良き も の が あり 
ます よう に と 祈っ た 。 

そこ で 私 の 母 は いっ た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 こ こ に あな た の 小さ な 召使 (アナ ス の こと ) が いま す 。 彼 の た め に アッ ラ 
ー に 祈っ て 下さ いま し 」 

こう し て 預言 者 は 私 の た め に 良き も の すべ て が あり ます よう に と 祈っ た ( 注 ) 。 

彼 は 私 の た め に 祈っ た 最後 に こう いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 彼 の 富 と 子供 を 増し 給え 、 彼 を 祝福 し 給え 」 

( 注 ) アナ ス は 以後 預言 者 が 他界 する まで 預言 者 の も と で 仕え た 。 

アナ ス は 百 才 以上 に な る まで 生き 、 多 く の ハ ディ ー ス を 保持 し 人 々 に 伝え た 

アナ スー ビン マー リク は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 彼 (アナ ス ) と 彼 の 母 ま た は 彼 の 叔母 を 導い て 礼拝 を 行っ た 。 

その 時 預言 者 は 私 (アナ ス ) を 彼 の 右 に 立た せ 、 女 性 達 は 私 達 の 背後 に 立た せま し た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス は また 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

預言 者 の 妻 マ イム ー ナ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 を 行っ て いた 。 

その 時 私 は 彼 の そば に いた 。 

そし て 彼 が 平伏 礼 を 行う と 時 々 彼 の 服 が 私 に 触れ た ( 注 ) が その 時 彼 は 小さ な 敷物 の 上 で 礼拝 し 
て いた 。 

( 注 ) イス ラー ム で は 女性 を 汚 ら わし いと 考え て いな い 証 拠 

アブ ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 伝え て いる 

彼 が アッ ラー の 使徒 の と ころ に 入っ て いっ た 時 彼 は 預言 者 が 敷物 の 上 で 礼拝 し て お り 、 平 伏 礼 を 
し て いる お 姿 を 目撃 し た 。 


義務 の 集団 礼拝 の 特典 に つい て 


義務 の 集団 礼拝 の 特典 と その 礼拝 を 待つ 美徳 
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アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 集 団 で 行う 礼拝 は 家 で 行う 礼拝 や 市 場 (職場 ) で 行う 礼拝 に 比べ て 二 十 数 倍 勝 っ て いる 。 
その わけ は 集団 礼拝 に 参加 する 者 は 浄 め を する 際 に は し っ か り と し た 浄 め を 行い 、 そ れ か ら モ ス 
ク ま で 出向 いて 行き 、 そ の 時 の 彼 の 行為 に は た だ 集団 礼拝 に 参加 し た い 一 心 で それ 以外 に は 何 の 
強制 も な く 、 ま た 彼 は 礼拝 を 除い て 他 の いか な る 目的 も 抱か な いか ら て ある 。 

彼 は モス ク に 向かっ て 一 歩 進む ご と に 一 段 と アッ ラー か ら の 得点 を 上 げ 、 罪 の 方 は ー つ 一 つ 消 滅 
し て ゆく うち に モス ク に 入る こと に な り ま す 。 

そし て 彼 が モス ク に 入っ た 時 彼 は 礼拝 一 筋 に 没頭 し て いる が その 際 彼 が 自分 の 礼拝 の 場 に いる 限 
り 天使 達 は 彼 の た め に 次 の よう に 祈り つづ け ま す 。 

『 お お アッ ラー、 彼 に 慈悲 を 与え 給え 、 お お アッ ラー、 彼 の 罪 を 赦し 給え 、 お お アッ ラー、 彼 の 
悔 惜 を うけ 入れ 給え 』 

こう し て 天使 達 は この 祈り を 彼 が 自ら 害 を な さ ぬ 限 り ま た 彼 の 浄 め の 状態 が 解消 みす る まで 祈り つ 
づけ る で し ょ う 」 

同様 な ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 天 使 達 は あな た 方 が 礼拝 の 場 に いる 限り 礼拝 者 の た め に 次 の よう に 祈り つづ ける で し ょ う 。 
『 お お アッ ラー、 彼 の 罪 を 赦し 給え 、 お お アッ ラー、 彼 に 慈悲 を か け 給 え 』 

か く て 浄 め の 状態 か 仙 障 消さ れず 、 彼 が 礼 振 中 で 、 そ れ に 没頭 し て いる 限り 天使 達 は この よう に 
祈り つづ け ま す 」 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 ア ッ ラ ー の 下僕 (信徒 ) が 集団 礼 振 中 で 彼 が 己 れ の 礼拝 場 に いる 限り 、 た と え 礼 拝 時 間 を 待っ 
て いる 間 で も 天使 達 は 次 の よう に いい 続け て いる 。 

『 お お アッ ラー、 彼 の 罪 を 赦し 給え 、 お お アッ ラー、 彼 に 慈悲 を か け 給 え 』 

この 天使 達 の 祈り は 彼 が 礼拝 所 を 出 て 行く か また は 彼 の 浄 め の 状態 が 解消 する まで つづ きま す 」 
そこ で 私 は こう 尋ね まし た 。 

「 浄 め の 状態 が 解消 する と は どん な こと で すか 」 

する と 預言 者 は 次 の よう に 答え た 。 

「 有 声 無声 の 放 選 に よっ て 解消 する 」 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 あ な た 方 の 誰 に つい て も いえ る こと だ が 、 礼 拝 だ けが 彼 を 引き 留め て いて 、 礼 拝 以外 に 彼 が 家 
族 の も と に 戻る こと を 防げ て いな い 限 り そ の 者 は その 間 ず っ と 礼拝 を つづ け て いる こと に な り 
ます 」 


アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 あ な た 方 の 誰 で も 、 集 団 礼 拝 の 場 で 礼拝 を 待ち な が ら 座 っ て お り 、 か つ 彼 の 浄 め の 状態 が 解消 
し な い 限 り 天 使 達 は 彼 の た め に 次 の よう に 祈り つづ け て いま す 。 

『 お お アッ ラー、 彼 の 罪 を 赦し 給え 、 お お アッ ラー、 彼 に 慈悲 を か け 給え 』」 

前 記 同様 な ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 


モス ク へ の 歩み に つい て 


モス ク ま で の 歩数 の 多 さ は 美徳 の うち 
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アブ ー・ ム ー サ ー は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 集 団 礼拝 で 最大 の 報酬 を 受け る 者 は 人 々 の うち で (モス ク か ら ) より 遠く に 住ん で いる 人 で 
あり 、 そ の 遠い 道程 を 歩い て くる 人 で ある 。 

また イマ ー ム と 一 緒 に 礼拝 する まで それ を 待っ て いる 者 は 一 人 で 礼拝 を し て それ か ら 寝 て し まう 
者 より も 報酬 を 受け る 者 と し て 一 層 優 れ て いる 」 

さて ある 伝承 者 の ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 語ら れ て いる 。 

「 イ マー ム と 一 緒 に 集団 で 礼拝 する まで (待っ て いる ) 」 

ウ バ ィ ユ ・ ビ ン ・ カ アブ は 次 の よう に 伝え て いる 

或 る 男 が いた が 私 は 彼 よ り も モス ク か ら 遠 くに 住ん で いる 者 を 他 に 知ら な い 。 

だ が 彼 は 決し て 集団 で の 礼拝 に 遅れ た こと は な か っ た 。 

それ で 彼 は 次 の よう に いわ れ た 。 

或いは 私 が 彼 に こう いっ た 。 

「 も し あな た が ろば を 一 頭 買っ た な ら ば 、 あ な た は 真 暗闇 の 中 で も 、 ま た 焼け つく 熱砂 の 中 で も 
それ に 乗る こと が で きる で し ょ うに 」 

する と 彼 は 次 の よう に いっ た 。 

「 私 は 私 の 家 が モス ク の そば に あれ ば 嬉し いと は 思わ な い 。 

私 は モス ク に 歩い て ゆく こと に より 、 ま た 自分 の 家族 の も と に 歩い て 帰る こと に より 報酬 が 私 に 
定め られ る こと を 望み ます 」 

そこ で アッ ラー の 使徒 は こう いっ た 。 

「 確 か に アッ ラー は その よう な 全て の 報酬 を あな た に お 集め 下さ っ た 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 同一 伝承 者 経路 を 経て タイ ミー に よっ て 伝え られ て いる 。 

ウ バ イィ ユ ・ ビ ン ・ カ アブ は 次 の よう に 伝え て いる 

アン サー ル の ある 男 の 家 は マデ ィ ー ナ の 中 で 最も 遠く 離れ た 所 に あっ た 。 

し か し 彼 は アッ ラー の 使徒 と 一 緒 に 行う 礼拝 に 決し て 遅れ た こと は な か っ た 。 

私 達 は 彼 に 同情 し て いた の で 私 は 彼 に こう いい まし た 。 

「 誰 々 さん 、 も し あな た が ろば を 一 頭 買 っ た な ら ば それ は 焼け 付い た 熱砂 か ら あ な た を 救っ て く 
れる で し よう 。 

また 地面 の 害虫 か ら も あな た を 守っ て くれ る で し ょ う 」 

する と 彼 は 次 の よう に いっ た 。 

「 聞 いて 下さ い 、 私 は アッ ラー に 誓っ て 、 私 の 家 が ムハンマド (預言 者 ) の 家 の 隣 り に ある こ 
と を 欲し ませ ん 」 

それ で 私 は 彼 の 言葉 を 聞き 捨て に で き な い 非常 に 不快 な も の に 感じ た の で アッ ラー の 使徒 の も と 


に 行き その こと を 告げ 口 し まし た 。 

する と 預言 者 は 彼 (その 男 ) を 呼び よせ た が 、 彼 は 預言 者 を 前 に し て 私 に いっ た こと と 全く 同じ 
こと を いっ た 。 

そし て 彼 は 彼 の 歩み (モス ク と 家 の 間 の ) の 報酬 を 望む こと を 告げ た 。 

そこ で 預言 者 は 彼 に こう いっ た 。 

「 確 か に あな た に は あな た が 期待 する も の が あり ます 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アー スィ ム に より 伝え られ て いる 。 
ジャ ー ビ ピル ピン ーー アフ ドッ ラー は 伝え て いる 

私 達 の 家 は モス ク か ら 遠 く 離 れ て いた 。 

そこ で 私 達 は モス ク に 近付く た め に その 家 を 売り た いと 思っ て いま し た 。 

し か し アッ ラー の 使徒 は 私 達 が そう する こと を 禁じ まし た 。 

そし て 次 の よう に 仰せ られ た 。 

「 モ スク へ 向かう あな た た ちの 一 歩 一 歩 に は アッ ラー の 報償 が あり ます 」 

ジャ ー ビ ピル ・ ビ ピン ・ ア プ ド ッ ラ ー は 伝え て いる 

モス ク の まわ り の 土地 が 空地 に な っ て いま し た 。 

そこ で バ ヌ ー・ サ リマ の 一 族 が モス ク の 近く に 移り 住み た いと 欲し た 。 

そし て その こと が アッ ラー の 使徒 の 耳 に 入っ た 。 それで 彼 は 彼 等 に こう いっ た 。 
「 あ な た 方 が モス ク の 近く に 移り 住 も うと し て いる こと が 私 の 耳 に 入り まし た 」 
する と 彼 等 は こう いっ た 。 

「 は い 、 そ の 通り で す ア ッ ラ ー の 使徒 様 、 確 か に 私 達 は その よう に 望み まし た 」 
そこ で 預言 者 は 二 回 線 り 返し て 次 の よう に 仰せ られ た 。 

「 バ ヌー・ サ リマ ー 族 よ 、 あ な た 方 の 今 の 家 に 住み な さい 。 

そう すれ ば あな た 方 の モス ク へ の 歩み は 精進 と し て 記録 され る で し ょ う 」 

ジャ ー ビ ピル ・ ビ ン ・ ア プ ド ッ ラ ー は 伝え て いる 

バ ヌ ー・ サ リマ ー 族 は モス ク の 近く に 移り 住む こと を 望ん で いた 。 

その 時 丁度 モス ク の まわ り の 土地 が 空い て いた 。 

そし て その こと が 預言 者 の 耳 に 入っ た 。 

そこ で 預言 者 は こう いっ た 。 

「 バ ヌー・ サ リマ ー 族 よ 、 あ な た 方 の 家 に その まま 住み な さい 。 

そう すれ ば あな た 方 の モス ク へ の 歩み は 精進 と し て 記録 され よう 」 

これ を 聞い て 彼 等 は 次 の よう に いっ た 。 

「 我 々 が モス ク の 近く に 移り 住む 喜び な ぞ 預 言 者 か ら こ の お 言葉 を 聞い た 喜び に 比べ れ ば 物 の 数 
で は な い 」 


罪 を 消す 礼拝 へ の 歩み に つい て 


礼拝 に 出向 く 歩 行 は 罪 を 消し 天国 で の 報 価 の 階段 を 登ら し め る こと 
1 巻 P.454-455 


アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

家 で 身体 を 浄 め 、 そ れ か ら ア ッ ラ ー に 対す る 義務 の 礼拝 の 一 つ を 果す た め に アッ ラー の 家 ( モ 
スク ) の 一 つ に 出向 く 者 その 者 の 歩み に は 二 歩 ある 。 

その 一 つ は 彼 の 罪 を 消し も う 一 歩 は 天国 で の アッ ラー か ら の 報酬 の 階段 を 登ら し め る 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いる 。 

また アブ ー・ バ クル の 伝承 に お いて も 預言 者 に よる 同様 の ハデ ィ ー ス が 語ら れ て いる 

「 あ な た 方 は 次 の 事 を 考え た こと が あり ます か 。 

も し 、 あ な た 方 の 誰か 一 人 の 家 の 戸 口 の 近く に 川 が 流れ て お り 、 毎 日 五 回 そこ で 身体 を 洗う な ら 
ば 何 か 不 浄 な も の が 残り ます か 」 

する と 彼 等 は こう いっ た 。 

「 い いえ 、 不 浄 な も の は 何 も 残 り ま せん 」 

そこ で 預言 者 は こう いっ た 。 

「 そ れ は あたかも 一 日 五 回 の 礼拝 の よう な も の で す 。 

アッ ラー は その 五 回 の 礼拝 に よっ て 罪 を 消し て 下さ る の で す ( 注 ) 」 

( 注 ) 罪 を 消す と いっ て も 様々 な 小 罪 を 消す 意味 で 大 罪 (殺人 、 姦通 な ど ) は 礼拝 に よっ て 消え 
る こと は な い 

使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 一 日 五 回 の 礼拝 は あたかも あ を た 方 の 家 の そ ば に 満々 と 水 を た た えて 流れ て いる 有川 が あり そこ 
で 毎日 五 回 身体 を 洗い 流す よう な も の で ある 」 

と ころ が ハサン は 次 の よう に 付け 加え て いる 。 

「 こ うす れ ば 汚れ は 何 も 残 ら な い 」 

アプ ブー・ フ ライ ラ は は 預言 者 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 

「 モ スク に 早朝 も し く は 夕方 に 、 出 向い た 者 に は アッ ラー は 彼 の た め に 天国 に お いて 早朝 も し く 
は 夕方 に 、 宴 を 用 意 し て 下さ る で し ょ う 」 


日 の 出前 の 礼拝 後 の 正座 に つい て 


日 の 出前 の 礼拝 の 後 そ の まま そこ に 正座 する こと は 美徳 で ある こと 、 及 び モ スク の 美徳 
1 巻 P.455-456 


スィ マー ク ・ ビ ピン ・ ハ ルプ は 次 の よう に いっ た 

私 (スィ マー ク ) は ジャ ー ビ ル ・ ビ ピン ・ サ ムラ に 次 の よう に いっ た 。 

「 あ な た は アッ ラー の 使徒 の お そば に 座っ て いた こと が あり ます か 」 

する と 彼 は 「 は い 何 度 も 」 と 答え て 次 の よう に いっ た 。 

預言 者 は 日 の 出前 の 礼拝 また は 早朝 の 礼拝 ( ガ ダ ー ト ) を 行っ た 後 、 太 陽 が 昇る まで その 場 に そ 
の まま 座っ て いて 立ち 上 が ら な か っ た 。 

そし て 彼 は 太陽 が 昇っ た 時 よう や く 立 ち 上 が っ た が その 間 教 友達 は ジャ ー ヒ リー ヤ (イス ラー ム 
以前 の 無明 無道 時 代 ) に 関す る 話 を し て は 大 声 で 笑っ て いた ( 注 ) 。 

その 間 預 言 者 は た だ ほほ えん で いる だ け で し た 。 

( 注 ) 教 友 達 は 皆 ジ ャ ー ヒ リー ヤ か ら イ スラ ー ム 時 代 に か け て 生き た 人 々 で ある 。 

彼 等 が イス ラー ム か ら そ れ 以 前 の 時 代 を 眺め た 時 、 そ の 大 き な 違 い に 気 付き 大 声 で 話し 、 か つ 笑 
っ て いた の だ ろう が この 彼 等 の 姿 を 預言 者 は 満足 そえ うに か た わら で 見 て いた と いう こと 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 次 の よう に 伝え て いる 

預言 者 は 日 の 出前 の 礼拝 を 行っ た 後 、 太 陽 が 充分 高く 昇る まで その まま そこ に 正座 し て いた 。 
同様 の ハデ ィ ー ス が スィ マー ク に よっ て 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる 。 

し か し ここ で は 「 充 分 に 高く ..…」 と は 伝え て いな い 。 

アプ ブー・ フ ライ ラ は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 

アッ ラー に と っ て 最も 愛す べき 場所 柄 は その 地 に ある モス ク で あり 最も 嫌い な 所 は その 地 に ある 
市 場 で ある 。 


イマ ー ム の 資格 に 関し て 


イマ ー ム と し て 誰が 適格 か 
1 巻 P.456-458 


ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 
人 が 三 人 集 まっ た と すれ ば その うち の 一 人 が イマ ー ム と な りな さい 。 
そし て イマ ー ム と し て の 適任 者 は 彼 等 の な か で 最も クル アー ン を 上 手 に よむ 者 で ある 。 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て カタ ー ダ に より 伝え られ て いる 。 
この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー・ サ イー ド に よっ て も 伝え られ て いる 。 
アプ ブー・ マ スウ ー ド ・ ア ン サ ー リ ー は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 ク ルアー ン を よむ こと に 最も 熟達 し た 者 が まず 人 々 の イマ ー ム と な る 。 
も し 彼 等 が クル アー ン の 読 謀 に お いて 同じ で あれ ば スン ナ (預言 者 の 慣行 ) を 最も よく 知っ て い 
る 者 が イマ ー ム と な る 。 
も し 彼 等 が スン ナ に お いて も 同じ 知識 で ある な ら ば 最も 早く ヒジ ュ ラ (マッ カ か ら マ ディ ー ナ へ ヘ へ 
の 移住 ) を し た 者 が イマ ー ム と な る ( 注 1) 。 
も し 彼 等 が ヒジ ュ ラ に お いて 同時 な ら ば より 早く イス ラー ム に 改宗 し た 者 が イマ ー ム に な る 。 
また 誰 も 権力 の 座 に ある 人 (領主 、 統 治 者 な ど ) を 従え て 礼拝 を 先導 する こと は 許さ れ な い ( 
注 2) 。 
また 誰 で も その 家 の 主 人 の 許し な くし て 上 座 に 座っ て は いけ な い 」 
と ころ で アシ ャ ッ ジ ュ は 彼 の 伝承 の 中 で "より 早く イス ラー ム に 改宗 し た "と いう 部 分 を "より 年 を 
し た "と 伝え て いる 。 
( 注 1) マデ ィ ー ナ の 信徒 (アン サー ル ) は ヒジ ュ ラ する こと は な か っ た の で 彼 等 は 除外 され て い 
る の で は な いか と いう 疑問 が 持た れる が 、 こ れ は マッ カ 出 身 の 初期 の 信徒 の 間 で イマ ー ム を 誰 に 
決め る か と いう 特定 ケー ス と 考え られ る 
( 注 2) イス ラー ム 初 期 で は 政治 的 リー ダー と 宗教 上 の リー ダー は 同一 人 物 で ある こと が 多かっ た 
勿論 この 際 に 領主 や 統治 者 に 人 々 の 礼拝 を 導く だ け の 宗教 的 知識 と 権威 が 充分 に 具 わ っ て いる こ 
と が 前 提 に な る 。 
また リー ダー に は 既に 現在 、 イ マー ム の 座 に ある 人 と いう 解釈 も ある 。 
そう いう 人 の 許可 な し に お し の け て 先導 する こと を も 戒め て いる 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アア マシ ュ に より 伝え られ て いる 。 
アブ ー・ マ スウ ー ド は アッ ラー の 使徒 が 次 の よう に 彼 等 に 語っ た と し て 伝え て いる 
「 ま ず ク ルアー ン を 最も 熟知 し その 読 論 に お いて 最も 熟達 し た 者 が 人 々 の イマ ー ム と な る 。 
も し 彼 等 が 読 論 に お いて 同じ レベ ル で あれ ば 最も 早い 時 期 に ヒビ ジュ ラ を し た 者 が イマ ー ム と な る 
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も し 彼 等 が ヒビ ジュ ラ に お いて 同時 で ある な ら ば より 年 を し た 年 配 者 が イマ ー ム と な る 。 


また あな た は 他人 の 家 の 中 で 、 ま た は 相手 が 権力 者 で ある 場合 に は 決し て 彼 を 導い て イマ ー ム 
と な っ て は な ら な い 。 

また 他人 の 家 に お いて 彼 が あな た に 前 も っ て 許可 を 与え な い 限 り 、 も し く は あな た の 方 か ら 彼 の 
許可 を 得 な い 限 り 彼 が すわ る 席 に すわ っ て は な ら な い 」 

マー リク ・ ビ ン ・ フ ワイ リス は 伝え て いる 

私 達 は アッ ラー の 使徒 の 所 に や っ て 来 ま し た 。 

その 時 私 達 は 皆 同 年 代 の 若者 で し た 。 

そし て 私 達 は 預言 者 と と も に 二 十 夜 を 過 し まし た 。 

アッ ラー の 使徒 は 大 変 優し く 思 いや り の ある お 方 で あり 私 達 が 家族 を 恋し が っ て いる の で は な い 
か と 心配 され て 私 達 が 残し て きた 家族 の こと に つい て お 尋ね に な り ま し た 。 

そこ で 私 達 は 家族 の こと を 彼 に 話し まし た 。 

する と 預言 者 は 次 の よう に 申 さ れ た 。 

「 あ な た 方 は 家族 の も と に 戻り な さい 。 

そし て 彼 等 と 一 緒 に 暮し な さい 。 

そし て 彼 等 に 信仰 と イス ラー ム に 関す る こと を 教え な さい 。 

また 彼 等 に は 善い こと を 説き 勧め な さい 。 

そし て 礼拝 の 時 刻 が 来 た な ら ば あな た 方 の うち の 一 人 が アザ ー ン を 詠唱 し な さい 。 

それ か ら あ な た 方 の 中 で 一 番 の 年 配 者 が イマ ー ム を つと め な さい 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アイ ユー ブ に より 伝え られ て いる 。 

アブ ー・ ス ライ マー ン (マー リク ・ ビ ン ・ フ ワイ リス ) の 別 の 伝承 で は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は 人 々 と 一 緒 に いる アッ ラー の 使徒 の も と に や っ て 来 ま し た 。 

その 時 私 達 は 皆 同 年 代 の 若者 で あっ た 。 

この ハデ ィ ー ス の 残り の 部 分 は 前 述 の ハデ ィ ー ス と 同じ で ある 。 

マー リク ・ ビ ン ・ フ ワイ リス は 伝え て いる 

私 は 私 の 友人 の 一 人 と 一 緒 に 預言 者 の も と に や っ て 来 ま し た 。 

そし て 私 達二 人 が 彼 の も と か ら 帰 ろう と し た 時 彼 は こう いっ た 。 

「 礼 拝 の 時 刻 が 来 た 時 は 、 ま ず ア ザー ン を 詠唱 し それ か ら イ カー マ を 唱え な さい 。 

そし て あな た 方 の うち 年 配 の 方 が イマ ー ム と な りな さい 」 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ て いる が それ に は 次 の 言葉 が 付け 加え られ て 
いる 。 

* 彼 等 一 人 は クル アー ン の 読 論 に お いて 同じ で あっ た " 


礼拝 中 の クヌート に つい て 


ムスリム 達 に 災難 が 降り か か っ て きた 時 に は 全て の 礼拝 に お いて クヌート (祈願 と 呪い ) を 唱え 
る こと が 好ま し いこ と 
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アフ ーー フラ イラ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 の 礼拝 の 際 に クル アー ン の 読 謡 を 終え て 屈 身 礼 に 入り その 後 タ クビ ー 
ル を 唱え て 頭 を 上 げた 時 次 の よう に 唱え た 。 

「 ア ッ ラ ー は 讃 美 す る 者 の 声 を 聞き 届け 給 う 、 わ れ ら の 主 よ 、 称 讃 は あな た に の み 」 

それ か ら 彼 は 立っ た まま で 続け て 次 の よう に いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 ワ リー ド ・ ビ ン ・ ワ リー ド ( 注 1) を 救い 給え 、 サ ラマ ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム ( 
注 2) を 救い 給え 、 ア ィ ヤ ーシュ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ラ ビー ア ( 注 3) を 救い 給え 、 ま た ムスリム の 
内 で も 弱い 立場 に あり 無力 な が 人々 ( ム ス タ ダ アフ ィ ー ン ) を 救い 給え 。 

お お アッ ラー、 厳 しく ム ダル 族 ( 注 4) の 者 を 踏み つけ 給え 、 ま た 彼 等 に は 預言 者 ユー ス フ の 時 代 
の 人 錠 健 を 与え 給え 、 お お アッ ラー、 リ フ ヤ ー ヌ 族 ( 注 5) と リウ ル 族 ( 注 6) と ザク ワー ヌ 族 ( 注 6 
) と ウサ イヤ 族 ( 注 6) の それ ぞ れ に 呪い を か け 給 え 、 げ に 彼 等 は アッ ラー と その 使徒 に 痛い た の 
で す 」 

それ か ら 預 言 者 は 次 の クル アー ン の 一 節 が 啓示 され た 時 か ら 前 述 の クヌート (祈願 と 呪い ) を 止 
め た と いう 知ら せ が 私 達 の 耳 に 入り まし た 。 

「 ア ッ ラ ー が 彼 等 に 哀 み を か ける の か それ と も 懲罰 を 下す の か は 液 (預言 者 ) に 関わ る こと で は 
な い 。 も っ と も 彼 等 は 罪深い 者 達 で ある こと は 確か で ある が 」 (クル アー ン 第 3 章 128 節 ) 

( 注 1) バド ル の 戦 で 捕虜 と な る 。 

その 後 マ ッ カ に 帰っ て イス ラー ム に 改宗 その た め 投 獄 さ れ 様 々 な 扶 問 を うけ る 。 

イス ラー ム の 剣 ハ ー リ ド の 兄弟 

( 注 2) イス ラー ム 初 期 の 敵 マ ッ カ の クラ イシ ュ 族 の 頭目 アブ ー・ ジ ャ ハル の 兄弟 、 イ スラ ー ム に 
は 極 く 初期 に 改宗 する が マッ カ の 多神教 徒 に よっ て 様々 な 残虐 行為 を こう むる 

( 注 3) アブ ー・ ジ ャ ハル の 義理 の 兄弟 、 初 期 の 改宗 者 で 様々 な 試練 を うけ る 

( 注 4) 最も 激しく イス ラー ム に 敵対 し た 部 族 

( 注 5) ヒジ ュ ラ 四 年 に 預言 者 が 流通 し た 六 人 の クル アー ン 読 論者 を 死に 至ら し め た 部 族 

( 注 6) これ ら の 部 族 は 彼 等 の 要請 を うけ て 預言 者 が 通わ し た 巧 十 人 の クル アー ン 読 詩 者 を 裏切っ 
て 殺害 し た 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー・ フ ライ ラ に よっ て 伝え られ て いる が それ は 次 
一 節 ま で で ある 。 

「 ま た 彼 等 に は 預言 者 ユー ス フ の 時 代 の 角 伴 を 与え 給え 」 

ーー サラ マ は アデ アー ララ イラ が 次 の よう に 語っ た と し で 伝え で いる 

預言 者 は 屈 身 札 の 後に 祈願 と 呪い を 一 ヶ月 間 つ づけ て 行っ た 。 


彼 は 「 ア ッ ラ ー は 讃 美 す る 者 の 声 を 聞き 届け 給 う 」 と 唱え た 後 で 次 の よう に いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 ワ リー ド ・ ビ ン ・ ワ リー ド を 救い 給え 、 お お アッ ラー、 サ ラマ ・ ビ ン ・ ヒ シャ 
ー ム を 救い 給え 、 お お アッ ラー、 ア イヤ ーシュ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ラ ビー ア を 救い 給え 。 

お お アッ ラー、 信仰 深 き 者 達 の うち 無力 で 非力 な 弱い 立場 に ある 者 達 ( ム ス タ ダ アフ ィ ー ン ) を 
救い 給え 。 

お お アッ ラー、 ム ダル 族 の 者 を 厳し く 踏み つけ 給 え 、 ま た 彼 等 に は 預言 者 ユー ス フ の 時 代 の 人 錠 鮭 
を 与え 給え 」 

また アブ ー・ フ ライ ラ は さら に 次 の よう に 伝え て いる 。 

それ か ら 私 は アッ ラー の 使徒 が その 後 こ の 祈願 と 呪い (クヌート ) を や め た こと を 知り こう いい 
まし た 。 

「 私 は アッ ラー の 使徒 が 確か に 彼 等 (非力 な 人 々 ) の た め に 祈願 する こと を 止め た と ころ を 見 た 
」 

その よう な わけ で アブ ー・ フ ライ ラ は (人 々 に よっ て ) 次 の よう に いわ れる こと に な っ た 。 

「 あ な た は 預言 者 に よっ て 祈願 を 受け た 人 々 が (迫害 を 逃れ て ) や っ て 来 た (実際 に 救 わ れ た ) 

と ころ を 見 な か っ た か (見 た で し ょ う ) 」 

伝承 者 アブ ー ・ サ ラマ は アブ ー ・ フ ライ ラ が 彼 に 次 の よう に 知ら せ た と し て 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 夜 の 礼拝 中 に 「 ア ッ ラ ー は 彼 を 讃 美 する 者 の 声 を 聞き 届け 給 う 」 と 唱え それ か 
ら 平 伏 礼 に 入る 前 に 次 の よう に いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 ア イヤ ーシュ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ラ ビー ア を 救い 給え 」 

それ か ら こ の ハデ ィ ー ス の 残り の 部 分 は "ユー ス フ の 時 代 の よう な "と いう 一 節 ま で は 前 述 の ハデ ィ 
ー ス と 同じ で ある が その 後 の 部 分 は 何 も 伝 えて いな い 。 

アブ ー・ サ ラマ ・ ピ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は アブ ー ・ フ ライ ラ が 次 の よう に 語っ た と し て 伝 
えて いる 

「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 、 あ な た 方 と と も に 私 は アッ ラー の 使徒 の 礼拝 に 最も 近付き た い 」 

そし て アブ ー・ フ ライ ラ は 昼過ぎ の 礼拝 と 夜 の 礼拝 と 日 の 出前 の 礼拝 に お いて 祈願 と 呪い を 唱 

えた 。 

信者 の た め に は 祈願 し 無 信仰 者 に 対し て は 呪い を か けた 。 

アナ スー ピン ジン ・ マ ー リ ク は 伝え で て いる 

アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 の 礼拝 に お いて マウ ー ナ の 泉 (の 戦 ) で 教 友達 を 殺し た 者 達 を 三 十 日 
間 呪 い 、 アッ ラー と その 使徒 に 背 い た リウ ル 族 と ザク ワー ヌ 族 と リフ ヤー ヌ 族 と オ サ イ ヤ 族 を ( 
三 十 日 間 ) 呪っ た 。 

さら に アナ ス は つづ け て こう いっ た 。 

アッ ラー は マウ ー ナ の 泉 で 殺さ れ た 人 々 の た め に クル アー ン の 一 節 を 下 し 給 う た 。 

私 達 は それ が その 後 取 消し を うけ る まで それ を 読 議 し て いま し た 。 

さて その 一 節 と は 次 の よう な 言葉 で し た 。 

「 人 々 に 次 の 便り を 伝え な さい 。 

確か に 私 達 は われ ら の 主 に お 会 いし た 。 


そし て 主 は 私 達 に 満足 され 、 私 達 は 主 に 満足 し まし た ( 注 ) 」 
( 注 ) この 意味 に 相当 する クル アー ン の 節 は 5 章 122 節 、9 章 101 節 、.… など で あ る 
ムハンマド は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は アナ ス に アッ ラー の 使徒 が 日 の 出前 の 礼拝 に お いて 祈願 と 呪い を 唱え た か どう か 尋ね た 。 
する と 彼 は 「 は い 屈 身 礼 の 後 し ば らく の 間 」 と 答え た 。 
アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 の 礼拝 で 屈 身 礼 の 後 、 祈 願 と 呪い の 言葉 を ー ヶ 月 間 唱 えて いた 。 
彼 は リウ ル 族 と ザク ワー ヌ 族 を 呪い 「 オ サイ ヤ 族 は アッ ラー と その 使徒 に 背 い た 」 と いっ て いた 
アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 の 礼拝 の 屈 身 礼 の 後に 祈願 と 呪い の 言葉 を 一 ヶ月 間 唱 えて いた 。 
そし て 彼 は オ サ イ ヤ 族 を 呪っ て いま し た 。 
ー ス ィ ム は 次 の よう に 伝え て いる 
私 は アナ ス に 祈願 と 呪い (クヌート ) は 屈 身 礼 の 前 に 唱え られ た の か それ と も その 後に 唱え られ 
た の か を 尋ね た 。 
する と 彼 は 「 屈 身 礼 の 前 だ っ た 」 と 答え た 。 
そこ で 私 は 彼 に 「 人 々 は アッ ラー の 使徒 が 屈 身 礼 の 後に 祈願 と 呪い を 唱え た 」 と 主張 し て いる 
と いっ た 。 
する と 彼 は 「 ア ッ ラ ー の 使徒 が ー ヶ 月 間 祈願 と 呪い を 唱え て いた 」 と し 「 彼 の 教 友達 の うち で ク 
ッ ラ ー (クル アー ン 読 調 者 ) と 呼ば れる 人 々 の 多く を 殺し た 者 達 を 呪っ て いた 」 と いっ た ( 注 ) 
( 注 ) つま り 屈 身 礼 の 前 に 呪っ て いた こと に な る 。 
この 立場 は ハナ フィ ー 法 学派 が 支持 し て いる 見 解 で ある 
アー スィ ム は アナ ス が 次 の よう に いっ た と し て 伝え て いる 
私 (アナ ス ) は マウ ー ナ の 泉 の 戦 で 戦死 し た 七 十 名 の クッ ラー (クル アー ン 読 詩 者 ) と 呼ば れ た 
者 達 に 対す る 、 ア ッ ラ ー の 使徒 の 悲し みよ う は 、 こ れ ま で の いか な る 小隊 の 壊滅 で も 一 度 も 見 た 
こと が あり ませ ん で し た 。 
それ で 預言 者 は ー ヶ 月 間 彼 等 を 殺し た 人 々 を 呪い 続け た 程 で し た 。 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アナ ス に よっ て 伝え られ て いる 。 
し か し ここ で は 部 分 的 に は 多少 の 省略 と 付加 され た 部 分 が み ら れ る 。 
アナ ス ・ ピ ビン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 
預言 者 は ー ヶ 月 間 祈願 と 呪い の 言葉 を 唱え つづ け リ ウル 族 と ザク ワー ヌ 族 と オ サ イ ヤ 族 を 呪っ て 
いた 。 
同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て アナ ス に よっ て 伝え られ て いる 。 
アナ ス は 次 の よう に 伝え て いる 
アッ ラー の 使徒 は ー ヶ 月 間 祈 願 と 呪い を つづ け ア ラブ 部 族 の うち の いく つか の 部 族 を 呪っ て いた 


し か し その 後 彼 は 呪い を 中 止 し た 。 

バラ ー ウ ・ ビ ン ・ ア ー ズ ィ ブ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 の 礼拝 と 日 没後 の 礼拝 中 に 祈願 と 呪い の 言葉 を 唱え て いた 。 

バラ ー ウ は 次 の よう に 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 日 の 出前 の 礼拝 と 日 没後 の 礼拝 に お いて 祈願 と 呪い を 唱え て いた 。 

クジ ラ ァ ーー フィ ピン イー マー ウキ ギラ ァ ー リ ーー は 次 の よう に 伝え で いる 

アッ ラー の 使徒 は 礼拝 中 に 次 の よう に いっ た 。 

「 お お アッ ラー、 リ フ ヤ ー ヌ 族 と リウ ル 族 と ザク ワー ヌ 族 と オ サ イ ヤ 族 を 呪い 給え 、 彼 等 は ア 
ッ ラ ー と その 使徒 に 痛 き まし た 。 

ギフ ァ ー ル 族 ( 注 ) に つい て は アッ ラー は 彼 等 を 許し まし た 。 

アス ラム 族 に つい て は アッ ラー は 彼 等 を お 守り 下さ っ た 」 

( 注 ) 彼 等 は イス ラー ム に 改宗 する 以前 は 巡礼 者 を ね ら っ て 追 剥 を し て いた 

ク フ ァ ー フ ・ ビ ン ・ イ ー マ ー ウ は 伝え て いる 

アッ ラー の 使徒 は 屈 身 礼 を 行い それ か ら 頭 を 上 げ て こう いっ た 。 

「 ギ ファ ー ル 族 に つい て は アッ ラー よ 、 彼 等 を 許し 給え 。 

また アス ラム 族 に つい て は アッ ラー よ 、 彼 等 を お 守り 下さ い 。 

そし て ウサ イヤ 族 に つい て は 彼 等 は アッ ラー と その 使徒 に 背 き まし た 。 

お お アッ ラー、 リ フ ヤ ー ヌ 族 を 呪い 給え 、 ま た リウ ル 族 を 呪い 給え 、 ま た ザク ワー ヌ 族 を 呪い 
給え 」 

そし て 預言 者 は 平伏 礼 に 移り まし た 。 

さて ク フ ァ ー フ は さら に つづ け て こう 伝え た 。 

こう し て その 後 、 無 信仰 者 達 へ の 呪い が 是認 され る に 到 っ た 。 

同様 の ハデ ィ ー ス が 別 の 伝承 者 経路 を 経て ク フ ァ ー フ ・ ビ ン ・ イ ー マ ー ウ に よっ て 伝え られ て 
いる 。 

し か し ここ で は "か くし て 無 信 仰 者 達 へ の 呪い が 是認 され る に 到 っ た "と いう 一 節 は 伝え な か っ た 。 


礼拝 を た 失 し た 時 に つい て 


礼拝 の 機会 を た 失 し た 時 の 償い 。 ま た 、 そ れ に 気付 いた 時 、 速 や か に 礼拝 を 挙行 すべ きこ と 
1 巻 P.463-470 


アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる アッ ラー の み 使 い は ハイ バル の 遠征 か ら 帰 る 時 、 一 晩 中 旅 を 続け 
られ た 。 そ し て 彼 が 眠気 を も よう され た 時 、 休 上 息 の た め 乗 り 物 か ら 降 り て (従者 の ) ビラ ー ル 
に 「 今 夜 わ れ わ れ の た め に 監視 に 立て 」 と 言わ れ た 。 ビ ラー ル は アッ ラー の み 使 いと 彼 の 親友 た 
ち が 眠 っ て いる 間 に (安全 を 確認 し つつ ) 出来 る だ け 礼 拝 を 行っ た 。 夜 明け が 近く な っ た 時 、 彼 
は 太陽 が 昇る 方 向 を むき 彼 の らく だ に 寄り 掛か っ た 。 彼 は そう し て いる うち に 何時 し か 眠っ て 
し まっ た 。 そ し て 、 太 陽 が 彼 等 の 上 を 明る く 照 すま で 、 預 言 者 も ビラ ー ル も また 他 の 教 友 た ち も 
誰 一 人 目 を 覚まさ な か っ た 。 彼 等 の 中 で 最初 に 起き た の は アッ ラー の み 使 いで あっ た 。 み 使い 
は (日 の 出 に ) 気がつく と お 立ち に な っ て 「 ビ ラー ル は 何処 か 」 と 言わ れ た 。 ビ ラー ル は 「 お 
お アッ ラー.…、 た と え 私 の 父母 を 身 代 り と し よう と も 、 ど うか アッ ラー の み 使 い を お 護り 下さ い 
ます よう .… (と 祈っ た 後 ) 、 あ な た は 眠気 を も よう され て 眠ら れ ま し た 。 私 も それ に 勝て ず 眠 っ 
て し まい まし た 」 と 言っ た 。 み 使 い は 「 ら くだ を 引い て まい れ 」 と お 命じ に な っ た 。 それから 人 
々 は 少し 離れ た 位置 に 移動 し た ( 注 1) 。 そ こ で アッ ラー の み 使 い は 汰 浴 さ れ 、 ビ ラー ル に 礼拝 の 
挙行 を 告げ させ た 。 そ し て 人 々 の 先 に 立っ て 朝 の 礼拝 を 挙行 され た 。 礼拝 終了 後 、 み 使い は 「 誰 
で も 礼拝 の 機会 を 失 し た 者 は 、 そ れ に 気付 いた 時 に 礼拝 せよ 。 ア ッ ラ ー は 「 わ れ を 心 に 抱い て 礼 
拝 の 務め を 守れ 」 (クル アー ン 第 20 章 14 節 ) ( 注 2) 」 と 申 さ すれ た 。 ユ ー ヌ ス は 「 イ ブン ・ シ ハー 
ブ は その 一 節 を "記憶 し て (礼拝 の 務め を 守れ ) "の よう に 常々 読 唱 し て いた 」 と 言っ た 。 
RDA A NR TO RMB RE 
る ( 注 2) 礼拝 を 忘れ ず に 務め 守る の は 常に アッ ラー を 心 に 抱い て いる と いう こと で も ある ア 
A PP 
で 眠っ て し まい ) 太陽 が 昇る まで 目 が 覚め な か っ た 。 み 使い は 、 め い め い 乗 り 物 の 手綱 を 取っ 
て (この 場所 を 出る よう ) 申 さ れ た 。 この 場所 に は 既に 悪魔 が 訪れ て われ われ に つき まとっ て い 
る か ら で あ る ( 注 ) 。 一 同 そ の 言葉 に 従っ た 。 そ れ か ら み 使い は 水 を 要求 し 洒 浴 され て か ら 二 
ラ カ ー ト の 礼拝 を 行わ れ た 。 ヤ ー ク ー ブ は 「 そ れ か ら 彼 は 二 回 叩 頭 され た 。 その 後 " ア ッ ラ ー は 偉 
大 な り " と いう 言葉 が 唱え られ 、 朝 の 礼拝 の 始ま り が 告げ られ た 。 み 使い は (人 々 を 先導 され て ) 
朝 の 礼拝 を 済ま され た 」 と 言っ た 。 

( 注 ) そこ は 皆 が 眠り こん で 礼拝 を た 失っ て し まっ た 場所 で ある と 同時 に 、 前 述 同様 、 不 浄 の 場 と 
化し た の を 意味 する アブ ー・ カ ター ダ は 伝え て いる アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 は 夕刻 か ら 夜 
に か け て 旅行 し 、 朝 、 水 の ある 所 に 到着 する よう に する が よい 」 と 説教 され た 。 そ こ で 人 々 は 他 
の 者 に か まう こと な く 旅 を し た 。 時 に 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 深 夜 、 乗 り 物 に 乗っ て 旅 を され た こ 
と が あっ た 。 私 が み 使 い の 側 に お り ま し た 時 、 彼 は 居眠り を され らく だ の 上 で 片側 に 傾 か れ た 。 
私 は 近寄っ て 彼 が ね むり を 覚まさ な いよ う 気 を 配っ て 支え 、 ら くだ の 背 に 安定 させ た 。 彼 は 旅 を 
続け られ 、 夜 も 大 分 ふけ た 頃 に (再び ) 乗り 物 の 上 で 傾 か れ た 。 私 は お 側 に 寄っ て 彼 を 目覚 め さ 


せな いよ うそ っ と 支え て その 背 に 安定 させ た 。 彼 は な お も 旅 を 続け られ た 。 ピ 明け 方 近く に な っ て 
(今度 は ) 前 の 二 回 より 更に 大 きく 片側 に 傾 か れ 、 ら くだ か ら 落 ち そ うに な っ た 。 私 は か け 寄 
っ て 彼 を 支え 頭 を 起 し て 差し 上 げた 。 彼 は 「 誰 で すか 」 と 申 さ れ た 。 私 は 「 ア ブー・ カ ター ダ 
で す 」 と 言っ た 。 み 使い は 「 あ な た は どの くら い の 間 私 と 一 緒 に 歩い て いる の で すか 」 と 言わ 
れ た 。「 私 は 一 晩 中 歩き 続け て お り ま す 」 と 言っ た 。 彼 は 「 あ な た が 彼 (アッ ラー) の み 使 い 
を 守っ た よう に 、 ア ッ ラ ー が あな た を お 守り 下さ る よう に ..…」 と 私 の こと を 祈っ て 下さ れ た 。 そ 
し て 再び 「 あ な た は われ われ が 人 々 か ら は ぐれ て し まっ た と 思い ます か 」 と 言わ れ 、 続 いて 「 あ 
な た は 誰か を 見 まし た か 」 と 申 さ れ た 。 私 は 「 こ こ に らく だ に 乗っ た 者 が お り ま す 」 と 言っ た 。 
私 は 再び 「 そ こ に も らく だ に 乗っ た 者 が お り ま す 」 と 言っ た 。 わ れ わ れ が 集 っ て 見 る と らく だ 
に 乗っ た 者 七 人 だ け で あっ た 。 それから アッ ラー の み 使 い は 幹線 道路 を 少し は ず し た 所 で 休息 の 
た め に 横 た わ ら れ て 「 諸 君 、 礼 拝 を 守ら ね ば な ら ぬ 」 と 申 さ れ た 。 (だ が 人 々 は 皆 眠 っ て し ま 
っ た 。 そして) 最初 に 目 を 覚まさ れ た の は アッ ラー の み 使 いで あっ た 。 その 時 、 太陽 は 既に 昇り 
始め 彼 の 背 を 照ら し て いた 。 われ われ は 驚い て 起き 上 っ た 。 彼 は 「 乗 れ 」 と 言わ れ た 。 一同 らく 
だ に 乗っ て 進ん だ 。 そ し て 太陽 が (完全 に ) 昇り きっ た 時 、 み 使い は 乗り 物 か ら 降 り 、 私 が 携帯 
し て いた 水差し を 要求 され た 。 そ れ に は いく ら か の 量 の 水 が 入 っ て いた 。 彼 は 通常 の 洒 浴 と 比べ 
る と 、 それ は 比較 に な ら な い 程 少量 の 水 で それ を 済ま され た 。 その 水差し の 中 に は な お 若干 の 量 
の 水 が 残 っ て いた 。 み 使い は アブ ー・ カ ター ダ に 「 そ の 水差し の 水 を と っ て お く よ う に 、 そ れ に 
は (それ を めぐ っ て ) 一 つの 話 が 生ま れる で あろ う 」 と 言わ れ た 。 その 後 、 ビ ラー ル が アザ ー 
ン (礼拝 の 時 刻 を 告げ る こと ) を 唱え た 。 ア ッ ラ ー の み 使 い は まず ニラ カー ト を 行わ れ 、 そ れ か 
ら 彼 が 毎日 され る よう に 朝 の 礼拝 を 挙行 され た 。 み 使い が 乗り 物 に 乗ら れる と われ われ も (めい 
めい の 乗り 物 に ) 乗っ た 。 一 同 の 中 の 幾 人 か は 彼 等 の 不 注意 で 礼拝 を 失 し 、 不 散 を は た らい て 
し まっ た こと に つい て 互い に (後悔 の の ) つぶ や き を 交 し て いた 。 す る と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 
あな た 方 は 私 の 日 常 生活 の 中 か ら 規 範 を 得 て は いな い の で すか 」 と 言わ れ た 。 そ し て 、「 眠 っ て 
し まっ た 場合 は 怠慢 で は な い 。 (まこ と の ) 人 怠慢 は 今 挙 行 す べき 礼拝 を 別 の 礼拝 の 時 刻ま で 意図 
的 に 延び すこ と で ある 。 (眠り 、 あ る い は 避け 難い 理由 で ) 礼拝 を た 失 し た 者 は それ に 気付 いた 時 
に 行う が 良い 。 そ れ が 翌日 に な っ て し まっ た 場合 に は 定め られ た 礼拝 の 時 に 挙行 せよ 」 と 申 さ 
れ た 。 それから み 使 い は の ろ の ろ し て いる 人 々 を 引き 離し て し まわ れ て 、「 あ な た 方 は 彼 等 ( 後 
れ た 人 々 ) が 私 達 の こと を どの よう に 言っ て いる と 思い ます か 」 と 言わ れ た 。 (一 方 ) 後 れ た 人 
々 は 預言 者 が 彼 等 の 間 に い な い の に 気付 き 始 め た 。 ア ブー・ バ クル と ウマ ル は 「 ア ッ ラ ー の み 使 
い は あな た 方 の 後に 居 ら れる に 違い な い 。 み 使い は あな た 方 を 置き 去り に は な さら な い 」 と 言 
っ た 。 し か し 人 々 は 「 ア ッ ラ ー の み 使い は あな た 方 の 前 に 居 ら れ ま す 。 それで 、 も し 後 れ た 人 々 
が アブ ー・ バ クル と ウマ ル に 従っ て 行け ば 道 を 誤る こと は な いで あろ う 」 と 言っ た 。 わ れ わ れ 
は (その 二 人 に 従っ て ) 道 を 急ぎ 、 前 の 人 々 に 追い つい た が その 時 は 既に 太陽 が 昇っ て か ら か な 
り の 時 間 が 経過 し て いて 、 す べ て の 物 は (太陽 の 熱 で ) 熱く な っ て いた 。 彼 等 ( 教 友 た ち ) 
は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ ..…、 わ れ わ れ は 忠 が 連 い て 死に そう で す 」 と 言っ た 。 彼 は 「 あ な た 方 は 
死に は せ ぬ 」 と 申 さ れ 、 更 に 「 私 の 小 コ ッ プ を 持っ て 来 な さい 」 と 言わ れ た 。 それから 彼 は 例 の 
水差し を 要求 され 、 ア ブー・ カ ター ダ に 、 一 同 に 飲ま せる よう に と 言っ て その 小 コ ッ プ に 水 を 注 


が れ た 。 人 々 は 水差し に 水 が あ る の を 知る と 押し 合っ て (われ 先 に 飲も うと し た 。) アッ ラー の 
み 使 い は 「 一 同 、 節 度 を 保つ が よい 。 水 は 皆 に 与え られ る の だ 」 と 言わ れ た 。 人 々 は 彼 の 言葉 を 
護 聴 し 従っ た 。 み 使い は 小 コ ッ プ に 水 を 満た し て 与え 続け 、 残 る は 私 と み 使 い 二 人 だ け で あっ た 
。 彼 は コッ プ に 水 を 注ぐ と 私 に 「 飲 みな さい 」 と 言わ れ た 。 私 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 私 は あ 
な た が お 飲み に な る まで は 飲み ませ ん 」 と 言っ た 。 み 使い は 「 人 々 の 奉仕 者 は 一 番 最後 に 飲む 」 
と 申 さ れ た 。 私 は 飲ん だ 。 アッラー の み 使 いも また お 飲み に な っ た 。 こ うし て 一 同 は 気力 を 回 復 
し 水 の あ る 場所 に 無事 到達 出来 た 。 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ ラ バー フ は 「 私 は この ハデ ィ ー ス 

を (クー ファ の ) 偉大 な モス ク で 話す で あろ う 」 と 言っ た 。 そ の 時 、 イ ムラ ー ン ・ ビ ン ・ フ サイ 
ン が 「 お お 若者 よ .…、 ど うし て 君 が (それ を ) 話す の か 。 実は 、 私 は その 夜 、 一 行 に 加わ っ て い 
< 一 人 だ 」 と 言っ た 。 私 は 「 そ れ で は 、 あ な た は この ハデ ィ ー ス を 良く 御存知 に 違い な い 」 と 言 
っ た 。 彼 は 「 君 は どう いう 者 か 」 と 尋ね た 。 私 は 「 ア ン サ ー ル (マデ ィ ー ナ 出身 で み 使い に 協力 
し た 信者 ) の 一 人 で す 」 と 答え た 。 こ の 時 彼 は 「 で は 君 が 話 し 給え 。 あ な た 方 の ハデ ィ ー ス に つ 
いて は 、 あ な た 方 が より 良く 御存知 で あろ うか ら 」 と 言っ た 。 そこ で 私 は 人 々 に それ に 関し て 話 
し た 。 イ ムラ ー ン は 「 私 は その 夜 現場 に いた 。 し か し 、 君 の よう に それ を 記憶 し て いる 者 は 一 人 
も 無い と いう こと を 感じ と っ た の だ 」 と 言っ た 。 イ ムラ ー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン は 伝え て いる 私 は 
預言 者 と 一 緒 に ある 旅 を し た 。 われわれ は 夜 ど お し 旅 を 続け た 。 明け 方 に な っ て 、 わ れ わ れ は 休 
息 の た め 横 に な っ た 。 す る と 一 同 眠 っ て し まい (気が付い た 時 は ) 太陽 が 昇っ て いた 。 われ われ 
の 中 で 最初 に 目 を 覚まし た の は アブ ー・ バ クル で あっ た 。 われわれ は 預言 者 が 眠ら れる と 御 自 分 
で 目覚 め る まで 起こ さ な い よう に し て いた ( 注 1) 。 次 に 起き た の は ウマ ル で あっ た 。 彼 は 預言 者 
の 側 に 立ち 、 大 声 で "アッ ラー フ ・ ア ク バ ル (アッ ラー は 偉大 な り ) "と 唱え た 。 アッラー の み 使 い 
は 目 を 覚まさ れ た 。 彼 が 頭 を お 上 げに を っ た 時 、 太 陽 は 昇っ て し まっ て いた 。 み 使い は 「 一 同 、 
移動 せよ 」 と 言わ れ た 。 わ れ わ れ は 彼 と 一 緒 に 進ん だ 。 太 陽 が (赤い 色 か ら ) 白 日 色 に な っ た 時 
、 彼 は 乗り 物 を 降り て 一 同 を 導き 朝 の 礼拝 を 挙行 され た 。 そ の 時 、 わ れ わ れ か ら 離 れ 、 一 緒 に 礼 
拝 を 行 お うと し な か っ た 男 が 一 人 いた 。 ア ッ ラ ー の み 使 い は 礼拝 終了 後 そ の 男 に 「 某 よ 、 あ を た 
は 何故 われ われ と 一 緒 に 礼拝 し な い の か 」 と 尋ね られ た 。 彼 は 「 預 言 者 よ .…、 ( 水 が 無く て ) 私 
は 洒 浴 し な か っ た の で す 」 と 言っ た 。 み 使い は 彼 に タ ヤ ン ム ム ( 注 2) を お 命じ に な っ た 。 その 男 
は それ を 行い 礼拝 を 済ま せ た 。 そ れ か ら み 使い は 水 を 見 つけ る た め 私 に らく だ に 乗っ た 一 行 の 前 
に 急い で 進む ひよ うお 命じ に な っ た 。 その 時 われ われ の 忠 は 既に 乾き で ひっ 付き そう で あっ た 。 一 
同道 を 進ん で 行く と 、 突 然 (らく だ の ) 両側 に 大 き な 皮 の 水 袋 を 置き その 間 に 座 る よう に し て 乗 
っ て いた 女性 に 出合 っ た 。 彼女 は 顔 に ベー ル を 掛け て いた 。 わ れ わ れ は 「 水 は 何処 に あり ます か 
」 と 彼女 に 尋ね た 。 彼女 は 「 遠 く 、 遠 く 、 と っ て も 速く で す 。 あな た 方 に は 水 は 得 ら れ ま せん 」 
と 答え た 。 わ れ わ れ は 再び 「 あ な た の 家 か ら 水 の ある 所 まで どの くら い の 道 の り で すか 」 と 尋 
ね た 。「 一 昼夜 か か り ま す 」 と 彼女 は 言っ た 。 わ れ わ れ は 「 あ な た 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の と ころ 
に 行き な さい 」 と 言う と 、 彼 女 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いと は どの よう な 方 で すか 」 と 言っ た 。 わ れ 
われ は この 問題 を 放置 する こと は 出来 な か っ た 。 そ こ で 直ちに 彼女 を み 使い の 所 に 連れ て 行っ た 
。 み 使い は 彼女 に 合い いろ いろ と 尋ね られ た 。 彼女 は そこ で も われ われ に 話し た 事 と 同様 の 話 を 
し た 。 そ し て 彼女 が 孤児 を か か えて いる 究 婦 で ある と も 告げ た 。 み 使い は 水 を 積ん だ らく だ を す 


わら せる よう 命じ られ た 。 そ れ か ら 、 そ の 水 袋 の 口 を 開い て うがい を され た 。 そ し て 再び すわ っ 
て いた らく だ を 立ち 上 が ら せ た 。 こ の 時 、 わ れ わ れ 喉 の 乾き きっ て いた 四 十 人 は ( 袋 の 下部 に つ 
いて いる 水口 か ら ) 十分 に 飲ん だ 。 そ し て 、 わ れ わ れ が 持っ て いた 携帯 用 の 水 袋 に も 水 を 満た し 
、 友 人 達 と 洒 浴 の た め 水 を 与え 合っ た 。 そ れ で も らく だ に は 水 を 与え る 必要 が 無かっ た の で 、 一 
同 の 水 袋 は な お か な り の 水 で 満ち て いた 。 この 後 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 一 同 に 「 あ な た 方 が 所 持 
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干し た な つめ 概 子 の 実 等 を 集め て 布 切 れ に 包み 「 こ れ を 持っ て 行き な さい 。 こ れ は あな た の お 子 
達 に 上 げ る の で す 。 それ で 、 わ れ わ れ が あな た の 水 を 奪っ た の で は な いこ と を 知っ て 欲し い の 
で す 」 と こと わっ た 。 彼女 は 家 に 着く と 「 私 は 人 間 の 中 で 最も 偉大 な 魔術 師 、 そ れ と も 昔 か ら よ 
く 言 われ て いる 預言 者 で あろ うか 、 そ の よう な 人 に 出合 っ た 」 と 言っ た 。 その後 、 ア ッ ラ ー は そ 
の 婦人 や その 家族 の 人 々 を イス ラー ム に 導 か れ 、 彼 等 は 皆 ム スリ ム に な っ た 。 
( 注 1) これ は アッ ラー か ら の 啓示 か ある か も し れ な いと いう た めで ある ( 注 2) タ ヤ ン ム ム ( 水 
の な い 場 合 の 小 浄 ) 場所 に よっ て 水 が 得 られ な か っ た り 、 病 気 な ど で 水 が 使え な いと き 、 清 い 土 
や 砂 ま た は 壁 に 手 を ふれ て 行う 浄 め の 方 法 を いう 。 ウ ドゥー ( 水 で 行う 小 浄 ) と 同じ く 一 定 の 順 
序 で 行う イム ラー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン は 伝え て いる われ われ は 預言 者 と ある 旅 に 出 た 。 わ れ わ れ 
は 夜通し 旅 を 続け 夜明け 少し 前 に (休息 の た め ) 横たわっ た 。 そ れ は 旅行 者 に に と っ て この 上 な く 
甘美 な も の な の だ 。 それで 一 同 (寝込ん で し まい ) 太陽 の 熱気 を 感じ て 始め て 目 を 覚まし た 。 残 
り の ハデ ィ ー ス は 前 述 の も の と 同様 だ が 、 こ こ で は 次 の 追加 が ある 。 ウ マル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー プ ブ 
が 目 を 覚まし た 時 、 人 々 は 皆 眠 り 込 ん で いる の が わか っ た 。 彼 は 太鼓 用 の 立派 な 体格 を し た 人 
で あっ た 。 そ の 彼 が 大 声 を 上 げ て "アッ ラー フ ・ ア ク バ ル " と 唱え た 。 アッラー の み 使 い は その " ア 
ッ ラ ー は 偉大 な り " の 強力 な 音声 で 目 を 覚まさ れ た 。 み 使い が 目 を 覚まし た 時 人 々 は 眠り を 覚まさ 
れ た こと に 対す る 不平 を 訴え た 。 す る と み 使 い は 「 何 も 悪い こと は な い 。 旅 を 進め よ 」 と 申 さ 
れ た 。 残余 の ハデ ィ ー ス は 既 述 し た 。 ア ブー ・ カ ター ダ は 伝え て いる アッ ラー の み 使 い は 旅 中 
に は 、 夜 、 休 上 息 の た め 乗り 物 か ら 降 り る と 右側 を 下 に し て 横 た わ ら れる の が 常 で あっ た 。 そ し て 
、 彼 が 明け 方 近く 乗り 物 か ら 降 り て 憩 わ れる 時 は ( 腰 を 下ろ し て ) 両 腕 を 立て 、 手 の 平 に 顔 を う 
ず め て 休息 され て いた 。 ア ブフ 和香 
伝え て いる アッ ラー の み 使 い は 「 礼 拝 の 挙行 を 忘れ た 者 は それ に 気付 いた 時 に 行う が 良い 。 
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務め を 守れ 」 (クル アー ン 第 20 章 14 節 ) と 仰せ られ た 」 と 言っ た 。 こ の ハデ ィ ー ス は アブ ー 
カタ ー ダ に よっ て 口述 され た 。 し か し 「 そ れ 以 外 に それ を 償う 方 法 は な い 」 と いう 言葉 は これ に 
は 述べ られ て いな か っ た 。 
カタ ー ダ は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク を 根拠 と し て 口述 し て いる 預言 者 は 「 礼 拝 を 忘れ た 者 、 あ る 
い は 眠っ て それ を 失 し た 者 の 償い は 、 そ れ を 思い 出し た 時 に 挙行 する こと だ け で ある 」 と 申 さ 
れ た 。 カ ター ダ は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク を 根拠 と し て 伝え て いる アッ ラー の み 使 い は 「 誰 で も 
眠り 、 ま た は 忘れ て 礼拝 を 失 し た 者 は それ を 思い 出し た 時 挙行 せよ 。 アッラー は 「 わ れ を 心 に 抱 
いて 礼拝 の 務め を 守れ 」 と 仰せ られ た 」 と 申 さ れ た 。 


「 洞 窟 章 」 と 「 肉 牛 章 」 に 関し て 


洞窟 章 (クル アー ン 第 18 章 ) 全 110 節 と 雌牛 章 (クル アー ン 第 2 章 ) 第 255 節 ( 注 ) の 徳 点 
( 注 ) “玉座 の 節 (アー ヤ ト ル ・ ク ル シ ー) "と し て 有名 な 啓示 
1 巻 P.550-551 


アプ ブー・ ダ ル ダ ー ウ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 洞 窟 章 の 最初 か ら の 十 節 を 暗記 し た 者 は 誘惑 (の 手 ) か ら 底 護 さ れる 」 と 
言わ れ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て 、 カ ター ダ に よっ て 伝え られ た 。 

し か し 、 シ ュ ウ バ (伝承 者 の 一 人 ) は 「 洞 窟 章 の 最後 の 節 」 と 言っ た 。 

また ハン マー ム は 「 洞 窟 章 の 最初 の 節 」 と 言っ た 

ウ バ イ ユ ・ ビ ン ・ カ アブ は 言っ た 

アッ ラー の み 使 い は 「 ア ブー・ ム ンズ ィ ル よ 、 あ な た は クル アー ン の 中 の どの 節 が 最も 偉大 で あ 
る か 知っ て いま すか 」 と 聞か れ た 。 

私 は 「 ア ッ ラ ー と その み 使 い が 最 も 良く 御存知 で す 」 と 言っ た 。 

み 使い は 再び 「 ア ブー・ ム ンズ ィ ル よ 、 あ な た は クル アー ン の 中 の どの 節 が 最も 偉大 で ある か 知 
っ て いま すか 」 と 言わ れ た 。 

私 は 「「 ア ッ ラ ー、 彼 の 外 に 神 は な く 、 永 生 に 自在 され る 御方 」 (クル アー ン 第 2 章 255 節 ) 」 
と 言っ た 。 

する と み 使 い は 、 私 の 胸 を お 打ち に な り 「 ア ブー・ ム ンズ ィ ル よ 、 そ の 知識 が あな た に 有益 な も 
の で ある よう に 」 と 申 さ れ た ( 注 ) 。 

( 注 ) これ は アブ ー・ ム ンズ イィ ル が 正しい 答え を し た の に 対す る 祝福 で ある 


旅行 者 の 礼拝 と それ の 短縮 に つい て 


旅行 者 の 礼拝 と それ の 短縮 
1 巻 P.471-475 


預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 伝え て いる 

礼拝 は 居住 地 に 在 っ て も 旅 中 に お いて も それ ぞ れ ニラ カー ト が 義務 づけ られ まし た 。 

それ か ら 旅 中 の 礼拝 は 規定 通り 行わ れる こと に な り ま し た が 、 居 住地 で の 礼拝 は 増加 され まし 
た ( 注 ) 。 

( 注 ) イス ラー ム 法 学者 シャ ー フ ィ ー、 マ ー リ ク ・ ビ ン ・ ア ナス その 他 多 く の 学 者 が 、 旅 中 は 短 
縮 礼 拝 も 完全 な 礼拝 も 、 い ずれ も 許さ れる と 述べ て いる 。 

アブ ー・ ハ ニー ファ は 短縮 が 義務 づけ られ る と 言っ て いる 。 

ナ ワ ウィ ー は 、 旅 中 は 短縮 礼拝 の 挙行 が ふさ わし いと 述べ て いる 

預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 伝え て いる 

アッ ラー は 礼拝 を 義務 づけ られ まし た が 、 最 初 義務 と し て 定め られ た 時 は ニラ カー ト で し た 。 
それ か ら 居 住地 に 在 っ て は ( 四 ラ カー ト を 行っ て ) 完全 と され まし た 。 

し か し 、 旅 で の 礼拝 は 最初 に 義務 と し て 定め られ た こと が 認め られ まし た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

最初 義務 と し て 定め られ た 礼拝 は ニラ カー ト で し た 。 

旅 中 の 礼拝 は (最初 の ) 規定 通り で す が 、 居 住地 で の 礼拝 は 完全 な も の が 行わ れ ま し た 。 

この ハデ ィ ー ス に 関連 し 、 伝 承 者 ( ズ フ リー) は アー イシ ャ の 話 を 聞い た 伝承 者 (ウル ワ ) に 「 
どう し て アー イシ ャ は 旅 中 で の 完全 な 礼拝 形式 に つい て 話し た の で あろ う 」 と 尋ね た 。 

彼 は 「 彼 女 は ウス マー ン が 解釈 し た よう に 彼女 自身 が 解釈 し た の で す 」 と 答え た 。 

ヤ ア ラー・ ビ ン ・ ウ マイ ヤ は 述べ た 

私 は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ に 「 ア ッ ラ ー は 「 も し 信仰 の ない 者 た ち に 害 を 加え られ る 恐れ の 
ある 時 は 、 礼 拝 を 短縮 し て も 罪 は な い 」 (クル アー ン 第 4 章 101 節 ) と 仰せ られ た 。 

し か し 、 今 、 人 々 は 全く 安全 で す 。 それ で も ..…」 と (いぶ か っ て ) 言っ た 。 

ウマ ル は 「 あ な た が 不思議 に 思っ た 事 を 私 も 不思議 に 思っ た の だ 。 

そこ で 、 そ れ に つい て アッ ラー の み 使 い に 尋 ね た 。 

する と 彼 は 『 そ れ は アッ ラー が あな た 方 に お か け に な っ た 御 慈 悲 ゆ え 、 慎 ん で それ を 受け 入れ よ 
』 と 申 さ れ た 」 と 言っ た 。 

前 記 ハ ディ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝わっ て いる 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

アッ ラー は あな た 方 の 預言 者 を 通し て 、 居 住地 で は 四 ラ カー ト 、 旅 中 は ニラ カー ト 、 危 険 (状態 
) に あっ た 場合 は ー ラ カー ト (の 礼拝 ) を 義務 と し て 定め られ た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は 伝え て いる 

アッ ラー は あな た 方 の 預言 者 の 言葉 に よっ て 、 旅 行者 に は ニラ カー ト 、 滞 在 者 に は 四 ラ カー ト 危 


険 な 状態 に ある 者 に は ー ラ カー ト の 礼拝 を 義務 と し て 定め られ た 。 

ムー サー・ ビ ピン ・ フ ザ リ ー は 述べ て いる 

私 は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス に 「 私 が マッ カ に 居 て イマ ー ム (指導 者 ) と 一 緒 に 礼拝 し な い 場 合 、 
の よう に それ を 行え ば よい の か 」 と 尋ね た 。 


する と 彼 は 「 二 ニラ カー ト の 礼拝 が アブ ー・ カ ー シ ム (預言 者 の 別称 ) の スン ナ ( 聖 行 ) で ある 
」 と 答え た 。 


これ と 類似 の ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー・ カ ター ダ に よっ て も た ら さ れ て いる 
ハフ ス ・ ビ ン ・ ア ー ス ィ ム (ウマ ル の 孫 ) は 述べ て いる 。 

私 は マッ カ へ の 道 を イブ ン ・ ウ マル と 歩い た 。 

彼 は 正午 に 、 わ れ わ れ を 先導 し て ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 。 

それ か ら 彼 は 先 に 進ん だ 。 

われ われ も 彼 に 従っ て 行き 、 彼 の 宿場 に 到着 し た 。 

彼 が 座る と われ われ も 一 緒 に 座っ た 。 

その 時 、 彼 は 先程 礼拝 を 行っ た 場所 の 方 向 に 目 を 転じ た 。 

する と そこ に 立っ て いる 人 々 の いる の が 見 えた 。 

彼 は 「 彼 等 は 何 を し て いる の か 」 と 言っ た 。 

私 は 「 彼 等 は アッ ラー の 栄光 を 讃 美 し て お り ま す 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 私 の 坦 よ 、 も し 私 が 完全 な 礼拝 を 行う の で あれ ば その よう に し た で あろ う 。 

私 は アッ ラー の み 使 い の 旅 の 伴 を し た が 、 み 使い は 亡くな られ る まで ( 旅 中 は ) ニラ カー ト 以 上 
の 礼拝 は され な か っ た 。 

私 は アブ ー・ バ クル の 伴 も し た 。 

彼 も 亡くな る まで ( 旅 中 の 礼拝 は ) ニラ カー ト を 越え な か っ た 。 

そし て ( 父 ) ウマ ル に も 同伴 し た が 彼 も 亡くな る まで ニラ カー ト を 越え な か っ た 。 

また 、 私 は ウス マー ン に も 同伴 し た が 、 彼 も 亡くな る まで ニラ カー ト を 越え る こと は な か っ た 。 
アッ ラー は 「 本 当 に アッ ラー の み 使 い は お 前 達 に と っ て 立派 な 模範 で あっ た 」 (クル アー ン 第 33 
章 21 節 ) と 仰せ られ た 」 

ハフ ス ・ ビ ン ・ ア ー ス ィ ム は 伝え て いる 

私 は 重い 病気 に な っ た 。 

する と ウマ ル の 息子 が 見 舞 に 訪れ た 。 

その 時 、 私 は 旅 中 に お いて の “アッ ラー の 讃 美 " に つい て 尋ね た 。 

彼 は 「 私 は アッ ラー の み 使 い の 旅 の 伴 を し た 。 そ の 間 、 み 使い が それ を 行う こと は な か っ た 。 
それ で 、 も し 私 が それ を 行う と すれ ば 、 そ れ は 礼拝 を 完全 に 行う 場合 で あろ う 。 

アッ ラー は 「 本 当 に アッ ラー の み 使 い は お 前 達 に と っ て 立派 な 模範 で あっ た 」 (クル アー ン 第 33 
章 21 節 ) と 仰せ られ た 」 と 言っ た 。 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は マデ ィ ー ナ で 正午 の 礼拝 に 四 ラ カー ト 行 われ た 。 


そし て 、 ズ ー ル ・ フ ライ ファ ( 注 ) で の アス ル (夕方 の 礼拝 ) は ニラ カー ト で あっ た 。 

( 注 ) マデ ィ ー ナ より 六 マ イル の 地点 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 次 の よう に 言う た と 伝え られ て いる 

私 は アッ ラー の み 使 いと マデ ィ ー ナ で 正午 の 礼拝 を 四 ラ カー ト 行 っ た 。 

そし て 、 ズ ー ル ・ フ ライ ファ で は アス ル の 礼拝 を み 使 いと ニラ カー ト 行 っ た 。 

ャ ヒヤ ー・ ビ ン ・ ヤ ズィー ド ・ フ ナー イ は 伝え て いる 

私 は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に 礼拝 の 短縮 に つい て 尋ね た 。 

彼 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 三 マ イル 、 あ る い は 三 パ ラサ ング ( 注 1) 離れ た 地 に 行か れれ ば ニラ カ 
ー ト 挙行 され て いた 」 と 言っ た 。 

シュ ウ バ (伝承 者 の 一 人 ) は それ に つい て 疑っ て いる ( 注 2) 。 

( 注 1) 三 パ ラサ ング は 九 マ イル 

( 注 2) ハナ フィ ー 派 は 、 礼 拝 短縮 の 可能 な 旅 の 最短 距離 は 18 マ イル で ある と し て いる 

ジュ バイ ル ・ ビ ン ・ ヌ ファ イル は 伝え て いる 

私 は シュ ラフ ビー ル ・ ビ ン ・ ス ィ ム ト と 17 マ イル か 18 マ イル 遠隔 の 地 に ある 村 に 行っ た 。 
そこ で 彼 は ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 。 

私 は (それ に つい て ) 彼 に 尋ね た 。 

彼 は 「 私 は ウマ ル が ズー ル ・ フ ライ ファ で ニラ カー ト の 礼拝 を 行う の を 見 た 。 

私 は (それ に つい て ウマ ル に ) 尋ね た こと が ある 。 

(その 時 ) 彼 は 『 私 は アッ ラー の み 使 い が そ うな され る の を 見 て 、 私 も その よう に する だ け で 
ある 』 と 言っ た ] と 人 答え た 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 で シュ ウ バ に よっ て も た ら さ れ た 。 

シュ ウ バ は これ を スィ ム ト の 息子 か ら 開 いた と 言っ た 。 

彼 は シュ ラフ ビー ル と は 名 づけ られ て いな か っ た と も いわ れる 。 

彼 (スィ ム ト の 息子 ) は 18 マ イル 遠隔 地 に ある ドー ミー ン と 呼ば れ て いた 地 に 行っ た 、 と 述べ て 
いる 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え で いる 

私 は アッ ラー の み 使 いと マデ ィ ー ナ を 出 て マッ カ に 行っ た 。 

み 使 い は われ われ と マデ ィ ー ナ に 、 帰ら れる まで 、 礼 拝 は 、 そ の 都度 ニラ カー ト を 行わ れ て いた 
私 が 「 何 日 マッ カ に 滞在 され まし た か 」 と 尋ね る と 、「10 日 で す 」 と 言わ れ た 。 

これ に 類似 する ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 て も アナ ス に よっ て 伝え られ て いる 。 

ャ ヒヤ ー・ ビ ン ・ ア ブー・ イ スハ ー ク は 伝え て いる 

私 は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク が (次 の よう に 言っ た の を ) 聞い た 。 

「 わ れ わ れ は マデ ィ ー ナ か ら ハ ッ ジ に 出かけ た 」 

その 後 の 話 は 前 述 と 同様 で ある 。 


ミナ ー で の 短縮 礼拝 に つい て 


ミナ ー で の 短縮 礼拝 
1 巻 P.475-477 


サー リム ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (ウマ ル の 人 孫 ) は 彼 の 父 を 根拠 と し て 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ミナ ー や その 他 の 場所 で 、 旅 の 礼拝 と し て ニラ カー ト 挙 行 さ れ た 。 

アブ ー・ バ クル 、 ウ マル 、 そ し て ウス マー ン も カリ フ の 地位 に つい た 初期 の 頃 ま で は ニラ カー ト 
を 芋 行 し て いた 。 

し か し 、 ウ スマ ー ン は (その 後 マ ッ カ で ) 四 ラ カー ト の 完全 礼拝 を 行っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) ウス マー ン が ニラ カー ト か ら 四 ラ カ ー ト に 変更 し た 理由 と し て 次 の よう に 言わ れる 

1、 時 の 推移 に つれ て 多く の 部 族 が イス ラー ム に 帰依 し た 。 

それ ら の 人 々 が カリ フ の ニラ カー ト の 礼拝 を 見 て 、 礼 拝 は ニラ カー ト に よっ て 成る も の だ と 考え 
る の を 懸念 し た 。 

そこ で 彼 は 四 ラ カー ト に よる 完全 な 礼拝 を 行い 、 居 住地 で の 礼拝 に つい て の 範 を た れ た 

2、 ウ スマ ー ン は マッ カ の 女性 と 結婚 し た 。 

こう し て 出来 た 親戚 の 住居 は その 人 自身 の 住居 と し て 扱わ れる た めで ある 。 

つま り 旅 行者 で も 親戚 の 住居 地 に 行っ た 場合 は 旅行 者 の 資格 は 失わ れる 。 

これ に つい て 人 々 か ら 異 議 の 声 が 上 が っ た か 、 彼 は 四 ラ カー ト の 礼拝 を 断行 し 彼 の 正当 性 を 主張 
し た 

3、 イ マー ム ・ ア フ マ ド ・ ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ ズ バイ ル 、 そ し て フマル ディ に よっ て 伝え られ た 
ハデ ィ ー ス に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 人 が 都会 で 結婚 する 時 は 、 そ の 者 は 居住 者 と し て の 
礼拝 を 挙行 し な けれ ば な ら な い 」 と 言わ れ た 。 

これ こそ ウス マー ン が マッ カ で 完全 な 礼拝 を 行っ た 最も 確か な 理由 と され て いる 

これ に 類する ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ズ ハ リー に よっ て も た ら さ れ た 。 そ れ に は 
ミナ ー だ け に つい て 話さ れ て お り 、 他 の 場所 に つい て は 述べ られ て は いな い 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ミナ ー で ニラ カ ー ト を (行う よう ) 言わ れ た 。 

そし て 、 ア ブー・ バ クル は み 使 い の 後に 、 ウ マル は アブ ー・ バ クル の 後に 、 そ し て ウス マー ン は 
カリ フ の 地位 に つい て その 初期 の 頃 に は (それ ぞ れ 前 者 の ) 行為 に 信 っ た 。 

その 後 、 ウ スマ ー ン は 四 ラ カー ト を 行っ た 。 イ ブン ・ ウ マル は イマ ー ム (ここ で は ウス マー ン の 
こと ) と 一 緒 に 礼拝 する 時 は 四 ラ カー ト 行 い 、 彼 一 人 で 礼拝 する 場合 は ニラ カー ト 行 っ て い 

た ( 注 ) 。 

( 注 ) これ は その 地 の 居 住地 を イマ ー ム と し て 礼拝 を 行う 場合 は 、 た と え 旅 行者 で あっ て も 、 

イマ ー ム に 従う こと を 明らか に し た も の で ある 

これ に 類似 の ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 


アッ ラー の み 使 い は ミナ ー で 旅行 者 の 礼拝 に つい て 話さ れ た 。 

アブ ー・ バ クル と ウマ ル は 同じ よう に 行っ た 。 ウ スマ ー ン は それ を 八 年 ある い は 六 年 行っ た 。 
ハフ ス は 、 イ ブン ・ ウ マル は 常々 ミナ ー で ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 後 就寝 し て いた 。 

私 は 彼 に 「 お じ さ ん 、 も し あな た が も う ニ ラ カ ー ト 行っ た と すれ ば 、 そ れ は どう いう 礼拝 に な る 
の で し ょ う 」 と 言う と 、「 も し 私 が (それ を ) 行え ば 、 私 は 完全 な 礼拝 を 行っ た こと に な る で あ 
ろう 」 と 言っ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て シュ ウ バ に よっ て も た ら さ れ た が 、 こ れ に は ミナ ー で 
の 旅 の 礼拝 に つい て だ け で 、 その 他 の 事 は 述べ られ て は いな い 。 

イブ ラ ヒ ー ム は 伝え て いる 

私 は アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ヤ ズィー ド が (次 の よう に ) 言っ て いる の を 聞い た 。 

われ われ は ウス マー ン を イマ ー ム と し て 、 ミ ナー で 四 ラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 。 

この 事 が アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に 話さ れ た 。 

する と 彼 は 「 げ に われ ら は アッ ラー の も の 、 そ の 御 許 に われ ら は 帰り 行く も の な り 」 (クル アー 
ン 第 2 章 156 節 ) を 読 唱 し 、 私 は み 使 いと ミナ ー で ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 。 

私 は アブ ー・ バ クル ・ ス イィ イッ ディ ー ク に 従っ て ミナ ー で ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 。 

同じ く 、 私 は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ と も 一 緒 に ミナ ー で ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 。 

「 ど うか 、 四 ラ カ ー ト の 中 の 、 私 の 行っ た ニラ カー ト が アッ ラー に 受け 入れ られ る も の で あっ て 
くれ ます よう に 」 と 祈っ た 。 

これ に 類似 する ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て アア マシ ュ に よっ て も た ら さ れ た 。 

ハー リサ ・ ビ ン ・ ワ ハブ は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 傾 いと ミナ ー で ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 。 

ほとん どの 人 々 が そこ で は ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ て 満足 し て いた 。 

ハー リサ ・ ビ ン ・ ワ ハブ ・ フ ザー イー は 伝え て いる 

私 は ミナ ー で 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 後 に 立っ て 礼拝 し た 。 そ こ に は 非常 に 多数 の 人 々 が いた 。 
み 使 い は 離別 の 巡礼 に ニラ カー ト の 礼拝 を 行わ れ た 。 

ムスリム は 「 ハ ー リ サ ・ ビ ン ・ ワ ハブ ・ フ サー イー は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ の 人 息子 ウ バ 
イド ッ ラ ー の 異母 兄弟 で ある 」 と 言っ た 。 


雨 の 日 の 礼拝 に つい て 


雨天 の 日 は 住居 で 礼拝 を 行っ て 良い 
1 巻 P.477-479 


イブ ン ・ ウ マル は 寒く て 風 の 吹 く 夜 、 ア ザー ン を 唱え た 。 

そし て な お 「 諸 君 の 家 で 礼拝 を 行う が 良い 」 と (大 声 で ) 言っ た 。 

更に 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は ム ア ッ ジン ( 注 1) に 『 雨 の 降る 寒い 夜 は それ ぞ れ の 住居 で 礼拝 する よ 
う 呼 び か け よ 』 と お 命じ に な っ て いた 」 と 言っ た ( 注 2) 。 

( 注 1) 礼拝 の 時 刻 を アザ ー ン 詠唱 で 告げ た り 、 モ スク の 雑事 を 行う 者 

( 注 2) この ハデ ィ ー ス に 関連 し て "は き 物 が ぬれ る 時 は 住居 で 礼拝 を 行う "と いう の が ある 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

彼 は 寒く て 風雨 の 夜 、 人 々 に 礼拝 を 呼び か けた 。 

その 呼び か け の 最後 に 「 諸 君 の 居所 で 礼拝 せよ 、 諸 君 の 居所 で 礼拝 せよ 」 と 大 声 で 告げ た 。 
それ か ら 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 旅 中 、 寒 い 夜 や 雨 の 日 は 居所 で の 礼拝 を 呼び か ける よう 、 常 々 
お 命じ に な っ て いた 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

彼 は ダ ジ ュ ナ ー ン (マッ カ 近 郊 の 山 ) で 礼拝 の 呼び か け を 行っ た 。 

その 後 の ハ ディ ー ス は 前 述 の も の と 同様 で ある 。 

し か し 彼 は 「 諸 君 の 居所 で 礼拝 せよ 」 と は 言っ た が 、 そ れ を 繰り 返 え すこ と は な か っ た 、 と 言っ 
て いる 。 

ジャ ー ビ ル は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 いと 旅 に 出 た 時 、 雨 に 降ら れ た 。 

その 時 み 使 い は 「 諸 君 の 中 で 礼拝 の 挙行 を 望む 者 は その 居所 で 行う が 良い 」 と 言わ れ た 。 

アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

彼 は 雨天 の 日 ム ア ッ ジン に 

「 あ な た は "アッ ラー 以外 に 神 は な いと 証言 し 、 ムハンマド は アッ ラー の み 使 で ある と 証言 し ます ” 
と 言っ た 後続 け て “礼拝 に 急い で 集 れ っ "と 言っ て は な ら め ぬ 。 

(その 代り に ) “あな た 方 の 家 で 礼拝 を 挙行 せよ っ "と 言え 」 と 言っ た 。 

彼 (伝承 者 ) は 「 人 々 は それ に 対し て 不満 の 意 を 表明 し た 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ ア ッ パ バース は 

「 諸 君 は それ に 人 驚い て いる の で すか 。 

アッ ラー の み 使 い 、 そ の 方 は 私 より は る か に 立派 な 方 で す が 、 そ の 方 が その よう に され た の で す 
金曜 日 の 礼拝 は 確か に 義務 で は ある が 、 私 は あな た 方 に 強い て 家 を 出 て すべ りや すい ぬか る ん だ 
道 を 歩か せる の を 好ま な い の で す 」 と 言っ た 。 

アブ ドル ・ ハ ミー ド は 伝え て いる 。 


私 は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ハ ー リ ス が 「 ア プ ド ッ ラ ー・ ビ ン ・ ア ッ バ パー ス は 雨降り の 目 に つい て 
私 達 に 説教 し た 」 と 言っ た の を 聞い た 。 

残余 の ハデ ィ ー ス は 前 述 と 同じ で ある が 、 彼 は 金曜 の 礼拝 に は 言及 し な か っ た 。 

そし て 、 「 そ れ は 私 より は る か に 立派 な 方 が 既に な され た こと で ある 」 と いう 言葉 を つけ 加え た 
アブ ドッ ラー・ ビ ピン ・ ハ ー リ ス は 伝え て いる 

イブ ン ・ 208 NE 彼 の ム ア ッ ジン に 礼拝 へ の 呼び か け を 行わ せ た 後 、 人 々 に 
それ ぞ れ の 家 で 礼拝 を 行う よう 告げ させ た 。 

A 首 を 歩か せる の は 好ま な い 」 と 言っ た 。 

残余 の ハデ ィ ー ス は 他 と 同様 で ある 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ハ ー リ ス は 伝え て いる 

イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 彼 の ム ア ッ ジン に 金曜 の 礼拝 の 呼び か け を 行わ せ た が 、 そ の 日 は 雨天 で あ 
っ た の で めい めい が 家 で 礼拝 する よう 告げ させ た 。 

これ は マ ア マル その 他 の 者 に よっ て も た ら さ れ た 。 

この ハデ ィ ー ス に は 「 私 (イブ ン ・ ア ッ バ パー ス ) より は る か に 立派 な お 方 が そう され た 」 と いう 
言葉 が 述べ られ て いた 。 

と どの まう な ハデ ィ ー ス は アデ ドッ ラー : ビシ ーー バー リス に よっ つて 伝え られ た 。 

ウ ハ イ ブ (この ハデ ィ ー ス を も た らし た 伝承 者 の 一 人 ) は 「 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス が 雨天 の 金曜 日 
、 彼 の ム ア ッ ジン に (これ これ の こと を ) 告げ させ た 、 と いう 話 は 彼 (アブ ドッ ラー) か ら 聞 か 
な か っ た 」 と 言っ た 。 


旅行 中 ナ フ ル 礼拝 の 方 向 に つい て 


旅 中 、 乗 り 物 の 上 に あっ て 、 そ れ が どの 方 向 を むい て いよ うと ナ フ ル (随意 の 礼拝 ) は ゆる され 
る 
1 巻 P.479-481 


イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は らく だ に 乗っ て 出かけ る どの よう な 場所 で も ナ フ ル の 礼拝 を 行っ て お られ 

た ( 注 ) 。 

( 注 ) ハデ ィ ー ス の 権威 の 中 に は 、 汽 車 や 飛行 機 の 中 で 礼拝 を 義務 づけ る の は 間違い で ある と 結 
諭す る 。 

し か し 法学 者 達 は 義務 の 礼拝 は 小舟 の 中 で も 実行 され る べき も の で ある 、 と いう 意見 で 一 致し て 
いる 。 

故に 、 そ れ は 汽車 、 飛 行 機 そ の 他 の 乗り 物 で も 行わ れる の が 論理 的 だ と し て いる 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は どこ に 行か れ て も らく だ の 背 で 礼拝 され て いた 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は らく だ に 乗っ て マッ カ に 向かわ れる 時 、 御 顔 が 向い て いる 方 向 (前 進 方 向 ) 
に 対し て 礼拝 を 行っ て お られ た 。 

これ は 、 あ な た 方 が 向く 方 向 は どちら で も アッ ラー の 御前 で ある 、 と いう こと を 示し た も の で 

ある 。 

この ハデ ィ ー ス は も う 一 つの 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ て いる 。 

それ は イブ ン ・ ム バー ラク と イブ ンー アプ ブー ~ ザー イダ に よっ て 伝え られ て いる が 、 その 中 に 次 
の よう な 箇所 が ある 。 その 時 、 イ ブン ・ ウ マル は 「 あ な た 方 が どの 方 向 に 向い て も アッ ラー の 御 
前 に ある 」 (クル アー ン 第 2 章 115 節 ) を 読 唱 し て いた 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ハイ バル に 向かわ れる 間 、 ろ ば の 背 で 礼拝 し て お られ た 。 

サイ ー ド ・ ビ ン ・ ヤ サー ル は 伝え て いる 

私 は イブ ン ・ ウ マル に 従っ て マッ カ に 向かっ て いた 。 

途中 、 私 は 夜明け を 懸念 し 、 乗 り 物 か ら 下 り て 単独 で 礼拝 を 行っ た 。 

その 後 で 急ぎ 、 彼 に 追い つい た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 私 に 「 あ な た は どこ に いた の か 」 と 尋ね た 。 

私 は 「 夜 明け が 心配 で し た の で 乗り 物 を 下り て 一 人 で 礼拝 し て きま し た 」 と 答え た 。 

する と アブ ドッ ラー が 「 あ な た は アッ ラー の み 使 い が 良 い 例 を 示さ れ て いる の を 知ら な い の で 

すか 」 と 言っ た 。 

私 は 「 は い 、 ア ッ ラ ー に 誓っ て 、 全 く 知 り ま せん 」 と 答え た 。 

彼 は 「 み 使い は らく だ の 上 で ウィ トル ( 注 ) を 行っ て お られ た 」 と 言っ た 。 


( 注 ) ウィ トル の 礼拝 は 夜 の 礼拝 の 一 部 と し て 行わ れる 。 

それ は イシ ャ ー ( 夜 の 礼拝 ) また は タ ハ ッ ジ ュ ド (深夜 に 行う 礼拝 ) の いずれ か と 一 緒 に 行わ 
れる べき も の で ある 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ デ ィ ー ナ ー ル は イブ ン ・ ウ マル を 根拠 と し て 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 乗り 物 の 背 で 、 彼 の 向かわ れる 方 向 に むか っ て 礼拝 され て いた 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ デ ィ ー ナ ー ル は 「 イ ブン ・ ウ マル は み 使 いと 同じ よう に し て いた 」 と 言 
っ うた だ ただ; 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ウィ トル の 礼拝 を 彼 の 乗り 物 の 上 で 行っ て お られ た 。 

サリ ー ム ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 彼 の 父 を 根拠 と し て 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 向かわ れる 方 向 が どちら で あっ て も (その 方 向 に 関係 な く ) 乗り 物 が 向かう 
方 向 に 対し て アッ ラー を 讃え 、 ウ ィ ト ル の 礼拝 を 行っ て お られ た 。 

し か し 、 彼 は 乗り 物 の 上 で 義務 の 礼拝 を 挙行 され た の で は な か っ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ー ミ ル ・ ビ ン ・ ラ ビー ア は 彼 の 父 を 根拠 と し て 伝え て いる 

彼 (アブ ドッ ラー の 父 、 ア ー ミ ル ) は 夜 旅 を され て いた み 使 い が 、 彼 の 乗り 物 の 上 で 、 お 向き 
に な っ て いる 方 向 に ナ フ ル の 礼拝 を 挙行 され る の を 見 た 。 

アナ ス ・ ビ ピン スィ イー リー シン は 伝え て いる 

われ われ は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク か シリ ア に 来 た 時 、 ア イニ ッ タ ムル ( 注 ) で 彼 に 会 っ た 。 
その 時 、 私 は 彼 が ろば の 上 で 彼 の 顔 が 向い て いる 方 向 に 対し て 礼拝 し て いる の を 見 た 。 

ハン マー ム (伝承 者 の 一 人 ) は それ が キ ブ ラ (礼拝 の 際 に 向かう 方 向 ) より 左 に 寄っ た 方 向 で あ 
る こと を し めし た 。 

そこ で 私 は 彼 に 「 あ な た は キ ブ ラ で は な い 方 角 に 対し て 礼拝 し て お り ま す 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 私 は アッ ラー の み 使 い が そ うな さる の を 見 な か っ た な ら 、 私 も そう は し な か っ た で あり 
まし ょ う 」 と 言っ た 。 

( 注 ) シリ ア か ら イ ラク へ の 道筋 に ある 村 


旅行 中 の 併合 礼拝 に つい て 


旅 中 は 二 つ の 礼拝 を 同時 に 行っ て 差し 支え な い 
1 巻 P.481-482 


イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 道 を お 急ぎ の 場合 に は マグ リブ と イシ ャ ー の 二 つ の 礼拝 を 合わ せ て 行っ て 

いた 。 

ナー フィ ウ は 伝え て いる 

イブ ン ・ ウ マル は 旅 で 道 を 急い で いる 場合 に は マグ リブ と イシ ャ ー の 礼拝 を 夕暮 れ の 明り が 消え 
た 後に 合わ せ て 行っ て いた 。 

彼 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は お 急ぎ の 時 は マグ リブ と イシ ャ ー の 礼拝 を 合わ せ て 行っ て いた 」 と 言 
っ て いた 。 

サー リム は 彼 の 父 が 「 私 は アッ ラー の み 使 い が 道 を お 急ぎ の 時 は マグ リブ と イシ ャ ー の 礼拝 を 合 
わせ て な さる の を 見 た 」 と いう 話 を し て いた と 伝え て いる 。 

サー リム ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 彼 の 父 が 「 私 は アッ ラー の み 使 い が 旅 で 道 を 急い で お られ る 場 
合 に は 、 マ グリ ブ の 礼拝 を イシ ャ ー の 礼拝 時 に 合わ せ て 行わ れる た め に 、 そ の 時 刻ま で 遅らせ て 
お られ た の を 見 た 」 と 言っ た と 伝え て いる 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 太陽 が 頂点 に 達する 前 に 出 立 さ れ た 時 は ズ フ ル の 礼拝 を アス ル の 刻ま で 遅 ら 
せ に な っ た 。 

そし て その 刻 に は 乗り 物 か ら 降 りら れ て ( ズ フ ル と アス ル の 礼拝 を ) 合わ せ て 挙行 され て いた 。 
し か し 、 も し 太陽 が 、 出 立 の 前 に 頂点 より 西 に 傾い て いれ ば 、 ズ フル を 済ま し て か ら 乗 り 物 に 乗 
られ た 。 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 旅 で 二 つ の 礼拝 を 同時 に 挙行 され た い 場 合 は 、 ア スル の 刻ま で ズ フ ル の 礼拝 
を 遅らせ に な っ た 。 

そし て 、 そ の 刻 に 入る と ほど な くそ の 二 つ の 礼拝 を 合わ せ て 行っ て お られ た 。 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 旅 を お 急ぎ の 時 は ズ フ ル の 礼拝 を アス ル の 刻ま で 遅らせ 、 そ の 刻 に 入る と 間 
も な くそ の 二 つ の 礼拝 を 合わ せ て され て いた 。 

また 、 彼 は マグ リブ の 礼拝 を 遅らせ 、 夕 暮れ の 明り が 消え た 後 で イシ ャ ー の 礼拝 と 合わ せ て 行っ 
て お られ た 。 


定住 者 の 併合 礼拝 に つい て 


定住 者 の 併合 礼拝 に つい て 
1 巻 P.483-485 


イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ズ フ ル と アス ル の 礼拝 を 、 ま た 、 マ グリ ブ と イシ ャ ー の 礼拝 を 危険 な 状態 で 
も 旅 中 で も な い 時 に 合わ せ て 行っ て お られ た 。 

イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は マデ ィ ー ナ で 人 危険 な 状態 で も 旅 中 で も な い 時 に 、 ズ フル と アス ル の 礼拝 を 合 
わせ て 行っ て お られ た 。 

アブ ー・ ズ ハイ ル は サイ ー ド (伝承 者 の 一 人 ) に 「 ど うし て 彼 は そう され た の で すか 」 と 尋ね た 
する と 彼 は 「 私 は イブ ン ・ ア ッ バ パ バース に あな た が 私 に 尋ね た よう に 尋ね まし た 。 彼 は 『 み 使い は 
彼 の ウン マ (イス ラー ム 信 仰 共同 体 ) の 中 の 誰 一 人 と し て 礼拝 の こと で 難儀 し な いよ う 望 まれ た 
の で す 』 と 答え た 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は タブ ー ク ( 注 ) の 遠征 の た め に 旅 を し た 時 併合 礼拝 を 行わ れ た 。 

(その 時 ) 彼 は ズ フ ル と アス ル 、 ま た 、 マ グリ ブ と イシ ャ ー の 礼拝 を それ ぞ れ 合わ せ て 行わ れ た 
サイ ー ド (伝承 者 の 一 人 ) は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス に 「 ど うし て み 使 い は その よう に され た の で 
すか 」 と 尋ね た 。 

彼 は 「 み 使い は 彼 の ウン マ に 難儀 な こと を 望ま れ な か っ た の で す 」 と 答え た 。 

( 注 ) ダマ スカ ス か ら マ ディ ー ナ へ の 巡礼 道路 に ある 町 

ム ア ー ズ は 伝え て いる 

われ われ は アッ ラー の み 使 いと タブ ー ク の 遠征 に 出 た 。 

(その 時 ) み 使 い は ズ フ ル と アス ル の 礼拝 を 合わ せ て 行わ れ 、 ま た 、 マ グリ ブ と イシ ャ ー の 礼拝 
を 合わ せ て 行っ て お られ た 。 

ム ア ー ズ ・ ビ ン ・ ジ ャ バル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は タブ ー ク の 遠征 で ズ フ ル と アス ル の 礼拝 と 、 マ グリ ブ と イシ ャ ー の 礼拝 を ( 
それ ぞ れ ) 合わ せ て 行っ て お られ た 。 

彼 (伝承 者 の 一 人 ) が 「 ど うし て み 使 い は その よう に な さる の で すか 」 と 尋ね た 。 

彼 ( ム ア ー ズ ) は 「 あ の 御方 は 彼 の ウン マ に 難儀 を か ける の を 望ま れ な か っ た の で す 」 と 答え た 
イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は マデ ィ ー ナ で 人 危険 な 状態 で も 雨天 で も な い 時 、 ズ フル と アス ル の 礼拝 を 、 
また 、 マ グリ ブ と イシ ャ ー の 礼拝 を 合わ せ て 行っ て お られ た 。 


ワー キ ウ に よっ て 伝え られ た ハデ ィ ー ス に は 「 私 は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス に 、 ど うし て み 使 い は そ 

の よう に な さる の か 、 と 尋ね た 。 

する と 彼 は 『 そ れ は 彼 の ウン マ が 難儀 を し な いた めで す 』 と 答え た 」 と 述べ られ て いる 。 

これ に 関し て ム ア ー ウ ィ ヤ に よっ て 伝え られ た ハデ ィ ー ス も ある 。 

その 事 で イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 「 み 使い は どう し て その よう に な さる の で すか 」 と 尋ね られ た 。 

する と 彼 は 「 み 使い は 彼 の ウン マ に 不 必 要 な 難儀 を か けた く な い の で す 」 と 答え た 、 と 述べ られ 
て いる 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 いと 人 ハラ カー ト の 併合 礼拝 を 行っ た 。 

そし て また 、 (時 を お いて ) 七 ラ カー ト の 併合 礼拝 を 行っ た 。 

私 (伝承 者 の 一 人 ) は 「 お お 、 ア ブー・ ア ッ シ ャ アサ ー ウ よ 、 そ れ は み 使 い が ズ フル の 礼拝 を 遅 
I の 
だ と 思い ます 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 私 も その よう に 思う 」 と 言っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) ズ フ ル 礼 拝 は 四 ラ カー ト 、 ア スル は 四 ラ カー ト 、 マ グリ ブ は 三 ラ カー ト 、 イ シャ ー は 四 
ラ カ ー ト で ある 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は マデ ィ ー ナ で 七 ラ カー ト と 八 ラ カー ト の 礼拝 を され た 。 

すなわち 、 ( み 使 い は ) ズ フ ル と アス ル の 礼拝 ( 八 ラ カー ト ) と マグ リブ と イシ ャ ー の 礼拝 ( 七 
ラ カ ー ト ) を 合わ せ て 行わ れ た 。 

アプ ドッ ラー: ビ ピン シャ キー ク は 伝え て いる 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は ある 日 、 ア スル の 礼拝 の 後 、 日 没 ま で われ われ に 説教 を し た 。 

や が て 星 が 輝 き 始め た 。 

人 々 は 「 礼 拝 、 礼 拝 」 と 言い 始め た 。 そ の 時 タミー ム 族 の 男 が 彼 の 所 に 近付い て 執 よ うに 「 礼 拝 

、 礼拝 」 (と 叫び 続け た ) イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 「 拾 われ た 奴 め ( 注 1) ! お 前 は 私 に スン ナ ( 
注 2) を 教え る の か 」 と 言っ た 。 

それ か ら 彼 は 「 私 は アッ ラー の み 使 い が ズ フル と アス ル の 礼拝 を 、 そ し て 、 マ グリ ブ と イシ ャ ー 
の 礼拝 を 合わ せ て な さる の を 見 た の だ 」 と 言っ た 。 

アプ ドッ ラー・ ビ ピン ・ シ ャ キー ク は 、 こ れ に つい て 私 の 心 に 若干 の 疑問 が 生じ た 。 

そこ で 私 は アブ ー ・ フ ライ ラ の 所 に 行っ て (それ に つい て ) 尋ね た 。 

する と 彼 は 「 彼 (イブ ン ・ ア ッ バ パ バース) の 言葉 は 真実 で ある 」 と 証言 し た 。 

( 注 1) 麻 義 は 「 母 を 知ら な い 者 」 と いう 意 で 非難 、 の の し り の 言葉 

( 注 2) み 使 い の 聖 行 

アプ ドッ ラー ピ シ ジャ キー ク は 伝え て いる 

ある 男 が イブ ン ・ ア ッ パ ー ス に ( 彼 が 礼拝 を 遅らせ た 時 ) 「 礼 拝 」 と 言っ た 。 

彼 は 黙っ て いた 。 

彼 は 再び 「 礼 拝 」 と 言っ た 。 彼 は な お 黙っ た まま で あっ た 。 


する と 彼 は 再び 「 礼 拝 」 と 叫ん だ 。 
彼 は な お 沈 獣 州 し た まま で あっ た が 、 
に 礼拝 に つい て 教え る の か 。 私 は アッ ラー の み 使 い の 時 代 に 、 
っ た も の だ 」 と 言っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) 居住 者 、 危 険 な 状態 、 あ る い は 雨天 の いずれ で も な い 場 合 の 併合 礼 排 に は 多く の 説明 が あ 
る が 、 そ れ は どう し て も それ が 必要 な 場合 、 例 えば 病気 の よう な 、 に 限ら れる と 結論 され る 。 
これ は 規則 で は な く 、 あ くま で 例外 だ と いう こと を 記憶 し な けれ ば な ら な い 。 

預言 者 は 平和 時 や 居住 者 と し て の 状況 で は ほとん ど 併 合 礼 排 は 行わ か な か っ た と いう 。 

併合 礼拝 は 異常 な 状況 や 例外 的 な ケー ス に の み 行 われ る も の で ある 


し ば らく の 時 を お いて 「 お 前 の 母 が 奪わ れ よ っ 、 お 前 は 私 
し ば し ば 二 つ の 礼拝 を 合わ せ て 行 


礼拝 後 の 退 出 に つい て 


礼拝 終了 後 、 左 右 い ずれ の 方 向 を 向い て 行動 を 起こ し て も 良い 
1 巻 P.485-486 


アプ ドッ ラー は 伝え て いる 

あな た 方 誰 一 人 た り と 、 サ タン に は あな た の 側 に 場所 を 与え て は な ら な い 。 

礼拝 者 は (礼拝 後 ) 右 方 向 に の み 行 動 を 起こ す の が 正しい と 考え て は な ら な い 。 

私 は アッ ラー の み 使 い が し ば し ば 左 方 向 に 向かっ て 行動 を お こさ れる の を 見 た ( 注 ) 。 

( 注 ) イス ラー ム で は 左側 を 嫌う 傾向 が ある 。 

シャ ー ム (シリ ア ) は 左 の 国 の 意 で 、 ア ラブ の 敵国 ビザ ン テ ィ ン 帝国 の 方 向 で あっ た か ら だ と 言 
われ る 。 

一 方 ヤマ ン (イエ メン ) は 右 の 国 の 意 で 、 良 い 事 が 多い 地 と 考え られ て いた 

この よう な ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て アア マシ ュ に よっ て も た ら さ れ て いる 。 

スッ ディ ー は 伝え て いる 

私 は アナ ス に 「 礼 拝 終了 後 は 、 右 方 向 に 行動 する の で し ょ うか 、 そ れ と も 左 方 向 で し ょ うか 」 と 
尋ね た 。 

彼 は 「 私 は アッ ラー の み 使 い が 右 方 向 に 多く 行動 され る の を 見 た 」 と 言っ た 。 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 常々 (礼拝 終了 後 は ) 右 方 向 に 行動 され て お られ た 。 


イマ ー ム の 右 に 座る こと に つい て 


イマ ー ム の 右側 に 位置 する こと が 好ま れる 
1 巻 P.486 


バラ ー ウ は 伝え て いる 

われ われ は アッ ラー の み 使 い の 後に 立っ て 礼拝 を 行っ た 時 、 彼 の 右側 に 位置 する の を 好 ん だ 。 
それ は (礼拝 の 終り に ) み 使 い の 御 顔 が われ われ の 方 に 向く と 思わ れる か ら で あ っ た 。 

また (礼拝 の 折 わ れ わ れ は ) み 使 い が 「 お ゝ >、 わ が 主 よ 、 あ な た が 復活 させ 給 う 日 、 ま た は 、 あ 
な た を 思 敬 する 者 達 を お 集め に な られ る 日 、 あ な た の 懲罰 より 救 わ れ ま す よ うに 」 と お 祈り に な 
る 言葉 を 聞き まし た 。 

同一 の 伝承 者 経路 を 経て ミス アル に よっ て も た ら さ れ た も の に は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い が わ れ わ れ 
の 方 に 向く と 思わ れる 」 と いう こと は 述べ られ て は いな い 。 


アザ ー ン 中 の ナ フ ル 礼拝 に 関し て 


ム ア ッ ジン が アザ ー ン を 唱え 始め た 時 に は 、 ナ フル の 礼拝 挙行 好ましく な い 
1 巻 P.487-488 

アゲ フー ワラ イラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 (イカ ー マ が 唱え られ て ) 礼拝 が 始ま っ た 時 は 、 義 務 と し て の 礼拝 以外 は 
な い 」 と 言っ て お られ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ワル カー ウ に よっ て も た ら さ れ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 イ カー マ が 唱え られ た 時 、 そ こ に は 義務 の 礼拝 を 除い て は な い 」 と 申 さ 
れ た 。 

この よう な ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て イス ハー ク に よっ て も た ら さ れ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ に よっ て 伝え られ た この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝わっ て いる 。 
ハン マー ド (伝承 者 の 一 人 ) は 「 私 は アム ル (伝承 者 の 一 人 ) に 会 っ た 。 彼 は それ に つい て 私 に 
話し た が 、 そ れ は アッ ラー の み 使 いか ら 直 接 伝 えら れ た も の で は な か っ た 」 と 言っ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ ー リ ク ・ ビ ン ・ ブ ハイ ナ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 夜明け の 礼拝 が 始ま っ た 時 、 礼 拝 を 行っ て いた 一 人 の 男 の 側 を 通ら れ た 。 
み 使 い は その 男 に 何 か 申 され た が 、 そ れ が どの よう な こと で あっ た か わか ら な か っ た 。 

み 使 い が そ こ を 去ら れ た 時 、 われわれ は その 男 の 周 囲 に 集まっ て 「 み 使い は あな た に 何 を 言わ れ 
た の で すか 」 と 尋ね た 。 

彼 は 「 み 使い は 『 あ な た 方 の 中 の 一 人 が 早朝 礼拝 に 、 ま さ に 四 ラ カー ト 行 お うと し て いる 』 と 申 
され た 」 と 言っ た ( 注 ) 。 

カ ア ナ ビ ー は 「 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ マ ー リ ク ・ ビ ン ・ ブ ハイ ナ は これ を 彼 の 父 を 根拠 と し て 話 
し だ の 言 記 た だ た 。 

アブ ー・ フ サイ ン ・ ム スリ ム は 「 こ の ハデ ィ ー ス に つい て 彼 の 父 を 根拠 と し た と いう 彼 の 言葉 は 
間違い で ある 」 (と 言っ た ) 

( 注 ) 早朝 の 礼拝 は ニラ カー ト で ある 

イブ ン ・ ブ ハイ ナ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ム か アッ ジン が イカ ー マ を 唱え て いた 時 、 一 人 の 男 が 礼拝 し て いる の を 御覧 
に な っ た 。 

み 使 い は その 男 に 「 あ な た は 早朝 の 礼拝 に 四 ラ カー ト 行 う の で すか 」 と 言わ れ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ サ ル ジ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 早 朝 の 礼拝 を 挙行 され て いる 時 、 一 人 の 男 が モス ク に 入っ て 来 た 。 

彼 は その モス ク の 一 隅 で ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た 。 

それ か ら 彼 は み 使 いと 一 緒 に 礼拝 し た 。 

み 使 い が “ あ な た 方 に 平安 を "の 挨拶 を 終え られ た 時 、「 お お 某 よ ! ニ 二 回 の 礼拝 の 中 の どちら を ( 


義務 の 礼拝 と し て ) 行っ た の で すか 。 あ な た が 一 人 で 行っ た も の 、 そ れ と も 、 わ た し 達 と 一 緒 
に 行っ た も の で すか 」 と いわ れ た 。 


モス ク に 入っ た 時 の 言葉 に つい て 
モス ク に 入っ た 時 に 言う 言葉 
1 巻 P.488 


ブー・ フ マイ ド は 伝え て いる 

ッ ラ ー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 誰 で も モス ク に 入っ た 時 は "お お アッ ラー、 私 に あな た の 御 慈 悲 
の 扉 を お 開き 下さ い " と 言う よう に 、 そ し て (そこ か ら ) 出る 時 は "お お アッ ラー、 私 は あな た の 御 
仁 慈 を 請 い 願い ます "と 言う よう に 」 と 申 され た 。 

アッ ラー の み 使 いか ら 語ら れ た この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ て いる 。 


9 
ア 


モス ク に 入っ た 時 の 礼拝 に つい て 


モス ク に 入っ た 時 、 そ こ へ の 挨拶 と し て ニラ カー ト の 礼拝 挙行 が 好ま し く 、 
それ を 行う 前 に 座る の は 好ま し く な い 


1 巻 P.488-489 
アブ ー・ カ ター ダ は 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 誰 で も モス ク に 入っ た 時 は 、 座 る 前 に ニラ カー ト の ナ フ ル を 挙 


行 し な さい 」 と 申 さ れ た ( 注 ) 。 

( 注 ) ナ フ ル (随意 の 礼拝 ) は 信者 の アッ ラー へ の 限り な い 愛 の 象徴 で ある 。 

モス ク に 入っ た 際 の その 礼拝 は 、 そ の 人 の 精神 を 現実 界 か ら 天 地 を 支配 する 宗教 界 へ の 意識 へ と 
高揚 させ る も の で ある 

教 友 の 一 人 、 ア ブー - カタ ー ダ は 言っ た 

私 は アッ ラー の み 使 い が 人 々 の 間 に 座 っ て お られ た 時 モス ク に 入っ た 。 

私 も 人 々 の 中 に 入っ て 座っ た 。 

その 時 み 使 い は 私 に 「 あ な た は どう し て 座る 前 に ニラ カー ト の 礼拝 を 行わ な か い の で すか 」 と 言わ 
れ た 。 

私 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 私 は あな た が 座っ て お られ る の や 、 人 々 が 座っ て いる の を 見 まし 

た (の で 座っ て し まい まし た ) 」 と 言っ た 。 

する と み 使 い は 「 あ な た 方 の 誰 で も モス ク に 入っ た 時 は 、 ニ ラ カ ー ト の 礼拝 を 行う まで 座っ て は 
な り ま せん 」 と 言わ れ た 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 私 に 負債 ( 注 ) が あっ た 。 

彼 は それ を 返し て 下さ り 、 そ の 上 に 余分 の も の まで 下さ れ た 。 

私 が モス ク に 入る と 私 は 「 ニ ラ カ ー ト の 礼拝 を し な さい 」 と 言わ れ た 。 

( 注 ) らく だ の 代金 


旅 か ら 帰 っ た 後 の 礼拝 に つい て 


旅 か ら 帰 っ た 者 は モス ク に 入っ て ニラ カー ト の 礼拝 挙行 が 好ま し い 
1 巻 P.489-490 


ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 私 か らら くだ を お 買い に な っ た 。 

彼 が マデ ィ ー ナ か ら お 帰り に な っ た 時 、 私 に モス ク に 来る よう お 命じ に な っ た 。 

私 が そこ へ 行く と み 使 い は 私 に ニラ カー ト の 礼拝 を 行う よう 言わ れ た ( 注 ) 。 

( 注 ) 預言 者 は 彼 を モス ク に 呼ん で 、 ム スリ ム の あら ゆる 活動 の 基礎 と な る アッ ラー に 対す る 
意識 、 そ れ へ の 恭 敬 、 献 身 を 促さ れ た 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 いと 遠征 に 出 た 。 

私 の らく だ は 足 が の ろく て すっ か り 遅 れ て し まっ た 。 

私 は 疲れ 切っ た 。 

この よう な わけ で アッ ラー の み 使 い は 私 より 早く お 帰り に な っ た 。 

私 が 帰っ た の は 翌日 で あっ た 。 

私 が モス ク に 行く と 彼 は その 入り 口 の 所 に 居 ら れ た 。 

み 使 い は 「 あ な た は 今 着 いた の で すか 」 と 言わ れ た 。 

私 は 「 は い 、 そ う で す 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 あ な た の らく だ を 置い て (モス ク に ) 入り な さい 。 そ し て 、 ニ ラ カ ー ト の 礼拝 を 挙行 し な 
さい 」 と 言わ れ た 。 

彼 (語り 手 ) は 「 そ こ で 私 は (モス ク に ) 入り ( 二 ラ カー ト の 礼拝 を ) 行っ て 帰り まし た 」 と 言 
っ た 。 

カ ア ブ ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 旅 か ら お 帰り に な る 時 は いつ も 正午 前 で あっ た 。 

彼 は お 帰り に な る と 最初 に モス ク に 入っ て ニラ カー ト の 礼拝 を し 、 そ れ か ら そ こ に 座ら れ た 。 


午前 の 礼拝 に つい て 


午前 の 礼拝 は 好ま し い 。 
それ の 最も 短い の は ニラ カー ト 、 最 も 長い の は ハラ カー ト で 、 四 な いし 六 ラ カー ト の 場合 も ある 
1 巻 P.490-494 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク は 伝え て いる 

私 は アー イシ ャ に 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は ド ハ ー ( 八 ~ 九 時 頃 か ら 正 午 ま で の 刻 ) の 礼拝 を され て 
お り ま し た か 」 と 尋ね た 。 

彼女 は 「 い いえ 、 み 使い は 旅 か ら お 帰り に な っ た 時 以外 は (され て お り ま せん で し た ) 」 と 答 
ス : た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク は 伝え て いる 

私 は アー イシ ャ に 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は ド ハ ー の 礼拝 を され て お り ま し た か 」 と 尋ね た 。 
彼女 は 「 い いえ 、 み 使い は 旅 か ら お 帰り に な っ た 時 以外 は (し て お り ま せん で し た ) 」 と 答え 
た ( 注 ) 。 

( 注 ) アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク の この 二 つ の ハデ ィ ー ス は 全く 同一 で ある が 、 こ れ は 預 
言 者 が ド ハ ー の 礼拝 を モス ク で は 行わ な か っ た こと を 明瞭 に する た めで ある と し て いる 

ウル ワ は 伝え て いる 

アー イシ ャ は 「 私 は アッ ラー の み 使 い が 午 前 の 礼拝 で 規定 され た も の より 多く 行わ れ て いる の を 
見 た こと は ご ざい ませ ん 。 

そし て 、 私 も 同じ よう に 行い まし た 。 

も し み 使 い が 、 実 際 は 挙行 され る こと を お 望み の 何 か の 行為 を 放棄 され た よう な 場合 は 、 人 々 か 
それ に 條 っ て 行っ て いる うち に それ を 義務 と 思っ て し まう の で は な いか 、 と いう こと を 心配 され 
る た めで す 」 と 言っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) 預言 者 は ド ハ ー を 行っ た が 、 そ の ほとん ど は 人 々 の 目 の と どか な い 家 の 中 で あっ た 。 

また 、 彼 が 時 々 それ を 放棄 し た の は 、 そ れ が 義務 的 行為 と 受け 取ら れ な いよ うに で あっ た 。 

も し 、 彼 か 規則 的 に それ を 行え ば 人 々 が それ に 徴 つ て 義務 的 な 行為 と 見 な され か ね な いと 考え た 
の で ある 。 

預言 者 は 人 々 に 不 必要 な 負担 を か ける の を 望ま れ な か っ た し 、 ま た 、 人 々 か いか な る プレ ッ シ ャ 
ー も 感ずる こと な く 、 そ れ ぞ れ に 合う 宗教 的 献身 を 推進 する こと を 望ま れ た の で ある 

ム ア ー ザ は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 午前 の 礼拝 に は 何 ラ カー ト を され て お り ま し た か 」 と アー イシ 
ャ に 尋ね た 。 

彼女 は 「 四 ラ カ ー ト で す 。 で も 、 み 使い が 好 ん だ 時 は も っ と 多く (され て お り ま し た ) 」 と 答 
え だ 。 

これ に 類似 の ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ た 。 

し か し 「 ア ッ ラ ー が 喜ば れる か ら 」 と 伝承 者 が 言っ た と いう 言葉 の 付加 が ある 。 

ム ア ー ザ ・ ア ダウ ィ ー ヤ は 伝え て いる 


アー イシ ャ は 「 み 使い は 四 ラ カー ト さ れる の が 習慣 で し た が 、 ア ッ ラ ー が 喜ば れる の で 時 に は そ 
れ よ り 多 く の ( ラ カ ー ト ) を され て お り ま し た 」 と 言い まし た 。 

この よう な ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て カタ ー ダ に よっ て も た ら さ れ た 。 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ブー・ ラ イラ ー は 伝え て いる 

ウン ム ・ ハ ー ニ ー を 除い て は 、 誰 も 私 に アッ ラー の み 使 い が 午 前 の 礼拝 を 行っ て いる の を 見 た と 
告げ た 者 は 無い 。 

彼女 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は マッ カ 征 服 の 日 、 彼 女 の 家 に 入り 人 ハラ カー ト の 礼拝 を され まし た 。 
その と き 、 み 使い は ルク ー ( 立 礼 ) と サジ ダ ( 叩 頭 ) を 完全 に 行わ れ ま し た が 、 み 使い が あの よ 
うに 軽い 礼拝 ( 注 ) を され る の を けっ し て 見 た こと が あり ませ ん で し た 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ バ ッ シ ャ ー ル (伝承 者 の 一 人 ) は 彼 の 話 の 中 で は "けっ し て "と いう 言葉 は 言わ な か っ た 。 
( 注 ) クル アー ン の 長い 章 句 や 、 ア ッ ラ ー の 讃 美 を 多く 唱え る こと を 放棄 し た 礼拝 

アブ ドッ ラー ビン ハー リス ・ ビ ピン ・ ヌ ー ラ ファ ル は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い が 午 前 の 礼拝 を 行わ れ た か どう か に つい て 告げ て くれ る 人 を 熱心 に 探し た 
し か し 、 私 は アブ ー・ タ ー リ ブ の 娘 ウ ン ム ・ ハ ー ニ ー ( 注 ) 以外 は 誰 も 見 付け られ な か っ た 。 
彼女 は 「 み 使い は マッ カ 征 服 の 日 、 日 が 高く な っ て か ら (私 の 家 に ) 来 られ まし た 。 

そし て 、 衣 服 が 運ば れ て 、 そ れ で その 御方 の た め に 人 目 が と ど が な い 場 所 が つく られ まし た 。 

彼 は 洒 浴 され て か ら お 立ち に な り 、 人 ハラ カー ト の 礼拝 を され まし た 。 

私 は ( 彼 の 礼拝 中 ) その 御方 の 立っ た 姿勢 が いち ば ん 長かっ た の か 、 それと も お 辞 儀 か 、 あ る い 
は 叩 頭 か 、 ま た は それ ら す べ て が 同 程度 の 長 さ だ っ た の か は 存 知 ませ ん 。 

私 は この 時 以外 み 使い が 感謝 の 言葉 を 唱え て いる ナ フ ル の 礼拝 を され て いる の を 見 ませ ん で し た 
上 言う: た 。 

ムラ ー デ ィ ー は ユー ヌス を 根拠 と し て 伝え て いる が 「 彼 (ユー ヌス ) が それ を 私 に 告げ た 」 と 
は 言っ て は いな い 。 

( 注 ) ウン ム ・ ハ ー ニ ー は アリ ー (預言 者 の 娘 フ ァ ー テ ィ マ の 夫 で 四 代 正統 カリ フ ) の 実 の 兄弟 
で ある 

アブ ー・ タ ー リ ブ の 娘 、 ウ ン ム ・ ハ ー ニ ー の マウ ラー (奴隷 の 身分 か ら 解 放さ れ た 自由 民 ) 
アブ ー・ ム ッ ラ は 伝え て いる 

ウン ム ・ ハ ー ニ ー は 「 私 は マッ カカ 征服 の 年 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 所 に 行き まし た 。 

その 時 、 み 使い は 身体 を 清め られ 、 彼 の 息女 ファ ー テ ィ マ が 彼 を 衣服 で 人 目 の と どか ぬ よ う 手 助 
けし て いる の を 見 まし た ( 注 1) 。 

私 は み 使 い に 挨拶 し まし た 。 

彼 は 「 ど な た で すか 」 ( 注 2) と 申し まし た 。 

私 は リア ブー ター リラ の 娘 、 ウ ン ム ・ ハ ー ニ ー で す 」 と 申し まし た 。 

彼 は 「 よ うこ そ 、 ウ ン ム ・ ハ ー ニ ー」 と 申 さ れ ま し た 。 

彼 は 洒 浴 を 完全 に 終え られ る と 、 一 枚 布 の 衣服 を ま と わ れ て お 立ち に な り 、 八 ラ カ ー ト の 礼拝 を 
され まし た 。 


み 使 い が 礼 拝 を 終え られ た 時 、 私 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 私 の 母 の 息子 アリ ー・ ビ ン ・ タ ー リ 
ブ は 私 が 保護 し た フラ ー ヌ ・ ビ ン ・ フ バイ ラ ( 注 3) を 殺害 に 行き まし た 」 と 申し ます と 彼 は 「 ウ 
ン ム ・ ハ ー ニ ー よ 、 わ た し 達 も また 、 あ な た が 保護 し た 人 物 を 保護 し まし た 」 と 申 さ れ ま し た 。 
「 そ れ は 午前 の 礼拝 の 時 で し た 」 と 彼女 は 申し まし た 。 

( 注 1) 注 浴 の 時 も 体 の 下部 を 布 で 覆う の が 預言 者 の 慣行 で あっ た 。 

彼 は 身体 の 上 部 も 人 目 に さら さ な い よう 気配 り し て いた と いう 。 

娘 の ファ ー テ ィ マ は アリ ー に 嫁ぐ 前 は 、 家 庭 で 預言 者 の 世話 を する 一 人 で も あっ た 

( 注 2) 注 浴 を 行っ て いる 間 で も 挨拶 に 対す る 返答 は 許さ れる 

( 注 3) 彼 の 名 前 は ハー リス ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム ・ マ ハズ ー ミ ー で あっ た 。 

し か し 、 幾 人 か の 学者 は 、 そ の 者 は アブ トッ ラー ・ ビ ン -・ ラ ビー ア で ある と 主張 し て いる 

アブ ー・ ム ッ ラ は ウン ム ・ ハ ー ニ ー を 根拠 と し て 述べ て いる 

マッ カ 征 服 の 日 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 彼女 の 家 で 一 枚 布 の 衣服 ( 注 ) を ま と わ れ て ハラ カー ト の 
礼拝 を され た が 、 そ の 衣服 の 両端 は 交差 し て 肩 に か けら れ て いた 。 

( 注 ) この 衣服 は 白色 の 幅 の 広い 布 を 体 に 巻く よう に し て 身 に つけ る も の と 考え る と 良い 

アブ ー・ ザ ッ ル は 伝え て いる 

ッ ラ ー の み 使 い は 「 午 前 中 に 、 あ な た 方 各々 の 身体 の 骨 一 つ ー つ に 慈善 行為 が 課せ られ て い 
( 注 1) 。 

ッ ラ ー の 栄光 を 讃え る 言葉 の 一 つ ー つ が 慈善 行為 で ある 。 

ー を 讃 美 す る 一 つ ー つ の 言葉 が 慈善 行為 で ある 。 

ー の 唯一 性 を 告白 する 言葉 の 一 つつ が 慈善 行為 で ある 。 

ー は 偉大 な り " と 唱え る 言葉 の 一 つ 一 つが 慈善 行為 で ある 。 

ずる こと も 慈善 行為 で ある 。 

ー が 否認 され た こと を 禁止 する の も 慈善 行為 で ある 。 

故に 、 そ れ ら の 言葉 を 唱え て ニラ カー ト を 行え ば (午前 の 礼拝 と し て は ) 十分 で あろ う 。 

(つま り 、 礼 拝 は 身体 の すべ て の 器官 を 使用 し て 行わ れる か ら で あ る ( 注 2) ) 

( 注 1) ここ に は 午前 の 礼拝 の 意義 か 示さ れ て いる 。 

その 実践 が あっ て 、 人 間 の 骨 の 一 つ ー つ は 病気 を 免れ て 十分 に 機能 し 形態 も 保 た れる と され る 
( 注 2) イス ラー ム の 慈善 行為 と は 財貨 の 消費 の み を 意味 する も の で は な い 。 

それ は 、 人 の アッ ラー へ の 強い 恭 散 や 献身 で ある し 、 悪 い 行為 を 憎 ひ の も イス ラー ム で は 慈善 行 
為 と な る 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

私 の 親友 (アッ ラー の み 使 い ) は 私 に 三 つ の 事 を 行う よう 勧め られ た 。 

(それ は ) 毎月 三 日 間 の 断食 、 午 前 中 に ニラ カー ト の 礼拝 の 挙行 、 夜 、 寝 る 前 に ウィ トル の 礼拝 
の 励行 で ある 。 

この よう な ハデ ィ ー ス は アブ ー・ フ ライ ラ に よっ て 、 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

アブ プー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

私 の 親友 アブ ー ・ カ ー シ ム (預言 者 の 別称 ) は 私 に 三 つ の 事 を 行う よう 勧め られ た 。 それは 前 述 
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の ハデ ィ ー ス と 同様 で ある 。 

ウン ム ・ ハ ー ニ ー の マウ ラー、 ア ブー・ ム ッ ラ は アブ ー・ デ ルター ウ を 根拠 と し て 伝え て いる 
私 の 親友 (預言 者 ) は 三 つ の 行為 を 勧め られ た 。 

私 は 生涯 、 け っ し て それ を 放棄 し な いで あろ う 。 

それ は は 毎月 三 日 間 の 断食 、 午 前 の 礼拝 、 そ し て ウィ トル の 礼拝 を 済ま せる まで 就寝 し な いこ と で 
ある 。 


早朝 の スン ナ 礼 拝 に つい て 


早朝 の 礼拝 で スン ナ と し て の ニラ カー ト は 好ま し い 。 

その 中 で の 読 唱 が 好ま れる クル アー ン の 章 句 に つい て ( 注 ) 

( 注 ) 早朝 の 礼 拝 で スン ナ と し て の ニラ カー ト は 大 へ ん 強調 され て いる 。 
これ は 義務 と し て の 礼拝 に 加え た も の の 中 、 最 も 重視 され る も の で ある 
1 巻 P.494-497 


イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

信者 達 の 母 、 ハ フサ は 「 ム アッ ジン が 早朝 の 礼拝 の アザ ー ン を 唱え 終っ て 静 ま る と 、 ア ッ ラ ー の 
み 使い は 義務 と し て の 礼拝 が 開始 され る 前 に 短い 礼拝 を 挙行 され まし た 」 と 話し た 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ナー フィ ウ に よっ て も た ら さ れ た 。 

ハフ サ は 伝え て いる 

早朝 の 礼拝 に 、 み 使い は 短い ニラ カー ト の 礼拝 以外 は 行わ れ ま せん で し た 。 

この よう な ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て シュ ウ バ に よっ て も た ら さ れ た 。 

ハフ サ は 伝え て いる 

早朝 の 礼拝 に 、 アッラー の み 使 い は ニラ カー ト の 礼拝 を され まし た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は アザ ー ン を お 開き に な る と 、 短 い 礼拝 で し た が 、 ニ ニラ カ ー ト に よる 早朝 の 礼拝 を され て 
お り ま し た 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 で 伝え られ た 。 

な お 、 ア ブー・ ウ サー マ に よっ て 話さ れ た ハデ ィ ー ス の 中 に は " 夜 が 明け た 時 "と いう 言葉 が 入っ て 
いる 。 

アー イシ ャ は 述べ て いる 

み 使い は (早朝 の ) アザ ー ン と その 礼拝 が 開始 され る 間 に 、 (義務 で は な い ) ニラ カー ト の 礼拝 
を され て お り ま し た 。 

アー イシ ャ は 述べ て いる 

み 使 い は ニラ カー ト の 早朝 礼拝 を され て お り ま し た が 、 私 が 「 み 使い は ファ ー テ ィ ハ ( 開 端 章 ) 
を 読 唱 され た の か し ら ( 注 ) 」 と 言う 程 に (礼拝 を ) 短く され て お り ま し た 。 

( 注 ) 「 み 使い は ファ ー テ ィ ハ を 読 唱 さ れ た の か し ら 」 と いう 表現 は 、 預 言 者 の その 時 の 礼拝 が 
大 へ ん 短い も の で あっ た の を 意味 し て いる 。 

な お 、 フ ァ ー テ ィ ハ ( 開 端 章 ) は クル アー ン の 章 の 中 で も 極め て 短い 章 の 一 つ で ある 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ファ ジュ ル の 刻 に な り ま す と 、 ニ ラ カ ー ト の 礼拝 を され て お り ま し た 。 
私 は (それ が あま り 短 い の で ) 「 あ の 御方 は その 礼拝 で ファ ー テ ィ ハ を 読 唱 さ れる の か し ら 」 と 
申し て お り ま し た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 


み 使 い は ナ フ ル の 礼拝 に 関し まし て は 、 早 朝 の ニラ カー ト の 礼拝 ほど 気づか われ る の は 他 に は あ 
り ま せん で し た 。 

アー イシ ャ は 述べ て いる 

私 は み 使 い が ナ フル と し て の 礼拝 の 中 で 、 早 朝 の (義務 の ) 礼拝 の 前 の ニラ カー ト 程 、 (気づか 
われ て ) お 急ぎ に な る ( 注 ) の を 見 ませ ん で し た 。 

( 注 ) それ を 行 お うと し て 熱心 に な る 

アー イシ ャ は 述べ て いる 

み 使 い は 「 早 朝 の ニラ カー ト は 現世 、 あ る い は それ に 存在 する 何 に も 増し て すばらし い 」 と 申 さ 
れ ま し た 。 

アー イシ ャ は 述べ て いる 

み 使 い は 早朝 の 義務 と し て で は な い ニ ラ カ ー ト の 礼拝 に つい て 「 そ れ は 私 に と っ て 全 世 界 以上 に 
好ま し いも の で ある 」 と 申 さ れ ま し た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 述べ て いる 

アッ ラー の み 使 い は 早朝 の 礼拝 の ニラ カー ト で 「 言 っ て や る が よい 。『 お お 、 不 信者 た ちよ .……』 
」 (クル アー ン 109 章 ) と 「 言 っ て や る が よい 。 彼 は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 で あら れる 」 ( ク 
ルアー ン 112 章 ) を 読 唱 さ れ て いた 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 述べ て いる 

アッ ラー の み 使 い は 早朝 の 礼拝 の ニラ カー ト で 、 最 初 の ー ラ カー ト に は 「 (ムスリム よ 祈 っ て ) 
言う が よい 。 『 わ た し た ち は 、 ア ッ ラ ー と わた し た ち に 啓示 され た も の を 信じ ます 』」 (クル ア 
ー ン 第 2 章 136 節 ) と も う 一 つ に は 「 わ た し た ち は 信 じ ま す 。 あ な た は 、 わ た し た ち が ム スリ ム で 
ある こと を 立証 し て 下さ い 」 (クル アー ン 第 3 章 52 節 ) を 読 唱 さ れ て いた 。 

イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 早朝 の ニラ カー ト で 「 (ムスリム よ 祈 っ て ) 言う が よい 。 『 わ た し た ち は 、 
アッ ラー と わた し た ち に 啓示 され た も の を 信じ ます 』 と 『 わ た し た ちと あな た 方 と の 間 の 共通 の 
こと ば (の 下 ) に 来 な さい 』」 (クル アー ン 第 3 章 64 節 ) を 読 唱 され て いた 。 

別 の 伝承 者 経路 で も 同じ ハデ ィ ー ス が 伝わっ て いる 。 


スン ナ の 礼拝 の 徳 点 に つい て 


義務 と し て の 礼拝 の 前 後に 行う スン ナ の 礼拝 に そ な わ る 徳 点 ( 注 ) 

( 注 ) スン ナ と し て の 礼拝 は 二 類 型 に わか れる 。 ス ナン (スン ナ の 複数 ) ・ ラ ー テ ィ バ 、 ま た は 
、 ム ワッ カ ダ (大 へ ん 強調 され る も の ) と ガイ ル ・ ラ ー テ ィ バ また は 、 ガ イル ・ ム ワッ カ ダ ( そ 
れ 程 強調 され な いも の ) で ある 。 

これ ら ス ン ナ の 礼拝 は 重要 で あり 、 義 務 と し て の 礼拝 に お ける 不 十分 な 点 を 補う も の と され て 
いる 。 

重要 さ で の 序列 を 述べ れ ば 、 

ー) 夜明け (早朝 ) の 義務 と し て の 礼拝 の 前 の ニラ カー ト 。 

三 ぶ 夕刻 の 三 ラ カー ド 。 

三 ) 正午 の ニラ カー ト 。 

四 ) イシ ャ ー の ニラ カー ト で ある 。 

二 ) 三 ) 四 ) は 義務 の 礼拝 の 後 で 行わ れる 。 五 ) は 正午 の 義務 の 礼拝 の 前 の 四 ラ カー ト で ある 
1 巻 P.497-498 


ウン ム ・ ハ ビー バ (預言 者 の 妻 ) は 伝え て いる 

み 使 い は 「 昼 と 夜 に ( ナ フ ル の ) 十 ニ ラ カ ー ト ( 注 ) を 行っ た 者 に は 、 天 上 の 楽園 に 家 が 建て ら 
れる で あろ う 」 と 申 さ れ て お り ま し た 。 

更に 彼女 は 「 私 は それ を お 聞き し て か ら は 、 け っ し て それ を 怠っ て は お り ま せん 」 と 言っ た 。 
伝承 者 の 幾 人 か は 「 私 は それ を ( 誰 々 か ら ま た 誰 々 か ら ) 開い て 以来 (その 礼拝 を 怠っ て は い 
な い ] と 一 様 に 言っ て いる 。 

( 注 ) この 十 ニ ラ カ ー ト は 、 ス ナン ・ ム ワッ カ ダ の こと で ある 

ヌ ア マー ン ・ ビ ン ・ サ ー リ ム は 「 一 日 に ( ナ フ ル の ) 十 ニ ラ カ ー ト を 行っ た 者 は 、 彼 の 為 に 天国 
に 家 が 建て られ る で あろ う 」 (と いう ハデ ィ ー ス を ) 同一 の 伝承 者 経路 で 伝え て いる 。 
預言 者 の 妻 、 ウ ン ム ・ ハ ビー バ は 伝え て いる 

み 使 い は 「 ア ッ ラ ー の 下僕 た る ムスリム は 誰 で も アッ ラー へ の 一 途 な 心 で (義務 の 礼拝 以外 に ) 
毎日 十 ー ラ カー ト を 捧げ れ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 の 為 に 天国 に 家 を お 建て 下さ る で あろ う 。 ま た は 、 
彼 の 為 に 天国 に 家 が 建て られ る で あろ う 」 と 申 さ れ て お り ま し た 。 

それ で 私 は それ を 聞き まし て か ら 、 そ の 礼拝 を 続け て お り ま す 。 

(アム ル と ヌ ア マー ン も また 、 そ れ と 同様 の こと を 言っ た ) 

ウン ム ・ ハ ビー バ は 言っ た 

み 使い は 「 ア ッ ラ ー の 下僕 た る ムスリム は 誰 で も 毎日 汰 浴 を し 、 そ れ を 完全 に 行っ た 後 、 礼 拝 を 
行う 」 と 申 きれ まし た 。 

残余 の ハデ ィ ー ス は 前 述 の も の と 同一 で ある 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 いと 共に 正午 の (義務 の 礼拝 の ) 前 に ニラ カー ト 、 後 に ニラ カー ト 、 マ グリ 


ブ の 礼拝 の 後に ニラ カー ト 、 イ シャ ー の 礼拝 の 後に ニラ カー ト 、 そ し て 、 金 曜 の 礼拝 の 後 金曜 の 
それ は 、 ア ッ ラ ー の み 傾 いと 一 緒 に 彼 の 家 で 行っ た ( 注 1) 、 ( 注 2) 。 

( 注 1) イマ ー ム ・ シ ャ ー フ ィ ー は この ハデ ィ ー ス を 根拠 と し て 、 正 午 の 礼拝 の 前 の スン ナ の 礼拝 
は ニラ カー ト で ある こと に 昔 成 し て いる 。 

一 方 、 ハ ナ フ ィ ー 派 の 人 々 は 、 ア リー、 ア ー イ シャ 、 ウン ム "ハビ ピー パ に よっ て 伝え られ た 
ハデ ィ ー ス を 根拠 と し て 四 ラ カー ト に 賛成 し て いる 。 

他 の 法学 者 達 も 思 ラ カー ト に 賛成 し て いる 者 が 多い 

( 注 2) イブ ン ・ ウ マル は 預言 者 の 妻 、 ハ フサ の 実 の 兄弟 で ある 。 

それ 故 、 彼 は 預言 者 が 家 で 行っ た スン ナ の 礼拝 を 見 て いる 


ナ フ ル の 礼拝 に つい て 


ナ フ ル の 礼拝 は 立っ て 行っ て も 座っ て 行っ て も 良い 。 

また 正当 な 理由 が あれ ば 挙行 中 の 一 部 の ラ カ ー ト は 、 

その 時 在 っ た 姿勢 か ら 直 ち に 座る 、 あ る い は 立つ に 変え る こと が 許さ れる 
1 巻 P.498-502 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク は 述べ て いる 

私 は アー イシ ャ に アッ ラー の み 使 い の ナ フル の 礼拝 に つい て 尋ね た 。 

ラ カ ー ト を 行っ て か ら 出 て 行か れ 、 そ し て 、 人 々 を 礼拝 に 先導 され て お り ま し た 。 

それ か ら 家 に 帰ら れ て ニラ カー ト 挙 行 さ れ て お り ま し た 。 

み 使 い は また 、 マ グリ ブ の 礼拝 を 人 々 と 共に され た 後 、 家 で ニラ カー ト さ れ て お り ま し た 。 
イシ ャ ー の 場合 も 人 々 と 共に され た 後 、 家 で ニラ カー ト 行 っ て お られ まし た 。 

夜間 に は ウィ トル を 含む おれ ラ カ ー ト を 行っ て お られ まし た 。 

み 使 い は 夜 、 長 い 間 お 立ち の ま ゝ 、 あ る い は 長い 間 座 っ た ま ゝ 礼拝 され て お り ま し た 。 

あの か た が お 立ち の まま クル アー ン を 読 唱 さ れ た 時 は 、 そ の 姿勢 で 先ず 立 礼 さ れ 、 そ れ か ら 叩 頭 
され まし た 。 

その か た が 座っ た ま ゝ クル アー ン を 読 唱 さ れ た 時 は 、 座 っ た 姿勢 で 腰 を 曲げ て 礼 を 行い 、 そ れ か 
ら 叩 頭 さ れ ま し た 。 

そし て ファ ジュ ル (未明 の 刻 ) が 参り ます と ニラ カー ト を 行わ れ ま し た 」 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は 夜 、 長 い 間 礼 拝 さ れ て お り ま し た 。 

その か た が 立っ て 礼拝 され た 時 は 立っ た 姿勢 で 立 礼 し 、 座 っ て 礼拝 され た 時 は 座っ た 姿勢 で 腰 を 
曲げ て 札 を され まし た ( 注 ) 

( 注 ) ナ フ ル の 礼拝 は 立っ た ま ゝ 、 あ る い は 座っ た まま の いずれ の 姿勢 で 行っ て も 良い 。 

も し それ が 座っ た 姿勢 で 行わ れる な ら 、 礼 拝 者 は その 姿勢 を 保っ て 礼拝 を 遂行 し 特別 の 事情 が な 
い 限 り 立 ち 上 が っ て は な ら な い 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク は 伝え て いる 

私 は ベル シア で 病気 に な っ た 。 

そこ で 私 は 座っ た 姿勢 で 礼拝 を 行っ た 。 

私 は これ に つい て アー イシ ャ に 尋ね た 。 

彼女 は 「 み 使い は 夜間 、 長 い 間 座 っ て 礼拝 され て お り ま し た 」 と 答え た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク ・ ウ カイ リー は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い の 夜 間 の 礼拝 に つい て アー イシ ャ に 尋ね た 。 

彼女 は 「 み 使い は 夜間 、 長 い 間 お 立ち の まま 、 あ る い は 長い 間 お 座り に な っ た まま 礼拝 され て お 
り ま し た 。 そ し て 、 あ の か た が 立っ て クル アー ン を 読 唱 さ れ た 時 は 立っ た 姿勢 で 礼 を され 、 座 っ 
て クル アー ン を 読 唱 さ れ た 時 は 座っ た 姿勢 で 腰 を 曲げ て 礼 を され て お り ま し た 」 と 言っ た 。 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク ・ ウ カイ リー は 伝え で いる 

私 は アー イシ ャ に アッ ラー の み 使 い の 礼 拝 に つい て 尋ね た 。 

彼女 は 「 み 使い は お 立ち に な っ て 礼拝 され る の と 同じ くら い 、 お 座り に な っ て も それ を な さい ま 
し た 。 そ し て 、 も し あの か た が 立っ て 礼拝 を 始め られ た 時 は 立っ た 姿勢 で 礼 を され 、 座 っ て それ 
を 始め られ た 時 は 座っ た 姿勢 で 腰 を 曲げ て 礼 を され て お り ま し た 」 と 言っ た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

私 は み 使 い が (結婚 し て 最初 の 頃 は ) 夜 の 礼拝 に 座っ て クル アー ン を 読 唱 さ れる の を 見 た こと が 
あり ませ ん で し た 。 

し か し 、 み 使い が 年 を 召さ れ て か ら は お 座り に な っ て 読 唱 さ れ て お り ま し た 。 

そし て 、 ( 読 唱 さ れる ) スー ラ (クル アー ン の 章 ) の 中 、 あ と 三 十 乃 至 四 十 節 に な り ま す と 立た 
れ て 残り の スー ラ を 読 唱 さ れ ま し た 。 

それ か ら 立 礼 さ れ て お り ま し た ( 注 ) 。 

( 注 ) 礼拝 者 は 立っ た 姿勢 で の 礼拝 に 耐え られ な い 場 合 は 座っ て 行っ て も 良い 。 

また 、 正 当 な 理由 が あれ ば 礼拝 の 途中 で も 、 立 つ 、 ま た は すわ る 姿勢 の 変化 が 許さ れる 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は (お 年 を 召さ れ て か ら は ) 座っ て 礼拝 され て お り ま し た 。 

あの か た が そう する よう に な られ て か ら ク ルアー ン を 読 唱 し ます 時 、 残 り の 節 が 三 十 乃 至 四 十 節 
程 に な り ま す と お 立ち に な っ て それ を 読 唱 さ れ ま し た 。 

それ が 終る と 立 礼 され 、 次 に 叩 頭 され まし た 。 

み 使 い は 二 回 目 の ラ カー ト で も 同じ よう に な さい まし た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は (深夜 の 礼拝 の 間 ) よく 座っ て (クル アー ン を ) 読 唱 さ れ て お り ま し た 。 

そし て 、 あ の か た が 立 礼 を 望ま れる と お 立ち に な っ て 、 一 般 の 人 が クル アー ン の 四 十 節 を 読 唱 す 
る くら い (の 間 ) お 立ち に な っ て お り ま し た 。 

アル カマ ・ ビ ン ・ ワ ッ カ ー ス は 伝え て いる 

私 は アー イシ ャ に 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が ど の よう に ニラ カー ト を 座っ て 行わ れ た か を 尋ね た 。 
彼女 は 「 み 使い は ニラ カー ト で クル アー ン を 読 唱 され て お り ま し た が 、 立 礼 を 望ま れる と お 立ち 
に な っ て それ を な さい まし た 」 と 言っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) この よう な 方 法 で の ナ フ ル の 礼拝 も 許さ れ て いる 。 

この 場合 、 立 っ た 後 で 若干 の 節 を 読み 、 そ の 後 、 ル クー ( 立 礼 ) する の か 好ま し いと され て いる 
アブ ドッ ラー ・ ビ ン - シャ キー ク は 伝え て いる 

私 は アー イシ ャ に 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 座っ て 礼拝 され まし た か 」 と 尋ね まし た 。 

彼女 は 「 は い 、 人 々 が あの か た を 破壊 し て し まっ た 後 で ( 注 ) 」 と 言っ た 。 

( 注 ) 「 人 々 が あの か た を 破壊 し て し まっ た 後 で 」 は 直訳 で 、 こ れ は “人 々 の 仕合 せ の 為 の 労苦 が 
重荷 と な っ て 老い 込ん で し まっ た 後 で "の 意 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク は 伝え で いる 

私 は アー イシ ャ に 尋ね た 。 


する と 彼女 は アッ ラー の み 使 い に つ いて (上 記 同 様 の 話 を ) し た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は 亡くな られ る 少し 前 に は ほとん ど 座 っ て 礼拝 を され て いま し た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は お 年 を 召し 体力 が お 弱り に な っ て か ら は 、 ほ と ん どの 礼拝 を 座っ て され まし た 。 

ハフ サ は 伝え て いる 

私 は み 使 い が お 亡くな り に な る 一 年 前 まで は 、 そ の 御方 が ナ フ ル の 礼拝 を 座っ て な さる の を 見 た 
こと が あり ませ ん で し た 。 

み 使 い は クル アー ン の スー ラ を 読 唱 さ れ て お り ま し た が 、 そ れ が より 長く 長く ある よう に 、 ゆ っ 
くり し た 調子 の ふし を つけ て 読 唱 さ れ て お り ま し た 。 

前 記 の ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ て いる が 、 そ れ に は "一 年 ある い は 二 年 " の 言葉 が 入 
っ て いる 。 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ サ ムラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 亡くな られ る 少し 前 は 座っ て 礼拝 し て お られ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ( ナ フ ル の 礼拝 で ) 男子 の 座っ て の 礼拝 は 半分 の も の で し か な い ( 注 1) 」 
と 言わ れ た と の 事 を 私 は 聞い た 。 

私 が み 使い の 許 に 行く と 彼 は 座っ て 礼拝 し て お られ た 。 

私 は 私 の 手 を み 使 い の 頭 に 置い た ( 注 2) 。 

彼 は 「 お お アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル か 、 ど うし た の か 」 と 言わ れ た 。 

私 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 あ な た は 『 男 子 の 座っ て の 礼拝 は 半分 の も の で し か な い 』 と 申 さ 
れ た 、 と 伺い まし た 。 

で も あな た は 座っ て 礼拝 を され て お られ ます 」 と 言っ た 。 

み 使い は 「 そ の 通り で ある 。 だ が 、 私 は あな た 方 と 同じ で は な い ( 注 3) 」 と 申 さ れ た 。 

( 注 1) 正当 の 理由 な く 座 っ て 行わ れ た 礼拝 に は 半分 の 報償 し か 得 ら れ ぬ 

( 注 2) 手 を み 使い の 頭 に 置い た 時 は 彼 が 礼拝 を 終え た 後 の こ と で ある 。 

人 々 が 預言 者 と 対面 し よう と する 際 に その よう に し た か 、 そ れ は 決し て 礼 を 失 する 行為 で は な い 
と され る 

( 注 き 3) これ に は 二 つ の 考え 方 が ある 

一 ) これ を 預言 者 の 特典 と する も の で ある 。 

彼 は 多く の 時 間 を 眼 想 と 礼拝 に つい や し た こと 。 

また アッ ラー の み 使 いと し て の 重大 な 責任 を 負っ た こと で 、 た と え 座 っ て それ を 行っ た と し て 
も 立っ て 行っ た 場合 と 同じ 特別 の 扱い と な る 、 と いう 考え 方 で ある 

ニニ ) この 時 彼 は 既に 老齢 に 達し て いた と する 考え 方 で ある が 、 前 者 の 考え 方 に 多く の 学者 は 賛成 
し て いる 

この よう な ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て アブ ー ・ ヤ ヒヤ ー・ ア アラ ジュ に よっ て 伝え ら 
れ た 。 


夜 の 礼拝 の 数 に つい て 


夜 の 礼拝 と 預言 者 が その 時 行っ た ラ カ ー ト の 数 、 そ し て 一 ラ カ ー ト の ウィ トル の 遵守 ( 注 ) 

( 注 ) 夜 の 礼拝 は タ ハ ッ ジ ュ ド と キヤ ー ム ル ・ ラ イル と され る が 、 一 般 に それ ら は 同一 の も の と 
みな され て いる 。 

し か し 、 厳 密 に は 若干 の 相違 が ある 。 

タ ハ ッ ジ ュ ド は 就寝 後 、 夜 も 大 分 ふけ た 頃 に 行わ れる "深夜 の 礼拝 "で ある 。 

キヤ ー ム ル ・ ラ イル は サラ ー ト ル ・ ラ イル と も 呼ば れ 、 眠 っ た ら 容 易 に 目覚 め ぬ 者 、 早 朝 の 起床 が 
困難 な 者 、 疲 労 か ら タ ハッ ジュ ド が 人 行え ぬ 者 の た め に 、 そ れ ら の 代り と し て 推奨 され る 夜間 礼拝 
で ある 

ウィ トル の 礼拝 は 奇数 の ラ カ ー ト に よる も の で 通常 は 三 ラ カー ト で ある 
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アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は 夜 、 士 ー ラ カー ト の 礼拝 を され て お り ま し た が 、 そ の 中 に は 一 ラ カ ー ト に よる ウィ トル 
が 含ま れ ま し た 。 

それ が 終り ます と 、 彼 は ム ア ッ ジン が 参り ます まで 体 の 右 を 下 に し て 横 た わ ら れ ま し た 。 

それ か ら ( ム ア ッ ジン が 参り ます と ) 短い ニラ カー ト を され まし た ( 注 ) 。 

( 注 ) 前 述 の よう に ウィ トル は 奇数 の ラ カ ー ト に よる 礼拝 で 通常 は 三 ラ カー ト で ある 。 

し か し 、 こ の ハデ ィ ー ス に も ある よう に 、 そ れ は 一 ラ カ ー ト の 場合 も あり 、 時 に は 五 、 七 、 九 の 
ラ カ ー ト の 時 も ある 

預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 述べ て いる 

み 使い は 人 々 が "アル ・ ア タマ "と 呼ん で いる イシ ャ ー の 礼拝 か ら 早 朝 の 礼拝 の 間 、 一 ラ カ ー ト に よ 
る ウィ トル を 含む 、 十 一 ラ カ ー ト の 礼拝 を され て お り ま し た 。 

そし て ニラ カー ト 終 了 す る 度 に " 液 の 上 に 平安 あれ "の 挨拶 を 唱え て お られ まし た 。 

(夜明け 近く に な っ て ) ム ア ッ ジン が 早朝 の 礼拝 へ の 呼び 掛け を 唱え 終り ます と 、 御 自身 で も 早 
朝 の 刻 に な っ た か どう か を 確か め ら れ ま し た 。 

そし て 、 ム アッ ジン が 御 側 に 参り ます と お 立ち に な っ て 短い ニラ カー ト に よる 礼拝 を され まし た 
その 後 、 ム アッ ジン が イカ ー マ (義務 礼拝 開始 呼び か け ) の 為 に 再び 彼 の 所 に 参り ます まで 体 の 
右側 を 下 に し て 横たわっ て お られ まし た 。 

同一 の 伝承 者 経路 を 経て て ブン ・ シ ハー ブ に よっ て も た ら さ れ た この 種 の ハデ ィ ー ス に は イカ ー 
マ に つい て は 述べ られ て は いな い 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 夜間 礼拝 に 十 三 ラ カ ー ト を 行っ て お られ まし た 。 

それ ら の 中 の 五 ラ カー ト は ウィ トル と し て の も の で す 。 

な お 、 み 使い は 最後 の 挨拶 まで お 座り に な り ま せん で し た ( 注 ) 。 


( 注 ) 預言 者 の 慣行 の 多く は ニラ カー ト 終 了 の 度 に 挨拶 を 行う も の で あっ た 。 

し か し 、 こ の ハデ ィ ー ス で は ニラ カー ト 毎 に 挨拶 を 行わ ず 、 最 後に それ を 行っ た こと を 示し て 
いる 。 

な お 、 こ の ハデ ィ ー ス に 預言 者 が 十 三 ラ カー ト の 夜間 礼拝 を 行っ た と ある が 、 そ の 中 に は スン ナ 
の 早朝 礼拝 ニラ カー ト が 含ま れ て いる 

この ハデ イー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ヒシ ャ ー ム に よっ て も た ら さ れ た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 夜間 (スン ナ と し て の ) 早朝 礼拝 ニラ カー ト を 含む 十 三 ラ カ ー ト の 礼拝 を され て お り ま 
し た ( 注 ) 。 

( 注 ) 早朝 の ニラ カー ト を 除い た 士 一 ラ カ ー ト が 夜 の 礼拝 で ある 。 

さら に その 中 より 、 ウ ィ ト ル が 三 ラ カー ト 、 残 り の 人 ハラ カー ト が ナ フ ル の 礼拝 と な る 

アブ ー・ サ ラー マ ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は ラマ ダー ン の 間 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 夜 の 礼 
拝 が どの よう で あっ た か に つい て アー イシ ャ に 尋ね た 

彼女 は 「 み 使い は ラマ ダー ン で も 、 ま た 他 の 月 で も 填 一 ラ カ ー ト より 多く は な さい ませ ん で し た 
あの か た は (最初 ) 四 ラ カー ト 行 われ まし た 。 

その 完璧 さ 長 さ な ど に つい て は お 尋ね 下さ いま す な ( 注 1) 。 

あの か た は 再度 四 ラ カー ト 行 われ まし た が その 完璧 さ 長 さ な ど に つい て は お 尋ね に な ら な いで 下 
さい 。 

それ か ら あ の か た は 三 ラ カー ト 行 われ まし た 」 と 言っ た 。 

続け て アー イシ ャ は 「 私 は あの か た に 『 み 使い 様 、 あ な た は ウィ トル を な さい ます 前 に お 寝 み に 
な り ま すか 』 と 申し まし た 。 

する と 『 ア ー イ シャ よ 、 私 の 両 眼 は 眠っ て も 私 の 心 は 眠ら な い ( 注 2) 』 と 申 さ れ ま し た 」 

( 注 1) 預言 者 の 礼拝 の 完全 無欠 さ は 説明 が 困難 と いう こと 

( 注 2) アッ ラー の み 使 い の よ うな 人 の 心 は 、 た と え ぇ 眠っ て いて も 、 心 の 認識 は 弱まる こと は な い 
と いう 。 

ムハンマド 以前 の 預言 者 達 の 心 も 皆 同様 で あっ た 

アブ ー・ サ ラマ は アッ ラー の み 使 い の 礼 拝 に つい て アー イシ ャ に 尋ね た 

彼女 は 言っ た 「 み 使い は (夜間 ) 十 三 ラ カー ト 行 っ て お られ まし た 。 

あの 御方 は ハラ カー ト 行 われ て か ら ウ ィ ト ル を され 、 そ れ か ら ニ ラ カ ー ト を 座っ て 行わ れ ま し 
た ( 注 ) 。 

あの 御方 が 立 礼 を 望ま れる と お 立ち に な っ て それ を 行わ れ ま し た 。 

そし て 、 夜 明け の 礼拝 へ の 呼び か け と 、 (義務 と し て の ) 早朝 の 礼拝 開始 を 告げ る イカ ー マ と の 
間 に ニ ラ カ ー ト に よる 礼拝 を され まし た 」 

( 注 ) これ は 規則 的 な 夜間 礼拝 で は な いよ う で ある 。 

これ を 預言 者 が 行っ た の は 稀 で あっ た 。 

つま り 、 こ の 礼拝 は ウィ トル の 後に ナ フ ル を 行っ て も 良い と いう こと を 人 々 に 教え る 為 で ある 


アブ ー・ サ ラマ は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 い の (夜間 の ) 礼拝 に つい て アー イシ ャ に 尋ね た 。 

この ハデ ィ ー ス は 、" ア ッ ラ ー の み 使 い が ウ ィ ト ル を 含む 九 ラ カー ト を 行っ た "と いう こと が 今 ま で 
の ハデ ィ ー ス と 異な っ て いる 。 

アブ ー・ サ ラマ は (次 の よう に 言っ た と ) 伝え られ て いる 

私 は アー イシ ャ の 所 に 行き 「 信 者 達 の 母 よ 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の (夜間 の ) 礼拝 に つい て 告げ て 
下さ い 」 と 言っ た 。 

彼女 は 「 み 使い の ラマ ダー ン と その 他 の 月 に お ける (夜間 の ) 礼拝 は 、 早 朝 の (スン ナ の ) 二 
ラ カ ー ト を 含む 十 三 ラニ カー ト で し た 」 と 言っ た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い の 夜 間 の 礼拝 は 十 ラ カー ト で し た 。 

あの 御方 は ー ラ カー ト の ウィ トル と 早朝 の スン ナ の ニラ カー ト も され まし た の で 、 全 部 で 十 三 
ラ カ ー ト で す 。 

アー イシ ャ は アッ ラー の み 使 い (の 夜間 の 礼拝 に ) つい て (次 の よう に ) 伝え て いる 
み 使 い は 夜 は 早く お 寝 み に な り 、 夜 も 大 分 深まっ て か ら 目 を 覚まさ れ ま し た 。 

そし て 、 も し 妻 と の 交 り を 望ま れ た な ら ば 、 そ れ を 終え られ て (再び ) 眠ら れ ま し た 。 

そし て 、 最 初 の 祈り へ の 呼び か け を 耳 に する と 、 あ の 御方 は 飛び 起き られ まし た 。 

(アッ ラー に 哲 っ て 、 彼 女 は 「 あ の 御方 は 起床 され まし た 」 と は 言わ な か っ た ) そし て あの 御方 
は 水 を 御 自身 の 上 に (溢れ る よう に ) 注 が れ ま し た ( 注 ) 。 

(アッ ラー に 誓っ て 、 彼 女 は 「 あ の 御方 は 身体 を 清め られ まし た 」 と は 言わ な か っ た 。 私 は 彼女 
の 意味 する こと を 理解 し た ) 

そし て 、 み 使い が 交 り を され な い 場 合 は 男性 と し て の ウド ッ ゥ ー ( 小 浄 ) だ け で ニラ カー ト の 礼拝 
を され まし た 。 

( 注 ) ここ で は 大 浄 (全身 を 洗い 清め る こと ) を 意味 する 、 こ れ に 対し 一 般 の ウド ゥ ー を 「 小 浄 
」 と 言っ て いる 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 夜間 の 礼拝 を 行わ れる と 、 そ の 最後 に ウィ トル を 行っ て お られ まし た 。 

マス ルー ク は 伝え て いる 

私 は アー イシ ャ に アッ ラー の み 使 い が (最も 喜ば れる ) 行為 に つい て 尋ね た 。 

彼女 は 「 み 使い は 継続 的 に な され る (行為 を ) お 好み で し た 」 と 言っ た 。 

私 が 「 み 使い は 夜間 、 何 時 礼拝 され まし た か 」 と 尋ね ます と 、「 み 使い は 鶏 が 鳴く の を 開か れる 
と 起床 し て 、 礼拝 され まし た 」 と 彼女 は 答え た 。 

私 は 夜明け の 直前 に み 使い が 私 の 家 の 中 、 また は 私 の 近く で 、 必 ず 、 お 寝 み に な っ て いる の を 見 
て お り ま す ( 注 ) 。 

( 注 ) 預言 者 は 深夜 に 礼拝 を 含む 信仰 の 務め に 多く の 時 間 を つい や し て いた 。 

故に その 疲労 か ら 早 朝 の 礼拝 に 起床 する 前 、 つ まり 明け 方 近く は いつ も 眠っ て いた と いう 

アー イシ ャ は 伝え て いる 


み 使い は 夜明け の 礼拝 ニラ カー ト を 終え られ た 時 、 も し 私 が 目覚 め て いれ ば 私 に 話し か けら れ ま 
し た が 、 そ う で な い 時 は お 体 を 横 た え られ て お り ま し た 。 

この ハデ ィ ー ス は アー イシ ャ に よっ て 伝え られ た が 、 他 の 伝承 者 経路 で も 伝わっ て いる 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は 常々 、 夜 間 礼 拝 を され て お り ま し た が 、 あ の 御方 が ウィ トル を 行わ れる 時 、 私 に 、「 ア 
ー イ シャ よ 起 き な さ い 。 そ し て 、 ウ ィ ト ル を 捧げ な さい 」 と 申 さ れ ま し た ( 注 ) 。 

( 注 ) この ハデ ィ ー ス は ウィ トル の 礼拝 が タ ハ ッ ジ ュ ド の よう な 随意 の も の で は な く 、 強 制 的 な 
も の で ある 事 を 示す も の と され て いる 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 常々 、 夜間 礼拝 され て お り ま し た が 、 そ の 前 で 私 は 寝 て お り ま し た 。 

そし て 、 ウ ィ ト ル の 礼拝 が 未だ 済ま な いう ち に あの 御方 は 私 を 起 さ れ ま し た 。 

こう し て 私 は ウィ トル を 済ま せま し た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 毎晩 ウィ トル を され て お り ま し た 。 

そし て 、 あ の 御方 の ウィ トル は 早朝 まで に は 終り まし た 。 

マス ルー ク は アー イシ ャ を 根拠 と し て 伝え て いる 

彼女 は 「 み 使い は 毎晩 、 育 の 口 、 真 夜中 、 夜 明け 方 の (いずれ の 時 間 に も ) ウィ トル を され ま 
性 た 。 

そし て 、 あ の 御方 の ウィ トル は 早朝 まで に は 終り まし た 」 と 言っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) ハデ ィ ー ス に ある よう に ウィ トル は 夜 の 何時 に 行わ れ て も よい が 、 必 ず 実 行 さ れ ね ば な ら 
な い 。 

な お 、 こ こ で の 早朝 と は 、 早 朝 の 礼拝 の 前 を 意図 する 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 毎晩 ウィ トル を 行わ れ て お り ま し た が 、 そ れ は 早朝 まで に は 終り まし た 。 


病人 な どの 夜 の 礼拝 に つい て 


夜 の 礼拝 と 眠っ た ら 容 易 に 覚め ぬ 者 、 病 人 の 場合 に つい て の 包括 的 な 事柄 
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サ ア ド ( 注 1) ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム ・ ア ー ミ ル は アッ ラー へ の 御 奉 公 の た め に 遠征 に 参加 する こと 
を 望ん だ 。 

そこ で 彼 は マデ ィ ー ナ に 来 て 、 そ こ に あっ た 彼 の 所 有 地 を 売却 し 、 そ れ で 武具 や 馬 を 購入 し 、 一 
命 を 投げ うっ て ロー マ (ビザ ン テ ィ ン 帝国 ) と 戦う こと を 決意 し た 。 

マデ ィ ー ナ に 着く と 、 彼 は その 地 の 人 々 に 会 っ て (いろ いろ と 尋ね た ) 。 

人 々 は 彼 に (一 度 決め た ) 決心 を ひる が えす よう 上 忠告 し た 。 

そし て 、 彼 に 「 六 人 の 男 達 の グル ー プ が 預言 者 の 在世 中 に (あな た と 同様 の こと を ) 決心 し た が 
、 み 使 い は 彼 等 が そう する の を 止め られ 、『 あ な た 方 は 私 の (これ まで の 生き 方 の ) 中 に 手 本 と 
する も の が な い の で すか 』 と 申 さ れ た ( 注 2) 」 と 告げ た 。 

この 話 を 聞い た サ ア ド ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム は 彼 の 妻 の 許 に 帰っ て 行っ た 。 

(これ より 先 ) 彼 は (アッ ラー へ の 御 奉公 の た め 命 を 捧げ る 決心 を し た 際 ) 離婚 し て し まっ て い 
た が 、 復 縁 を 願っ て (人 々 を ) 証人 に 立て た 。 

その 後 、 彼 は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス の 許 に 来 て アッ ラー の み 使 い の ウ ィ ト ル に つい て 尋ね た 。 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い の ウ ィ ト ル に つい て この 世 で 最も くわ し い お 方 を 、 是 
非 あ な た に お し えよ う 」 と 言っ た 。 

サ ア ド は 「 そ れ は 誰 で すか 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は 「 そ れ は アー イシ ャ で ある 」 と 言っ た 。 

そし て 、 「 そ うい うわ け で 彼女 の 所 に 行っ て お 尋ね な さい 。 その後 で 再び 私 の 所 に 来 て 彼女 が あ 
な た に 話し た 事 を 告げ な さい 」 と 言っ た 。 

私 は 先ず ハ キ ー ム ・ ビ ン ・ ア フラ フ の 許 に 行っ て 私 を 彼女 の 所 に 連れ て 行く よう 頼ん だ 。 

する と 、 彼 は 「 私 は 彼女 の 所 へ は 行き た く な い の だ 。 と いう の も 私 は 彼女 に ニ グ ルー プ (か た や 
アリ ー、 か た や ム ア ー ウ ィ ヤ を 支持 する それ ぞ れ の グル ー プ ) の 間 の (闘争 に つい て ) 口 を 出さ 
な いよ う 求 め た の に 、 彼 女 は (私 の 上 忠告 を ) 拒否 し て (その 争い に ) 加わ っ た の だ 」 と 言っ た 。 
私 は 彼 に 「 後 生 だ か ら 」 と 彼女 の 許 に 案内 する よう 懇願 し た 。 

( 彼 は 私 の 願い を 聞い て くれ て ) 連れ だ っ て アー イシ ャ の 所 に 行き 彼女 に 面会 を 求め た 。 
彼女 は それ に 応じ て くれ た 。 

そこ で 、 わ れ わ れ は 彼女 の 居所 に 入っ て 行っ た 。 

彼女 は 彼 に 「 あ な た は ハ キ ー ム で すね 」 と 申し まし た 。 

(彼女 は 彼 が 誰 で ある か わか っ た の で す ) 

彼 は 「 は い 、 そ う で す 」 と 言っ た 。 

彼女 は 「 あ な た と 御 一 緒 の 方 は どなた で すか 」 と 申し まし た 。 

彼 が 「 サ アド ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム で す 」 と 言う と 、「 ど ちら の ヒシ ャ ー ム で すか 」 と 彼女 は 申し 


まし た 。 

彼 が 「 イ ブン ・ ア ー ミ ル で す 」 と 言う と (彼女 は 理解 し た ) 。 

そし て 、 彼 女 は 「 彼 (私 の 祖父 アー ミル ) に 、“" ア ッ ラ ー の お 上 恵み あれ "」 と 祈り まし た 。 

それ か ら 彼 女 は 私 の 祖父 の 立派 な 業 頭 を 話し まし た 。 

(カタ ー ダ は 、 彼 は ウフ ド の 戦 で 列 教 し た と 言っ た ) 

私 は 「 信 者 達 の 母 よ 、 私 に アッ ラー の み 使 い の 徳 性 に つい て 話し て 下さ い 」 と 言っ た 。 

彼女 は 「 あ な た は クル アー ン を お 読み に な ら な い の で すか 」 と 申し まし た 。 

私 は 「 確 か に 読ん で お り ま す 」 と 言っ た 。 

彼女 は 「 み 使い の 徳 性 は クル アー ン に 明らか に され て お り ま す 」 と 申し まし た 。 

サ ア ド は 「 私 は 、 そ の 時 、 そ こ を 立っ て 、 生涯 、 も う 誰 に も 何 も 尋ね まい 、 と いう よう な 気持 
で あっ た 。 

し か し 、 私 は 考え な お し て 「 ア ッ ラ ー の み 使 い の (夜間 の ) 礼拝 に つい て お 話し 下さ い 」 と 言っ 
た ( 注 3) 。 

彼女 は 「 あ な た は 『 衣 を 纏う 者 章 』 (クル アー ン 第 73 章 ) を お 読み に な っ て は いな い の で すか J」 
と 申し まし た 。 

私 は 「 読 み ま し た 」 と 言っ た 。 

彼女 は 「 ア ッ ラ ー は この 章 の 初め に 夜 の 礼拝 の 励行 を (義務 と し て ) お 命じ に な り ま し た 。 
それ で 、 み 使い や その 御方 の 親友 達 は 一 年 間 ( 夜 の 礼拝 を ) 実行 な さい まし た 。 

その 時 、 ア ッ ラ ー は 天界 に て 十 二 ヶ 月間 、 そ の 章 の 終結 の 啓示 を 遅らせ に な られ た の で す 。 
そし て 、 そ の 章 の 終結 時 に それ を 緩和 され て 夜 の 礼拝 は 義務 か ら 随 意 の も の に 変っ た の で す 」 と 
申 さ れ た 。 

私 は 「 信 者 達 の 母 よ 、 私 に 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の ウ ィ ト ル に つい て お 話し 下さ い 」 と 言っ た 。 
彼女 は 「 私 は み 使 い の た め に スィ ワー ク ( 歯 を 磨く た め の 芳 香 を も つ 植 物 の 小枝 ) と 洒 浴 の 水 
を 常々 用 意 致 し まし た 。 

アッ ラー が み 使 い の 起床 を 望ま れ た 刻 に あの 御方 は 起床 され まし た 。 

そし て 、 ス ィ ワ ー ク を 使用 され 、 洒 浴 も すま され て か ら 、 九 ラ カ ー ト の 礼拝 を され まし た が 八 番 
目 の ラ カー ト 以 外 に は お 座り に な り ま せん で し た 。 

その 時 、 み 使い は アッ ラー の 御名 を 唱え られ 、 讃 美 さ れ 、 そ し て 祈願 され て お り ま し た 。 

それ か ら (礼拝 の 最後 に 唱え る ) 挨拶 の 言葉 を 唱え ず に お 立ち に な っ て 、 九 番目 の ラ カ ー ト を さ 
れ ま し た 。 

その 後 、 再 び 座 られ て アッ ラー の 御名 を 唱え られ 、 讃 美 さ れ 、 祈 願 さ れ て か ら 私 達 に 聞え る ( 礼 
拝 終了 後 の ) 挨拶 を され まし た 。 

その 挨拶 の 後 、 み 使い は 座っ て ニラ カー ト 行 われ まし た 。 

それ で 、 そ の 礼拝 は オキ オーラ カ ー ト に な り ま す 。 

お お 、 わ が 息子 よ ( サ ア ド に 対し て ) 、 し か し な が ら 、 み 使い が お 年 を 召さ れ (お 体 に ) 肉 も お 
付き に な っ た 時 、 あ の か た は 七 ラ カー ト の ウィ トル を され まし た 。 

その 後 、 以 前 も そう で あっ た よう に ニラ カー ト を 行わ れ ま し た 。 


(すなわち ) それ は 九 ラ カー ト に な り ま す 。 

お お 、 わ が 息子 よ 、 み 使い は ( 夜 の ) 礼拝 を され る 時 は 、 そ れ が 継続 的 に 行わ れる の を 好ま れ ま 
し た 。 

彼 が 眠っ て し まっ た り 、 体 の どこ か 痛ん で 夜 の 礼拝 が お 出来 に な ら な か っ た 時 は 、 昼 の 間 に 十 ニ 
ラ カ ー ト を 行っ て お られ まし た ( 注 4) 。 

な お 、 私 は み 使 い が 一 晩 に クル アー ン を 全部 お 読み に な っ た こと 、 ま た 、 早 朝 ま で 夜 を 通し て 礼 
拝 さ れ た こと 、 そ し て 、 ラ マダ ー ン 以外 の 一 ヶ月 を 完全 に 断食 され た こと 等 に つい て は 承知 し て 
お り ま せん 」 と 申し まし た 。 

彼 ( サ ア ド ) は 「 私 は 、 そ れ か ら イ ブン ・ ア ッ バ パー ス の 所 に 行っ て (彼女 か ら 聞 いた ) その 
ハデ ィ ー ス を 伝え た 。 

する と 彼 は 『 彼 女 は 真実 を 話し た 。 も し 私 が 彼女 の 近く に 居 た か 、 あ る い は 彼女 の 所 へ 行っ て い 
た ら 、 彼 女 か ら 直 接 に 聞け た で あろ うに 』 と 言っ た 」 と 述べ た 。 

な お サ ア ド は 「 も し 私 が 、 あ な た が 彼女 の 所 に 行か な い の を 知っ て いた な ら 、 彼 女 の 話 を あな た 
に は 伝え を な か っ た の に ( 注 5) 」 と 言っ た 。 

( 注 1) ハデ ィ ー ス に も 述べ られ て いる よう に 、 彼 ( サ ア ド ) は ウフ ド の 戦 で 疾 教 し た 教 友 の 孫 で 
ある 。 

彼 は 最も 信頼 の お ける 伝承 者 の 一 人 と し て 知ら れ て いる 。 

彼 が 伝え た えた ハディース に は アー イシ ャ や イブ ン ・ ウ マル か ら の も の が 多い 

( 注 2) 預言 者 の 生活 は 一 途 な 宗教 的 献身 で は あっ た が 、 健 全 な 社会 活動 に も 忙殺 され る こと が 
多かっ た 。 

彼 は 教 友達 に 生活 の 楽し み を 放棄 する よう な こと は 決し て 勧め な か っ た 。 

も ちろ ん 、 RW じ め を も っ た 健全 な 楽し み 方 で ある 

( 注 3) ここ で は クル アー ン の 十分 な 理解 に ハデ ィ ー ス の 必要 性 を 暗示 し て いる 。 

クル アー ン は 人 々 を 正道 に 導く た め の 教 え を 包括 的 か つ 簡 潔 に 述べ た 聖なる 教典 で ある 。 

し か る に われ われ が クル アー ン の 教え の 詳細 な 実践 を 知る に は ハデ ィ ー ス を 研究 し な けれ ば な ら 
な い 。 

ここ に この ハデ ィ ー ス の 伝承 者 が 考え を 変え た 理由 が ある 

( 注 4) これ は タ ハ ッ ジ ュ ド の 償い に つい て の 指針 を 示し て いる 。 

タ ハ ッ ジ ュ ド を 常に 行っ て いる 者 が それ を し な か っ た 時 大 へ ん な 損失 と し て 受け 取る 。 

その 償い の た め 、 日 中 、 義 務 以 外 の 礼拝 と し て 十 ニ ラ カ ー ト を 行う こと が 認め られ て いる 。 

これ を 行う の は 正午 の 礼拝 の 後 で ある 

( 注 5) イブ ン ・ ア ッ バ パー ス も 有名 な 伝承 者 の 一 人 で ある が 、 こ こ で は 彼 が 進ん で アー イシ ャ の 許 
に 行っ て 彼女 か ら 有 益 な 話 を 聞こ うと し な い 態 度 を 非難 し て いる 

ズラ ー ラ ・ ビ ン ・ ア ウフ ァ ー は 、 サ アド ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム は 彼 の 妻 を 離婚 し 彼 の 所 有 地 を 売る 
た め に マデ ィ ー ナ に 赴 い た 、 と 言っ た 。 

この 後 の ハ ディ ー ス に つい て は 前 述 と 同様 で ある 。 

サ ア ド ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム は 伝え て いる 


私 は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ バ パー ス の 許 に 行き 、 彼 に ウィ トル の 礼拝 に つい て 尋ね た 。 

そこ で 起 っ た 出来 事 は 前 述 の 通り で ある が 、 ア ー イ シャ の 所 に 行く と 彼女 は 私 に 「 ど ちら の 
ヒシ ャ ー ム で すか 」 と 申し まし た 。 

私 が 「 ア ー ミ ル の 息子 で す 」 と 言い ます と 「 ア ー ミ ル は 何と すばらし い 人 だ っ た の で し ょ う 。 彼 
は ウフ ド の 戦 で 狗 教 致 し まし た 」 と 彼女 は 申し まし た 、 と いう 部 分 に 相違 が ある 。 

ズラ ー ラ ・ ビ ン ・ ア ウフ ァ ー は 伝え て いる 

サ ア ド ・ ビ ン ・ ヒ シャ ー ム は 彼 の 隣人 で あっ た 。 

そし て サ ア ド は 妻 を 離婚 し た こと を ズラ ー ラ に 告げ た 。 

ズラ ー ラ は サ ア ド の 話 を 伝え て いる 。 

その 中 に 、 彼 女 (アー イシ ャ ) は 「 ど ちら の ヒシ ャ ー ム で すか 」 と 申し まし た 。 

彼 は 「 ア ー ミ ル の 息子 で す 」 と 言っ た 。 

彼女 は 「 彼 は 何と すばらし い 人 だ っ た の で し ょ う 。 彼 は ウフ ド の 戦 に み 使い に 従っ て 出陣 し 狗 教 
し まし た 」 

また 、 ハ キー ム ・ ビ ン ・ ア フラ フ は ( サ ア ド の 言葉 と し て ) 「 も し 私 ( サ ア ド ) が 、 あ な た が ア 
ー イ シャ の 許 に 行っ て (進ん で 尋ね な い の を ) 知っ て いた な ら 、 彼 女 の 話 を あな た に 告げ る の で 
は な か っ た の に 」 と 言っ て いた 事 を 伝え て いる 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は (肉体 的 ) 苦痛 その 他 で 夜 の 礼拝 を し な か っ た 時 は 昼 の 問 に 十 ニ ラ カ ー ト の 礼拝 を され 
て お り ま し た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は どん な 事 で も 行う こと を 決め られ た 以上 は それ を 継続 し て され まし た 。 

そし て 、 彼 が 夜 眠 っ て し まわ れ た か 、 ま た は 病気 に な られ た 時 は 、 昼 の 間 に 十 ニラ カー ト の 礼拝 
を され て お り ま し た 。 

私 は み 使い が 朝 ま で 夜通し 祈 ら れ て いた こと 、 ま た 、 ラ マダ ー ン 以外 の 一 ヶ月 を 通し て 断食 され 
た こと は 知り ませ ん 。 

ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 眠 っ て し まっ て クル アー ン の 章 、 ま た は その 一 部 の 読 唱 を し な か っ た 者 が 
、 早 朝 の 礼拝 と 正午 の 礼拝 の 間 に そ れ を 読め ば 、 そ れ は ちょ うど 彼 が 夜 そ れ を 読ん だ の と 同様 
に (アッ ラー の 許 に ) 記録 され る で あろ う 」 と 申 さ れ た 。 


熱 暑 の 時 刻 の 礼拝 に つい て 


強い 罪悪 感 で 苦悩 する 人 達 は 、 子 らく だ の 脚 が 砂 の 熱 で 焼き つく よう な 熱さ を 感ずる 刻 に 礼拝 す 
る 
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ザイ ド ・ ビ ン ・ ア ルカ ム は 人 々 が 午前 (の 暑く な っ て し まっ た 刻 に ) 礼拝 し て いる の を 見 て 
「 彼 等 は 、 礼 拝 は この よう な 刻 を 外し た 方 が 良い の を 知っ て いる で あろ うに 。 

アッ ラー の み 使 い は 『 強 い 罪 悪 感 で 苦悩 する 人 達 は 子 ら くだ の 仰 が 焼き つく よう な 熱 を 感ずる 刻 
に 行う ( 注 ) 』 と 言わ れ た 」 と 言っ た 。 

( 注 ) 子 ら くだ の 脚 が 焼き つく よう な 熱さ と いう の は 日 も 高く な っ て 一 日 の ほぼ 四 分 の 一 が 過ぎ 
た 頃 で 、 人 々 は 休息 に 入る 頃 で ある 

ザイ ド ・ ビ ン ・ ア ルカ ム は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ク バ ー ウ の 人 々 が 礼拝 し て いる 所 へ 行か れ た 。 

そし て 「 強 い 罪 悪 感 で 苦悩 し て いる 人 達 は 、 ら くだ の 子 の 脚 が 砂 の 熱 で 焼き つく よう な 熱さ を 感 
ずる 刻 に 行う 」 と 言わ れ た 。 


夜 の 礼拝 と ウィ トル に つい て 


夜 の 随意 の 礼拝 は 対 (ニラ カー ト ず つ ) で 行わ れる 。 
そし て 、 ウ ィ ト ル は その 礼拝 の 最後 の ー ラ カー ト で ある 。 
1 巻 P.512-516 


イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

一 人 の 男 が アッ ラー の み 使 い に 夜 の 随意 の 礼拝 に つい て 尋ね た 。 

み 使 い は 「 夜 の 随意 の 礼拝 は 対 (ニラ カー ト ず つ ) で 行わ れる 。 

だ が 、 も し あな た 方 の 誰か が 早朝 の 近い こと を 心配 する 時 ( 注 ) は 奇数 の 一 ラ カ ー ト を 行う べき 
で ある 」 と 言わ れ た 。 

( 注 ) 早朝 の 義務 の 礼拝 の 時 間 に 入 っ て し まう の を 懸念 する 場合 

サー リム ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ の 孫 ) は 彼 の 父 を 根拠 と し 伝え て 
いる 

一 人 の 男 が アッ ラー の み 使 い に 夜 の 随意 の 礼拝 に つい て 尋ね た 。 

み 使 い は 「 そ れ は 対 (ニラ カー ト ず つ ) で 行わ れる 。 し か し 、 礼 拝 者 が 朝 に な っ て し まう の を 心 
配 す る 時 は 一 ラ カ ー ト の 奇数 の 礼拝 を 行う べき で ある 」 と 言わ れ た 。 

アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

一 人 の 男 が 立っ て 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 夜 の (随意 の ) 礼拝 は どの よう に 行え ば よい の で すか 
」 と 尋ね た 。 

み 使 い は 「 夜 の (随意 の ) 礼拝 は 対 (ニラ カー ト ず つ ) で 行わ れる 。 し か し 、 も し あな た が 夜 明 
け に な る の を 懸念 し た 時 は 一 ラ カ ー ト に よる 奇数 で 行う べき で ある 」 と 言わ れ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

一 人 の 男 が アッ ラー の み 使 い に 尋 ね た 時 、 私 は み 使い と その 男 の 間 に いた 。 

彼 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 夜 の 礼拝 は どの よう に 行え ば よい の で すか 」 と 尋ね た 。 

み 使 い は 「 そ れ は 対 (ニラ カー ト ず つ ) の も の で ある 。 

し か し 、 も し あな た が 夜明け に な る の を 懸念 し た 時 は 一 ラ カ ー ト を 行い 、 あ な た の 最後 の 礼拝 
を ウィ トル の よう に ( 注 ) し な さい 」 と 言わ れ た 。 

それ か ら (し ば らく の 後 ) 、 み 使い の ご く お 側 に いた 一 人 の 男 が み 使 い に 尋 ね た 。 

私 は (その 時 も ) み 使い の 近く に いた が 、 そ の 男 が 前 に 尋ね た 人 物 と 同一 人 で あっ た か どう か に 
つい て は 知ら な い 。 

その 時 も アッ ラ の み 使 い は 同様 の 答 を し て お られ た 。 

( 注 ) これ は ウィ トル の 礼拝 で は な い 。 

明け 方 近く に な っ て 礼拝 の 時 間 が な く な る こと を 懸念 し て ニラ カー ト で ある べき も の を 一 ラ カ ー 
ト に 短縮 し た た め ウ ィ ト ル の よう な 形 と な っ た と 考え る べき も の で ある 

この ハデ ィ ー ス は イブ ン ・ ウ マル に よっ て 別 の 伝承 者 経路 で も 伝わっ て いる 。 

し か し 、 次 の 言葉 "それ か ら 一 人 の 男 が アッ ラー の み 使 い に 尋 ね た "云々 に つい て は 述べ られ て は い 


な い 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 早 朝 (の 礼拝 ) 前 は ウィ トル を 急ぐ が よい 」 と 申 さ れ た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 「 夜 の 随意 の 礼拝 を 行っ た 者 は 、 最 後 の 礼拝 を ウィ トル の よう に すべ き で ある 
アッ ラー の み 使 い は これ を 命じ て お られ た 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 夜 の 礼拝 の 最後 は ウィ トル と する が よい 」 と 申 さ れ た 。 

ナー フィ ウ は 伝え て いる 

イブ ン ・ ウ マル は 

「 夜 の 礼拝 を 行っ た 者 は 、 早 朝 前 に は 最後 の 礼拝 を ウィ トル と すべ き で ある 。 

アッ ラー の み 使 い は その よう に 命じ て お られ た 」 と 言っ て いた 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ウ ィ ト ル は 夜 の (随意 の ) 礼 排 の 最後 の ーー ラ カー ト で ある 」 と 申 さ れ 

た ( 注 ) 。 

( 注 ) ウィ トル の ラ カ ー ト の 数 は 前 述 し た よう に 奇数 で 三 ラ カー ト が 一 般 的 で ある 。 

し か し 、 そ れ は それ だ け で 行わ れる も の で は な く 夜 の 随意 礼拝 の 最後 の ニラ カー ト の 礼拝 と 一 緒 
に 行わ れる 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ウ ィ ト ル は 夜 の 礼拝 の 最後 の ー ラ カー ト で ある 」 と 申 さ れ た 。 

アブ ー・ ミ ジュ ラズ は 伝え て いる 

私 は イブ ン ・ ア ッ パ バー ス に ウィ トル の 礼拝 に つい て 尋ね た 。 

彼 は 「 私 は アッ ラー の み 使 い が 『 そ れ は 夜 の 礼拝 の 最後 の ーー ラ カ ー ト で ある 』 と 言わ れる の を 間 
いた 本 - と 言っ だ 。 

また 、 イ ブン ・ ウ マル に 尋ね た 。 

する と アッ ラー の み 使 い が 「 そ れ は 夜 の 礼拝 の 最後 の ーー ラ カ ー ト で ある 」 と 言わ れる の を 聞い た 
と イブ ン ・ ウ マル は 答え た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が モ スク に 居 ら れ た 時 、 一 人 の 男 が み 使 い に 大 き な 声 で 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 
、 私 が 夜 の 礼拝 の ラ カ ー ト を 奇数 に する に は どう すれ ば よい の で し ょ う 」 と 言っ た 。 

み 使 い は 「 ( 夜 の ) 礼拝 を 行う 者 は それ を 対 (ニラ カー ト ず つ ) で 行わ ね ば な ら ぬ 。 

し か し 、 も し その 者 が 早朝 の 刻 が 来 て し まう と 懸念 し た な ら 、 彼 は 一 ラ カ ー ト を 行う べき で ある 
そう すれ ば その 者 の ラ カ ー ト の 数 は 奇数 と な る 」 と 言わ れ た 。 

伝承 者 の 一 人 は この ハデ ィ ー ス は ウ バ イド ッ ラ ー・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー が 言っ た も の で イブ ン ・ 
ウマ ル が 言っ た も の で は な いと 伝え て いる 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ シ ー リ ー ン は 伝え て いる 


私 は イブ ン ・ ウ マル に 早朝 の 義務 の 礼拝 の 前 に 行う ニラ カー ト の 中 で は 、 ク ルアー ン の 読 唱 を 長 
く 行 う の か どう か 、 預 言 者 の 慣行 に つい て 話し て くれ る よう 求め た 。 

彼 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 夜 の 礼拝 を 対 で 行っ て お られ た 。 そ し て 最後 に 一 ラ カ ー ト を 行わ れ て 
その 数 を 奇数 に され て いた 」 と 言っ た 。 

私 は 「 私 が あな た に お 尋ね し て いる の は そう いう 事 で は な い 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 あ な た は まこ と に 巨大 な お 方 ( 注 1) で ある 。 

あな た は 私 が あな た に その ハデ ィ ー ス を 完全 に お 話し し よう と し て いる の に 辛抱 出来 な い の で 

すか 。 

アッ ラー の み 使 い は 夜 の 礼拝 を 対 で 行わ れ て いた 。 

それ か ら ー ラ カー ト を 行わ れ て その 数 を 奇数 に され て いた 。 

それ か ら み 使い は 早朝 の 義務 の 礼拝 が 開始 され る ほん の 少し 前 に スン ナ と し て の ニラ カー ト を 行 
っ て お られ た ( 注 2) 」 

(ハラ フ の 伝承 に は “その 礼拝 "と 言及 し て いな い ) 。 

( 注 1) “あな た は まこ と に 巨大 な お 方 で ある "は 相手 の 愚 鈍 さ 、 無 礼 さ を 暗 に 知ら し め る 表現 で 

あり 、 人 の 話 を 最後 まで 聞か ず に 途中 で 口 を は さむ 人 に 多く 言わ れる 

( 注 2) 預言 者 は スン ナ と し て の 夜明け の 礼拝 を 早朝 の 義務 の 礼拝 が 始ま る 数 分 前 に 行っ て いた 。 
従っ て それ は か な り 短 いも の で あっ た と 考え られ る 

アナ ス ・ ピ ン ・ シ ー リ ー ン は 伝え て いる 

私 は イブ ン ・ ウ マル に (前 述 の ハデ ィ ー ス に ある よう な ) 質問 を し た 。 

彼 は (前 述 の も の に ) 加え て 次 の よう な こと も 言っ た 。 

それ に は 「 み 使い は 夜 の 礼拝 の 最後 を ー ラ カー ト に し て 奇数 に され て いた 」 ま た 「 や め よ 、 や 

め よ 、 あ な た は まこ と に 巨大 な 御方 で ある 」 等 が ある 。 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 夜 の 礼拝 は 対 で 行わ れる 。 そ し て 、 あ な た が 夜明け が 近付い た の を 知っ 

た ら 、 そ の 数 を 一 ラ カ ー ト に よる 奇数 に せよ 」 と 言わ れ た 。 

する と イブ ン ・ ウ マル は 「 対 と は 何で すか 」 と 尋ね た 。 

み 使 い は 「 そ れ は 各 ニ ニラ カー ト の 後 で (あな た 方 の 上 に 平安 あれ ) の 挨拶 を 唱え る こと で ある 」 
と 申 さ れ た 。 

アプ ブー・ サ イー ド ( フ ド リー) は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ウ ィ ト ル の 礼拝 は 朝 に な る 前 に 挙行 せよ 」 と 言わ れ た 。 

アブ ー・ サ イー ド は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い の 教 友 の 幾 人 か が み 使 い に ウ ィ ト ル に つい て 尋ね た 。 す 
る と 『 ウ ィ ト ル は 朝 に な る 前 に 挙行 せよ 』 と 言わ れ た 」 と 言っ た 。 


表 口 と 明け 方 の ウィ トル に つい て 


明け 方 近く の 起床 が 困難 な の を 懸念 する 者 は 胃 の 口 に ウィ トル を 済ま す 
1 巻 P.516 


ジャ ー ビ ル は 伝え て いる アッ ラー の み 使 い は 「 明 け 方 近く の 起床 が 困難 な の を 懸念 する 者 は 、 肖 
の 口 に ウィ トル を 済ま せよ 。 そし て 、 明 け 方 近く に 起床 し その 刻 の ウィ トル を 切望 する 者 は それ 
を 挙行 せよ 。 明け方 近く の 礼拝 は (慈悲 の ) 天使 が 見 て いる 。 そ れ は より 好ま し いこ と で ある 」 

と 申 さ れ た 。 (アブ ー・ ム アー ウィ ヤ は 「 天 使 が 訪れ る 」 と 言っ た ) ジャ ー ビ ル は 伝え て いる ア 
ッ ラ ー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 中 で 明け 方 近く の 起床 が 困難 な こと を 懸念 する 者 は 、 表 の 口 に ウ 
ィ ト ル を 済ま せよ 。 それから 休む が よい 。 明け方 近く 起床 し 礼拝 の 挙行 に 確信 の ある 者 は その 刻 
に 挙行 せよ 。 明け方 近く の 読 唱 に は (天使 が ) 訪れ る 。 そ れ は すばらし いこ と で ある 」 と 言わ 

れ た 。 


長い 立 礼 に つい て 


長い 立 礼 が 望ま し い 
1 巻 P.516-517 


ジャ ー ビ ル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 最 も 良い 礼拝 は 立っ た ま ゝ の 時 間 が 長く 続く も の で ある 」 と 言わ れ 

た ( 注 ) 。 

( 注 ) アブ ー・ ハ ニー ファ と シャ ー フ ィ ー は 立っ た ま ゝ の 礼拝 は 脆 拝 を 行う より 良い と し て いる 
これ に は 昼夜 の 区 別 は な い 

ジャ ー ビ ル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は どの よう な 礼拝 が 最も 良い の か に つい て 尋ね られ た 。 

み 使 い は 「 そ れ は 立っ た ま ゝ の 礼拝 の 時 間 が 長く 継続 する も の で ある 」 と 言わ れ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝わっ て いる 。 


夜間 の 祈願 に つい て 


夜間 の 祈願 は 受け 入れ られ る 
1 巻 P.517 


ジャ ー ビ ル は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い が 『 夜 間 に は 、 ム スリ ム が アッ ラー に 現世 や 来世 の 幸福 を 祈願 
すれ ば 、 主 も 必ず それ を お 聞き と どけ 下さ る 時 が ある 。 それ は 毎夜 で ある 』 と 言わ れる の を 聞 

いた 」 と 言っ た 。 

ジャ ー ビ ル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 夜 間 に 、 ア ッ ラ ー の 下僕 た る ムスリム が 現世 、 来 世 の 幸 福 を 祈願 すれ ば 、 

主 は 必ず それ を お 聞き 下さ る 時 が ある 」 と 言わ れ た ( 注 ) 。 

( 注 ) アッ ラー へ の 祈願 は いつ か は 必ず 叶え られ る 。 

祈願 する 者 は 叶え られ る と は いっ て も 私 利 私 欲 か ら の 願い も 叶え られ る と いう の で は な い 


明け 方 近く の 請願 に つい て 


明け 方 近く の 請願 に は (特に ) 主 の お 応え が ある 
1 巻 P.517-519 


アゲ フー ワラ イラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、「 わ れ ら の 主 は 毎夜 、 未 だ その 三 分 の 一 が 残っ て いる 頃 に (天界 か ら ) 下 
界 の 空 ま で 降臨 され る 。 

そし て 『 わ れ は 、 わ れ に 祈願 する 者 に は 応え る で あろ う 。 わ れ に 求め る 者 に は 与え る で あろ う 
。 われ に 許し を 請う 者 に は 許す で あろ う 』 と 仰せ に な る 」 と 申 さ れ た 。 

アブ プ ブー フラ イラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 主 は 毎夜 その 三 分 の 一 が 過ぎ た 頃 に (天界 か ら ) 下界 の 空 まで 降臨 され る 
そし て 『 わ れ は 至高 の 王者 で ある 。 

われ は 至高 の 王者 で ある 。 

われ に 祈願 する 者 は 誰か 。 

われ は その 者 に 応え る で あろ う 。 

われ に 求む る 者 は 誰か 。 

われ は その 者 に 与え る で あろ う 。 

われ に 許し を 請う 者 は 誰か 。 

われ は その 者 を 許す で あろ う 』 主 は 夜 が 明け る まで この よう に 仰せ に な っ て いる 」 と 申 さ れ 

た ( 注 ) 。 

( 注 ) 以上 の 二 つ の ハデ ィ ー ス で は 主 の 降臨 時 間 が 異な っ て いる 。 

これ は 、 夜 半 を 中 心 と し た 数 時 間 は 常に そう ある と いう こと で ある 。 

また 、“ 下 界 の 望ま で 降臨 され る "に は いろ いろ の 見 解 が ある 。 

ー) 主 自ら が 降臨 され る 。 

二 ) 主 の 慈悲 と 恩 龍 で ある 。 

三 ) 主 の 命 を お ぴた 天使 で ある 、 な ど で あ る 。 

ここ で 間違え て は な ら な い の は 、 主 は この 時 間 に の み 祈 願 に 応え られ る と いう の で は な い 、 と い 
うこ と で ある 。 

常に 慈悲 あふ れる 主 は 夜 の その 時 間 に は 、 よ り 慈 悲 深く な られ 、 そ の 別に 主 の た め 甘 い 眠 り を 捨 
て て 起床 し 祈願 する 者 に 、 ひ と し お の 慈悲 と 恩 龍 を 垂れ 給 う 、 と いう の で ある 

アプ ー ャ ララ イラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 主 は 夜 、 そ の 半分 、 ま た は 三 分 の 二 が 経過 する 頃 (天界 か ら ) 下界 の 空 ま 
で 降臨 され る 。 

そし て 『 与 えら れる よう 願っ て いる 者 は ある か 。 応え を 求め て 祈願 する 者 は ある か 。 許 され る よ 
う 請 い 願 っ て いる 者 は ある か 』 と 朝 が 来る まで 仰せ 続け られ る 」 と 言わ れ た 。 


アフ プー フラ イラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 主 は 夜 、 そ の 半分 、 ま た は 三 分 の 二 が 経過 する 頃 (天界 か ら ) 下界 の 空 ま 
で ご 降臨 され る 。 

そし て 、『 わ れ に 祈願 する 者 に は 応え る で あろ う 。 

また は 、 わ れ に 求め る 者 に は 与え る で あろ う 。 

それ か ら 、 貸 し を する 者 (の 相手 は ) 貧し くも な く 暴 君 で も な い ( 注 ) と 申 さ れ た 』」 と 言わ 
れ た 。 

( 注 ) “貸し を する 者 "と は 善行 を な す 信者 で ある 。 

(その 相手 は ) “貧し くも な く 暴 君 で も な い " と は 主 の こと で ある 。 

主 は 御 自身 を 借り る 者 の 立場 に お か れ た 。 

貧し い 人 は 借金 を し て も その 返済 手段 を も た な いで あろ う 。 

また 、 暴 君 は た と え 返 済 手段 は あっ て も 、 そ れ を 実行 し な いか も 知れ な い 。 

主 は 万 有 の 所 有 者 で あり 、 慈悲 深き 御方 で ある 。 

それ 故 、 善 行 を 為す 者 は その 行為 に 見 合う 報酬 が 必ず 約束 され る 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て 、 次 の ハデ ィ ー ス も 付加 され て サ ア ド ・ ビ ン ・ サ イー 
ド に よっ て 伝え られ た 

「 そ れ か ら 主 は 『 貸 し を する 者 (の 柏 手 は ) 貧し くも な く 暴 君 で も な い 』 と 仰せ られ て その 両手 
を 広げ られ る ( 注 ) 」 

( 注 ) "両手 を 広げ られ る "は 主 の 御 慈 悲 や 恩 角 が あま ね く ゆ きわ た る の 意 

アプ ー・ サ イー ド と アプ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 主 は 夜 に な っ て その 三 分 の 一 が 過ぎ る まで お 待ち に な られ て 下界 の 空 まで 
降臨 され る 。 

そし て 『 許 し を 請 い 願っ て いる 者 は ある か 。 悔い 改め て いる 者 は ある か 。 慈悲 と 恩 芳 を 求め て い 
る 者 は ある か 。 そ し て (それ ら す べ て の た め ) 祈願 し て いる 者 は ある か 』 と 朝 に な る まで 仰せ 続 
けら れる 」 と 言わ れ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も た ら さ れ て いる 。 


タラ ウィ ー フ 礼拝 に つい て 


ラマ ダー ン 月 に お ける タラ ウィ ー フ ( 注 ) 礼拝 の 勧め 
( 注 ) この 礼拝 は ラマ ダー ン 月 の 斎 戒 中 に 毎晩 イシ ャ ー の 礼拝 後 二 士 ラ カー ト 捧 げ る も の で ある 
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アプ デー フラ イラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ラ マダ ー ン に 夜間 、 信 仰 (と 善行 ) に 対す る 報償 を 求め て 礼拝 を 行う 者 は 
その 者 の 過去 の 罪 科 は 許さ れる で あろ う 」 と 申 さ れ た 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ( 彼 の 親友 達 に ) タラ ウィ ー フ の 礼拝 を お 命じ に は な ら な か っ た が 、 ラ マダ 
ー ン (の 夜 ) に 義務 の よう に それ を 行う よう 勧め て きた 。 

そし て 、 「 ラ マダ ー ン に 信仰 (と 善行 ) に 対す る 報償 の た め に 、 夜 間 礼 拝 を 行う 者 は その 者 の 過 
去 の 罪 科 は 許さ れる で あろ う 」 と 言わ れ た 。 

アッ ラー の み 使 い が 亡 く な られ て も これ は 実行 され た ( 注 ) 。 

それ は カリ フ ・ ア ブー・ バ クル の 時 や 、 ウ マル の 初期 の 時 代 ま で 続い た 。 

( 注 ) 人 々 は この 礼拝 を 多く は 個人 的 に 家庭 で 、 ま た は 小 人 数 の グル ー プ で 行っ た 。 

これ は アブ ー ・ バ クル の 時 代 、 ウ マル の 初期 の 時 代 ま で 続い た が 、 ウ マル の 時 代 に 国内 が 安定 す 
る と 、 か つて 預言 者 が 行わ れ た こと の ある 三 日 だ け 集合 し て 行う よう に な っ た 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ラ マダ ー ン に 信仰 と 報償 の た め 断 食 を 行う 者 は 過去 の すべ て の 罪 科 が 許さ 
れる 。 

そし て 、 ラ イラ トル ・ カ ドル ( 注 ) に 信仰 と 報償 の た め に 礼拝 を 行う 者 は 過去 の すべ て の 罪 料 が 
許さ れる 」 と 言わ れ た 。 

( 注 ) ライ ラトル ・ カ ドル は ラマ ダー ン の 二 十 六 日 か ら 二 十 七 日 に か け て の 夜 で あり 、 ク ルアー 
ン が 啓示 され た 夜 で あっ た 

アプ ー:・ フラ イラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ラ イラ トル ・ カ ドル に 礼拝 を 捧げ る 者 は それ が その 夜 で ある こと を 認識 す 
る で あろ う 」 と 言わ れ た 。 

(その 意味 に つい て ) 私 は み 使い が 「 そ れ を 信仰 と 報償 の た め に 行う 者 は 、 そ の 者 の (過去 の ) 
罪 科 が 許さ れる 」 と 言わ れ た (の と 同じ で ある ) と 確信 する 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は ある 夜 モ スク で 礼拝 され 、 人 々 も その 御方 と 一 緒 に 礼拝 し まし た 。 

み 使 い は 次 の 夜 も 礼拝 され まし た 。 

そこ に は 大 勢 の 人 々 が 集まり まし た 。 

それ か ら 三 日 目 、 あ る い は 四 日 日 の 夜 も そこ に は 大 勢 の 人 々 が 集まり まし た 。 

し か し 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は その 両日 に は (タラ ウィ ー フ の 礼拝 を 先導 する た め に ) 彼 等 の 所 へ 


は 出 て 行か れ ま せん で し た 。 

朝 に な っ て み 使 い は 「 私 は あな た 方 が 大 勢 集まっ た の を 知っ て いた 。 それ で 、 私 は あな た 方 の 所 
に 出 行く に や ぶさ か で は な か っ た が 思い 止ま っ た 。 

それ は この 礼拝 が あな た 方 に と っ て 義務 と な っ て し まう の を 恐れ た か ら で あ る 」 と 言わ れ た 。 
(伝承 者 は ) 「 そ れ は ラマ ダー ン の 月 で あっ た 」 と 言っ た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は 夜間 モス ク に 行っ て 礼拝 され まし た 。 

(その 時 ) 若干 の 人 々 が 彼 と 一 緒 に 礼拝 し まし た 。 

朝 に な っ て 、 そ の 人 達 は その 事 を 人 々 に 話し まし た 。 

そう し ます と 、 次 の 日 は も っ と 多く の 人 々 が 集まり まし た 。 

二 日 日 の 夜 も 、 み 使い は 出 て 行か れ ま し た 。 

そし て 、 そ こ に 参集 し た 人 々 は 、 そ の 御方 と 一 緒 に 礼拝 し まし た 。 

朝 に な る と 、 人 々 は その 事 に つい て 語り 始め まし た 。 

そう し ます と 、 三 日 日 の 夜 は 人 々 で モス ク は 埋まり まし た 。 

(この 時 は ) み 使 い は 出 て 行か れ ま し た 。 

そし て 、 人 々 は その 御方 と 一 緒 に 礼拝 し まし た 。 

四 日 日 の 夜 に な り ま す と 、 モ スク は 身動き の 不 自由 な くら い (人 々 が ) 集まり まし た 。 

し か し 、 み 使い は (そこ に は ) 出 て 行か れ ま せん で し た 。 

人 々 の 中 の 幾 人 か が 突然 "礼拝 "と 叫び まし た 。 

で も 、 み 使い は 早朝 の 礼拝 (の 刻 ) まで お 出 に は な り ま せん で し た 。 

その 御方 が 早朝 の 礼拝 を 完全 に 済ま され た 時 、 お 顔 を 人 々 の 方 に 向け て 「 私 は 、" アッ ラー の 他 
に 神 は な い " と 証言 し 、 そ し て 、“" ム ハン マ ド こ そ は アッ ラー の み 使 いな り " と 証言 する と 誓 わ れ て 
か ら 、 私 は あな た 方 の 夜 の 事 は 良く 知っ て いた 。 

だ が (私 の 継続 的 な 礼拝 で ) あの 夜 の 礼拝 が あな た 方 に と っ て 義務 と 化し 、 (あげ くに は ) あな 
た 方 に と っ て 実行 が 困難 な も の と な る の を 恐れ た の だ 」 と 言わ れ た 。 

ズ ィ ッ ル ・ ビ ン ・ フ バイ シュ は 伝え て いる 

私 は 、 ウ バイ ユ ・ ビ ン ・ カ アブ が 「 ア ブ ド ッ ラー ・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 『 一 年 を 通し て (毎夜 ) 
礼拝 の 為 に 起床 する 者 は ライ ラトル ・ カ ドル に 出合 う 』 と 言っ た 」 と 話し て いる の を 聞い た 。 
ウ バ イ ユ は 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な い 。 

その アッ ラー に 故 っ て 、 そ れ (ライ ラトル ・ カ ドル ) は ラマ ダー ン 月 に ある 。 

( 彼 は 絶対 的 な 誓い を し て ) 私 は アッ ラー に 上 牛 い 、 そ の 夜 を 知っ て いる 。 

それ は アッ ラー の み 使 い が わ れ わ れ に 礼拝 を お 命じ に な っ た 夜 で ある 。 

それ は 二 十 七 日 の 朝 を 迎え る 夜 で ある 。 

その 徴候 は 、 その 日 の 太陽 が 吉光 の な い 輝 き で 昇っ て くる 」 と 言っ た 。 

ウ バ イ ユ ・ ビ ン ・ カ アプ ブ は 伝え て いる 

「 ア ッ ラ ー に 誓い 、 私 は ライ ラトル ・ カ ドル に 関し て 知っ て いる 。 

私 は それ が (ラマ ダー ン 月 の ) 二 十 七 日 の 夜 で 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が わ れ わ れ に 礼拝 の 挙行 を お 


命じ に な っ た その 夜 で ある こと を 誤 知 し て いる 」 

だ が シュ ウ バ (伝承 者 の 一 人 ) は "アッ ラー の 御 使い が われ われ に 礼拝 の 挙行 を お 命じ に な っ た そ 
の 夜 " と いう 言葉 に つい て 疑っ た 。 

この 事 は 私 の 友人 が 私 に 話し て くれ た 。 

シュ ウ バ は この ハデ ィ ー ス が 同一 の 伝承 者 経路 を も っ て いる と 伝え て は いる が 、 彼 が 疑っ た 事 、 
また その 後 の こ と に つい て は 言及 し て いな い 。 


夜 の 礼拝 に お ける 祈願 に つい て 


夜 の 礼拝 に お ける 祈願 
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イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

私 は ある 夜 、 私 の 母 の 姉妹 で ある お ば (マイ ムー ナ ) の 許 で 一 夜 を 過 し た 。 

アッ ラー の み 使 い は 、 夜 間 起 床 さ れ て 用 を た され た 。 

それ か ら お 上 顔 と 両手 を 洗わ れ て (また ) お 休み に な っ た 。 

その 後 、 そ の か た は 再び 起床 され て 水 の 入 っ た 皮 袋 の 所 へ 行か れ 、 そ の 草 ひ も を ゆる め て 、 二 つ 
の 汰 浴 の 間 の ウド ゥ ー さ れ た ( 注 1) 。 

(その 時 ) その か た は 水 を 無駄 に する こと な く 、 定 め ら れ た 部 分 を 清め られ 、 お 立ち に な っ て 礼 
拝 さ れ た 。 

私 も また 、 み 使い が され る こと を 知っ て いな が ら 眠 っ て いる ふり を し て いる 、 と いう こと を 彼 に 
気付 か れる の を 恐れ て (ちょ うど 今 眠 か ら 覚 め た よう な ふり を し て ) 体 を 伸ばし た 。 

そし て 、 私 も 洒 浴 を し て 礼拝 の た め に 立っ た 。 

それ は その か た の 左側 で あっ た 。 

する と 、 そ の か た は 私 の 手 を 掴ん で 御 自 身 の 右 側 へ まわ し て 立た せら れ た 。 

それ か ら み 使い は 、 夜 の 礼拝 十 三 ラ カ ー ト を 行わ れ た 。 

その 後 、 そ の か た は 横 た わ ら れ て 休ま れる と いび き を か いて お られ た 。 

(それ は み 使 い が お 休み に な っ て いる 時 の 習 癖 で あっ た ) 

や が て 、 ビ ラー ル が 来 て み 使 い に 礼拝 の 時 刻 を 告げ ける と 、 そ の か た は 礼拝 の た め に お 立ち に な ら 
れ た が 洒 浴 は され な か っ た ( 注 2) 。 

その 時 の 彼 の 祈願 の 言葉 の 中 に は 「 お お アッ ラー、 私 の 心 に 光 を 、 私 の 視覚 に 光 を 、 私 の 聴覚 に 
光 を 、 私 の 右 に 光 を 、 私 の 左 に 光 を 、 私 の 上 に 光 を 、 私 の 前 に 光 を 、 私 の 後に 光 を お 置き 下さ い 
。 そし て 、 私 の た め に 光 を 強力 に し て 下さ い 」 と いう の が あっ た 。 

クラ イブ (伝承 者 ) は 「 (更に ) 七 つ (の 言葉 ) が 私 の 心 に は ある が 、 そ れ ら を 思い 出す こと が 
出来 な い 。 

私 は アッ バー ス の 幾 人 か の 子供 達 に 会 っ た 。 

彼 等 は 私 に それ ら の 言葉 を 言っ た 。 

(すなわち ) 私 の 神経 に ( 光 を ) 、 私 の 肉 に ( 光 を ) 、 私 の 血 に ( 光 を ) 、 私 の 毛 に ( 光 を ) 、 

私 の 皮膚 に ( 光 を ) と いう 言葉 を 述べ た 他 に 、 更 に 二 つ の 言葉 を 述べ て いた 」 と 言っ た ( 注 3) 。 
( 注 1) 二 つ の 洒 浴 の 間 の ウド ゥ ー は 、 二 つの 両極 端 の ウド ゥ ー、 つ まり 、 非 常に て いね いな も の 
、 葵 うじ て 認め られ る も の と の 間 

( 注 2) 前 述 し た が 、 預 言 者 の 眠り は 目 は 眠っ て いて も 心 は そう で は な いと いわ れる 。 

それ は 、 彼 が 眠っ て いる 間 で も 啓示 は 下る か ら で あ る 。 

アッ ラー は 預言 者 の 心 が 常 に その 命 を 受け られ る よう 用 意 さ せ て お か れ た 。 


故に 、 預 言 者 は た と え 眠 っ て も 彼 自身 の こと は 十分 知っ て いる の で ある 

( 注 3) 更に 二 つ の も の は 「 私 の 魂 に 光 を 、 私 の 舌 に 光 を 」 で ある 

イブ シー アッ パー ス の マウ ラー、 ク ライ プ は 伝え で いる 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 彼 に (次 の よう に ) 話し た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 一 夜 、 信 者 達 の 母 で 彼 の 母 の 姉妹 で ある マイ ムー ナ の 家 で 過 し た 。 
彼 は 「 私 た ち は (一 つの 細長 い 枕 を 共用 し ) 私 は 横 の 狭い 部 分 を 使用 し て その 方 向 に 、 み 使い 御 
夫婦 は 縦 の 方 向 に 並ん で 休ま れ た 。 

その か た は 眠ら れ て 、 真 夜中 か ある い は その 少し 前 、 あ る い は その 少し 後に 起床 され た 。 
そし て 、 有 眠り を 覚ます た め に 両手 で 顔 を こす り 始 め ら れ た 。 

それ か ら イ ムラ ー ン 家 章 の 結び の 十 節 を 読 唱 さ れ た 。 

その 後 、 み 使い は 立っ て 皮 の 水 袋 が 掛か っ て いる 所 に 行き 、 て いね い に 汰 浴 さ れ た 。 
そし て 、 お 立ち に な っ て 礼拝 を 行わ れ た 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 「 私 は 起き て アッ ラー の み 使 い が さ れ た よう に し た 。 

そし て 、 そ の か た の 所 に 行き その 側 に 立っ た 。 

み 使 い は 彼 の 右手 を 私 の 頭 の 上 に 置か れ て か ら 、 私 の 右 の 耳 を 掴ん で よじ られ た ( 注 ) 。 
それ か ら み 使い は 三 ラ カー ト 、 次 に ニラ カー ト 、 次 に ニラ カー ト 、 次 も 三 ラ カー ト 、。 更 に 三 ラ カ 
ー ト 、 更 に ニラ カー ト を され 、 最 後に (ウィ トル ) の 一 ラ カ ー ト を 行わ れ た 。 

その 後 、 彼 は 横 た わ ら れ た 。 

(早朝 近く な っ て ) 彼 は お 立ち に な っ て 短い ニラ カー ト を 行わ れ て か ら 出 て 行き 、 早 朝 の 礼拝 を 
捧げ られ た 。 

( 注 ) は っ きり と 目 を 覚まさ せる た め の 行 為 

マハ ラマ ・ ビ ン ・ ス ライ マー ン は これ に 次 の ハデ ィ ー ス を 付加 し て いる 

「 み 使い は それ か ら 水 袋 の 所 へ 行き 、 歯 を 磨 か れ た 。 

そし て 、 て いね い に 汰 浴 を 行わ れ た が 、 水 の 使用 は むし ろ 少 な 目 で あっ た 。 

それ か ら 、 そ の か た は 私 を 起 さ れ た 。 私 は 立っ た 」 

残余 の ハデ ィ ー ス は 前 述 の も の と 同一 で ある 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

私 は (一 夜 ) 預言 者 の 妻 で ある マイ ムー ナ の 所 に 泊っ た 。 

アッ ラー の み 使 い は 、 そ の 夜 は 彼女 と 一 緒 に 過 さ れ た 。 

み 使 い は (夜半 まで 眠ら れ た 後 起 床 さ れ ) 漂 浴 され た 。 

そし て お 立ち に な っ て 礼拝 され た 。 

私 も 立っ て その か た の 左側 に 立っ た 。 

み 使い は 私 を 掴ま きれ て その か た の 右側 に 立た され た 。 

み 使 い は その 夜 十 ニ ラ カ ー ト の 礼拝 を 捧げ られ た 。 

その 後 、 み 使い は 眠ら れ て いび き を か か れ た 。 

眠っ て いる 間 そ の か た が いび き を か か れる の は 習 癖 で あっ た 。 

それ か ら ム アッ ジン が 彼 の と ころ へ (礼拝 の 刻 を 告げ に ) 来 た 。 


み 使い は 出 て 行っ て 礼拝 され た が 、 (その 時 は ) 洒 浴 は され な か っ た 。 

(アム ル は 「 ブ カイ ル ・ ビ ン ・ ア シャ ッ ジ ュ が 私 に これ を 話し た 」 と 言っ た ) 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

私 は 、 一 夜 、 私 の 母 の 姉妹 で ハー リス の 娘 、 マ イム ー ナ の 家 に 泊っ た 。 

私 は 彼女 に 「 ア ッ ラ ー の み 使 い が ( 夜 ) 礼拝 に 起き られ た ら 私 も 起こ し て 下さ い 」 と 言っ た 。 
(彼女 が 私 を 起こ し て くれ た 時 ) アッ ラー の み 使 い は 礼拝 の た め に お 立ち に な っ て いた 。 

私 は み 使い の 左側 に 立っ た 。 

する と その か た は 私 の 手 を 掴ん で 彼 の 右側 に 立た され た 。 

そし て 、 私 が 完全 に 目 を 覚まし 切れ な いで いる 時 は 耳たぶ を 掴ま れ た 。 

彼 (伝承 者 ) は 「 み 使い は 十 一 ラ カ ー ト を 行わ れ た 。 

それ か ら そ の か た は 衣服 を 体 に 巻き 両 膝 を 抱え る よう に し て 眠ら れ た の で 、 私 は 彼 の 眠っ て いる 
時 の 寝息 を 聞か な か っ た 。 

そし て 夜 が 明け る と 、 そ の か た は (スン ナ の ) 短い ニラ カー ト を 行わ れ た 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

私 は 、 夜 、 私 の 母方 の お ば 、 マ イム ー ナ の 所 に 泊っ た 。 

アッ ラー の み 使 い は 夜 、 お 起き に な っ て 近く に 掛け られ て いた 皮 の 水 袋 (の 水 ) で 短い 漂 浴 を さ 


れ た 。 
(預言 者 の 洒 浴 の 様子 を ) イブ ン ・ ア ッ バ パース は 「 そ れ は 短 時 間 に 少 量 の 水 で 行わ れ た 」 と 言 
っ た 。 


そし て 「 私 は 立っ て み 使 い が 行 われ た と 同様 の こと を 行っ た 。 

それ か ら ( み 使 い の 所 へ ) 行っ て その 左側 に 立っ た 。 

する と その か た は 私 を 彼 の 背後 を まわ し て 右側 に 立た され た 。 

み 使 い は 礼拝 を 済ま す と 休ま れ て いび き を お か き に な っ た 。 

や が て 、 ビ ラー ル が その か た に 礼拝 (の 刻 を ) 告げ に 来 た 。 

み 使い は 出 て 行き 早朝 の 礼拝 を され た が (その 時 は ) 洒 浴 は され な か っ た 」 と 言っ た 。 
ス フ ヤ ー ン は 「 こ れ は 預言 者 に 限ら れ た 行為 で ある 。 わ れ わ れ に は “預言 者 の 目 は 眠っ て いて も 心 
は 眠ら な い " と いう こと が 伝わっ て いる 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は 伝え て いる 

私 は 一 夜 、 私 の 母方 の お ば マイ ムー ナ の 家 に 泊っ た 。 

そし て 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 夜 、 ど の よう に 礼拝 され る の か を 観察 し た 。 

その か た は 起き て 用 を た され た 。 

それ か ら 、 顔 と 手 を 洗い また 眠ら れ た 。 

し ば らく の 後 、 再 び 起 き 上 が られ 皮 の 水 袋 の と ころ に 行っ て 紐 を 解 か れ た 。 

そし て 少量 の 水 を 器 に と り 御 自身 の 手 に 注 が れ た 。 

そし て その か た は 二 つ の 洒 浴 の 良い 方 を 行わ れ た 。 

それ か ら 礼 拝 の た め に 立た れ た 。 

私 も (その か た の 所 へ ) 行き その 左側 に 立っ た 。 


する と み 使 い は 私 を 掴ん で 彼 の 右側 に 立た せら れ た 。 

み 使 い が 行 っ た 礼拝 は 十 三 ラ カ ー ト で あっ た 。 

その 後 、 み 使い は 休ん で いび き を か か れ た 。 

われ われ は その か た が 眠っ た 時 は いび き を お か き に な る の を 知っ て いた 。 

(夜明け の 礼拝 の 刻 に な る と ) 彼 は 出 て 行き 礼拝 され た 。 

み 使 い は ( 顔 を 上 げ て ) 祈る 時 、 あ る い は ひれ 伏し て 祈る 時 

「 お ぅ っ アッ ラー、 私 の 心 に 光 を 、 私 の 聴覚 に 光 を 、 私 の 視覚 に 光 を 、 私 の 右 に 光 を 、 私 の 左 に 
UR I 

そし て 、 私 の た め に 光 を お 与え 下さ い 。 

ある い は 、 私 に 光 を お 与え 下さ い 」 と 申 さ れ て いた 。 

サラ マ は 「 私 は クラ イブ に 会 っ た 。 彼 は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス が (次 の よう に ) 言っ た 」 と 述べ た 
「 私 は 私 の 母方 の お ば マイ ムー ナ の 所 に 居 た 。 

そこ へ アッ ラー の み 使 い が 来 られ た 」 

それ か ら ク ライ ブ は グン ダル に よっ て 伝え られ た ハデ ィ ー ス を 述べ た 。 

(すなわち ) イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 疑い な く 「 私 に 光 を お 与え 下さ い 」 と いう 言葉 (の 方 ) を 言 
SR 

アプ ブー・ リ シュ ディ ー ン (マウ ラー ・ ク ライ ブ の 異名 ) は 伝え て いる 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 「 私 は 一 夜 、 私 の 母 の 姉妹 マイ ムー ナ の 家 で 過 し た 」 と 言っ た 。 

それ か ら (前 述 の よう な ) ハデ ィ ー ス を 話し た が 、 彼 は (預言 者 が ) 顔 と 両手 を 洗っ た こと に つ 
いて は 述べ な か っ た 。 

し か し 、 彼 は 「 み 使い は 皮 の 水 袋 の 所 へ 行っ て 紐 を 解 か れ 、 二 つの 洒 浴 の 間 の ウド ゥ ー を 行わ 
れ た 。 

それ か ら ベ ッ ド に 戻っ て 眠ら れ た 。 

し ば らく の 後 、 そ の か た は 再度 起床 され 水 袋 の 所 に 行っ て 紐 を 解き 洒 浴 され た 。 

それ は まこ と に て いね いな も の で あっ た 。 

そし て み 使 い は 『 主 よ 、 私 に た くさ ん の 光 を お 与え 下さ い 』 と は 言わ れ な か っ た 」 と 言っ た 。 
クラ イブ は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス が アッ ラー の み 使 い の 家 で 一 夜 を 過 し (次 の よう に ) 言っ た と 伝 
えて いる 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 皮 の 水 袋 の 近く に 立ち 、 水 を 注い で 洒 浴 され た 。 

その 時 の 水 の 量 は 多く も な く 少 な くも な か っ た 」 

その 後 の ハ ディ ー ス は 他 と 同じ で ある が 、 そ の 中 に アッ ラー の み 使 い が そ の 夜 、 十 九 の 祈願 の 言 
葉 を 述べ た と いう の が ある 。 

クラ イブ は 「 私 は それ ら の 中 か ら 十 二 の 言 葉 を 覚え て いる が 残り は 忘れ た 。 

(その 十 二 は ) 私 の 心 に 光 を 、 私 の 舌 に 光 を 、 私 の 聴覚 に 光 を 、 私 の 視覚 に 光 を 、 私 の 上 に 光 を 
、 私 の 下 に 光 を 、 私 の 右 に 光 を 、 私 の 左 に 光 を 、 私 の 前 に 光 を 、 私 の 後に 光 を お 置き 下さ い 、 私 
の 魂 に 光 を お 置き 下さ い 。 

そし て 、 私 の た め に 光 を 強力 に し て 下さ い 。 で ある 」 と 言っ た ( 注 ) 。 


( 注 ) 残り の 七 つ の 言 葉 は 、 私 の 神経 に 、 私 の 肉 に 、 私 の 血 に 、 私 の 毛 に 、 私 の 皮膚 に 光 を お 置 
き 下 さい 、 私 に 光 を お 創り 下さ い 、 私 に 光 を お 与え 下さ い 、 で ある 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

「 私 は アッ ラー の み 使 い が お られ る 時 、 そ の か た が 夜 の 礼拝 を どの よう に され る の か を 拝見 する 
た め に 、 マ イム ー ナ の 家 で 一 夜 を 過 し た 。 

み 使い は 彼 の 妻 と し ば らく の 間 話 を され て いて 、 そ れ か ら お 休み に な っ た 」 

その 後 の ハ ディ ー ス は 他 と 同様 で ある が 、 そ の 中 に 、「 彼 は 起き 上 が っ て 汰 浴 を し 歯 を 磨 か れ た 
」 と いう の が ある 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ パ バー ス は 伝え て いる 

私 は (一 夜 ) アッ ラー の み 使 い の 家 で 過 し た 。 

み 使い は 起床 する と 歯 を 磨 か れ て か ら 、「 本 当 に 天 と 地 の 創 造 、 ま た 夜 と 昼 の 交替 の 中 に は 思慮 
ある 者 へ の 印 が ある 」 (クル アー ン 第 3 章 190 節 ) と 唱え られ 、 そ の 章 の 最後 まで 読 唱 し 続け ら 


れ た 。 
それ か ら そ の か た は 時 間 を お か け に な っ て 、 直 立 、 立 礼 、 叩 頭 に に る ニラ カー ト の 礼拝 を 行わ 
れ た 。 


それ を 終え る と お 休み に な っ て いび き を お か き に な っ た 。 

み 使 い は その よう な こと を 三 度 行 われ た の で 合計 六 ラ カー ト を 捧げ られ た こと に な る 。 

彼 は 毎回 、 歯 を 磨き 洒 浴 され (クル アー ン の ) それ ら の 節 を 読 唱 され た 。 

それ か ら そ の か た は 三 ラ カー ト の ウィ トル を 行わ れ た ( 注 ) 。 

や が て ム ア ッ ジン が アザ ー ン を 唱え る と 、 み 使い は 「 お お アッ ラー、 私 の 心 に 光 を 、 私 の 舌 に 光 
を お 置き 下さ い 。 

私 の 聴覚 に 光 を お 置き 下さ い 。 

私 の 視覚 に 光 を お 置き 下さ い 。 私 の 後に 光 を 、 私 の 前 に 光 を お 置き 下さ い 。 

私 の 上 に 光 を 、 私 の 下 に 光 を お 置き 下さ い 。 お ゝ 、 ア ッ ラ ー、 私 に 光 を 強力 に し て 下さ い 」 と 申 
され な が ら 礼 拝 に 出 て 行か れ た 。 

( 注 ) イス ラー ム 法 学者 、 ア ブー・ ハ ニー ファ が ウィ トル の 礼拝 は ーー ニラ カー ト か ら 成 る と 信 ず 
る の は 、 こ の ハデ ィ ー ス に 由来 し て いる 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

「 私 は 一 夜 、 私 の 母 の 姉妹 、 マ イム ー ナ の 家 で 過 し た 。 

アッ ラー の み 使 い は 夜 、 ナ フル の 礼拝 の た め に 起床 され た 。 

み 使 い は 皮 の 水 袋 の 所 に お 立ち に な っ て 洒 浴 され 、 そ し て 礼拝 され た 。 

私 も その か た が その よう に され る の を 見 た 時 起き た 。 

そし て 、 水 袋 の 水 で 洒 浴 を 済ま せ て その か た の 左側 に 立っ た 。 

する と 、 彼 は 後方 か ら 私 の 手 を 掴み 、 御 自身 の 背後 を まわ し て その 右側 に 立た せら れ た 」 

私 (アタ ー ウ ・ 伝 承 者 ) は 「 そ れ は ナ フ ル の 礼拝 で し た か 」 と 尋ね た 。 

彼 は 「 そ う で す 」 と 答え た 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は 伝え て いる 


「 私 の 父 (アッ バー ス ) は 預言 者 が 私 の 母方 の お ば マイ ムー ナ の 家 に いた 時 、 私 を み 使 い の 所 に 
行か せ た 。 

私 は その 夜 、 み 使い と 一 緒 に 過 し た 。 

その か た は 起き て 夜 の 礼拝 を され た 。 

そこ で 私 は 彼 の 左側 に 立っ た 。 そ の か た は 後方 か ら 私 を 掴み ( 彼 の 背後 を まわ し て ) 御 自 身 の 右 
側 に 立た され た 」 

イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は 伝え て いる 

「 私 は 一 夜 、 私 の 母 の 姉妹 、 マ イム ー ナ の 家 で 過 し た 」 

この 後 の ハ ディ ー ス は 他 と 同一 で ある 。 

アブ ー・ ジ ャ ムラ は 伝え て いる 

私 は イブ ン ・ ア ッ バ パ バース が 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 夜 (の 礼拝 に ) 十 三 ラ カー ト を 行っ て お られ た 
」 と 言っ て いる の を 聞い た 。 

ザイ ド ・ ビ ン ・ ハ ー リ ド ・ ジ ュ ハ ニー は 伝え て いる 

私 は 夜 、 ア ッ ラ ー の み 使 い の 礼 拝 を た し か に 見 た 。 

その か た は ニラ カー ト の 短い 礼拝 を 行っ た 。 

それ か ら ニ ラ カ ー ト の 長い 長い 礼拝 を 行っ た 。 

次 に その か た は ニラ カー ト の 礼拝 を 行っ た が 、 そ れ は 前 の ニラ カー ト よ り は 短い も の で あっ た 。 
それ か ら (また ) ニラ カー ト を 行わ れ た が それ は 前 の ニラ カー ト よ り 更 に 短い も の で あっ た 。 
それ か ら (また ) ニラ カー ト を 行わ れ た が 、 そ れ も そ の 前 の ニラ カー ト よ り 更 に 短い も の で あ 
っ た だ た & 

そし て (また ) ニラ カー ト を 行わ れ た 。 

それ も その 前 の ニラ カー ト よ り 短 いも の で あっ た 。 

次 に その か た は 一 ラ カ ー ト の 礼拝 (ウィ トル ) を され た 。 それら は 都合 十 三 ラ カ ー ト で あ 

る ( 注 ) 。 

( 注 ) これ は 預言 者 が テン ト で 一 夜 を 過 し た 時 の 話 で ある 

ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー は 伝え で いる 

私 は アッ ラー の み 使 いと 一 緒 に 旅 を し た 。 

われ われ が 水 の あ る 所 に 来 た 時 、 み 使い は 「 ジ ャ ー ビ ル 、 お 前 、 ( 水 の 中 に ) 入っ て くれ ぬか 」 
と 言わ れ た 。 

私 は 「 は い 」 と 答え た 。 

それ か ら み 使い は (らく だ か ら ) 降り られ た 。 

私 は 水 に 入っ た 。 

その 時 、 み 使い は 用 を た し に 行か れ た 。 

私 は み 使い に 洒 浴 の 水 を 用 意 し た 。 

み 使 い は 帰っ て 来 ら れる と 洒 浴 し 、 お 立ち に な っ て 、 一 枚 の 布 で 出来 た 衣服 の 両端 を 交差 させ て 
肩 に お 掛け に な っ て 礼拝 され た 。 

私 が その か た の 後に 立つ と 私 の 耳 を 掴ま れ て 御 自 身 の 右 側 に 立た され た 。 


アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 夜 、 礼 拝 に 立た れ た 時 は 、 短 い ニ ラ カ ー ト の 礼拝 で 始め られ まし た 。 

アブ ーー フラ イラ は 伝え で いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 誰 で も 、 夜 、 起 きた 時 は 短い ニラ カー ト で 礼拝 を 始め る よう に 
」 と 言わ れ た 。 

イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 夜間 、 礼 拝 に お 立ち に な る と 「 お お アッ ラー、 栄 光 は あな た に ご ざい ます 。 
あな た は 天地 の 光 で す 。 

栄光 は あな た に ご ざい ます 。 

あな た は 天地 を 創造 され 保護 され る 御方 で す 。 

栄光 は あな た に ご ざい ます 。 

あな た は 天 と 地 と それ に 存在 する すべ て の も の の 主 で す 。 

あな た は 真理 で ご ざい ます 。 

あな た の 約束 は 真実 で す 。 

あな た の お 言葉 は 真実 で す 。 

あな た と の 出合 い は 真実 で す 。 

天国 は 真実 で す 。 

地獄 も 真実 で す 。 

(復活 の ) その 時 も 真実 で す 。 

お お アッ ラー、 私 は せつ に あな た に 服従 いた し ます 。 

私 は 心 よ りあ な た へ の 信仰 を 告白 いた し ます 。 

私 は ひたすら あな た を 頼り と し て お り ま す 。 

私 は あな た に ざん げ い た し ます 。 

私 は あな た が お 与え 下さ っ た 証明 に よっ て (真理 を 否定 する 者 すべ て に ) 論 虚 し まし た 。 

あな た の 御 決 定 を 仰ぎ ます 。 

そし て 、 私 が ずっ と 以前 に 犯し た 罪 、 ま た 最近 犯し た も の 、 公 然 と 為 し た る も の 、 密か に 行っ た 
も の を お 許し 下さ い 。 

あな た は 私 の 唯一 至高 の 神 で ご ざい ます 。 

あな た 以外 に 神 は ご ざい ませ ん 」 と 申し て お られ た 。 

この ハデ ィ ー ス は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス を 根拠 と し 、 二 語 程 の 相違 を も っ て 別 の 伝承 者 経路 で も 伝 
えら れ て いる 。 

それ は 、。us qayyam (上 述 の ハデ ィ ー ス で は "支持 者 "の 意 を 、 こ こ で は 。s qayyim' 守 護 ・ 監 視 者 " 
と し て 使用 し て いる 。 

また 、 預 言 者 が 「 私 が 密か に 行っ た も の 」 と 言っ て いる 言葉 に つい て 、 イ ブン ・ ウ マイ ヤ に よっ 
て 伝え られ た ハデ ィ ー ス に は 若干 の (言葉 の ) 付加 が ある 。 

この ハデ ィ ー ス は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス を 根拠 と し て 別 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる が 、 そ の 
言葉 は (上 述 の も の と ) ほとん ど 同 じ で ある 。 


アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ウフ は 伝え て いる 

私 は 信者 達 の 母 ア ー イ シャ に 預言 者 が 夜 、 礼 拝 に 立た れ た 時 は 、 ど の よう な 言葉 で それ を 始め ら 
れ た の か に つい て 尋ね た 。 

彼女 は 「 み 使い が 夜 (礼拝 に ) お 立ち に な っ た 時 は 『 お お アッ ラー、 ガ ブリ エル 、 ミ カエ ル 、 そ 
し て イス ラー フィ ー ル (音楽 の 天使 ) の 主 、 天 と 地 の 創造 主 、 見 え ぬ (世界 ) 、 見 える (世界 ) 
を 知り 給 う 御方 、 あ な た は あな た の 下僕 ら の 行状 を 裁 か れる 御方 。 

どう か 、 (人 々 が ) 進む 正しい 道 に つい て の 様々 な 意見 の 中 で 、 あ な た が 適合 と 看 な す も の で 私 
を お 導き 下さ い 。 

あな た は 必ず あな た が 望ま れる 者 を 正しい 道 に お 導き に な られ ます 』 と 申 さ れ ま し た 」 と 言っ た 


Oo 


リー・ ビ ン ・ ア ブー・ タ ー リ ブ は 伝え て いる 

ッ ラ ー の み 使 い が 夜 、 礼 拝 に お 立ち に な っ た 時 、 彼 は (次 の よう に ) 言わ れ た 。 
「 私 は 天地 創造 の 主 に 異教 の 念 を も っ て 対し ます 。 

私 は 多神教 徒 達 の 一 人 で は あり ませ ん 。 

まこ と に 、 私 の 礼拝 、 献 身 、 私 の 生 と 死 は 唯一 無 二 の 万 有 の 主 の も の で ご ざい ます 。 
私 は ムスリム の 一 人 と し て その よう な (信仰 の 告白 を ) 命じ られ まし た 。 

お お アッ ラー、 あ な た は 王 で あり 、 あ な た 以外 に 神 は ご ざい ませ ん 。 

あな た は 私 の 主 、 私 は あな た の 下僕 で す 。 

私 は 私 自身 に 過ち を 犯し まし た ( 注 ) 。 

私 は 私 の 罪 の 告白 を いた し ます 。 

どう か 私 の すべ て の 罪 を お 許し 下さ い 。 

まこ と に 、 あ な た 以外 に 罪 を 許す 者 は ご ざい ませ ん 。 

どう か 、 私 を この 上 な き 徳 性 の 者 に お 導き 下さ い 。 

あな た 以外 に 導く 者 は ご ざい ませ ん 。 

私 か ら 罪 を 払い の け て 下さ い 。 

あな た 以外 に それ の 出来 る 者 は あり ませ ん 。 

私 は 常に あな た に お 仕え いた し ます 。 

善 、 そ の すべ て は あな た に よっ て も た ら さ れる も の で あり ます 。 

そし て 、 悪 は あな た の せい で は ご ざ ぎ いま せん 。 

私 の 能力 は あな た の 恩恵 の 賜 で あり 、 私 は あな た に お すがり する 者 で す 。 

あな た は 讃 美 、 賞 揚 さ れる 御方 で す 。 

私 は あな た に 許し を 請 い 願い ます 。 

私 は あな た に ざん げ い た し ます 」 

そし て 、 み 使い が ひ ぎ まず か れ た 時 は 「 お お アッ ラー、 私 は あな た の た め に 立 札 を 捧げ ます 。 
私 は ひたすら あな た に 服従 いた し ます 。 

私 は 心 よ りあ な た へ の 信仰 を 証言 いた し ます 。 

そし て 、 私 の 聴覚 、 視 覚 、 脳 髄 、 骨 そし て 神経 は あな た の 御前 に 朱 れ 従っ て お り ま す 」 


アア 
が 


そし て み 使 い が 頭 を 上 げた 時 は 「 お お アッ ラー、 わ れ ら の 主 、 天 は 満ち 地 は 満ち 、 そ の 間 に 存 在 
する 空間 も 満た され まし た 。 

そし て その 後 、 あ な た の 望ま れ た も の は すべ て 、 満 た され まし た 。 

故に 、 栄 光 は あな た に ご ざい ます 」 と 申 さ れ ま し た 。 

み 使 い が 呈 頭 さ れ ま し た 時 は 「 お お アッ ラー、 私 が ひれ 伏し ます の は あな た に 対し て で ご ざい 
ます 。 

私 は 心 よ りあ な た へ の 信仰 を 告白 いた し ます 。 

私 は ひたすら あな た に 服従 いた し ます 。 

私 の 顔 は それ を 創造 され 形 造 られ た 御方 の 前 に ひれ 伏し て お り ま す 。 

そし て 、 耳 は 聞き 目 は 見 守っ て お り ま す 。 

アッ ラー、 こ の 上 な き ぎ 創 造 主 、 彼 は 尊 く 高く お わし ます 」 と 申 さ れ ま し た 。 

そし て 最後 に 「 ア ッ ラ ー の 他 に 神 は な し 」 と いう 医 い の 言葉 と 、 

礼拝 の 最後 に 行う 挨拶 の 間 に 

「 お お アッ ラー、 私 が 犯し た 古い 罪 過 、 ま た 最近 の も の 、 公 然 と な せる も の 、 密 か に 行え る も の 
、 そ し て 私 が 制限 を 越え て 行っ た 行為 も お 許し 下さ い 。 

それ に つい て あな た は 私 より も 良く 御存知 で ご ざい ます 。 

あな た は (望ま れる 者 を ) 上 位 に つけ られ 、 (また 望ま れる 者 を ) 下位 に 下げ られ ます 。 

あな た を 除い て 神 は ご ざい ませ ん 」 と 言っ て お られ まし た 。 

( 注 ) 預言 者 は 決し て 意図 的 に 罪 は 犯さ な い 。 

彼 が 過ち と し て いる の は 、 小 さ な 省 略 や な お ざり の よう な も の で ある 

アア ラジ ュ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が 礼 拝 を 始め られ た 時 は 

「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル (アッ ラー は 偉大 な り ) 」 を 唱え られ た 後 、 

「 私 は 私 の 顔 を (あな た に ) お 向け し まし た 。 

私 は 最初 の ムスリム で ご ざい ます 」 と 言わ れ た 。 

その か た が 立 礼 か ら 頭 を 上 げ ら れ た 時 「 ア ッ ラ ー が 彼 (アッ ラー) を 称え た 者 の 言葉 を 聞こ し 召 
され ます よう に 。 

お お 、 わ れ ら の 主 よ 、 栄 光 は あな た に ご ざい ます 」 と 言わ れ た 。 

それ か ら 「 主 は (人 間 を ) 形 造 られ まし た 。 そ の 形状 は な ん と すばらし いこ と で あり まし ょ う 」 
と 言わ れ た 。 

ここ で 彼 (伝承 者 ) は 「 み 使い が (礼拝 の 終り の ) 挨拶 を 唱え られ た 時 

『 お お アッ ラー、 私 が ずっ と 以前 に 犯し た 罪 を お 許し 下さ い 』 

か ら 、 こ の ハデ ィ ー ス の 終り まで の 言葉 を 言わ れ た 」 と 言っ た 。 

し か し 、「 そ れ を “アッ ラー の 他 に 神 な し "と 誓う 言葉 と 礼拝 の 最後 の 挨拶 の 間 に 言 われ た 」 と は 言 
わな か っ た 。 


夜 の 礼拝 で の 読 唱 に つい て 


夜 の 礼拝 で の 読 唱 は 長い 方 が 好ま し い 
1 巻 P.532-533 


フ ザ イフ ァ は 伝え て いる 

私 は 一 夜 、 ア ッ ラ ー の み 使 いと 礼拝 を 行っ た 。 

A (クル アー ン 第 2 章 ) を 読ま れ た 。 

私 は 、 み 使い は 100 節 読ま れ た 後に 立 礼 さ れる の で は な いか と 思っ て いた 。 

し か し その か た は (な お も 読 唱 を ) 続け られ た 。 

そこ で 私 は 、 み 使い は ーー ラ カー ト で その 章 の 大 半 を 読ま れ て し まう の で あろ うと 考え た 。 

し か し その か た は な お も 続け られ た 。 

私 は 、 み 使い は この 章 を 完結 し た 後 立 礼 さ れる の で あろ うと 思っ た 。 

それ か ら み 使い は 婦人 章 (クル アー ン 第 4 章 ) に 入ら れ て それ を 読 唱 し 終え られ 、 更 に イム ラー ン 
家 章 (クル アー ン 第 3 章 ) に 入ら れ て 、 そ れ を ゆっ くり と 読ま れ た 。 

そし て その か た は アッ ラー を 讃 美 す る こと に 言及 し て いる 節 に か か り ま す と "アッ ラー に 称 讃 あ れ ”" 
と 讃 美 され まし た 。 

み 使い は ( 主 へ の ) 祈願 の 節 に さ し か か り ます と 祈願 され まし た 。 

また ( 主 に ) 救い を 求め る 節 に さ し か か り ます と 、 救 い を 求め られ た 後 立 礼 さ れ 、 そ し て 「 偉 大 
な る アッ ラー に 称え あれ 」 と 言わ れ ま し た 。 

み 使 い の 立 礼 の 時 間 は その か た が 立っ て いた の と 同じ くら い 継 続 し まし た 。 

そし て み 使 い は (また 直立 の 姿勢 に 戻ら れ て ) 「 ア ッ ラ ー が 彼 を 称え た 者 の 言葉 を 聞こ し 召さ れ 
ます よう に 」 と 言わ れ た 。 

それ か ら そ の か た は 、 そ の か た が 立 礼 され て いた の と 同じ くら い 長 い 間 立っ て お られ て か ら 叩 頭 
に 移ら れ ま し た 。 

そし て 「 至 高 の わ が 主 に 称え あれ 」 と 言わ れ ま し た 。 み 使い の 脆 拝 の 時 間 は その か た が 立っ て い 
た それ に 近い も の で し た 。 

ジャ リー ル に よっ て 伝え られ た これ と 同じ ハデ ィ ー ス の 中 に は 、" み 使い は 「 ア ッ ラ ー が 彼 を 称え 
た 者 の 言葉 を 聞こ し 召さ れ ま す よ うに 。 わ れ わ れ の 主 、 彼 に こそ 栄光 は お わし ます 」 と 言わ れ た " 
が ある 。 

アプ ドッ ラー は 伝え て いる 

私 は アッ ラー の み 使 いと 一 緒 に 礼拝 し た 。 

その か た は 私 が (その 間 に ) 悪い 考え を 心 に 抱く 程 長い 時 間 を それ に か けら れ た 。 

(その 後 ) み 使い は 私 に 「 あ な た は どん な こと を 、 心 に 抱い た の か 」 と 言わ れ た 。 

私 は 「 座 り た いこ と や 、 あ な た を 置い て 去る こと を 考え て お り ま し た 」 と 言っ た 。 

この よう な ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て アア マシ ュ に よっ て も た ら さ れ た 。 


朝 ま で 眠り 続け る 者 に つい て 


朝 ま で 夜 も す が ら 眠り 続け る 者 に つい て の 預言 者 の 言葉 
1 巻 P.533-535 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 朝 ま で 夜 ど お し 眠っ て いる 者 に つい て 「 そ れ は 悪魔 が 彼 の 両 耳 に 放尿 し た 者 
で ある ( 注 ) 。 あ る い は 、 彼 の 耳 に 放尿 し た 者 で ある 」 と 言わ れ た 。 

( 注 ) 悪魔 が 彼 を 意 の まっ ゝ に し た と いう 風刺 で ある 。 

これ は 悪魔 が その 者 を 愚 弄 し 完全 に 支配 し て し まう こと で 、 こ の 人 為 に 彼 は アッ ラー へ の 服従 を 怠 
っ て 、 眠 っ て し まう の で ある 。 

不浄 な る も の は 身体 に 付着 し や すく 、 そ れ が 体内 に 侵入 し て 諸々 の 器官 に 害 を 及ば し 、 怠 必 な 肉 
体 と な る 因 と な る 。 

糞尿 は 不浄 な も の の 代表 で 、 人体 の あら ゆる 孔 か ら 侵 入 し て 器官 を 侵す 。 

特に 耳 は 鋭敏 な 器官 の ー つ で 、 侵 され や すい と され る 

フサ イン ・ ビ ン ・ ア リー は ( 彼 の 父 ) アリ ー・ ビ ン ・ ア ブー・ タ ー リ ブ を 根拠 と し て 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は ある 夜 、 私 (アリ ー) と ファ ー テ ィ マ (預言 者 の 娘 ) に 会 い に 来 られ 「 あ な 
た 方 は ( 夜 の ) 礼拝 を 行わ か い の か 」 と 言わ れ た 。 

私 (アリ ー) は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 確 か に わた し 達 の 魂 は アッ ラー の 御手 の 中 に あり ます 。 
彼 (アッ ラー) が われ われ を 目覚 め さ せ よう と 望ま れれ ば われ われ を 目覚 め さ せ ます 」 と 申し ま 
す と 、 み 使い は お 帰り に な っ た ( 注 1) 。 

彼 は 帰る 道すがら 御 自身 の 大 服部 を うち な が ら ( 注 2) 「 ま こと に 、 人 と いう も の は (都合 の 良い 
よう に ) 色々 の こと を 論議 する も の で ある 」 と 言わ れ た 。 

( 注 1) アリ ー と ファ ー テ ィ マ が 敏 度 な ムスリム で あっ た こと は 言 を また な い 。 

彼 等 は 常々 その 礼拝 を 行っ て いた が 、 そ の 夜 に 限っ て 夜 の 礼拝 を し な か っ た の で ある 。 

アリ ー は その 時 、 ハ ディ ー ス に ある よう な 言葉 を 預言 者 に 言っ た 。 

し か し 、 彼 は 怒ら ず 有 黙っ て 帰っ た 。 

と いう の も 彼 は 強制 を 好ま な か っ た し 、 ま た 、 夜 の 礼拝 が 随意 の も の で も あっ た か ら で あ る 。 
実 の と ころ 預言 者 は 、 己 れ の 怠慢 を 正当 化し よう と する アリ ー の 言葉 に は 不快 を 覚え て いた 。 
確か に 人 の 魂 は アッ ラー の 御手 の 中 に ある と は いえ 、 夜 の 礼拝 の よう な 敬 神 的 行為 は 自ら の 努力 
で 行わ れ ね ば な ら な いも の で ある 

( 注 2) 大 服部 を うつ と いう こと は 、 ア ラブ が 不愉快 な 言葉 や 行動 に 接し た 際 に 行う 習慣 で ある 
アブ ー・ フ ライ ラ は アッ ラー の み 使 いか ら (次 の よう な 話 を 開い た と ) 伝え て いる 

「 あ な た 方 の 誰 で も 就寝 し た 時 、 悪 魔 が あな た 方 の 首筋 に 三 つ の 結び 目 を つく る ( 注 ) 。 

も し それ ら ー つ 一 つの 結び 目 を つけ た まま 寝れ ば 苦し み の 長 い 夜 を 過す こと と な る 。 

も し 、 彼 が 起き て アッ ラー の 御名 を 唱え れ ば その 結び 目 の 一 つ は 解け る 。 

そし て 、 も し 彼 が 洒 浴 すれ ば 二 つ の 結び 目 が 解け る 。 


な お 、 彼 が 礼拝 を 行え ば も う 一 つの 結び 目 は 解け て 、 彼 は は つら つと し て 朝 を 迎え る で あろ う 」 
( 注 ) 悪魔 が つく る 結び 目 と は 人 を 怠 情 な 習性 に 落し め る 端緒 と な る 事柄 を 比 只 的 に 表現 し た も 
の で ある 。 

夜間 の 礼拝 に は 三 つ の 関門 が ある 。 

ー) 深夜 の 起床 、 二 ) 洒 浴 、 三 ) 礼拝 で あり 、 そ れ そ れ の 行為 遂行 は な か まや さ し い こと で は な い 
それ を 悪魔 の 三 つ の 妨害 に 例え た の で ある 。 

そし て 、 人 が 才 神 性 を 喪失 し 、 あ る い は 忘却 し て 尾 眠 を むさ ば る こと で 、 そ の 結び 目 は 固く な っ 
て 解け な く な っ て し まう 


家庭 で の ナ フ ル に つい て 


家庭 で の ナ フ ル の 礼拝 は 好ま し い が 、 そ れ は モス ク で 行っ て も 良い 
1 巻 P.535-536 


イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 礼拝 の うち どれ か は 家庭 で 挙行 せよ 。 こ こ を ( 家 ) を 墓場 の よ 
うに し て は な ら ぬ ( 注 ) 」 と 申 さ れ た 。 

( 注 ) 死者 が 墓 で 礼拝 し な いよ うに 、 家 庭 を た だ 眠る だ け の 墓 同様 の 空しい 状態 に し な いよ うに 
、 と いう こと で ある 

この 他 、 家 庭 で の 礼拝 の 重要 性 に つい て 、 い くつ か 言わ れ て いる 。 

ー) 本 人 自身 へ の 影響 で ある 。 それは 、 誠 実 さ や ひたむき な 才 神 性 を 教え 培う も の で ある 。 とい 
う の も 家庭 で の 人 知れ ぬ 宗 教 的 行為 は 世間 の 称 讃 を 目的 と は し な いか ら で あ る 。 

二 ) 家族 へ の 影響 で ある 。 家 族 で 宗教 的 行事 を 実践 する こと で 、 高 潔 な 人 格 の 形成 、 健 康 的 な 雰 
囲 気 の 家庭 つく り に 役立つ の で ある 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 家 で 礼拝 を 挙行 せよ 。 そ し て 、 そ こ を 墓場 の よう に し て は な 

ら ぬ 」 と 申 さ れ た 。 

ジャ ー ビ ル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 誰 で も モス ク で (義務 と し て の ) 礼拝 を 行う 時 、 (義務 以外 に 
行う 礼拝 の 中 か ら ) 彼 の 家庭 で 行う も の を と っ て お くべ き で ある 。 誠 に アッ ラー は 、 人 が 家庭 で 
礼拝 を 行え を ば その 家 に 祝福 を 垂れ 給 う 」 と 申 さ れ た 。 

アブ ー・ ム ー サ ー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ア ッ ラ ー の 御名 が そこ で 唱え られ る よう な 家庭 と 、 ア ッ ラ ー の 御名 が そこ 
で 唱え られ な いよ うな 家庭 と で は 生 と 死 の よう な 相違 が ある 」 と 申 さ れ た 。 

アプ ブー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 家 を 墓地 に し て は な ら ぬ 。 誠 に 、 悪 魔 は 雌牛 章 が 読 唱 さ れる 家 
か ら は 逃避 する 」 と 申 さ れ た 。 

ザイ ド ・ ビ ン ・ サ ー ビ ト は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 、 要 子 の 葉 で 編ん だ ご ざ で 囲ん だ 小さ な 部 屋 を つく られ 、 そ こ で 礼拝 する 為 
に 出 て こら れ た 。 

人 々 は 彼 の 後に 続き 、 彼 と 一 緒 に 礼拝 し よう と や っ て 来 た 。 

それ か ら 彼 等 は 、 あ る 日 、 再 び や っ て 来 て み 使 い を 待っ た 。 

し か し 、 彼 は 容易 に 彼 等 の 所 に 出 て こら れ な か っ た 。 

人 々 は 声高 に 呼び 、 小 石 を 扉 に 投げ た 。 アッラー の み 使 い は 怒っ て 出 て 来 ら れ た 。 

そし て 「 私 は あな た 方 の 行為 が 継続 的 に 行わ れる こと で 、 あ な た 方 に 義務 と 化し て し まう の で は 
な いか と 考え た の だ 。 あな た 方 は 各自 の 家庭 で 礼拝 を 行う が 良い 。 義 務 の 礼拝 以外 は 、 人 が 家庭 


で 礼拝 を 行う の は 大 い に 結 構 な こと で ある 」 と 言わ れ た 。 

ザイ ド ・ ビ ン ・ サ ー ビ ト は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は モス ク の 中 に ( 要 子 の 葉 で 編ん だ ) ご ざ で 部 屋 を お つく り に な っ た 。 そこで 
、 後 は 幾 夜 も 礼拝 され て お られ た の で 、 人々 が その 周囲 に 集まり 始め た 。 

この 後 の ハ ディ ー ス は 前 と 同様 で ある が 、 こ れ に は (次 の よう な 言葉 が ) 付加 され て いる 。 

「 も し この ( ナ フ ル の ) 礼拝 が あな た 方 に 義務 に な っ た ら 、 あ な た 方 は それ を 遵守 し 得 な いで あ 
ろう 」 


宗教 上 尊 ば れる 行為 に つい て 


宗教 上 の 行為 で 尊 ば れる の は 継続 的 な 行為 で ある 
1 巻 P.536-537 


アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は ご ざ を も っ て お られ て 、 夜 間 に は それ で 部 屋 を し つら え 、 そ の 中 で 礼拝 され て いま し た 
人 々 は その 御方 と 一 緒 に 礼拝 し 始め まし た 。 

み 使 い は それ を 昼 は 広げ て いら っ し ゃ いま し た 。 

人 々 は ある 夜 、 そ の 御方 の 周囲 に 集まり まし た 。 

その 時 あの 御方 は 「 あ な た 方 は 皆 、 あ な た 方 に 出来 る こと は 完全 に 果 さ な けれ ば な ら ぬ 。 ま こ 
と に 、 ア ッ ラ ー は お 飽き に な る こと は な い が あ な た 方 は 飽き て し まう 。 アッ ラー が 最も 喜ば れる 
行為 ( 注 ) は 、 た と え そ れ が 少 い も の で あっ て も 継続 し て な され る も の で ある 」 と 申 さ れ ま し た 
預言 者 へ ハハ ンマ ド の 家族 は 彼 等 が あめ る こと を 始め た 時 は 、 そ れ を 継続 し て 行っ て お り ま し た 。 
( 注 ) ここ で の 行為 は 主として 宗教 上 の 事柄 に つい て で ある 

アー イシ ャ は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い が ア ッ ラ ー の 最も 好ま れる 行為 に つい て 尋ね られ た 時 『 そ れ が 
た と え 少 し で は あっ て も 、 継 続 的 に な され る も の で ある 』 と 申 さ れ ま し た 」 と 言っ た 。 

アル カマ は 伝え て いる 

私 は 信者 達 の 母 、 ア ー イ シャ に 「 信 者 達 の 母 よ 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は どの よう に 物事 を され て い 
まし た か 。 (た と えば ) 彼 は 日 を 選ん で 何 か 事 を 起 さ れ て いた の で し ょ うか 」 と 尋ね まし た 。 
彼女 は 「 い いえ 、 み 使い の 行為 は 継続 的 に 行わ れ て お り ま し た 。 そ し て 、 あ の 御方 の され た こと 
は あな た 方 の 誰 に で も 可能 な も の で す 」 と 申 さ れ ま し た 。 

カー シム ・ ビ ン ・ ム ハン マ ド は アー イシ ャ に つい て 伝え て いる 

アー イシ ャ は アッ ラー の み 使 い が 「 ア ッ ラ ー の 最も 好ま れる 行為 は 、 た と え そ れ が 少し で あっ て 
も 継続 し て 行わ れる も の で ある 」 と 話し て いた 。 

また アー イシ ャ は 、 あ る こと を 始め た な ら ば 、 続 け て 行っ て いた 。 


礼拝 中 居眠り する 者 に 関し て 


礼拝 中 に 居眠り を し た り ク ルアー ン の 読 唱 に 口 ご も る 者 は 、 は っ きり 目覚 め る まで それ を 中 止 さ 
せる こと 
1 巻 P.537-539 


アナ ス は アッ ラー の み 使 い が モ スク に 入ら れる と 二 本 の 柱 の 間 に 綱 が 張ら れ て いる の を 見 て (次 
の よう に ) 言わ れ た と 伝え て いる 

「 こ れ は 何 の た めか 」 

彼 等 は 「 ザ イナ ブ が 礼拝 する た めで す 。 彼女 が 疲れ て 気力 を 失っ た ら そ れ に つか まる の で す 」 
どど 言う : た だ 。 

する と み 使 い は 「 そ れ を 解け 。 礼拝 は 人 が 元気 で ある 時 に の み 行 わせ る が よい 。 人 が 疲れ て 元気 
を 失う よう な 場合 は それ を 止め させ よ 」 と 申 さ れ た 。 

別 の 伝承 者 の ハデ ィ ー ス に は 「 彼 を 座ら せよ 」 と ある 。 

別 の 伝承 者 経路 で 同様 な ハデ ィ ー ス が 伝わっ て いる 。 

ウル ワ ・ ビ ン ・ ズ ハイ ル は 伝え て いる 

預言 者 の 妻 ア ー イ シャ は 、 ハ ウラ ー ウ ・ ビ ント ・ ト ワイ ト ・ ビ ン ・ ハ ビー ブ ・ ビ ン ・ ア サド ・ 
ビン ・ ア ブ ド ル ・ ウ ッ ザ ー が 彼女 の 側 を 通っ た 時 、 

そば に いた 預言 者 に 「 こ れ は トワ イト の 娘 ハ ウラ ー ウ で す 。 

人 々 は 、 彼 女 は 夜 寝 な いと 言っ て お り ま す 」 と 言っ た 。 

する と み 使 い は 「 彼 女 は 夜 寝 な い の か 。 

あな た 方 は 、 あ な た 方 に 可能 な 行為 を 行え ば 良い の で ある 。 

アッ ラー に 誓っ て 、 ア ッ ラ ー は お 疲れ に は な ら な い が 、 あな た 方 は 疲れ て し まう で あろ う 」 と 申 
され た 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 、 あ る 女性 が 私 と 一 緒 に お り ま し た 時 、 私 の 所 に 来 ら れ ま し た 。 

彼 は 「 こ の 女性 は どなた で すか 」 と 申 さ れ ま し た 。 

私 は 「 彼 女 は 礼拝 の た め に 眠ら な いと いう 女性 で す 」 と 言い まし た 。 

み 使い は 「 あ な た 方 に 出来 る こと を し な さい 。 アッ ラー に 誓っ て 、 ア ッ ラ ー は お 飽き に な ら な い 
が あな た 方 は 飽き て し まう で あろ う 。 アッラー の 最も 好ま れる 宗教 上 の 行為 は 継続 的 に 行わ れる 
も の で す 」 と 申 さ れ ま し た 。 

アブ ー・ ウ サー マ に よっ て 伝え られ た ハデ ィ ー ス に よる と 、 こ の 女性 は アサ ド 族 の 女性 で あっ た 
と され て いる 。 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 「 あ な た 方 の 誰か が 礼拝 の 最 中 に 眠く な っ た ら 、 有 眠気 が 消え る まで 眠ら せよ ) 誰 で も 居 
眠り し な が ら 礼 拝 す れ ば 、 彼 は 許し を 請う て いる の か 、 そ れ と も 自分 を の ろ っ て いる の か 、 分 別 
出来 な いで あろ う 」 と 申 さ れ ま し た 。 


アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 誰か が 夜 (礼拝 の た め に ) 起床 し 、 ク ルアー ン の 
っ た り 、 何 を 読ん で いる の か 分 ら な い 時 は その 者 を 眠ら せよ 」 と 申 さ れ た 。 


クル アー ン の 記憶 保持 に つい て 


クル アー ン の 記憶 が うす れ な いよ う 配 慮 すべ きこ と 
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アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 夜 、 あ る 人 が クル アー ン を 読 唱 し て いる の を お 聞き に な っ た 。 

その 時 彼 は 「 彼 に アッ ラー の 御 慈 悲 が あり ます よう に 、 彼 は 私 が 忘れ て いた ( 注 ) 何々 の 章 の 何 
々 の 節 を 思い 出さ せ て くれ た 」 と 申 さ れ ま し た 。 

( 注 ) アッ ラー が 私 に その 章 句 の 読 唱 を 忘れ させ る の 意 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は モス ク で 、 あ る 人 が クル アー ン を 読 唱 し て いる の を お 聞き に な っ た 。 

その 時 み 使 い は 「 彼 に アッ ラー の 御 慈 悲 が あり ます よう に 。 彼 は 私 が 忘れ て いた 章 句 を 思い 出さ 
せ て くれ た 」 と 言わ れ ま し た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ク ルアー ン を 暗記 し て いる 者 を た と えれ ば 、 (逃げ な いよ うに ) 足 を 縛ら 
れ て いる らく だ を 所 有 し て いる よう な も の で ある 。 

も し 彼 が 用 心 深く (し っ か り 縛 っ て ) いれ ば 、 そ れ を 保持 し て いら れる が 、 ゆ る め れ ば それ は 交 
げ て し まう ( 注 ) 」 と 申 さ れ た 。 

( 注 ) らく だ は 注意 深く 監視 し て いれ ば 、 保持 し 駆使 出来 る 。 
クル アー ン を 暗記 し て いる 者 も 、 そ れ と 同様 に 、 注 意 深く 繰り 返し 
、 身 か ら 触 れる こと は な い 。 

し か し 、 一 旦 、 無 関心 に な れ ば 忘れ て 失わ れ て 行く 

この ハデ ィ ー ス は 預言 者 か ら 聞 いた 話 と し て イブ ン ・ ウ マル に よっ て 伝え られ た が 、 ム ー サ ー・ 
ビン ・ ウ ク バ に よっ て 伝え られ た も の に は (次 の よう な ) ハデ ィ ー ス の 付加 が ある 

クル アー ン を 暗記 (また は 精通 ) し た な ら 、 夜 も 昼 も それ を 読 唱 し て 記憶 を 保持 する の で ある 。 
だ が 、 も し 彼 が ( 夜 の 礼拝 に も 起き ず 読 唱 も し な けれ ば ) 忘れ て し まう 。 

アプ ドッ ラー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 人 々 の 中 で 、 私 は クル アー ン の これ これ の 節 を 忘れ て し まっ た 、 と 言う 者 
こそ まこ と に あわ れ な 者 で ある 。 

( 彼 は この よう に 言う 代り に ) 私 は それ を 忘れ る よう に し て 来 た の だ (と 言う べき で ある ) 。 
それ は (逃げ られ ぬ よ う ) 足 を 縛ら れ て いる らく だ より 人 の 記憶 か ら 失 われ 易い も の で ある か ら 
、 そ の 暗記 を 保持 し 続け る よう 心がけ よ 」 と 申 さ れ た 。 

アブ ドッ ラー (に つい て 次 の よう に ) 伝え られ て いる 

神聖 な 教典 に 関す る あな た 方 の 知識 を は っ きり と 記憶 し て いる よう に せよ (また は 、 こ の 神聖 な 
教典 に 関す る あな た 方 の 知識 を 常に 保ち 続け る よう に せよ ) と 言っ て いた 。 

また 彼 は 時 々 次 の よう に 言っ て いた 。 


売 唱 す る よう 心がけ て いれ ば 


Dn 


クル アー ン に つい て の 記憶 は 、 足 を 縛ら れ た 動物 より 、 人 の 記憶 か ら 逃 げ 易 いも の で ある 。 
アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 の 誰 一 人 、 私 は クル アー ン の これ これ の 節 を 忘れ た 、 と 言っ て は 
な ら ぬ 。 

彼 は (それ を ) 忘れ る よう に し て 来 た の だ 」 と 申 さ れ た 。 

イブ ン ・ マ スウ ー ド は 伝え て いる 


アッ ラー の み 使 い は 「 私 は (クル アー ン の ) これ これ の 章 を 忘れ た 。 
ある い は 、 私 は これ これ の 節 を 忘れ た 、 と 言う 者 こそ まこ と に あわ れ な 者 で ある 。 


彼 は (それ を ) 忘れ る よう に し て 来 た の だ 」 と 言っ て お られ た 。 

アブ ー・ ム ー サ ー・ ア シュ アリ ー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ク ルアー ン に 関す る あな た 方 の 知識 を 、 は っ きり と 保持 し て いる よう に 
せよ 。 

ムハンマド の 心 が そ の 御手 の 中 に ある 御方 ( 注 ) に 誓っ て 言う 。 

それ は 足 を 縛ら れ た らく だ より 、 人 の 記憶 か ら 逃 れ や すい も の で ある 」 と 言わ れ た 。 

( 注 ) これ も 、“ ア ッ ラ ー に 折っ て "の よう な 誓い の 言葉 で ある 


美声 に よる 聖典 読 唱 に つい て 


美声 に よる クル アー ン の 読 唱 が より 好ま し いも の で ある 
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ブー・ フ ライ ラ は は 預言 者 か ら 直 接 聞 いた 次 の 言葉 を 伝え て いる 

ッ ラ ー は 預言 者 が 甘美 な 声 で クル アー ン を 読 唱 さ れる の を お 聞き に な られ る 。 

(し か し な が ら ) 他 の 何ごと も それ と 同じ よう に お 聞き に な る と いう も の で は な い ( 注 ) 。 

( 注 ) つま り 、 ア ッ ラ ー は 甘美 な 声 に よる クル アー ン の 読 唱 を ひと し お の 喜び で お 聞き に な る と 
いう こと 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て 、“ 預 言 者 が 甘美 な 声 で クル アー ン を 読 唱 され る の を お 
聞き に な られ る (と 同様 に ) "と いう 言葉 を そえ て 、 イ ブン ・ シ ハー ブ に よっ て 伝え られ た 。 
アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ア ッ ラ ー は 彼 の み 使 い が 甘 美 な 声 で クル アー ン を 声高 に 読 唱 す る の を 聞か 
れる 。 

し か し な が ら 、 他 の 何ごと も それ と 同じ よう に 、 お 聞き に な る と いう も の で は な い 」 と 申 さ れ た 
の を 聞い た 。 

この よう な ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て イブ ン ・ ハ ー ド に よっ て も た ら さ れ た 。 

彼 は アブ プー・ フ ライ ラ は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い が (か く か く ) 申 さ れ た 」 と は 言っ た が 、 彼 が それ 
を 「 み 使い か ら 聞 いた 」 と 言っ た 、 と いう よう に は 言っ て は いな い 。 

アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ア ッ ラ ー は 彼 の み 使 い が 甘 美 な 声 で クル アー ン を 読 唱 され る の を 聞か れる 
よう に 、 す べ て の も の を お 聞き に な る の で は な い 」 と 言わ れ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 に よっ て も 伝え られ た が 、 言 葉 に 若干 の 変更 が ある 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ブ ライ ダ は 彼 の 父 を 根拠 と し て 伝え て いる 

アッ ラー の み 便 いび は リア ププ ドッ ラ ー・ ピ ンカ イス 、 ま た ば 、。 ア シュ アリ ー (アブ プー ムー サー 
・ ア シュ アリ ー) の 美声 は 、 ダ ウー ド (ダビ デ ) の 一 族 が も つ 美 声 を わか ち 与 えら れ た の だ 」 と 
言わ れ て いた ( 注 ) 。 

( 注 ) 預言 者 の 一 人 ダビ デ は た い へ ん な 美声 の も ち 主 で 、 常 々 礼拝 の 形式 を そなえ た 歌 、 ア ッ ラ 
ー へ の 讃歌 を 歌っ て いた と 言わ れる と ころ か ら 、 上 記 の よう な ハデ ィ ー ス が 出 た も の と 考え られ 
る 

ゲッ ー・ ムー ザー は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は アブ ー・ ム ー サ ー に 「 私 は 昨夜 、 あ な た の クル アー ン の 読 唱 を 聞い た 。 

も し あな た が その 時 の 私 を 見 た な ら 、 あ な た は きっ と 喜ん だ で あろ う 。 

あな た は た し か に ダウ ー ド の 一 族 の 美声 を わか ち 与 えら れ て いる 」 と 申 さ れ た 。 


9 
の 


預言 者 と 「 勝 利 章 」 に つい て 


預言 者 は マッ カ 征 服 の 日 "勝利 章 " (クル アー ン 第 48 章 ) を 読 唱 され た 
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ー ウ ィ ヤ ・ ビ ン ・ ク ッ ラ は 伝え て いる 
アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ム ガッ ファ ル ・ ム ザ ニ ー は (次 の よう に ) 言っ た 。 
「 ア ッ ラ ー の み 使 い は マッ カ 征 服 の 年 、 進 行 中 の 乗物 の 上 で "勝利 章 " を 繰り 返し 読 唱 SE 
ー ウ ィ ヤ は 「 も し 私 が 、 人 々 が 私 の 周囲 に 群がる の を 恐れ な か っ た な ら 、 彼 (アブ ドッ ラー 
) の 読 唱 を 実際 に 行っ て 見 せる の だ が 」 と 言っ た 。 
ー ウ ィ ヤ ・ ビ ン ・ ク ッ ラ は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ム ガッ ファ ル が (次 の よう に ) 言っ て いる 
の を 聞い た と 伝え て いる 
私 は 預言 者 が マッ カ 征 服 の 日 、 彼 の らく だ の 上 で "勝利 章 " を 読 唱 さ れ て いる の を 見 た 。 
彼 (伝承 者 ) は 「 イ ブン ・ ム ガッ ファ ル は 、 ( み 使 い は ) それ を 読 唱 し 繰り 返さ れ た 」 と 言っ た 
ー ウ ィ ヤ は 「 人 々 が 群 が ら な いな ら ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ ム ガッ ファ ル が 預言 者 に つい て 話 
Rt 実際 に 行っ て 示す の だ が 」 と 言っ た 。 
“ (マッ カカ 征服 の 日 ) 預言 者 は 彼 の 乗り 物 の 上 で 進行 中 に "勝利 章 " を 読 唱 さ れ て いた "と いう ハデ ィ 
ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も 伝え られ て いる 。 


典 読 調 と 「 静 穏 」 降臨 に つい て 


クル アー ン の 読 唱 に よっ て "静穏 " ( 注 ) の 降臨 が ある 

( 注 ) アラ ビア 語 の ss。. sakina を “ 匠 穏 "と 直訳 し た が 、 こ れ は " 神 の 臨 在 "と も 訳 さ れ て いる 。 
し か し 、 次 の ハデ ィ ー ス を 見 る と ここ で は ciyL。 malaika (天使 ・ 複 数 ) の こと で ある 
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アル ・ バ ラー ウ は 伝え て いる 

ある 男 が 洞窟 章 (クル アー ン 第 18 章 ) を 読 唱 し て いた 。 

彼 の 近く に は 二 本 の 網 で つなが れ て いた 馬 が いた 。 

その 時 、 雲 が 彼 の 上 に 陰 を つく り 、 そ れ か 次 第 に その 馬 に 近付く と 馬 は それ に お び え た 。 

翌朝 彼 は 預言 者 の 許 に 行き その 事 を 話し た 。 

預言 者 は 「 そ れ は クル アー ン の 読 唱 に よっ て 下っ た 静穏 で あっ た 」 と 申 され た 。 

イブ ン ・ イ スハ ー ク は 伝え て いる 

私 は バラ ー ウ が (次 の よう に 話し た の を ) 聞い た 。 

(すなわち ) ある 男 が 動物 が いる 建物 の 中 で 洞窟 章 (クル アー ン 第 18 章 ) を 読 唱 し て いた 。 
する と その 動物 は お の の き 始 め た 。 

そこ で 彼 が あたり を 見 廻す と 雲 の 陰 が その 上 に か か っ て いた 。 

彼 は それ を 預言 者 に 話し た 。 

預言 者 は 「 読 唱 せ よ 、 そ れ は 静穏 (の た め ) で ある 。 あ な た が クル アー ン を 読 唱 し た 際 に 、 ( ま 
た は 、 ク ルアー ン の 読 唱 の た め に ) 降っ た の だ 」 と 申 され た 。 

この ハデ ィ ー ス は 言葉 に 若干 の 変更 が ある が 、 バ ラー ウ を 根拠 と し て 伝え られ た 。 

アプ ブー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は ウサ イド ・ ビ ン ・ フ ダイ ル に つい て 次 の よう に 伝え て いる 

ある 夜 、 ウ サイ ド ・ ビ ン ・ フ ダイ ル は 動物 を つない で 置く 所 で 、 ク ルアー ン を 読 唱 し て いた 。 
その 時 、 彼 の 馬 が 跳ね 始め た 。 

彼 が 再び 読 唱 を 始め る と 、 (その 馬 は ) 再び 跳ね た 。 

彼 が また 読 唱 す る と 、 ま た 同じ よう に 跳ね た 。 

ウサ イド に は 言っ た 

「 私 は それ が 私 の 息子 ヤ ヒ ヤー を 踏み つぶ し は し な いか と 恐れ た 。 

そこ で 、 私 は 立っ て 馬 の 側 へ 行っ た 。 

その 時 、 突 然 私 の 頭上 に 天蓋 の よう な も の を 見 た 。 

それ に は 幾つ か の ラン プ の よう な も の が 付い て いて 、 天 高く 昇っ て 行っ て 遂に 見 えな く な っ た 。 
翌朝 アッ ラー の み 使 い の 所 へ 行き 、『 み 使い よ 、 私 は 夜間 、 わ が 家 の 家 畜 小 屋 で クル アー ン を 読 
唱 し て お り ま し た 時 、 私 の 馬 が 跳ね 始め た の で す 』 と 私 は 言っ た 。 

『 イ ブン ・ フ ダイ ル (ウサ イド 自身 の こと ) よ 、 あ な た は 読 唱 を 継続 すべ き で あっ た 』 と み 使 い 
は 申 さ れ た 。 

『 私 は 読 唱 し まし た 。 す る と それ は また 跳ね まし た 』 と 私 は 言っ た 。 


『 イ ブン ・ フ ダイ ル 、 あ な た は 読 唱 を 継続 すべ き で あっ た 』 み 使い は 再び 申 さ れ た 。 

『 私 は 読 唱 し まし た 。 す る と また も や それ は 跳ね た の で す 』 と 私 は 言っ た 。 

『 イ ブン ・ フ ダイ ル 、 あ な た は 読 唱 を 継続 すべ き で あっ た 』 み 使い は な お も 申 さ れ た 。 

『 私 は 息子 ヤ ヒ ヤー が ( 馬 の ) 近く に 居り まし た の で ( 読 唱 を ) 止め まし た 。 

私 は それ が 息子 を 踏み つぶ し は し な いか と 恐れ た の で す 。 

私 は 幾つ か の ラン プ の よう な も の を 付け た 天蓋 の よう な も の を 見 まし た が 、 それは 天 に 昇っ て 遂 
に 見 えな く な り ま し た 』 と 言っ た 。 

する と 、『 そ れ は あな た (の 読 唱 ) を 聞い て いた 天使 で あっ た 。 そ し て 、 も し あな た が 読 唱 を 続 
け て いた な ら 、 人 々 は 朝 彼 等 (天使 ) を 見 た で あろ う 。 彼 等 も また 、 彼 等 自身 の 姿 を 隠さ な か っ 
た で あろ う 』 と アッ ラー の み 使 い は 申 され た ( 注 ) 」 

( 注 ) この ハデ ィ ー ス は 例外 的 な 場合 に お いて 、 人間 が 天使 を 見 る こと が 出来 る の を 証拠 立て る 
も の と し て いる 


クル アー ン 暗 計 者 の 徳 点 に つい て 


クル アー ン 暗 詩 者 の 徳 点 
1 巻 P.545 


アブ ー* ド ムー サー ドア シュ アリ ー は 伝え で いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ク ルアー ン を 読 唱 す る 信者 は 、 甘 い 香り と 美味 な オレ ンジ の よう で ある 。 
クル アー ン の 読 唱 を 行わ な い 信 者 は 、 美 味 で は あっ て も 芳香 の な い 林 子 の 実 の よう な も の で ある 
クル アー ン を 読 唱 す る 偽善 者 は 、 め ぼう き ( 注 1) の よう な も の で 香り は 良い が その 味 は 苦い 。 
偽善 者 で し か も クル アー ン の 読 唱 を 行わ な い 者 は 、 コ ロ シ ン ト 瓜 ( 注 2) の よう で 芳香 は な くそ の 
味 は 苦い 」 と 言わ れ た 。 

( 注 1) は っ か に 似 た 草 で 香味 料 

( 注 2) アラ ビア 語 で は ハン ザラ と いい 、 ア ジア 、 地 中 海 方 面 の 温暖 地方 に 産 する 瓜 科 の 植物 
これ と 同様 の ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ た が 、 ハ ンマ ー ム に よる も の に 

は ぶ c。 munafi (偽善 者 ) を >G fajir (邪悪 な 者 ) と いう 語 に 入れ 替え て ある 。 


聖典 読 斉 熟 達者 に つい て 


クル アー ン に 熟達 し て いる 者 と それ を 口 ご も る 者 の 徳 点 
1 巻 P.545 


アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使い は 「 ク ルアー ン の 読 暗 に 熱 達 し た 者 は 、 気 高く て 敬 虚 な 記録 天使 と 会 いま みえ る 。 (一 方 
) それ に 口 ご も る 者 は ( 注 1) 刻 苦 勉 励 する こと で 、 二 倍 の 報償 ( 注 2) が 得 ら れる 」 と 申 さ れ ま 
ら だ ぁ 

( 注 1) ここ で は 、 ア ラビ ア 語 を 母国 語 と し て いな い 人 々 を 指し て いる よう で ある 

( 注 2) 二 倍 の 報償 と いう の は 、 そ れ に 熟達 し た 者 の 二 倍 と いう 意味 で は な い 。 

刻 苦 勉 励 の 後 、 熟 達し た 者 に は 、 そ れ な り の 多く の 報償 が ある と いう こと で ある 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て カタ ー ダ に よっ て 伝え られ た が 、 ワ キー ウ の も の に 
は 「 (クル アー ン の 読 唱 に ) 困難 を 見 出す 者 に は 二 倍 の 報償 が ある 」 と 述べ られ て いる 。 


クル アー ン 読 謡 の 熟達 に 関し て 


クル アー ン の 読 唱 は 読 唱 者 の 地位 の いか ん を 問わ ず 、 よ り 熟 達せ る 者 に よる 方 が 好ま し い 
1 巻 P.545-546 


アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ウ バ イ ユ ・ ビ ン ・ カ アブ に 「 ア ッ ラ ー は 私 が あな た の た め に クル アー ン を 読 
唱 す る よう お 命じ に な っ た 」 と 言わ れ た 。 

ウ バ イ ユ は 「 ア ッ ラ ー は あな た に 名 指し で 私 の こと を 申 さ れ た の で し ょ うか 」 と 言っ た 。 

み 使 い は 「 ア ッ ラ ー は 私 に あな た の 名 前 を 述べ られ た 」 と 言わ れ ま し た 。 

(これ を 聞く と ) ウ バ イ ユ ・ ビ ン ・ カ アブ は (感激 し て ) 泣い た 。 

アナ ス は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ウ バ イ ユ ・ ビ ン ・ カ アブ に 「 ア ッ ラ ー は あな た の た め 私 に 「 (真理 を ) 拒否 
し た 者 も 多神教 徒 も ..…」 (クル アー ン 第 98 章 ) の 読 唱 を お 命じ に な っ た 」 と 言わ れ た 。 

彼 は 「 ア ッ ラ ー は 名 指し で 私 の こと を 申 さ れ た の で し ょ うか 」 と 尋ね た 。 

み 使 い は 「 そ の 通り で す 」 と 答え られ た 。 

この 時 ウ バ イ ユ は (感激 し て ) 涙 を 流し た 。 

カタ ー ダ は 伝え て いる 

私 は アナ ス が 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は ウ バ イ ユ に 対し て (前 述 の ハデ ィ ー ス と ) 同じ こと を 言わ 
れ た 」 と 言っ て いる の を 聞い た 。 


クル アー ン 読 唱 と 傾聴 に つい て 


クル アー ン の 読 唱 者 に 読 唱 を 求め 、 そ れ に 傾聴 し て 涙 を 流し 
反省 の 時 を も つこ と は 好ま し いこ と で ある 
1 巻 P.546-548 


アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 私 に クル アー ン の 読 唱 を お 求め に な っ た 。 

私 は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 そ れ は あな た に 啓示 され た も の で す の に 、 (どう し て ) 私 が あな た 
に お 読み する の で し ょ う 」 と 言っ た 。 

み 使 い は 「 私 は 私 以外 の 誰か か ら そ れ を 聞き た い の だ 」 と 言わ れ た 。 

そこ で 私 は “婦人 章 " を 「 わ れ が 、 そ れ ぞ れ の ウン マ か ら 一 人 の 証人 を 連れ て くる 時 、 ま た あな た ( 
ムハンマド ) を 、 彼 等 の 悪 に 対す る 証人 と する 時 は 、 ど ん な ( 有 様 ) で あろ うか 」 (クル アー ン 
第 4 章 41 節 ) まで 読 婦 し た 。 

私 は 頭 を 上 げた 。 

ある い は 誰か 私 の わき 腹 に 触れ た の で 、 私 は 頭 を 上 げた 。 

その 時 、 私 は み 使 い が 涙 を 流さ れ て いる の を 見 た ( 注 ) 。 

( 注 ) いつ の 時 代 に も 、 預 言 者 達 は アッ ラー に 託さ れ た 使命 を 誠実 に 遂行 し 、 人 々 を 正道 に 導い 
て 来 た 。 ム ハン マ ド は アッ ラー の 最後 の み 使 いと し て 、 大 使命 を に な う 存 在 と な っ た 。 

彼 が 涙 を 流し た の は 、 最 後 の み 使い と し て の 責任 の 大 き さ を 考え て の こと で あっ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 で アア マシ ュ に よっ て も た ら さ れ た 。 

し か し 、 こ れ に は "アッ ラー の み 使 い が 私 に 読 唱 を 求め られ た の は 説教 合 の 上 で あっ た "と いう 言葉 
が ハン ナー ド に よっ て 付加 され て いる 。 

イブ ラ ヒ ー ム は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド に (クル アー ン の ) 読 唱 を お 求め に な っ た 
彼 は 「 そ れ は あな た に 啓示 され まし た の に 私 が 府 ま な けれ ば な り ま せん か 」 と 言っ た 。 

み 使い は 「 私 は 誰か 他 の 者 か ら そ れ を 聞き た い の だ 」 と 言わ れ た 。 

そこ で 彼 (アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド ) は その 御方 に 婦人 章 の 初め か ら 「 わ れ が 、 そ れ ぞ 
れ の ウン マ か ら 一 人 の 証人 を 連れ て くる 時 、 ま た あな た (ムハンマド ) を 、 彼 等 の 悪 に 対す る 証 
人 と する 時 は 、 ど ん な ( 有 様 ) で あろ うか 」 (クル アー ン 第 4 章 41 節 ) まで 詩 ん だ 。 

する と み 使 い は 涙 を 流し て お られ た 。 

これ は イブ ン ・ マ スウ ー ド を 根拠 と し て 伝え られ た が 、 別 の 伝承 者 経路 を 絶た も の に は 、 預 言 
者 が “私 が 彼 等 の 中 で 生活 し た 、 あ る い は 私 が 彼 等 の 中 で 生活 し て 来 た 限 り は 私 が 彼 等 の 証人 で 
ある "と 言わ れ た と いう 話 が 伝え られ て いる 。 

アプ ドッ ラー は 伝え て いる 

私 は (シリ ア の 町 ) ヒム ス に いた 。 


その 時 、 人 々 は 私 に クル アー ン の 読 唱 を 求め た 。 

そこ で 私 は 彼 等 に "ヨセフ 章 " (第 12 章 ) を 読 唱 し た 。 

する と 彼 等 の 中 の 一 人 が 「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 、 そ れ は その よう に 啓示 され た の で は な か っ た 」 
と 言っ た 。 

私 は 「 液 に 災い あれ 、 ア ッ ラ ー に 誓っ て 、 私 は これ を アッ ラー の み 使 い に お 衣 み し た 。 そ の か た 
は 私 に 『 あ な た の 読 唱 は 見 事 で ある 』 と 申 さ れ た 」 と 言っ た 。 

私 が その 男 と 言い 合っ て いる と 、 彼 に 酒 の に お い が し た 。 

私 は 「 お 前 は 酒 を 飲ん で アッ ラー か ら の 聖なる 教典 を うそ 呼ば わり する 。 私 が お 前 を 潜 で 打つ ま 
で は 去っ て は な ら ぬ 」 と 言っ て 、 (飲酒 の ) 罰 と し て 規定 され て いる も の に 従っ て 鞭 で 打っ た 。 
この よう な ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て アア マシ ュ に よっ て も た ら さ れ た 。 

し か し 、 ア ブー・ ム アー ウィ ヤ を 経た も の に は "アッ ラー の み 使 い は 私 に 『 あ な た の 読 唱 は 見 事 で 
ある 』 と 申 さ れ た "と いう 言葉 は 除 か れ て いる 。 


クル アー ン 読 唱 と 教授 に つい て 


クル アー ン の 読 唱 と それ を 教え る こと の 徳 点 
1 巻 P.548-549 


アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 が 家族 の 所 に 帰っ た 時 、 そ こ に 三 頭 の 肥え て 身ごもっ た 大 き な ら 
くだ が いた ら 嬉 し いで あろ う 」 と 言わ れ た 。 

われ われ は 「 言 われ る 通り で ご ざい ます 」 と 言っ た 。 

する と 、 そ の か た は 「 礼 拝 時 の (クル アー ン の ) 三節 の 読 唱 は あな た 方 の 誰 に と っ て も 、 三 頭 の 
肥え 身ごもっ た 大 き な ら くだ より 良い も の な の で ある 」 と 言わ れ た 。 

ウ ク バ パ ・ ビ ピン ジン ・ ア ー ミ ル は 伝え て いる 

われ われ が スッ ファ ( 注 1) に いた 時 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が お 出 に な っ て 「 あ な た 方 の 中 で 、 毎 朝 
、 ブ ト ハ ー ン ( 注 2) また は アル ・ ア キー ク ( 注 3) に 行っ て 罪 を 犯す と か 、 あ る い は 親族 と の 緑 
が 断 た れる と いう よう な こと と は 無関係 に 、 二 頭 の 大 き な 牝 らく だ を 手 に 入れ て くる の を 望む 者 
は な いか 」 と 言わ れ た 。 

われ われ は 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 わ れ わ れ は それ を 望み ます 」 と 言っ た 。 

する と み 使 い は 「 そ れ で 、 あ な た 方 の 中 に は 朝 モ スク へ 行っ て 聖 ク レル アー ン の 中 の 二 節 を 教え 
た り 、 あ る い は 読 唱 し よう と いう 者 は な い の か 。 

その 行為 は 二 頭 の 牝 ら くだ より 良い も の で ある 。 

それ が 三節 で あれ ば ( 三 頭 の 牝 ら くだ より ) 良い し 、 四 節 な ら 四 頭 の ( 牝 ら くだ より ) 良い 。 
同様 に し て 、 (それ 以上 の 節 を 読む こと は ) その 節 の 数 に 匹敵 する 叱 ら くだ より 良い も の な の で 
ある 」 と 申 さ れ た 。 

( 注 1) マデ ィ ー ナ に ある 預言 者 の モス ク の 一 隅 に あっ て 、 一 段 と 高い 場所 の こと で ある 。 

そこ は 、 ア ッ ラ ー の 道 に 献身 する 教 友達 の 為 に し つら われ た も の で 、 常 々 そこ に いた 教 友達 は 、 
“スッ ファ の 教 友 " と 呼ば れ て いた 

( 注 2、3) ブ ト ハー ン と アキ ー ク は 、 マ ディ ー ナ に ある 二 つ の 場所 で ある 。 

前 者 は 中 心 に 近い 位置 に あり 、 後 者 は 中 心から 四 マ イル 程 の 地点 に ある 。 それぞれ らく だ の 市 が 
開か れる こと で 知ら れ て いる 


「 雌 牛 章 」 の 読 唱 に 関 し て 


クル アー ン の "雌牛 章 " (第 二 章 ) 読 唱 の 徳 点 
1 巻 P.549 


ブー・ ウ マー マ は アッ ラー の み 使 い が (次 の よう に ) 言わ れる の を 聞い た と 言っ た 
en ー ン を 読 唱 せよ 。 
復活 の 日 、 そ れ は それ を 読 唱 し た 者 の 仲裁 者 と し て 来 て くれ る 。 
読 唱 せ よ 、 光 輝 の 二 章 、 雌 牛 章 と イム ラー ン 家 章 を 。 
復活 の 日 、 そ れ ら は あたかも 二 つ の 雲 か 陰 の よう に 、 あ る い は 翼 を 広げ た 二 群 の 鳥 の よう に 、 そ 
れ を 読ん だ 者 の 弁護 の た め に 来 て くれ る 。 
雌牛 章 を 読 唱 せよ 、 そ の 実行 は 喜び の 因 で あり それ の 放棄 は 悲し み の 因 で ある 。 
魔術 師 に 雌牛 章 は 出来 ぬこ と で ある 」 
( ム ア ー ウ ィ ヤ は 私 に ここ で “使用 され た "batala (と いう 語 ) は "魔術 師 " を 意味 する と 言っ た 
) ( 注 ) 。 
( 注 ) アラ ブ は 古来 より 魔術 で 知ら れ た 民族 
この よう な ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ム ア ー ウ ィ ヤ に よっ て 伝え られ た 。 
し か し 、 前 述 の ハデ ィ ー ス の 最後 に ある ( ム ア ー ウ ィ ヤ が 云々 ) と いう 言葉 は 述べ られ て は い 
な か っ た 。 
ナッ ワー ス ・ ビ ン ・ サ ム ア ー ヌ は アッ ラー の み 使 い が (次 の よう に ) 言わ れる の を 間 い た と 言 
うた だ 
「 復 活 の 日 、 ク ルアー ン と その 教え に 従っ て 行動 し て 来 た 人 々 は 、 雌 和牛 章 と イム ン 家 章 に 導 
か れ (弁護 され ) る で あろ う 」 
な お み 使 い は その 様子 を 三 つ の 例 で 示さ れ た が 、 私 は 未だ それ ら を 忘れ て は いな い 。 
み 使 い は 「 そ の 二 章 が 二 つ の 雲 、 あ る い は 明か り を つけ て いる 二 つ の 黒い 天蓋 、 ま た は (クル ア 
ー ン を 読 唱 し た 人 々 の 弁護 の た め の ) 二 群 の 鳥 た ちの よう で ある 」 と 言わ れ た 。 


「 開 端 章 」 と 「 肉 牛 章 」 に 関し て 


開 端 章 (クル アー ン 第 一 章 ) と 雌牛 章 (クル アー ン 第 二 章 ) の 終り 数 節 の 徳 点 と 雌牛 章 の 結び の 
二 節 読 唱 の 勧め 
1 巻 P.549-550 


イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は 伝え て いる 

ガブ リエ ル が アッ ラー の み 使 い の 側 に 座っ て いた 時 、 彼 の 上 で 皿 る 音 を 聞い た 。 

彼 は 頭 を 上 げ 「 今 まで 開け られ な か っ た 天 の 扉 が 今日 開か れ た 」 と 言っ た 。 

そし て 、 そ こ か ら 天 使 が 降り て 来 た 時 「 こ れ は 今日 始め て 地上 に 降臨 され た 天使 で す 」 と 言っ た 
天使 は 挨拶 を し て 「 お 喜び あれ 、 あ な た 以前 の いか な る 預言 者 に も 与え られ な か っ た 二 つ の 光 を 
、 あ な た は 与え られ た の で す 。 (それ は ) クル アー ン の 開 端 章 と 雌牛 章 の 最後 の 数 節 で す 。 そ 

し て 、 あ な た が 読 唱 す る も の は 一 文字 た り と 、 報 償 の 対象 と され ぬ も の は な いで あり まし ょ う 」 
と 言っ た 。 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ヤ ズィー ド は 伝え て いる 

私 は アブ ー・ マ スウ ー ド に その 家 (カー バ 聖 殿 ) の 近く で 会 っ た 。 

私 は 彼 に 「 雌 牛 章 の 結び の 二 節 に つい て あな た を 根拠 と する 一 つの ハデ ィ ー ス が 私 に 伝わっ た 」 
と 言っ た 。 

彼 は 「 確 か に 私 は 言っ た 。 アッラー の み 使 い は 誰 で も 夜 、 雌 牛 章 の 結び の 二 節 を 読 唱 す る 者 は そ 
れ に よっ て 満足 を 覚え る で あろ う 」 と 言わ れ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て マン スー ル に よっ て も た ら さ れ た 。 

アプ ー・ マ スウ ー ド は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 夜 、 雌 牛 章 の 結び の 二 節 を 読 唱 す る 者 は 誰 で も 、 そ れ に よっ て 満足 を 覚え 
る で あろ う 」 と 言わ れ た 。 

アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン は 「 私 は カー バ 聖 殿 を 巡回 し て いる アブ ー・ マ スウ ー ド に 出合 っ た 。 そ こ 
で 私 は 彼 に それ に つい て 尋ね た 。 す る と 彼 は それ を アッ ラー の み 使 いか ら 聞 いた と 私 に 話し た 」 
この よう な ハデ ィ ー ス (すなわち ) アッ ラー の み 使 いか ら 聞 いた と する も の は 、 別 の 伝承 者 経路 
を 経て アブ ー・ マ スウ ー ド に よっ て 伝え られ て いる 。 


「 純 正章 」 読 詩 に 関し て 


純正 章 (クル アー ン 第 112 章 ) の 「 言 え 、 彼 は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 で ある 」 読 唱 の 徳 点 
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ー・ ダ ル ダ ー ウ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 誰 か あな た 方 の 中 で 一 夜 に クル アー ン の 三 分 の 一 を 読 唱 し きれ る 者 は あ 
る か 」 と 言わ れ た 。 
彼 等 ( 教 友達 ) は 「 い か に し て クル アー ン の 三 分 の 一 も (一 夜 で ) 読 唱 出来 まし ょ うか 」 と 言 
っ だ 。 
み 使 い は 「 言 え 、 彼 は アッ ラー、 唯一 な る 御方 で ある 」 (クル アー ン 第 112 章 1 節 ) (また は そ 
の 章 ) は クル アー ン の 三 分 の 一 に 相当 する (内 容 を も つも の で ある ) 」 ( 注 ) と 申 され た 。 

( 注 ) クル アー ン に は 、 神 の 唯一 性 の 信仰 、 イ スラ ー ム 聖 法 、 人 格 教育 が 解 か れ て いる 。 ア ル ・ 
イフ ラー ス (純正 章 ) に は その 三 つ の 基本 的 知識 の 中 の 一 つ で ある 神 の 唯一 性 の 信仰 が 述べ られ 
て いる た めで ある 
この ハデ ィ ー ス は カタ ー ダ を 根拠 と し 、 同 一 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ た 。 
な お これ を 伝え た 伝承 者 の 中 に は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 「 ア ッ ラ ー は クル アー ン を 三 つ の 部 分 に 
分 けら れ た 。 そ し て 「 言 え 、 彼 は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 で ある 」 を その 中 の 一 つ に され た 」 と 
言わ れ た 、 と いう 言葉 を 付加 し て いる 者 も ある 。 
この ハデ ィ ー ス は アブ ー・ フ ライ ラ を 根拠 と し て 伝え られ た 
アッ ラー の み 使 い は 「 一 同 、 集 合せ よ 、 私 は あな た 方 に クル アー ン の 三 分 の 一 を 読 唱 す る で あ 
ろう 」 と 言わ れ た 。 
人 々 は 急い で 集まっ た 。 
み 使 い は 出 て 来 ら れ て 「 言 え 、 彼 は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 で ある 」 を 読 唱 さ れ 家 に お 入り に な 
の 6 
われ われ は 互い に 「 多 分 、 天 か ら あ る お 告げ が も た ら さ れ て み 使 い は 家 の 中 に お 入り に な っ た の 
で あろ う 」 と 言っ た 。 
それ か ら み 使い は 再び 出 て 来 ら れ 「 私 は あな た 方 に クル アー ン の 三 分 の 一 を 読む で あろ うと 述 
べた 。 そ し て 一 同心 に 止め て お く が 良い 。 これ (純正 章 ) は クル アー ン の 三 分 の 一 に 相当 する 」 
と 言わ れ た 。 
アブ ー・ フ ライ ラ は 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は われ われ の 所 に 出 て 来 ら れ 「 私 は あな た 方 に クル アー ン の 三 分 の 一 を 読む で 
あろ う 」 と 言わ れ た 。 
そし て 「 言 え 、 彼 は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 で ある 」 を その 章 の 終り まで 読 唱 さ れ た 。 

ー イ シャ は 伝え て いる 
み 使 い は 一 人 の 男 を 分 遣 隊 に 送ら れ ま し た 。 
その 人 は 彼 の 仲間 の た め に 礼拝 の 時 は クル アー ン の 読 唱 を 行っ て いま し た 。 


彼 は 「 言 え 、 彼 は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 で ある 」 で ( 読 唱 ) を 終り まし た 。 

彼 等 が 帰っ た 時 、 そ の こと が アッ ラー の み 使 い に 告げ られ まし た 。 

み 使 い は 彼 等 に 「 ど うし て 彼 が その よう に し た の か を 尋ね て みよ 」 と 申 さ れ ま し た 。 
彼 等 は 彼 に 尋ね まし た 。 

する と 、 彼 は 「 そ れ は 慈悲 深い 特性 を も つも の で 、 私 は それ を 読 唱 す る の を 好む の で す 」 と 答え 
まし た 。 

(これ を 聞い て ) み 使 い は 「 彼 に 、 ア ッ ラ ー が あな た を 愛す る で あろ う 、 と 告げ よ 」 と 彼 等 に 言 
われ まし た 。 


加護 を 求め る 二 つ の 章 に つい て 


アッ ラー の 御 加 護 を 求め 願う 二 章 (クル アー ン 第 113 章 、 第 114 章 ) 読 唱 の 徳 点 
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ウ ク バ パャ ビン アー ミル ば 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 今 日 、 啓 示さ れ た 数 節 は 何と すばらし い の で あろ う 。 私 は その よう な も の 
は 今 ま で 知ら な か っ た 」 と 言わ れ た 。 

それ は 「 言 え 『 胡 明 の 主 に 御 加護 を 求め 願う 』」 (クル アー ン 第 113 章 ) と 、「 言 え 「 御 加護 を 求 
め 願 う 』」 (クル アー ン 第 114 章 ) で ある ( 注 ) 。 

( 注 ) 両 章 と も 数 節 か ら 成 る 短い 章 で ある 

ウ ク バ ・ ビ ン ・ ア ー ミ ル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 私 に 「 私 が 今 ま で 全く 知ら な か っ た (すばらし い ) 数 節 の 啓示 が あっ た 。 そ 
れ ら は 「 御 加護 を 求め 願う 」 二 つの 章 ( 注 ) で ある 」 と 言わ れ た 。 

( 注 ) この 二 章 は 前 述 の 「 舟 明 章 」 と 「 人 々 章 」 で ある 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で 伝え られ た 。 

な お 、 こ れ は 預言 者 の 教 友 か ら 直 接 伝え られ た も の で ある 。 


クル アー ン 教 義 の 実践 に つい て 


クル アー ン の 教え を 実践 し 、 イスラーム 法学 その 他 よ り 学 ん だ も の を 遵守 し 、 
か つ そ れ を 教え る 者 の 徳 点 
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サー リム は 彼 の 父 を 根拠 と し て 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ね た み は (次 の ) 二 例 を 除い て は 正当 で は な い 。 

(その 一 は ) アッ ラー に よっ て クル アー ン (の 知識 ) を 与え られ 、 昼 と いわ ず 夜 と いわ ず そ れ を 
読 唱 し 、 (その 内 容 を 実践 |) する 者 に 対し て で ある 。 

(その 二 は ) アッ ラー に よっ て 富 を 与え られ 、 昼 と いわ ず 夜 と いわ ず (他人 の 幸福 を 願い アッ ラ 
ー の 御 満 足 を 求め て ) それ を 消費 する 者 に 対し て で ある 」 と 言わ れ た 。 

サー リム ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ ウ マル は 彼 の 父 を 根拠 と し て (次 の こと を ) 言っ た と 伝 
えら れ て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ね た み は (次 の ) 二 例 を 除い て は 正当 で は な い 。 

すなわち 、 ア ッ ラ ー に よっ て この 書物 の 知識 (クル アー ン の 知識 ) を 与え られ 、 昼 と いわ ず 夜 と 
いわ ず そ れ を 読 唱 し (それ を 実践 する ) 者 に 対し て で ある 。 

そし て 、 (も う 一 例 は ) アッ ラー か ら 富 を 与え られ 、 そ れ を 昼 と な く 夜 と な く 、 慈 善 の た め に 費 
す 者 に 対し て で ある 」 と 言わ れ た 。 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ね た み は (次 の ) 二 例 を 除い て は 正当 で は な い 。 

(すなわち ) アッ ラー に よっ て 富 を 与え られ 、 そ れ を 真理 の た め に 行使 する 者 に 対し て 。 

そし て (も う 一 例 は ) アッ ラー に よっ て 知恵 ( 注 ) を 与え られ 、 そ れ に よっ て いろ いろ な (事件 
、 懸 案 な ど を ) 解決 し 、 ま た (人 々 に ) それ を 教え る 者 に 対し て で ある 」 と 言わ れ た 。 

( 注 ) ここ で いう 知恵 は クル アー ン や スン ナ の 勉強 を と お し て 得 ら れ た 洞察 力 を 意味 する と さ 
れる 

アー ミル ・ ビ ン ・ ワ ー ス ィ ラ は 伝え て いる 

ナー フィ ウ ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ハ ー リ ス は ウス ファ ー ン の 地 で ウマ ル に 会 っ た 。 

ウマ ル は 彼 を マッ カ で 徴税 史 と し て 採用 し て いた 。 

彼 は ナー フィ ウ に 「 あ な た は 峡谷 の 人 々 に 対し 誰 を 徴税 束 と し て 採用 し た か 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 イ ブン ・ ア ブザー と いう 者 で す 」 と 答え た 。 

「 イ ブン ・ ア ブザー と は どの よう な 者 か 」 と ウマ ル は 尋ね た 。 

彼 は 「 そ れ は われ われ の マウ ラー (奴隷 の 身分 か ら 解 放さ れ た 自由 民 ) で す 」 と 答え た 。 

「 そ うか 、 あ な た は 彼 等 に 対し て マウ ラー を 指名 し た の か 」 

「 は い 、 彼 は アッ ラー の 聖なる 教典 の 良き 読 唱 者 で す 。 また 宗教 上 の 諸事 に も 精通 し て お り ま す 
」 

これ を 聞い て ウマ ル は 「 ま こと 、 あ な た 方 の 預言 者 は 『 ア ッ ラ ー は この 聖なる 教典 に よっ て あ 


る 人 々 を 高め 、 ま た 他 の 者 達 の 等 級 を 下げ 給 う ( 注 ) 』 と 申 さ れ て いた 」 と 言っ た 。 

( 注 ) クル アー ン を 信じ それ に 従っ て 行動 する 者 の 社会 的 地位 は 高まり 、 そ れ に 反し て 、 記 憶 も 
せ ず 行動 も 起こ さ な い 者 達 の 地位 は 下る 

前 述 と 同様 な ハデ ィ ー ス は 別 な 語り 手 で も 伝え られ て いる 。 


七 種 の 読 衣 法 に つい て 


クル アー ン の 七 つ の 読 唱 法 と その 意図 の 説明 
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ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー プ は 言っ た 

私 は ヒシ ャ ー ム ・ ビ ン ・ ハ キー ム ・ ビ ン ・ ヒ ザー ム が 識別 章 (クル アー ン 第 25 章 ) を 、 私 の 読 唱 
と は 違っ た 調 み 方 で 行っ て いる の を 聞い た 。 

アッ ラー の み 使 い は 私 に 読 唱 を お 教え に な っ て いた の で 、 私 は 彼 に 論争 を し か けん ば か り で あ 

つっ だ 。 

し か し 、 彼 が (その 読 唱 を ) 終え る まで 待っ た 。 

それ か ら 、 私 は 彼 の 外 衣 を 掴み 、 彼 を アッ ラー の み 使 い の 許 に 連れ て 来 て 言っ た 。 

「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 私 は この 者 が 、 あ な た が 私 に 教え て 下さ っ た 読 唱 と は 異な っ た 様式 で 、 

識別 章 を 読 唱 し て いる の を 聞き まし た 」 

する と アッ ラー の み 使 い は 私 に 「 彼 に か まわ ず に (その まま に し て ) お く が 良い 」 と 言わ れ 、 彼 
か ら 彼 の 読 唱 を 求め られ た 。 

(それ を 聞か れ た 後 ) み 使い は 「 そ れ は その よう に くだ され た の で す 」 と 言わ れ 、 私 に も 「 読 唱 
せよ 」 と 言わ れ た 。 

そこ で 私 は 私 の 様式 で 読 唱 し た 。 

彼 は 「 そ れ は その よう に くだ され た の で す 。 ク ルアー ン は 七 つ の 方 言 で くだ され た の で す 。 そ う 
いう わけ で 、 そ の 中 か ら 容 易 と 思わ れる 様式 で 読 唱 せ よ 」 と 申 さ れ た ( 注 ) 。 

( 注 ) この ハデ ィ ー ス に 関し て は 、 上 真実 の 意 を めぐ っ て 非常 に 多く の 解釈 と 多数 の 学者 の 激論 の 
交換 が あっ た 。 

し か し な が ら 、 現 在 で は クル アー ン は 単に それ を 読 唱 す る 者 が 困難 で な いよ うに 、 七 つの 方 言 に 
よる 読み 方 が ある と いう 意見 で 一 致し て いる 

この ハデ ィ ー ス は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ に よっ て 伝え られ た が 、 (伝承 者 に より ) 若干 の 言 
葉 の 相違 を も っ て いる 。 

(すなわち ) 「 私 は アッ ラー の 御 使い が 生存 中 、 ヒ シャ ー ム ・ ビ ン ・ ハ キー ム が 識別 章 を 読 唱 し 
て いる の を 聞い た 」 で ある 。 

残り の ハデ ィ ー ス は 同様 だ が 、 そ の 中 に 「 私 は 礼拝 中 に 彼 に つか みか か ろう と し た が 、 彼 が ( 礼 
拝 の 終り の ) 挨拶 を 済ま すま で 待っ た 」 と いう 付加 も ある 。 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 で も 伝わっ て いる 。 

イブ ン ・ ア ッ バ パ バース は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 ガ ブリ エル は 私 に 一 つの 様式 で の 読 唱 を 教え た 。 私 は 彼 の 意見 を 請 い 更に 
多く の (様式 ) を 与え る よう 願っ た 。 す る と 彼 は それ に 応じ (アッ ラー の 御 許し を 得 ) て 七 つ の 
方 言 ま で 増加 し て くれ た 」 

イブ ン ・ シ ハー ブ は 「 そ の 七 つ の 方 言 は それ ぞ れ 非常 に 重要 な も の で あり 、 ど れ が 許さ れ て どれ 


が 禁止 され る と いう よう な 相違 を も つも の で は な い 、 と いう こと が わか っ た 」 と 言っ た 。 
前 述 の ハデ ィ ー ス は 別 の 語り 手 で も 伝え られ て いる 。 

ウ バ イ ユ ・ ビ ン ・ カ アブ は 伝え て いる 

私 が モス ク に いた 時 、 一 人 の 男 が 入っ て 来 て 礼拝 し 、 私 が 反対 し た 様式 で (クル アー ン を ) 読 唱 
だ 。 

それ か ら ま た 、 別 の 男 が 入っ て 来 て 先 の 仲間 と は 違っ た 様式 で 読 唱 し た 。 

われ われ 一 同 が 礼拝 を 終え た 時 、 預 言 者 の 所 に 入っ て 行っ た 。 

私 は み 使 い に 「 こ の 者 は 私 が 反対 し た 様式 で 読 唱 を 行い まし た 。 そ れ か ら 別 の 者 が 入っ て 来 て 、 
彼 の 友人 と は また 違っ た 様式 で 読 唱 を 行い まし た 」 と 言っ た 。 

する と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は その 二 人 に 読 唱 を 求め られ た 。 

二 人 が 読 唱 し 終え を る と 、 み 使い は 両者 の 読 唱 の 様式 に 賛成 の 意 を 表 さ れ た 。 

その 時 私 の 心 に は ジャ ー ヒ リー ヤ 時 代 に さえ 起き な か っ た 預言 能力 に 対す る ある 種 の 否定 の 気持 
ち が 起 こっ た 。 

アッ ラー の み 使 い は (悪い 考え に よる ) 私 の 心 の 動き を みて 、 私 の 胸 を お 打ち に な っ た 。 

私 は 冷や 汗 が どっ と 浴 れ 出る の を 感じ た 。 

それ は ちょ うど 恐怖 の 念 で アッ ラー を 見 つめ て いる か の よう で あっ た 。 

彼 は 私 に 言わ れ た 

「 ウ バイ ユ よ 、 神 託 は (初め ) 私 に 一 つの 方 言 で クル アー ン を 読 唱 す る よう 降っ た 。 

私 は “私 の 国民 の た め に (諸事 を ) 容易 な らし め 給 え " と 祈願 し た 。 

する と 、 私 に 『 そ れ は 二 つ の 方 言 で 読 唱 し て 良い 』 と の お 告げ が あっ た 。 

私 は (また ) “私 の 国民 の た め に 諸事 を 容易 な らし め 給 え " と 祈願 し た 。 

する と 、 私 に 『 そ れ は 七 つ の 方 言 で 読 唱 し て 良い 』 と の お 告げ が あっ た 。 

今 私 は あな た が 捜し 求め て いた 問題 の ー- つ ー つ に つい て 答え た 。 

私 は 既に 二 度 “ お ゝ アッ ラー、 私 の 国民 を お 許し 下さ い 、 私 の 国民 を お 許し 下さ い " と 祈願 し た 。 
生き CO に 人 の I 
の 祈願 ) を 延期 し て いる 」 

ウ バ イ ユ ・ ビ ピン ・ カ アプ は 伝え て いる 

彼 が モス ク に 座っ て いた 時 、 一 人 の 男 が 入っ て 来 て 礼拝 を 行い 読 唱 し た 。 

この 後 の ハ ディ ー ス は (前 述 の も の と ) 同一 で ある 。 

ウ バ イ ユ ・ ビ ン ・ カ アブ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が ギ フ ア ー ル 族 の 沼地 の 近く に お られ た 時 、 ガ ブリ エル が 彼 の 所 に 来 て 「 ア 
ッ ラ ー は あな た に あな た の 国民 が クル アー ン を 一 つの 方 言 で 読 唱 する こと を お 命じ に な られ ま 
し た 」 と 言っ た 。 

み 使 い は 「 私 は アッ ラー の 御 救 済 と お 許し を 祈り ます 。 私 の 国民 は 仰せ の よう に は 出来 な いで し 
よう 」 と 申 さ れ た 。 

それ か ら ガ ブリ エル は 再度 み 使い の 所 に 来 て 「 ア ッ ラ ー は あな た に あな た の 国民 が 二 つ の 方 言 で 
読 唱 す る よう お 命じ に な り ま し た 」 と 言っ た 。 


み 使 い は 「 私 は アッ ラー の 御 救済 と 御 許 し を 祈り ます 。 私 の 国民 は 仰せ の よう に は 出来 な いで し 
よう 』 と 言わ れ た 。 

それ か ら 、 彼 は 三 度 み 使い の 所 に 来 て 「 ア ッ ラ ー は あな た に あな た の 国民 が クル アー ン を 三 つ の 
方 言 で 読 唱 す る よう お 命じ に な り ま し た 」 と 言っ た 。 

み 使 い は 「 私 は アッ ラー の 御 救済 と 御 許 し を 祈り ます 。 私 の 国民 は 仰せ の よう に は 出来 な いで し 
ょ う 」 と 言わ れ た 。 

それ か ら 、 彼 は 四 度 み 使い の 所 に 来 て 「 ア ッ ラ ー は あな た に あな た の 国民 が クル アー ン を 七 つ 
の 方 言 で 読 唱 する よう お 命じ に な られ まし た 。 

それ で (それ ら の 中 の ) どの 方 言 で 人 々 が それ を 読 唱 し て も 彼 等 は 正しい の で す 」 と 言っ た 。 
この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て も も た ら さ れ て いる 。 


読 語 の スピ ー ド や 明瞭 さ に つい て 


クル アー ン の 読 唱 は 、 あ る 程度 の スピ ー ド と 明瞭 さ が な けれ ば な ら な い 。 

し か し 、 度 を 越え た 速 さ は 慎 ま ね ば な ら な い 。 

な お 、 一 ラ カ ー ト に お ける 読 唱 に 、 二 章 な いし それ 以上 の 章 の 結合 が 許さ れ て いる 
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アブ ー・ ワ ー イ ル は 伝え て いる 

ナ ヒ ー ク ・ ビ ピン ・ ス ィ ナ ー ン と いう 名 の 者 が アプ ドッ ラー (・ ビ ン ・ マ スウ ー ド ) の 所 に 来 て 「 
アブ ドル ・ ラ フ マ ー ン の 父 よ 、 あ な た は ik gb os min ma'in ghaira asin ま た は 、 っ ub ps eb Os 
min maiin ghaira yasin に 見 られ る alif ま た は ya ( 注 1) を どの よう に 読ま れる の で すか 」 と 尋ね た 。 
アブ ドッ ラー は 「 あ な た は ここ に (指摘 し た ) も の を 除い て クル アー ン 全 て を 記憶 され た よう で 
すね 」 と (答え に な ら な いこ と を ) 言っ た ( 注 2) 。 

ナ ヒ ー ク は (再び ) 「 私 は ー ラ カー ト で 全て の 解明 諸 章 ( 注 3) を 読 唱 し ます 」 と 言っ た 。 

アブ ドッ ラー は 「 (あな た は それ を ) 詩 の 朗 唱 の よう に 朗 朗 と 読ま な けれ ば な ら な い 。 

まこ と 、 多 く の 人 々 が クル アー ン を 読 唱 する 。 

し か し 、 そ れ は 彼 等 の 鎖骨 より 下 に 降り る こと は な い ( 注 4) 。 

それ が 心 に まで 到達 し て そこ に 根 を 張り 、 確 固 不動 の も の と な っ て こそ 有益 な の で ある 。 

礼拝 で の 最 重 要 事 は 立 礼 と 叩 頭 で ある 。 

私 は アッ ラー の み 使 い が 立 礼 ご と に 二 つ の 章 を 結合 させ て お られ た の に 気付 いて いる ( 注 5) 」 
こう 言っ て 、 ア ブ ド ッ ラー は 立っ て 出 て 行っ た 。 

その 直後 、 ア ルカ マ が 入っ て 来 た 。 

彼 は われ われ に 近付き 「 イ ブン ・ ヌ マイ ル が ハジ ー ラ 族 の 男 が アブ ドッ ラー の 所 に 来 た 、 と は 言 
っ た が 、 ナ ヒー ク ・ ビ ン ・ ス ィ ナ ー ン と いう 名 前 は 出さ な か っ た 」 と 言っ た 。 

( 注 1) asin の a (アリ フ ) と yasin の ya (ヤー) 

( 注 2) その よう な 問題 は 取る に 足ら ぬ も の で 、 ク ルアー ン に は 、 他 に 重要 な 問題 が 多く ある と い 
うこ と を 暗 に 示し た の だ と いう 

( 注 3、5) アブ ー・ タ ウー ド は み 使 い が ど の 章 を 結合 させ て いた か に つい て 述べ て いる 。 

それ に よる と 、 一 ラ カ ー ト 目 に は “慈悲 あま ね く 御 方 章 " (第 55 章 ) と " 星 章 "(第 53 章 ) を 結合 
させ 、 第 ニラ カー ト で は "月 章 "(第 54 章 ) と "真実 章 " (第 69 章 ) を 結合 され た 。 同様 に し て 、“ 
山 章 "(第 52 章 ) と " 撤 き 散ら す も の 章 ” (第 51 章 ) そし て "出来 事 章 " (第 56 章 ) と " 筆 章 " ( 

第 68 章 ) 、“ 階 段 章 " (第 70 章 ) と "引き 離す も の 章 " (第 79 章 ) そし て “慈善 章 ” (第 107 章 ) と * 眉 を 
ひそ め て 章 ” (第 80 章 ) 、" 包 る 者 章 " (第 74 章 ) と " 衣 を まとう 者 章 "(第 73 章 ) 、" 人 間 章 "(第 76 章 
) と "復活 章 "(第 75 章 ) 、" 消 息 章 " (第 78 章 ) と "送ら れる 者 章 " (第 77 章 ) 、" 煙 霧 章 "(第 44 章 

) と "包み 隠す 章 "(第 81 章 ) な ど で あ る 。 

これ ら の 各 章 が いわ ゆる ム フ ァ ッ サ ル (解明 諸 章 ) と され て いる の は 、 そ の それ ぞ れ が それ だ け 
で 完備 され 他 と は 明瞭 に 分 離さ れ た 独自 の 存在 だ か ら で あ る 


( 注 4)】 クル アー ン は 完全 な 知識 、 知恵 、 信 仰 な どの 教え を 内 蔵 す る 巨大 な 宝庫 で ある 。 

し か し それ は 青 心 か ら の 宗教 的 献 心 を も っ て の ぞ ま な い 限 り 開 く こ と が 出来 な いも の で ある 
アブ ー・ ワ ー イ ル は 伝え て いる 

ナ ヒ ー ク ・ ビ ン ・ ス ィ イナ ー ン と いう 者 が アブ ドッ ラー の 所 に 来 た 。 

そし て (次 に 記す こと を 除い て ) 残余 の ハデ ィ ー ス は 同一 で ある 。 

(すなわち ) アル カマ は 彼 (アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド ) の 所 に や っ て 来 た 。 

そこ で 、 わ れ わ れ は アル カマ に 「 彼 に み 使い が ー ラ カー ト に 読 唱 さ れ て いた 諸 章 に つい て 尋ね な 
さい ]」 と 言っ だ た 。 

する と 、 彼 は アブ ドッ ラー の 所 に 入っ て 尋ね た 。 

そし て 、 わ れ わ れ の 所 に 戻っ て 来る と 「 ア ブ ド ッ ラー が 編集 し た 解明 諸 章 の 数 は 20 章 で ある 」 
と 言っ だ j 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 を 経て 、 ア アマ シュ に よっ て も た ら さ れ た 。 

その 中 に (アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド ) は 「 私 は アッ ラー の み 使 い は 一 ラ カ ー ト で 二 章 お 
読み に な っ て いた 。 そ れ 故 士 ラ カー ト で は 二 十 章 と な る 」 と 言っ た 、 と いう の も ある 。 

アブ ー・ ワ ー イ ル は 伝え て いる 

われ われ は ある 日 、 早 朝 の 礼拝 を 行っ た 後 、 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド の 所 に 行き 門 の 側 
に 立っ て 挨拶 し た 。 

彼 は われ われ に 入る よう 言っ た が 、 な お し ば らく の 間 、 門 の 所 に 立っ て いた 。 

する と 、 女 の 召使 い が 出 て 来 て 「 皆 様 方 、 ど うし て 内 に お 入り に な ら な い の で すか 」 と 言っ た 。 
そこ で 、 わ れ わ れ は 内 に 入っ た 。 

そこ に は 、 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド が アッ ラー を 護 美 し な が ら 座 っ て いた 。 

彼 は 「 私 が 入り な さい と 言っ た の に どう し て あな た 方 は お 入り に な ら な か っ た の で すか 」 と 言 
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わた し 達 は 「 い え 、 別 に どう と いう わけ で は あり ませ ん 。 た だ 御家 族 の 中 で どなた か 未だ お 休み 
で は な い の か と 考え た の で す 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 あ な た 方 は イブ ン ・ ウ ン ム ・ ア ブ ド ( 注 1) の 家族 に (宗教 上 の 義務 の 上 で ) 何 か 怠 慢 な こ 
と が ある と 思っ た の で すか 」 と 言っ た 。 

そう 言っ て 彼 は (再び ) アッ ラー を 讃 美 し 始め た が (その 時 ) 太陽 は 昇っ て いる と 思っ た 。 
そし て 例 の 女性 に 「 太 陽 は 昇っ た で あろ う 。 見 よ 」 と 言っ た 。 

彼女 が 外 を 見 る と 太陽 は 未だ 昇っ て いな か っ た 。 

彼 は また アッ ラー を 讃 美 し 始め た 。 

そし て も う 太 陽 は 昇っ た で あろ うと 考え て 、 そ の 女性 に 「 太 陽 は 昇っ た で あろ う 。 見 て みよ 」 
ど 言 だ :。 

この 時 太陽 は 昇っ て いた 。 

彼 は 「 わ れ わ れ は この 一 日 、 わ れ ら の 罪 を お 谷 め に な ら な か っ た アッ ラー を 讃 美 し 奉 る 」 と 言 
うた 。 


(マハ ディ ー は 「 私 は 彼 が 『 ア ッ ラ ー は われ われ が 罪 深 く ある に も か か わら ず わ れ われ を 破滅 さ 


せ 給 わ ず 』 と 言っ た と 思う 」 と 述べ た ) 

人 々 の 間 に い た 一 人 の 男 が 「 私 は 昨夜 の 間 に す べ て の 解明 諸 章 を 読 唱 し まし た 」 と 言っ た 。 
OO 
) 幾 章 か を 結合 され て 読 唱 され る の を 聞い た 。 

i て 読 唱 さ れ て いた 章 を 覚え て いる 。 

それ は 解明 諸 章 の 18 の 章 と ハー・ ミ ー ム ( 注 2) で 始ま っ て いる 二 つ の 章 で あっ た 」 と 言っ た 。 
( 注 1) イブ ン ・ ウ ン ム ・ ア ブ ド と は 、 ア ブ ド ッ ラー の 母 の 息子 と いう 意 で ある か ら 、 彼 自身 の こ 
と を 言っ て いる 

( 注 2) クル アー ン の 章 の 中 に は 、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ サ ー ド あ 
る い は アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー の よう に 、 深遠 神秘 な 真理 を 表わす 象徴 と 解 さ れる 文字 で 始ま る 章 
が ある 。 

この ハデ ィ ー ス に ある ハー・ ミ ー ム で 始ま る 章 は 40、41、42、43、44、45、46 の 各 章 で ある 。 そ 
れ の 意味 する も の に つい て は 諸説 が あめ る が 、 本 当 の 意 は アッ ラー の み が 御 存 知 で ある と され て い 
る 

シャ キー ク は 伝え て いる 

名 前 が ナ ヒ ー ク ・ ビ ン ・ ス ィ イナ ー ン と いう よう に 言わ れ て いる ハジ ー ラ 族 の 男 が 、 ア ブ ド ッ ラー 
の 所 に 来 て 「 私 は 解明 諸 章 を 一 ラ カ ー ト で 読 唱 し ます 」 と 言っ た 。 

A CE 私 は アッ ラー 
の み 使 い が ー ラ カー ト で 結合 唱 さ れ て いた 解明 諸 章 の 、 そ れ ぞ れ の 二 章 が どれ で ある か 
を 知っ た 」 と 言っ うた 。 

アブ ー・ ワ ー イ ル は 伝え て いる 

ある 男 が アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド の 所 に 来 て 「 私 は 解明 諸 章 を 一 晩 の 中 に すべ て 読 唱 し 
まし 法 」 で 言っ だ た 。 

アブ ドッ ラー は 「 あ な た は それ を 詩 の 朗 唱 の よう に 朗 朗 と 読ま な けれ ば な ら な い 」 と 言っ た 。 
そし て 彼 は 「 私 は アッ ラー の み 使 い が 結 合 さ れ て いた 各 二 章 を 知っ た 」 と 言い 、20 の 解明 諸 章 
と ( み 使 い が ) 一 ラ カ ー ト で (それ ら 20 章 の 中 か ら ) 結合 され て いた 各 二 章 に つい て 述べ た 。 


クル アー ン 読 謡 に 関し て 


クル アー ン 読 謡 に 関す る こと が ら 
1 巻 P.561-563 


アブ ー・ イ スハ ー ク は 伝え て いる 
私 は 、 モ スク で クル アー ン を 教え て いた アス ワ ド ・ ビ ン ・ ヤ ズィー ド に 、 あ る 男 が (次 の よう に 
) 尋ね て いる の を 見 た 。 

「 あ な た は この 節 の su。 。。 Jss fahal min muddakir の 。d と dh の いずれ に お 読み に な り ま すか J」 

「 そ れ は 。d で す 。 私 は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド が 『 ア ッ ラ ー の み 使 い は sa。 muddakir を 。 
d で 読ま れ て いる の を 聞い た 』 と 言っ て いた の を 知っ て いま す 」 と アス ワ ド は 言っ た 。 
イス ハー ク は アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド を 根拠 と し て 伝え て いる 
彼 が アス ワ ド か ら 聞 いた 話 で は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は <:。 。。 Js fahal min muddakir と 読ま れ て い 
た と いう こと て ある 。 

アル カマ は 伝え て いる 
われ われ は シリ ア に 行っ た 。 そ の 時 アブ ー・ ダ ル ダ ー ウ が われ われ の 所 に 来 て 「 ど な た か あな た 
方 の 中 で アブ ドッ ラー の 読 唱 で 読ま れる 方 は あり ませ ん か 」 と 言っ た 。 
私 は 「 は い 、 私 が 読み まし ょ う 」 と 言っ た 。 
彼 は 再び 言っ た 

「 あ な た は アブ ドッ ラー が この 節 旋 si au y wal-lail-i-idhayaghsha ( 覆 わ れる 夜 に お いて ) を 
どの よう に 読ん だ か 聞き まし た か 」 
彼 (アル カマ ) は 「 私 は 彼 が Yl SU 51) Wal-lail-i-idha yaghsha wa' dhdhakar-i-wal- 
untha ( 覆 わ れる 夜 に お いて 、 男 女 を ) の よう に 読む の を 聞い た 」 と 言っ た 。 
彼 は 「 ア ッ ラ ー に 誓っ て 、 私 は アッ ラー の み 使 い が (それ と は 異な っ て 、 こ れこ れ の よう に ) 読 
まれ る の を 聞い た 」 と 言っ た 。 

この 他 、 彼 等 (セシリア の ムスリム 達 ) は 私 に 対し て ss ぃ wama khalaqa (創造 され た お 方 に ) を 
読み 入れ る よう 望ん だ 。 

し か し 私 は 彼 等 に 従わ な か っ た ( 注 ) 。 

( 注 ) これ は 夜 章 (第 92 章 ) の 一 節 か ら 三節 間 の 、 語 句 の 脱落 に 関す る 問題 で ある 。 

時 に 、 ク ルアー ン の 集録 は ウス マー ン の 時 代 に な っ て か ら で あ っ た 。 

それ まで は 、 ア ブ ド ッ ラー の よう な クル アー ン を 読 唱 し 説明 する 人 は 自分 の 記憶 の た め 、 ま た 説 
明 の た め に 部 分 的 に 書き 留め て いた 程度 に 過ぎ な い 。 

この よう な わけ で 、 こ れ は アブ ドッ ラー が クル アー ン の 完全 な も の を 所 持 し て いな か っ た た め に 
起こ っ た 問題 で ある 。 

と ころ で 、 ア ブ ド ッ ラー が 脱落 させ た 言葉 は ぉ > ぃ ma khalaqa (創造 され た お 方 に ) で ある 。 

彼 が 常々 読 唱 し て いた の は 、 こ の ハデ ィ ー ス に は 記述 され て は いな い が 』l は Jl) iia Bl lS 
ぶさ |5 sa 5 に > wa 上 lail-i-idha yaghsha wan-nahar-i-idha tajalla wa'dhdhakar-i-wal-untha ( 覆 わ れ 


た 夜 に お いて 、 輝 く 昼 に お いて 、 男 女 を ) で ある 。 

ここ で 、 実 は 対格 で ある べき は ず の 次 の 語 が dyi。 sum) wa'dhdhakhar-i-wall-unina の よう に 属 格 
に な っ て いる の は 、 ア ブ ド ッ ラー の メモ ラン ダム に は 、 ss ぃ ma khalaqa が 欠落 し て いた 為 で 
ある 。 

な お 、 ハ ディ ー ス に は “シリ ア の 人 々 は 私 に sl し ma khalaqa を 読み 入れ る よう 望ん だ "と ある が 、 
これ は その 言葉 を 読み 入れ て 、 そ の 目的 語 と し て ぶ ゞ ! ぁ sm) adhdhakar-a-wal-untha と 対格 で 読む 
よう 望ん だ と いう 意味 で ある 

イブ ラ ヒ ー ム は 伝え て いる 

アル カマ は シリ ア に 米 て モス ク に 入っ た 。 

礼拝 を 終え た 後 そ こ に 輪 に な っ て 座っ て いた 人 々 の グル ー プ に 加わ っ た 。 

その 時 、 一 人 の 男 が そこ に 来 た 。 私 は ( 彼 の 到来 に ) 人 々 の 困惑 し た 気配 を 感じ 取っ た 。 

その 男 は 私 の 側 に 座っ て 「 あ な た は アブ ドッ ラー が どの よう に (クル アー ン を ) 読 唱 し て いた 
か 知っ て いる か 」 と 言っ た 。 

残余 の ハデ ィ ー ス は 既 述 の 通り で ある 。 

アル カマ は 伝え て いる 

私 は アブ ー・ ダ ル ダ ー ウ に 会 っ た 。 

彼 は 私 に 「 あ な た の お 国 は どちら で すか 」 と 言っ た 。 

私 は 「 イ ラク の 者 で す 」 と 言っ た 。 

彼 は 再び 「 で 、 ど ちら の 都市 で すか 」 と 尋ね た 。 

私 は 「 ク ー フ ァ に 住ん で いま す 」 と 答え た 。 

彼 は また 「 あ な た は アブ ドッ ラー・ ビ ピン ・ マ スウ ー ド に 習っ て 読 唱 し て いる の で すか 」 と 言っ た 
私 は 「 は い 、 そ う で す 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 こ の ai au wal-lail-i-idha yaghsha ( 覆 わ れる 夜 に お いて ) の 節 を 読 唱 し て 下さ い 」 
と 言っ た 。 

そこ で 私 は Is Salle les RI) は) 5 es は 1 は Hi 5 Wal-lail-i-idha yaghsha wan-nahar-i-idha tajalla 
wadhdhakar-i-wal-untha ( 覆 わ れ た 夜 に お いて 、 輝 く 昼 に お いて 、 男 女 を ) と 読 唱 し た 。 

する と 彼 は 笑い 「 私 は アッ ラー の み 使 い が (これ これ の よう に ) 読ま れる の を 聞い て いる 」 と 言 
っ た ( 注 ) 

( 注 ) アブ ー・ ダ ル ダ ー ウ が 笑っ た の は 、 読 唱 さ れ た 節 の 中 の sm khalaqga と いう 語 の 脱落 に 帰 因 
する と 考え られ る 。 

前 述 し た よう に 、 預 言 者 か ら ク ルアー ン の 集録 ・ 記 述 を 委任 され た 人 達 を 除い て は 、 自 身 の 記憶 
の 為 に 部 分 的 に メモ を 取る 程度 で あっ た と いう 。 

従っ て 、 そ の 中 に は 言葉 の 脱落 が あっ た の も 十分 に あり 得る こと で ある 

この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 伝え られ た も の で ある 。 


礼拝 の 禁止 時 刻 に つい て 


礼拝 が 禁止 され て いる 時 刻 に つい て 
1 巻 P.563-565 


ブー・ フ ライ ラ は 次 の よう に 言っ た と 伝え られ て いる 

ッ ラ ー の み 使 い は アス ル の 礼拝 後日 没 ま で 、 ま た 早朝 の 礼拝 後 太陽 が 昇る まで の 間 は 、 礼 拝 の 
行 を 禁じ られ た 。 

イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 伝え て いる 

私 は 多く の 教 友達 か ら そ れ (前 述 の ハデ ィ ー ス ) を 聞い た が 、 そ の 中 の 一 人 で 私 の 最も 親愛 な 方 
ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ は 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は 、 早 朝 の 礼拝 か ら 日 の 出 ま で と 、 ア スル の 後 
日 没 ま で 、 礼拝 の 挙行 を 禁じ られ た 」 と 言っ た 。 

この ハデ ィ ー ス は 同一 の 伝承 者 経路 で カタ ー ダ に よっ て も た ら さ れ た が 言葉 に 若干 の 変更 が ある 


NM 


ー・ サ イー ド ・ フ ドリ ー は 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は 「 ア スル の 礼拝 の 後 よ り 日 没 ま で の 間 の 礼拝 は 、 有 効 で は な い 。 
また 早朝 の 礼拝 の 後 よ り 日 の 出 ま で の 間 の 礼拝 も 、 有 効 で は な い 」 と 言わ れ た 。 
イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 一 人 た り と 太陽 が 昇る 時 、 ま た それ が 沈む 時 に 礼拝 を 意図 し て は 
0 
イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 「 あ な た 方 は 太陽 が 昇る 時 、 ま た は それ が 沈む 時 に 礼拝 を 意図 し て は な ら ぬ 
a ER 
( 注 ) 背信 者 、 特 に 太陽 崇拝 者 た ち が そ の 時 刻 に 太陽 に 向かっ て ひれ 伏 す た め 、 と いわ れ て いる 
イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は 「 太 陽 の 縁 が 現れ 始め た ら 、 そ れ が 完全 に 現れ る まで 礼拝 を 延ばす が よい 。 
また 太陽 の 縁 が 沈み か けた ら 、 そ れ が 完全 に 沈む まで 礼拝 を 延ばす が よ い 」 と 言わ れ た 。 
アブ ー・ バ スラ ・ ギ ファ ー リ ー は 伝え て いる 
アッ ラー の み 使 い は ム ハ ン マ ス (地名 ) で われ われ の アス ル の 礼拝 を 先導 され た 。 
その 時 み 使 い は 「 こ の 礼拝 は あな た 方 の 前 に (生き そし て ) 亡くな られ た 方 々 の た め に 、 捧 げ ら 
れ た も の で ある 。 
その 人 々 は (多忙 の 時 期 に 生き られ た た め に ) 礼拝 の 継続 を 放棄 せ ざ る を 得 な か っ た の で ある 。 
この 礼拝 を 遵守 し 続け る 者 に は 、 ア ッ ラ ー か ら 二 倍 の 報償 が ある 。 
そし て 、 そ の 礼拝 の 後 星 が 現れ る まで の 礼拝 は 有効 で は な い 」 と 言わ れ た 。 
この ハデ ィ ー ス は 別 の 伝承 者 経路 を 経て 、 ア ブー・ バ スラ ・ ギ ファ ー リ ー に よっ て も た ら さ れ た 


Oo 


ウ ク バ ・ ビ ン ・ ア ー ミ ル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い が わ れ わ れ に 禁じ られ た 礼拝 の 時 刻 と 、 死 者 埋葬 の 時 刻 が ある 。 
それ は 太陽 が 昇り 始め て 高く な る まで の 間 、 太 陽 が 中 央 に か か る 刻 か ら 傾く 間 、 そ し て それ が 沈 
み 始 め て か ら 沈 ん で し まう まで の 間 で ある 。 


アム ル の イス ラー ム 入 信 に つい て 


アム ル ・ ビ ン ・ ア バ サ の イス ラー ム へ の 帰依 に つい て 
1 巻 P.565-567 


アム ル ・ ビ ピン ・ ア バ サ ・ ス ラミ ー は 伝え て いる 

私 は ジャ ー ヒ リー ヤ 時 代 に 人 々 は 正道 を 誤っ て 歩い て いる と 考え て いた 。 

彼 等 は 偶像 を 崇拝 し (正道 と 考え られ る よう な ) まとも な 生き 方 は 何一つ し て いな か っ た の だ 。 
時 に 、 私 は マッ カ で (預言 的 知識 に 基づい て ) 情報 を 与え る 人 物 に つい て 耳 に し た 。 

そこ で 私 は らく だ に 乗っ て その か た を 尋ね た 。 

その 頃 ア ッ ラ ー の み 使 い は その 地 の 人 々 に 厳し い 仕打ち を 受け て いた の で 、 身 を 隠し て お いで で 
し た 。 

そこ で 、 私 は (マッ カ の 人 々 に ) 友 交 的 な 態度 を と る こと で (は じ め て ) その か た の 所 に 行き つ 
く こ と が 出来 た 。 

私 は 彼 に 会 っ て 「 あ な た は どの よう な 方 な の で すか 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 私 は 預言 者 で ある 」 と 言わ れ ま し た 。 

私 は (再び ) 「 預 言 者 と は どの よう な 者 で すか 」 と 尋ね た 。 

彼 は 「 ア ッ ラ ー か ら そ の み 使 いと し て 送ら れ た 者 で ある 」 と 言わ れ た 。 

私 は 「 ア ッ ラ ー は どの よう な 事柄 で あな た を ( み 使 いと し て ) 送ら れ た の で すか 」 と 言っ た 。 
彼 は 「 (アッ ラー は 愛情 や 思い や り で ) 血族 関係 を 強固 に し 、 偶 像 を 破壊 し 、 そ し て アッ ラー は 
唯一 に し て 同位 者 は 全く 無い こと を 宣言 する た めで ある 」 と 申 さ れ た 。 

私 は 「 そ れ で 、 (それ ら の こと を 信じ ) あな た と (行動 を ) 共に し て いる の は 誰 で すか 」 と 尋 
ね た 。 

彼 は 「 一 人 の 立派 な 市 民 と 一 人 の 奴隷 で ある 」 と 申 さ れ た 。 

( 彼 【 伝 承 者 ] は 「 そ の 時 み 使 と 一 緒 に いた 者 は イス ラー ム に 帰依 し た 人 々 の 中 の アブ ー・ バ ク 
ル と ビラ ー ル で あっ た 」 と 言っ た ) 。 

その 時 私 は み 使い に 「 私 は あな た に つい て 参り ます 」 と 言っ た 。 

彼 は 「 今 は を の よう に する わけ に は 行か ぬ 。 あな た は 私 や (私 の ) 人 々 が 厳し い 状 況 下 に ある の 
を 知ら な い の で すか 。 

あな た は 御家 族 の 許 に 帰っ て 私 の 勝利 を 聞い た ら お 出 に な る と よい 」 と 申 さ れ た 。 

それ で 、 私 は 私 の 家族 の 所 に 帰っ た 。 

私 は 色々 の 情報 を 得 よ うと し て 多く の 人 々 を 尋ね た 。 

この 時 、 ヤ スリ ブ (マデ ィ ー ナ ) の 人 達 の グル ー プ が 私 の 所 を 訪れ た 。 

私 は ( 彼 等 に ) 「 マ ディ ー ナ に 来 ら れ た 方 は どう され まし た か 」 と 尋ね た 。 

彼 等 は 「 人 々 は その 方 の 許 に 馳せ 参じ まし た 。 一 方 、 彼 の 地 の 人 々 (マッ カ の 多神教 徒 達 ) は み 
使い を 殺害 し よう と 企 て ま し た が 果たせ ませ ん で し た 」 と 話し た 。 

(この 話 を 聞い た 時 ) 私 は マデ ィ ー ナ に 行っ た 。 


そし て み 使 い に お 会 いし て 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 あ な た は 私 を 御存知 で すか 」 と 言っ た 。 
み 使 い は 「 存 じ て い る 。 あ な た は マッ カ で お 会 いし た 方 で ある 」 と 申 さ れ た 。 私 は 「 そ の 通り 
で す 」 と 言っ た 。 

つづ け て 「 預 言 者 よ 、 ア ッ ラ ー が あな た に 教え られ た こと で 私 が 知ら な いと 思わ れる こと に つい 
て お 話し 下さ い 。 礼拝 に つい て も 是非 」 と 言っ た 。 

その か た は 申 さ れ た 

「 早 朝 の 礼拝 を 挙行 し な さい 。 

それ か ら 太 陽 が 昇り きる まで は それ を 止め な さい 。 

それ が 昇る 時 は 悪魔 の 角 の 間 に 昇 っ て 来る の で す 。 

その 刻 、 背 信者 達 は それ に 対し て ひれ 伏 す の で す 。 

それ か ら 礼 拝 し な さい 。 

まこ と 、 槍 の 影 が (大 地 か ら ) 消え る まで ( 注 ) の 礼拝 は 天使 が それ を 証明 し て くれ る も の で す 
その 後 、 礼 拝 を (再び ) 止め な さい 。 

その 刻 、 地 獄 の 業火 は 燃え さか っ て いる 最 中 で す 。 

影 が 長く な っ て きた ら 礼 拝 し な さい 。 

アス ル の 前 の 礼拝 は 天使 が それ を 証明 し て くれ ます 。 

その 後 太陽 が 沈み きる まで は 礼拝 を 止め な さい 。 

それ は 悪魔 の 角 の 間 に 沈 み ま す 。 その 刻 、 背 信者 達 は それ に 対し て ひれ 伏 す の で す 」 

私 は (次 に ) 「 預 言 者 よ 、 洒 浴 の こと に つい て お 話し 下さ いま せん で し ょ うか 」 と 言っ た 。 
み 使 い は 申し まし た 

「 あ な た 方 誰 で も 汰 浴 に 水 を 使用 し て 口 を すす ぎ 人 鼻孔 を 清潔 に すれ ば 、 そ の 者 の 顔 、 口 、 鼻 孔 の 
過ち が 流し 落 さ れる の で す 。 

それ か ら 、 ア ッ ラ ー が お 命じ に な っ た よう に 顔 を 洗え ば その 者 の 顔 の 過ち は あご 明 の 先端 か ら 水 
と 共に 落ち ます 。 

そし て 、 両 手 で 肘 ま で 洗え ば 、 そ の 者 の 両手 の 過ち は 指先 か ら 水 と 共に 落ち ます 。 
髪の毛 を ぬぐえ ば 、 そ の 者 の 頭 の 過ち は 頭髪 の 先端 か ら 水 と 共に 落ち ます 。 

両足 を くる ぶし まで 洗え ば 、 そ の 過ち は 指先 か ら 水 と 共に 落ち ます 。 

こう し て 彼 は 礼拝 の た め に 立ち 、 ま こと に そう する こと が ふさ わし い 、 ア ッ ラ ー の 栄光 を 讃 美 し 
称 讃 し 奉る な ら 彼 の 過失 は 消え 去っ て 、 彼 の 母 が 生ん で くれ た 日 の 彼 の 肉体 の よう に 、 全 くけ が 
れ の 無い も の に な り ま し ょ う 」 

アム ル ・ ビ ン ・ ア バ サ は この ハデ ィ ー ス を アッ ラー の み 使 い の 親友 アブ ー・ ウ マー マ に 話し た 。 
アブ ー・ ウ マー マ は 「 ア ムル ・ ビ ン ・ ア バ サ よ 、 君 は 、 一 つの 場所 で ( 唯 汰 浴 と 礼拝 する だ け で 
) その よう な (多大 な 報償 が ) 与え られ る と 言っ て いる が (その 言葉 に 責任 を も て る の か ) よく 
考え て みる が よい 」 と 言っ た 。 

アム ル は 「 ア ブー・ ウ マー マ よ 、 私 は 既に 歳 を と っ て し まっ た 。 

私 の 骨 は 脆く な っ て 死期 も そう 遠い こと で は ある まい 。 


(どう し て 今 ) 私 が アッ ラー や その み 使 い に 嘘 を つく 必要 が ある だ ろう か 。 

それ に 、 私 が その こと を み 使 いか ら 一 回 、 あ る い は 二 回 、 い や 三 回 ( 彼 は 七 回 まで それ を 数 えた 
) と (幾度 も ) 聞い た の で な か っ た ら 、 け っ し て それ を 話し は し な か っ た で あろ う 。 

し か し 、 私 は それ を 彼 か ら そ れ 以 上 多く 聞い た の だ 」 と 言っ た 。 

( 注 ) 槍 の 影 が 消え る 、 つ まり 太陽 が 真 上 に 来る 。 

アラ ブ は 真昼 の 刻 を 、 昔 、 槍 を 立て て 知る 習慣 が あっ た 


日 の 出 と 日 没 の 礼拝 に つい て 


日 の 出 と 日 没 の 刻 に 礼拝 を 意図 し て は な ら な い 
1 巻 P.567 


アー イシ ャ は 伝え て いる 

ウマ ル は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 日 の 出 と 日 没 の 刻 の 礼拝 の 挙行 を 禁じ られ た 事実 に つい て の 解釈 
を 誤り まし た ( 注 ) 。 

( 注 ) ウマ ル は アス ル の 後 の 時 間 す べ て に お いて それ が 禁じ られ た も の と 考え た 

アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は アス ル の 礼拝 の 後 、 随 意 の ニラ カー ト を 必ず 挙行 され て お り ま し た 。 

な お み 使 い は 、 太 陽 が 昇る 刻 と 沈む 刻 に 礼拝 を 意図 し て は な ら ぬ 。 

礼拝 する こと は (も ちろ ん ) な ら ぬ 、 と 申 さ れ ま し た 。 


アス ル 礼 拝 後 の 礼拝 に 関し て 


アス ル の 礼拝 後 の ニ ラ カ ー ト に つい て 
1 巻 P.567-569 


イブ ン ・ ア ッ パ ー ス の マウ ラー ` クラ イプ は 伝え て いる 

アブ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ッ パ バー ス 、 ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ズ ハ ル 、 ミ スワ ル ・ ビ ン ・ 
マハ ラマ は 彼 (マウ ラー・ ク ライ ブ ) を 預言 者 の 妻 ア ー イ シャ の 許 に 送っ た 。 

(その 時 ) 彼 等 は 「 先 ず わ れ われ 一 同 か ら の 挨拶 を 彼女 に 伝え た 後 、 ア スル の 礼拝 の 後 の ニ ラ カ 
ー ト に つい て 尋ね よ 。 

そし て 、 わ れ わ れ は アッ ラー の み 使 い が そ の ニラ カー ト を 禁止 され た の に あな た は 挙行 され て い 
る と 聞き 及 ん で いま す 、 と 伝え よ 」 と 言っ た 。 

イブ ン ・ ア ッ パ バー ス は 「 私 は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ と 共に 人 々 に (その ニラ カー ト を ) 行わ 
な いよ うに 言っ て 来 た 」 と 述べ た 。 

クラ イブ は 言っ た 

「 私 は 彼女 の 所 に 行っ て 私 が 託さ れ た 伝言 を 伝え た 。 

する と 彼女 は 『 ウ ン ム ・ サ ラマ ( 注 1) に 尋ね て 下さ い (その 方 が 良い ) 』 と 言っ た 。 

私 は 彼 等 の 所 に 戻り 彼女 の 言葉 を 伝え た 。 

する と 彼 等 は 私 を アー イシ ャ の 許 に 送っ た の と 同じ 目的 で サラ マ の 所 に 行か せ た 。 

ウン ム ・ サ ラマ は 『 私 は み 使い が それ を 禁止 され る の を 聞き まし た 。 

その 後 、 私 は その か た が その 礼拝 を 行わ れ て いる の を 見 た の で す 。 

その か た が その ニラ カー ト を 挙行 され た の は た し か に アス ル の 礼拝 を 終え た 後 で し た 。 

時 に 、 私 が アン サー ル の ハラ ー ム 族 の 女性 達 と 一 緒 に 居り まし た 折 、 み 使い が 来 ら れ て その ニニ 
ラ カ ー ト を 挙行 され まし た 。 

私 は 奴隷 女 に 申し つけ まし た 

『 お 前 、 み 使い の 所 に 行っ て ウン ム ・ サ ラマ が 、“ み 使い 様 、 私 は あな た が その ニラ カー ト を 禁止 
され る の を 聞い て お り ま す 。 

それ な の に 私 は あな た が それ を 挙行 され る の を 目 に し ます "、 と 申し て お り ま す と 言い な さい 。 
そし て 、 も し その か た が 手 で (待つ よう ) 合図 され た ら 待 つの で す 』 と この よう に 。 
彼女 は 私 の 言い つけ 通り に し まし た 。 

彼 は 手 で 合図 され まし た 。 

そこ で 彼女 は 離れ た 所 で 待ち まし た 。 

み 使い が 礼拝 を 終え た 時 『 ア ブー・ ウ マイ ヤ の 娘 よ 、 あ な た は アス ル の 礼拝 の 後 の ニ ラ カ ー ト に 
つい て 尋ね た 。 

これ より 先 、 ア ブ ド ル ・ カ イス ( 注 2) の 中 で イス ラー ム に 帰依 する た め に 私 の 所 へ 来 た 人 々 が 正 
午 の 礼拝 の 後に 挙行 する ニラ カー ト を 妨げ た 。 

それ で 、 あ の ニラ カー ト が ( 今 、 私 が 行っ た ) それ で ある 』 と 申 さ れ ま し た 」 と この よう に 彼女 


は 言い まし た ( 注 3) 。 

( 注 1) ウン ム ・ サ ラマ は 預言 者 の 妻 の 一 人 で ある 。 

彼女 の 実名 は ヒン ド ・ ビ ント ・ ア ブー・ ウ マイ ヤ ・ ホ ザイ ファ ・ ビ ン ・ ム ギー ラ ・ マ ハズ ミー で 
ある 

( 注 2) アブ ドル ・ カ イス 家 は バハ レー ン 北 部 に 拠っ た 部 族 で 628 年 に イス ラー ム に 帰依 し て いる 
( 注 3) 預言 者 が 正午 の 礼拝 の 後 挙 行 す る は ず の 随意 の 礼拝 を 後 ら し て いた の は 、 イ スラ ー ム を 信 
奉 す る た め に 訪れ た 人 々 に 、 こ の 宗教 に つい て 説い て いた た めで ある 。 

これ は イス ラー ム を 説い て 人 々 を 正道 に 導く こと が 、 ナ フル の 礼拝 以上 に 重要 で ある の を 示し た 
も の で ある と され る 。 

な お 、 一 般 的 な 規則 と し て は 、 ア スル の 礼拝 後 の ニ ラ カ ー ト は 禁止 され て いる 。 

し か し 、 預 言 者 は この 限り で は な い 

アブ ー・ サ ラマ は アー イシ ャ に 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が ア スル の 礼拝 後に 挙行 され て いた ニラ カー 
ト に つい て 尋ね た 。 

彼女 は 「 み 使い は それ を 最初 、 ア スル の 前 に 行っ て お り ま し た 。 

その 後 、 そ の 御方 は その ニラ カー ト に 差し 障 り を お 感じ に な っ た の か 、 ア スル の 後に 挙行 され る 
よう に な り ま し た 。 

それ か ら は 続け て その よう に され て お り ま す 。 

その 御方 が 礼拝 を 行わ れ た 時 は 、 そ れ を 継続 的 に され る の が (習慣 で す ) 」 と 申し まし た 。 

イス マイ ー ル は 「 そ れ は み 使 い が そ の ニラ カー ト を 継続 し て 行わ れ た こと を 意味 する 」 と 言っ た 
アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い は 私 の 家 で は アス ル の 後 の ニ ラ カ ー ト の 礼拝 を 決し て 放棄 され る こと は あり ませ ん で し た 
アー イシ ャ は 伝え て いる 

み 使 い が 私 の 家 で 、 公 然 と ある い は 内 々 に 、 欠 か すこ と な く 挙 行 さ れ た ニラ カー ト は 、 早 朝 の 未 
明 の ニラ カー ト と 、 ア スル の 後 の ニ ラ カ ー ト で す 。 

アス ワ ド と マス ルー ク は 述べ て いる 

アー イシ ャ が 「 み 使い は 私 と 共に 居 ら れ た 日 は 、 私 の 家 で アス ル の 後 の ニ ラ カ ー ト を 決し て 欠か 
すこ と は あり ませ ん で し た 」 と 言っ た こと に つい て 、 わ れ わ れ は 証言 致し ます 。 


マグ リブ 礼拝 前 の 礼拝 に つい て 


マグ リブ の 礼拝 の 前 に ニラ カー ト の 挙行 は 好ま し いも の で ある 
1 巻 P.569-570 


ム フ タ ー ル ・ ビ ン ・ フ ルフ ル は 伝え て いる 

私 は アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に アス ル の 後 の 自 発 的 な 礼拝 に つい て 尋ね た 。 

彼 は 「 ウ マル は アス ル の 後 の 礼拝 に 対し て は 彼 の 手 を た た いて いた ( 注 1) 。 

そし て 、 わ れ わ れ は 預言 者 が 御 存 命 の 時 は 太陽 が 沈ん だ 後 の マ グリ ブ の 礼拝 の 前 に ニラ カー ト 
を 行っ て いた 」 と 言っ た 。 

私 は 彼 に 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は は その ニラ カー ト を 挙行 され て いま し た か 」 と 尋ね た 。 

彼 は 「 み 使い は われ われ が それ を 行う の を 御覧 に な っ て お られ た が 、 別 に それ を お 命じ に な る と 
いう の で も な か っ た し 、 茜 下さ れ も し な か っ た 」 と 答え た .( 注 2) 。 

( 注 1) 手 を た た く の は 不愉快 な 感情 を 示す 動作 

( 注 2) この ニラ カー ト は あく まで 随意 の も の と し て 、 イ スラ ー ム が 起こ っ た 初期 の 頃 に 行わ れ て 
いた 。 

だ か 、 こ れ が マグ リブ の 礼拝 を 遅らせ る 因 と な っ た よう で あり 、 や か て 行わ れ な いよ うに な っ て 
し まう っ た 。 

し か し な が ら 、 ほ と ん どの イス ラー ム 法 学者 は 、 こ の ナ フ ル の 礼拝 は 許さ れる も の と 考え て いる 
アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク は 伝え て いる 

われ われ は マデ ィ ー ナ に 居 た 。 

そこ で 、 ム アッ ジン が マグ リブ の 礼拝 の アザ ー ン を 唱え た 時 人 々 は モス ク の 支柱 の 所 へ 急行 し 
た ( 注 ) 。 

そし て 彼 等 は めい めい ニラ カー トニ ラ カ ー ト と 、 礼 拝 を 行っ た 。 

も し (状況 を ) 知ら な い 人 が モス ク に 入っ た な ら 、 あ まり に も 多く の 人 々 が 礼拝 を 行っ て いる 
の で 、 義 務 と し て の 礼拝 は 既に 終え を た の で は な いか と 考え る よう な 光景 で あっ た 。 

( 注 ) 人 々 が 柱 の 側 へ 急行 する の は その 後に 位置 を 占め る の を 望む か ら で あ る 。 

その 理由 は 礼拝 中 に 前 を 歩か れる の を 嫌う た めで ある 


アザ ー ン の 間 の 礼拝 に つい て 


アザ ー ン の 間 の 礼拝 
1 巻 P.570-571 


アブ ドッ ラー: ピン ・ ム ガッ ファ ル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 二 つ の 呼び 掛け (アザ ー ン と イカ ー マ ) の 間 に 礼 拝 が ある 」 と 申 さ れ た 。 
み 使 い は それ を 三 度 言わ れ た が 三 度 目 に 「 (これ は ) それ を 望む 者 が 行え ば 良い 」 と 申 さ れ た 。 
この ハデ ィ ー ス は アブ ドッ ラー ・ ビ ン ・ ム ガッ ファ ル に よっ て 別 の 伝承 者 経路 で も 伝わっ て いる 
だ が それ に は 若干 の 相違 が ある 。 

(すなわち ) み 使 い は 四 度 目 に 「 (これ は ) それ を 望む 者 が 行え ば 良い 」 と 申 さ れ た 。 


危険 時 の 礼拝 に つい て 


危険 時 の 礼拝 に つい て 
1 巻 P.571-574 


サー リム ピン: アプ ドッ ラー "ピン ` ツウ マル ば は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 二 つ の グル ー プ の 一 つが 敵 と 対 幅 し て いる 間 に 他 の 一 つの グル ー プ を 導い て 
、 危 険 時 に 一 ラ カ ー ト の 礼拝 を 挙行 され た 。 

その 後 、 彼 等 (礼拝 を 行っ た グル ー プ の 人 々 ) は それ まで 敵 と 対 幅 し て いた 仲間 と 交代 し た 。 
第 二 の グ ルー プ が 来る と み 傾 い は (再び ) 彼 等 を 導い て 一 ラ カ ー ト の 礼拝 を 挙行 され た 。 
これ を 終え る と み 使 い は (礼拝 終了 の ) 挨拶 を され た 。 

その 後 (第 一 の グル ー プ の ) 人 々 は (再度 ) 一 ラ カ ー ト を 挙行 し 、 次 いで (第 二 の グ ルー プ の 
) 人 々 も 一 ラ カ ー ト を 挙 行 し た (こう し て 礼拝 は 完全 に 行わ れ た ) ( 注 ) 

この ハデ ィ ー ス は 列 の 伝承 者 経路 で も 伝え られ て いる 。 

( 注 ) これ は 危険 時 に お ける 十 六 の 礼拝 形式 の 中 の 一 つ で ある 。 

これ は 状況 に 応じ て 変え られ る 

イブ ン ・ ウ マル は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は ある 日 、 危 険 時 に (次 の よう な 方 法 で ) 礼拝 を 挙行 され た 。 

ー つ の グル ー プ が 敵 と 対 峠 し 、 別 の グル ー プ は み 使 いと 礼拝 を 行っ た 。 

この グル ー プ の 人 々 が み 使 いと 一 ラ カ ー ト を 挙行 し 終え る と (前 線 へ ) 戻っ た 。 

( 代 っ て ) 別 の グル ー プ の 人 々 が 来 て ( み 使い と 共に ) 一 ラ カ ー ト を 挙行 し た 。 

この 後 両 グ ルー プ は それ ぞ れ 一 ラ カ ー ト を 済ま せ て 礼拝 を 完結 し た 。 

イブ ン ・ ウ マル は 「 そ こ に 非常 な 危険 が ある 場合 に は ( 馬 、 ら くだ に ) 乗っ た まま 、 あ る い は 立 
っ た まま (礼拝 の ) 身 ぶ り で それ を 挙行 せよ 」 と 言っ た 。 

ジャ ー ビ ピル ・ ビ ピン ・ ア プ ド ッ ラ ー は 伝え て いる 

私 は 危険 時 に アッ ラー の み 使 いと 礼拝 を 行っ た 。 

み 使 い は 敵 が われ われ と キ ブ ラ と の 間 に い る 時 われ われ を 横 に 二 列 に 整列 させ 、 前 列 を 彼 の すぐ 
後に 位置 させ た 。 

み 使 い が 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 唱え られ る と われ われ も 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 唱 
た だ 、 

彼 が 立 礼 さ れる と われ われ も 立 礼 し た 。 

彼 が 頭 を 上 げ ら れる と われ われ も 頭 を 上 げた 。 

それ か ら 、 彼 が 叩 頭 され る と 前 列 は それ に 従っ て 叩 頭 し た 。 

その 時 、 後 列 は 敵 を 監視 する た め に 立っ た まま で あっ た 。 

み 使い が 叩 頭 を 終え られ る と 前 列 も 立ち 上 っ た 。 

それ に 代 っ て 後列 が 叩 頭 し た 。 

全員 が 立っ た 時 、 前 列 と 後列 は 位置 を 交代 し た 。 


それ か ら み 使い が (再び ) 立 礼 さ れる と 、 わ れ わ れ 全 員 も 立 礼 し た 。 

み 使 い が 頭 を 上 げ ら れる と 、 全 員 頭 を 上 げた 。 

その か た が 叩 頭 され る と 、 前 列 (それ は 最初 の 一 ラ カー ト で は 後列 で あっ た ) は その か た に 従っ 
て 叩 頭 し た 。 

その 間 、 後 列 は 敵 を 監視 し て 立っ た まま で あっ た 。 

み 使 いと 前 列 が 中 頭 を 終え る と 、 後 列 が 叩 頭 し た 。 そ れ か ら み 使い は (礼拝 の 最後 の ) 挨拶 を 

され 、 わ れ わ れ も 全 員 挨 拶 し た ( 注 ) 。 

(ジャ ー ビ ル は ) あな た 方 の 護衛 た ち が 長 に つき 従う よう に (われ われ も そう し た ) と 言っ た 。 
( 注 ) これ は 、 イ スラ ー ム 法 に の っ と っ た 危険 時 で の 第 二 の 礼 拝 形 式 で ある 。 

この 形式 で は 、 人 々 は イマ ー ム の 後に 二 列 に 整列 し 、 一 ラ カ ー ト で その 位置 を 交代 する が 、 そ の 
場合 一 グル ー プ は 敵 を 監視 し な けれ ば な ら な いた め に 、 必 要 が あれ ば その 姿勢 を 変え て も 良い と 
され る 

ジャ ー ビ ル は 伝え て いる 

われ われ は アッ ラー の み 使 いと 一 緒 に 出陣 し て 、 ジ ュ ハ イナ 族 と 戦っ た 。 

彼 等 は われ われ に 激しく 挑ん で 来 た 。 

と ころ で 、 わ れ ら 一 同 が 正午 の 礼拝 を 遂行 し 終え た 時 、 多 神 教徒 た ち は 「 も し われ われ が (あの 
礼拝 の 折 に ) 速攻 し て いれ ば 彼 等 を 殺す こと が 出来 た で あろ うに 」 と 言っ た 。 

天使 ガブ リエ ル は その 事 を アッ ラー の み 使 い に 告げ た 。 

み 使 い は それ を われ われ に 話さ れ た 。 

多神教 徒 た ち は 「 間 も な く 彼 等 に は アス ル の 礼拝 の 時 刻 が 来る 。 

それ は 彼 等 が 彼 等 の 子供 達 以 上 に 重要 視 し て いる も の だ 」 と 言っ た 。 

アス ル の 礼拝 の 時 刻 が 来 た 時 、 敵 が われ われ と キ ブ ラ と の 間 に い る 状況 の 中 で 、 わ れ わ れ は 横 に 
二 列 に 整列 し た 。 

み 使い が 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 唱え られ た 。 

われ われ も それ に 従っ て 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 唱え た 。 

み 使い が 立 礼 さ れる と 全員 立 礼 し た 。 

その か た が 員 頭 され る と 前 列 が 叩 頭 し た 。 

彼 等 が 立ち 上 っ た 時 、 後 列 が 叩 頭 し た 。 

(それ が 終る と ) 前 列 は 後 へ さがり 、 後 列 が 前 へ 出 て 位置 を 交代 し た 。 

その 時 、 み 使い は 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 唱え られ た 。 

われ われ も 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 唱え た 。 

その か た が 立 礼 され る と 全員 立 礼 し た 。 

その か た が 叩 頭 され る と 、 前 列 は それ に 従っ て 叩 頭 し た 。 

後列 は ( 敵 を 監視 し て ) 立っ た 。 

そし て 、 後 列 も 叩 頭 し 終え われ われ 全員 が (大 地 に ) 座 わ る と み 使 い は (礼拝 終了 時 の ) 挨拶 を 
彼 等 に され た 。 

アブ ー・ ズ バイ ル は 「 そ れ か ら ジ ャ ー ビ ル は 『 ち ょ うど あな た 方 の 長 た ち が (部 下 に 危険 が お よ 


ば な いよ う 配 慮 し て ) 礼拝 を 行う よう に 』 と いう 言葉 を 特に つけ 加え た 」 と 言っ た 。 
サハ ル ・ ビ ン ・ ア ブー・ ハ スマ は 伝え て いる 

アッ ラー の み 使 い は 危険 時 に 教 友達 を 導 か れ て 礼拝 され た 。 

み 使 は 人 々 を 横 に 二 列 に 整列 させ 後に 立た せ た 。 

その か た は (最初 ) 前 列 の 人 々 と 一 ラ カ ー ト を 挙行 し て お 立ち に な っ た 。 
(それ か ら 後 列 の 人 々 が 一 ラ カ ー ト を 行っ た が ) 彼 は 後列 の 人 々 が 礼拝 し 終え る まで 立ち 続け て 
お られ た 。 

それ か ら 後 列 の 人 々 は 前 に 、 前 列 の 人 々 は 後に さがっ て 位置 を 交代 し た 。 

み 使い は また 前 列 に 位置 し た 人 々 を 導い て 、 一 ラ カ ー ト を 挙 行 さ れ て 座っ た 。 

そし て 、 後 列 の 人 々 が 一 ラ カ ー ト を 終了 する の を 待っ て 挨拶 を 行わ れ た 。 

ヤズ ィ ー ド ・ ビ ン ・ ル ー マ ー ン は ザー トル ・ リ カー ウ ( 注 ) の 戦 で 、 危 険 時 に アッ ラー の み 使 い 
と 礼拝 を 共に し た 教 友 を 根拠 と し た サー リハ ・ ビ ン ・ ハ ウ ワ ー ト の 話 を 伝え て いる 

ー グ ルー プ が 横 に 一 列 に な っ て み 使 いと 礼拝 し て いた 間 に 、 別 の 一 グル ー プ は 敵 と 対 幅 し て いた 
み 使 い は その か た と 一 緒 の 人 々 と 一 ラ カ ー ト を 挙行 され て 、 お 立ち の まま で あっ た 。 
人 々 は 彼 等 自身 で (残り の 一 ラ カ ー ト を 行っ て その 礼拝 を ) 完結 し た 。 

礼拝 を 終え た 人 々 は ( 敵 と 対 峠 する た め に ) 去っ た 。 

(それ と 交代 に ) 別 の グル ー プ が や っ て 来 た 。 

する と み 使 い は その 人 々 と 一 緒 に 、 彼 の 残り の 一 ラ カ ー ト を 済ま され て 座ら れ た 。 

人 々 は 彼 等 だ け で 礼拝 を 完結 し た 。 

それ と 同時 に み 使 い は 挨拶 を 行わ れ 人 々 も それ に 従っ た 。 

( 注 ) ガタ ファ ー ン の 一 地区 遠征 の 戦い で ある 。 

これ は ヒジ ュ ラ 暦 五 年 の こと で ある 

ジャ ー ビ ル は 伝え て いる 

われ われ は アッ ラー の み 使 いと 共に 道 を 進ん で いた 。 

ザー トル ・ リ カー ウ に 着く と そこ に 木陰 が あっ て 、 み 使い は その 下 に お 入り に な っ た 。 
そこ に 多神教 徒 の 一 人 が 現れ て 木 に 掛け て あっ た み 使 い の 剣 を 奪っ た 。 

彼 は 還 を は ら っ て み 使 い に 、「 お 前 は 私 を 恐れ な い の か 」 と 言っ た 。 

み 使 い は 「 恐 れ な い 」 と 言わ れ た 。 

彼 は 「 私 の 襲撃 に 、 お 前 を 護る 者 は 誰か 」 と 言っ た 。 

み 使 い は 「 ア ッ ラ ー が 私 を お 前 か ら お 護り くだ さる 」 と 言わ れ た ( 注 ) 。 

その 時 、 み 使い の 親友 達 が その 男 を お どか し た 。 

彼 は 剣 を 輸 に 収め (も と 在 っ た よう に 木 に ) 掛け た 。 

折り し も 、 礼 拝 の アザ ー ン が 唱え られ た 。 

み 使い は 、 一 グル ー プ と ニラ カー ト 挙 行 さ れ た 。 

それ か ら (その グル ー プ は ) 後に さがっ た 。 

み 使 い は 別 の グル ー プ と また ニラ カー ト 挙 行 さ れ た 。 


アッ ラー の み 使 い は 、 こ こ で は 、 四 ラ カ ー ト 挙行 され 、 人 々 は ニラ カー ト 人 挙行 し た の で ある 。 
( 注 ) これ は 預言 者 の アッ ラー に 対す る 黙 信 の 観念 の 表明 で ある と され る 

アブ ー・ サ ラマ ・ ビ ン ・ ア ブ ド ル ・ ラ フ マ ー ン は 伝え て いる 。 

ジャ ー ビ ル は 危険 な 時 に アッ ラー の み 使 いと 礼拝 を し た と 彼 に 告げ た 。 

み 使 い は 、 ニ グル ー プ の 中 の ーー グル ー プ と 、 ニ ニラ カ ー ト 挙行 され た 。 

その 後 み 使い は 、 残 り の グル ー プ と 、 ニ ニラ カ ー ト 挙行 され た 。 

すなわち 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 四 ラ カー ト 、 各 々 の グル ー プ は ニラ カー ト 人 挙行 し た の で ある 。 
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